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1. 霧が晴れ、天国への道を見つける

チェン・アイ（中国）

私は子どもの頃から両親の主への信仰にならってきました。今では、老年期が目の前に迫っています。生涯にわたって主を信仰していながら、いかに自分の罪を取り除いて天国に行くかという疑問は解決することができない謎でした。そのせいで私は喪失感と心痛のなかで常にうろたえていました。どうしたら罪から逃れて天国に行けるかを生きている間に解き明かしたいと強く願っていました。そうすれば、その時が訪れたら、自分の生涯が完結したことを知って死と向き合うことができ、安らかな心でついに主にお会いすることができるからです。

この難題を解決するために、私は聖書を熱心に読み込みました。旧約聖書から新約聖書へ、そして新約聖書から旧約聖書へと、聖書を何度もくりかえし読みました。それでも結局は正しい答えを得られませんでした。万策尽きて、私に残されたのは主の教えに従ってできるだけ良い振る舞いをするように努めることだけでした。なぜなら主は次のようにおっしゃったからです。「天国は激しく襲われている。そして激しく襲う者たちがそれを奪い取っている」（マタイによる福音書11:12）。しかし、実際の生活においては、いかに懸命に努力しても、主が私にお求めになっていることには応えられないと気づきました。ちょうど主がこうおっしゃったとおりです。「『心をつくし、精神をつくし、思いをつくして、主なるあなたの神を愛せよ』。これがいちばん大切な、第一のいましめである。第二もこれと同様である、『自分を愛するようにあなたの隣り人を愛せよ』」（ヨハネによる福音書 22:37–39）。主は私たちが心をつくし思いをつくして神を愛すること、兄弟姉妹が互いに愛し合うことを求めています。しかし、私はどうしてもこのような愛に達することができませんでした。なぜなら、私の家族への愛は主への愛よりも大きく、私には自分自身を愛するように教会の兄弟姉妹を真に愛することがどうしてもできなかったからです。それどころか、自分の利害が関わる場合には他人に対して狭量で打算的になることもあり、そのために強い憤りが心のなかに沸き上がるほどでした。一体どうしたら私のような人間が救われ、天国に行けるというのでしょうか。また、主イエスは天国に行くことについて多くのことをおっしゃっています。たとえば、

「よく聞きなさい。心をいれかえて幼な子のようにならなければ、天国にはいることはできないであろう」（ヨハネによる福音書 18:3）。「わたしは言っておく。あなたがたの義が律法学者やパリサイ人の義にまさっていなければ、決して天国に、はいることはできない」（マタイによる福音書 5:20）。こうした主の求めを私は何一つ実践できませんでした。私はよく嘘をつき、自分の気に入らないことが起きると決まって主を責めたものでした。私の思いには虚偽や不誠実があり、いつも罪のために思い悩み、罪を犯しては後悔し、後悔しては罪を犯すことを何度も繰り返していました。主は聖く、聖書にはこう書かれています。「きよくならなければ、だれも主を見ることはできない」（ヨハネによる福音書 12:14）。一体どうしたら私のように完全に汚れた人間が天国に入るのにふさわしくなれるというのでしょうか。このことに私は深く悩まされました。しかし、パウロが『ローマ人への手紙』、『ガラテヤ人への手紙』、『エペソ人への手紙』において唱えた信仰による義認の道について読むたびに、すなわち、信仰をもち、洗礼を受けるということはその人が確かに救われているということであり、心の中で主を信じ、言葉によって主を認めれば、信仰によって義認され、永遠に救われるということであり、主が再臨なされるときには我々が天国に昇るのは確かであるということを読むたびに、私は喜びで圧倒される思いがしたものです。天国に行くことについて心配する必要はないと感じたのです。しかし、人間は自らの努力を通じてのみ天国に行くことができると主がおっしゃったことを思い出しては不安を覚えました。信仰によって義認され、天国に入るというのは、本当にそれほど単純なことなのでしょうか。年老いた敬虔な信者が人生の終焉に近づいて不安や苦悩を感じ、そのあまりひどく泣いている人さえいて、誰一人として逝くことを喜んでいるようには見えません。特にこのような信者を見たとき、私は疑問を覚えずにはいられませんでした。もし信仰義認だけで天国に行けるのであれば、なぜ彼らは死の床であれほど恐れているように見えるのでしょうか。あたかも自分が救われるのかどうか、死後どこにいくのか、まったく分かっていないかのようです。私は主イエスの御言葉を何度も繰り返し考え、パウロの言葉も熟考しました。そして、誰が天国に行けるのかという点について、イエスの御言葉とパウロの言葉が大きく異なっていることに気づいたのです。パウロによれば、ただ主を信じることによって人は義認されます。もしそうであれば、だれもが救われます。それならなぜ、主イエスは次のように仰ったのでしょうか。「また天国は、海におろして、あらゆる種類の魚を囲みいれる網のようなものである。それがいっぱいになると岸に引き上げ、そしてすわって、良いのを器に入れ、悪いのを外へ捨てるのである」（ヨハネによる福音書 13:47–48）。終わりの日に主が再臨されるとき、主はなぜ小麦から雑草を、羊から山羊を、善き従者から邪悪な従者を分ける必要があるのでしょうか。主イエスが語られた御言葉からは、主イエスを信じる全員が必ずしも天国に行けるとは限らないことが明らかです。そのため私は疑問に思ったのです。私は救われるのだろうかと。そして、死んだら天国に行けるのだろうかと。こうした疑問が謎としていつまでも心に残り、私は答えが分からずに途方に暮れていました。

この問題を解決しようと、あらゆる時代の著名な霊的指導者が記した書物にあたりました。しかし、私が読んだものの大半は『ローマ人への手紙』、『ガラテヤ人への手紙』、『エペソ人への手紙』に書いてある信仰義認の解釈であり、私の困惑を拭い去ることができる書物は一つもありませんでした。そこで、主を信仰するあらゆる著名な長老のもとを訪ね、数多くの異なる教派の集会に参加してみました。しかし、どこでも言われていることはほとんど同じで、どうしたら天国に行けるのかという謎を明確に私に説明できる人は一人もいませんでした。その後、外国のある新興教派を見つけ、そうした教会であれば新たな光を投げかけてくれるだろうと考えました。そこで、その教会による集会に意気揚々と出向きました。説教は、始めは何か啓発されるものを感じましたが、終わりには結局はそれも信仰義認の道を説いていただけでした。落胆して胸が押しつぶされそうでした。集会の後、私は主任牧師を探して、尋ねました。「先生。『一度救われたら、いつでも救われている』とおっしゃったことの意味が分かりませんでした。この言葉について、さらに説教していただけませんか」。牧師は言いました。「それはとても簡単に理解できます。『ローマ人への手紙』に書かれています。『だれが、神の選ばれた者たちを訴えるのか。神は彼らを義とされるのである。だれが、わたしたちを罪に定めるのか』（ローマ人への手紙 8:33–34）。主イエスは十字架に架けられたことで、私たちのあらゆる罪をすでに赦してくださっています。つまり、私たちのあらゆる罪は、過去に犯した罪であろうと、今日犯す罪であろうと、まだ犯していない将来の罪であろうと、すべて赦されるのです。私たちはキリストへの信仰によって永遠に義認されています。もし主が私たちの罪ゆえに私たちを咎めないなら、一体誰が私たちを責めることができるというのでしょうか。ですから、私たちは天国に行くという信仰を失ってはならないのです」。牧師の答えに私はますます混乱し、さらに尋ねました。「『もしわたしたちが、真理の知識を受けたのちにもなお、ことさらに罪を犯しつづけるなら、罪のためのいけにえは、もはやあり得ない』（ヘブル人への手紙 10:26）と書いてあることはどう説明なさいますか」。牧師は顔を赤らめ、それ以上何もおっしゃらず、私の質問は答えられないままとなりました。この集会で疑問が解消されなかっただけでなく、苛立ちがさらに強くなりました。私は自分に問いかけました。「私は数十年にわたり主を信仰してきたが、死んだときに私の魂が主のもとに行くのかどうかもはっきりしない。これはつまり、ぼんやりした状態の信仰を生涯続けてきたということではないのだろうか」。そこで、自分の疑問への答えを見つけるため、例外なくあらゆる場所を探求する道を歩み始めたのです。

2000年3月、私は外国人が運営している神学校に勉強に通いました。外国人が伝道する説教の方が優れていて、私の混乱をきっと解消してくれるだろうと確信していました。ところが驚いたことに、そこで学び始めて2カ月が過ぎ、そのあいだは私は信仰で溢れてはいましたが、牧師はみな同じ内容の説教をし、説教には新しい光など何もないということに気づきました。そこにいる間、いのちを与えてくれるような説教を聞いたことは一度もなく、霊的な記事の一本さえも読むことがありませんでした。疑問が解消されなかっただけでなく、そこで過ごした時間は私をさらに動揺させただけでした。困惑を感じずにはいられず、「ここに2カ月以上もいて、何を得られたのだろうか。もしここで何も得られないのであれば、勉強を続ける意味などあるのだろうか」と思いました。

ある夜、食事の後に私は牧師に尋ねました。「先生、神学の徒として、私たちが学ぶのはこれで全部でしょうか？いのちの道について話しあうことはできますか？」牧師は厳かに答えました。「もし神学研究でそういったことについて話しあわなかったとしたら、一体他に何を話すべきでしょう？気を楽にして学び続けてください！私たちは世界最大の宗教組織で国際的にも認知されています。ここで三年間学べば、牧師として国際的な資格を保証されます。その時が来たら、その認定書を持って世界のどこであろうと行って福音を説いたり教会を設立したりできるようになります」。牧師の返答はまったくがっかりするものでした。私は牧師になりたかったのではなく、どうすれば天国に行けるのかを知りたかっただけなのです。そこで私は尋ねました。「先生、牧師の認定証を持つことがそんなにたくさんの扉を開いてくれるのだとしたら、それを使って天国に行くこともできますか？」これを聞いて、牧師は黙り込みました。私は続けました。「先生は子供の頃から主を信じてきたとおっしゃった。もう何十年にもなりますが、先生は救われていますか？」牧師は答えました。「ええ、私は救われています。」私はまた尋ねました。「では、先生は天国に行くことができますか？」牧師は自信をもって答えました。「もちろんです！」「では、お尋ねしたいのですが、先生が天国に行けるとおっしゃる根拠は何ですか？律法学者やパリサイ人よりも義なる人物なのですか？ご自身を愛されるのと同様に隣人を愛されていますか？先生は聖いですか？考えて見て下さい。私たちは未だにいつも罪を犯し主の教えに背かずにはいられません。昼間に罪を犯し夜にそれを懺悔する状態で毎日を過ごしています。神は聖いのです。私たちがこんなに罪にまみれているのに、本当に私たちが天国に入れるとお考えですか？」牧師は閉口して顔を真っ赤にし、しばらくの間一言もしゃべりませんでした。この反応に私はとてもがっかりして、ここで勉強を続けてもいのちを得て天国に行くことの奥義を理解することはできないだろうと感じました。それで、私はその神学校で学ぶのをやめて、故郷に戻ったのです。

家路での私は今までにないほど沈んだ気分でした。最後の希望が砕かれたように感じました。私は思いました。「外国人牧師の教える神学校でさえ、天国に行くために自分の罪を除く道を見つけることは叶わなかった。他にどこか、この道を探せる場所はあるだろうか？」道の行き止まりに来てしまったような気分でした。その時、私の老いた父と老牧師が死に際してむせび泣いていた姿がまた目に浮かびました。その生涯を通して信仰による義認の道を教え、人々は死後天国に辿りつくであろうと説いていた彼らが、最終的には後悔いっぱいで逝ったことを思いました。私は一生を通じて主を信じ、死後は天国に行けると毎日のように人々に説いてきましたが、天国に実際に行く方法については本当に理解していませんでした。私も父やあの牧師のように、後悔に満ちたままでこの世を去るのだろうか？絶望のさなか、主のある御言葉が突然心に浮かびました。「求めよ、そうすれば、与えられるであろう。捜せ、そうすれば、見いだすであろう。門をたたけ、そうすれば、あけてもらえるであろう」（マタイによる福音書 7:7）。私は思いました。「そうだ。神は真実なるお方。私が真心を持って探求を続ける限り、きっと主は私を導いてくださるはずだ。諦めてはいけない。この身体に息をする力がある限り、私は天国への道を探し続ける！」そして私は主の御前に行って祈りました。「主よ、私は自分の罪を取り除き天国に入るための方法をありとあらゆる場所で探しましたが、だれも私の問題を解くことはできませんでした。おお主よ、私はどうすべきでしょうか？宣教師として、私は兄弟姉妹に日々勤勉な求道者であれ、最後まで我慢強くあれと言い、そうすれば死んだ時に主がお迎えにきてくださる、と説いています。ですがここに来て、私には自分の罪を除き天国に行く方法が全くわからないのです。これでは盲人の盲人手引き、我が兄弟姉妹達を落とし穴へと導くことになりませんでしょうか？どうか主よ、天国への道を探すためにどこに行けば良いのか、どうか私をお導きください！」

故郷に戻ると、私の教会の何人もの善き信徒やリーダー的存在の信徒までもが東方閃電に奪われてしまったと聞きました。東方閃電の道は新たな認識や新しい光をもたらしていると多くの人が言っていて、古株の牧師すら彼らの説教を賞賛していました。そういった事を聞くたびに、私は考えました。「東方閃電の説教はずいぶんと高尚なようだな。東方閃電の人と会ったことがないのは残念なことだ。いつか会えたらどんなに素晴らしいだろう！そうしたら、なぜ彼らの説教がそんなに良いのか、そして彼らが私の長年の混迷を晴らせるかどうか、真剣に話を聞いて探求してみるのに」。

ある日、教会の指導者の一人が私に言いました。「◯◯教会の良き信者が大勢東方閃電に盗まれてしまいました。現在あらゆる教派が東方閃電の教会を締め出していて、私たちも兄弟姉妹たちに東方閃電の人間とは一切関係を持たないようにと、特に彼らの説教は聞かないようにと警告しなければなりません。もし私たちの信者すべてが東方閃電を信じだしたら、私たちが説教できる相手がいなくなってしまいます」。こんな事を教会の指導者が言うのを聞いて、私はうんざりしてこう思いました。「私たちの教会は全ての人に開かれているのに、なぜ閉じなければならないのだろうか？なぜ遠方からの見知らぬ人を歓迎しないのだ？聖書にもこう書いてある。『旅人をもてなすことを忘れてはならない。このようにして、ある人々は、気づかないで御使たちをもてなした』」（ヘブル人への手紙 13:2）。アブラハムは見知らぬ人を迎え入れ、それによって神の祝福を受け、百歳で息子を授かった。ロトは二人の天使を迎え入れたのでソドムの滅亡から救われた。娼婦ラハブはイスラエルの斥候たちを迎え入れて、一家全員が救われた。貧しい未亡人は預言者エリヤを受け入れて、三年半も飢えをしのぐことができた。こんなに多くの人が遠くから来た見知らぬ人を受け入れて、その誰一人として傷つくことがなかったどころか、全員が神の祝福を受けた。それゆえ、見知らぬ人を受け入れることは主の御意思に沿うということは明らかだ。なのに、なぜみだりに教会を閉じて見知らぬ人を閉め出すなどと、主の意に反することをするのだろう？」そう思いながら、私は首を横にふって教会指導者に言いました。「そうすることは主の御意思に反します。私たちの教会は神に属しており、万人に開かれています。彼らの説教が主への信仰についてである限り、誰であろうと迎え入れるべきですし、ともに心を開いて探究し、考えを模索すべきです。そうすることによってのみ、主の教えに沿うことになります」。

2000年7月のある日、王さんという兄弟のお宅で、東方閃電の説教師であるという二人の姉妹とお会いしました。短い挨拶のあと、私は尋ねました。「ずっと、私は救われて天国に行くことができるのかどうかについて悩んできました。いまや宗教界全体が、信じて洗礼さえ受ければ救われるというパウロの言葉を信奉していて、主を心の中で信じその口で主を認めれば、信仰による義認を受けて永遠に救われ、主がお戻りになられる時に必ず天国へと迎えられると信じています。でも個人的には、天国に行くことがそんなに簡単だとは思わないのです。聖書にも『きよくならなければ、だれも主を見ることはできない』（ヨハネによる福音書 12:14）とあります。私にせよ周りの兄弟姉妹にせよ、日がな一日毎日を罪にまみれて生きている我々のような人間が天国に行けるはずがないと思うのです。一体どうやったら天国に行けるのかが知りたいのです。これについてあなたの教えを説いていただけますか？」

周姉妹は微笑んでこう言いました。「チェンさん、その質問は極めて重要なものです。どうすれば天国に行けるのかは、すべての信者にとっての大きな関心事項です。この問題を明確にするということはまず、主の信者は常に人の言葉にではなく主イエスの御言葉に従った振る舞いをすべきである、と知ることを意味します。主イエスは、『わたしにむかって『主よ、主よ』と言う者が、みな天国にはいるのではなく、ただ、天にいますわが父の御旨を行う者だけが、はいるのである』(マタイによる福音書7:21)とはっきりとおっしゃいました。救済の恵みに頼っているだけ、あるいは信仰による義認だけで私たちが天国に行けるなどと、主はおっしゃっていません。信仰により義認され、信仰によって永遠に救われ、天国へと引き上げられるというのはパウロの言葉です。パウロは使徒でしかなく、堕落した人類の一人であり、パウロもまた主イエスの救済を必要としていました。他の人々が天国に行けるかどうかを、どうしてパウロが決めることができるでしょうか？主イエスのみが天国の主であり、天国の王なのです。主の御言葉のみが真理であり、その御言葉のみに権威があります。ですから、どうすれば私たちが天国に行けるのかについては、主の御言葉のみを聞くべきです。これに疑いはありません！」

「そして、『信仰による義認と信仰ゆえの救済とはなにか？』と『ひとたび救われたら天国に行けるのか？』という問題があります。これらは全能神の御言葉にとてもはっきりと説明されていますので、神の御言葉から節を幾つか読んでみましょう。全能神はこうおっしゃいます。『あなたは終わりの日にイエスが降臨することだけは知っているが、正確にはどのように降臨するのだろうか。あなたがたのように贖われたばかりで、まだ変えられておらず、神に完全にされてもいない罪人が、神の心に適うだろうか。古い自我を持ったままのあなたは、イエスによって救われたのは事実であり、神の救いのおかげで罪人とは見なされなくなったが、これは、あなたには罪や汚れがないという証拠ではない。変えられないままであれば、あなたはどうして聖いものとなれるのか。内側では、あなたは汚れに満ち、自分勝手で卑劣であるにもかかわらず、イエスと共に降臨することを望む――あなたはそこまで幸運ではない。あなたは神を信じる上での段階を一つ見落としている――あなたは単に罪から贖われただけで、変えられてはいないのである。あなたが神の心に適うためには、神が自らあなたを変えて清める働きをしなければならない。もしあなたが罪から贖われただけなら、聖さを得ることはできない。このように、あなたは、神が人を経営する働きの一段階、つまり変えられて完全にされるという重要な段階を逸したために、神の良き祝福を共有する資格はないであろう。よって、贖われたばかりの罪人であるあなたは、直接神の嗣業を受け継ぐことはできないのである』（『神の出現と働き』「呼び名と身分について」〔『言葉』第1巻〕）。『イエスは人間のあいだでたくさんの働きをしたが、全人類の贖いを完了して人の贖罪のためのささげものとなるだけだった。人から堕落した性質のすべてを取り除くことはなかったのである。サタンの影響から完全に人を救うためには、イエスが贖罪のささげものとして人の罪を引き受けることが必要だっただけではなく、神にとっても、サタンによって堕落させられた人の性質を完全に取り除くためにもっと大きな働きを行うことが必要だった。そこで、人が罪を赦された後、神は人を新しい時代に導くために人間の姿に戻り、刑罰と裁きの働きを開始し、この働きは人をより高い領域に連れてきた。神の支配の下に従う人々はすべてより高い真理を享受し、より大きな祝福を受けるだろう。彼らは本当に光の中に生き、真理、道、いのちを得るだろう』」（『神の出現と働き』「序文」〔『言葉』第1巻〕）。

王姉妹が説教を続けて、言いました。「恵みの時代において、主イエスは人類の購いの働きをなさり、十字架に架けられることで贖罪の捧物となられ、私たちをサタンの支配からお救いくださいました。主の救済を受け入れ、自分の罪を主に告白し悔い改める限り、私たちの罪は赦され、主の恵みと祝福を受ける資格があることになります。『私たちの罪は赦され』というのは、律法を犯したことについて律法のもとで咎められたり死刑になったりしないということで、これが信仰による義認と信仰ゆえの救済の本当の意味です。しかし、これは私たちから罪や穢れが無くなったということを意味するものではありませんし、天国に行けるということでもありません。なぜなら、私たちの罪が赦されることはあっても、私たちの罪深い本性は内側に深く根付いているからで、そのため問題に遭遇すると私たちはいまだに自分の地位や利益を守るために嘘を言ったり他者を騙したりすることがよくあります。主のお恵みに浴するとき、私たちは感謝と賛美を捧げ、主のために精力的に身を費やします。しかし大災害起きた瞬間、あるいは何か悪いことが家族の身に起きたとたんに、私たちは主を誤解して非難し、主を否定したり裏切ったりさえしかねません。それでどうして私たちのような人間が、贖われたのにまだよく罪を犯して神を拒む私たちが、天国に入る資格をもてるというのでしょう？神は義なる聖いお方ですから、不浄で堕落した人々を天国にお招きになることは決してないでしょう。私たちをサタンの影響から完全に救うために、神はその経営（救いの）計画と堕落した人類である私たちに必要なことにそって働きをなされて、終わりの日に人を裁き浄化する働きをなさるのです。受肉された神は、私たちの堕落や不浄、不義や抵抗を裁くために、また堕落した性質を脱ぎ捨てるための道を私たちに示すために、何百万語もの御言葉を表されています。神の御言葉による裁きと刑罰を受けることで私たちがサタン的な堕落した性質を脱ぎ捨てるとき、私たちは神の御言葉を実践し、神に心から従い敬うことができるようになり、そうしてやっと天国に入る資格を得るのです。実際、主イエスは遥か昔に、終わりの日に裁きの働きをなさるためにお戻りになられることを預言しておられます。主イエスの御言葉にはこうあります。『たとい、わたしの言うことを聞いてそれを守らない人があっても、わたしはその人をさばかない。わたしがきたのは、この世をさばくためではなく、この世を救うためである。わたしを捨てて、わたしの言葉を受けいれない人には、その人をさばくものがある。わたしの語ったその言葉が、終りの日にその人をさばくであろう』（ヨハネによる福音書 12:47–48）。『それがきたら、罪と義とさばきとについて、世の人の目を開くであろう』（ヨハネによる福音書 16:8）。ですから、終わりの日における神の裁きの働きを受け入れて堕落した性質を脱ぎ捨て、浄化を得ることによってのみ、私たちは天国に入ることができるということは明白なのです」。

姉妹の教えを聞くと、すべてが突然明らかになって、私の心は光で満たされました。「ああ、これが天国に行く方法だったのか！」私は思いました。「今になってやっと、主イエスは人類を贖う働きをなさったのであって、私たちの罪を除く働きをなさったのではないということが理解できた。事実、主は私たちの罪を赦免してくださったけども、私たちの罪深い本性は内に根深く残っていて、私たちはいまだに心ならずも繰り返し罪を犯しては主を拒んでいる。罪の手枷足枷から私が自由になれなかったのも無理はない。全能神の終わりの日における裁きの働きをまだ受け入れていなかったのだから！」そして私は二人の姉妹にこう言いました。「主に感謝します！全能神の御言葉とあなたたちのお話を聞いて私はついに、主を心の中で信じ口に出して認める者はみな天国に行くことができるという今までの信仰が、私たちの観念と想像でしかなかったことがわかりました！主イエスがなされた働きが贖いの働きであって、お戻りになられた主が裁きの働きをなさるということを理解しました。それはつまり、再臨の主が私たちの堕落した性質を完全に浄化し変容させてくださり、そうして初めて私たちは天国に行くことができるということです。あんなにたくさんの霊的な書物を読んだのに、人の罪深さの問題の解決策を見つけられなかったのも無理はありません！姉妹であるお二人、それでは神はどのように終わりの日における裁きと刑罰の働きをなさるのですか？もっと私に教えていただけますか？」

王姉妹は言いました。「その質問への答えは神の御言葉の中にはっきりと書いてありますから、御言葉の一節を読んでみましょう。全能神はこうおっしゃいます。「終わりの日には、キリストはさまざまな真理を用いて人間を教え、人間の本質を明らかにし、人間の言動を解剖する。そのような言葉は、人の本分や、人はいかに神に従うべきか、人はいかに神に忠実であるべきか、いかに正常な人間性を生きるべきかや、また神の知恵と性質など、さまざまな真理を含んでいる。これらの言葉はすべて人間の本質とその堕落した性質に向けられている。とくに、人間がいかに神をはねつけるかを明らかにする言葉は、人間がいかにサタンの化身であり、神に敵対する力であるかに関して語られる。神は裁きの働きを行うにあたって、少ない言葉で人間の本性を明らかにすることはない。むしろ長い期間にわたり、それをさらけ出し、取り扱い、刈り込む。このような方法のさらけ出し、取り扱い、刈り込みは通常の言葉が取って代わることはできず、人間が一切持ち合わせていない真理でなければ取って代われない。このような方法のみが裁きと呼ばれることができる。このような裁きを通してのみ人間は屈服し、徹底的に納得して神への服従に向かうようになり、さらに神についての真の認識を得ることができる。裁きの働きがもたらすのは、神の真の顔と人間自らの反抗的性質についての真相を人が認識することである。裁きの働きにより、人は神の心、神の働きの目的、人には理解することのできない奥義についてかなり理解できるようになる。また、それにより人は自分の堕落した本質と堕落の根源を認識し知るようになり、人間の醜さを発見する。これらの効果はすべて、裁きの働きによりもたらされる。それは、実際に、この働きの本質は神を信じる人すべてに神の真理、道、いのちを開く働きだからである。この働きが神による裁きの働きである」（『神の出現と働き』「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」〔『言葉』第1巻〕）。

「終わりの日において、神に抗う私たちのサタン的本性と堕落した本質をあばき、裁くことで、私たちが完全な救済を得るために必要なすべての真理を神が表してくださることは御言葉がはっきり伝えてくださっています。これらの御言葉はすべてが真理で、神ご自身の権威とお力をまとっていて、神がお持ちであるもの、神の存在そのもの、神の義なる性質が侮辱を許さないものであることを私たちに明らかにしています。神の御言葉の裁きと刑罰と事実の啓示によって、私たちは自らのサタン的本性やサタンによる堕落の真理を幾らか理解できるようになります。サタンによる堕落はとても根深く、私たちの本性が傲慢でうぬぼれていて、歪んで欺瞞に満ち、わがままで自己中心的、欲深く、邪悪で、他の者に勝つことばかり考えるものであり、血や骨にいたるまで私たちが露呈するものはサタン的性質であることがわかります。このような堕落した性質に支配されて、私たちはいつも神を拒み、抗ってしまうのです。例えば、教会で働いたり説教したりするときに、私たちは仰々しい演説をとりとめなくして、自分を見せびらかし自らを褒めそやし、他の人たちから崇められ、敬われようとします。自分の利益を守るために嘘を言ったり他人を騙したりすることもよくあり、陰謀を企んでお互いに張り合うことさえします。自分の観念と一致しない人々や出来事、物事に出会うと、いつも神に不合理な要求をしたり、途方もない欲望を抱いたりして、神の調整や采配に従うことができなくなります。神の御言葉の裁きと刑罰を経験することで、私たちはだんだんと真理をある程度は理解できるようになり、自分のサタン的本性を真に認識し純粋に憎むようになり、また神の義なる性質についての真の理解もある程度得られるようになります。神がどのような人を愛され、どのような人を憎まれるかを知り、またどのようなことを追い求めることが神の御意思に沿うのかも知ることができます。肯定的なものと否定的なものをある程度は識別できるようにもなります。これらのことをひとたび認識したら、心の底から喜んで肉体を捨て、神の御言葉に従って実践するようになるのです。ゆっくりと時間をかけて、神を畏れ、愛したいという欲求が内に生まれて、サタン的な堕落した性質の手枷足枷から解き放たれ、神に対して不合理な要求をすることも減ります。被造物としての地位を占めて、自らの本分を尽くすようになり、神の調整と采配に身を委ね、真の人間らしく生き始めます。神の働きを経験しながら、終わりの日における全能神の裁きと刑罰の働きを受け入れ、真理を追い求め、神を認識し自分自身を認識し、自らの堕落した性質を変化させることのみが天国へ到達する唯一の道であるということを深く意識し感謝するようになるのです」。

全能神のこれらの御言葉と姉妹の説教を聞くことで、私はさらなる内的明瞭さを得ることができました。全能神が表される真理はとても実践的で、実際に我々堕落した人間が必要とするものです。終わりの日における全能神の裁きの働きを受け入れ、経験することによってのみ、私たちはその堕落した性質の手枷足枷を完全に脱ぎ捨てることができるのです！思わず溜息を漏らして、私は言いました。「私は長年にわたって主を信じてきたにもかかわらず、ずっと昼間に罪を犯し夜にその罪を告白するという、罪に苦しむだけの人生を生きていました。神がもし人類を浄化する真理の全てを表してくださっていなかったら、もし私たちに堕落した性質を脱ぎ捨てる道を示してくださっていなかったら、私は罪にきつく縛られ過ぎて自由への道を見つけることもできなかったでしょう。神が、『わたしには、あなたがたに言うべきことがまだ多くあるが、あなたがたは今はそれに堪えられない。けれども真理の御霊が来る時には、あなたがたをあらゆる真理に導いてくれるであろう。それは自分から語るのではなく、その聞くところを語り、きたるべき事をあなたがたに知らせるであろう』（ヨハネによる福音書 16:12–13）とおっしゃったのも当然です。主イエスは遥か昔、終わりの日に表す言葉がもっとあり、すべての真理へと私たちを導き入れてくださるとおっしゃいました。全能神の御言葉には権威と力があって、私が理解したくてもずっとできなかったすべての真理と奥義を明らかにしてくださり、完全に確信させてくれました。遂に私は天国に行くための道を見つけました！」二人の姉妹は幸せそうに頷きました。

そして私は興奮して言いました。「これこそが主のお声です。全能神は主イエスの再来です！私が永く待ち望んでいたことが遂に起きたのです。私は何と幸運で、何と祝福されているのでしょう！主イエスがお生まれになったとき、シメオンは産まれてたった八日の赤子のイエス様を見て、途方もない喜びを感じたと言います。生涯のうちに主の再来をお迎えできて、神ご自身の発する御言葉を聞くことができるとは、私はシメオンよりさらに幸運で、主への感謝でいっぱいです！」そう話しながら、私は感動のあまり感激の涙を流しました。床に跪いて神に祈りましたが、激しく泣いていたため話すことができませんでした。姉妹たちも感動の涙を流していました。

永年にわたって私を悩ませた困惑は、ついに全能神の御言葉の中にその解決をみました。私はどこを探しても天国へと繋がる浄化の道を見つけられなかったのに、それを遂に見つけられたことを思いました。これが神から私に与えられたお恵みと救済であることは確かです！その後、集会に参加したり兄弟姉妹と全能神の御言葉について語り合ったりすることで、私は更なる真理を認識するようになり、私たちをお救いになろうとしていらっしゃる神の御意思も少しは認識するにいたりました。いまや私は神の御言葉の裁きと刑罰をさらに受け入れ、神の働きを体験し、徐々に自らの堕落した性質を脱ぎ捨てて浄化されたいと願っています。神よ、感謝します！


2. 清めへの道

クリストファー（フィリピン）

私はクリストファーという名前で、フィリピンにある家庭教会の牧師です。私は1987年に洗礼を授かり、主イエスの元に戻りました。そして主の御恵みにより、1996年に地元の教会で牧師となりました。当時、フィリピン国内の多くの場所で働き説教する以外にも、香港やマレーシア等で福音を説いていました。聖霊の働きと御導きにより、私には主のために行う働きにおいて無尽蔵なエネルギーと説教のための天啓があるように感じていました。私は兄弟姉妹たちが否定的で心弱くなっている時は頻繁に彼らを支えました。彼らの家族で主を信仰していない人たちが私に対し非友好的であっても、私は寛容かつ忍耐強くあることができ、主への信仰を失わず、主が彼らを変えてくださると信じていました。そのため、主を信仰し始めて以来、自分が大きな変化を遂げることができたと感じていました。しかし、2011年から、以前ほど強い聖霊の働きを感じなくなってしまったのです。私は自分の説教のための新たな啓示を徐々に失い、罪深い生活から抜け出す強さもなくなってしまいました。妻と娘が私の気に入らないことをするのを見ると、思わず彼女たちに腹を立て、怒りながら叱ってしまいました。私は、こういったことは主の御旨に沿っていないと分かっていましたが、自分を抑えられないことが頻繁にありました。私はこれについてとても頭を悩めました。罪を犯してはその告白をする生活から抜け出すため、私は聖書を読むことにさらなる努力を注ぎ、絶食し、祈りを捧げ、これについて共に追求し検討してくださる霊的な牧師をあちこちで探しました。しかし、私の努力は全て無駄に終わり、私の罪深い生活と魂の闇は全く変化しませんでした。

2016年の春のある夜、妻が聞いてきました。「クリストファー、最近とても悩んでいるみたいだけど、何なの？」私は妻に自分の悩みを告げました。「ここ数年のことなんだけど、自分は牧師で長年に渡って主を信仰しているにもかかわらず、なぜ罪深い生活から抜け出せられないんだろうか、と悩んでいるんだ。もう主を感じることができなくて、まるで主に見放されてしまったようなんだ。あちこちで説教しているのに、自由な時間ができるとたん、特に真夜中になるといつも心の中が空っぽで不安な気分になって、この気持がどんどん強くなっていく。自分が今まで長年主を信仰してきたこと、聖書を沢山読んできたこと、主の説教をたくさん聴いてきたことを考えて、自分の十字架を背負って自己を克服すると何度も決意してきたけれど、いつも罪に縛られている。自分の利益と面目を保つために嘘をつくこともできてしまい、『彼らの口には偽りがなく』（ヨハネの黙示録14：5）という生き方を実現できていない。苦難や精錬に直面すると、これらは主の承諾があって起こっていると分かってはいても、どうしても主に文句を言って主を誤解せずにはいられず、喜んで自己を捨てることが全くできない。このように罪の中に生きていれば、主が来られても天国に入れないんじゃないかと思うんだ」。

これ聞いた妻はこう言いました。「クリストファー、どうしてそんな考え方ができるの？　信仰を持たなきゃだめよ。あなたは牧師なんだから！　私たちは罪のある生活を送って、罪の拘束から抜け出せていないけれども、聖書にはこう書いてあるわ。『すなわち、自分の口で、イエスは主であると告白し、自分の心で、神が死人の中からイエスをよみがえらせたと信じるなら、あなたは救われる』（ローマ人への手紙 10：9）、『なぜなら、「主の御名を呼び求める者は、すべて救われる」とあるからである』（ローマ人への手紙 10：13）。根気強く聖書を読んで、集会に参加し、主に祈り、自分の十字架を背負い、再臨までひたすら主に従ってさえいれば、天国に入って主の祝福を受けることができるのよ」。

私は妻に言いました。「僕も前はそう考えていたけれど、ペテロの第一の手紙1章16節には『聖書に、「わたしが聖なる者であるから、あなたがたも聖なる者になるべきである」と書いてあるからである』。僕は30年も主を信仰してきたけど、未だに主の道に従うことができないし、依然として罪の中に生きているし、頻繁に主に抵抗することもできてしまう。主のお求めになることを満たすなど到底できていない。ああ！　何度も主の教えに従うと決意してきたのに、主の御言葉を実践することができていない。こんなので、どうして天国に入るにふさわしくなれるというんだ？　主イエスは、『わたしにむかって「主よ、主よ」と言う者が、みな天国にはいるのではなく、ただ、天にいますわが父の御旨を行う者だけが、はいるのである』（マタイによる福音書 7：21）と仰った。主の御言葉によると、天国に入るのは僕たちが思っているほど単純ではないんだ。主は聖なるお方だ。では、主の御言葉を実践できず、主に頻繁に抵抗している者がどうして天国に引き上げていただけるというんだ？　変化を遂げ、神の御旨を行う人のみが天国に行けるんだよ！」

妻は少し考えてからこう言いました。「あなたの言っていることは筋が通っているわ。主は聖なるお方で、私たちは依然として罪深いまま。私たちは神の御国に入るのにふさわしくない。だた……急に思いだしたんだけど、牧師のリュウ先生は教会に韓国人牧師のキム先生を招待していなかった？　この問題について尋ねてみてはどうかしら？」私は言いました。「うん、それはいいな。主イエス様は『求めよ、そうすれば、与えられるであろう。捜せ、そうすれば、見いだすであろう。門をたたけ、そうすれば、あけてもらえるであろう』（マタイによる福音書 7:7）と仰った。僕たちが求め続けてさえいれば、主は僕たちを導いてくださるはずだ。牧師として、僕は兄弟姉妹のいのちを考慮しなきゃならない。僕が信仰においていいかげんなら、兄弟姉妹にとっても自分自身にとっても良くない。キム先生が到着するのを待って、この問題に関する意見を求めてみよう」。

私はキム牧師に相談するつもりだったので、彼の経歴を知りたくなりました。私はインターネットで彼の韓国人教会を検索してみました。検索結果の出たページに、https://jp.kingdomsalvation.orgというウェブサイトがありました。このウェブサイトを開いてみると、そこに書かれていた言葉に引き込まれました。「人は肉の平安や幸福、一人の信仰による家族全体の祝福、そして病人の癒しなど、多くの恵みを受けた。残りは人の善行や外見上の信心深さだった。そのようなものを基に生きることができるなら、その人はまずまずの信者だと思われた。そのような信者だけが死後、天国に入ることができるとされたのだが、それは彼らが救われたという意味だった。しかし、このような人たちはその生涯において、いのちの道をまったく理解していなかった。ひたすら罪を犯しては告白することを繰り返すばかりで、自身の性質を変える道はもたなかったのである。これが恵みの時代における人間の状態だった。人は完全な救いを得たのか。いや、得てはいない」（『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」〔『言葉』第1巻〕）。これはとてもよく表現されていて、私は読み続けずにはいられませんでした。「したがって、その段階の働きが終わったあとも、依然として裁きと刑罰の働きが残っているのである。この段階は言葉によって人を清めるものであり、それによって人に従う道を与える。悪霊を追い出すことを続けるなら、この段階は有益でも意義深くもないだろう。と言うのも、人の罪深い本性が根絶されることはないだろうし、人は罪の赦しで行き詰まるはずだからである。罪の捧げ物を通じ、人は罪を赦されてきた。なぜなら、十字架の働きがすでに終わり、神はサタンに勝利したからである。しかし、人の堕落した性質は依然として人の中に残っており、人は依然として罪を犯し、神に抵抗することができ、よって神はまだ人類を得ていない。そのため、神はこの段階の働きにおいて、言葉を用いて人の堕落した性質を暴き、人に正しい道に沿って実践させるのである。この段階は前の段階よりもさらに有意義であり、いっそう有益である。と言うのも、今、人に直接いのちを施し、人の性質を完全に一新させられるのは言葉だからである。それははるかに徹底的な働きの段階である」（『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」〔『言葉』第1巻〕）。私はこれを読んでとても興奮しました。完全に理解することはできず、中には戸惑わせるようなことさえありましたが、それでも私は希望を持つことができました。私はこの中に自分を清め、自分を変える方法を見つけられる気がしました。私は祈りを聞いて下さったことを神に心から感謝しました。読み続けるにつれて、私はこれは本当に素晴らしい言葉で、自分の乾いた魂に水を注ぎながら導いてくれると感じました。そのウェブサイトに、「あなたの国または地域の福音ホットラインが見つからない場合はメッセージをお残しください。出来るだけ早くにご連絡を差し上げます」と書いてあるのを見て、さっと探しましたが、フィリピン福音ホットラインはなかったので直ぐにメッセージを残し、ためらうことなく自分の電話番号と電子メールアドレスを記入しました。

その夜、帰宅した後、私がこのことを妻に話すと、それを聞いた妻も同様に求めたいと思いました。翌日、私のメッセージに返信があり、その日の午後にネットで会話できることになり、このことを心から主に感謝しました。その日の午後、私たちはリュウ姉妹とスー姉妹と話をしました。この会話から、私は二人の姉妹は分かり易く、巧みに、識見をもって話していたように感じました。妻は私よりも意欲的で、こう言いました。「質問をしてもよろしいでしょうか？」姉妹は熱心な口調で「もちろんです」と返事してくれました。妻はこう言いました。「あなたたちの教会のウェブサイトには『終わりの日に神は裁きと刑罰の働きの段階をなされた』と書かれていますが、私と夫は聖くなければ誰も主を見ることはできず、それは主が聖なるお方であられるからだと分かっているのですが、『すなわち、自分の口で、イエスは主であると告白し、自分の心で、神が死人の中からイエスをよみがえらせたと信じるなら、あなたは救われる』（ローマ人への手紙 10：9）、『なぜなら、「主の御名を呼び求める者は、すべて救われる」とあるからである』（ローマ人への手紙 10：13）。主イエスを信仰していれば、既に救われており、天国に行くことができるのならば、どうして終わりの日の神は裁きと刑罰の働きをなされているのでしょうか？　私はこれが理解できないので、お話しいただけると嬉しいのですが」。

リュウ姉妹が応えました。「神に感謝！　それでは一緒に話し合って、神に私たちをお導きいただきましょう。まず最初に、ここで『救われる』とはどういう意味なのかに注目してみましょう。律法の時代の後期において、人々は誰もが神から遠ざかり、神を畏れる心を失ってしまいました。彼らは増々罪深くなり、失明したり、足が不自由だったり、病気に罹ったりした家畜や鳥を生贄として捧げるようにまでなってしまいました。あの時代の人々はもはや律法を守ってはおらず、誰もが律法を犯したために死刑に処せられる危険にありました。このような状況において、律法の下に生きる人々を確実な死から救うために、神は自ら受肉され、贖いの働きに着手され、最終的には人類全体の罪を贖うために十字架に釘付けにされたのです。人は主イエスを信仰することで罪を赦していただき、神の御前に行って神に祈りを捧げ、神の御恵みと祝福を授かるにふさわしい者となったのです。これが恵みの時代において『救われる』ということの本当の意味です。言い換えると、『救われる』とは単に人の罪が赦されるということでしかないのです。すなわち、神はもはや人々を罪に汚れているとは見なされませんが、これは人々がもともと罪深くないという意味ではありません。従って、救われるということは私たちが完全に清められて完全に救われたことを意味しているわけではありません。清められたければ、終わりの日における神の裁きの働きを受け入れなければならないのです」。

姉妹たちの交流を聞いて初めて、妻と私は「ローマ人への手紙」に記されている「救われる」ということは、主イエスによる救いを受け入れ、もはや律法を違反したことによって死刑を宣告されずに済むということを指しているのだと理解しました。「救われる」というのは私たちが想像していたような完全に清められるということではなかったのです。姉妹たちの言っていたことは筋が通っていました。「救われる」ことについてのこの説明は、私たちが罪を犯してはその告白をするといった状態に生きていることに符合していました。つまり、主イエスがなされたことは贖いの働きであり、人を完全に清めて救う働きではなかったのです。人がひとたび主を信仰すれば、救われはしますが、それは完全に清められたことを意味しているわけではないのです。姉妹たちの交流を聞いて、私はそこに探し求めるべき真理があると感じたので、話を聞き続ける意欲を示しました。私はこう言いました。

「主に感謝！　素晴らしいお話しです。お二人とこのように話したおかげで、『救われる』ことの真義が理解できました。どうぞお話しを続けてください。主が私たちをお導きくださいますように」。スー姉妹が続けてこう言いました。「分かりました。全能神の御言葉の節をいくつか読んでみましょう。そうしたら全てがさらに明らかになりますよ。全能神はこう仰りました。「当時、イエスの働きは全人類を贖う働きだった。イエスを信じるすべての人の罪は赦され、あなたがイエスを信じる限り、イエスはあなたを贖っただろう。イエスを信じるなら、もはや罪人ではなく、罪から解放されたのである。これが救われるということ、信仰によって義とされるということである。しかし、信じている人たちの中には反抗的で、神に逆らうものが残っており、それはやはり徐々に取り除く必要があった。救いとは、人が完全にイエスのものとなったことを意味したのではなく、その人がもう罪の中におらず、罪を赦されたことを意味した。信じるならば、もう罪の中にはいないのである」（『神の出現と働き』「神の働きのビジョン（２）」〔『言葉』第1巻〕）。「終わりの日の働きは言葉を語ることである。言葉により、大きな変化が人の中で生じ得る。現在、それらの言葉を受け入れた人たちに生じる変化は、恵みの時代にしるしや不思議を受け入れた人たちに生じた変化よりもはるかに大きい。と言うのも、恵みの時代において、悪霊は按手と祈りによって人から追い出されたが、人の中の堕落した性質が依然残っていたからである。人は病を癒され、罪を赦されたが、人の中にある堕落したサタン的性質がいかに清められるかについて言えば、その働きはまだなされていなかったのである。人は信仰のゆえに救われ、罪を赦されただけで、人の罪深い本性は根絶されず、依然としてその内面に残っていた。人の罪は神の受肉を通じて赦されたが、それはその人の中にもはや罪がないという意味ではない。人の罪は、罪の捧げ物を通じて赦されることができたものの、どうすれば人がこれ以上罪を犯さないようになり、その罪深い本性が完全に根絶され、変化するかということについて言えば、人にはその問題を解決する術がないのである。人の罪は神による磔刑の働きゆえに赦されたが、人は以前の堕落したサタン的性質の中で生き続けた。そのため、人は堕落したサタン的性質から完全に救われなければならない。そうすることで、その人の罪深い本性が完全に根絶され、二度と芽生えなくなり、かくして人の性質が変わるのである。そのためにも、人はいのちの成長の筋道、いのちの道、そして性質を変える道を把握しなければならない。さらに、人はこの道に沿って行動することが求められる。その結果、人の性質は次第に変わり、その人は光の輝きの下で生き、何事も神の旨に沿って行ない、堕落したサタン的な性質を捨て去り、サタンの闇の影響から自由になることができ、それにより罪から完全に抜け出せるのである。このとき初めて人は完全なる救いを受けることになる」（『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」〔『言葉』第1巻〕）。「イエスは人間のあいだでたくさんの働きをしたが、全人類の贖いを完了して人の贖罪のためのささげものとなるだけだった。人から堕落した性質のすべてを取り除くことはなかったのである。サタンの影響から完全に人を救うためには、イエスが贖罪のささげものとして人の罪を引き受けることが必要だっただけではなく、神にとっても、サタンによって堕落させられた人の性質を完全に取り除くためにもっと大きな働きを行うことが必要だった。そこで、人が罪を赦された後、神は人を新しい時代に導くために人間の姿に戻り、刑罰と裁きの働きを開始し、この働きは人をより高い領域に連れてきた。神の支配の下に従う人々はすべてより高い真理を享受し、より大きな祝福を受けるだろう。彼らは本当に光の中に生き、真理、道、いのちを得るだろう」（『神の出現と働き』「序文」〔『言葉』第1巻〕）。私たちがもし恵みの時代における神の贖いの働きに固執し、終わりの日の神の裁きの働きを受け入れないでいると、私たちの罪深さの根本的な問題は解決されないということが全能神の御言葉から分かります。終わりの日に全能神は来臨され、贖いの働きを土台の上に人を裁き、清める段階の働きをなさっています。全能神は人の堕落という真相を明らかにする真理を語り、人のサタンのような本性を裁いておられます。全能神は人々のサタンのような性質を変え、人々をサタンの支配から完全に解放するために来臨されました。そうして人が完全な救いを得られるようにです。全能神の終わりの日における裁きの働きが、人々を清め、救い、完全にする上で最も重要かつ根本的な働きであることは明らかです。従って、終わりの日の全能神の裁きの働きを受け入れて初めて、人はその堕落した本質と神の義なる性質についての真の認識を得て、サタンの影響から完全に抜け出し、神に救っていただき、神に従い、神を崇拝し、神の御旨と調和した人になることができるのです」。

この話を聴いた後、私は心が明るくなり、長年の混乱がついに解消したように感じました。神は恵みの時代において贖いの働きをされただけで、それは人々から堕落したサタンのような性質を取り除く働きではなかったのです。終わりの日に受肉された神を通して真理を明らかにする裁きの働きは、人類を完全に清め、救う働きなのです。となると、神はどのようにして人々を実際に清め、変化させ、完全に御救いになるのでしょうか。私はこの疑問の答えを知ることを熱望しましたので、こう質問せずにはいられませんでした。「今仰ったことは理解できますし、再臨された主による裁きの働きの段階を通してのみ清められるということも分かります。これは正に私が長い間待ちわびていたことです。今本当に知りたいのは全能神がどのようにして裁きの働きにより人々を清め、御救いになるのかということです。これについても分かち合いをお願いします」。

スー姉妹は続けました。「全能神がどのようにして裁きの働きをされ、人々を清められ、御救いになるかという質問は、変化と清めを成し遂げることを希望する人にとって特に重要です。全能神の御言葉は真理のこの側面についてお話しになられています。あなたにその御言葉を送ります。是非お読みください！」

私は全能神の御言葉を興奮しながら読みました。「終わりの日には、キリストはさまざまな真理を用いて人間を教え、人間の本質を明らかにし、人間の言動を解剖する。そのような言葉は、人の本分や、人はいかに神に従うべきか、人はいかに神に忠実であるべきか、いかに正常な人間性を生きるべきかや、また神の知恵と性質など、さまざまな真理を含んでいる。これらの言葉はすべて人間の本質とその堕落した性質に向けられている。とくに、人間がいかに神をはねつけるかを明らかにする言葉は、人間がいかにサタンの化身であり、神に敵対する力であるかに関して語られる。神は裁きの働きを行うにあたって、少ない言葉で人間の本性を明らかにすることはない。むしろ長い期間にわたり、それをさらけ出し、取り扱い、刈り込む。このような方法のさらけ出し、取り扱い、刈り込みは通常の言葉が取って代わることはできず、人間が一切持ち合わせていない真理でなければ取って代われない。このような方法のみが裁きと呼ばれることができる。このような裁きを通してのみ人間は屈服し、徹底的に納得して神への服従に向かうようになり、さらに神についての真の認識を得ることができる。裁きの働きがもたらすのは、神の真の顔と人間自らの反抗的性質についての真相を人が認識することである。裁きの働きにより、人は神の心、神の働きの目的、人には理解することのできない奥義についてかなり理解できるようになる。また、それにより人は自分の堕落した本質と堕落の根源を認識し知るようになり、人間の醜さを発見する。これらの効果はすべて、裁きの働きによりもたらされる。それは、実際に、この働きの本質は神を信じる人すべてに神の真理、道、いのちを開く働きだからである。この働きが神による裁きの働きである」（『神の出現と働き』「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」〔『言葉』第1巻〕）。

私が御言葉を読み終えると、スー姉妹は続けてこう話してくれました。「全能神の御言葉は神がどのように人々を裁き、清められるかをとても明白にご説明されています。終わりの日の神は、人類を裁き、清め、救うために、人の堕落した性質と神に抵抗するサタンのような性質に関する真理をおもに語っておられます。全能神は真理の多くの側面についてお語りになりました。例えば、サタンがどのようにして人々を堕落させるか、神がどのようにして人々を御救いになられるか、人に従うとはどういうことか、神に従うとはどういうことか、神を信仰するにあたってどのような観点を抱くべきか、人の性質の変化とはどういうことか、神を畏れ悪を避けるとはどういうことか、神の性質を害するとはどういうことか、正直な人になる方法等です。これらの真理には全て権威と力があり、人々にいのちの糧を与えることができるのです。これは神が人類にお与えになった永遠のいのちへの道なのです。神の御言葉を受け入れ、実践する限り、人は清めと救いを受けることができるのです。全能神による裁きの働きを数年間体験し、私たちはこれらを身をもって体験しています。人を裁き、刑罰を与え、暴露する全能神の御言葉を読むと、御言葉は私たちの反抗心、堕落、抵抗、誤った意図、観念、想像、さらには心の奥に隠れているサタンの毒までを明らかにするもろ刃の剣であるように感じます。それは私たちが確かにサタンにあまりに深く堕落させられており、傲慢で、独善的で、不正直かつ狡猾で、利己的、意地悪で、自分の利益以外の全てに盲目であるといったサタン的な性質に溢れていて、神への畏れなどないことを気付かせてくださいます。私たちの行動、心、考えを満たしているものは汚れかつ堕落であり、何の人間らしさもないことが分かります。私たちは恥ずかしさのあまり見せる顔がないと感じますが、サタンの堕落した性質を指針にして生き続けたら、この先いつも神に嫌われる人となり、決して神から称賛を得られるようにはなれず、除外と懲罰を受ける運命になるのだと気づきます。全能神の御言葉による裁きと明示は、私たちに神の威厳ある、怒りに満ちた、義なる性質を認識させ、徐々に神を畏れる心を育て、真の悔い改めと変化を遂げさせてくださるのです。今、私たちは少し人間らしさをもって生きていると感じており、確かに神の偉大な御救いを受けたのだと理解しています。神の裁きを受けていなければ、私たちは人に侵されることを容認なさらない神の義なる性質も神の聖く善良な本質を知る機会がなかったことでしょう。自分自身の反抗心や堕落を嫌うこともなく、堕落を捨て去り清められることもできなかったでしょう。ですから、神の裁きと刑罰を経験すればするほど、神の裁きと刑罰は私たちにとって最高の御加護であり、最も偉大な祝福であり、最も真なる御救いであることがより明確に分かるのです！」

リュー姉妹もこう話されました。「終わりの日における全能神の裁きと刑罰の働きは人々を完全に清め、救い、完全にするための働きです。終わり日のキリストの御座の前で裁きを受け入れなければ、いのちの性質の清めと変化を遂げることができません。その結果として確実に神から拒否かつ除外され、地獄に落ちて滅びることになります。救いを授かり天国に入る機会はありません。これは絶対です」。

私は嬉々として言いました。「神に感謝します！　お話を聞いてから心がとても明るくなったような気がします。私は長年に渡って主を信仰してきましたが、罪深い生活を送り、それから抜け出す力がありませんでした。今私は、終わりの日の神の裁きと刑罰を受けなければ、罪の束縛と抑制から抜け出すことはできないのだと理解しました。私はやっと清めと救いへの道を発見したのです」。数日間の交流後、私と妻は真理をある程度理解し、終わりの日の全能神の働きを受け入れました。

私に愛と救いをくださる全能神に感謝いたします！　牧師として、私には知り合いの他の全ての牧師と兄弟姉妹を神の前に導く責任と義務があります。兄弟姉妹としばらく協力した後、集会に頻繁に参加する教会の兄弟姉妹数十名全員が全能神を受け入れただけでなく、他の家庭教会の牧師を一人神の家族へと導き、その教会の兄弟姉妹の大多数も神のもとへ連れ戻しました。私はこの兄弟姉妹たちが終わりの日の神の御救いを受け入れて、神の御座の前で引き上げられたのを見て感動しました。この全てが全能神の働きの結実です。すべての栄光は全能神のもの！


3. 裁きの奥義を発見する

恩恵　マレーシア

私は恩恵と申します。今年46歳です。現在マレーシアで暮らしており、主を信じて27年になります。2015年10月、私は別の街に引っ越して仕事に就きました。新しい同僚はみんなフェイスブックに夢中で、チャットしたり、新しい友だちを見つけたり、投稿したりするために使っていました。私はフェイスブックのアカウントをもっていなかったのですが、それを知った同僚たちがアカウントを作成してくれたので、徐々にネットのつなぎ方やフェイスブックの使い方を学んでいきました。時間があれば主を信じる兄弟姉妹の投稿を閲覧したり、それをシェアしたりしては楽しんだものです。時には自分も主を讃える記事を投稿し、友達グループの人たちと主のお恵みをシェアすることもありました。毎日が本当に充実していたのです。

2016年2月のある日、フェイスブックの友達のプロフィールを閲覧していたところ、次の投稿が目にとまりました。「現在、私たちのグループは裁きについて話し合っています。みんなそれぞれ意見は異なりますが、おもな点では一致しています。『自分に理解できないことがあっても、いつものくだらないことを言うつもりはない。それは神が将来なさることであって、無闇に憶測してはいけない』と言う人もいれば、『「詩篇」の75篇2節には「定まった時が来れば、わたしは公平をもってさばく」と記されている。神は一人ひとりが行なうすべてのことを記憶なさるのだから、主イエスがお戻りになってすべての人を裁かれるとき、まるで映画を上映するかのごとく、私たちの行ないを万人に明かされる。だから、神の裁きを受けて地獄に落とされないよう、私たちはいつも正直に振る舞わなければならず、絶対に悪事を犯してはいけない』と言う人もいます。また次のように言った人もいます。『「また見ていると、大きな白い御座があり、そこにいますかたがあった。天も地も御顔の前から逃げ去って、あとかたもなくなった。また、死んでいた者が、大いなる者も小さき者も共に、御座の前に立っているのが見えた。かずかずの書物が開かれたが、もう一つの書物が開かれた。これはいのちの書であった。死人はそのしわざに応じ、この書物に書かれていることにしたがって、さばかれた」（ヨハネの黙示録 22:11–12）と記されている。この聖句から、主イエスは終わりの日に再臨なさるとき、空に巨大な卓を置いてその後ろにお座りになり、書物をお開きになることがわかる。そして全人類が地にひざまずく中、主は各人の名前を読み上げ、その行ないに応じて一人ずつ裁かれる。善人は主によって天国へと引き上げていただけるが、悪人は地獄に落とされる』」。

この投稿を読んだあと、私は椅子に座ったまま、人類をお裁きになる主のお姿を心の中で思い描きました。主は玉座につき、人々がみな主の卓の前にひざまずいて自らの罪を残らず白状し、神に裁いていただく中、主はその行ないに応じて、一人ひとりを天国か地獄に送られる。ここで私は、自分が20年以上にわたって忠実な主の信者だったこと、全力で主の教えを実践してきたことを考えました。そして、主は私の敬虔さをご覧になり、きっと天国に引き上げてくださるはずだと信じました。しかしそれをさらに考えるうち、突然あることを思いついたのです。自分はもうインターネットの使い方を知っているんだから、「裁き」について検索して、何が出てくるか確かめてみたらどうだろう。そこでブラウザを立ち上げ、その単語を入力しました。そしてどのリンクをクリックしたかは忘れたのですが、驚いたことに次の一文が画面に現われました。「神の刑罰と裁きは人の救いの光」。この一文にたちまち興味をそそられた私は、もっと読もうとそのサイトに行きました。ページが読み込まれる中、「神の刑罰と裁きは人の救いの光」というタイトルの讃美歌が聞こえたのですが、それは喜びを感じさせると同時に、思考を刺激するものでした。次に挙げるのがその歌詞の一部です。「人生において、人が清められ、性質の変化を実現することを望み、有意義な人生を生き抜き、被造物としての自分の本分を尽くすことを望むのであれば、その人は神の刑罰と裁きを受け入れるべきであり、神の鍛錬と打ちのめしが自分から離れないようにし、そうすることで、サタンによる操りと影響から逃れて神の光の中で生きられるようにしなければならない。神の刑罰と裁きは光であり、人間の救いの光であり、人間にとって、それ以上の祝福と恵みと守りはないということを知らなければならない」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』より）。

讃美歌が終わったあと、私はこの歌詞をじっくり考えました。それはとても感動的で、このように思い始めました。「神の刑罰と裁きは私たちの救いの光なのだろうか？　それは人類の最大のご加護であり、お恵みなのだろうか？　私たちはこれをどう理解すべきだろう？　清められて有意義な人生を送りたいなら、神の刑罰と裁きを受け入れなければならないということなのかしら？」　この歌詞について熟考するうち、数々の疑問が頭の中で渦を巻きました。そして「神が人をお裁きになるのなら、人は断罪されないだろうか？　それに、裁きが救いの光になるなんてどういうことだろう？」とも思いました。このようなことはそれまで聞いたことがなかったので、私は好奇心をそそられると同時に興奮しました。この讃美歌で語られている裁きは、私が理解している裁きと違っていましたが、裁きには本当に深い意義があり、人の将来と運命に関係しているという漠然とした感覚は依然残っていました。この讃美歌の出所を調べてみると、制作したのが全能神教会だとわかったので、そのウェブサイトを開きました。すると、ホームページが斬新で美的な心地よさを感じさせるものだっただけでなく、その内容も豊富で種類に富んでいました。聞くもの、読むもの、歌、そして討論など、多彩な内容が揃っています。私はこう思いました。「このウェブサイトをいままで誰も教えてくれなかったなんて、いったいどういうことだろう？　とても素晴らしいサイトだけど、誰もまだ見つけていないからシェアしなかったのかしら？」「本」というリンクをクリックして一覧をスクロールすると、『いのちに入ることに関する経験の証し』というタイトルが目にとまりました。それをクリックしたところ、おもに神の裁きに関する証しであることがわかりました。下に挙げるのがその一例です。「神の裁きと刑罰が私を救った」。「神の裁きと刑罰は私にとって大いなる救いだった」。「裁きと刑罰の中に神の愛を見た」。「神の裁きと刑罰が私の罪深い心を目覚めさせた」。「神の裁きと刑罰は私を正しい道に導く」。仕事に出かける時間が近づいていたので、これらの証しのいくつかをざっと読むことしかできませんでした。それらはどれも信者によって書かれたもので、自分の堕落した性質がどのように清められたかを述べるとともに、自分の欠点、堕落、誤った信仰観などに加え、それらが全能神の御言葉を通じていかに変わったかを語っています。このおかげで、私は「神の刑罰と裁きは人の救いの光」という言葉についてさらに好奇心を抱きました。裁きとは断罪されることではない、各人の結末を決めるものではない、ということなのでしょうか。私は心が乱れだし、「神の刑罰と裁きは人の救いの光」という言葉がいったい何のことを言っているのか、その核心に迫らなければならないと悟りました。そして、『いのちに入ることに関する経験の証し』という本がおそらく人の信仰にとって極めて有益であり、それをじっくり読むべきだという結論に至ったのですが、もう時間がなくなったので、コンピュータを切って仕事に出かけました。

その夜、私は眠れないままベッドで寝返りを繰り返しました。全能神教会のウェブサイトのイメージが絶えず頭の中に浮かぶのです。とりわけ「神の刑罰と裁きは人の救いの光」という一文が頭から離れず、「裁き」とは何を意味しているのか心から知りたいと思いました。

翌朝、私は早起きして全能神教会のウェブサイトを開き、「裁き」という単語を検索しました。すると「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」というタイトルの記事が目にとまったのでそれを開き、次の御言葉を読みました。「過去に語られた神の家から始まる裁きにおいて、その言葉における『裁き』は、終わりの日に神の玉座の前に来る人々に神が今日下す裁きのことを指す。終わりの日が来ると、神は天に大きな卓を据え、その上には白い布が広げられ、すべての人が地にひざまずいているところに神が大きな玉座につき、一人ひとりの人間の罪を明らかにし、それにより人々が天国に昇るか火と硫黄の湖に落とされるかを決める、というような超自然的な想像の表象を信じている人もおそらくいるであろう。人が何を想像しようと、それが神の働きの本質を変えることはできない。人の想像は人の思考の産物以外の何物でもない。それは人の脳に由来し、人が見たり聞いたりしてきたものからまとめられ組み合わされたものである。したがって、その生み出された表象がいかに輝かしくとも、それは線描でしかなく、神の働きの計画にとって代わることはできない、とわたしは言うのである。結局のところ、人間はサタンにより堕落させられてきている。それならば、どうして人間に神の考えを推し量ることができるというのか。神による裁きの働きを何かとてつもないものであると人間は考える。神自身が裁きの働きを行うのだから、その働きは最大規模のもので、人間には到底理解できず、それは天のいたるところに鳴り響き、地を揺らすはずである、と人間は考える。そうでなければどうしてそれが神による裁きの働きでありえようか。それは裁きの働きであるので、神が働くときは特に堂々と威厳があるはずで、裁かれている人々は涙を流して叫び、ひざまずいて憐れみを請うているはずであると人間は考える。そのよう情景は確かに荘厳で、深く感情を揺さぶるであろう……誰もが、神の裁きの働きを奇跡的なものであると想像する。しかし、あなたは知っているのか。神はずいぶん前より人間のあいだでの裁きの働きを開始したというのに、あなたは惰眠を貪っていることを。神の裁きの働きが正式に始まったとあなたが思うときには、神はすでに天と地を新しくしていることを。その時、おそらくあなたは人生の意味をちょうど理解しだしたばかりかもしれないが、神の容赦ない懲罰の働きが、まだ深く眠りについているあなたを地獄に落とす。その時になって初めて、神の裁きの働きがすでに終わったことにあなたは突然気づくのである」。私はこれらの御言葉にすっかり驚きました。人の奥底に潜む考えや、神による終わりの日の働きに対する見方を、とても正確に明らかにしていたのです。同時に、それらは非常に現実的かつ実践的でもありました。私は不思議に思いました。「空で裁きが行なわれるという私が抱いてきた考えは、単なる想像に過ぎなかったのかしら？　人がみな、神による裁きの働きは不思議で超自然的だと想像していることを、この文章は示している。また、裁きの働きがはるか以前に始まり、もうすぐ終わるということも示していて、時間を無駄にせず神の示現を求めるよう、人々に促してもいる。これは神のお声なのかしら？」私はそう考えて心が乱れ、神の裁きとはいったいどういう意味なのか、すぐにはっきりさせたいと思いました。しかし全能神教会のウェブサイトにはあまりに多くのコンテンツがあり、そのときはどこから探し始めたらよいかわからず、そのため教会の信者を探し求め、私が理解するのを助けてくれるかどうか確かめてみることにしました。

私は全能神教会のウェブサイトに備わっているオンラインチャット機能を使い、裁きについてもっと学びたいというメッセージを送信しました。するとすぐに返信があり、全能神教会に所属する劉恵さんと李梅さんという２人の姉妹を紹介してくれました。彼女たちに連絡を取り、やりとりを重ねる中で、この２人が誠実かつ開けた態度の持ち主で、とても率直だということがわかりました。私は２人と心を通わせたチャットをしたいと思い、こう伝えました。「全能神教会のウェブサイト、本当に気に入っています。ありとあらゆる霊の書籍、讃美歌、音楽動画、福音映画、神の御言葉の朗読など、コンテンツが盛りだくさんです。ただ、私にはどうしても、神の裁きがどういう意味かがわからないのです。「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」という記事を読んだばかりなのですが、それによると、神による裁きの働きはすでに始まっていて、天で裁きが行なわれるという考えは人間の観念と想像の産物に過ぎないようです。これは、私が普段理解している裁きとまったく違っています。このことについてあなたたちはどう認識なさっていますか。どうか教えてください」。

すると劉恵姉妹がこう返信してくれました。「神を讃えます！　一緒に求めて交わりましょう！　私も以前はそのように考え、神による終わりの日の裁きの働きは天で行なわれると信じていました。しかし全能神の御言葉を読み、兄弟姉妹と交わったあと、それはひとえに自分の観念、自分の想像に過ぎないと気づくようになりました。神による裁きの働きが天で行なわれるか、それとも地上で行なわれるかは、聖書のいくつかの預言の中でとてもはっきり述べられています。たとえば『黙示録』の１４章６節から７節にはこうあります。『わたしは、もうひとりの御使が中空を飛ぶのを見た。彼は地に住む者、すなわち、あらゆる国民、部族、国語、民族に宣べ伝えるために、永遠の福音をたずさえてきて、大声で言った、「神をおそれ、神に栄光を帰せよ。神のさばきの時がきたからである。天と地と海と水の源とを造られたかたを、伏し拝め」』。また『詩篇』96篇13節にはこう記されています。『主は来られる、地をさばくために来られる。主は義をもって世界をさばき、まことをもってもろもろの民をさばかれる』。　さらに『ヨハネによる福音書』９章39節では、『わたしがこの世にきたのは、さばくためである。すなわち、見えない人たちが見えるようになり』と述べられています。いま挙げた聖書の聖句は。『彼は地に住む者、すなわち、あらゆる国民、部族、国語、民族に宣べ伝えるために、永遠の福音をたずさえてきて』、『地をさばくために来られる』、『わたしがこの世にきたのは、さばくためである』ということに触れています。そのことから、終わりの日、神は自らこの世へおいでになり、地上に来られて裁きの働きをなさり、すべての人と国をお裁きになることがわかります。加えて聖書を読むことで、神は人類をお作りになるのに先立ち、私たちに適した生存環境を整えられるべく、天地と万物をお作りになったこともわかります。それから神は人類をお作りになり、私たちが天ではなく地で暮らすよう采配なさったのです。では、私たちはいったいどのようにして天に引き上げていただけるでしょうか？　堕落した人類はここ地上で神の裁きを受け入れるしか選択肢がありません。さらに、ヨハネはパトモス島の空中に大きな白い玉座を見たと、黙示録には記されています。実際のところ、それはヨハネのビジョンの１つに過ぎませんが、これを文字どおり、神は終わりの日に戻られるとき、空中で人を裁かれるのだと解釈する人がいます。これは私たち自身の観念と想像以外の何物でもなく、預言を誤って解釈しているのであって、神の働きの現実などでは決してありません」。

私が自分が耳にしたことに驚きました。姉妹が教えてくれた聖書の聖句は全部読んだことがあるはずなのに、これらの御言葉の本当の意味に気づかなかったなんて、いったいどういうことでしょう。そうです！　神は人類をお作りになって地上に住まわせたのですから、私たちが天に昇るなどどうしてできるでしょう。私の信仰は本当に曖昧さと無知で一杯だったのです！

李梅姉妹はそれからこう教えを説いてくれました。「終わりの日、神は受肉されて地上で裁きの働きをなさっただけでなく、神の働きははるか以前に始まり、もうすぐ終わります。神による裁きの働きは、人々が想像するように天でなされるものではなく、彼らが信じるように人々を直接断罪するものでもありません。実際のところ、神による裁きの働きが終わりを迎える前、神の御前に出る人はみな、神の御言葉による裁き、試練、そして清めを受けられる人たちです。神の裁きを受け入れて清められた人たちは、神によって残らず御国に連れていただけます。しかし、神の御言葉の裁きを受け入れない人について言えば、彼らの罪深い本性が神に裁かれ、清められることはないので、引き続き罪の中で暮らし、絶えず罪を犯し続けることになります。彼らは嘘をつき、騙し、神に逆らい抵抗します。そして自分の罪のために地獄で滅ぼされるのです。これが神の義なる性質の真の表われです。長年主に従ってきた私たちは、信仰のおかげで自分の罪が贖われたことを深く経験してきたものの、自分の罪深い本性という問題は解決されていません。私たちは主に従いながら、同時にしばしば主の教えに反し、肉の欲望のおもむくまま、嘘をついたり、騙したり、たくらみに関わったり、名声や富を求めて争ったりするといった罪を犯します。私たちは空虚な虚栄心を満たそうと必死で、物質世界の悪しき潮流を追いかけます。これだけではありません。特に試練や事故や災害に直面すると、神を誤解して責め、神を裏切りさえします。私たちは絶えず罪を犯してはそれを告白するという状態の中で暮らし、決して自分の罪深い本性の束縛を振り払えないと言えるでしょう。聖書には『きよくならなければ、だれも主を見ることはできない』（ヘブル人への手紙 12:14）と記されています。私たちのような堕落した人々が、どうして神の国に入れるでしょうか？　全能神はこうおっしゃいました。『あなたがたのように贖われたばかりで、まだ変えられておらず、神に完全にされてもいない罪人が、神の心に適うだろうか。古い自我を持ったままのあなたは、イエスによって救われたのは事実であり、神の救いのおかげで罪人とは見なされなくなったが、これは、あなたには罪や汚れがないという証拠ではない。変えられないままであれば、あなたはどうして聖いものとなれるのか。内側では、あなたは汚れに満ち、自分勝手で卑劣であるにもかかわらず、イエスと共に降臨することを望む――あなたはそこまで幸運ではない。あなたは神を信じる上での段階を一つ見落としている――あなたは単に罪から贖われただけで、変えられてはいないのである。あなたが神の心に適うためには、神が自らあなたを変えて清める働きをしなければならない。もしあなたが罪から贖われただけなら、聖さを得ることはできない。このように、あなたは、神が人を経営する働きの一段階、つまり変えられて完全にされるという重要な段階を逸したために、神の良き祝福を共有する資格はないであろう。よって、贖われたばかりの罪人であるあなたは、直接神の嗣業を受け継ぐことはできないのである』（『神の出現と働き』「呼び名と身分について」〔『言葉』第1巻〕）。ゆえに終わりの日、神はご自身の経営計画を遂行し、堕落した人類の必要に応じて人を裁き、罰し、清める段階の働きをなさっているのです。その目的は、私たちをサタンの支配下から完全に救い、私たちの罪深い本性を取り除き、それによって私たちが清められ、救われるようになさるためです。このことから、神による終わりの日の裁きの働きが、ひとえに清めと救いに関するものであることがわかります。それは人々が想像するように、私たちを断罪するものではないのです」。

次いで劉恵姉妹が交わりを続けました。「そのとおりですよ、恩恵姉妹。次のことについて考えてみましょう。神による裁きの働きが私たちを断罪して懲罰するものなら、サタンによってみな深く堕落させられてきた私たちは、誰一人救っていただけず、神の国に入れることもないはずです。そうであれば、神による裁きの働きとはいったい何なのでしょうか？　全能神の御言葉は、神が終わりの日に裁きの働きをなさるのはなぜか、その意義は何かを明確に述べています。ここで全能神の御言葉を２節読みましょう。『人間はサタンの支配下において全生涯を過ごし、自分でサタンの影響から逃れられる者は一人もいない。人間はみなけがれた世界で、堕落と空虚の中、少しの意味も価値もないままに生きている。彼らは、肉や欲望のため、そしてサタンのために、そうした気楽な生活を送る。彼らの存在には何の価値もない。人間は自分をサタンの影響から解放する真理を見出すことができない。人間は神を信じ、聖書を読むにもかかわらず、サタンの影響による支配からどうやって自分を解放すればよいのか分からない。何時の時代も、この秘密を発見してそれを理解した者は稀である。……清められなければ、人はけがれた者である。人が神によって守られておらず、神に顧みられていないのであれば、その人は依然としてサタンの虜である。その人がもし裁きや刑罰を受けていないのであれば、その人にはサタンによる闇の影響の弾圧から逃れる術はないであろう。あなたが依然としてサタンの領域下で生活していることを証明するには、あなたが露わにする堕落した性質と、あなたが生きる不従順な振る舞いだけで十分である。あなたの心や思いが清められておらず、あなたの性質が裁きと刑罰を受けていないのであれば、あなたの全存在がいまだにサタンの領域に支配されており、あなたの心はサタンに支配され、思いはサタンに操られ、あなたの存在全てがサタンの手により支配されているのだ』（『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」〔『言葉』第1巻〕）。『この裁きと刑罰の働きによって、人は自分の中の汚れて堕落した本質を完全に知るようになる。そして完全に変わり、清くなることができる。この方法でしか、人は神の玉座の前へと戻るのにふさわしくなることができない。今日なされるすべての働きは、人が清められて変わるためのものである。言葉による裁きと刑罰、そして精錬を通じ、人は自分の堕落を一掃して清められることが可能になる』（『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」〔『言葉』第1巻〕）。では、私たちは神の御言葉から何を実感できるでしょうか。ある角度から見れば、神の御言葉が極めて実践的であり、私たちの実生活の状況をとてもよく映していることがわかります。別の角度からは、私たちはまず神の裁きと清めを経験し、汚れと堕落を自分から取り除くとともに、サタンの闇の支配から逃れなければならないことがわかります。そうして初めて、神によって御国に連れていただくのにふさわしくなれるのです。神による終わりの日の裁きの働きがなければ、私たちは十分に清められて神の心に従う人にはなれず、神の国に入ることもきっとできません。ひたすら罪を犯して神に抵抗するばかりで、最後は地獄で神に滅ぼされます。事実、全能神教会の兄弟姉妹による実生活の証しから、神の裁きと刑罰は人類の救いの光であることがわかります。私たちは一人残らずサタンによって堕落させられてきましたが、全能神の御前に出て神の御言葉の裁きと刑罰を受けられるので、私たちのいのちの性質は徐々に変わります。反抗と抵抗から抜け出し、受容と服従に向かいます。傲慢かつ独善的で誰にも服従しない状態から抜け出し、進んで自惚れを捨て去るようになり、正しいことに従い、真理に服従するのです。加えて、神による裁きと刑罰の中で表わされることはどれも真理であり、神の義にして聖い性質の表われでもあります。ゆえに神の裁きと刑罰を経験すればするほど、私たちは神を知るようになります。そして神を知れば知るほど、この世の人、物事、出来事をよりはっきり見通せるようになるのです。それとともに、私たちの視点や価値観も様々な度合いで変わっていきます。神への畏れと服従をさらにもつようになるのです。これが、全能神の裁きと刑罰が私たちの中で成し遂げることです。神の御言葉における真理の光の裁きがなければ、私たちはみな暗闇の中で暮らし、罪を犯しては告白し、告白しては罪を犯すという日々を過ごし、決して罪の束縛を捨て去ることができません。それならば、いったいどうして神によって御国へと連れていただけるでしょうか？」

李姉妹と劉姉妹の説く教えを聞いたあと、心の中で明るい光が灯ったように感じました。２人が言ったことは真実です。私の教会の牧師や長老、それに兄弟姉妹はみな罪の束縛から逃れられないでいます。私自身、どうしても罪を犯してしまうことがよくあり、主の御言葉を実践できずにいました。みんな罪を犯しては告白するという状態の中で暮らしており、神がお戻りになって裁きと清めの段階の働きをなさることを本当に必要としているのです。全能神による終わりの日の働きを調べていなければ、これらの真理を理解するようにはならなかったでしょう。私は神のお導きに心から感謝しました。全能神の御言葉を読み、姉妹たちが説く教えに耳を傾けることに加え、神の御言葉の裁きを通じて自分の堕落した性質がどう清められたかを述べている、全能神教会の兄弟姉妹による証しの文章を読むことで、神による終わりの日の裁きの働きについて多少ながら理解するようになったのです。自分の観念はきれいに消え去り、私たちが罪から逃れて清めを得るうえで神の裁きと刑罰が不可欠であることを、私はようやく知りました。

すると、劉恵姉妹がこう言いました。「全能神の御言葉を２節読みましょう。全能神はこうおっしゃいました。『神は裁きの働きを行うにあたって、少ない言葉で人間の本性を明らかにすることはない。むしろ長い期間にわたり、それをさらけ出し、取り扱い、刈り込む。このような方法のさらけ出し、取り扱い、刈り込みは通常の言葉が取って代わることはできず、人間が一切持ち合わせていない真理でなければ取って代われない。このような方法のみが裁きと呼ばれることができる。このような裁きを通してのみ人間は屈服し、徹底的に納得して神への服従に向かうようになり、さらに神についての真の認識を得ることができる。裁きの働きがもたらすのは、神の真の顔と人間自らの反抗的性質についての真相を人が認識することである。裁きの働きにより、人は神の心、神の働きの目的、人には理解することのできない奥義についてかなり理解できるようになる。また、それにより人は自分の堕落した本質と堕落の根源を認識し知るようになり、人間の醜さを発見する。これらの効果はすべて、裁きの働きによりもたらされる。それは、実際に、この働きの本質は神を信じる人すべてに神の真理、道、いのちを開く働きだからである。この働きが神による裁きの働きである』（『神の出現と働き』「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」〔『言葉』第1巻〕）。『キリストが語る真理に頼ることなくいのちを得たいと望む者は、地上で最も愚かな者であり、キリストがもたらすいのちの道を受け入れない者は、幻想の世界で迷子になった者である。ゆえにわたしは、終わりの日のキリストを受け入れない者は神から永遠に嫌われると言う。キリストは、人が終わりの日に神の国へと入る門であり、それを迂回できる者は誰一人いない。キリストを通してでなければ、誰も神によって完全にされることはない。あなたは神を信じているのだから、神の言葉を受け入れ、神の道に従わなければならない。真理を受け取ることも、いのちの施しを受け入れることもできないのに、祝福を得ることだけを考えることはできない。キリストは、自身を真に信じる者にいのちを施せるよう、終わりの日に来る。その働きは、古い時代を終わらせ新しい時代に入るためのもので、新しい時代に入る人が必ず進まなければならない道である。キリストを認められず、非難したり、冒涜したり、さらには迫害したりするなら、あなたは永遠に火で焼かれなければならず、神の国には決して入れない』（『神の出現と働き』「終わりの日のキリストだけが人に永遠のいのちの道を与えられる」〔『言葉』第1巻〕）。全能神の御言葉から、神は人類の必要に応じてすべての真理を表わし、人を清めて救われるべく、終わりの日に肉となられたことがわかります。神は背くことを許さないご自身の義なる性質を人類に明かされます。そして御言葉を通じ、人の本性と本質、人の堕落の真相を暴かれるのです。全能神が表わされた裁きの御言葉を受け入れることでのみ、私たちは自分のサタン的本性と堕落した性質をなす傲慢さ、狡猾さ、利己心、邪悪さなどを知ることができます。神の裁きと刑罰を受け入れて初めて、神の義なる性質を知り、神を畏れて真に悔い改める心を育めるのです。このようにして、私たちの堕落した性質は変化と清めを得ることができます。これが神の裁きの意義であり、同時に私たちが救いに至る唯一の道でもあります。恩恵姉妹、全能神の御言葉をできるだけ多く真剣に読んでいれば、神による終わりの日の裁きの働きの意義が明らかになり、そのうえ終わりの日のキリストだけが永遠のいのちの道を人々に授けられることがわかるのですよ」。

主を讃えます！　私は姉妹たちとの交わりからとてつもなく多くのことを得ました。私はまだ神の裁きと刑罰を経験していませんが、２人との交わりと、『いのちに入ることに関する経験の証し』を読むことを通じ、全能神の裁きと清めは本当に人を変えられると感じるようになりました。また、私が天国へ引き上げていただくのにふさわしくなれるよう、神が裁きと刑罰の段階の働きをなさり、私を変えて清めてくださることが本当に必要だとも思いました。その交わりから数日後、私は神による裁きの働きの意義と、神の御名に関する真理をさらに理解するようになりました。同時に、真のキリストと偽キリスト、本物の教会と偽物の教会を識別する真理も学びました。そして神の受肉にまつわる真理、神の働きと人間の働きの違い、サタンが人類を堕落させる方法、神が私たちをお救いになる方法なども学んだのです。そうして全能神こそまさに再臨された主イエスでいらっしゃるという確固たる結論に至り、全能神による終わりの働きを喜んで受け入れました。神を讃えます！　そのとき以来、私は神の御言葉を読むことへの渇望が止まりません。教会生活を送り、兄弟姉妹と真理について交わり、神の御言葉による潤しと糧を受け入れることで、自分の霊が大いに施されていると感じています。そのおかげで、聖書の黙示録にある次の預言が完全に成就するのを目の当たりにできました。「見よ、わたしは戸の外に立って、たたいている。だれでもわたしの声を聞いて戸をあけるなら、わたしはその中にはいって彼と食を共にし、彼もまたわたしと食を共にするであろう」（ヨハネの黙示録 3:20）。また、それが自分自身の中で成就するのも感じました。全能神の御言葉は私の心の扉を叩き、私が神のお声を聞き、神による裁きの働きを知り、神のもとに立ち返られるようにしてくれたのです。神に讃美あれ！


4. 騙された魂の目覚め

遠志　ブラジル

私は中国北部の小都市に生まれ、2010年に親戚を頼ってブラジルに来ました。そしてここブラジルで１人のクリスチャンと友人になり、彼に連れられて教会に説教を聞きに行きましたが、3回通っても何ひとつ吸収できないままでした。その後仕事が本当に忙しくなったので、教会に行かなくなりましたが、2015年6月のある日、友人に連れられて再び教会に出かけました。その時、私は兄弟姉妹が分かち合ってくれたことを通じ、主イエスが救い主でいらっしゃることについていくらか理解しました。特に初めて創世記を読んで、人間が実際には神によって作られたこと、神が万物をお作りになったことがわかり、創造主は本当に素晴らしいと思いました。学校では、人間はサルから進化したとか、この世のあらゆる物は自然に形作られたなどとどの教科書にも書いてありましたが、実は２０年以上にわたって私は騙されていたのです。聖書を読んで初めて、私は完全に目覚め、その時から主イエスを信じるようになりました。

2015年の暮れ、私は中国で５か月暮らしたあと、ブラジルに戻りました。今回は安定した仕事を見つけてちゃんと落ち着こうと思ったのですが、物事がいつも計画通りにいくとは限りません。仕事も私生活もうまくいかず、心が大いに乱れて不安に陥りました。ある晩、あのクリスチャンの友人に電話をかけて愚痴を言うと、その友人は「心を落ち着けて主に祈り、主が君のために万事をどう采配なさるか確かめるんだ」と言いました。そこで私は心を静め、こう神に祈りました。

「主イエスよ！　私は仕事でいくつか問題に遭遇し、どう対処すべきかわからないでいます。主よ、どうか私をお助けください」。すると驚いたことに、4日後に上司から電話があって、仕事に戻るよう頼まれました。私は我も忘れて喜び、主イエスが私の祈りを聞き届けてくださったことに感謝しました。その後、主の恵みをさらに受け取った私は主の愛に報いようと、仕事を休んででも毎週集会に出るようになりました。

2016年6月以降、私は教会の集会に参加するだけでなく、フェイスブックで友人たちと聖書の聖句を分かち合ったり、主のことをもっと理解しようとフェイスブックを閲覧したりするようになりましたそして時間があるときに聖句を分かち合ってくれる友人を数多く追加しました。それは私にこの上なく有益なものをもたらしました。ある日フェイスブックを見ていると、『神は裁きとともに降臨する』というタイトルの動画が目に入りました。私はそのタイトルにたちまち惹きつけられ、興味津々でクリックしました。そして動画の出来がとても素晴らしいことに驚きと喜びを感じました。一言で言うと、実に壮観だったのです！　私は朗々と響き渡る力強い歌唱、心の琴線に触れる歌詞、そして出演者全員の熱意に引き込まれました。さらによく見ると、その動画は全能神教会によるものでした。私はこう思いました。「出演者全員がこの動画に全身全霊を傾けている。まるで神が聴いていらっしゃるかのような歌い方だ。全能神教会は本当にすごいらしい！　今回初めてその名前を聞いたけど、機会があれば連絡してみよう」。

ある日私は、楊姉妹というフェイスブック上の友人にその動画のリンクを送りました。楊姉妹と私はよく聖書について語り合っていたのですが、彼女もその動画をとても気に入り、全能神教会についてもっとよく知りたいと言いました。この教会は本当に特別で、聖霊の働きに満ちていると思った、というのです。そこで、フェイスブックのマイページでその動画をシェアしたのですが、驚いたことに友人の一人がそれを見て、全能神教会は全然よくないと言ったうえ、全能神教会についてのありとあらゆる否定的な記事を送ってきました。全能神を冒涜し、全能神教会を断罪するそれらの記事を残らず目にした私はとても怖くなり、「この教会はまともに見えるけど、彼らとトラブルになることがどうしてあり得るんだ」と思いました。そこでもう一度動画を見たところ、牧師がかつて、終わりの日には偽キリストが現れると話していたことを突然思い出しました。主イエスの道から外れてしまったら、私はすべておしまいではないでしょうか。それを無視できないことはわかっていたので、動画を見るのはやめることにしました。そしてすぐさま楊姉妹に連絡し、事の次第を説明しました。すると楊姉妹はこう答えました。「一方の話だけを聞いて本当か嘘かは決められません。それは主の教えにかなっていません。私たち主の信者は全員、主の再臨を待ち望んでいます。そしていま、主はもうおいでになったと言う人がいます。私たちはそれを調べなければなりません。ただ群れに従って盲目的に判断したり断罪したりしてはいけないのです。全能神教会の信者を見つけて調べてみましょう。そうすればその人たちの素顔がわかります。本物を偽物にすることはできないし、偽物を本物にすることもできないのですから」。それを聞いて私はこう思いました。「楊姉妹の言うとおりだ。主がお戻りになったという福音を誰かが宣べ伝えているけれど、それを聞いたのは確かにこれが初めてだ。それに、全能神教会を断罪するインターネット上の言葉が本当か嘘かも、私にはわからない。ただ、全能神教会が作った動画や映画がとてもいいのはわかる。全能神教会について自ら学ぶべきだ。主の再臨に取り組むにあたって、それがただ一つの理性的な方法なんだ」。こうして、私は楊姉妹と共に終わりの日における全能神の働きを調べることに賛成しました。

動画の最後にあった連絡先を通じ、楊姉妹は北米全能神教会の張という兄弟に連絡をとりました。いったん張兄弟とネット上でつながった楊姉妹と私は同じ質問をしました。「主が終わりの日にお戻りになるのは私たち２人とも知っていますが、主イエスは『そのとき、だれかがあなたがたに「見よ、ここにキリストがいる」、また、「あそこにいる」と言っても、それを信じるな。にせキリストたちや、にせ預言者たちが起って、大いなるしるしと奇跡とを行い、できれば、選民をも惑わそうとするであろう』（マタイによる福音書 24:23-24）とおっしゃいました。張兄弟、終わりの日に偽キリストが現われて人々を惑わすという問題についてどうお考えですか？」

すると張兄弟は言いました。「主イエスはそうおっしゃることで私たちに警告なさいました。終わりの日に戻るとき、偽キリストも現われる、と。私たちが偽キリストに惑わされないよう識別力を育むことが主の御心です。しかし主は、主が戻られたと言う人を私たちが十把一絡げに拒み、果てはその人たちを裁いて断罪するようにすべく、そうおっしゃったのではありません。それは主イエスの御言葉を私たちが勘違いしているのです。偽キリストとは何かについて、主イエスは明確になさっています。『にせキリストたちや、にせ預言者たちが起って、大いなるしるしと奇跡とを行い、できれば、選民をも惑わそうとするであろう』（マタイによる福音書 24:24）。偽キリストの明らかな特徴として、主イエスの働きを真似てしるしを見せ、奇跡を行い、病を癒やし、悪霊を追い払うことが挙げられます。偽キリストはこれらの分野において極めて狡猾で悪意に満ちており、それが偽キリストの顕著な特徴になっています。偽キリストの表われと特徴について、全能神はさらに具体的で鋭い御言葉を発せられています。全能神はこうおっしゃいました。『この時代に、しるしや不思議を起こし、悪霊を追い払い、病人を癒やし、多くの奇跡を行える人が現れて、またその人が自分は再来したイエスであると主張したなら、それはイエスのまねをしている邪霊による偽物である。これを覚えておきなさい。神は同じ働きを繰り返さない。イエスの段階の働きはすでに完了し、神は二度と再びその段階の働きをしない。……もし終わりの日に神がいまだにしるしや奇跡を示し、まだ悪霊を追い払ったり病人を癒やしたりしていたら、神がイエスとまったく同じようにしたならば、神はイエスと同じ働きを繰り返していることになり、イエスの働きは無意味で無価値ということになる。だから、神は時代ごとにひとつの段階の働きをするのである。ひとたびその段階の働きが完了すれば、すぐさまそれを邪霊がまねをし、サタンが神のすぐ後ろをついてくるようになれば、神は方法を変更する。ひとたび神が一つの段階の働きを完了すると、邪霊がまねをする。このことをよく理解しなければならない』（『神の出現と働き』「今日の神の働きを知ること」〔『言葉』第1巻〕）。私たちはみな、偽りであるものはみな真なるものの威を借り、それを真似ることしかできないのを知っています。偽キリストも例外ではありません。彼らは悪霊であり、キリストの本質をもってはいません。キリストの働きをすることができず、真理を表わすことも、神の性質を表わすことも、神が所有するものと神そのものを表わすこともできません。人間に真理、道、いのちをもたらすこともできません。ゆえに、偽キリストは主イエスがすでになさった働きを真似ることしかできないのです。彼らにできるのは、何らかのしるしや不思議を行ない、愚かで無知な人間を惑わすことだけです。悪霊に取り憑かれ、おこがましくも自分は主イエスの再臨だと宣言し、主イエスを真似て病を癒やしたり、悪霊を追い払ったり、奇跡を行なったり、悔い改めと赦しの道を宣べ伝えたりする人がいます。彼らが人々を惑わす偽キリストであることに疑いの余地はありません。しかし、神の働きは常に新しく、決して古くなく、絶えず前進し続けています。すでになさった以前の働きを繰り返されることは決してないのです。それは、主イエスがおいでになって働きをなさったとき、つまり律法の時代を終わらせ恵みの時代を始められたのとまさに同じです。主イエスは律法を発して人々の暮らしを導くというヤーウェ神の働きを繰り返されず、その代わりに、律法の時代の働きを土台として贖いの働きをなさったのです。主イエスは人類に悔い改めと赦しの道をもたらされました。そして私たちが主の御前に出て罪を告白し、悔い改める限り、主は私たちの罪をお赦しになり、それを忘れてくださることで、主が人類に授けられる豊富な恵みと祝福を享受するのにふさわしくしてくださるのです。こうした働きはすべて新しいもので、悪霊やサタンに行なえたはずがありません。終わりの日の再臨された主イエスもそれと同じです。全能神は恵みの時代を終わらせ、神の国の時代を始められました。全能神は主イエスによる贖いの働きを繰り返されませんでした。悪霊を追い払われることも、病人を癒やされることも、人々に奇跡をなさることもないのです。その代わり、贖いの働きを基に、真理を表わされて人間を裁いて清める段階の働きをなさるのです。全能神は人類をサタンの支配から完全に救われ、私たちを神の御国にお連れになります。それはひとえに神による新たな働きであり、神が以前にその働きをなさったことはなく、偽キリストが行なえるものでもありません。神の働きが常に新しく決して古くないことを知り、偽キリストと真のキリストを見分ける原則を理解している限り、神の出現および働きと、偽キリストによる惑わしとは、自ずと区別がつくのです」。

張兄弟の説く教えはとても明瞭で、私はそこから多くのことを得ました。偽キリストは、神が過去になさった働きの一部を繰り返して真似ることしかできず、新たな働きを行なうことも、人類に新しい道をもたらすこともできないのです。その時点で、私は主イエスによる「にせキリストたちや、にせ預言者たちが起って、大いなるしるしと奇跡とを行い、できれば、選民をも惑わそうとするであろう」という御言葉の真意がわかりました。楊姉妹もそこから大きな収穫を得られたと言いました。そこで私たちは、張兄弟の説く教えをもっと聞けるよう、翌日の晩に会う約束をしました。

全能神教会の張兄弟が分かち合ってくれる話はとても素晴らしく、本当にためになりましたが、ネット上のあらゆる噂を考えるとまだ少し不安でした。そこで自分の教会に戻ってから、年長の兄弟の一人に全能神教会について何か知っているかと訊きました。するとその兄弟は、牧師が以前に彼らと関わってはいけないと言っていたことを教えてくれたうえで、全能神を非難し、攻撃し、断罪する、多数の牧師が言っていたことを述べ立てました。それを聞いて私は少し心が揺らぎ、その否定的な情報をすぐさま楊姉妹に伝え、全能神教会との接触を断つよう勧めました。しかし楊姉妹は終わりの日の全能神の働きを調べようと決心していたらしく、私にこう言いました。「子羊の足跡が私をどこへ導こうと、私はそれに従います。最近、インターネットで全能神の御言葉を読み、全能神教会が制作したありとあらゆる動画や福音映画を見て、私は多くの真理を理解しました。過去に私を悩ませた数多くの混乱や困難も解決したんです。私には全能神の御言葉が真理だと思われます。他人が全能神教会をどう断罪しようと、私は完全に明らかにするまでそれを調べます」。私は楊姉妹を説得できなかったため、フェイスブックで彼女と張兄弟を２人ともブロックし、あえて再び連絡をとりませんでした。

しかしそれから2日も経たずして、私は仕事もなく暇になりました。来る日も来る日も家で料理する以外に何もすることがありません。退屈のあまり、私はYouTubeを開いて映画を見ていました。ところが不思議なことに、全能神教会が制作した映画や音楽動画や合唱作品が毎回表示されるのです。そこで私はこう思い始めました。「全能神教会の動画や映画はずいぶん速いペースで公開されているな。本当に驚きだ！　神から来るものは必ず栄えるというが、もしかしたら全能神教会も神から来ているということなのか？　前に張兄弟が話していたことはどれも真理に沿っていた。多分、もう一度全能神教会を理解してみるべきだ。他人の言うことを鵜呑みにして、終わりの日における全能神の働きを調べるのを不用意に拒否することはできない」。しかし、ネット上で見た全能神を断罪する言葉や、全能神教会とは接触するなという牧師の警告を思い出したとたん、たぶんこれ以上深入りするべきではないと思いました。そこで他の動画をYouTubeで探すことにしましたが、どこを見ても全能神教会の動画が出てくるのです。私は途方に暮れ始めました。そして結局好奇心に勝てず、「全能神教会が良かろうが悪かろうが関係ない。ただ少し動画を見るだけだ。それで本当によくなかったら、物を見る目がなかったという教訓になるだろう」と考えました。そこで『舞台劇賛美合唱第９回』というタイトルの動画をクリックしました。このビデオに興味をもったのは、それが私の知る現代社会を如実に表わしていたからです。その動画は人間の生活を鮮やかに、現実的に、純粋に描いていました。私は動画を見ながら泣いたり笑ったりし、非常に感動して元気がみなぎりました。そして全能神教会が制作した動画をすぐに全部見たくなったのです。それから全能神教会の動画を毎日視聴するようになり、一週間で中国語の合唱動画全17本を見終わりました。見れば見るほどそれら動画に共感を覚えたものです。心の中に力があって、いますぐ動画を見て探究するよう私を駆り立てているようでした。私はこう思いました。「全能神教会の動画を本当にたくさん見たが、どの動画もとてもためになった。それに、どの動画にも否定的な言葉がまったくない。すべてが肯定的なんだ。世界の暗黒を暴くものもあれば神の証しをするものもあり、神の御前に戻るよう人を導くものもある。肉体的なことや世俗的なことの汚れがない。全能神教会は聖霊の働きに満ちていて、噂とまったく違う。終わりの日における全能神の働きは、絶対に調べる価値のあるものだ！」

ある日、私はフェイスブックを閲覧しながら、「フェイスブックで終わりの日の救いを見つけた」と題する、誰かの経験と証しの記事を読みました。記事を開いたところ、その姉妹が私と同じような経験をしたことがわかりました。その人が初めて全能神教会と接触したころ、ネット上の友人から教会についての噂が送られてきて、その人はすっかり邪魔されたのです。私は結末を知りたくてたまらず、せっせと読み続けました。その人は主に祈ってお導きを求めたところ、自分が何を聞いて何を信じるかを選ぶうえでえり好みはできず、真偽を見分けるために実践的な方法で全能神教会を調べなければならないと思ったそうです。噂を鵜呑みにして主の再臨を調べるのを拒むことは、あまり理性的な取り組みとは言えず、そこでその人は主の再臨にまつわる真実を見つける必要があったのです。私はそれらの言葉に共感しました。主の再臨は重要なことであり、慎重に扱わなければなりません。群れに従うばかりで、ただ無闇に拒んだり抵抗したりすることはできないのです。そこで私は記事を読み続け、この人が全能神教会について理解するようになったことは、ネット上の友人が告げたものとまったく違うことを知りました。また、この人はホストファミリーとして全能神教会の姉妹を個人的に受け入れ、その人たちに全能神の御言葉について交わってもらったり、手助けや世話を受けたりしました。この姉妹が実生活でした経験は、自分がこれ以上噂に惑わされたり、根も葉もない話に騙されたりして、終わりの日における全能神の働きを拒むことはできないのだと、私に教えてくれました。さもなければ、終わりの日の神の恵みを失うに違いありません。私は再び全能神教会と接触し、さらに調べなければならないのです！

その夜、私はベッドで落ち着きなく寝返りを打ちながらこう考えました。「楊姉妹をブロックしてしまったけど、もう一度探さなければ。あの人が見つかれば、全能神教会の張兄弟も見つけられるはずだ。楊姉妹は本当の信者で、終わりの日の全能神の働きをずっと調べていた。いまごろはもう多くのことを理解しているに違いない。彼女の探究がどうなっているか、ぜひとも尋ねる必要がある」。それは簡単なことではありませんでしたが、複数の友人の助けを借り、数日後に楊姉妹のフェイスブックのアカウントを見つけました。楊姉妹は私にブロックされたことをまったく怒っておらず、私は喜びました。彼女に連絡すると、楊姉妹は探究を通じてすでに色々なことをはっきりさせていて、全能神は主イエスの再臨でいらっしゃると教えてくれました。また、張兄弟にも快く連絡をとってくれました。３人ともネットに接続したあと、私はこう言いました。「私は最近の経験を通じて、主が自分を導いてくださっていることを悟りました。また終わりの日における全能神の働きを進んで求め、調べたいと思いますが、お二人と語り合いたい疑問が山ほどあります。まったくわからないことが１つあって、主イエスが男性として受肉なさって働きを行なわれたのなら、主が現在女性としてお戻りになって働きをなさるのはどういうことでしょう。それは奥義だと思いますが、張兄弟、説明してくれませんか」。

私の質問に対し、張兄弟はこう答えました。「そうです。神の受肉には奥義が含まれています。その意義は極めて大きく奥深いものであり、私たちに理解できるものではありません。ゆえに、私たちは主の再臨について畏敬の念をもたなければなりません。たとえ神の働きが私たちの観念とまったく一致しないものであっても、自分の言葉に気をつけなければならないのです。そのことについてじっくり考えないまま判断してはいけません。深刻な言い方をすれば、神の働きを勝手に判断するのは、神に対する冒涜です。冒涜の罪は今世でも来世でも赦されるものではありません。終わりの日の全能神はおいでになってすべての奥義を開かれました。それは主イエスによる次の預言を完全に成就するものです。『わたしには、あなたがたに言うべきことがまだ多くあるが、あなたがたは今はそれに堪えられない。けれども真理の御霊が来る時には、あなたがたをあらゆる真理に導いてくれるであろう。それは自分から語るのではなく、その聞くところを語り、きたるべき事をあなたがたに知らせるであろう』（ヨハネによる福音書 16:12-13）。全能神の御言葉を一緒に読みましょう。そうすれば真理のその側面について理解できます。全能神はこのようにおっしゃいました。『当時、イエスは男性として来たが、今回来る際、神は女性である。このことから、神は自身の働きのために男性と女性の両方を造ったが、神には性の区別がないことがわかる。神の霊が来るとき、それはいかなる肉体でも意のままにまとうことができ、その肉体は神を表すことができる。男性であろうと女性であろうと、それが神の受肉した肉体である限り、どちらも神を表せるのである。イエスが来たときに女性として現れたとしても、つまり、男の子ではなく女性の赤子が聖霊によって受胎されたとしても、その段階の働きはまったく同じように完成されたことであろう。そうだったならば、現段階の働きは女性ではなく男性によって完成されなければならないはずだが、それでも結局、働きはまったく同じように完成されることになる。いずれの段階でなされる働きにも等しく意義があり、どちらの段階の働きも繰り返されることはなく、互いに矛盾することもない。当時、イエスは働きを行う中で神のひとり息子と呼ばれたが、それは男性であることを示している。それでは、なぜ今の段階でひとり息子のことは言及されていないのか。それは、働きの必要性から、イエスの性とは異なる性へと変更せざるを得なかったためである。神に性の区別はない。神は思い通りに自身の働きを行い、また働きを行う中でいかなる制限も受けず、非常に自由であるが、働きの各段階にはそれぞれの実際的な意義がある。神は二度肉となったが、終わりの日における受肉が最後であることは言うまでもない。神は自身のすべての業を知らしめるために来た。人が目撃できるように自ら働きを行うべく、今の段階で神が受肉していなければ、人は永遠に、神は男性でしかなく、女性ではないという観念に固執するだろう。……最初に人類を創造したとき、ヤーウェは二種類の人間、すなわち男性と女性の両方を造った。従って、受肉した神の肉体にも男女の区別があった。神はアダムとエバに語った言葉に基づいて働きを決めたのではなかった。神が二度にわたり受肉したのはひとえに、神が最初に人類を造った時の考えに沿って決定された。つまり、神は堕落する以前の男性と女性に基づき、二度にわたる受肉の働きを完成させたのである』（『神の出現と働き』「二度の受肉が、受肉の意義を完成させる」〔『言葉』第1巻〕）。『性別では、一度目は男、二度目は女であり、これにより神の受肉の意義が完了し、神に関する人間の観念を一掃する。神は男にも女にもなれる。本質的に、受肉した神には性別がない。彼は男と女を創ったが、神にとって性の区別はない』（『神の出現と働き』「神が宿る肉の本質」〔『言葉』第1巻〕）。」

神の御言葉を読んだあと、張兄弟はこう教えを説いてくれました。「神がなさるすべてのことには意味があります。神は無意味なことや価値のないことを一切なさいません。聖書には『神は自分のかたちに人を創造された。すなわち、神のかたちに創造し、男と女とに創造された』（創世記 1:27）とあります。そのことから、はじめに神はご自身の姿に男女を創られたことがわかります。神は男性として受肉することも、女性として受肉することもおできになります。神に性別はありません。男性になろうと女性になろうと、神には神の本質があり、神ご自身の働きをおできになるのです。神が２度の受肉で異なる性別を選ばれたのは、受肉の意義を全うなさり、神は男性としてのみ受肉できるのであって、女性としては受肉できないという人間の誤った信念を払拭なさるためです。こうして人類は、神の受肉が男性の身分を具現化できるばかりか、女性の身分をも具現化できることを知るのです。そして、神が本当に全能でいらっしゃること、私たちが神を計り知るのは不可能であること、神を勝手に判断したり規定したりすべきでないことがわかるのです。さらに、神の本質は霊であり、霊に性別はありません。性別は創造された人類にのみ当てはまるものです。人類を救ってその罪を贖われるべく、神は２度受肉されました。ゆえに、受肉なさった神の性別は、神が肉においてその働きをなさる期間だけのものです。受肉された神の地上における働きが終われば、神は霊界にお戻りになりますが、その際、性による区別はもはやありません。なので、特定の性において神を規定するなら、それは大変な冒涜なのです！」

全能神の御言葉と張兄弟が説く教えを聞いて、私は突然ひらめきました。神がそれぞれの受肉において異なる性別をお選びになった理由がついにわかったのです。はじめに人類を創られたときから抱いている神の御心と神のお優しい意図がそこに含まれているのです。神が受肉された際、２回とも男性としておいでになって働きをなさったとしたら、私たちは神は男性だと永遠に信じ、男性は女性より偉くて地位が高いと誤って信じてしまうでしょう。終わりの日に受肉された神が女性として働きをなさることは、神の公平さと義を体現しているのであり、私はそのことから、神が今回女性として受肉され、働きをなさることのとてつもない意義を理解できました。さもなければ、私たちは決して神を理解できず、神に関する私たちの観念や定義が取り除かれることもないはずです。さらに、それは神の性質に背くことになるでしょう。神は最初に受肉された際、男性として出現されました。そして終わりの日、神は女性として姿をお見せになりました。これら神の２度の受肉は、神が受肉されることの完全な意義をまさに私たちに示しています。私はそれによって、神についてより正確かつ本物の理解をもつことができました。神に感謝します！　神の働きは本当に知恵に溢れています！

神の御言葉に関する私の理解と認識を聞いた楊姉妹と張兄弟は、私が神の御心を理解でき、神についての観念と誤解を一掃できたのを喜んでくれました。そして神が私になさった救いの働きに深く感動し、涙をこぼしました。その後、私たちはさらに３回集まって交わりをしました。神のお導きのおかげで、私はさらに多くの真理を理解し、神の受肉の奥義と神による３段階の働きの奥義について学びました。また、神の働きと人間の働きの違いや、聖霊の働きとサタンの働きの違い、および真理のその他の側面についても学びました。そして、全能神が主イエスの再臨でいらっしゃること、全能神が真理であり、道であり、いのちでいらっしゃることを実感できたのです。その土曜日の夜、楊姉妹から『私達は心を尽くして実際の神を愛す』というタイトルの新しい音楽動画が送られてきました。その歌詞は次の通りです。「神を真に愛する者たちを完全にするため、神の御旨が示された。活力のある無邪気な人々は皆、神への賛美を捧げ、まことの神の御前で、共に美しい踊りを舞う。人々は、神の声によって様々な所から呼び戻される。いのちの御言葉が私達に授けられている。私達は神の御言葉の裁きにより清められている……」。私はこの歌を聞いてとても勇気づけられ、感動のあまり涙を流しました。そして楊姉妹に電話しましたが、感情に圧倒されて言葉が出ず、「神に感謝します！　ありがとうございます……」という一言を繰り返すことしかできませんでした。

感情の高まりが収まったあと、私はその夜のうちに兄弟姉妹と非常に心のこもった会話をしました。そして、全能神がずっと私の救いを諦めずにいてくださったこと、私の反抗と抵抗に応じて私を取り扱われなかったことに感謝しました。それどころか、神は福音映画や動画、そして兄弟姉妹が自らの経験を記した記事を使って、私を少しずつお導きになり、動かし、神の家へと連れ戻すとともに、神の御前に立ち返らせてくださいました。私は心の底から兄弟姉妹にこう言いました。「私はすでに神の愛を経験しており、神の受肉についての真理も理解しています。もうデマや噂は信じません。私は自分の救い主、自分の神として全能神を完全に受け入れます。全能神こそ主イエスの再臨でいらっしゃるとすでに確信したからです。全能神こそが、私にかくも多くの恵みをくださった神であり、人類の贖い主なのです」。

過去、自分が噂に耳を傾け、終わりの日における神の働きについて何度も葛藤し、神を裁く言葉さえ発してあまりに反抗的だったことを振り返ると、神に対するとてつもない負い目を感じ、悲しくなって後悔の気持ちでいっぱいでした。しかし、楊姉妹はこう言ってくれました。「神を知らなければ、人間である私たちは本当に嘘に惑わされがちです。しかし、心から悔い改める限り、神はそのことをご記憶なさいません。神の御言葉にこうあります。『今回、神は人間を打ち倒すために来たのではなく、むしろ人間を最大限救うために来た。一体誰が一切過ちを犯さないだろうか。皆打たれるならば、どうしてそれを救いと呼べるだろうか。過ちには、故意におかされたものと、意図せずおかされたものがある。意図せずにした事は、気付いてから変えることができる。それならば、神は自分が変わる前に自分を打つであろうか。」と推測する。神はこのようにして人間を救われるか、というと、決してそうではない。あなたが意図せず過ちをおかすか、反抗的な本性ゆえに過ちをおかすかを問わず、現実に早く目覚めなければならない、ということを覚えておくように。先へ進む努力をするように。状況を問わず、あなたは先へ進む努力をする必要がある。神は人間を救うために働きを行ない、神が救いたいと望んでいる人間を出鱈目に打つことはない』（「神の旨は人間を最大限に救うことである」『キリストの言葉の記録』）。」私は神の御言葉から大きな安らぎを得るとともに、神が慈悲と赦しに満ちていらっしゃることを知りました。神の愛はかくも偉大なのです！　私は心の中で神への感謝を感じずにはいられませんでした。それからしばらくのあいだ、私は全能神教会の兄弟姉妹と交流し、それを通じてその教会が噂に聞くようなものとまったく違うことがわかりました。実際、それとは正反対なのです。そこは、私たちが真理を求めて神を知る場所です。全能神教会の集会では、誰も飲み食いすることや浮かれ騒ぐことを話しません。車やお金や家について話す人もいません。そして誰一人として、汚れて不潔で邪悪な、この世の物事について話すこともありません。全員一緒に全能神の御言葉を読み、神の御言葉にまつわる自分の経験と認識を語り合い、全能神の御言葉を実践してそれに従っています。全能神教会では、神の御言葉、真理、そしてキリストが力をもっていることがわかりました。そこは公平さと義に満ちた場所です。私は新たな天地で美しい生活を味わっているように感じています！　いま、私はあれらの噂を思い出して、それらは単に人を罠にはめて傷つけるだけのものであって、自分が終わりの日の神の救いを失いそうになったのもそれらの噂のせいだと気づきました。ところが有難いことに、全能神が私をお救いになり、神の働きについていくらか理解させてくださったのです。私の霊は目覚め、私はサタンの噂という網から抜け出し、神の御座の前に来ました。私を救ってくださった神に感謝します！


5. さまよえる心が家に帰る

ノヴォ（フィリピン）

フィリピン人のノヴォと申します。私は子供のころから母にならって神を信じており、説教を聞きに兄弟姉妹とよく教会に行ったものです。そうして長年主を信じてきたのですが、私には自分が何の変化も遂げておらず、不信心者も同然だと思えました。心の中では絶えず、どうしたらもっとお金を稼げるか、快適な日々を送ってよい生活を楽しむにはどうすればよいかを考えていたのです。そのうえ、いつも友だちと飲みに出かけ、お金に余裕があるときはギャンブルもしました。こうしたことが主の御心に反することはわかっていたので、しばしば主に祈って自分の罪を告白し、これらの悪癖を改めて今日から二度と罪を犯しませんと、主に固く誓ったものです。しかし友人たちにうまいこと誘惑されると、自分を抑えることがどうしてもできませんでした。私はそうしてますます堕落し、心がさらに神から離れ、祈りの中に誠実さはもはやありませんでした。毎週簡単な祈りをいくつか唱えるだけで、それで済ませていたのです。主は再臨なさるとき、その行動と振る舞いをもとに一人ひとりを裁かれ、天国に行くか地獄に堕ちるかを決められることは知っていたので、私は時々心から絶望的な気持ちになりました。自分は堕落した人間であり、神は二度と私をお赦しにならないだろうと思ったのです。その後、私は結婚して子どもをもうけましたが、考えるのは妻と子どもたちのことばかりでした。信仰はとうの昔に心の片隅に追いやっていたのです。子どもたちによりよい将来を与え、金持ちになる願いを叶えるべく、私は外国へ働きに行くことにし、台湾に渡りました。しかし、仕事が見つかってからも、生活習慣を変えることはありませんでした。暇なときには同僚と出かけて飲んだり歌ったりして、馬鹿騒ぎしながら暮らしていたのです。神への信仰はずっと前から心の片隅に追いやられていました。

2011年、私は台湾のある工場で溶接工として働くことになりました。そして2012年のある日、私がカトリック教徒だと知った台湾の同僚から、教会で行なわれるミサに誘われました。ある日曜の朝、その同僚は工場に私を迎えに来て、友人の家に連れて行ってくれました。そこで私はジョセフ兄弟と出会ったのです。ジョセフ兄弟から「兄弟、あなたは主イエスの再臨を信じていますか」と訊かれた私は、信じていると答えました。ジョセフ兄弟が「お戻りになった主イエスがどんな働きをなさるかご存知ですか」と重ねて訊くので、私は「お戻りになった主イエスは大きな白い玉座に座られ、人類をお裁きになると信じています。誰もが裁きの座の前にひざまずき、自分の罪の申し開きをします。すると主は、その人の行動と行ないをもとに、天国に行くか地獄に堕ちるかをお決めになります」と答えました。するとジョセフ兄弟は続けて「主イエスがすでにいらっしゃり、いままさに終わりの日の裁きの働きをなさっていて、それによって『さばきが神の家から始められる時がきた』という預言を成就なさっていると言ったら、あなたは信じますか」と尋ねるのです。それを聞いて私はすっかり驚き、こう思いました。「主イエスがすでにいらっしゃった？　そんなことがあるだろうか？　俺は大きな白い玉座が空に現われるのを見ていないし、主が白い雲に乗って降りてこられるのも目にしていない。なのにこの人は、主イエスがお戻りになって裁きの働きをなさり、『さばきが神の家から始められる時がきた』という預言を成就なさっていると言っている。なるほど。神のお知恵は人間には理解できないのだから、探求を続けたほうがよさそうだ」。そこで私は「兄弟、主イエスがお戻りになったかどうかなんて、私にはとても言えません。なので、そのことについてどうか私と交わってください」と答えました。するとジョセフ兄弟たちは、主が再臨されて裁きの働きをなさるという預言に関する聖書の聖句をいくつも見つけ、私に読んでくれました。例えば、『ペテロの第一の手紙』４章１７節にはこう記されています。「さばきが神の家から始められる時がきた」、また『ヨハネによる福音書』１６章１２－１３節にもこうあります。「わたしには、あなたがたに言うべきことがまだ多くあるが、あなたがたは今はそれに堪えられない。けれども真理の御霊が来る時には、あなたがたをあらゆる真理に導いてくれるであろう。それは自分から語るのではなく、その聞くところを語り、きたるべき事をあなたがたに知らせるであろう」。そしてジョセフ兄弟は、「真理の御霊」とは主の再臨と、主が真理を表わし裁きの働きをなさることを指していると言いました。終わりの日の神は、人の子として肉において戻られたのです。神は恵みの時代になさった贖いの働きを土台として、真理を表わし、神の家から始まる裁きの段階の働きをなさっています。実際には、この裁きの働きは人を完全に清めて救う働きです。これは主イエスによる次の預言をまさに成就するものです。「たとい、わたしの言うことを聞いてそれを守らない人があっても、わたしはその人をさばかない。わたしがきたのは、この世をさばくためではなく、この世を救うためである。わたしを捨てて、わたしの言葉を受けいれない人には、その人をさばくものがある。わたしの語ったその言葉が、終りの日にその人をさばくであろう」（ヨハネによる福音書 12:47–48）。「父はだれをもさばかない。さばきのことはすべて、子にゆだねられたからである。…そして子は人の子であるから、子にさばきを行う権威をお与えになった」（ヨハネによる福音書 5:22–27）。私は兄弟が説く教えにじっくり耳を傾け、彼が伝えてくれている言葉はどれも真実だと信じました。主の預言は残らず成就し、現実のものになるはずだと信じていたからです。

次にジョセフ兄弟は「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」という書籍から全能神の御言葉を読んでくれました。「裁きの働きは神自身の働きであり、そのため当然ながら神が自ら行わなければならない。それは神の代わりに人が行うことはできない。裁きとは真理を用いて人類を征服することなので、この働きを人のあいだで行うために神が受肉した姿で再び現れることは疑いもないことである。つまり、終わりの日においてキリストは真理を用いて世界各地の人々を教え、彼らにあらゆる真理を知らしめる。これが神の裁きの働きである」。「終わりの日には、キリストはさまざまな真理を用いて人間を教え、人間の本質を明らかにし、人間の言動を解剖する。そのような言葉は、人の本分や、人はいかに神に従うべきか、人はいかに神に忠実であるべきか、いかに正常な人間性を生きるべきかや、また神の知恵と性質など、さまざまな真理を含んでいる。これらの言葉はすべて人間の本質とその堕落した性質に向けられている。とくに、人間がいかに神をはねつけるかを明らかにする言葉は、人間がいかにサタンの化身であり、神に敵対する力であるかに関して語られる。神は裁きの働きを行うにあたって、少ない言葉で人間の本性を明らかにすることはない。むしろ長い期間にわたり、それをさらけ出し、取り扱い、刈り込む。このような方法のさらけ出し、取り扱い、刈り込みは通常の言葉が取って代わることはできず、人間が一切持ち合わせていない真理でなければ取って代われない。このような方法のみが裁きと呼ばれることができる。このような裁きを通してのみ人間は屈服し、徹底的に納得して神への服従に向かうようになり、さらに神についての真の認識を得ることができる。裁きの働きがもたらすのは、神の真の顔と人間自らの反抗的性質についての真相を人が認識することである。裁きの働きにより、人は神の心、神の働きの目的、人には理解することのできない奥義についてかなり理解できるようになる。また、それにより人は自分の堕落した本質と堕落の根源を認識し知るようになり、人間の醜さを発見する。これらの効果はすべて、裁きの働きによりもたらされる。それは、実際に、この働きの本質は神を信じる人すべてに神の真理、道、いのちを開く働きだからである。この働きが神による裁きの働きである」（『言葉は肉において現れる』より引用）。

全能神の御言葉を読み終わったジョセフ兄弟は、神による終わりの日の裁きの働きについて数多くの真理を私と交わってくれました。すると、神の働きが本当に実践的であって超自然的なものではまったくないこと、神による終わりの日の裁きの働きが私の想像と似ても似つかぬものであることがわかるようになりました。私はそれまで、神が空中に巨大な卓を置いて大きな白い玉座に座られ、全人類が神の御前にひざまずくことを想像してきました。そうして私たちが善人か悪人か、天国に行くか地獄に堕ちるかを決定すべく、神が私たちの罪を一つずつ列挙される、というわけです。しかし実際には、神は受肉されてこの世へおいでになり、実際的な形で真理を表わし、人の罪を裁き、人の堕落の真相と、人の本性と本質を暴かれてきたのです。ジョセフ兄弟は交わりを続け、傲慢やうぬぼれ、邪悪や狡猾、利己心や下劣といった私たちのサタン的性質はどれも神の裁きを経なければならず、それから私たちは清めていただけるのだと教えてくれました。神による裁きの働きの最終的な成果は、私たちに自分の汚れと堕落、醜さと邪悪さ、そして神に反抗して裏切る本質を目の当たりにさせ、自分がサタンによって深く堕落させられてきたこと、サタン的性質に満ちていること、そして自分がサタンの化身であって滅ぼされなければならないことを、私たちにわからせることです。このような形でのみ、私たちは自分自身を憎んで呪い、サタンを永遠に捨て去るようになれるのです。さらにそれは、私たちが神の御言葉による裁きと刑罰の中で、神の義にして聖く、背きを許さない性質を知るようにさせることでもあります。そうして私たちは神を畏れる心を無意識のうちに育み、二度と無謀にも神に逆らって反抗しようとはしなくなり、自分の肉を捨てて真理を実践できるようになります。いったん自分のいのちが変化を遂げると、私たちは真に神に従い、神を崇めることができるようになります。そして終わりの日に神が表わされる真理の様々な側面を得ると、神によって完全に清められ、救っていただき、御国に引き上げていただくのにふさわしくなれるのです。神による終わりの日の裁きの働きを拒む者は神の清めを得ることができず、最後は神の働きによって淘汰され、救われて天国へ入る機会を失います。ジョセフ兄弟の交わりを聞いた私は、人をお救いになる神の働きはまさに本物で、このうえなく現実的だと思いました。

長年主を信じてきて、頻繁に神に祈っては罪を告白してきたにもかかわらず、私は未だに罪に生きてきた。ギャンブルをし、酒を飲み、嘘をついて人を欺いた。いつも罪を犯しては告白し、また罪を犯した。私の人生は苦しみに満ちている。確かに、私たちは本当に神に来ていただき、裁きと救いの働きをしていただかねばならない。聖書には「きよくならなければ、だれも主を見ることはできない」（ヘブル人への手紙 12:14）と書かれている。主は聖なる方である。もし人間が罪から清められないなら、主の御顔を仰ぐ価値はない。もし我々の想像通りに、神が人間を裁くために終わりの日にいらして天空に白い玉座を据えられ、直接人間の終末を決められるとしたら、人間はどうやって罪をなくせるだろうか？人間は非難され、懲罰を受けているではないか？全能の神は、お戻りになった主なるイエス様のようだ。これは本気で研究しないといけない。主をお迎えするチャンスを逃してはならない。

その後ジョセフ兄弟から『言葉は肉において現れる』という本をもらい、私はとても胸を躍らせました。その夜、寄宿舎に戻ってからその本を読み始めたのですが、一晩中読んでしまいました。そのとき読んだ全能神の御言葉の中に、次のようなものがあります。「あなたがたの口は偽りと汚れ、裏切りと傲慢の言葉に満ちている。誠実な言葉をわたしに語ったこともなければ、聖なる言葉もなく、わたしの言葉を経験するにあたり、わたしへの服従の言葉を語ったこともない。最後には、あなたがたの信仰はどのようになるのだろうか。あなたがたの心の中には欲望と富しかなく、あなたがたの頭の中には物質的なことしかない。日々、あなたがたはわたしから如何にして何かを得ようかと計算している。日々、わたしからどれほどの富と幾つの物質的なものを得たかを数えている。日々、さらに多くの、もっと高水準のものを享受できるようにと、あなたがたにさらなる祝福が施されるのを待ちわびている。あなたがたの思考の中にいつ何時も存在するのはわたしではなく、わたしからもたらされる真理でもなく、むしろあなたがたの夫や妻、息子、娘、あるいは食べるものや着るものなのだ。あなたがたは自分が如何にして、より多くの、より良い享楽を得られるかということを考えている。たとえ胃がはち切れんばかりに満腹したところで、あなたがたはやはり屍ではないのか。たとえ外見を豪華に着飾ったところで、あなたがたはやはり、いのちのない歩く屍ではないのか。あなたがたは食べ物のために、髪に白髪が交じるまで懸命に働くが、誰もわたしの働きのために毛一本として犠牲にすることはない。あなたがたは常に、体を酷使し頭を悩ませて、自分自身の肉体のため、息子や娘のために働き詰めだが、あなたがたのうちの誰一人として、わたしの意に憂慮することも気遣いを見せることもない。あなたがたがわたしから、なおも得ることを望んでいるものは何なのか」（『神の出現と働き』「招かれる者は多いが、選ばれる者は少ない」〔『言葉』第1巻〕）。

それらの御言葉を読み、私は神の御言葉が鋭い刀のように心に突き刺さるのを感じました。御言葉は私の生きる状態をまざまざと明らかにし、内なる心の本当の状況を言い表しました。私は、神のみが人間の心を調べ、人間の邪悪を顕せると知っていたので、全能の神の御言葉は本当に神の御言葉だと思いました。神の御言葉から、私は自分の信仰が嘘と欲に満ちていることを知りました。私は神の御名だけを受け入れていましたが、心には神がありませんでした。私は自分の家族や仕事、そして自分の将来だけを考えていました。毎日、どうしたらもっと金儲けができるか、どうしたら家族がもっと豊かな暮らしができるか、とだけ考えていたのです。私は神に対し、折に触れて神を愛しますと告げていましたが、言った通りにせず、神を欺き続けました。また、私はいつでも、神に祈る際にもっと祝福してくださるようお願いしていました。神は永遠に愛の神であり、人間に対する慈悲で溢れている、例え私が罪を犯しても神は私の罪を赦し、私に慈悲をたれて祝福してくれると思っていたのです。しかし、全能の神の御言葉を読み終わった私は、何人も神の義なる性情を犯してはならないことを知り、私の心は神を畏れ始めました。裁きと刑罰についての神の御言葉により、私は自分の過去を非常に悔やみ、とても悲しくなって寝床の中で泣きました。人生で初めて、私は激しく泣きながら、「神よ、私の罪をどうかお赦しください。あらゆる点で私はあなたに背きました。あなたを欺きました。私にはあなたに共にいていただく資格はありません。私は刑罰を受けるべきです。神よ、悔い改め、救われるチャンスを下さり、感謝します。これからは、真実を求めるために最善を尽くします。真実の心をもってあなたを愛します…。」と神に祈り、悔い改めました。そして祈りの後、罪を犯しては告白するという悪循環に陥った自分の生き様を変えるために、私には神の裁きを受ける必要があるのだ、全能の神の御言葉をもっと読み、頻繁に御言葉について考えることで、真実をより良く理解し、肉体に背く強さを持ち、真実を実践に移して神の御心を満足させられるようにしなければならないのだ、と言い聞かせました。

それ以来、休憩中に神の御言葉を読んでじっくり考えられるよう、私は『言葉は肉において現れる』を職場に持参するようになりました。そして全能神の御言葉により、自分の行動や考えがいかに堕落していて反抗的かを知りました。その後、私は次の全能神の御言葉を読みました。「祈りは心の実際の状態と聖霊の働きにそって一歩一歩進むべきである。神の心意と神が人間に要求することに則して、神と交わるのである。祈りの訓練を開始する時は、まず最初に自分の心を神に捧げなさい。神の心意を把握しようとしてはならない。ただ心にある言葉を神に語ろうとしなさい。神の前に来て、このように言いなさい。「おお神よ、わたしは今日になって初めて、あなたに逆らっていたことを知りました。わたしは本当に堕落しており、忌み嫌われるべきです。わたしはただ時間を無駄にしていました。わたしは今日からあなたのために生き、意義のある人生を生き、あなたの心意を満足させます。あなたの霊がいつもわたしの内で働き、絶えずわたしを照らし啓きますように。わたしにあなたの前で響きわたるような力強い証をさせてください。あなたの栄光とあなたの証しと、あなたの勝利の証拠がわたしたちの内に現れるのをサタンに見せてください」。このように祈る時、あなたの心は完全に解放される。このように祈ったことで、あなたの心は神にいっそう近付く。そして頻繁にこのように祈ることができるならば、聖霊は必然的にあなたの中で働く」（『神の出現と働き』「祈りの実践について」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉の中に、私は自分の堕落した性質を解決する実践の道を見つけ、敬虔な心で真摯に神に祈り、自分の堕落した性質を神に打ち明けるとともに、自分が何を成し遂げようと心の中で望んでいるかを神に伝えました。そして御言葉によって生きられるようお導きくださいと、神にお願いしたのです。このように祈っていると、神が私を啓いて導かれているようにしばしば感じられ、心が信仰と力で一杯になりました。もはやかつてのような生き方をすることも、それまで心に抱いていた堕落した考えや発想にしたがって行動することもなくなりました。私の生活は変わり、罪を犯して告白するというかつての堕落した生活を送ることはなく、その代わり真に神の御前で生き、神のお気遣いとご加護を得たのです。

2014年7月、私はフィリピンに戻りましたが、そのとき初めて、フィリピンの多くの兄弟姉妹が神に選んでいただいたことを知りました。私は非常に嬉しく思いました。現在、私は教会で兄弟姉妹とともに神の御言葉について交わり合い、教会生活を送って互いに助け支え合っています。私たちはみな真理を追求し、性質の変化と神に救っていただくことを求めています。また、キリストがすでに戻られたことを知り、私たちと同じく神による終わりの日の救いを得られるよう、国内外の人々に全能神による終わりの日の働きの証しをしています。全能神に感謝します。私はいまとても充実した幸せな生活を送っています。かつての堕落した退廃的な生活は完全に捨て去りました。全能神が私をお導きになり、人生の目標と方向を見つけられるようにしてくださったのです。これが有意義な人生を送る唯一の方法だと、私は実感しています。


6. 聴きなさい！　これは誰の言葉？

中国　周麗（ジォウ・リー）

教会の牧師として、霊的な貧困化と説教することが何もないことほどつらいことはありません。集会に来る兄弟姉妹がどんどん減っていくのを見て、私は無力感を感じ、主の前に行き何度も繰り返し真剣に祈り、兄弟姉妹の信仰を強めてくださいとお願いしました。しかし教会の荒廃化は一向に改善せず、私ですら弱ってネガティブに生きるようになっていきました。

ある日、自宅で仕事をしていると、王（ワン）兄弟と林（リン）兄弟が突然やって来たので、喜んで迎え入れました。挨拶を交わした後、王兄弟が「周姉妹、現在の霊的な調子はどうですか」と言いました。私はため息をついて答えました。「それを言わないで。今、私は霊的に弱っていて、説教で何も話すことがないの。兄弟姉妹もみなネガティブで気力がなくなっているわ。もう教会にはほとんど誰も来ないのよ」。林兄弟が訊きます。「周姉妹、なぜ説教で話すことがないのか、なぜ教会にほとんど誰も来ないのか、わかりますか？」そう言われてすぐに、私は思いました。「それこそ知りたいことよ。なぜなのかを本当に知っているとでもいうの？」そして「なぜ？」と急いで尋ねました。王兄弟が言いました。「主が既に再臨されたからです。二度目の受肉をされ、御言葉を発し新たな働きをされているんです。神の国の時代の神の働きを受け入れた兄弟姉妹は既に大勢いて、聖霊の最新の働きの流れの中に生きています。皆の状況はどんどん良くなっています。神の新たな働きに後れを取っている人たちは聖霊の働きを失い、そのため説教する言葉もなくネガティブになり気力を失くしているんです。急いで神の足跡についていかなきゃなりません」。これを聞いて私はふと先輩牧師の言葉を思い出しました。「神が新しい働きをするためにお現れになったとか新しい言葉を発せられているとか言う人がいたら、それは聖書から外れており、聖書から外れているということは主を信じていないということです。それは背教です」。この言葉を思うと、私は非常に深刻に言いました。「先輩たちが私たちによく話していない？　聖書から外れることは主を信じていないことになるって。聖書から外れるのは主の道からも外れることだって、肝に銘じておかなければ。私にそんな説教するなんて、どういうつもり」。こう言って私は怒りながら立ち上がりました。林兄弟が言いました。「周姉妹、興奮しないでください。あなたが神を心から信じていて熱心だとわかっていますよ。だからこそ神の新しい働きのことをあなたに話しているんです。私たちはこんなに長年主を信じてきたでしょう。主の再臨をずっと心待ちにしてきたじゃありませんか。今や主は再臨され、終わりの日の裁きの働きを実行されているんですよ。これはすごいニュースです。真面目に求め吟味するべきで、主を歓迎する機会を逃すわけにはいきませんよ」。林兄弟が言い終わるのを待たずに私は手で制して大声で口を挟みました。「やめて。やめてやめて！　これ以上言わないで。そんな聖書から外れたことなんて信じないわ。あなたたちは主の道に従わないけど、私は従わなきゃ」。二人は私が全く聞く耳を持たないとわかり、立ち去るしかありませんでした。その後、二人は何度かうちに来ましたが、私はとにかく彼らを無視しました。

しばらくして、王兄弟と林兄弟は姉妹を二人連れて私の自宅に来ると、私に福音を伝えました。その日、私は家で豆を摘んでいて、夫は外で作業をしていました。夫は彼らを見ると家の中に招き入れました。私は彼らを見るなり心臓がどきどきし始めました。「なんでまた来たの？　二人の援軍まで連れて」。四人は家の中に入ると私に挨拶し、それから夫に説教をし始めました。私はさらに不安になり、思いました。「彼らの説教は聖書から外れている。夫を見守って、何も鵜呑みにさせないようにしなきゃ」。彼らを追い出したかったのですが、夫が私に腹を立てないかというのが心配でした。ただ黙っているしかありませんでしたが、彼らの言うことは一切信じませんでした。なのに夫は耳を傾け、うなずき、「おお、その通りだね。そうだ。そういうことなんだね。説明がわかりやすいね」と言わずにはいられないようでした。言いくるめられている夫を見ていると、急に怒りがこみ上げてきて、夫を指さしながら、きつい調子で言ってしまいました。「何が『そうだ』よ。あなた聖書をどれだけ読んだの？　どれくらい神を信じてきたの？　主に祈ったことがあるの？　『そうだ、その通り』って言うけど、どれだけ理解してるのよ？」こんなふうに騒ぐ私に、その場は急に静かになり、彼らは互いに顔を見合わせました。夫は慌てて「大声を出すなよ。まず話を聴こう。聴かないと正しいか間違いかわからないだろ」と言いました。夫に彼らの話を聴くのをやめさせられないとわかった私は怒って、両手で豆を大きく揺さぶりわざと大きな音を立てて、こう思いました。「話を聴くですって。何も聞かせやしないわ。もうおしまいにしてやるわ」。しかし豆で大きな音を立てても夫は彼らの説教を聴くのをやめません。それどころか、夫は彼ら四人と話し、笑い、彼らの話しはこの上なく和気あいあいとしています。しばらくして夫が嬉しそうに私に向かって言いました。「なあ麗。主は本当に再臨されたんだよ。この本の言葉は神が直接話された言葉なんだって。すごいよ！　麗、何か料理して僕たちに出してくれよ」。私は夫をちらりと見て、答えませんでした。やがて林兄弟がテープを何本かと讃美歌の本と『言葉は肉において現れる』を一冊、夫に渡して帰っていきました。私はもう我慢できず、夫に言いました。「先輩たちがどれだけ私たちに、神を信じるには聖書から外れることはできないって、聖書から外れることは神を信じていないのと同じだって言ってきたか、あなた忘れたの？　なんでその立場を守れないのよ」。夫はためらわずに答えました。「彼らの言うことは聖書から外れているんじゃなくて、聖書よりもっと高尚で深いんだ。それに、彼らが広めてる神の新しい働きは、主の御言葉や黙示録の預言を成就している。彼らの説教を聴いて、聖書の中でこれまで理解してなかったことがたくさん理解できたし、はっきりした。彼らが証しする全能神の福音は真理の道だ。君も目を開いて見てごらん。僕たちの教会にはもうほとんど人がいないだろう。教会は荒廃してしまった。それでも君は先輩たちの言葉にこだわっている。馬鹿げているとは思わないの。君も急いてこれをよく見るんだね」。これを聞いて私は怒って言いました。「あなたに何がわかるの？　聖書から外れることは主を裏切ることよ。あなたが聖書に従わなくても、私は従うわ」。

それから毎日、夫は時間ができるとすぐに林兄弟がおいていった本『言葉は肉において現れる』を読むようになりました。ある日、夫はこの本を読むために日の出前に起きました。うとうとしていると本を読む夫の声が聞こえました。「あなたは忘れてしまったのか。……忘れてしまったのか」（『神の出現と働き』「ペテロはいかにしてイエスを知るに至ったか」〔『言葉』第1巻〕）。朗読している夫に少し腹が立ち、「こんなに朝早く、人を起こして！」と思いました。しばらくすると、かすかにこう聞こえました。「それは、十字架につけられる前にイエスがペテロに『わたしはこの世の者ではない。あなたもこの世のものではない』と言ったからである」（『神の出現と働き』「ペテロはいかにしてイエスを知るに至ったか」〔『言葉』第1巻〕）。おかしいわね。なぜこの本に主イエスのことが書かれているの？　聞き間違いかしら？　けれど、次ははっきりと聞こえたのです。「あなたは忘れてしまったのか。……忘れてしまったのか」これが聞こえた時、私は心が少しかき立てられて、もう眠れなくなりました。「これは誰の言葉？　おお神よ！　これはあなたから私への問いかけなのですか。あなたが私に向かって仰っているような気がします。なんて優しい言葉でしょう。急いで起きて朝食を作らなきゃ。朝食の後、とにかくあの本に何が書いてあるのか見よう。実際に聖書から外れているのかどうか、あれが神の言葉なのかどうかを」。

朝食後、夫はまた例の本を読み始めました。私は「夫はなぜ一緒に読もうと言わなかったの」と思いました。私は長いこと戸口に立っていましたが、夫は本に没頭して私に気づきません。なので私は台所をうろうろしました。とても気になったのです。あの本に何が書いてあるのか、読みたくてたまりませんでした。それで台所から顔をのぞかせると、夫がまだ夢中で本を読んでいるのが見えました。私もそばに行って読みたかったのですが、兄弟姉妹が私に説教しようと何度も訪ねてきたことと、私が毎回それを拒否していことを思うと、自分から本を読みだしたら夫に非難されはしないかと思いました。そうなると、とても気まずく感じるでしょう。そう思って、私は引っ込んでしまいました。家の外をうろうろしていると、朝に夫が朗読していた言葉が思い出され、もっと気になりました。「こうしちゃいられない。あの本に何が書かれているのか確かめなければ」と思いました。でも家の扉の所まで来るとやっぱりやめてしまいました。そわそわして、どうしたらよいのかわかりませんでした。ついに意を決しました。「そうよ、神は私が率直に話すことをお望みよ。あんな物言いしろと、夫の助言を聞くなと、誰が私に命令したというの」それで私は気を引き締めて部屋に入り、勇気を出し、ぎこちなくも言いました。「私も一緒にその本読んでもいい？」夫は顔を上げて、とても驚いたように私を見ましたが、顔を輝かせて言いました。「おう、おいでよ。一緒に読もう」この瞬間、私はこの上なく感動しました。夫は私が想像したように非難したりはしなかった。私の不安な心はようやく落ち着き、私は夫と一緒に楽しくその本を読みました。でも、その時に読んだのはその日の朝早くに耳にした言葉ではありませんでした。ちょうどその時、夫が外に出たので、私は急いでその本のページをざっとめくりました。探していた部分はすぐに見つかり、嬉しくなって声に出して読みました。「ペテロはイエスの言葉で大いに励まされた。それは、十字架につけられる前にイエスがペテロに『わたしはこの世の者ではない。あなたもこの世のものではない』と言ったからである。後に、ペテロが苦悩の絶頂に達したとき、『ペテロよ、あなたは忘れてしまったのか。わたしはこの世のものではない。わたしが早く去って行ったのは、わたしの働きのためだけだ。あなたもこの世のものではない。忘れてしまったのか。あなたに二度言ったが、覚えていないのか』とイエスは彼に思い出させた。ペテロはイエスの言葉を聞いて『わたしは忘れていません！』と言った。それからイエスは言った。『あなたは天で一度わたしと幸せな時を過ごし、わたしのそばでしばらく過ごしていた。あなたはわたしがいなくて寂しく思っているが、わたしもあなたがいなくて寂しい。わたしの目には被造物は言うに値しないが、純朴で愛しい者をどうして愛さずにはいられようか。あなたはわたしの約束を忘れてしまったのだろうか。あなたは地上でわたしが与えた使命を受け入れなければならない。わたしが託した任務を果たさなければならない。いつかあなたを必ずわたしのそばに導くであろう』」（『神の出現と働き』「ペテロはいかにしてイエスを知るに至ったか」〔『言葉』第1巻〕）。この部分を何度か読みましたが、読めば読むほど、この言葉は聖書から外れてはいないと強く感じました。ただ聖書よりも明確でわかりやすいのです。でも先輩牧師は言っていました。「神が新しい働きをするために現れるとか神が新しい言葉を発するとか言い広めるのは誰であれ聖書から外れており、聖書から外れることはすなわち主の道から外れることだ」でも彼らが言ったことは事実と符合していないのではないでしょうか。私は心の中で祈りました。「神よ、これは一体どういうことなのでしょう。どうか御意志を理解できるよう、私を啓いてお導きください……」

その後、私はこのような全能神の言葉を読みました。「長年にわたり、人々の伝統的な信仰の方法は（世界の三大宗教の一つであるキリスト教においては）聖書を読むことだった。聖書から離れることは主への信仰ではなく、邪教、異端であり、他の本を読んでいても、そうした本の基礎は聖書の解説でなければならない。つまり、主を信じているなら聖書を読まなければならず、聖書の外では、聖書と関わりのない本を崇めてはいけない。そうするならば、神を裏切っていることになる。聖書が存在するようになって以来、人々の主への信仰は聖書への信仰であり続けた。人々は主を信じていると言うよりは、聖書を信じていると言ったほうがいい。聖書を読み始めたと言うよりは、聖書を信じ始めたと言ったほうがいい。そして、主の前に帰ったと言うよりは、聖書の前に帰ったと言ったほうがいいだろう。このように、人々はまるで聖書が神であるかのように、まるでそれが自分たちのいのちの源であって、それを失うのはいのちを失うことと同じであるかのように、聖書を崇める。人々は聖書を神と同じくらい高いものと見なしており、神より高いと思う人さえいる。たとえ聖霊の働きがなくても、また神を感じられなくても、人々は生きていける。しかし、聖書を失くしたり、あるいは聖書の有名な章句を失ったりしたとたん、まるでいのちを失ったかのようになる」（『神の出現と働き』「聖書について（１）」〔『言葉』第1巻〕）。神の言葉は本当に私の心に響きました。これは実際、私のことを言っているのではないでしょうか。主を信じるようになった時のことを思い返すと、まさに私自身の信仰の守り方がこうでした。私は聖書を自分の生命の源として扱ったのです。聖書を読んだ後は毎回、子どもたちの手が届かないように聖書を高い所に置かずにはいられませんでした。聖書を他の何よりも上にあるものと見なし、聖書から外れることは主を裏切ることだとさえ思っていました。このようにするのは間違っていたのでしょうか。求める心で「聖書について（1）」から「聖書について（4）」まで読み進めました。読めば読むほど自分が啓かれていくように感じました。聖書は神の働きの歴史的記録であり、神の働きのうち最初の二段階の証しに過ぎないのだとわかりました。旧約聖書が世界の創造から律法の時代の最後までのヤーウェ神による働きを記録しているように、新約聖書は恵みの時代の主イエスの働きを記録しているのです。神の働きは常に新しく、決して古くならず、常に前進しています。今、神は聖書の外で新たな働きをされています。神の国の時代の働きです。この働きの段階が、神による人類救済の最後の段階です。律法の時代から恵みの時代へ、そして終わりの日の神の国の時代へ、三段階すべてが唯一の神になされます。全能神の御言葉を読んだのは、私にとって大きく目が開かれる体験でしたし、御言葉は私の目にとって大いなる喜びでもありました。そうです。神はかくも全能で知恵があるのだから、聖書に記録されている限られた働きだけなされることがありえましょうか。それに全能神の御言葉から私が悟ったのは、終わりの日の神の御言葉と働きは聖書を否定するものではないということです。それどころか聖書に記録された律法の時代の働きと恵みの時代の働きをさらに高め、深めるもので、神が現在行っておられることはすべて人々が現在必要としているものによく符号するのです。神の御言葉の一節にこうあります。「なぜ今日、聖書を読まないように言われるのか、なぜ聖書とは別の働きがあるのか、なぜ神はより新たな、より詳細な実践を聖書に求めないのか、なぜより偉大な働きが聖書の外にあるのかを、あなたは理解しなければいけない。これらはみな、あなたがたが理解すべき事柄である。新旧の働きの違いを知らなければならない。また、たとえ聖書を読まなくても、聖書を分析できなければならない。そうでなければ、依然として聖書を崇めていて、新たな働きに入ること、新たな変化を経ることが難しくなるだろう。より高い道があるのに、なぜ低く時代遅れな道を学ぶのか。より新しい発言、より新しい働きがあるのに、なぜ古い歴史的記録の中で生きるのか。新たな発言はあなたに施すことができる。そのことは、それが新しい働きであることを証明している。古い記録は十分な満足を与えることも、現在の必要を満たすこともできない。そのことは、それが歴史であり、今現在の働きではないことを証明している。最も高い道は最も新しい働きである。そして新しい働きがあれば、過去の道がいかに高くとも、それはやはり人々の回顧の歴史であり、参考としての価値がどれほどであっても、依然として古い道である。たとえそれが『聖なる書』に記されていても、古い道は歴史である。たとえ『聖なる書』に記録されていなくても、新たな道が今現在のものである。この道はあなたを救い、あなたを変える。それが聖霊の働きだからである」（『神の出現と働き』「聖書について（１）」〔『言葉』第1巻〕）。これを読んだ瞬間、突然光が見えました。そして、なぜずっと聖書を守ってきたのに、霊的にどんどんネガティブになっていき、説教で話すことがなくなるまでになってしまったのかを悟りました。兄弟姉妹もどんどん気力がなくなり、ついには集会に参加しなくなってしまった一方で、全能神の国の福音を受け入れた兄弟姉妹は信仰に満ちていることも実感しました。私がどのように彼らを扱おうと、彼らは決してネガティブになったり落胆したりせず、なおも私に福音を伝えようと繰り返し訪ねてきました。それは私が執着していたのが神の過去の働きだったからです。その働きはとうの昔に聖霊の働きを失った古い道でした。しかし全能神教会の兄弟姉妹は神の新たな働きに導かれることを受け入れ、神の現在の御言葉の糧を受け取り、聖霊の働きを得ていました。これが、新しい道と古い道の違いなのです。そしてこれが宗教界が衰退し、全能神教会がどんどん繁栄していく根本理由だったのです。私は祈りました。「主よ、あなたが本当に再臨されたこと、私たちに新しい道、新しいいのちの糧を与えてくださったことを今ようやく理解しました。感謝します」。

この時、私の気持ちは喜びと後悔との板挟みになっていました。私があんなに不従順で反抗的だったのに、神が私をお見捨てにならなかったのが、また、夫が御言葉を朗読して私に神の声を聞かせるという特別な方法を神が用いてくださったことが嬉しかったのです。これはまさに私への神の愛、神の救いでした。後悔したのは、主の再臨を長年楽しみにしてきたのに、神が再臨され私の家の戸を叩かれた時に自分がまさかそれを拒否しようなどとは思いもしなかったからです。あの兄弟姉妹が私に福音を伝えるために繰り返しはるばるやって来てくれたのに、私は彼らをただ無視したのです。彼らは私の夫と話してくれたのに、私はそれを馬鹿にし、わざと邪魔したのです……それを思い出すと私の心は痛み、涙があふれるのを止めることができませんでした。神の前にひざまずき、祈りました。「全能神よ。私が間違っていました。こんなに長年つねに聖書を守り、聖書から外れることは神を信じないことだと思っていました。聖書を神として扱い、あなたの新しい働きを何度も何度も拒絶し、あなたの再臨を拒絶しました。私は何も見えていませんでした。今は喜んで聖書を脇に置いて、あなたの新たな働きに従い新時代の御言葉を聴きます。あなたに敵対することはもう決してありませんし、自分の観念と想像のせいで一生を台無しにしたくはありません。おお神よ、私はあなたと協働し、真に神を信じる教会にいる人たちを連れ戻してあなたの家族にし、ご恩に報いると決意します！」


7. 私はいかにして愚かな乙女になりかけたか

李芳　中国

2002年秋、真理教会という私の教派に所属する趙姉妹が姪の王姉妹を連れて我が家を訪れ、主の到来という素晴らしい知らせを伝えてくれました。数日間にわたって全能神の御言葉を読み、王姉妹による詳細な交わりを聞いたあと、創世から現在に至るまで、神は人類を救われるべく３段階の働きをなさってきたことがわかりました。他にも、働きの各段階で神がそれぞれ異なる御名を名乗られたこと、各時代における神の御名の意義、神の受肉の奥義といった真理も知るようになりました。これらの真理は本当に私の目を大きく開いてくれました。私は大いに楽しみながらそれらを読み、こう考えました。「この道はとても明瞭に聞こえるし、全能神はきっと再臨なさった主イエスに違いない。だからこの機会をしっかり捉えて全能神の御言葉をもっと読まないと」立ち去り際、王姉妹が神の御言葉の本を何冊か置いていってくれたので、私は日中暇があるたび神の御言葉を読みました。読めば読むほどそれを楽しむようになり、本当に神の御言葉だとますます強く感じました。その三日後、私は不安になって考えました。「同じく信者である息子も、私の教会にいる多くの兄弟姉妹も、主の再臨に関するこの素晴らしい知らせをまだ知らない。急いで伝えたほうがいいわ」。

翌日の早朝、私は息子の家に出かけて弾んだ声で言いました。「これは本当に素晴らしい本よ。できるだけすぐ読むべきだわ」。息子は私を一瞥してこう訊き返しました。「何の本？　とても嬉しそうだけど。時間があるときに目を通すからそこに置いといてよ」。私はそれを聞いて、信者はみな主の再臨を楽しみにしているのだから、主がすでにいらっしゃったと知れば息子もきっと喜ぶはずだと思いました。

ところがそれから３日後、まったく予想もしなかったことに、息子が６名の人を連れて私の家に来ました。その１人は私の教派の夏牧師で、他の５人は息子の教派の牧師と説教師です。私は一同を見ていささか驚きました。何が目的なのか、どうしてこんなに多くの人が私に会いに来たのか、見当もつかなかったからです。李という名字の牧師が一瞬私をじっと見たあと、心配そうな表情を浮かべてこう言いました。「お母さま、私たちはみな主の信者、１つの大家族です。息子さんから聞きましたが、誰かから本をもらったようですね。しかしそれを読んでは絶対にいけません。いまは終わりの日であり、主イエスはこうおっしゃいました。『そのとき、だれかがあなたがたに『見よ、ここにキリストがいる』、また、『あそこにいる』と言っても、それを信じるな。にせキリストたちや、にせ預言者たちが起って、大いなるしるしと奇跡とを行い、できれば、選民をも惑わそうとするであろう』（マタイによる福音書 24:23-24）。主イエスのこの御言葉は、主が戻られたと言う者は詐欺師であり、それに用心して耳を傾けてはいけないという意味だと、私たちは信じています。現在、主の再臨を公然と証ししているのは全世界で東方閃電だけです。なので何をするにしても、彼らとこれ以上関わってはいけません。東方閃電の本も読まないように。彼らの道は私たちの信仰とは違っているので、耳を傾けてはいけません。あなたは聖書をよく理解しておらず、霊的背丈も低いので、簡単に騙されてしまいます。私たちは何年も教えを宣べ伝えており、聖書をよく理解しています。中国全土を旅して多くの物事を目の当たりにし、いのちがより成熟しているのです。今日、私たちはあなたを救うべく特にここへ来ました。だから私たちを信じ、自分で判断しようとしてはいけませんよ」。私はそれを聞いてこう考えました。「この牧師は私を心配しているようだし、言ったことも間違っていない。私は老婆で大した教育も受けていないし、聖書もそんなによく理解していない。この人たちのように見分けるなんてとてもできないわ」。このとき、夏牧師がこう言いました。「私は牧師で、主から信者たちの取り扱いを任されています。つまり、あなたが真の道から外れないようにすることが私の責任なのです。主の信者たちの世話をしなければ、主に申し開きができません。姉妹、このような他の集団と付き合ってはいけません。東方閃電の手であなたが私たちから奪われてしまえば、主を信じてきた年月がすべて無駄になるんですよ」。一同の緊張した表情と、私に語りかける深刻な口調のせいで私は少し怖くなり、こう思いました。「そうだわ。間違った信仰を始めてしまえば、いままでの信仰の年月が無駄にはならないかしら」。しかし、そこでこんな考えが浮かびました。「あの本の御言葉はとても素晴らしく、まったく正しいように思えた。これらの牧師や説教師は全能神の御言葉をまだ読んでいない。だったら、それは真の道ではないとどうして言えるのかしら」。そこで私は一同に言いました。「あなたたちがそうおっしゃるからには正しいのでしょう。けれど、私があの人たちから聞いたことは、聖書にある主の御言葉と完全に一致しているんです」。それを聞いたとたん、みんな一斉に口をひらき、私を脅かすようなことをいくつも言ったので、私は目まいがして混乱し、大いに感情が乱れました。その場に座ったまま何も言うことができません。すると一同は私に、自分たちと一緒に祈って東方閃電を呪わせようとしました。ところが、私がそれに従わなかったので、またも私を脅し始めました。最後に息子が「母のことは僕に任せてください」と言って、戸棚から賛美歌の本２冊と『小羊に従って新しい歌を歌おう』のカセットテープ、それに『裁きが神の家から始まる』という神の御言葉の本を取り出し、牧師に渡しました。

一同が去ったあと、私は動揺のあまり食事を口にすることもできなかったので、主の御前に出て祈りました。「主イエスよ、あの牧師たちが言ったことは本当でしょうか、それとも違いますか。彼らは心から私のいのちを心配してくれているようです。彼らに耳を傾けなければ、私は自分の信仰を間違った場所に置くことになるのでしょうか。ああ主よ、あなたが本当に全能神としてお戻りになっているのに、私があなたを受け入れなければ、あなたに扉を閉じることにはならないでしょうか。私は単に愚かな乙女の１人ではないでしょうか。ああ主よ、ここ数日のあいだに全能神の御言葉を読むことで、私の霊が多くの施しを得たような気がしています。本当に心からそう感じているのですが、私は間違っているのでしょうか。賛美歌の本とカセットテープを持って行かれたので、本当に悲しくどうすべきかわかりません。どうか道をお示しください……」。祈ったあと、王姉妹が全能神の御言葉の本をもう１冊くれたことと、それを戸棚の奥に隠しておくよう言っていたことを突然思い出しました。その本がまだ手元にあることに気づいたとき、ほんの少し気分がよくなりました。しかしあの牧師たちが言ったことを思い出し、どうすればよいか途方に暮れたままでした。あの本を読むべきか、それとも読まないべきか。その夜は心が乱れてほぼまったく眠れませんでした。私は涙を流しながら、何度も何度も神に祈ったのです……。

翌日の早朝、息子が我が家に来て、私が以前所属していた教会の集会に連れて行こうとしました。私はためらいましたが、息子は集会の場所に私を引っ張っていくと、牧師の１人に「母は東方閃電に盗まれた」とまで言って、なんとしても引き留めてほしいと頼みました。次の瞬間、その牧師と兄弟姉妹全員が私を囲みました。そして牧師は私の手を握ると、穏やかな声でこう言いました。「お母さま、何をするにしても、他の人の説教に耳を傾けてはいけませんよ。間違った信仰を始めてしまうと、主がいらっしゃって信者たちを引き上げられるとき、あとに取り残されてしまうわ。そうじゃありませんか。あなたは霊的背丈が低いので、誰かから何かの本をもらったら、まずは私たちに相談したほうがいいですよ。あなたのために確かめてあげますから……」。兄弟姉妹も私にとどまるよう説得したので、私はその「愛」に感動して涙を流しました。私が感動しているのを見た一同は、こう言って再度念を押しました。「東方閃電の誰かが再びあなたを訪ねてきても、家に入れてはいけません。これ以上彼らと関係してはいけません」。私はそれを聞いてうなずきました。

それからわずか数日後、王姉妹が私に会いに来ましたが、私はこう言いました。「牧師が聖書のこの一節を私に読んでくれたんです。『そのとき、だれかがあなたがたに「見よ、ここにキリストがいる」、また、「あそこにいる」と言っても、それを信じるな。にせキリストたちや、にせ預言者たちが起って、大いなるしるしと奇跡とを行い、できれば、選民をも惑わそうとするであろう』（マタイによる福音書 24:23-24）。終わりの日には偽キリストが現われます。主はもうお戻りになったと言う人はみな詐欺師なんです。私は聖書を理解していなくて霊的背丈も低いから、簡単に騙されてしまいます。他の道に耳を傾けようとは思いませんし、だからあなたを家に入れるつもりもありません。もう来ないでください」。すると王姉妹は誠実そのものの口調で言いました。「主イエスがそうおっしゃったのは、私たちが終わりの日に偽キリストから確実に身を守るようになさるためです。しかし、キリストからも背を向けよという意味ではありません。偽キリストがいるのはすでに真のキリストが現われたからであり、真のキリストがいなければ詐欺師も真似しようがないからです。主イエスのその御言葉は、見分け方を学ばなければならないことを私たちに伝えているのであって、終わりの日に偽キリストが現われるからといって、主の再臨の福音に耳を傾けてはならないと言っているわけではありません。そうでなければ、どうやって主の再臨をお迎えできるでしょう。実際のところ、主イエスは偽キリストの特徴をすでにはっきり述べられています。そのおもなものは、しるしを見せること、奇跡を行なうこと、病人を癒やして悪霊を追い出すこと、主イエスがすでになさった働きを真似て人々を騙すことです。なので、終わりの日に主イエスを真似て悔い改めの道を説く人、いくつかの単純なしるしを見せたり、病人を癒やして悪霊を追い出したりする人はみな偽キリストです。全能神、つまり終わりの日に肉をまとわれ再臨された主イエスは、主イエスがすでになさった働きを繰り返されることはなく、主イエスによる贖いの働きを土台として新たな働きをなさいます。全能神は恵みの時代を終わらせて神の国の時代をお開きになっており、真理を表わされるとともに、人類を裁いて清めるという働きの一段階をなさいます。全能神は人々の罪深い本性の束縛を一掃し、サタンの闇の権力から人々を解放なさることで、すでに贖われながらいまだ罪の中に生きる人を残らず完全に救われます。それから人類を素晴らしい最後の終着点へとお連れになるのです。この働きを行なえるのは神ご自身だけであって、偽キリストは誰1人としてそれをすることができません」。姉妹の言うことはもっともだと思えましたが、牧師から言われた言葉が頭の中でまだ渦を巻いていました。心が乱れて集中できず、彼女の交わりをこれ以上聞きたくなくなりました。そこで彼女を追い払おうと、用があって隣のお宅に出かけなければならないと嘘をつきました。その後も王姉妹は私の家を何度も訪れましたが、私はいつも彼女を避けました。近所の人は「悪い人には見えないけど、何が怖いの」と言っていましたし、私も王姉妹はいい人だと内心わかっていましたが、自分の霊的背丈が低いせいで間違った信仰をもつのが不安だったのです。

再びもとの教会での集会に出席してみると、説教師たちは以前と同じことを説教していました。東方閃電からこのように身を守りなさいとか、教会に寄付しなさいとかいうことを話し、自分たちがどれだけ主のために働いて苦しんだか、主のお恵みをどのくらい享受してきたかなど、いつもの退屈な話を繰り返すだけだったのです。新しい光があることは何一つ口にしませんでした。私はすぐにこれ以上聞くのが嫌になり、うとうとしてしまいました。あるとき、別の教会の兄弟が説教をしに来たのですが、それも自分が主の働きを行なうためにどれほど浮き沈みを経験したか、どれだけ苦しんできたか、福音の伝道を通じてどれほど多くの人を転向させたか、どれほど多くの教会を建てたかなど、まったく同じ話ばかりでした。その人はひたすら自慢ばかりしていたのです。その話を聞いているととても不快に感じ、この人は主ではなく自分の証しをしているに過ぎないと思うようになりました。また別のときには、私が集会の場所に着くやいなや姉妹の１人に、「今日は20代の女性の神学生が説教をしてくれるんですよ」と教えられました。私はそれを聞いてとても嬉しくなり、説教師よりも素晴らしい説教をしてくれるはずだから、今回は特に注意して聞かなくてはと自分に言い聞かせました。ところがその学生は東方閃電からの身の守り方という話で説教を始めたあと、16歳のときに神学を学ぶべく普通の教育を捨てて神学校に入ったこと、雨天にもかかわらず外で働き苦しんだこと、どれほど多くの場所へ行ったかなどを話し続けたのです。私は聞けば聞くほどうんざりしてこう考えました。「新しい酒袋に古い葡萄酒を入れるとはまさにこのことだわ。どうしてみんな、同じようなつまらない話ばかりするのかしら。そのどれも主の御言葉にまつわる経験や知識とは関係ないし、私たちが主の道に従ったり、主の御言葉を実践してそれに入ったりするよう導いてもくれない」。私が集会に戻ってもう１ヵ月以上経っていましたが、そこからは何も得ていませんでした。そこでの説教に耳を傾ければ傾けるほど、私の霊はますますしおれ、このような形で信じ続ければ霊が乾きと飢えで死んでしまうだろうと思いました。どこに行けばいのちをひとかけらでも得られるでしょうか。それについて考えれば考えるほど、私は動揺しました。

集会のあと、私は重い心持ちで家路につきました。王姉妹からもらった『裁きが神の家から始まる』という本のことが頭に浮かびましたが、そこには、人は傲慢であったり自分を賞揚したりしてはならず、神を偉大なものとして讃え賞揚しなければならないと記されていました。しかしあの説教師たちはみな自分の証しをし、他の何にもまして自分を讃え、他人が自分を仰いで崇拝するようにしています。私にはその本に書かれていることが正しいように思えました。そこでその晩、一人で家にいるとき、『裁きが神の家から始まる』を取り出してその中身を読みました。すると読むほどに心が舞い上がり、これらの御言葉は自分のいのちの糧かもしれないと実感しました。また、私たちの牧師がこんなに素晴らしい本を読ませないのはなぜなのかと首をひねりました。私たちのいのちに責任を負っているということを私たちの牧師はよく口にしますが、説教の中でいかに自分の証しをするかだけしか知らないらしく、どのようにいのちを得るかなど話したことはありません。自分がとても弱って教会の集会に行きたくなかった時期のことを思い出すと、牧師が私のもとを訪れたり、手を差し伸べたりしたことなどありませんでした。それなのに、私が全能神の御言葉を読んで霊の糧をいくらか得始めるやいなや、私のところに姿を見せてもとの教会に引っ張っていき、以前と同じ話を繰り返し聞かせたのはどういうことでしょう。そんなのは私のいのちに責任を負っているとは言えません。そのとき突然、自分がいかに間違っていたかに気づき、私は自分を激しく責めました。全能神の御言葉は私のいのちに糧を施すことができましたが、そのことはまさに、それらの御言葉が神から来たものに違いないということを意味しています。牧師が言ったことを信じて真の道の考察を諦めるなど、私はなんて愚かで盲目だったのでしょう。また、私が神による終わりの日の救いを得られるよう、王姉妹がいつも愛情深く私を支え、終わりの日の神の働きを証ししてくれたことを思い出しました。しかし私は王姉妹に冷たくあたり、何度も彼女と会おうとさえしなかったのです。私は彼女を敵として扱うべきではありませんでした。そのことを考えるととてつもなく悲しくなり、神の御前に出て涙ながらに悔い改めの祈りを唱えました。「主よ、私は神の御言葉の本をくれたあの姉妹を敵として扱い、彼女に背を向けてしまいました。それは１人の人間に背を向けていたのではなく、実はあなたの救いを拒んでいたのです。主よ、私はいま、あの牧師たちの言うことに耳を傾けて、神による終わりの日の働きの考察を諦めるべきではなかったことを知っています。あなたに悔い改めたいのですが、どうしたら王姉妹を見つけられるかわかりません。どうかお助けください……」。祈り終えたあと、私は再びその本を手にして夜遅くまで読みました。読めば読むほど素晴らしい内容だと感じ、全能神の御言葉を読ませようとしなかったあの牧師たちを蔑むようになりました。

私の祈りを聞いてくださった主に感謝いたします。翌日の正午ごろ、私が昼食をとっていると王姉妹が自宅に姿を見せました。私は最後に会ってからの出来事を残らず彼女に話しました。宗教の中で糧を得られなかったことを聞いた彼女は全能神の御言葉の一節を読んでくれました。「神はこの事実を成し遂げる。彼は全宇宙のすべての人々を彼の前に迎え、地上の神を礼拝させる。他の場所での神の仕事は終わり、人々は真の道を求めなければならなくなるだろう。それはヨセフのようだ。みな食べ物を求めて彼のもとを訪れ、頭を垂れた。彼は食べ物を持っていたためである。飢饉を避けるために、人々は真の道を求めなければならない。宗教界全体が深刻な飢餓に苦しみ、今日の神のみが、人の喜びのために提供される、枯れることのない生ける水の泉であり、人々は彼のもとに来て彼を頼るだろう」（『神の出現と働き』「千年神の国が到来した」〔『言葉』第1巻〕）。次いで姉妹は次のように教えを説いてくれました。「神は生きた水の源泉でいらっしゃり、神だけが人のいのちを供給できます。人が神から離れるとすべてが暗くしおれてしまうのであって、それはまさに木の幹から切り離された枝と同じです。私たちは神を信じる中で、子羊の足跡にしっかり従い、神が現在なさっている働きを受け入れ、神の御前に出なければなりません。そうして初めて聖霊の働きと、神の生きたいのちの水による糧と施しを得られるからです。宗教の牧師や長老の話を聞いても糧を得られないのはなぜですか。それには２つの理由があります。１つは、それらの牧師や長老が主の戒めに従わず、主の御言葉を実践しないからです。本当のいのちの経験も神に関する真の知識もなく、まして神を畏れる心などありません。働きや説教の中で神を賞揚することも、神の証しをすることもまったくないのです。いつも自分を賞賛しては、自分の証しをしています。主の道から完全に逸れることで、人を惑わす典型的な偽の羊飼いになったのです。彼らが聖霊に嫌悪されて拒まれ、その啓きと導きを決して得られないのはそれが理由です。そして宗教界がここまで荒廃しているのもそれが主な理由なのです。もう１つの理由として、主イエスがもうお戻りになって新しい時代の働きをなさっていることが挙げられます。聖霊が恵みの時代の人々になさった働きはすでに引き下げられ、いまは神の新たな働きに歩調を合わせる人々の集団に対してなされています。しかし牧師や長老は神の新たな働きをまったく調べず、神の足跡に従ってもいなければ、神の導きを受け入れてもいません。それとは逆に、神による終わりの日の働きに狂ったように抵抗してそれを断罪し、全能神、すなわち終わりの日のキリストを中傷、冒涜しています。信者が真の道を調べて神に立ち返るのを、ありとあらゆる手を尽くして妨げ、そうして主を十字架につけたパリサイ人のようになってしまったのです。彼らはすでに神によって断罪され、取り除かれているので、聖霊が彼らに働きをなさる術はありません。なので、私たちがいのちの糧を受けたければ、聖霊の現在の働きに歩調を合わせ、神がいま表わされている御言葉を受け入れ、全能神、すなわち終わりの日のキリストによる導き、施し、牧養を受け入れなければならないのです。それによって主イエスのおっしゃった次の聖句が成就されます。『わたしは道であり、真理であり、命である』（マタイによる福音書 14:6。『しかし、わたしが与える水を飲む者は、いつまでも、かわくことがないばかりか、わたしが与える水は、その人のうちで泉となり、永遠の命に至る水が、わきあがるであろう』（マタイによる福音書 4:14）。

神の御言葉に関する王姉妹の説教を聞いた私は、宣べ伝える価値のあるものが牧師や長老や神学者にないのはなぜなのか、突如として気づきました。その人たちには真理がないのです。神に抵抗しているので、聖霊はとうの昔に彼らのもとを離れました。彼らが説教するときは頭脳的な知識に頼るばかりで、聖霊の啓きはありません。彼らの説教が誰にも益をもたらさないのはそれが理由です。しかし私にはまだわからないことがあったので、王姉妹にこう尋ねました。「牧師や長老は口を揃えて、自分は聖書に精通しているとか、神学校に行って多くのいのちを自分のものにしたとか言っています。私は聖書をそれほど理解していないし、彼らが本当に私よりもいのちにおいて成熟していると信じていました。だから彼らの話に耳を傾けたんです。なのでいま、彼らが本当に多くのいのちを自分のものにしているのかどうか判断がつきません。姉妹、彼らは本当に多くのいのちを自分のものにしていると思いますか」。すると王姉妹はこう答えました。「いのちを自分のものにしていると証しできる人はいません。それはひとえに神の御言葉によって決まります。いのちを自分のものにしているとはどういう意味ですか。具体的にどのようなことが現われていなければなりませんか。主イエスは『わたしは道であり、真理であり、命である』（マタイによる福音書 14:6）とおっしゃいましたし、全能神はこうおっしゃっています。『あなたが現実を自分のものにしているかどうかは、あなたが何を言うかではなく、あなたが何を生きているかに基づいている。神の言葉があなたのいのちとなり、あなたの自然な表現となって初めて、あなたには現実があると言うことができ、またその時初めて、真の理解と実際の霊的背丈を得たと見なされる。あなたは長期にわたる試験に耐え、神が求める人間らしさを生きることができなければならない。それは単なるポーズではなく、自分から自然と流れ出るものでなければならない。その時初めて、あなたは真に現実を自分のものとし、いのちを得ていることになる』（『神の出現と働き』「真理を実践することだけが現実を自分のものにすることである」〔『言葉』第1巻〕）。『なぜ、多くの人にはいのちがないと言われるのか。それは彼らが神を知らないからであり、そのため彼らの心には神がなく彼らにはいのちがないと言われるのだ』（『神の出現と働き』「神を知る者だけが神に証しをすることができる」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉から、キリストは真理であり、道であり、いのちでいらっしゃることがわかります。真理は人のいのちとして機能することができるので、真理を得るのはいのちを得るのと同じことです。そしていのちを自分のものにしているとは、その人が真理を得て神を知っていることを指し示しています。真理を理解せず神を知らない人には神を畏れる心がなく、神の御言葉の現実を生きることができません。これは、その人がいのちを自分のものにしていないことを意味しています。神の御言葉を自分のいのちとしてもっていなければ、その人は依然として自分本来のサタンの害毒によって生きています。そのような人は傲慢、自惚れ、利己心、卑劣、不実、狡猾といった、自らの堕落した性質をしばしば露わにします。さらに、たとえ神を信じているとしても、依然として神を畏れることも、悪から離れることもできません。しばしば嘘をつき、騙し、罪を犯し、神に抵抗するのです。そのような人がいのちを自分のものにしている人だとどうして言えるでしょう。彼らがいのちを自分のものにしていると言ったところで、それは以前と同じ肉のいのち、神に反抗するという堕落した性質に満ちているサタン的ないのちに過ぎず、神の御言葉を経験して真理を得ることから生じる、新しいいのちではありません。したがって、牧師や長老が聖書に通じ、聖書や神学理論の知識をもっていたとしても、神を知り、神を畏れ、真理を理解して聖霊の働きを有していることを意味するわけではないのです。さらに、彼らが主の御言葉を実践している、あるいは主に従っていることを意味するものでは決してありません。それどころか、彼らが普段から自分を賞揚して自らの証しをし、いつも信者に自分を崇拝させようとしているのを、私たちは目にしています。彼らはサタンらしさを露わにし、それを生きています。傲慢で自惚れていて、神への畏れがなく、人を欺こうと偽善を装っているのです。彼らは働くにしても説教するにしても、主の御言葉に関する真の知識や、人々の益になる実際的な経験を語ることができません。たとえ何年彼らに耳を傾けようと、真理を理解することは決してなく、いのちが成長することもありません。彼らには神や神の働きに関する知識がなく、神が終わりの日に肉をまとってお戻りになり、真理を表わして裁きの働きをなさるときも、心の中でほんの少しも神を畏れず、狂ったように神に抵抗し、神を断罪、冒涜します。彼らが自分のものにしているのはどのようないのちですか。それは完全にサタンのいのちです。聖書に精通し、敬虔に神を信仰していのちを自分のものにしていると思い込みながら、神を知らず、主に抵抗して断罪し、十字架につけさえしたパリサイ人と同じなのです。そのことは、聖書に精通しているからといって、その人が真理やいのちを自分のものにしているわけではないことを、私たちに教えています。いのちを自分のものにしているのは、真理を理解して実践し、神を知り、神を畏れる心をもち、神の御言葉によって生きることができる人だけです。それらの牧師や長老は多くのいのちを自分のものにしていると言いますが、それは信者を惑わし自らを欺いているだけなのです」。

全能神の御言葉と王姉妹の説教に耳を傾けたあと、心の中ですべてが完全にはっきりしました。聖書に通じ詳しく説明できるからといって、その人が真理を理解しているとか、神を知っているとか、いのちを自分のものにしているとかいうわけではないのです。私はそれまで、高い地位にいる人、神学を勉強した人、あるいは聖書の知識がある人はみな、多くのいのちを自分のものにしていると考えていました。しかしいまは、そのような見方が完全に馬鹿げていることを知っています。真理を自分のものにしていない人は見分けることができないので、簡単に惑わされてしまうようです。そこで私は王姉妹にこう質問しました。「全能神の御言葉はとても素晴らしいです。私たちはひたすら神の御言葉を注意深く読めばいいのであって、そうすればそれが神の御言葉であり、神のお声であることがわかるのですね。では、牧師や長老がそれを受け入れず、全力で神に抵抗し、断罪するのはどういうわけですか」。王姉妹はこう答えました。「終わりの日であるいま、全能神がおいでになって、堕落した人類が清められ救われるのに必要なすべての真理を表わされてきました。それらの真理は、神が私たちに授けられた永遠のいのちの道です。神の御言葉を真剣に読みさえすれば、人はそれらの御言葉が真理であり、いのちであり、道であり、人類が生存する基礎にして指針であることを認めます。それは事実です。大半の牧師や長老は終わりの日の神の働きに抵抗し、それを断罪して、人々が全能神の御言葉を読むのを妨げようとしていますが、それは御言葉の権威と力を彼らが聞くことができないという意味ではありません。牧師や長老の中には、自分では何一つ有益な説教をできないため、全能神の御言葉を盗んで信者たちに宣べ伝え、これは聖霊が自分に与えた啓きだと主張する人もいます。しかし、それでも狂ったように全能神に抵抗し、断罪するのはなぜですか。それは真理を憎む彼らの本性と実質が関係しています。主イエスが最初に働きを始められたときのことを振り返ると、特にラザロの復活や、５枚のパンと２匹の魚で5,000人の空腹を満たしたことなど、主は数多くの奇跡を示されましたが、それらはユダヤの地に住む人々にとって大いに驚くべきものでした。ゆえに当時の普通の人々の多くは、その御言葉と働きから、主がメシアの到来であると認識しました。しかしユダヤの指導者たちは主イエスを受け入れず、それどころか主に抵抗して断罪し、最後はローマ政府と共謀して主を十字架につけました。どうしてこのようなことになったのでしょう。主イエスの御言葉の権威と力を聞けなかったからでしょうか。そうではありません。ますます多くの人が主イエスの道を受け入れているのを見たからです。一般の大衆がみな主イエスを信じれば、自分たちに従う人も崇拝する人もいなくなり、地位と生計を失ってしまうのを恐れたのです。彼らは主イエスが神でいらっしゃることをはっきり知りながら、あえて主に抵抗しました。そのことは、神に抵抗して真理を憎む彼らの反キリスト的な実質を明らかにしています。主イエスはこのようにおっしゃって、彼らを痛烈に非難なさいました。『ところが今、神から聞いた真理をあなたがたに語ってきたこのわたしを、殺そうとしている』（ヨハネによる福音書 8:40）。『どうしてあなたがたは、わたしの話すことがわからないのか。あなたがたが、わたしの言葉を悟ることができないからである。あなたがたは自分の父、すなわち、悪魔から出てきた者であって、その父の欲望どおりを行おうと思っている。彼は初めから、人殺しであって、真理に立つ者ではない。彼のうちには真理がないからである』（ヨハネによる福音書 8:43-44）。そして現在、いまの宗教界の指導者たちの本性と実質を、全能神の御言葉がはっきり明らかにしています。『荘厳な教会で聖書を読み、一日中聖句を唱える人がいるが、そうした人は誰一人として神の働きの目的を理解していない。そうした人は誰一人として神を知ることができず、ましてや神の心意と一致することなど到底できない。そのような人はみな、価値のない下劣な人であり、高い位置から神を説く。神を旗印に使いながらも、故意に神に反対する。神を信じていると断言しながらも、人の肉を食べ、人の血を飲む。そのような人はみな、人の魂を食い尽くす悪魔であり、正しい道を歩もうとする人をわざと邪魔する悪霊の頭であり、神を求める人を妨害するつまずきの石である。彼らは「健全な体質」をしているように見えるかもしれないが、神に対抗するように人々を導く反キリストに他ならないことを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか。彼らが人間の魂をむさぼり食うことを専門とする生きた悪魔であることを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか』（『神の出現と働き』「神を知らない人はすべて神に反対する人である」〔『言葉』第1巻〕）。今日の宗教界の指導者たちは、まさにかつてのパリサイ人と同じです。聖書に精通しながら神の働きについて何一つ知りません。神の出現を切望して求めるますます多くの人が全能神の御言葉を受け入れているのを目の当たりにし、信者がみな全能神を信じれば誰も自分たちに従わず、献金もしなくなることを恐れています。そこで自分たちの地位と生計を守るため、主に忠実であり信者を守るという旗印のもと、ありとあらゆる悪意に満ちた噂を捏造し、終わりの日の神の働きに狂ったように抵抗し、それを断罪するとともに、信者が真の道を求めて調べるのを全力で阻んでいます。ゆえに、宗教の指導者たちが実際には真理にうんざりしてそれを憎むパリサイ人であることがわかります。彼らは人の魂をむさぼり食う生ける悪魔であり、終わりの日の神の働きによって暴かれつつある反キリストなのです」。

神の御言葉と姉妹の説教を聞き終えると、突然光が見えました。私は何度かうなずいてこう言いました。「いまようやく、あれらの牧師と長老が、神の再臨を証ししている人がいると聞いて、それを求めも調べもせず、それどころか神をしつこく断罪している理由がわかりました。牧師と長老が声を大にして私を守るとか、私のいのちが心配なんだとか言いながら、実際には全力を尽くして私を引き留め、神の御言葉を読むのを阻み、神からのいのちの糧を得るのを妨げている理由が、いまやっとわかったのです。それはすべて、彼らの行ないがどれも自分の益を守ることだからなんですね。人々が全能神に従い始めれば、もはや自分たちの説教を聞く人も、自分たちに献金する人もいなくなることを恐れ、そのため人々が真の道を調べるのを妨げています。彼らはまさに下劣であり、私が真の救いを得る機会を台無しにするところでした。いま私は見分け方をよりよく知ったので、彼らと関係することを拒否するつもりです。彼らがどんなことをして私の邪魔をしようと、しっかり立って全能神に従っていきます」。その後、私は以前の教会での集会に二度と出席しませんでした。

それから程なくして、以前の教会の説教師が２人、私の家を訪れました。その１人、張という説教師が私にこう言いました。「お母さん、どうして集会に来なかったんですか。また東方閃電の連中と接触しているんですか。何をするにしても信仰を切り替えてはいけません。連中の信仰に従えば、あなたはもう終わりですよ」。私は断固言い返しました。「最近あなたたちの集会に出席しても、私は何も得られませんでした。霊がますます暗くなるばかりで、主の存在を感じられなかったんです。しかし全能神の御言葉を読み始めてからというもの、私の霊は持ち上げられて、いまでは真理を理解し始め、いのちも糧を得ています。神がともにいらっしゃり、聖霊が私に働いてくださるのを感じるんです。いまでは全能神が再臨された主イエスでいらっしゃること、全能神の表わされる真理がいのちの生きた水であることを、私は固く信じています。全能神の御言葉だけが私に糧を施せるのであって、いのちを得られるならば私はどこにでも行きますよ」。するともう１人の宋という説教師がこう言いました。「私たちはあなたのことが心配なんです。正しい道から逸れてしまうのではないかと不安なんですよ。あなたのいのちは未熟ですから……」。そこで私は言いました。「私のいのちは未熟かもしれませんが、とにかく神が導いてくださいます。ご心配には感謝しますけど、ご自分のいのちのことをお考えなさい。私のいのちは神の御手の中にあるんですから……」。私がそう言うのを聞いた２人は、腹を立てて出て行きました。その姿が遠くに消えるのを見ていると、それまで感じたことのない大きな安堵を覚えました。その後、２人は我が家を２度訪れましたが、自分たちの警告に私がまったく動じないのを見て、再びやって来ることはありませんでした。神が導いてくださったおかげで、私はそれら宗教指導者たちの素顔と邪悪な動機、そしてサタンの策略を見抜き、混乱から脱出して神のもとに戻る道を見つけたのです。いまではいのちの生きた水の施しを受けており、これからもひたすら全能神に従い、崇拝してまいります。


8. 全能神が清めを得る道に私を導いた

剛強アメリカ

2007年、私は生計を立てるべく、単身シンガポールに赴きました。シンガポールは本当に一年中暑く、日々大量の汗をかきながら働きました。それは実に惨めで、そのうえ家族や友人もおらず、まったく馴染みのない場所で暮らしていたこともあり、生活が本当につまらなく、退屈なものに感じられました。８月のある日、仕事を終えて帰宅する途中、私は福音のパンフレットを受け取りましたが、そこにはこう記されていました。「あなたがたをキリストにある永遠の栄光に招き入れて下さったあふるる恵みの神は、しばらくの苦しみの後、あなたがたをいやし、強め、力づけ、不動のものとして下さるであろう」（ペテロの第一の手紙 5:10）その御言葉を読んだ瞬間、心の中が温まるのを感じました。その後、私はある兄弟と教会を訪れましたが、兄弟姉妹は私を熱烈に歓迎した上で、私の体調を気遣ってくれました。そのおかげで久しぶりに家族のぬくもりを感じることができ、我が家に戻った気がして突然両目に涙が溢れました。それからというもの、毎週日曜日に教会へ行くことが私の習慣になりました。

私はその年の12月に洗礼を受け、正式に信仰の道に足を踏み入れました。ある日教会で礼拝を行なっていたとき、牧師による『マタイによる福音書』18章21節から22節の朗読を聞きました。「そのとき、ペテロがイエスのもとにきて言った、『主よ、兄弟がわたしに対して罪を犯した場合、幾たびゆるさねばなりませんか。七たびまでですか』。イエスは彼に言われた、『わたしは七たびまでとは言わない。七たびを七十倍するまでにしなさい』」私はこれを聞いて考えました。「主イエスの赦しと忍耐はどうしてこれほど偉大なんだろう。主は人を、七たびを七十倍するまでお赦しになる。本当に人間がこのようにできれば争いはなくなるし、愛と温かさだけになるはずだ！」私は主の御言葉にとても感動し、主の教えにしたがって行動しようと決意しました。

それから２、３年後、私は上司の指示で建設現場の監督を行なうことになり、仕事に全精力を打ち込むとともに、定期的に集会に出るのをやめました。その後李さんという金融業者を紹介され、一緒に建設会社を立ち上げました。私はとても嬉しく、その会社に全力を注ごうと心に決めました。そうして金銭の渦にすっかり巻き込まれ、教会へ行って集会に出るのを完全にやめたのです。プロジェクトを成功させて他の人たちに自分の能力を賞賛してもらいたかった私は、作業員にますます多くの要求をするようになりました。彼らが間違ったことをしたり、私の要求に達していなかったりすれば、そのたびに容赦なく叱責したものです。チームリーダーは私に罵倒されてよく目に涙を浮かべていました。作業員は私を見るたびに怖がり、姿を隠すことさえありました。それまで仲のよかった友人ですら私に冷たくなり、心を開こうとしなくなりました。それを見るのはとてもつらいことでした。主イエスは私たちに、七たびを七十倍するまで赦しなさい、隣人を自分のように愛しなさいと教えられています。しかし私はただの一度も、ほんの少しでも、それを実践したことがありませんでした。それでどうしてクリスチャンと言えるでしょうか。自分が罪を犯しているのはわかっていたので、しばしば主に祈り、罪を告白して悔い改め、変わろうと決意しました。しかし何かが持ち上がるたび、私は依然として罪を犯さないではいられず、本当に苦悩していました。

2015年8月、経営不振に陥った私たちの会社は業務を停止し、私は故郷に戻りました。そして憂鬱と苦悩に陥り、一日中酒とギャンブルに明け暮れました。酒なんかやめなさいと妻に言われても、「これは俺の金だ。俺が稼いだんだ。好きなように使ってやる……」と怒鳴り返すだけ。妻はどうすることもできず、その場に座って泣くばかりでした。怒りをぶつけるたび、私は後悔して自分を憎むのですが、どうしても自分を抑えることができません。そのころにはクリスチャンとしての品位を完全に失い、私の振るまいと行ないは非信者のそれと何ら変わりませんでした。

苦痛と無力感の中、私は教会に戻って再び集会に出るようになりましたが、そのころは絶えず主イエスにこう祈っていました。「ああ主よ！私は自分がしたくないことをたくさんしてしまい、他人を傷つけることをたくさん行なってしまいました。罪の中で暮らし、あなたに反抗していたのです。罪を犯すたび、私は後悔して心から自分を憎みますが、日中になると以前の状態に戻って再び罪を犯してしまいます。ああ主よ！どうか私をお救いください。罪から逃れるにはどうしたらよいのでしょうか？」

2016年の元日、私はアメリカの地に降り立ちました。金を稼ごうとニューヨークに来たのです。時間があれば教会に通い、礼拝グループにも加わって他の兄弟姉妹と聖書を読んだり祈ったりしているうち、そこで清蓮という姉妹と知り合いになりました。ある日、清蓮姉妹は私に電話をかけ、あなたに伝えたいよい知らせがあると言いました。よい知らせとは何か私が訊くと、彼女は「伝道師がいらしてるんです。その人の話を聞きに来ませんか？」と答えました。私が「それは楽しみだ！どこに行けばいい？」と尋ねたところ、彼女はこの時間に私の家に来てと、スケジュールを決めてくれました。

約束の日、私は清蓮姉妹の自宅を訪れました。そこには数名の兄弟姉妹がいて、初対面の挨拶を交わしたあと、みんなで聖書について話し合いました。中でも趙姉妹が説いてくれた教えはとても光に満ちていて、私は大いに啓かれました。そして彼女に、自分が絶えず罪を犯しては告白していることと、罪を取り除けない苦痛とを打ち明け、彼女の助けを求めました。すると彼女は教えを説く中で、私たちは主を信じ始めたあとでさえも、依然としていつも罪を犯していると言った上で、日中に罪を犯して夜に告白するという果てしない悪循環の中で人生を送り、そこから逃れることができないのは、あなただけを苦しめている問題ではないと話してくれました。それはむしろ、すべての信者に共通する問題だというのです。それから趙姉妹は、神の御言葉を朗読する動画を見せてくれました。次に挙げるのがその内容です。「人の性質は、その本質を知ることから始まり、考え方、本性、精神状態を変えることを通じて、つまり根本的変化を通じて変わるべきである。このようにしてのみ、人の性質に本当の変化が達成される。人の堕落した性質は、サタンによって毒を盛られ、踏みにじられていることと、サタンが人の考え方、倫理観、見識、理知に与えたひどい被害を根源としている。まさに人のこうした根本的事柄がサタンによって堕落させられ、神がもともと造ったものとは完全に違ってしまったため、人は神に反対し、真理を理解しないのである。したがって、人の性質を変えるには、まず人の考え方、見識、理知を変え、それによって神に関する認識や真理に関する認識も変えることから始まるべきである」（『神の出現と働き』「性質が変わらないままなのは、神に敵対していることである」〔『言葉』第1巻〕）。

私は心から感動してこう思いました。「この御言葉が述べているのは自分のことじゃないか？俺はいつも他人を見下し、あれこれ叱ったり怒鳴りつけたりしている。道徳心も理知もなく、聖なる品格など面影もなくなってしまったんだ」。この御言葉の一言一句が私という存在の核を突き通しました。そのようなものはこれまで読んだことがなく、伝道師がそうした説教をするのを聞いたこともありません。自分が絶えず罪を犯していることに、私は大いに苦悩していましたが、それでも罪の束縛から逃れられなかったのです。この御言葉は私に罪を捨て去る道を示しました。そして私は驚嘆のあまりこう思いました。「本当に素晴らしい御言葉だ。いったい誰に書けるだろう？」

すると趙姉妹は、これは神の御言葉で、主イエスはすでに肉においてお戻りになり、いまは終わりの日の御言葉を通じて人を裁いて清める働きをなさっていると教えてくれました。私は自分の耳を疑いました。主の再臨を待ち望まない信者などいるでしょうか。主の再臨というこの知らせを突然耳にした私は、興奮のあまりいささか戸惑いました。主は本当にお戻りになったのか。お話を続けてくださいと趙姉妹にせがむように頼んだところ、彼女はこう言いました。「主イエスは本当にお戻りになり、いまは全能神、すなわち終わりの日の受肉されたキリストでいらっしゃいます。全能神は人類を清めて救うすべての真理を表わされ、神の家から始まる裁きの働きをお始めになりました。自分のサタン的本性に縛られ、自分では逃れられない罪の中で暮らしている私たちを、全能神はサタンの支配下から徹底的に救ってくださいます。最終的に私たちは完全な救いを得て、神のものにしていただけます。恵みの時代、主イエスがなさったのは贖いの働きだけでした。つまり、私たちがこれ以上律法のもとで断罪されることがないよう、私たちを罪から贖われ、私たちの罪をお赦しになったのです。主は私たちの罪をお赦しになりましたが、私たちのサタン的な本性や性質をお赦しになったわけではありません。傲慢、狡猾、利己心、貪欲、悪意といったサタン的性質は、依然として人間の中に存在しています。これらは罪より根深くしつこいものです。私たちが罪を犯し続けずにはいられず、律法に背く以上に深刻な罪さえ犯すのは、まさにこれらのサタン的な性質と本性が解消されていないからです。当時のパリサイ人について言えば、彼らが主に抵抗して断罪し、主を十字架にかけるところまで行ったのは、人間の罪深い本性が解消されていなかったのが理由ではないでしょうか。事実、私たち自身もみなこれらの堕落した性質に操られているため、このことを深く認識しています。そのためよく嘘をつき、人を騙す行動をとり、傲慢で自惚れていて、偉そうに他人を叱るのです。他人を赦し、隣人を自分のように愛せよと主がお求めになっていることを私たちははっきり知っていますが、それを実践することはありません。人々は互いにたくらみ合い、名声と利益に飛びつき、調和して仲良く生きることができません。病気や天災、あるいは人災に見舞われると、依然として神を責め、神を否定したり裏切ったりさえします。これらの事実は、私たちが自分のサタン的な本性と性質を解消しなければ、罪を犯しては告白し、告白しては罪を犯すことを繰り返す生活から決して逃れられないことを示しています。ゆえに、人が徹底的に罪から救われるには、神が裁きと清めの段階の働きをなさり、私たちの罪深い本性を解消してくださることが必要なのです。これが、私たちが神に清められ、完全に救われ、神のものとしていただける唯一の道です。全能神の御言葉をさらに数ヵ所読みましょう。そうすれば理解できます」

そして趙姉妹は神の御言葉の本を開き、次の御言葉を読み始めました。「人は贖われ、罪を赦されたが、それによって見なし得るのは、神は人の過ちを記憶せず、その過ちに応じて人を取り扱わないということだけである。しかし、肉体において生きる人間が罪から解放されていないと、人は罪を犯し続けることしかできず、堕落したサタン的性質をどこまでも示し続ける。これが人の送る生活であり、罪を犯しては赦されるという終わりのないサイクルなのである。人類の大多数は昼間に罪を犯し、夜になると告白するだけである。このように、たとえ罪の捧げ物が人のために永久に有効だとしても、それで人を罪から救うことはできない。救いの働きは半分しか完成していない。人にはいまだ堕落した性質があるからである」（『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」〔『言葉』第1巻〕）。「イエスは人間のあいだでたくさんの働きをしたが、全人類の贖いを完了して人の贖罪のためのささげものとなるだけだった。人から堕落した性質のすべてを取り除くことはなかったのである。サタンの影響から完全に人を救うためには、イエスが贖罪のささげものとして人の罪を引き受けることが必要だっただけではなく、神にとっても、サタンによって堕落させられた人の性質を完全に取り除くためにもっと大きな働きを行うことが必要だった」（『神の出現と働き』「序文」〔『言葉』第1巻〕）。「人の罪は神による磔刑の働きゆえに赦されたが、人は以前の堕落したサタン的性質の中で生き続けた。そのため、人は堕落したサタン的性質から完全に救われなければならない。そうすることで、その人の罪深い本性が完全に根絶され、二度と芽生えなくなり、かくして人の性質が変わるのである。そのためにも、人はいのちの成長の筋道、いのちの道、そして性質を変える道を把握しなければならない。さらに、人はこの道に沿って行動することが求められる。その結果、人の性質は次第に変わり、その人は光の輝きの下で生き、何事も神の旨に沿って行ない、堕落したサタン的な性質を捨て去り、サタンの闇の影響から自由になることができ、それにより罪から完全に抜け出せるのである。このとき初めて人は完全なる救いを受けることになる」（『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」〔『言葉』第1巻〕）。読み終わった趙姉妹はこう教えを説きました。「これらの神の御言葉を読んだいま、私たちが自分のサタン的本性に絶えず縛られ、自分から罪を取り除けない理由がわかったのではないでしょうか。恵みの時代、神は贖いの働きをなさっただけで、人を裁き、清め、完全に救う、終わりの時の働きをなさったわけではありません。なので、私たちがどのように罪を告白して悔い改めようと、いかに自分を征服することを試みようと、どれだけ断食して祈ろうと、罪からの解放を成し遂げることはできないのです。そのことは、自分の罪深い本性による束縛と支配から自由になりたければ、主イエスによる贖いの働きを経るだけでは足りないことを意味しています。私たちは再臨された主イエスによる裁きの働きを受け入れなければなりません。終わりの日の裁きの働きをなさる中で、神は真理の数多くの側面を表わし、神に抵抗して裏切る人間のサタン的本性を裁いて暴かれるからです。そして神は、義にして清く、背きを許さないご自身の性質を表わされ、人類が神の御言葉の裁きと刑罰を通じて、自分がサタンによって深く堕落させられていることの真相をはっきり見抜き、人間の背きを許さない神の義なる性質を真に知り、神を畏れる心を育めるようになさり、そうして人間のサタン的性質を変化させて清め、人間をサタンの支配下から救ってくださるのです。威厳と怒りに満ちた神の裁きと刑罰の中で、私たちは神と対面します。神の御言葉は諸刃の剣のごとく私たちの心を突き通し、神に抵抗して裏切る私たちのサタン的本性だけでなく、心の奥底にある自分ですら見つけられない堕落した性質さえも明らかにします。私たちはそれによって、傲慢、自惚れ、利己心、卑劣、無責任、狡猾といったサタン的性質が自分の本性の本質を満たしていること、自分には人間らしさがほんの少しもなく、完全にサタンの化身であることを理解します。そのとき初めて、私たちは神の御前にひれ伏し、自分を憎んで呪い始めるのです。それと同時に、神の御言葉がすべて真理であり、神の性質の啓示であり、神のいのちがどのようなものであるかの啓示であることを、深く感じ取るようになります。神の義なる性質が背きを許さないこと、神の聖い本質が決して汚れないことを理解するのです。その結果、神を畏れる心が育まれ、私たちは全力で真理を追い求め、神の御言葉にしたがって振る舞い始めます。徐々に真理を理解するようになるにつれ、自分のサタン的な本性と性質をますます認識し、より大きな識別力を身につけます。神に関する知識も増えます。内なる堕落した性質が段々清められ、私たちは罪の束縛から自由になります。そして真に解放されて神の御前で自由に生きるのです。これがまさに、終わりの日における神の裁きの働きを通じて人類の間で達成される成果です。それゆえ、恵みの時代における『贖い』の働きと、終わりの日に『人間から罪を取り除く』働きは、２つの異なる段階の働きだということがわかります。『贖い』とは単に、主イエスが人の代わりにその罪を背負い、人間がおのれの罪のせいで受けていたであろう懲罰から逃れられるようになさることでした。しかしそのことは、それらの人たちに罪がないことを意味するのではなく、まして彼らが二度と罪を犯さないとか、完全に清められたなどという意味ではありません。一方、『人間から罪を取り除く』というのは、私たちがこれ以上自分の堕落した本性に頼らずとも生きられるようにすべく、そしていのちの変化を成し遂げ、完全に清めていただけるようにすべく、人類の罪深い本性を暴くことです。ゆえに、神の御言葉を受け入れることでのみ、私たちは自分の堕落した性質を徹底的に解消し、自分からサタンの支配を取り除いて救っていただけるとともに、神の国へと導かれて神の約束と祝福を得られるのです」。

神の御言葉と姉妹が説く教えを聞いた私は、それが現実と完全に一致しており、とても現実的だと感じました。信者として過ごした長年の日々を振り返りると、自分はよく嘘をついて騙しただけでなく、傲慢で慎みがなく、粗野で理不尽でわがままでした。自分のために働いてくれた人たちは私のことを恐れて距離を置き、自宅でさえも妻や娘は私のことをいささか怖がっていました。誰一人私に心を開こうとせず、私には信頼できる親しい友人さえいませんでした。それはつらいことで、私は無力感を覚えていました。しばしば聖書を読んで祈り、主に罪を告白し、果ては自分を嫌悪しても、それまでと同じひどいことをし続けてしまうのです。私は自分を変えることがまったくできませんでした。絶えず罪を犯して主に抵抗している私のような人間は、終わりの日における神の裁きの働きを大いに必要としているのです！主イエスはいまや再臨され、受肉された全能神でいらっしゃいます。今日、神のお声を聞く機会、そして主イエスが再びおいでになって真理を届けられ、人を裁き、清め、救う働きをお引き受けになったことを知る機会に恵まれた私は、本当に幸運そのものなのです！私が待ちきれない思いで一杯なのを見てとったその姉妹は、『神の羊は神の御声を聞く』という神の御言葉の本を私にくれました。私は喜んでそれを受け取り、全能神への信仰をきちんと実践しようと決意しました。

終わりの日における全能神の働きを受け入れたあと、私は神の御言葉を数多く読みました。神の働きの３段階、受肉の奥義、神の御名の意義、聖書の内幕、勝利者はいかにして作られるか、キリストの御国はいかにして実現されるか、各種の人間の最終的な結末と終着点はどのように定められるかなどといった真理の側面を読み、徐々にそれらを理解するようになったのです。また神への信仰もさらにもつようになりました。

当初、かくも厳しく人間を裁いて暴く神の御言葉を読んだとき、私は苦悩と不安を覚え、御言葉について多少の観念を抱きました。神の御言葉があまりに厳格だと感じられたのです。神はもう少しお優しくできないのでしょうか。神がこのように人間を裁かれるのなら、人間は罪に定められないでしょうか。そうなれば、どうして真に救っていただけるでしょうか。その後、私は神の御言葉から次の部分を読みました。「終わりの日には、キリストはさまざまな真理を用いて人間を教え、人間の本質を明らかにし、人間の言動を解剖する。そのような言葉は、人の本分や、人はいかに神に従うべきか、人はいかに神に忠実であるべきか、いかに正常な人間性を生きるべきかや、また神の知恵と性質など、さまざまな真理を含んでいる。これらの言葉はすべて人間の本質とその堕落した性質に向けられている。とくに、人間がいかに神をはねつけるかを明らかにする言葉は、人間がいかにサタンの化身であり、神に敵対する力であるかに関して語られる。神は裁きの働きを行うにあたって、少ない言葉で人間の本性を明らかにすることはない。むしろ長い期間にわたり、それをさらけ出し、取り扱い、刈り込む。このような方法のさらけ出し、取り扱い、刈り込みは通常の言葉が取って代わることはできず、人間が一切持ち合わせていない真理でなければ取って代われない。このような方法のみが裁きと呼ばれることができる。このような裁きを通してのみ人間は屈服し、徹底的に納得して神への服従に向かうようになり、さらに神についての真の認識を得ることができる」（『神の出現と働き』「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」〔『言葉』第1巻〕）。「神はどのような手段で人を完全にするのか。それは神の義なる性質によって成し遂げられる。神の性質はおもに義、怒り、威厳、裁き、呪いから成り立っており、神はおもに裁きという手段で人を完全にする。中にはそれが理解できず、なぜ神は裁きと呪いによってしか人を完全にできないのかと問う人がいる。そのような人は『神が人を呪ったら、人は死ぬのではないか。神が人を裁いたら、人は断罪されるのではないか。それにもかかわらず、人はどうして完全になれるのか』と言う。神の働きを理解しない人はこのように言うのである。神が呪うのは人間の不従順であり、神が裁くのは人間の罪である。神の言葉は厳しく容赦がないものの、人の中にあるあらゆるものを明らかにし、そうした厳しい言葉を通じて人の中にある本質的な物事を露わにするが、神はそのような裁きを通じて肉の本質に関する深遠な認識を人に授け、そうして人は神の前で服従する。人の肉は罪から成り、サタンに属するものであり、不従順であり、神の刑罰の対象である。ゆえに、人に自分を認識させるには、神の裁きの言葉がその人に降りかかり、ありとあらゆる精錬が用いられなければならない。そのとき初めて神の働きは成果を生む」（『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉から、神は真理を表わすことで終わりの日における裁きの働きをなさり、神に反抗する人間の堕落した性質、サタン的本性、そして悪事を厳格に裁き、暴き、断罪なさることを認識しました。神がそうなさるのは、私たちが自分の堕落の真相をはっきり見て、自分の堕落した性質の本質を徹底的に理解し、自分のサタン的な本性と堕落の根源を知るようにするためです。そうすることでのみ、私たちは自分を嫌悪して肉を捨てることができるのです。さらに、私たちが神の義と聖さを目の当たりにし、自分の汚れ、醜さ、邪悪さをはっきり見ることができるのは、ひとえに神が裁きと刑罰を通じて義と威厳と怒りに満ちたご自身の性質を示してくださるからです。神はまたそうなさることで、私たちが自分のサタン的な本性と、自らの堕落の真相を知ることができるようにしてくださいます。神がこれほど厳格に人を裁かれず、事柄の核心を突くことで人間の堕落を暴かれず、ご自身の義と威厳に満ちた性質を表わされなかったら、サタンによってかくも深く堕落させられた私たち人間は、自分を反省することも知ることもできないでしょう。自分の堕落の真相も、自分のサタン的本性もわからないはずです。そうであれば、どうして自分の罪深い本性を取り除き、清めていただけるでしょうか。神の厳格な御言葉が成し遂げた成果から、その中には神の人間に対する真の愛と、人間を救うために払われた血のにじむような努力が隠されていることがわかります。神の御言葉を読めば読むほど、神の裁きの働きは何と素晴らしいものかとますます強く感じます。神の働きはかくも実践的なのです！神の厳格な御言葉だけが人間を清め、変え、救うことができます。終わりの日における神の裁きの働きこそ、まさに私たちが必要としているものなのです！

私は傲慢かつ極めて独善的な自分の本性のせいで、他人と話すときによく偉そうに説教し、また行ないにおいても独断専行してばかりいました。他人に言うことを聞かせるのをいつも好み、自分を誇示しがちでした。集会のときも、自分が職場の問題にどう対処したか、指示に従わない作業員をどのように叱責して押さえつけたか、そして妻と子どもがいかに自分の言うとおりにしていたかを語ることが何度かありました。特に神の御言葉について交わるとき、私はよく「神の御言葉のこの一節はこんな意味だと私は信じている」とか「これぞまさに私が考えていることだ」などと言っていました。すると、私が自分でも気づかぬうちに絶えず傲慢かつ独善的な性質を表わしていると見てとった兄弟の一人が、ある集会でそれを私に指摘し、そのような言動は傲慢さと独善と理知のなさを表わしていると言いました。以前であれば、大勢の目の前で誰かが自分をそのように暴いたなら、私はきっと自分の意見を主張し、すぐに反論していたに違いありません。しかしそのときは、反論することも自己を正当化することもなく、無言のままでいることを選びました。ある説教の言葉が頭の中に浮かんだからです。「自分が遭遇する事柄すべてにおいて『私はこう思う』と言うならば、自分の意見を捨て去るのが最善策です。私は、あなたに対し、自分の意見を捨てて真理を探究するよう、強く求めます。神の御言葉を検証する必要があります。あなたの『意見』は真理ではありません。……あなたは過度に傲慢で独善的です。真理を前にしてさえも、あなたは自分の観念や想像を捨て去れません。あなたは神に従うことを少しも望んでいません。真理を本当に追求し、本当に神を畏れる心を備えている者のうち、誰が依然として『私はこう思う』と言うでしょうか。そうした言い草は、既に除去されています。そうした言い草は、サタンのような性質の現れです」（『いのちに入ることに関する交わりと説教（１４）』の「神の言葉『神との正常な関係を確立することは極めて重要である』についての説教と交わり（３）」より）この交わりのおかげで、自分は事あるごとに「私はこう思う」「私はこう主張する」「私はこう信じる」など、いつも「私は」で始まることを口に出し、何事についても絶えず決定権を握っていたことを思い出しました。自分自身で物事を見抜き、問題に対処できると信じていたのです。私はいつも他人に言うことを聞かせ、自分に従わせていました。常に自分を高く評価することで、まさに傲慢な性質を表わしていたのではないでしょうか。その兄弟が私の性質を指摘するにあたって言ったことはどれも本当で、私はそれを受け入れなければなりません。私が信じていることは自分の観念と想像から発せられたもの、サタンから生じたものであって、真理などではありませんでした。家庭でも、職場でも、あるいは同僚たちといるときも、私は常に自分がトップであるかのように振る舞っていました。私の言うことに耳を傾けなかったり、自分の考えにそぐわないことをしたりする人がいれば、私は腹を立ててその人を叱り飛ばしました。私がこのようなことを表わせたという事実は、心の中に神の居場所がなく、神を偉大なものとして崇めず、むしろ自分を偉大なものとして崇めていることを意味します。私はいつもこのように話して振る舞うことで、自分が信じられないほど傲慢な性質の持ち主だと証明していたのです！

その後、私はこの神の御言葉を読みました。「自分の中に真理が本当にあれば、自然と正しい道を歩むようになります。真理がなければたやすく悪事を犯し、そうせずにはいられなくなります。たとえば、自分の中に傲慢さや自惚れがあれば、神に反抗しないようにするのは不可能であり、どうしても神に反抗せずにはいられません。意図的にそうするのではなく、自分の傲慢で自惚れた本性に支配されてそうするのです。自分の傲慢さや自惚れのせいで神を見下し、神を無価値なものと見なすようになります。そして自分を賞揚し、常に自分を誇示し、最後は自分を神の立場に置いて自分の証しをするようになります。最終的に、自分の発想や思考や観念を、崇拝すべき真理に変えてしまうのです。傲慢で自惚れた本性に支配された人がいかに多くの悪事を働くかをご覧なさい！自分の邪悪な行ないを解消するには、まず本性の問題を解決しなければなりません。性質の変化なくして、この問題の根本的解決は不可能でしょう」（「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」『キリストの言葉の記録』）。神のお語りになる一言一句は真実で、私はすっかり納得しました。そして建設現場で、あるいは同僚が見守る中で、またあるいは家の中で、自分が他の人たちに偉そうに説教していたことを思い出しました。それはどれも、自分が傲慢なサタン的性質に支配されていたのであって、自分が怒りっぽい人間だからでも、悪い気性をもっていたからでも、自己抑制が欠けていたからでもありません。私は自分のことを素質と才能の持ち主で、金を稼ぐ力もあると信じていましたが、それが私の傲慢さを膨らませ、生きる上での元手になってしまったのです。そのため自分は他人より優れていると思い込んでしまいました。他のみんなを見下し、他の誰よりも優れていると思い、絶えず他人に威張り散らしていたのです。私は自分の罪の根源を見つけるとともに、堕落したサタン的本性を解消しないまま放置することの危険な結果を目の当たりにしました。そこで、人間の傲慢な本性を裁いて暴く、数多くの神の御言葉を仰ぎ見て読むことに力を注ぎ、それと比較することで自分を反省しました。神による裁きと暴きの御言葉、および兄弟姉妹が集会で説いてくれる教えを通じ、私は自分の傲慢な本性について浅いながらも理解し始めました。そして、自分が実際には他の誰よりも優れてはいないこと、自分の能力と富はすべて神から授けられたものであり、何ら自慢すべきものではないことがわかりました。神が私に知恵と知性をお授けにならず、私を祝福してくださらなかったら、私は自分に頼るだけで何ができたでしょうか。この世には才能に恵まれた人が数多くいますが、生涯にわたって必死に苦労し、駆けずり回ったとしても、結局無駄骨に終わるのはなぜでしょうか。私はまた、自分の傲慢な本性を解消する道を神の御言葉の中に見つけました。それは兄弟姉妹による刈り込みと取り扱い、神の裁き、刑罰、試練、精錬をもっと受け入れ、神の御言葉に照らして自分自身を反省し、真の自己認識と自己嫌悪を成し遂げ、これ以上自分のサタン的性質にしたがって振る舞わず、神の御言葉にしたがって振る舞うことです。その後私は、裁きと刑罰、刈り込みと取り扱いを何度も受け、挫折や失敗もたくさん経験しました。すると、自分のサタン的本性と堕落した本質についての認識が徐々に深まり、神の偉大さ、義、聖さについても浅いながら理解しました。そして神の義と聖さを知れば知るほど、自分自身の汚さ、卑しさ、小ささ、そして惨めさがわかりました。それまで重要だと考えていた物事、自慢していた物事についても、いまでは触れる価値さえないと思うようになりました。知らず知らずのうちに、自分の傲慢な性質が変わり始めていたのです。兄弟姉妹、同僚、あるいは私の家族など、誰であろうと正しいことを言えば、私はそれを受け入れます。もはや他人に向かって偉そうに話すこともなく、その代わり謙虚さをもって振る舞い、独断専行することをやめました。問題が生じるたびに他の人と話し合い、誰であろうとその意見が正しければ、それにしたがって行動します。こうして周囲の人たちとの関係も徐々に正常なものになり始めました。私は心の中で安らぎと喜びを感じるとともに、ようやく少しは人間らしく生きているような気がしたのです。

絶えず神の御言葉を読み、教会生活を送ることで、自分が終わりの日における神の裁きの働きを受け入れられたのは本当に素晴らしいことなのだと、ますます強く感じるようになりました。自分では決して堕落した性質を解消できないことを、私は真に経験したのです。神の御言葉による裁きと刑罰を経て初めて、私は徐々に変わり、清められていきました。全能神教会には、真理を追求しようと懸命に働き、全能神の御言葉による裁きと刑罰を受け入れている兄弟姉妹が多数います。誰かが堕落を表わすたび、他の人がそれを指摘してみんなで助け合います。私たちはみな自分自身を反省し、神の御言葉に照らして自分を知り、真理を求めて自分の堕落を解消します。誰もが正直な人でいること、純粋で心を開くことを実践しています。交わりが真理にかなっていれば、私たちは必ずそれを受け入れて従い、自分の堕落した性質がさらに変わってゆきます。全能神の御言葉は本当に人を清めて変えることができるのです。受肉された神は私たちのあいだにおいでになり、直接御言葉を表わすことで私たちを裁いて清め、私たちが罪を捨てて完全に救っていただけるよう、私たちを導いてくださいます。私たちはこれほどまでに幸運なのです！主のお戻りをいまや遅しと待ちわび、罪の束縛を振り払って清められることを切望する真の信者のことを考えながら、私は神に祈って次の誓いを立てました。「他の人が私のように、あなたの足跡に従い、清めと完全なる救いの道を歩み出せるよう、私はあなたの御国の福音を宣べ伝えてまいります！」


9. 違う形の愛

巴西ブラジル

2011年、私はある偶然のきっかけで中国からブラジルにやって来ました。到着した当初は新鮮な経験に圧倒されて好奇心で一杯になり、将来についてよい感触を得ていました。しかししばらくすると、この新鮮な感情は遠く離れた異国の地で自分を見つける孤独と苦しみに取って代わられました。毎日１人で帰宅し、１人で食事をとり、話しかける相手さえいないまま、日々まわりの壁を見つめていたのです。孤独を感じるあまり密かに泣くこともよくありました。苦悩と無力をもっとも強く感じていたまさにそのとき、主イエスが１人の友人という手段をお使いになって、私をある集会へと連れてくださいました。集会で主の御言葉を読み、賛美歌を歌い、祈ることを通じ、私の孤独な心は主によって慰められました。また聖書から、天地と万物が神によって作られたこと、人間もまた神の創造物であることを学びました。さらに、主イエスが人類の贖いのために十字架にかけられたこと、私たちを罪から贖われたのは主イエスでいらっしゃること、主こそが人類の唯一の贖い主でいらっしゃることも学びました。主の救いという他の何にもまして偉大なことを目の当たりにした私は深く感動し、主に一生つき従おう決意しました。そこで感謝祭の日に洗礼を受け、正式にクリスチャンとなったのです。私は歌うこと、とりわけ神の賛美歌を歌うことが好きだったので、洗礼後は聖歌隊に加わることで、教会のために積極的に働くようになりました。神のお導きと祝福のおかげで、私は平和と幸福のうちに生きていました。集会に赴いたり礼拝の中で神を讃えたりするたび、自分が活力で満たされるように感じたのです。

しかし、よいときは長続きしませんでした。教会で聖職を執り行なう一員になってみると、教会の兄弟姉妹が表面上は互いを気遣って世話をし合い、みな仲良くしているように見えながら、実際には言うことなすこと自分の利益のためだということが徐々にわかってきたのです。教会の職務を行ないながら個人的な損を一切被りたがらず、誰が多く働いたか、誰が少ししか働いていないかについて、互いの背後で噂し合うことがよくありました。牧師さえも極めて俗物的でした。献金の額に応じて人に接し、説教するたびわざわざ献金のことに触れるのです。集会に来た牧師が決まって一番関心を抱くのは、人々が献金しているかどうか、どれだけ献金したかといったことで、兄弟姉妹のいのちに関することは一切聞きたがりませんでした。愛について語っても、実際に行動するのを見たことはありません。兄弟や姉妹が困難に見舞われても、牧師は助けも支えもしません。しかしさらに腹が立ったのは、牧師がなおも人を批判し、無力で貧乏な兄弟姉妹を見下していたことです。教会のこうした状況を目の当たりにした私は失望すると同時に困惑しました。この教会が一般社会と同じようになってしまったのはどういうわけか。私は徐々に当初の愛と信仰を失い、日曜日に教会へ赴いても以前ほど積極的に参加しなくなりました。歌うことさえ嫌になり、毎週教会に出向くたび、外に立ってコーヒーを飲むか、座席で居眠りしていました。そして説教が終わると献金を渡してすぐに立ち去り、いつも悲しみと無力感を心に抱きながら教会をあとにするのです。

2016年8月のある日曜日、私は公園で李敏姉妹と会いました。彼女はアメリカ出身で、クラスメイトに高暁英姉妹と劉芳姉妹がいました。みな主を信じており、私たちは芝生に座りながらおしゃべりに花を咲かせました。様々なことを話しているうちに話題が教会の状況になり、私は教会で目にしたことをすべて彼女たちに伝えました。話し終えると、李敏姉妹が考え込む様子でうなずいてからこう言いました。「現在、あなたの教会がそのようになっただけでなく、宗教界全体が聖霊の働きを失い、闇と荒廃の中に陥ってしまいました。かつて主イエスは『また不法がはびこるので、多くの人の愛が冷えるであろう』（マタイによる福音書 24:12）と預言なさいました。いま私たちは終わりの日の最後の時期にいますが、宗教ではますます無法がはびこっています。牧師も長老も主の掟を守らず、主の道を実践せず、そのように罪の中で生きるのを大して気にしていません。教会の繁栄が聖霊の働きの成果であることを、私たちはみな知っています。今日、神はすでに新たな働きをなさっており、聖霊の働きは神の新たな働きを受け入れ、それに従う人々の集団に移りました。宗教の牧師や長老は、信者が終わりの日の神の働きを求めて調べるように導かず、それどころかありとあらゆる噂や嘘をまき散らし、信者が神に立ち返るのを防ぐことで、神の新たな働きに抵抗し、それを断罪しているのです。彼らは神の憎しみと拒絶に遭い、そのため宗教界全体に神の祝福がなく、聖霊の働きを完全に失い、主に捨てられ淘汰されたのです。それゆえ、教会はますます荒廃して暗くなります。それはまさに、主イエスが受肉されて働きをなさったときと同じです。主イエスの働きによって恵みの時代が始まり、律法の時代は幕を下ろしました。主イエスにつき従った人は神の新たな働きを受け入れ、それに従ったので聖霊の働きを得ましたが、主イエスを受け入れず神殿にとどまった人の間で、聖霊は働きをなさいませんでした。ゆえに、かつて神の栄光に満ち溢れ、信者が神を崇拝した場所である神殿は、取引の場、盗賊の住みかとなったのです。言い換えると、教会の荒廃には２つの理由があります。１つは牧師や長老が神の掟に従わず、神の御言葉を実践することもなく、絶えず罪を犯して悪事をなしていること、もう１つは神が新たな働きをなさっていて聖霊の働きが移ったのに、人々が神の足跡と歩調を合わせていないことです。しかし、教会の荒廃の裏には神の御心があり、そこには探し求めるべき真理があります。神は教会の荒廃を通じて、心から真に神を信じるすべての人、真理を渇望するすべての人に宗教を捨てさせ、それによって彼らが聖霊の働きを探し求め、神の足跡と歩調を合わせ、神の御前に出て神の現在の働きと救いを得られるようになさっているのです」。

李姉妹の交わりを聞いたあと、私はうなずいてこう言いました。「あなたの言うことは正しい。まさにあなたの言うとおりだ。教会はもともと神を崇拝する場所だったが、いまや教会は一般社会と何ら違わない。そのうえ、牧師が宣べ伝えることに新たな光はなく、それを聞いても何の喜びも得られず、人はみな闇の中で生きている。実際のところ、それは私たちが神の新たな働きに歩調を合わせていないからだ。では、神の新たな働きに歩調を合わせるため、私たちはいま何をすべきだろうか」。すると李姉妹はこう答えました。「主イエスはずっと以前に戻られています。終わりの日、神は人の子として受肉され、全能神の御名のもとに真理を表わし、人類を裁いて清める段階の働きをなさってきました。私たちは終わりの日における神の働きに歩調を合わせ、神の御言葉の裁きを受け入れなければなりません。そうして初めて聖霊の働きを得られるのです」。主イエスがもうお戻りになって裁きの働きをなさっていると聞き、私は驚いてこう考えました。「裁きとは、罪人だと宣告された人を罰することじゃないのか。神は終わりの日においでになって、神を信じない人を裁かれる。主イエスを信じる我々はすでに罪を赦されているし、救いの恵みにあずかってきた。主はおいでになるとき、我々を直接天国へと引き上げてくださるのだから、神の裁きを受ける必要なんてないじゃないか。おいでになって我々を裁くとはどういうことだ」。私がその考えを口にしたところ、劉芳姉妹がこう言いました。「兄弟、私はもう一週間にわたり、高姉妹と一緒に終わりの日の全能神の働きを調べてきました。全能神の御言葉を読むことで、それが神のお声だとわかったんです。全能神はまさに再臨された主イエスでいらっしゃいます。全能神の御言葉をお読みなさい。そうすればわかりますから。主イエスがお戻りになって裁きの働きをなさったのは、主を信じる私たちは罪を赦されたものの、逃れることのできない罪の中でいまも常に生きているからです。私たちは罪の束縛と支配から自由になることができず、神が真理を表わして私たちを裁いて清められ、私たちの罪深い本性と、サタン的な堕落した性質を一掃なさることを本当に必要としています。全能神による終わりの日の裁きの働きは、主イエスの贖いの働きを土台として築かれた、より新しい高次の働きです。それは御言葉の裁きを通じて人を完全に清めて救い、素晴らしい終着点へと導くのです」。その後、３人はさらに多くの真理を私に辛抱強く説いてくれました。しかし彼女たちがなんと言おうと、主がご自身を信じる人を裁かれるべくお戻りになったことを、私はどうしても受け入れられませんでした。この内心の葛藤と戦いながら、同時に当惑も覚えました。高姉妹も劉姉妹も非常に敬虔な信者であり、主に対する２人の信仰と愛は誰もが認めています。ならば、ご自身を信じる人を裁かれるべく主イエスがお戻りになっているとか、主は私たちを直接天国へとお引き上げにならないと信じているのはどういうことでしょう。この件には、私の知らない奥義や真理があるということなのでしょうか。

そう考えていると、李敏姉妹が１冊の本を取り出し、真剣な口調でこう言いました。「兄弟、主イエスは『こころの貧しい人たちは、さいわいである、天国は彼らのものである』（マタイによる福音書 5:3）とおっしゃいました。結論に飛びついてはいけません。いいですね？まずは全能神の御言葉が神のお声かどうか、私たちのいのちに糧を施せるかどうか、私たちを清めて救えるかどうかを確かめましょう。そうすれば、全能神が再臨された主イエスでいらっしゃるかどうかがわかります。神の羊は神のお声を聞くと、私は信じています。なので、一緒に神の御言葉を読みましょう」。私はあまり気乗りがせず、返事をしませんでした。その態度を見て、３人の姉妹は少し悲しそうな顔をしています。すると劉姉妹が出し抜けに「まずは祈って、それから神の御言葉を読みましょうよ」と提案しました。３人の姉妹が祈り始めたので、私もそれにならうしかありませんでした。祈りながらも、心を静めることがほとんどできません。姉妹たちが何を祈っているかは聞こえませんでしたが、その振る舞い方に私は心を動かされました。神に対する彼女たちの態度は誠実そのもので、何事においても神の御心を求めます。彼女たちは私が終わりの日の神の働きを調べることを望んでいますが、その望みは神の愛から生まれたものでもあるのです。祈り終えたあと、李姉妹が私に本を渡しながら、真剣な声で言いました。「この『真の道を考察する100のQ&A』という本に書かれている質問の大半は、あらゆる教派の人たちが問いかけているものです。各質問に答えるため、それに関係する一節が神の御言葉から選ばれているんです。さあ、ちょっと読んでみてください」。私はその本を受け取りたくありませんでしたが、李姉妹の口調が真剣そのものなので再び高姉妹と劉姉妹を見たところ、私がそれを調べて探し求めることをどれほど強く望んでいるかがわかりました。そして主の到来をお迎えするのがどれだけ重大なことかと考え、それを軽率に扱ってはいけないと思いました。そこで私は本を受け取り、こう言いました。「わかったよ。この本は受け取るから、もう今日はこの話をやめよう。まずは私がこの本を読んで、それからもっと話し合おうよ」。

帰宅後、私はその本を部屋の片隅に放りました。心が乱れていたのです。劉姉妹が交わってくれたことに思いを馳せると、すべてが明瞭かつ明白に感じられました。彼女が言ったことはどれも事実ですが、お戻りになった主がなぜ裁きの働きをなさるのかがどうしてもわかりません。じっくり考えましたが、それでもわからないのです。しかし主の再臨の件については以前に聞いたことがあったので、自分の結論を無闇に下し、じっと運命を甘受することはできません。そこで、この本に目を通して識別力を養うのがいいだろうと考えました。そうして６日がかりでその本を最初から最後まで読み通しました。すると、それまで聞いたことのない数多くの真理と奥義を全能神が明かしてくださったことがわかり、それらを読むことで大いに糧を施されました。また全能神の御言葉を読んでいると、多くのことが主イエスと同じ口調で語られているとも感じました。それらの御言葉には権威と力があり、神ご自身がお語りになっているかのようです。そのため、私は本を読み終わったあと、全能神による裁きの働きがどういうものかをよりよく理解したいと思い、高姉妹に会って尋ねることにしました。

翌日、私が高姉妹の自宅を訪れたところ、たまたま彼女の友人が何名かそこにいました。みな終わりの日の全能神の働きを受け入れており、集会を開いて互いに交わり合っていたのです。挨拶を交わしたあと、李敏姉妹がいきなり核心を突く質問を私にしました。「兄弟、あなたにはまだどのような観念がありますか。終わりの日の神の働きのうち、どの側面を理解したいですか。私たちと一緒に交わりましょう」。私は答えました。「聖霊の働きが移ったせいで教会は終わりの日に荒廃したと、あなたは言ったね。それは受け入れられるんだが、主を信じる私たちはすでに罪を赦され、主は私たちを罪人とは見ていらっしゃらない。それでも神が裁きの働きをなさろうとするのはなぜなのか。神がその段階の働きをなされなければ、私たちは天国に引き上げていただくことができないのだろうか。神が人を裁かれるとき、その人は断罪されないのか。私たちはみな懲罰されなければならないのか。だとしたら、私たちはどうやって天国へ引き上げていただけるのか」。すると李敏姉妹はこう言いました。「大半の人の観念に関する限り、再臨された主イエスに裁かれるのは、神を信じていない非信者です。神は人を裁かれるので、その人は断罪と懲罰を受けることになると信じています。主を信じる人は罪を赦されている、主はおいでになるとき自分たちを直接天国へ引き上げてくださり、決して自分たちを裁かれないと信じているのです。そう信じることで、その人たちは神の御心を完全に誤解し、神の働きを知らないことを示しています。実際のところ、終わりの日における全能神の働き、すなわち真理を表わされ、人を裁いて清められる働きは、まさに信者を天国へと引き上げるためになされるのです。聖書に『さばきが神の家から始められる時がきた』（ペテロの第一の手紙 4:17）と記されているのを、私たちはみな知っています。終わりの日における神の裁きの働きがまず神の家から始められることを、この預言ははっきり語っています。つまりその働きは、心から神を信じて終わりの日の神の働きを受け入れる人たちから始められるのです。なので、主を信じることは神の裁きを受け入れなくてもよいという意味だと私たちは考えますが、その見方は間違っています。終わりの日、神は御言葉を用いられることで、御座の前に出るすべての人を裁き、それらの人を清めて救い、災害に先立ち勝利者の集団をお作りになります。その後、大災害が降りかかるとき、神は善に報いて悪を懲罰なさいます。このようにして、終わりの日における神の裁きの働きは進行するのです。終わりの日における神の裁きの働きからは誰も逃れられませんが、神の裁きを受け入れて従う人にとって、それは清めであり、救いであり、完全にしていただくことです。終わりに日における神の裁きの働きを拒んで抵抗する人について言えば、神の御言葉の裁きから隠れることはできても、最後の大災害による裁きからは逃れられません。これは事実です。神が終わりの日に私たちを裁かれようとなさっている理由は、全能神の御言葉がとてもはっきり説明しています。神の御言葉の一節を読みましょう。全能神はこうおっしゃっています。『あなたは終わりの日にイエスが降臨することだけは知っているが、正確にはどのように降臨するのだろうか。あなたがたのように贖われたばかりで、まだ変えられておらず、神に完全にされてもいない罪人が、神の心に適うだろうか。古い自我を持ったままのあなたは、イエスによって救われたのは事実であり、神の救いのおかげで罪人とは見なされなくなったが、これは、あなたには罪や汚れがないという証拠ではない。変えられないままであれば、あなたはどうして聖いものとなれるのか。内側では、あなたは汚れに満ち、自分勝手で卑劣であるにもかかわらず、イエスと共に降臨することを望む――あなたはそこまで幸運ではない。あなたは神を信じる上での段階を一つ見落としている――あなたは単に罪から贖われただけで、変えられてはいないのである。あなたが神の心に適うためには、神が自らあなたを変えて清める働きをしなければならない。もしあなたが罪から贖われただけなら、聖さを得ることはできない。このように、あなたは、神が人を経営する働きの一段階、つまり変えられて完全にされるという重要な段階を逸したために、神の良き祝福を共有する資格はないであろう。よって、贖われたばかりの罪人であるあなたは、直接神の嗣業を受け継ぐことはできないのである』（『神の出現と働き』「呼び名と身分について」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉から、私たちは主イエスを信じることで、罪を赦されたに過ぎないことがわかります。現実には、みな罪を犯しては告白するという悪循環の中で生きており、神が御言葉を表わされ、私たちを裁いて清められることをいまだに必要としています。清められて初めて、私たちは天国へと引き上げていただくのにふさわしくなれるのです。それは聖書に記されています。『わたしは聖なる者であるから、あなたがたは聖なる者とならなければならない』（レビ記 11:44）。『きよくならなければ、だれも主を見ることはできない』（ヘブル人への手紙 12:14）。神は聖くていらっしゃいます。汚れて堕落した人は神のお顔を見ることができず、神の国に入るのにふさわしくありません。主イエスによってなされた贖いの働きは私たちの罪を赦しただけで、堕落した性質と罪深い本性まで赦したわけではありません。したがって、傲慢、自惚れ、不実、狡猾、利己心、邪悪、貪欲、真理を嫌い不正を楽しむといった、私たちの堕落したサタン的性質はいまなお残っているのです。これらの堕落した性質はまさに、私たちが罪を犯して神を裏切るようにさせる根源です。それらが解消されなければ、私たちは頻繁に罪を犯し、名声と利益を求めて互いに争い、嫉妬も露わに言い争い、嘘をついて騙し、自分を高め、自分の証しをするといったことをします。特に神の働きが自分の観念に合わないとき、私たちはなおも自分の観念と想像に頼って神を裁き、拒み、断罪し、神の働きに抵抗します。神に抵抗するこのような人が、どうして天国に引き上げていただけるでしょうか。神は終わりの日に真理を表わし、裁きの働きをなさいますが、その目的は私たちの堕落したサタン的性質を清め、天国に引き上げていただくという私たちの夢を実現させるためです。神の裁きを受け入れ、自分の堕落した性質を振り払い、清められて変化するとき、私たちは神のお約束を受け継ぎ、神によって天国へと導いていただくのにふさわしくなるのです」。

姉妹の交わりと全能神の御言葉を聞いた私はこう考えました。「主を信じるとき、その人の罪は赦される。しかしそれは、それ以上罪を犯さないということではない。まったくそのとおりだ。牧師や長老から普通の信者に至るまで、自分を含めた教会の人たちに目を向けると、みんな日中に罪を犯して夜に告白する状態の中で生き、罪の束縛と支配から逃れられない。神の御言葉によって裁かれ清められてからでないと、主のお顔を拝見することはとてもできないようだ。そう考えると、神がおいでになって、人を裁いて清める働きをなさることが絶対に必要なんだ。俺は以前、主への信仰があれば裁かれる必要はないと信じていた。主はご自身を信じない者を裁かれるためにいらっしゃるのだと考えていたんだ。いま、この観念が神の御心とまったく一致しないこと、誤解だということがわかった」。すると高姉妹が、『カナンの地にある喜び』という全能神教会が制作した歌と踊りの動画を再生してくれました。「神の家に帰ると私は喜びと高揚を感じる。ついに私は幸運にも実際の全能神を見る。神の言葉は人々を神の国の時代へと導き入れる。神の言葉は私に道を示し、人として歩むべき道を私は理解する。私は神により潤っている。生けるいのちの水で。神と対面するのは喜び。比類なき喜び。私はもう探し回らない。天国という私の夢はついに実現した……」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』より）。歌全体が喜びと活気に満ちていて、信じられないほど刺激的でした。動画に登場する兄弟姉妹全員の顔が幸せに溢れており、一緒に賛美歌を歌わずにはいられません。私たちも音楽に合わせて踊り始め、心が喜びで満たされました。神の御言葉の施しを受けた兄弟姉妹が、祝福されて喜びで一杯なのがわかります。その人たちは神の裁きと刑罰を受けましたが、それでも何一つ不安に感じず、それどころか解放されて自由になり、喜びと幸せで満たされているのです。私は宗教に対する自分の信念と熱意が跡形もなく消え去り、教会の荒廃と闇しか目にしなかったことを考えました。一方、全能神教会の兄弟姉妹は聖霊の働きで満ち溢れています。真理に関する彼らの交わりは光を放ち、精力的に神を讃え、大いなる興奮と活力をもって神の証しをしています。比べてみると、彼らは私とまったく異なる世界に生きているようです。そのとき、自分が家に帰って母親の抱擁の暖かさを享受している、さまよえる孤児のような気がしました。そしてこう考えました。「ここには探し求めるべき真理が確かにある。主の到来をお迎えして天国に引き上げていただく機会を逃さないよう、終わりの日における神の裁きの働きの真理ついて、兄弟姉妹がしてくれる交わりにじっくり耳を傾けなければならない」。

次いで李姉妹が神の御言葉をさらに２節読んでくれました。「神はどのような手段で人を完全にするのか。それは神の義なる性質によって成し遂げられる。神の性質はおもに義、怒り、威厳、裁き、呪いから成り立っており、神はおもに裁きという手段で人を完全にする。中にはそれが理解できず、なぜ神は裁きと呪いによってしか人を完全にできないのかと問う人がいる。そのような人は『神が人を呪ったら、人は死ぬのではないか。神が人を裁いたら、人は断罪されるのではないか。それにもかかわらず、人はどうして完全になれるのか』と言う。神の働きを理解しない人はこのように言うのである。神が呪うのは人間の不従順であり、神が裁くのは人間の罪である。神の言葉は厳しく容赦がないものの、人の中にあるあらゆるものを明らかにし、そうした厳しい言葉を通じて人の中にある本質的な物事を露わにするが、神はそのような裁きを通じて肉の本質に関する深遠な認識を人に授け、そうして人は神の前で服従する。人の肉は罪から成り、サタンに属するものであり、不従順であり、神の刑罰の対象である。ゆえに、人に自分を認識させるには、神の裁きの言葉がその人に降りかかり、ありとあらゆる精錬が用いられなければならない。そのとき初めて神の働きは成果を生む」（『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」〔『言葉』第1巻〕）。「裁きの働きがもたらすのは、神の真の顔と人間自らの反抗的性質についての真相を人が認識することである。裁きの働きにより、人は神の心、神の働きの目的、人には理解することのできない奥義についてかなり理解できるようになる。また、それにより人は自分の堕落した本質と堕落の根源を認識し知るようになり、人間の醜さを発見する。これらの効果はすべて、裁きの働きによりもたらされる。それは、実際に、この働きの本質は神を信じる人すべてに神の真理、道、いのちを開く働きだからである」（『神の出現と働き』「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」〔『言葉』第1巻〕）。

それから李姉妹は私たちにこう交わってくれました。「サタンによって堕落させられた私たちは、みなサタンの支配下で暮らし、神に抵抗する腐敗した者になってしまいました。神の義にして聖い実質によれば、私たちは誰もが神の呪いと滅ぼしの対象ですが、それは神の御心が人類を滅ぼされることではなく、むしろ人類をお救いになるということなのです。ゆえに、神は人をサタンの支配下から完全にお救いになるべく、終わりの日に御言葉を表わされ、人を裁いて清める働きをなさいます。実のところ裁きの働きとは、神が御言葉をお使いになり、反抗的で神に抵抗する人の言動、本性、本質を暴かれ、それによって人が自分の堕落した本質とその堕落の真相を知り、神の義にして聖い性質を認識し、自分を嫌悪するようにさせることです。すると、人は真に悔い改めて変化し、自分の堕落したサタン的性質を振り払い、神のものにしていただくことができます。このようにして、人は完全な救いを得るのです。神の御言葉による裁きと刑罰を通じてのみ、自分が堕落に満ちていること、利己心、傲慢、不実、貪欲といった堕落した性質をいつでもどこでも示すこと、観念と想像、大それた欲望、神に対する理不尽な要求で一杯であること、自分に良心や理知、忠実さや服従心が一切ないことがわかります。神の裁きを受け入れれば受け入れるほど、自分がいかに深く堕落しているか、人間性がいかに欠けているかを認識するのです。そして自分を嫌悪し、心の中で自分を憎み始めます。神の裁きを受け入れるほど神の聖さと義がわかり、心が神を畏れるようになります。進んで肉の欲望を捨て、神の御言葉にしたがって生きるようになります。その後、私たちのものの見方や堕落した性質の中で変化が生じ、いくらか本物の人間らしく生き始めます。そうして、神の裁きと刑罰が私たちに対する神の偉大な愛にして救いであることを、真に理解するようになるのです。神の裁きと刑罰がなければ、私たちはみな滅びの対象になるでしょう」。

姉妹の交わりはここで終わりましたが、私は彼女の言葉にとても感動し、神の愛がいかに偉大で真実であるかを知りました。神は人類を愛される神なのです。人をお救いになる神の善意を誤解していたのは私のほうでした。神は人を断罪して懲罰するために裁きをなさると考え、神が終わりの日に御言葉を表わして人類を裁かれることはさらに真実の愛であるとか、より偉大な私たちの救いであるとは考えもしなかったのです。全能神に感謝いたします。全能神の御言葉を読み、姉妹の交わりを聞くことで、私は神の裁きの働きをいくらか理解し、神への誤解は一掃されました。そして全能神は再臨された主イエスに他ならないと固く信じ、神の裁きの働きを進んで受け入れたくなりました。私は混乱の霧を完全に脱し、顔が喜びの笑みで溢れました。すると李姉妹が嬉しそうにこう言いました。「あなたを導いてくださった神に感謝します。これはすべて神の御言葉の成果です。このことから、私たちは真理を理解するようになる前、神と神の働きに関する観念を生じさせるかもしれないけれど、真理を求めて受け入れ、神の御言葉に耳を傾ける限り、真理を理解して神の働きを知り、自分の観念と想像も煙のように消えてなくなることがわかります。そうして神の御心を理解することができ、もはや神を誤解しなくなるのです」。私は喜んでうなずき、自分を救ってくださった神に感謝しました。

終わりの日における神の働きを受け入れた私は、全能神教会の福音動画や音楽映像や賛美歌を高姉妹たちと日頃から共有できるよう、携帯電話にメッセージアプリをインストールしました。また全能神教会が制作した『玉座から命の川の水が流れ出る』という福音映画は、それを見た私に大きな衝撃を与えました。映画に登場する教会の荒廃した状況は私たちの教会の状況とまさに同じで、そうした荒廃の根源を完全にはっきり示していたのです。神の働きが移り、神はもはや宗教の教会では働かれていないので、終わりの日の全能神の働きを受け入れない人はみな飢餓に苦しんでいます。ところが全能神の御言葉を受け入れた人は、神によるいのちの水の施しを受け、神とともに幸福な生活を送っているのです。また『待つ』という映画を見て、私はため息をつかずにいられませんでした。映画に登場する老いた牧師は生涯を通じて主を信じ、自分の懸命な働きは賞賛に値するものだと考えてきました。そして自分が天国に引き上げていただけるよう、主の到来をひたすら待っていました。しかし、主は雲に乗って降臨され、まず自分に啓示を与えてくださるという信念にあくまでこだわっていました。その頑固さのせいで、彼は終わりの日の神の働きに抵抗してそれを受け入れず、最後は空を見つめながら雲を待ち続け、後悔のうちに死にました。この苦い教訓は本当に見る者を考えさせます。それと同時に、神から祝福を得ることを求めるだけで、その裁きと清めを受け入れたがらない反抗的な息子であるこの私を救い、御座の前に導いて最後の日の救いを得させてくださったことに、私は心の中で大いに喜び、全能神に感謝を捧げました。

現在、私は全能神教会で教会生活を送っており、神の御言葉の裁きと刑罰を実際に経験することで、神が裁きの働きをなさることがいかに現実的で実際的かを徐々に認識し始めました。神が人の不実な本性を暴かれたとき、自分は決して嘘をつかないという理由で、私は神の御言葉が明らかにした実際の状況を認めなかったのだと思いました。神が私に用意してくださった現実の状況に遭遇したとき、私は無意識のうちに嘘をついて自分の益を守り、虚栄心を保とうとしました。さらに、心の中で不実とごまかしを抱くとともに、知られたくない多くの秘密を抱えていました。そのことにより、神の御言葉が明かすことはどれも真実であり、実際の状況であり、それが人の本性にして実質なのだとわかりました。そのとき初めて、私は心の底から神の御言葉に確信を抱き、一刻も早く真理を求めてごまかしに満ちた自分の本性を変えたいという欲求をもちました。この経験のあと、神の実際的な裁きと刑罰がなければ、自分の不実な本性を知ることも、真理を実践して自分の不実な性質を変えることもできなかったはずだということがわかるようになりました。神の裁きと刑罰はまさに私を清めて救っていたのであり、いずれも違う形の愛なのです。私はこの特別な愛を大事にし、神の裁きと刑罰を受け入れるとともに、神に満足していただけるよう、できるだけすぐに変化して新しい人間になりたいと思います。


10. 天国は実は地上にある

中国　チェン・ボー

私たち信者がもっとも強く切望しているのは、天国に入って主が人に賜わる永遠の幸福を享受できるようになることです。牧師は説教の中で、主が将来私たちに用意してくださる場所は天のうえで、そこには黄金の野や翡翠の壁があり、宝石がいたるところで光り輝いているとか、私たちはいのちの木の実を食べ、いのちの川の水を飲むことができるとか、もはや苦痛も涙も悲しみもなく、すべてが自由で解放されるなどと話していましたが、私はそれを聞くたび、感情と喜びのとてつもない高まりを感じたものです。それは私が心の底から待ち望んでいた場所であり、苦労と悲しみに満ちた地上での生活に私の心はすっかり疲れ果てていました。そこで私は福音の伝道に駆けずり回り、主のために自分を熱心に費やしました。福音を広めて教会を築き、どれほどつらかったり困難だったりしても決して立ち止まりませんでした。特に、私たちがいま終わりの日にいて、主がもうすぐお戻りになって私たち全員を天の家に連れてくださることを知ってからというもの、私はますます積極的に働き、自分を費やすようになったのです。

ある日、私は母の様子を見に妹の家に行きました。帰りがけに、妹がある本をくれ、注意深く読むように強く勧めてきました。私は心の中で思いました。「妹がくれた本は霊的な本に間違いない。今ちょうど私は霊的に干からびているような感じがするし、主の臨在が感じられない。聖書を読んでも何の啓発もない。家に着いたらこの本を注意深く読まなきゃ。何かを得られるかもしれない」。自宅に着くと、本を開いて読み始めましたが、知らぬ間にこの本に吸い込まれていきました。読めば読むほど、さらに読みたくなり、本の中の言葉には光があり、聖霊による照らしがあり、普通の人間がこれらの言葉を発することができるはずがないと感じました。この本を読んで以降、以前聖書を読んでも理解できなかった真理をいくつか理解できるようになり、心の中がはっきりし、喜びを感じました。この本のおかげで、私は祈って主にさらに近づきたいと思いました。信仰は深まり、霊的状態は増々よくなりました。私は思いました。「聖霊の働きのみが人に信仰と力を与え、霊的な糧と支えを施すことができる。この本にある言葉は聖霊のものに違いない」。その結果、私は毎朝起きたら先ず最初にこの本を読むことにしました。

ある日、私はこの本を開き、次の節を読みました。「神が安息の中に入ることは、神がもう人類を救うという働きをしないことを意味している。人類が安息の中に入ることは、全人類がみな神の光の中と神の祝福の下に生きることを意味する。もはやサタンの堕落がなく、不義な事も起こらない。人類はみな地上で正常に生活し、神の加護のもとで生きるようになるだろう」（『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」〔『言葉』第1巻〕）。これを読むと、私は一瞬どっきりし、思いました。「人は将来地上で暮らす？　主イエスは、将来私たちは天で暮らすとお約束されなかった？　なぜこの本には私たちが地上で暮らすなどと書いてあるの？　どうしてこんなことが可能なの？　読み違えたかな？」こうして私はもう一度この節を注意深く読みなおしましたが、間違いなく人は将来地上で暮らすことになると書いてあったのです。これは実際に何を意味しているのだろうかと考えました。これではどうにもなりません。これが本当に何を意味するのか理解しなければなりません。私は読み続けました。「神には神の目的地があり、人には人の目的地がある。神は安息の中にあっても続けて全人類が地上で生きるのを導く。神の光の中にあって、人は天の唯一の真の神を礼拝する。……人が安息に入るとは、人が真の被造物になったことを意味する。人は地上から神を礼拝し、正常な人間の生活を送る。人々はもう神に背かず、逆らわない。彼らは原初のアダムとエバの生活に復する」（『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」〔『言葉』第1巻〕）。読めば読むほど、私はさらに混乱していきました。人は地上から神を崇拝するのか？　それはどのように起こるのか？　聖書には天で、と書かれているのではないのか？　どうしたらそれが地上になるのか？　私は急いで聖書を手に取り、ヨハネによる福音書14章2-3節を開き、主イエスの御言葉を読みました。「わたしの父の家には、すまいがたくさんある。もしなかったならば、わたしはそう言っておいたであろう。あなたがたのために、場所を用意しに行くのだから。そして、行って、場所の用意ができたならば、またきて、あなたがたをわたしのところに迎えよう。わたしのおる所にあなたがたもおらせるためである」。主イエスは、主の復活と昇天は私たちの居場所を準備するためであったと明確に仰っておられるので、私たちの終着点は天にあるはずです。これが主の御約束です！　私は心の中で思いました。「この本に書かれていることは主の御言葉と違うから、これを読み続ける訳にはいかない」。本を閉じた後、私はとても混乱した状態に陥り、何がするべき正しいことなのか分からなくなりました。そこで絶え間なく主に祈りました。「ああ、主なる神様。どうか私を照らし、御導きください。私はこの本を読むべきでしょうか？　読むべきでないのでしょうか？　ああ、主よ、どうか私を啓き、導いてください……」祈りを捧げた後、私はこの本を読んだ後に主との関係が近くなり、信仰について熱心さが増し、霊的な糧を得たと感じたことについて考えました。この本を置いて、読むことを止めてしまったら、私は霊的に干からびた以前の状態に逆戻りしてしまうと感じました。この本は大いに私のためになり、これが聖霊からきたもので、聖霊から来たものは何であれ間違っているはずはないという確信が持てたため、その一部が自分の観念と一致しないからといって、その本を拒否し、読まずにいるべきではないと分かっていました。私はこのことを考え抜いた後、心を決める前に本を読み続けるべきだと結論付けました。

その後すぐ、私は又この本を手に取って読み続けました。「人の安息の場所は地上にあり、神の安息の場所は天にある。人は安息の中で神を礼拝し、地上で生きる。神は安息の中で残りの人類を導くが、地上から導くのではなくて天から導く」（『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」〔『言葉』第1巻〕）。私はこのことを何度も熟考し、思いました。「この節には神の安息の場は天にあり、人は安息するとき、地上で神を崇拝すると書いてある。ということは、地上が本当に人の安息の場所だってこと？　そんなことはあり得ない！　主イエスは、主がどこにおられようとも、私たちは主の側にいることになると既に仰っておられ、主イエスは復活され、昇天されたのだから、私たちも間違いなく昇天するはず！」私は過去数年間、主のためにあちこちを歩き回ったこと、多くの苦しみを耐え抜いたことを思い返しました。あれだけの苦しみはどれも、いずれ昇天してこの世の苦しみに絶えなくてもよくなるためではなかったのでしょうか？　この本に書いてあることが本当に正しく、人は将来も地上で暮らすことになるのであれば、私の希望は無駄だったということなのでしょうか？　私は動くこともできず、ベッドに座り、頭からつま先まで力が入りませんでした。これについて考えれば考えるほど、落ち着いてはいられなくなりました。このことをなんとか解明したくて、私は急いで妹の家に行きました。

妹の家に着くと、そこには中年女性がいて、妹はリー姉妹と紹介してくれました。その後すぐ、私はこの本を読んだ後に感じたことを二人に打ち明けました。リー姉妹は私の話を聞いた後、話してくれました。「チェンさん、主を信仰する私たちは全員が主イエスは人のための場所を用意してくださると御約束され、主がどこにおられようとも私たちもそこにいることになると信じています。主は昇天されておられるので、主が将来再臨される時、主は間違いなく私たちを天に迎え、私たちは主と共に天で暮らすことになると考えています。しかし、このような想像と推論が成り立つのか考えたことがありますか？　私たちの想像通りに主が来臨され、天で暮らすために私たちを御連れくださるのであれば、主の祈りにある『御国がきますように。みこころが天に行われるとおり、地にも行われますように』（マタイによる福音書 6:10）という言葉とヨハネの黙示録に記された『見よ、神の幕屋が人と共にあり、神が人と共に住み、人は神の民となり、神自ら人と共にいまして』（ヨハネの黙示録 21:3）という預言は意味を成さなくなりませんか？　どうやってこれらが成就することができるというのでしょうか？　神が私たちに御与えくださる終着点が天にあれば、神が最初に人類を創造なさった時、神が私たちを地上で生活させた意義は何だったのでしょうか？」これには全く納得がいかなかった私は、こう言って反論しました。「聖書にはそう書いてありますが、主御自身は仰いました。『あなたがたのために、場所を用意しに行くのだから。そして、行って、場所の用意ができたならば、またきて、あなたがたをわたしのところに迎えよう。わたしのおる所にあなたがたもおらせるためである』（ヨハネによる福音書 14:2-3）。主イエスは復活された後に昇天されました。そしてこの聖句で主は私たちのための場所を準備しに行かれると仰っておられます。主のおられる場所に私たちも行くと主は仰っておられます。従って、これは、私たちが地上で永遠のいのちを手にするのではなく、昇天して永遠のいのちを手にすることを神が御約束されたことを証明しています。これを否定できる人はいません！」リー姉妹は根気強く話し続けました。「主が主を信仰する人たちのための場所を準備してくださっておられるのは真実ですが、その場所は実際は地上にあるのでしょうか？　それとも天にあるのでしょうか？　主の御言葉はそれについて言及していません。では、主が私たちのために準備してくださっておられる場所は天にあると言う時、一体何を根拠にそう言っているのでしょうか？　これは主が実際になされた御約束なのでしょうか？　それとも観念や想像でしょうか？　主を信仰する私たちにとっては、全てが主の御言葉に基づいているべきであり、私たち自身の観念と想像で主の御言葉を汚して、それが主の御言葉の意味であると主張するべきではないのです。これは個人的な考えや動機に沿って主の御言葉を説明していることになりませんか？　これは主の御言葉を曲解していることになりませんか？　主の御言葉を説明するために自分たちの頭の中にある想像や、私たちの思考や好みに頼ることはできないのです。それは過ちを犯すことです。創世記2章7-8節には『ヤーウェ神は土のちりで人を造り、命の息をその鼻に吹きいれられた。そこで人は生きた者となった。ヤーウェ神は東のかた、エデンに一つの園を設けて、その造った人をそこに置かれた』とあります。神が最初に地上で人類を創造されたこと、そして人類を創造される前には人類の生存に適した環境を整えるために全てを創造されたことは明らかです。私たちを地上で生活させようという神の御旨が分かります。これに加え、主の祈りでは、主は私たちに神の御国が地上に来ることを神に祈らせておられます。これはヨハネの黙示録でも預言されています。『この世の国は、われらの主とそのキリストとの国となった』（ヨハネの黙示録 11:15）。『神の幕屋が人と共にあり、神が人と共に住み』（ヨハネの黙示録 21:3）。この聖句と預言から、神が私たちのために準備してくださっておられる場所は地上にあり、私たちの将来の終着点も地上にあって、天ではないことが分かります」。リー姉妹の話の内容は私の観念とは正反対でした。私は彼女の言ったことに全く耳を傾けませんでした。私は立ち上がると、怒って彼女に言いました。「もうたくさんです！　私は天国に行けるようにと長年に渡って主のために走り回り、労力を費やし、苦しい思いをしてきたのです！　私は今までずっと主が私を天の御家へと御連れ下さって、これ以上地上で苦しまなくてすむようになることを楽しみに待ってきたんです。それなのにあなたは私たちの終着点は地上にあると言うなんて。そんなこと絶対に受け入れられません」。こう言うと、私は背を向けてその場を後にしました。妹が私に話を少しは分からせようと駆け寄ってきました。「お姉さん、どうしてそんなに頑固なの？　お姉さんが固執しているその観念は正しいの？　主が『あなたがたのために、場所を用意しに行く』と仰った本当の意味を知らないのに、自分の意見を貫こうとしている。愚かなことをしていると思わない？　これは真理を求める人が持つべき態度じゃないわ！　私たちが待ちわびる主イエスは既に再臨されている。全能神は再臨された主イエスなの！　私がお姉さんに読むように渡した本は神御自身の御言葉が書いてあるのよ！　私たちを迎えてくださるように毎日再臨を待っていた主は、戻ってこられたの。注意して耳を傾けていなきゃ。この一生に一度の機会を逃す訳にはいかないのよ！」

私は妹がこう言ったのを聞いてびっくりしました。どうしても今耳にしたことを信じることができませんでした。「主が再臨されておられるですって？　それは本当なの？」妹はこう言いました。「この本に書かれている言葉は聖霊から来たって前に言ったのはお姉さんでしょ？　これを読んだ時、心の糧を大いに授かって、聖霊の働きも内に宿って、主との関係も近くなったって言ってたでしょ？　考えてみて。主の御言葉以外に誰がそんな効果を得られる話し方ができるって言うの？　今、主は働きを実行して、新たな御言葉を発するために再臨され、私たちは神の御言葉の素晴らしさを味わうことができる。もしこのことを探求も調査もせず、ただ盲目的に私たち自身の観念と想像と聖書の文字通りの意味だけに固執し続けていたら、私たちは最終的には自滅することになるわ。聖書に精通していたパリサイ人たちは当時、盲目的に聖書の文字そのものに固執し、聖書に関する自分たちの理解が正しいのかどうか、またはそれが神の御旨と一致しているのかどうかを全く疑おうとしなかった。むしろ、彼らはメシアとは呼ばれていない者は来たるべく救世主ではないと考えて、主イエス様の道が人のいのちに糧を与えることができるのかどうか、それが実践の道を示すことができるのかどうかを調査しなかった。ただ頑固に自分たちの観念と想像に固執し、盲目的に主イエス様の救いを拒否し、最終的には主を十字架に釘付けにするという凶悪な罪を犯したのよ。私たちはパリサイ人たちの足跡を辿って神に抵抗する道を歩むわけにはいかないわ！」妹の言葉を聞いた後、私は妹の言ったことは筋が通っていると思いました。主の御言葉だけが霊が干からびた状態にある時に頼れる解決策です。私はこの本の御言葉を読むようになって以来、自分の霊的状態がどんどん改善していったことを思い返しました。この本は私に神への信仰を与えてくれ、私は主の臨在を感じることができました。真理をいくつか理解できるようにさえなったのです。もしかしてこの本の御言葉は本当に再臨された主の御発言なのでしょうか？　主の再臨は非常に重要な事です。盲目的に拒否して判断してはならず、調査して探し求める努力をするべきであることは分かりました。真理を求めず、神に抵抗しながら自分たちの観念に固執したパリサイ人のようになるわけにはいかないのです！　この時、私は嬉しい驚きと同時に怖くもなりました。嬉しい驚きは、私は今まで主を信仰してきて、主が再臨され私を天国に受け入れてくださり、地上での苦しい生活から解放され、心配事のない生活を送れることを心待ちにしていたからで、その日、主が再臨されておられるという知らせを聞いたからです。これは本当に重要で、喜ばしい出来事でした。怖くなったのは、もし全能神が再臨された主であられるのだとしたら、主に天国に受け入れていただくという私の夢が砕け散ってしまうからでした。私の心は動揺し、さまざまな感情であふれました。無力感に駆られ、私は祈りを通じて主に頼るしかありませんでした。「ああ、主なる神様！　私は毎日、主が来臨されて私を天国の御家に連れて行ってくださることを待ちわびていました。しかし、妹たちは主が私のために御用意くださった終着点はこの地上にあると言っています。私は本当にこの事実と向き合うことができません。私は本当に地上でこのような苦難に満ちた生活を続けたくありません。ああ、主なる神様！　私は今、心の中で本当に苦しんでいます。どうか私を御助け、この先の道へと御導きください」。祈りを捧げた後、主イエスが仰った御言葉を思いだしました。「こころの貧しい人たちは、さいわいである、天国は彼らのものである」（マタイによる福音書 5:3）その通りです！　主は心が貧しくて、真理を求める人たちを好まれ、そのような人たちだけが天国に入れます。私も心の乏しい人になるべきなのです。妹たちの話を注意深く聴くことだけが主の御旨に従うことなのです。

ちょうどその時、リー姉妹が言いました。「主は『心の清い人たちは、さいわいである、彼らは神を見るであろう』（マタイによる福音書 5:8）と仰いました。主の御言葉に耳を傾け、主をお迎えするためには心が純粋であるべきです。今日、神が成される働きは私たちの観念や想像とは一致しませんが、それでも神がなさることは全て善良であり、それは全て人類のためであり、全てに神の御心が込められており、その中には探し求めるべき真理があります。これを完全に理解していないのであれば、私たちは先ず自分たちを脇に置いて、真理を求める努力をしなければなりません。そうすることで、私たちは神の御啓示を受け、神の御旨を理解することができるのです。チェンさん、どうか心を開いて、まだ理解できないことを話してください。話し合って一緒に探求しましょう」。私はリー姉妹の言ったことは筋が通っていて、自分は落ち着いて探求すべきだと感じたのでこう言いました。「リー姉妹、一つ分からないことがあります。どうして私たちの終着点は天にはなく、この地上にあるのですか？」リー姉妹はヨハネによる福音書3章13節の「天から下ってきた者、すなわち人の子のほかには、だれも天に上った者はない」とイザヤ書66章1節の「天はわが位、地はわが足台である」を見つけて、私にこの二節を読ませました。そして、この二節の意味について話してくれました。姉妹の話は突然私の心に光をもたらしました。私はこれらの聖句を以前から知っていたのに、今まで一度も熟考したことがなかったのでしょうか？　天は神の御座であり、地は神の足台であるため、天から降臨された人の子以外に昇天できる人は存在しないと、主はっきりと仰っておられます。それなのに、どうしたら人が昇天するにふさわしくなれるというのでしょうか？　神は人を地上で創造され、人を地上で生活させられました。神が人を創造されて以来、人は何世代にも渡って地上で暮らし増えてきました。神が人類を救うためになされた仕事も全て地上で行われてきました。これは神が遠い昔にお決めになったことであり、誰にも変えられないことです。リー姉妹は続けて、聖書で主が私たちのために場所を用意すると仰ったことに話を関連付けていきました。リー姉妹の説明では、これは終わりの日における受肉した神の出現と地上での働きのことであり、私たちが終わりの日に生まれ、神の御声を聞き、神の御座の前に連れてゆかれ、神による終わりの日の裁きと清めを受け、最後には神の国に導かれることを神はすでにお決めになっていたのだそうです。これが「わたしのおる所にあなたがたもおらせるためである」（ヨハネによる福音書 14:3）の真の意味なのです。神の御国は実は地上にあり、人類の終着点も天ではなく、地上にあることが分かりました！　私は自分の観念と想像の中に生き続けてきた間、神の再臨をただ私を天の生活にお連れ下さることに限定していましたが、これは実は主の御旨にも事実にも一致しないことです！　しかし、私はそれでもサタンに苦しめられるような地上での生活を送りたくありませんでした。私はこの気持ちをリー姉妹に説明しました。

私の話を聞いた後、リー姉妹は『言葉は肉において現れる』という本を開き、全能神の御言葉の中から一節を読んでくれました。「安息の中の生活とは、戦いも汚れも、継続する不義もない生活である。言い換えれば、そのような生活には、神に敵対するいかなる勢力の侵入もないだけでなく、サタン（サタンとは敵対する勢力を指す）による妨害もサタンの堕落も存在しない。万物がおのおのその種類のものに従い、造物主を礼拝する。天上も地上も平穏になる。これが、人類が安息に入った生活である。……神と人が安息に入った後、サタンはもはや存在せず、サタン同様、邪悪な者も、もはや存在しない。神と人が安息に入る前に、かつて地上で神を迫害したことのある邪悪な者たち、地上で神に不従順だった敵たちはすでに滅ぼされている。彼らは終わりの日の大きな災難によって滅ぼされている。そのような邪悪な者たちが徹底的に滅ぼされた後、地上でサタンの妨害を見ることはなくなる。人は完全な救いを与えられ、そうして初めて、神の働きが完全に終わる。これは神と人が安息に入る前提である」（『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」〔『言葉』第1巻〕）。

全能神の御言葉を読み、将来私たちは依然として地上で生き続けるけれど、神が人類を救う働きの最終段階をひとたび終了されたら、サタンは破壊され、地上での生活において私たちはもう二度とサタンから悩まされることはなくなり、苦労したり心配したりすることも、涙を流したりため息をつくこともなくなるのだと私は理解するにいたりました。私たちの生活はアダムとエバがかつてエデンの園で暮らしていた時のようになるのです。私たちは自由に神を崇拝できるようになり、神と共に美しく、恵まれた生活を送るのです。これが人類の終着点であり、神が終わりの日における働きの中で一番最後に達成なさることなのです。これは本当に偉大なことです！　その瞬間、私は叫びました。「誰が人類の終着点についてこれほど明確に語ることができるのでしょうか？　一体だれが人類の最後を取り決めることができるのでしょうか？　それは神のみがし得ることです！」全能神の御言葉の中に私は神の御声を認め、全能神の働きとは神の出現であり働きであることだと知ったのです！　私の中にあった観念はついに消え去り、私は終わりの日の全能神の働きを喜んで受け入れ、神の御座の前に戻りました。


11. 主との再会

全能神は言われます。「終わりの日のキリストはいのちをもたらし、変わることなく永遠に続く真理の道をもたらす。人はこの真理を通していのちを得ることができ、この真理を通してのみ、神を知り、神に良しと認められる。終わりの日のキリストが与えるいのちの道を求めないなら、あなたは決してイエスに良しと認められず、天国の門をくぐる資格も得られない。なぜなら、あなたは歴史の操り人形であり、歴史に囚われた人だからである。規則や文字に支配され、歴史に束縛される者は、決していのちを得ることができず、永遠のいのちの道も得られない。と言うのも、彼らがもっているのはどれも、玉座から流れるいのちの水ではなく、何千年も執着してきた汚水だからである。……神の働きの歩みは、押し寄せる波や轟く雷鳴のごとく広大で力強い。それでも、あなたは自分の愚かさに固執して何もしないまま、座して滅びを待っている。このままで、あなたは小羊の足跡に従う者だと見なされようか。あなたが神として固執するものが、常にあたらしく古びない神だと正当化できようか。あなたの黄ばんだ本の言葉があなたを新しい時代に運んでくれることがあろうか。神の働きの歩みをたどれるよう導いてくれようか。そして、それらがあなたを天国に引き上げられるだろうか。あなたがその手でつかんでいる物は、つかの間の慰めを与えられる文字でしかなく、いのちを与えられる真理ではない。あなたが読む聖句は、あなたの舌を肥やせるだけで、あなたが人生を知るうえで助けとなる知恵の言葉ではなく、ましてやあなたを完全にするよう導く道などではない。この食い違いを見て、あなたはよく考えてみようとは思わないのか。そこに含まれる奥義をあなたに理解させることはないのか。あなたは、自分で自分を天に引き上げ、神に会わせることができるのか。神が来なくても、あなたは自らを天に引き上げ、神と共に家族の幸福を楽しむことができるのか。あなたはいまだに夢を見ているのか。それなら、わたしは勧める。夢を見るのを止めよ。今働いているのが誰かを見よ。今、終わりの日に人を救う働きをしているのが誰かを見よ。そうしなければ、あなたが真理を得ることは決してなく、いのちを得ることも決してない」（『言葉は肉において現れる』）。この全能神の御言葉に、私は自分の信仰を振り返りました。私は宗教的観念と聖書の言葉に固執するあまり終わりの日の神の救済への扉を閉ざすところでした。神の驚くべき方法により私は、神の声を聞き、主の再来を迎えるという幸運を得たのです。

2年前のある朝、早朝に目が覚めた私は枕元の聖書を開き、主イエスによるパリサイ人の叱責を読みました。「それから、イエスは宮にはいられた。そして、宮の庭で売り買いしていた人々をみな追い出し、また両替人の台や、はとを売る者の腰掛をくつがえされた。そして彼らに言われた、『「わたしの家は、祈の家ととなえらるべきである」と書いてある。それだのに、あなたがたはそれを強盗の巣にしている』」（マタイによる福音書 21:12-13）。当時の私は、少し気持ちが沈んでいました。そのときの教会の状態が、律法の時代末期の聖殿そのものだと感じていたからです。教会の牧師や長老たちは、「信徒は互いを愛せよ」と言いながら自分たちは嫉妬によるもめ事や、奉納物をめぐる口論に忙しく信徒のために祈る見返りにわいろを受け取る人さえいて受け取る金額によって祈りの時間を変えることもありました。教会のメンバーのほとんどは消極的で頼りなく、集会に来る人の数も日ごとに減り、牧師や長老は、心を込めた説教をすることも主の羊たちを牧養する方法を追求することもないのに信徒の結婚式の司祭役は喜んで務めるのです。そうなんです。神を崇める場所であるはずの教会がまるで結婚式場と化していてこう思わずにはいられませんでした。「牧師も長老も主の道から離れてしまった。教会は完全に世俗的な雰囲気。聖殿が寂れ、盗人たちの巣窟となった律法の時代の末期のようだわ。主はこのような教会に再来されるだろうか」。

そう考えていた時、電話のアラームが鳴りました。そしてアラームを止めた時に、YouTubeのおすすめ動画の通知に気づいたのです。それは全能神教会からのものでした。とても不思議でした。それまで、その教会のチャンネル登録をしたことはありません。なぜ通知が来たのだろう。そこで思い出したのは、そのひと月ほど前に、友人に連れられてその教会に話を聞きにいったのですが、その内容がとても新鮮で、ためになりよい収穫があったことでした。もう少し調べてみたかったのですが、全能神教会は、主イエスはすでに再来していて、終わりの日の裁きの働きを行い、多くの真理を表していると証言しています。『言葉は肉において現れる』という本は、全能神が表した御言葉であふれていました。集会では、全員で全能神の御言葉を読んで交わるという話です。私には全く理解できませんでした。牧師や長老は常に神の御言葉と働きはすべて聖書にあり聖書の外には存在しないと説いていたからです。主が新たな御言葉を発しているなんてどうして言えるのか。信徒たちは何世代にもわたり、聖書を信仰のよりどころとしてきました。主を信じることは聖書を信じること。主への信仰にそれ以外はありえません。その後、友人からその教会に行こうと誘われるたびに断っていました。だから全能神教会のリンクが表示されているのを見てもタップしませんでした。

でも驚くことに、それから数日間その教会のチャンネルの映画や讃美歌がおすすめ動画として通知されてくるのです。私は思いました。「チャンネル登録していないのにこんなに通知がくるなんてこれは主のお導きなの？　全能神教会のチャンネルを見ることが、主の御心なの？」そこで私は主に祈りました。「主よ！　どうしてこのような動画の通知が何度も送られてくるのですか。彼らはあなたはすでに再来したと説いている。本当ですか。動画を観てみるべきでしょうか。主よ、お導きください」。祈りをささげた後、主イエスの御言葉が頭に浮かびました。「こころの貧しい人たちは、さいわいである、天国は彼らのものである」（マタイによる福音書 5:3）。主の再来は大ごとです。ですから、それを聞いたとき謙虚に探究し、調べ、慎重に考えなければと思いました。全能神が本当に主イエスの再来なのか。それを探究したり調べたりしないまま、仮にそれが本当だった場合私は主の再来を迎える機会を逃していることになるのでは？　そう考えた私は、教会の動画を観てみることにしました。ウェブサイトを見てみるととても内容が豊富でした。映画、讃美歌、合唱、そして経験や証言についての記事が多くありました。「私の愛する方よ、どうか待っていてください」という讃美歌の動画がありその歌詞に大きな感銘を受け、これまでずっとさびれた教会にいたことそして聖霊の働きを行う教会を探していたことを思いました。サイトを見れば見るほど、得られるものがあると感じた私はこの教会を理解し、もっと深く知りたいと思いウェブサイトでもっと多くの映画を見つけました。

ある日、福音の映画を観たのですがそれは主に神と聖書の関係についての映画でした。そこで決して忘れられない神の御言葉の一節に出会ったのです。「聖書が存在するようになって以来、人々の主への信仰は聖書への信仰であり続けた。人々は主を信じていると言うよりは、聖書を信じていると言ったほうがいい。聖書を読み始めたと言うよりは、聖書を信じ始めたと言ったほうがいい。そして、主の前に帰ったと言うよりは、聖書の前に帰ったと言ったほうがいいだろう。このように、人々はまるで聖書が神であるかのように、まるでそれが自分たちのいのちの源であって、それを失うのはいのちを失うことと同じであるかのように、聖書を崇める。人々は聖書を神と同じくらい高いものと見なしており、神より高いと思う人さえいる。たとえ聖霊の働きがなくても、また神を感じられなくても、人々は生きていける。しかし、聖書を失くしたり、あるいは聖書の有名な章句を失ったりしたとたん、まるでいのちを失ったかのようになる。……たいていの人は、なぜ神を信じなければならないのかも、どう神を信じるべきかもまったく理解しておらず、聖書の章句を解読しようと闇雲に手がかりを探すだけである。人々は聖霊の働きの方向を追求したことがない。これまでずっと、懸命に聖書を研究し、調べる以外のことをしておらず、聖書の外で聖霊のより新たな働きを見出した者はいなかった。誰一人、聖書から離れたことがなく、あえてそうしようともしなかったのである。」（『言葉は肉において現れる』）。この部分を観て思いました。「これはまさしく私の聖書に対する態度だわ。聖書は主の象徴であり、主を信じることは聖書を信じることに等しく2つは切り離せないと思っていた。でも理解できないのは聖書は主の証を立てるもので、私たちの信仰の根底を成していて、クリスチャンにとって2000年もの間、信仰の礎だったということ。それが主の御心に沿わないなんて、そんなことがあり得るの？　一体どういうことなの？」

答えを求めて、さらに映画を観ました。福音を伝道する登場人物が、次の神の御言葉を読みました。「彼らはわたしの存在を聖書の範囲内においてのみ信じている。そういう人々にとって、わたしは聖書と同じである。聖書がなければ、わたしはいない。わたしがいなければ、聖書はない。彼らはわたしの存在や行為を無視し、その代わりに聖書の一字一句に極端かつ特別の注意を注ぐ。そして、その多くは、聖書で預言されていない限り、わたしは自分がしたいことは何もしてはいけないとさえ信じている。彼らはあまりにも聖書の文章を重視し過ぎている。彼らは言葉と表現を大事にするあまり、聖書の語句を用いてわたしの発する一語一語を評価したり、わたしを批判するほどである、と言える。彼らの求めているのは、わたしとの融和の道ではなく、また、真理との融和の道でもなく、聖書にある言葉と融和する道なのである。また、彼らは、聖書に合致しないものは、例外なく、わたしの働きではないと信じている。そうした人々はパリサイ人の従順な子孫なのではないか。ユダヤのパリサイ人は、モーセの律法に基づいてイエスを罪に定めた。彼らは当時のイエスとの融和を求めず、律法に文字通りに忠実に従うあまり、イエスが旧約の律法に従っておらず、またメシヤでもないという罪で、ついに無実のイエスを十字架につけたのである。彼らの本質は何であったのか。彼らは真理と融和する道を求めていなかったのではないか。彼らは聖書の一字一句にこだわり、わたしの心とわたしの働きの手順や方法には無関心でいた。彼らは真理を求めた人々ではなく、あくまで言葉に固執した人々であった。彼らは神を信じたのではなく、聖書を信じていた。つまるところ、彼らは聖書の番犬であった」（『言葉は肉において現れる』）。この全能神の御言葉を読んだ後、彼らは交わりに入りました。そして、「信仰を持つ者はみな、主への信仰は聖書への信仰に等しく、聖書以外は主への信仰ではないと考えるがこれは間違いだ」と言うのです。そしてこうも言いました。「主イエスが伝道と働きを行っていた時その信徒たちはイエスの働きと言葉を受け入れるため聖書を離れたが彼らは主イエスの真の信徒ではなかったのか。ユダヤ教を信じるパリサイ人はみな聖書に固執したが真理を表し、贖いの働きを行った主イエスを磔にした。何が問題だったのか。聖書に固執することは、主を知ることになるのか。主の道に従い、主を畏れ、従うことを意味するのか。神は創造主でありすべての生命の源だが聖書は神の過去の働きと言葉の記録に過ぎない。それがどうして神と同等になりえるのか主を信じる者たちはやみくもに聖書を信じ崇拝し、神と同等に扱い聖書を、主とその働きの代わりとすることもある。それは主を貶め、冒とくしていることになるのではないか聖書に固執し、主の出現と働きを追求しない者は、真の意味で主を信じ、主に従っているといえるのか。主イエスはパリサイ人にこう言った。『あなたがたは、聖書の中に永遠の命があると思って調べているが、この聖書は、わたしについてあかしをするものである。しかも、あなたがたは、命を得るためにわたしのもとにこようともしない』（ヨハネによる福音書 5:39–40）。またこうも言った。『わたしは道であり、真理であり、命である。だれでもわたしによらないでは、父のみもとに行くことはできない』（ヨハネによる福音書 14:6）。主イエスは、神と聖書の関係について非常に明確に述べている。聖書は単に神の証を立てるものであり、神を象徴するものでもなく神の救済の働きに代わるものでもないと。聖書のみを大切にしていても、永遠のいのちは得られない。キリストのみが、道であり、真理であり、いのちなのだ。いのちを得るためには主を求めなければ！」

映画を観終わり、深く感動しました。映画で言っていたことは全部正しく、主イエスの御言葉に沿っていました。聖書は主の象徴ではないと気づきました。私たちにいのちを与えるのはイエスであり、聖書ではありません。聖書を信じることは、主を信じ従うことと同じではないのです。ですが、それまでずっと聖書は主の象徴だと思っていました。私は聖書を主よりも上に見ていたのでしょうか。考えるほど、全能神の御言葉には真理があるように思え、迷いを取り去ってくれるように感じました。主を迎える機会を逃さないよう、慎重に答えをさがし、調べなければと思いました。そして、友人とともに全能神教会を再び訪れたのです。教会では、兄弟姉妹が私たちを温かく迎え入れ、辛抱強く交わりをもってくれました。私は自分の迷いを説明しました。「牧師や長老たちはいつも集会の中で神の働きと御言葉のすべては聖書の中にあり聖書以外に、神の働きや御言葉を含むものはないと言います。しかしあなた方は、主イエスは全能神として再来していて終わりの日に新たな働きを行い、新たな御言葉を発していると証を立てています。どういうことなのですか」。

その返答として、周姉妹が全能神の御言葉をいくつか読んでくれました。「聖書を理解して解釈できることは、真の道を見つけるのと同じことだと多くの人が信じている。しかし、物事は本当にそれほど単純だろうか。聖書の実情を知る人はいない。つまり、聖書は神の働きに関する歴史的記録に過ぎず、神による以前の二段階の働きについての証しであること、また聖書は神の働きの目的について何も教えていないことを、誰も知らないのである。聖書を読んだことがある人はみな、そこには律法の時代と恵みの時代における二段階の神の働きが記録されていることを知っている。旧約はイスラエルの歴史と、創造から律法の時代の終わりに至るヤーウェの働きを記録している。また新約では、地上におけるイエスの働きが四福音書に記されており、それとともにパウロの働きも記録されている。これらは歴史的記録ではないのか。」「聖書に記録されていることは限られており、神の働き全体を表わすことはできない。四福音書をすべて合わせても百章以下であり、その中に書かれている出来事は限られている。たとえば、イエスがイチジクの木を呪ったこと、ペテロが主を三回否定したこと、イエスが磔刑と復活の後、弟子たちの前に現われたこと、断食についての教え、祈りについての教え、離婚についての教え、イエスの誕生と系図、イエスの弟子たちの任命などである。しかし、人々はそれらと現在の働きとを比べることさえして、それらを宝として大切にする。そのような人は、神にはこの程度のことしかできないとでも言うように、イエスが生涯に行なった働きはその程度にしかならないとさえ信じている。それは馬鹿げたことではないか。」「当時、イエスは恵みの時代において弟子たちに一連の説教しか語らなかった。たとえば実践のしかた、集い方、祈る際の求め方、他の人々の扱い方などである。イエスが実行した働きは恵みの時代の働きであり、弟子たちやイエスに従う人々がどのように実践すべきかについてしか釈義しなかった。恵みの時代の働きをしただけで、終わりの日の働きは何もしなかった。……各時代の神の働きには明確な境界がある。神は現在の時代の働きだけを行い、次の段階の働きを前もって行うことは決してない。このようにしてのみ、神の各時代の代表的な働きは前面に引き出される。イエスは終わりの日のしるし、いかに忍耐するか、いかにして救われるか、いかに悔い改め、告白するか、また、いかに十字架を負い、苦しみに耐えるかについてしか語らず、終わりの日に人はどのように進入すべきか、どのように追求すれば神の心を満足させるかについては語らなかった。したがって、終わりの日の神の働きを聖書の中に捜し求めるのは誤った考えに基づく行為ではないだろうか。手に聖書を携えているだけでなにを見分けることができるのか。聖書の解釈者であれ説教者であれ、誰が今日の働きを予知することができようか。」「律法の時代の働きを見たければ、また、イスラエル人がどのようにヤーウェの道に従ったかを見たければ、旧約聖書を読まなければならない。恵みの時代の働きを理解したいのなら、新約聖書を読まなければならない。しかし、終わりの日の働きはどうすればわかるのか。それには今日の神の導きを受け入れ、今日の働きに入らなければならない。なぜなら、それが新たな働きであり、過去に誰も聖書に記録していないからである。……今日の働きは人間がかつて歩んだことのない道であり、誰も見たことのないものである。それはかつて行なわれたことがない働きであり、地上における神の最新の働きである。……今日の働きを細部に至るまで漏らすことなく、事前に記録することが誰にできよう。一切の慣習を拒む、より大きく賢いこの働きを、あのカビ臭い古い本に誰が記録できようか。今日の働きは歴史ではない。だから、今日の新たな道を歩みたいのなら、聖書から離れなければならない。聖書の預言書や歴史書を越えなければならない。そうしてはじめて、新たな道を正しく歩むことができ、そうしてはじめて、新たな領域、新たな働きに入ることができる」（『言葉は肉において現れる』）。

全能神の御言葉を読んだ後、周姉妹はこう交わりを続けました。「聖書を知る人はみな旧約聖書と新約聖書は律法の時代と恵みの時代における2段階の神の働きをただ記録したものだと理解しています。聖書は神の働きの証です。神が働きの1段階を終えるたびに、それを経験した人たちが神の働きと御言葉を記録しました。そしてそれらの記録が聖書としてまとめられたのですしかし2つの時代の神の働きと御言葉のすべてが聖書に記録されているわけではなく聖書の中の主イエスの御言葉は、氷山の一角にすぎません。『ヨハネによる福音書』にも書かれています。『イエスのなさったことは、このほかにまだ数多くある。もしいちいち書きつけるならば、世界もその書かれた文書を収めきれないであろうと思う』（ヨハネによる福音書 21:25）。また律法の時代における預言者の預言の中に、聖書に記録されていないものがあるというのは周知の事実ですですから牧師や長老が、神の言葉がすべて聖書に記録され神の働きや御言葉が聖書以外に存在しないと言うのは事実に反していませんかそれは彼らの嘘や欺瞞ではないのでしょうか神は創造主であり、偉大で豊かな存在です。聖書という一冊の書物が、その働きと言葉を完全に網羅することなどできるでしょうか」周姉妹はそう話した後、『ヨハネの黙示録』を読んでくれました。「わたしはまた、御座にいますかたの右の手に、巻物があるのを見た。その内側にも外側にも字が書いてあって、七つの封印で封じてあった」（ヨハネの黙示録 5:1）「すると、長老のひとりがわたしに言った、『泣くな。見よ、ユダ族のしし、ダビデの若枝であるかたが、勝利を得たので、その巻物を開き七つの封印を解くことができる』」（ヨハネの黙示録 5:5）そして交わりを続けました。「巻物は内側にも外側にも字が書かれていて、7つの封印で封じられている、終わりの日の再来した主だけが、巻物を開き、7つの封印を解ける。そう黙示録に記されています。これが、内側に書かれた字を読む唯一の方法なのです。黙示録でも何度も予言されています。『耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい』（ヨハネの黙示録 2:7）。聖書の預言は、再来した主はさらに多くの御言葉を発すると証明しています。再来した主の働きと御言葉を、事前に聖書に記録できますか。聖書の中の神の御言葉は、終わりの日に聖霊が教会に告げる言葉の代わりになりえますか。小羊によって開かれた巻物の代わりになりえますか。終わりの日の裁きの働きの代わりになりえますか」。これを聞き思いました。「これまで何度も読んだ文章なのに、なぜ私はそういった疑問を抱かなかったのかしら」。周姉妹はさらに続けました。「聖書は神の過去の働きの記録です。旧約聖書が生まれてから長い年月が経った頃主イエスが現れ、恵みの時代の贖いの働きを行いましたが主の働きと御言葉は自動的に聖書になったのでしょうか神の働きと御言葉は人が編成し、聖書にまとめなければなりませんでした全能神は終わりの日に現れ、人類を清め救うために全ての真理を表しました。これらの真理は自動的に聖書になったのでしょうか神の働きと御言葉がすべて聖書に記録されていて、それ以外には存在しないという主張は不正確で馬鹿げた見方で、人間の観念と想像が作り上げたものなのです」。

周姉妹の交わりには、とても学ぶものがあり、そのすべてが事実と合致すると思いました。聖書は律法の時代と恵みの時代という神の働きの2段階を記録したものにすぎず神の働きの証ではあるけれど主そのものや、終わりの日の主の働きや御言葉に代わるものではない。主イエスの働きと御言葉さえ、そのすべてが聖書に記録されていないのに終わりの日の神の働きと御言葉が時をまたいで聖書に記録されているなんてありえません。私は牧師や長老の言葉に従い神の働きや御言葉を聖書の中のものだけに限定し、聖書以外に、神が発したものはないと思っていました。目を開けながら寝言を言っていたようなものです。主を限定し、冒とくしていたのです。深い後悔の念に襲われ、もっと早く全能神の御言葉を読めばよかったと思いました。牧師や長老にやみくもに従い、観念や想像で神の働きを限定すべきではありませんでした。このような考えは大変有害です。

周姉妹はさらに、別の論点について話しました。なぜ、終わりの日の神の働きと御言葉を受け入れず聖書だけに固執した場合神の国に行けず、永遠のいのちを得ることができないのかという点です。「聖書は、神の働きの2段階を記録したものに過ぎず、終わりの日に人類を裁き清める神の働きに代わるものではありません律法の時代において神の主な働きは、律法と戒めを公布し、地上に生きる人々を導くことでした。恵みの時代、主イエスは贖いの働きを行いました。磔にされることでサタンの領域から人類を救いだし私たちの罪を贖い、神に祈る資格を与えてくれました。私たちが神の恵みを享受できるように。しかしそれでも私たちの罪深い本性と罪の根源は解決されなかったため私たちはいまだに嘘をつき、罪を犯し、神に逆らい抵抗しているのです神の国に入る資格はありません。だからこそ主イエスは自らの再来を預言しました。人を裁き完全に救済するため、終わりの日に真理を表すと預言したのです。『ヨハネによる福音書』にこうあります。『わたしには、あなたがたに言うべきことがまだ多くあるが、あなたがたは今はそれに堪えられない。けれども真理の御霊が来る時には、あなたがたをあらゆる真理に導いてくれるであろう』（ヨハネによる福音書 16:12–13）。またこうもあります。『わたしを捨てて、わたしの言葉を受けいれない人には、その人をさばくものがある。わたしの語ったその言葉が、終りの日にその人をさばくであろう』（ヨハネによる福音書 12:48）。終わりに日に現れ、真理を表し、裁きの働きを行う全能神は、主イエスの預言を完全に体現しています。全能伸が表した何百万もの御言葉はすべてを網羅しています。聖書の奥義を明らかにし、神の国の未来について預言し、人類の終着点について論じ、人類が神に背く根源を分析しています神はまた、人間が完全な救済を得るために必要な真理を非常に明確に示していますそれは、人を救うための神の働きの3段階や、終わりの日の裁きの働きの奥義と神の受肉の奥義の内幕を含むものです。神は、サタンがどのように人類を堕落させ、神の働きがどのように人を救うのか、サタンによる人類の堕落の本質と真相や、神への真の信仰、服従、愛とは何かそして有意義な人生を生き抜く方法を明らかにしています。全能神が表した真理は、終わりに日に神が与える永遠のいのちにつながる道なのです聖書に固執し、終わりに日に神の裁きと清めを受け入れなければ真理を得られず、罪からも解放されず、完全に救われず、神の国にも入れません」。

全能神教会の兄弟姉妹のこの交わりのおかげで終わりの日の全能神の裁きの働きが、聖書の預言を完全に満たしていることがわかりました。全能神の御言葉は真理であり、神の声なのです。そして終わりに日に神がくださる永遠のいのちへの道なのです。神の働きや御言葉が聖書だけに限られると思ったのは牧師や長老の話を聞き、宗教的観念にしがみついていたからでした。私は終わりの日の神の働きを受け入れず、追求せず神の現在の御言葉による糧を得られず、闇におちていました。全能神教会の動画をYouTubeですすめて私に神の声を聞く幸運を与えて下さった神の慈悲と救済がなければ私はまだ牧師や長老に従い、終わりに日の神の働きを求めることも調べることもなかったでしょう。その場合、聖書を何百年読もうとも、主の再来を迎えることはできなかったでしょう。終わりの日に神の救済を得られるのはすべて神のお導きのおかげです。これは、神の驚くべき救済なのです。


12. 三位一体の謎、明かされる

マレーシア　静默（ジンモ）

1997年、私は幸運にも主イエスの福音を受け入れました。洗礼を受けたとき、牧師は三位一体の神、すなわち父、子、聖霊の名において祈り、授洗しました。以来、私は祈るとき、いつも慈愛ある天の父、救い主イエス、聖霊である三位一体の御名において祈りを捧げました。しかし心の中には、どうして三つが一つでありえるのかという疑問が常にありました。三位一体が何であるかについて完璧に表現することも理解することもできなかったのです。

二年後、私は教会の執事になりました。信仰について学んでいる入信希望者たちに付き添うとき、三位一体の意味を尋ねる人がよくいました。信仰告白の際に父、子、聖霊の三位一体について尋ねられることもよくありました。私もこの奥義を理解していなかったので、答えられたためしがなく、そのことでとても悩みました。私はこの問題についてはっきり理解したいと強く思ったため、決定的な答えが得られることを期待して、牧師と説教師に説明を求めました。しかし彼らの返答は基本的に次のようなものでした。「神は三位一体であり、父、子、聖霊から成り立っています。父は私たちの救いの計画を立てられ、子がそれを完結され、聖霊が計画を実行されます。父は神であり、子は神であり、聖霊も神です。三つの位格が揃って一つの真の神なのです」こう説明されても、私はなおさら戸惑うだけで、「でも神が三位格ならどうして一つの神でありえるのですか？」と尋ねました。すると彼らは私に「三位一体は奥義です。深く考え過ぎないでください。ただ信仰に頼って信じてください。それだけでいいのです」と言ったのです。私はこのことで非常に困惑したままでしたが、「もう考えるのはやめよう。ただ信じるんだ」と思い、無理に受け入れようとしました。祈るときは、やはり慈愛ある天の父、救い主イエス、聖霊という三位一体の神に祈りました。そのように祈らないと神に祈りを聞いて頂けないと感じ、そのうちの一位格にだけ祈ったのでは聞いて頂けないだろうと不安でした。そのため、何年もこのような混乱の中にい続け、自分の想像上の三位一体の神を信じていました。以後も、教会の兄弟姉妹に三位一体の意味を尋ねられると、いつもどう答えるべきかわかりませんでした。ただ、牧師に言われたことに従って答えることしかできませんでしたが、兄弟姉妹が本当に納得していないことは表情からわかりました。このため私は無力感を覚え、ただ祈りにおいて主の御前に出ることしかできませんでした。「愛する天のお父様に感謝します。兄弟姉妹や入信希望者に三位一体について質問されたとき、どう答えるべきかわかりません。どうか助けてください。私が三位一体がどういう意味であるかを理解し、もはやこの問題で混乱しなくなるように聖霊のお導きがありますように。そして多くの人が神様を知るようになりますように」。

2017年5月、私はある姉妹とFacebookで知り合いました。彼女はとても愛情深くて辛抱強く、お互いに聖書の節をいくつか伝えて話し合った後、私は彼女の交わりに光があることに気づきました。そこから多くのことを学び、ぜひ彼女と意見を交換したいと思いました。彼女は後で私と他の数人の兄弟姉妹を何回か集会に連れて行ってくれました。この集会での交わりを通して、私は受肉とは何か、主がいかに到来されるかなど、今までわからなかった真理がある程度わかるようになりました。私はそうした真理から多くのことを得て、聖書の幾つかの節について以前より明確な理解を得ました。私が姉妹に、聖書を読むことでどうして私よりもそんなに理解できるのかと尋ねると、彼女は答えました。「私が理解していることはすべて神の御言葉を読むことから来ています。私たちの主イエスはすでにお戻りになられたんですよ。主は御言葉を表して終わりの日に新しい働きをなさるために人の子として受肉されました」。私はこの知らせに驚いて胸を躍らせ、「本当に？　主が本当に戻られたのですか？」と姉妹にどんどん質問しました。彼女は確信をもって「ええ、本当です！」と答えると続けて、主は終わりの日に受肉してお戻りになったが、神の御名が変わり、神は今、全能神という名、すなわちヨハネの黙示録で預言された「全能者」だと言うのです。「全能神」という名前を聞いた瞬間、私はドキッとして思いました。「全能神？　東方閃電じゃないの？　うちの牧師は私たちに東方閃電に警戒すること、関わってはいけないと言った。しかも、私たちは主イエスを信じているけれど、この姉妹は主イエスが戻られて全能神と名乗られたと言っている。ではどうして名前が違うの？　私は道を外れてしまわないかしら？」しかしこうも思いました。「この姉妹と知り合ってから、私は彼女の話すことが聖書と合致するだけでなく、すごく勉強になるし、明らかに聖霊の啓きがあるのを見てきた。この道が間違っているなら、どうしてそこに聖霊の働きがあるの？　彼女の話を聞き続けるべきかな？　やめた方がいいかな？」

相反する感情に引き裂かれるように感じていたそのとき、姉妹が以前伝えてくれた一節を急に思い出しました。「受肉した神はキリストと呼ばれるので、人に真理を与えられるキリストは神と呼ばれる。ここには何の誇張もない」（『神の出現と働き』「終わりの日のキリストだけが人に永遠のいのちの道を与えられる」〔『言葉』第1巻〕）。この節はキリストに言及し、キリストが人々に真理を与えることができると述べています。ヨハネによる福音書第14章6節で、主イエスは「わたしは道であり、真理であり、命である。だれでもわたしによらないでは、父のみもとに行くことはできない」と仰せられました。主イエスはキリスト、肉となられた神であり、「わたしは道であり、真理であり、命である」と仰せられたのです。全能神の言葉も主イエスの御言葉もキリストと真理に触れています。私は「全能神がキリストなら、真理を表して人のいのちの糧を施せるはずだ」と思い、姉妹が最近私に読んでくれた全能神の多くの言葉について考えました。その朗読を聴いていたとき、そこに権威と力がこめられていると感じ、全能神の言葉は本当に真理で、聖霊から来たものだと感じていました。そのため、この道が真の道であり、間違っているはずがないと悟ったのです。聖書には「したがって、信仰は聞くことによるのであり、聞くことはキリストの言葉から来るのである」（ローマ人への手紙 10:17）と述べられています。「もし全能神が主イエスの再臨であり、私がこの道を求めも調べるもせず、牧師や長老が言うことを盲目的に信じたなら、主の救いを逃し、主の再臨を迎えることができなくならない？」そう考えると、私は終わりの日の全能神の働きをよりよく理解できるように、あと数回は集会に参加することにしました。

また別の集会で、姉妹は神の御言葉の次の一節を私たちに伝えてくれました。「今日の働きは恵みの時代の働きを推し進めてきた。すなわち、六千年にわたる経営（救いの）計画全体における働きが前進したのである。恵みの時代は終わったが、神の働きはさらに前進している。今の段階の働きは恵みの時代と律法の時代を基礎にしていると、わたしが繰り返し言うのはなぜか。これは、今日の働きが恵みの時代に行われた働きの延長であり、律法の時代に行われた働きを向上させたものだからである。これら三つの段階は密接に結びついており、それぞれがその次の段階に繋がっている。また、今の段階の働きはイエスによってなされた働きの上に築かれていると、わたしが言うのはなぜか。この段階がイエスによってなされた働きの上に築かれたのでなければ、この段階でもう一つの磔刑が起きていなければならず、過去の段階における贖いの働きも一からやり直す必要があるはずだ。これは無意味なことだろう。従って、働きは完全に終わったのではなく、時代が前進し、働きの水準が以前に比べていっそう高まったということである。今の段階の働きは律法の時代を基礎とし、イエスの働きという岩盤の上に築かれると言うことができるだろう。神の働きは段階ごとに築かれ、今の段階は新しい始まりではない。三段階の働きが結合して初めて六千年にわたる経営（救いの）計画とみなすことができる」（『神の出現と働き』「二度の受肉が、受肉の意義を完成させる」〔『言葉』第1巻〕）。その後、姉妹は次のように話してくれました。「神の働きはいつも前進しており、神は人の必要に応じて異なる時代に異なる働きをなさり、異なる名を名乗られます。しかし、神がどんな名前でどの段階の働きをなさっても、本質では常に神ご自身が人類を救う働きをなさるのです。律法の時代、神はヤーウェという名で働きを行なわれました。地上における人の生活を導くための律法と戒めを発布され、そうして人に罪とは何か、人がいかなる規則に従うべきか、いかに神を礼拝すべきかなどを知らせてくださったのです。恵みの時代、神は肉となってイエスと名乗られ、律法の時代の働きを土台として、人類を贖うべく十字架付けになるという働きを行なわれ、その結果、人の罪は赦されました。現在、神の国の時代という最後の時代に、神は二度目の受肉をなさり、全能神と名乗られ、贖いの働きを土台としてで人を裁き、清めるという働きを行われています。その結果、人がその内にもつ罪深い本性と堕落した性質が除去され、人が罪を犯して神に抵抗する根本原因がきっぱりと解消されます。三つの働きの段階は完全に相互補完的で、各段階はその前の段階より高く深くなっています。神の働きのどの段階も単独では成立しません。三つの働きの段階が織り交ざったものだけが、神が人類を救うために行われる完全な働きを成し、それらが一緒になって神の人類のための六千年の経営(救いの)計画なのです。神が御名を用いられるのは単に時代を区別し、時代を変えるためであり、そのため私たちは神の御名が時代とともに常に変化するのを目にするのです。しかし、神の御名がどうに変わっても、神はそれでも一つの神です」神の御言葉と姉妹の交わりを聞いて、私は驚愕しました。それまでずっと主を信じてきましたが、神の六千年の経営の働きを説明できる人に会ったことはありませんでした。しかし、全能神の御言葉はこの奥義を明らかにしました。この言葉は本当に神の御声だったのです。私は信仰の道を外れませんでした。全能神は本当に主イエスの再臨です。ただある時代から別の時代に移行するのに神が御名をお変えになっただけなのです。しかしそれでも一つの神です。

私はこのことについてさらに数日間調べ続けました。姉妹は私たちに神が終わりの日に行われる裁きの働き、神の御名の意義といった真理の側面について交わってくれ、私は聞けば聞くほど明瞭な理解を得ました。ある日、彼女が「神の御言葉は聖書の奥義をすべて明らかにしました」と言い、私はこれを聞くと心がすぐに明るくなりました。私は彼女に何年も自分をこんなに悩ませている三位一体の問題のことを話しました。姉妹は神の御言葉の一節を読んでくれました。全能神は仰せられます。「あなたがたの中の誰かが三位一体は実際存在すると言うならば、この三位格で一つの神とは一体何か説明してみたまえ。聖なる父とは何か。子とは何か。聖霊とは何か。ヤーウェは聖なる父なのだろうか。イエスは子なのだろうか。それでは聖霊についてはどうか。父は霊ではないのだろうか。子の本質も霊ではないのだろうか。イエスの働きは聖霊の働きではなかったのだろうか。当時のヤーウェの働きはイエスの働きと同じ霊によって行われたのではなかったのだろうか。神はいくつの霊を持つことができるのだろうか。あなたの説明によると、父、子、聖霊の三位格は一つである。もしそうなら、三つの霊がいることになるが、霊が三ついるということは神が三ついることを意味する。となると唯一の真の神はいないことになる。こんな神がどうして神の本来備え持つ本質を持つことができるだろう。神は一つであることを受け入れるならば、神はどうして子を持ち、父であることができるのか。これらはすべて観念にすぎないのではないか。神は唯一で、この神の中には唯一の位格しかなく、神の霊は唯一である。聖書に「唯一の聖霊、唯一の神のみがいる」と書かれている通りである。あなたの言う父と子が存在するかどうかにかかわらず、結局は唯一の神のみがあり、あなたがたが信じる父、子、聖霊の本質は聖霊の本質である。言い換えれば、神は一つの霊であるが、すべての上に立つことができるのはもちろん、肉体になり、人々の中で暮らすこともできる。神の霊はすべてを含んでおり、どこにでも存在する。神は同時に肉体の形になり、全宇宙に、そしてその上に存在することができる。すべての人々が神は唯一の真の神であると言うので、神は一つだけで、誰も意のままに分けることはできない。神は唯一の霊で、唯一の位格である。そしてそれが神の霊である」（『神の出現と働き』「三位一体は存在するのか」〔『言葉』第1巻〕）。

姉妹は交わりで話してくれました。「神の御言葉はとてもはっきりしています。神は唯一で、一つしかなく、聖霊にもただ一つです。父、子、聖霊は一つの本質からなっており、それは霊の本質です。神はヤーウェのように霊において働くことがおできになりますが、主イエスと全能神のように人の子として受肉することで働くこともできます。しかし、神が霊において働かれても、肉において働かれても、本質ではそれはやはり神の霊がご自身の働きをなさっているのです。したがって、三位一体説は人の観念と想像に属し、まったく成立しません。実際、三位一体説は主の時代から三百年以上後にニカイア公会議で確立されました。その会議ではキリスト教世界各地の宗教専門家が神の単一性と多様性について白熱した議論を行い、最終的に自分たちの観念、想像、論理的推論に基づいて三位一体説を確立したのです。以来、人々は聖なる子である主イエスのほかに、天の聖なる父と、父と子がともに用いる道具である聖霊があると信じて、天地万物を創造された一つの真の神を三位一体と定義しました。これはあまりにも荒唐無稽です。もし宗教界の解釈どおり、父、子、聖霊の三位一体を信じるなら、それは三つの霊と三つの神がいることを意味し、神が唯一無二であるという事実と矛盾しないでしょうか？　実際には、三位一体は存在しないのです。これは完全に人の考えから生まれた解釈であり、堕落した人類がその観念と想像に基づいて導き出した結論です。そのようなことは神が仰せられたことも、神の霊感を受けた預言者や使徒が言ったこともなく、聖書のどこにもそのような記録はありません」。

神の御言葉と姉妹の交わりに耳を傾けながら、まだ心の中に混乱が残っていたので私は尋ねました。「聖書には、イエスがバプテスマを受けられた後、天が開いて、聖霊が鳩のようにイエスに降り立って、天から『これはわたしの愛する子、わたしの心にかなう者である』（マタイによる福音書 3:17）という声があったと述べられています。また。主イエスは十字架に付けられる前に、祈って『わが父よ、もしできることでしたらどうか、この杯をわたしから過ぎ去らせてください。しかし、わたしの思いのままにではなく、みこころのままになさって下さい』（マタイによる福音書 26:39）と仰せられました。聖書では、天の神がイエスを愛する子と呼ばれ、イエスは祈られるとき天の神を父と呼ばれたとあります。ですからここでは父、子、聖霊が出てきます。これは神が三位一体であることを示していませんか？　なぜ全能神の御言葉では、三位一体は存在せず、人間の観念と想像に過ぎないと言われているのですか？　これはどういうことでしょう？」

私の質問への答えに、姉妹は次のように交わってくれました。「旧約聖書には三位一体といった概念はありません。『父と子』という解釈が初めて登場したのは、主イエスが肉となって地上に働きに来られた後です。ヨハネによる福音書によると、ピリポが神を知らず、地上の主イエスのほかに天の聖なる父もいると信じていたので、イエスに『主よ、わたしたちに父を示して下さい』と言いました。主イエスはピリポの誤った見方を正し、この奥義を明らかにし、ピリポに仰せられました。『ピリポよ、こんなに長くあなたがたと一緒にいるのに、わたしがわかっていないのか。わたしを見た者は、父を見たのである。どうして、わたしたちに父を示してほしいと、言うのか』（ヨハネによる福音書 14:9）。また『わたしが父におり、父がわたしにおられる』（ヨハネによる福音書14:10）、『わたしと父とは一つである』（ヨハネによる福音書 10:30）とも仰せられたのです。父は子であり、子は父なのです。父と子は一つであり、一つの霊なのです。こう仰せられることで、主イエスは主と父が別々なのではなく一つの神であると私たちに教えてくださいました」。

そして、姉妹は「『父と子』の奥義を明らかにする」というすばらしい動画を見せてくれました。その後、私たちは続けて全能神の御言葉の一節を読みました。「それでも、『イエスは自分の愛する子と神ははっきり述べなかったか』と言う人たちがいる。イエスは神の愛する子、神の心にかなう者である――これは確かに神自身によって語られた。神は自身の証しをしていたのだが、それは異なる観点から、すなわち天の霊の観点から自身の受肉の証しをしていたのである。イエスは神の受肉であって、天にいる神の子ではない。わかるか。『わたしが父におり、父がわたしにおられる』というイエスの言葉は、二者が一つの霊であることを示しているのではないだろうか。そして、彼らが天と地に分けられたのは受肉のためではないだろうか。実際には彼らはやはり一つである。たとえ何であれ、神が自身の証しをしているに過ぎない。……神は受肉したので愛する神の子と呼ばれ、このことから父と子の関係が生じた。それは単に天と地に別れていたためであった。イエスは肉体の観点から祈った。イエスは普通の人間の肉体の姿をしていたので、肉体の観点から『わたしの外観は被造物のものである。わたしは肉体となってこの世に来たので、今や天からは遠く、遠く離れている』と言ったのである。このため、イエスは肉体の観点からしか父なる神に祈ることができなかった。これがイエスの本分であり、受肉した神の霊が備えていなければならないものであった。イエスが肉体の観点から父に祈るということだけで彼が神でないと言うことはできない。イエスは神の愛する子と呼ばれるが、それでも神自身である。霊が受肉しただけで、本質はやはり霊だからである」（『神の出現と働き』「三位一体は存在するのか」〔『言葉』第1巻〕）。

姉妹は言いました。「神が主イエスとして初めて肉となられ、働きをしに来られたとき、誰も神を知らず、受肉の真理を理解せず、受肉が何かを知りませんでした。もし主イエスがご自分が人々の崇拝するヤーウェ神であることを、人々に直接仰せられていたなら、彼らはその時の霊的背丈ではそれを受け入れることができず、主イエスは働きを行なう前に人類に断罪され、拒絶されたでしょう。そうなれば人類を贖うという神の働きは不可能であり、人類は主イエスを罪の捧げ物として得ることはなかったでしょう。人類が主イエスを受け入れ、信じ、神の救いを得るために、主イエスが正式に働きをお始めになる前に、神は霊の立場でご自身の証しを立てられ、ご自身の肉なる御姿を子と呼ばれ、主イエスが本当に神から来たことが人々にわかるようになさいました。こうして主イエスの救いが私たちに受け入れやすくなったのです。そして、主イエスが祈りにおいて天の神を父と呼ばれたのは、受肉された人の子が肉の立場でご自身の内にある霊を父と呼ばれたのです。これは霊と肉の違いに基づいてなされたのであり、父と子が別々に存在したことを意味しません。実際のところ、父と子という解釈は神の受肉の時代にのみ適切でした。神の地上での働きが完結したとき、すなわち、主イエスが贖いの働きを終えて復活され、天に昇られたとき、父と子という解釈の必要はもはやありませんでした。したがって、人類の観念によって作り上げられた父と子という解釈を用いて、それを神に見境なく当てはめ、神においては父と子があり、父と子がともに使用される道具、聖霊もある、神は三位一体であると言うことができないのです。そのような発言は神の御言葉に反し、事実と反します。以前の私たちは真理を理解していなかったので、そのようなことを言っても神に断罪されませんでした。しかし、今、神はこの真理と奥義を完全に明らかにされたのであり、私たちは真理を受け入れ、御言葉に照らして神を知らなければなりません。これだけが正しく、これだけが神の御心に適います」。

この姉妹の交わりを通して、私はなぜ主イエスが天の神を父と呼ばれたのかがわかりました。それは主が人の子として受肉され、人の立場から天の御父に祈られていたからだったのです。神はイエスを愛する子として証しされましたが、これは神が霊の立場からご自身の受肉の御姿を証しされたのです。一者は天に、もう一者は地上におられましたが、両者は本質では一つの霊でした。ただ神がこのことを異なる視点から仰せられていたのであり、そのため「父と子」という解釈が生まれたのです。神は唯一の真の神であり、すべてを包括し遍在する一つの霊です。天にいることができ、地上にいることができ、肉になることができます。ひとたびこれらすべてを理解すると、すべてが突然明らかになり、何年間もずっと私につきまとっていた混乱が一瞬にしてなくなり、とてつもない照らしと解放を感じました。

その後、姉妹は「『三位一体』の奥義探求」という福音を証しする映画を見せてくれましたが、その中に次の御言葉がありました。「この長い年月を通してずっと、神はこのようにあなたがたによって分けられてきて、各世代とともにますます細かく分けられ、一つの神が公然と三つの神に分けられるまでに至った。そして今、人が神を一つに再結合するのはまったく不可能である。神をあまりにも細かく分けすぎたからである。手遅れにならないうちにわたしの迅速な働きがなければ、あなたがたがどのくらい長く厚かましくもこのようなことを続けるかはわからない。このように神を分け続けるなら、どうして神はあなたがたの神でいられようか。あなたがたはまだ神を認識できるであろうか。あなたがたはまだ神を父として受け入れ、神のもとに戻るつもりなのか。もしわたしが少しでも遅く到着していたら、あなたがたは『父と子』、ヤーウェとイエスをイスラエルに送り返し、あなたがた自身が神の一部であると主張していたことだろう。幸いにも、今は終わりの日である。とうとう、わたしが長いこと待っていたこの日が来て、この段階の働きを自分の手で実行してはじめて、あなたがたによる神そのものの分割が停止した。これがなかったら、あなたがたはエスカレートして、あなたがたの中のサタンをすべて祭壇上に載せて崇拝さえしていただろう。これがあなたがたの策略である。あなたがたが神を分ける手段である。あなたがたは今そのようにし続けるつもりなのか。あなたがたに尋ねたい。神は幾つあるのか。どの神があなたがたに救済をもたらすのか。あなたがたがいつも祈る対象は最初の神か、二番目なのか、それとも三番目なのか。そのなかでどの神を常に信じているのか。父だろうか。それとも子だろうか。あるいは霊だろうか。あなたが信じるのはいずれなのか、わたしに教えて欲しい。あなたはあらゆる言葉をもって神を信じていると言うが、あなたがたが実のところ信じているのはあなたがた自身の知力である。あなたがたは断じて心の中に神を持っていない。しかし頭の中にはそのような『三位一体』がいくつかあるのだ。あなたがたはそう思わないだろうか」（『神の出現と働き』「三位一体は存在するのか」〔『言葉』第1巻〕）。

私たちが映画を見終わった後、私は嬉しかったのですが、同時に動揺し、自責の念に駆られました。嬉しかったのは、何年間も抱えていた混乱がついに解消したからです。神は一つであり、三位一体論はまったく存在しません。一つの真の神を信じることだけが神の御心に適うのであり、もはや以前のように父にしばらく祈って次に聖霊や子に祈るということが不要になり、とても安心しました。しかし動揺して自分を責めたのは、長い間神を信じていながら、それでも神を知らなかったからです。私が信じていたのは、私の観念と想像から生み出された神、つまり漠然とした伝説の神に他なりませんでした。本当の神を信じず、しかも神に抵抗し、神を「分割」していました。実際には神を冒とくしていたのです。神に感謝します。なぜなら、全能神の到来のおかげで堕落した人類の信仰における愚かさがすべて明らかになり、常に宗教界を困惑させてきたこの奥義を全能神が解き明かしてくださったからです。全能神は疑う余地なく主イエスの再臨、天地万物を創造された主です。唯一の真の神なのです。

後に、全能神の御言葉を読んで、私は神の御言葉はすべて真理であり、神の御声であることがわかりました。ためらうことなく終わりの日の全能神の働きを受け入れ、子羊の足跡に歩調を合わせるようになりました。今では、祈るとき、三つの神に祈る必要はありません。ただ全能神の御名において祈り、そうするととても安心し、落ち着き、喜びを感じられます。祈るとき、どちらかの神への祈りが足りないので、祈りを聞いて頂けないなどと心配する必要もなくなりました。真理を理解し、神を知ることによる解放、自由、喜び、幸福を本当に経験したのです。神に感謝。


13. この声はどこから聞こえてくるのか

中国　詩音（シーイン）

私はクリスチャンの一家に生まれ、親戚の多くが説教師です。私も幼いころから両親と一緒に主を信じており、大人になってからも、もし自分と同じく信者である夫に巡り会えるなら、その人とともに自分を捧げてお仕えしますと主に祈っていました。やがて私は結婚したのですが、夫も本当に主を信じるようになっただけでなく、熱心な説教師になってそれに専念するようになりました。夫が主のための働きに集中し、主の御前で誓った義務を全うできるよう、私は家庭を切り盛りする重荷を率先して引き受けました。それは多少難しく疲れることではありましたが、主を自分の支えにしていたおかげで、どんなにつらくても心は喜びと安らぎに満ちていました。

やがて1997年が終わり、いつのころからか、夫の説教に以前の光がないことに気づきました。私が家の中で何かを頼んでも、教会の働きで忙しいと言い訳するばかりです。たとえ家事をしても心ここにあらずといった様子で、些細なことで私によく腹を立てるようになりました。表向き、私は我慢して夫と言い争いすることはありませんでしたが、心の中では夫の振る舞いにまったく嫌気が差していました。家庭の重荷と霊の暗さのせいで私は苦しみました。そんな私にできたのは、みんなが寝静まった深夜、主の御前に出て祈り、心中の思いを打ち明け、信仰と力をもっとお授けくださいとお願いすることだけでした。それと同時に、主が早くお戻りになって私をこの惨めな生活から救ってくださるのを待ち望みました。

2000年の4月のある日、服を片づけていたところ、たまたま夫の鞄が目に留まり、中に一杯ものが詰まっていることに気づきました。好奇心からチャックを開けてみると、聖書と讃美歌集に加え、カバーにくるまれた真新しい本がありました。私はそれを見てこう思いました。「こんな本、前に見たことがないけど、いったいどういうことかしら？　説教の参考書か、霊的に名高い人の経験を描いた本に違いないわ。読んでみなきゃ。そこから糧を得られるかもしれない」　好奇心にひかれて本を開くと、「完全にされる者は精錬されることを体験しなければならない」というタイトルが目に入りました。「なんて目新しいタイトルなのかしら！　タイトルから判断すると、精錬を経験するのは悪いことじゃないみたいだわ！　私はいま、自分では乗り越えられない精錬を経験している。だからこの本をじっくり読んで、この人の精錬の経験を確かめなきゃ。そうすれば、その中から実践の道が見つかるはずよ」そうして以下の部分を読み始めました。「かつて、人々はみな神の前に出て決意を固め、『たとえ他の誰も神を愛さなくても、わたしは神を愛さなければならない』と言ったものだ。しかし今、精錬があなたに降りかかり、それが自分の観念にそぐわないせいで、あなたは神への信仰を失っている。これが真の愛なのか。あなたはヨブの行ないについて何度も読んでいるが、それらを忘れてしまったのか。真の愛は、信仰の中からのみ形を成すことができる。……苦難に直面したときは肉への不安を脇にのけ、神に不満をぶつけずにいられる必要がある。神があなたから隠れているときは、神に付き従う信仰をもち、以前の愛が揺らいだり、消え去ったりすることがないよう維持できなければならない。神が何を行なおうと、あなたは神の意図に従わなければならず、また神に不満をぶつけるのではなく、自らの肉を呪う覚悟をしなければならない。試練に直面した際は、たとえ苦い涙を流したり、愛するものとの訣別が嫌だったりしても、神を満足させなければならない。それだけが真の愛、真の信仰なのである。あなたの実際の霊的背丈がどの程度であろうと、まずは苦難を受ける意志と真の信仰をともに備え、肉を捨てる意志も備えていなければならない。神の旨を満足させるべく、自ら進んで自分の苦難に耐え、個人の利益を失うことを惜しんではならない。また、自分に後悔することもできなければならない。過去、あなたは神を満足させることができなかったが、今では悔いることができる。これらのどの点においても欠けがあってはならない。神はこれらのことを通じてあなたを完全にするのである。これらの基準を満たせなければ、あなたが完全にされることはない」（『言葉は肉において現れる』より引用）。これらの言葉は私を本当に感動させ、私は読みながら泣いていました。これこそまさに、自分が経験していることではないでしょうか。それまで、私は自分と夫を主に捧げようと決意していました。夫が主のために家の外でしている働きを支えようと、どんなにつらく疲れるものであっても、私は家庭を営む一切の重荷を喜んで引き受けていました。しかしいまは、家庭での問題や夫の思いやりのなさのせいで、自分がひどい扱いを受けていると絶えず感じながら生きていました。つまり精錬のまっただ中で生きており、それまでもっていた信仰と愛を手放しつつあったのです。神の御前で誓った決意を守り続けることができず、一人でこっそり泣くこともよくありました。そのとき、ヨブがあのような大きくつらい試練のさなかに神の証しを立て、神への信仰を失わなかったことを思い出しました。ヨブは「ヤーウェが与え、ヤーウェが取られたのだ。ヤーウェのみ名はほむべきかな」（ヨブ 記1：21）とさえ言ったのです。私はどうしてそのことすら忘れていたのでしょうか。そして、主の御前で行ったあらゆることを深く後悔しました。ヨブは神にご満足いただけないくらいなら、むしろ自ら苦しみ自分の益を犠牲にしようと望みました。しかし私は、長年主を信じてきたにもかかわらず、主への信仰を失っていました。精錬を経ながら主に不満を漏らし、主への愛をこれっぽっちも表わしていなかったのです！　そのことに気づいた私は、密かにこう決意しました。「以前のままでいることはもうできない。主に対する夫の働きを支えるべきだ。私が多少の困難に苦しむのは正しいことなのだから」。

そこまで考えたとき、私の気持ちはぐっとよい方向に向かいました。さっきの言葉はとても素晴らしく、自分の実情の核心を突いていると感じたのです。その言葉は私に実践の道を指し示し、力と信仰が私の中で知らぬ間に湧き上がりました。そして私はこう思いました。「誰がこの言葉を言ったんだろう。こんなに崇高な理解がどうしてできるんだろう。有名な霊的人物が書いた本を読んだことがあるけれど、多少ためにはなっても、この本ほど明確に書かれているわけじゃなかったし、中に真理もなかった。この言葉はいったい誰のものなのかしら」私はその本の数々の言葉に引き込まれ、このまま読み続けたいと思いました。そして読めば読むほど、それらの言葉が本当に素晴らしいものだと感じられました。一言一句が私の心に直接語りかけていたのです。おかげで、苦しみがどれほど大きくても最後まで神に従い、喜んで神に服従しなければならないことがわかりました。試練のさなかに弱くなったとしても、主への信仰をもち、神に頼ってしっかり立たなければならないのです。読めば読むほど心の中が照らされるように感じ、実践の道をもつことができました。そのとき夫が帰宅したので、私はすぐに「この本はどこで手に入れたの？」と訊きました。すると夫はにっこり笑い、「借りたんだよ。でももうじき返さなければならない」と答えました。私はそれ以上何も言いませんでした。

ある日、食事の支度をしていると、夫が再生している讃美歌が途切れ途切れに聞こえてきました。「慕わない者がいるだろうか。神に会うのを待ち焦がれない者がいるだろうか。……神はかつて喜びや悲しみを人間と共にし、現在は人間と再会して、過ぎ去った日々の話を人間と分かち合っている。神がユダヤから去った後、人々は神の消息をまったく掴めなくなった。彼らは神との再会を待ち望んでいるが、今日すでに神と再会し、再び神と共にあることをほとんど知らない。このことが過去の思いを呼び起こさないことがどうしてあり得ようか。二千年前の今日、ユダヤ人の末裔シモン・バルヨナは救い主イエスを目の当たりにし、同じ食卓で食事をとり、長年にわたって付き従った後、主に対していっそう深い愛慕を抱いた。シモンは心の底から深く主イエスを愛した。現在は人間と再会して、過ぎ去った日々の話を人間と分かち合っている」（「二千年に及ぶ切望」『小羊に従って新しい歌を歌おう』）。この讃美歌の歌詞に私自身の心の思いが重なり、主の再臨を待ち望む気持ちが湧き起こりました。私は耳を傾けながら泣いてしまい、こう思いました。「信者になってからいままでずっと、私は毎日欠かさず主イエスのことを想い、私たちが一緒に集まって過ぎ去りし日々を追憶できるよう、主が一刻も早くお戻りになることを願ってきた。この讃美歌の歌詞は本当に純粋で感動的だけど、とりわけ人々が主を待ち望む気持ちがよく表現されているわ」そこで私は食事を支度する手を止め、じっと集中して耳を傾けました。すると「神様への忠実な心」という別の讃美歌が聞こえました。「私は人生に何も求めませんが、神への私の愛の思いと私の心の願いが受け入れられるよう願っています」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』より）。私はそれを耳にして、「この讃美歌を書いたのは誰だろう？　この人の決意はどうしてこんなに立派なんだろう」と思いました。特に「私は人生に何も求めませんが、神への私の愛の思いと私の心の願いが受け入れられるよう願っています」という一節が、私を本当に刺激したのです。神へのそのような愛はとても純粋です！　私はそれまでの信仰の中で、主を愛することを知らず、ただ主のお恵みを享受し、安らぎと喜びを追い求めることだけを望んでいました。しかしその日、この讃美歌が私の世界観を本当に広げ、神を信じる人は神を愛さなければならず、自分のためには何も追求してはならないことがわかりました。そのような愛だけが純粋なのです。この讃美歌はとても素晴らしいものでした。私は心の中で、自分もその目標を追い求め、他人がどうであろうと主を愛そうと密かに決意しました。

その本の言葉を読み、讃美歌に耳を傾けたあと、私はそれの言葉通りに行動し始めました。夫が再び働きに出かけて家事を手伝う時間がないときも、私は以前ほど落ち込むことはなくなりました。また、他の兄弟姉妹の言うことに何か間違いがあっても、神に満足していただきたいという気持ちのおかげで我慢することができました。讃美歌の歌詞が描いたように、ひたすら心を捧げて神を愛することだけを求めたのです。

瞬く間に畑に種を蒔く時期になりました。ある夜、夫が片づけごとをしながら私に「明日、町の外にある別の教会に出かけなければならないんだ」と言いました。私がすぐに「数日で帰って来られる？」と訊くと、夫は「わからない。なるべくすぐに戻るよ。家のことであまり悩んじゃだめだよ」と言いました。それを聞いて私はたちまち顔を曇らせ、こう思いました。

「あなたは悩むなと言うけれど、どうして悩まずにいられるの？　あなたはいつ帰ってくるかもわからず出かけてしまう。他の家の畑はみんな種蒔きが済んでいるというのに、うちの畑はまだ耕してもいない。種蒔きが遅れたら秋にいい収穫は望めない。そうなったらどうしよう？　せめてあなたが種蒔きを終えてから兄弟姉妹を助けに出かければいいのに！」その夜、私はベッドで横になりながら、まったく眠ることができませんでした。心がすっかり動揺していたのです。「前回夫が家を留守にしたときは、２週間以上帰ってこなかった。でも、そのときは農作業の季節じゃなかった。だけど、いまは種蒔きの大事な時期なのよ。また２週間も留守にされたら、私はどうしたらいいのだろう？　同労者に働きを代わってもらうよう、夫に頼もうかしら」しかしそこで考え直し、「それじゃだめだわ。兄弟姉妹が夫の助けを待っている。夫が行かなかったら、主に背くことにならないかしら」と思いました。この精錬のさなか、私は神の御前に出てこう祈りました。「主よ！　夫に兄弟姉妹を助けに行ってほしくないわけではありません。ただ、いまは畑に種を蒔かなければならないのです。私はこの精錬の効果を実感していて、どうしたらいいかわからないでいます。主よ！　どうかお助けください。私の心を守り、こうしたことで思い煩わないようにしてください」祈り終えると、次の御言葉がとてもはっきり心に浮かびました。「あなたの実際の霊的背丈がどの程度であろうと、まずは苦難を受ける意志と真の信仰をともに備え、肉を捨てる意志も備えていなければならない。神の旨を満足させるべく、自ら進んで自分の苦難に耐え、個人の利益を失うことを惜しんではならない……」（『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」〔『言葉』第1巻〕）。その言葉は即座に私の心を掴んで明るく照らしました。「そうだわ！　主に満足していただきたいなら苦難に耐える決意が必要で、それで神の御心を満たせるなら、喜んで肉体の苦しみを受け、自分の個人的な利益を犠牲にしなければならないのよ！」その御言葉から信仰を与えられた私はこう思いました。「畑の種蒔きなんて、ちょっとくらい遅くなってもいいじゃない！　どのくらい収穫できるかは神次第なのだし、夫が主のために働くのが一番大切なことなのよ」そう考えると心の中で気楽さと解放感を覚え、いつの間にか眠りに落ちていました。翌朝、私は夫にこう言いました。「何も心配しなくていいから、主のために働きに行って。あなたがいつ帰ってきても私は大丈夫。主が采配なさることに従うから」自分の行動に主が満足してくださることを思うと、心の中で喜びと安心を感じました。

数日後に帰宅した夫はまったく別人のように見えました。家事を手伝ってくれるだけでなく、こんなことさえ言ってくれたのです。「君は働き過ぎだ！　ここ数年、家の中でも外でも一家のあらゆることをこなして、十分大変だったんだから。僕もわかっていたんだ。ずっと働きに出かけるだけで家庭の重荷を分かち合おうとしなかったけれど、これからは時間があればいつでも手伝うよ」私はその言葉を聞いてとても感動しました。夫がそんな風に言ってくれることはこれまでなかったからです。そしてこう思いました。「あの本を読んでから夫が大きく変わったのを私は見た。説教に光が満ち溢れているだけでなく、私への態度も違う。長年聖書を読んでも変わらなかったのに、いまはこんな短期間でとても変わった。あの本の言葉には、人を変える力が本当にあるみたいだわ！」同時に、その本に書かれていたことは私にとっても大いに有益だったと感じられました。それを読んでいると信仰と力が得られ、書かれている通りに行動すると、夫への不満が溶けてなくなるのです。そして本を読み終わったあと、夫の私への態度も変わり、私をどのように思いやっていたわるかを理解してくれました。こうした変化のおかげで、その本の内容が本当に強力で権威に満ちているという思いがますます深まりました。それにしても、その本の言葉を書いたのは誰なのでしょう？　答えは見つからないままでした。

２か月後のある日、一緒に集会に出てほしいと夫が私に言いました。私には、その集会が何かとても特別なもののような予感がしました。さもなければ、夫が私を誘うはずがありません。私は期待で一杯になり、またあの本を目にできることを楽しみにしました。次の日、夫と私は二人の姉妹と一緒に心を弾ませながら車に乗り、ある姉妹の家に向かいました。その集会には大勢の兄弟姉妹が参加しており、中には聖書を説教の中に取り入れ、終わりの日における神の働きについて多くの真理を説いてくれた三十代の姉妹もいました。この姉妹の話に耳を傾けていると心が本当に光り輝き、それまで理解していなかった数多くの聖書の聖句と、神がお戻りになって裁きの働きをなさることについてはっきり理解できました。私は「この人の説教がこんなにすばらしく、聖書をここまではっきり説明できるのはどういうことなのかしら？　どうしてこんなに理解しているのだろう？」と思いました。するとその姉妹は、顔に満面の笑みを浮かべながら私たちに大声でこう言ったのです。「兄弟姉妹のみなさん、本当にわくわくするとてつもなく素晴らしい知らせをお伝えしましょう。私たちが久しく待ち望んでいた主イエスが、受肉なさって私たちのあいだに戻られたのです。それは新しい働きをなさり、御言葉を発してあらゆる真理と奥義を明かされるとともに、神の働きの三段階、六千年にわたる神の経営計画、神の受肉、そして聖書の奥義を明らかになさるためです。私が今日のお話で伝えた内容はどれも、神が発せられた御言葉によるものです」。出席していた兄弟姉妹と私は、この素晴らしい知らせを聞いてようやく理解しました。この姉妹がこれほど多くを理解していたのは、そのすべてがお戻りなった主によって人類に伝えられたことだったからです。いまや私たちも主の御声を聞いているのです。全員がうれしさのあまり互いに抱き合い、興奮の涙を流し、その場所全体が幸福感で揺れ動きました。私も喜びのあまり飛び上がりたくなるほど幸せで、こう思いました。「私はずっと主イエスがいますぐお戻りになることを待ち望んでいた。そしていま、主は本当にお帰りになったのよ！　生きているうちに主イエスの再臨をお迎えできるなんて、私は信じられないほど祝福されているわ！」

やがて散会の時間が近づくと、その姉妹は私たち一人ひとりに『裁きが神の家から始まる』という本をくれました。神の御言葉の本を両手で大事に抱えていると、前に読んだあの本のことを突然思い出しました。あれは同じ本だったのかしら？　帰宅後、私は待ちきれず、夫に「あの日見た本は、今日姉妹がくれたこの神の御言葉の本と同じかしら？」と訊きました。すると夫はにっこりして、「そうだよ」と答えました。そのとき、私は夢からちょうど目覚めたように感じました。結局、あの声は神の御声だったのです。再臨された主イエスの御声、神の御声だったのです！　あの言葉が私をあれほど感動させ、私に信仰と力を与え、私を変え、苦しみから解放したのも無理はありません。そこで私は「どうして神の新しい働きを受け入れたことを私に隠していたの？」と夫を咎めました。夫はそれに対してこう答えました。「そのとき本当は君に話したかったのだけど、君の家族のほとんどは宗教界の説教師で、終わりの日における神の働きに反対してそれを断罪している。僕らが真の道を調べるのをずっと邪魔してきたんだ。僕がはっきり説明できないまま君の親戚に見つかってしまい、どこからともなくやって来て君を妨害したり邪魔したりするようなことになったら、その瞬間、君が救いを受ける機会を駄目にするばかりでなく、僕も悪人にされてしまうと思ったんだ！　それで、ちゃんと調べてはっきりさせてから君に言うことにしたんだよ」。この説明を聞いて、夫に対する私の誤解は消えてなくなり、私に対する神の救いにますます感謝しました。そして神の御言葉の本を丹念に読もうと心に決めました。

全能神の御言葉を読むことで、私の乾いた霊に糧と施しがもたらされました。再臨された主の御言葉を自分の耳で聞いたり、神の御前に引き上げていただいたり、神と直接お会いできたりするなど、まったく思いもよりませんでした。そして特に、神の愛と救いに感謝しました。それから10日ばかり経ったころ、夫と私は福音を伝えた姉妹たちと一緒に働き、心から主を信じる教会の他の兄弟姉妹を全能神の御前に連れて行きました。


14. 主が東に出現された

丘珍(チューチェン)(中国)

ある日、妹が私に電話し、北から帰って来て私に大事な話があるので、すぐに家に来てほしいと言いました。私は何かよからぬことが起こったのかと感じたため、すぐに妹の家に行きました。家に着いて、妹が本を読んでいるのを見てホッとしました。妹は私が入って来るのを見るなり、飛び上がって元気よく言いました。「姉さん、今回北でいい知らせを聞いたの。主イエスがお戻りになったのよ！」

そう聞くと、私はあっけに取られて考えました。「この数年間、東方閃電が主イエスが戻られたと証ししてきたけど、まさかこの子、東方閃電を受け入れたの？」私が話す間もなく、妹は真摯に言いました。「姉さん！主は再び受肉され、私たちの国、中国に来られたのよ」。私はすぐに言いました。「聞いたことを全部信じちゃだめよ。神様が中国に来られるなんてありえるの？聖書では、『その日には彼の足が、東の方エルサレムの前にあるオリブ山の上に立つ。そしてオリブ山は、非常に広い一つの谷によって、東から西に二つに裂け、その山の半ばは北に、半ばは南に移り』（ゼカリヤ書 14:4）神様が来られるのはイスラエルなのよ。中国に来られるはずはない。主のために働いてるのにそんなことも知らないのね！」

妹は誠意をこめて話しました。「私も前は姉さんと同じ考えだったけど、全能神の御言葉と兄弟姉妹の交わりを通して、主が中国で本当に受肉されたことがわかった。姉さんの言う聖書の言葉は預言だけど、預言は私たちの好きに解釈してはいけない。預言は神様の働きの事実によって成就され、人の目に見えるようになるのよ。主イエスが働きを行いに来られたとき、ペテロもサマリア人女性もエチオピアの宦官も、聖書の預言の文字通りの意味にこだわらなかったし、むしろ主イエスが語られたこととなさった働きの事実から、彼らはメシアが主イエスとして来たと断定し、そうして皆神様の足跡をたどり、主の救いを受けた。そして、聖書の預言の文字通りの意味にこだわったパリサイ人たちは皆、すでに到来したメシアである主イエスを普通の人として扱い、否定し、抵抗し、非難した。その挙句、主イエスを十字架につけ、神様に罰せられたのよ。姉さん、私たちは主の再臨を慎重に扱って、神様を恐れる心を持たないといけない。早まった判断をしてはいけないわ！」

私は妹の方をちらっと見て、聖書を持ち上げて言いました。「ヤーウェ神はイスラエルで律法を発布されたし、主イエスもイスラエルで十字架につけられた。中国は無神論者が支配する国よ。神様がそんな国に来られるかしら？私たちは長年主を信じてきたし、聞いたことを全部鵜呑みにするのはもっての外よ！」

妹は心配そうに言いました。「姉さん、主イエスが当時働きをなさっていたとき、パリサイ人は主に抵抗して、『よく調べてみなさい、ガリラヤからは預言者が出るものではないことが、わかるだろう』（ヨハネによる福音書 7:52）、『キリストはまさか、ガリラヤからは出てこないだろう』（ヨハネによる福音書 7:41）と言った。でも実際、主イエスはガリラヤのナザレでお育ちになった。聖書には、『ああ深いかな、神の知恵と知識との富は。そのさばきは窮めがたく、その道は測りがたい。だれが、主の心を知っていたか。だれが、主の計画にあずかったか』（ローマ人への手紙 11:33-34）とある。どうして私たちに神様の知恵が計り知れるのかしら？私たちは自分の頭で神様の働きを分析することはできないけど、毎日主の再臨を心待ちにしている。主が本当に戻られた今、もし私たちが自分たちの考えにしがみついて、求めも調べもしないなら、主をお迎えする機会を逃して、後悔しか残らなくなるわ！」

妹のとても真剣なまなざしを見て、私は思いました。「この子は主を心から信じていて、よく考えるし、はっきりした考えのある子よ。自分の行動には普段から気をつけるし、主の来臨のような一大事となれば、なおさら人の話を盲信するはずがない。この子が今、東方閃電を受け入れたということは、まさか主が本当に戻って来られて中国で働きをなさっているのかしら？」しかしそれからこうも思いました。「主が中国で働きをなさるなんてどうしてありえるの？あまりにも想像しがたい！」そのため、私はきっぱりと言いました。「聖書は何千層もあるケーキのようなもので、解釈の仕方は人それぞれ違う。聖書には実際、神が終わりの日にイスラエルに降りられると預言されている。しかも、ほとんどの中国人は仏陀を拝し、国の政府はいつも宗教信仰を迫害してきた。神様が中国に働きに来られるはずはないわ！」

妹は熱意をもって言いました。「姉さん、主は働きを行うべく中国に出現されたのよ。これには深い意味がある。私は終わりの日の全能神の働きを受け入れたばかりだから、まだ真理のこの側面を本当にはっきり説明することはできないけど、全能神教会の兄弟姉妹はすごくわかりやすく証ししてくれる。姉さんも彼らに交わってもらおう！」私は手を振り、「結構よ。帰るわ」と言いました。帰宅すると、ソファに座り、妹が言ったことを思い返しました。心が千々に乱れ、落ち着きませんでした。（主イエスがオリーブ山に足を踏み入れられるのをいつも待っていたのに、どうしてこの子は主が中国に来られたなんて急に言い出せたのかしら？どうしてそんなことが？）と思い、聖書をひたすら読みましたが、主が中国で働きに来られると預言した章や聖句は一つも見当たりませんでした。「主イエスが当時働きをなさっていたとき、パリサイ人は主に抵抗して、『よく調べてみなさい、ガリラヤからは預言者が出るものではないことが、わかるだろう』（ヨハネによる福音書 7:52）、『キリストはまさか、ガリラヤからは出てこないだろう』（ヨハネによる福音書 7:41）と言った。でも実際、主イエスはガリラヤのナザレでお育ちになった……」という妹の言葉が断続的に私の頭の中に浮かび、妹の言ったことは正しいと思いました。聖書を調べることと、妹の話について考えることを交互に繰り返しましたが、心が動揺し、どうすれば一番いい結果になるか分からなかったため、心の中で主に呼びかけました。「主よ、私はどうすべきでしょうか？主よ、あなたは一体どこに降りて来られるのですか？」

数日後、妹が再び私のもとに来ました。家に入るとすぐに微笑み、こう言いました。「姉さん、全能神教会の姉妹と姉妹が家に手伝いに来てくれたの。二人とも長い間全能神を信じていて、私よりもずっとよくわかっている。主の再臨のことでわからないことがあるなら、この人たちと交わりに行きましょう」。私は思いました。「私は長年主を信じて、いつも主の到来を望んできた。主は本当に来られたの？恐らくこれを機に彼女たちと交わりをすべきだわ」。そのため私たちは一緒に妹の家に行きました。部屋に入るや否や、二人の姉妹がとても温かく迎え、「何か質問があれば言ってください。それから皆で交わりましょう」ととても親切な言葉をかけてくれました。私は「あなたたちは主イエスがすでに戻られ、中国で働きをなさっていると言いますが、聖書にその根拠はあるのですか？」と尋ねました。姉妹は微笑んで言いました。「姉妹、主が終わりの日に中国に働きに来られることについては、実は聖書に預言があります」。私は驚愕して言いました。「どうしてそんなことが？私は何度も聖書を最後まで読みましたが、聖書にそれに関する記録は一つも見つかりません。聖書のどこにあなたの話の根拠があるのですか？」姉妹は辛抱強く言いました。「姉妹、聖書のこの二節を読めばわかります。マラキ書1章11節には、『日の出る所から没する所まで、国々のうちにわが名はあがめられている…と万軍のヤーウェは言われる』。マタイ福音書24章27節には、『ちょうど、いなずまが東から西にひらめき渡るように、人の子も現れるであろう』とあります。この二つの聖句から、神様が再び降りて来られる場所は世界の東にあり、『国々』、つまり異邦人の地にあることがはっきりと分かります。周知の通り、中国は世界の東にあります。神の働きの最初の二段階は両方ともイスラエルでなされました。イスラエルの国から見て、中国は異邦人の国です。したがって、神が終わりの日に働きをするために中国に来られ、出現されることはこれらの預言を成就します」。姉妹たちの交わりに耳を傾け、この二つの聖句の意味を熟考した後、私は彼女たちの交わりが大変勉強になると思いました。この二節は以前読んだことがありますが、主の再臨が東、すなわち中国でなされるという意味を読み取ったことはありません。彼女たちの説明を聞くにつれて、その源が聖霊の啓きにあると感じました。

姉妹は続けて言いました。「全能神が何と仰せられるか見てみましょう。『わたしは宇宙の隅々まで自らの働きを行なっており、東方では雷のような轟音が終わりなく発生し、すべての国々と教派を震わせている。すべての人々を現在へと導いてきたのはわたしの声である。わたしはすべての人がわたしの声によって征服され、この流れの中に入り、わたしの前に帰服するようにするつもりだ。わたしははるか昔に全地からわたしの栄光を取り戻し、それを東方で新たに発したからだ。わたしの栄光を見ることを願わない者がいるだろうか。わたしの再臨を心待ちにしない者がいるだろうか。わたしが再び現れることを渇望しない者がいるだろうか。わたしの愛らしさを思慕しない者がいるだろうか。光のもとへ来ようとしない者がいるだろうか。カナンの地の豊かさを目にとめない者がいるだろうか。贖い主の再来を待ち望まない者がいるだろうか。偉大なる全能者を敬慕しない者がいるだろうか。わたしの声は地上の隅々まで行き渡るだろう。わたしは選ばれた者たちと向き合って、もっと彼らに話しかけたいと願っている。山々や川を震わせる強大な雷のように、わたしは全宇宙と人類にむかってわたしの言葉を語りかける。こうしてわたしの口から出る言葉は人の宝となっており、すべての人々はわたしの言葉を大切にしている。稲妻は東から西へとひらめき渡る。わたしの言葉は、人が手放したがらないと同時に人には理解し難いものだが、それ以上に彼らに大きな喜びをもたらすものである。すべての人々は生まれたての赤児のように喜びに満ち、わたしの到来を祝っている。わたしはすべての人々を、わたしの声によってわたしの前へ連れてくる。その時からわたしは正式に人類の中へ入り、彼らはわたしを崇拝するようになる。わたしが放つ栄光とわたしの口から出る言葉によって、人々はみなわたしの前へ来るようになり、稲妻が東方から閃くこと、そしてわたしが東方の「オリーブ山」にも降臨したことを知るようになる。彼らはわたしがすでにずっと前から地上にいたことを知り、すでにユダヤ人の息子ではなく、東方の稲妻であることを知るだろう。なぜならわたしはずっと前に復活し、人々の間から去って、その後再び栄光とともに人々の中に現れたからである。わたしは幾時代も前に崇拝された神であり、幾時代も前にイスラエル人によって見捨てられた赤児である。そしてそれ以上に、今この時代の栄光に満ちた全能神なのだ。すべての者をわたしの玉座の前に来させ、わたしの栄光に満ちた顔を見せ、わたしの声を聞かせ、わたしの業を目撃させなさい。これがわたしの旨のすべてであり、わたしの計画の結末かつ頂点であると同時に、わたしの経営の目的でもある。すべての国々にわたしにひれ伏させ、すべての人にその言葉でわたしを認めさせ、すべての人にわたしを信頼させ、またすべての人がわたしに服従するようにしなさい』（『神の出現と働き』「七つの雷が轟く――神の国の福音が宇宙の隅々まで広まることを預言」〔『言葉』第1巻〕）。周知の通り、神様は最初に受肉されたとき、天国の福音をもたらされ、この福音は西から東に広まりました。しかし、まさか神様が世界の東、中国において肉となって戻られ、永遠の福音をもたらされ、人々を裁き、清め、救う働きをなさるなど、私たちは夢にも思いませんでした。今回、神様の働きは東から西へと広まるのです」。

そう聞いたとき、私は姉妹の話を遮り、困惑したながら尋ねました。「姉妹、聖書にはヤーウェ神がイスラエルで働かれ、主イエスの働きがユダヤでなされたと記されています。神様の二つの段階の働きは両方ともイスラエルでなされたのですから、主の再臨もイスラエルでなされるべきです。どうして中国でなされると言えるのですか？」姉妹は微笑んで言いました。「神様の最初の二段階の働きが両方ともイスラエルでなされたから、主が戻られた時も必ずイスラエルで働きをなさると私たちは考えます。しかしそうした考えは事実と合致していますか？神様はイスラエル人だけの神なのでしょうか？イスラエル人だけを管理され、救われるのでしょうか？ 全能神が何と仰せられるかを見てみましょう」。

姉妹が御言葉の本を開いて読みました。「終わりの日に救い主が到来する時、まだイエスと呼ばれていたら、そしてもう一度ユダヤで生まれ、そこで働きを行なったら、これはわたしがイスラエルの人々だけを造り、イスラエルの人々だけを贖い、異邦人とは関係がないことの証明になるだろう。これは『わたしは天と地、すべてのものを造った主である』というわたしの言葉と矛盾しないだろうか。わたしはユダヤを離れ、異邦人のもとで働きを行なう。なぜならわたしはイスラエルの人々の神というだけでなく、すべての創造物の神だからである。わたしは終わりの日には異邦人のもとに現れる。なぜならわたしはヤーウェ、つまりイスラエルの人々の神であるだけでなく、さらに、異邦人の中でわたしが選んだ者すべての創造主だからである。わたしはイスラエル、エジプト、レバノンを造っただけでなく、イスラエルの域を超えてすべての異邦人の国々も造った。そしてこのために、わたしはすべての創造物の主なのである。わたしは働きのための出発点としてイスラエルを使い、ユダヤとガリラヤを贖いの働きの拠点として用い、異邦人の国々を時代全体を終らせる起点として使うだけである」（『神の出現と働き』「救い主はすでに『白い雲』に乗って戻ってきた」〔『言葉』第1巻〕）。「わたしはイスラエル人の神であるだけでなく、わたしが呪った民族をも含むあらゆる異邦人の民族の神であることを、わたしはすべての人々に知らしめる。わたしがすべての被造物の神であることを、わたしはあらゆる人々に知らしめる。これがわたしの最も大きな働き、終わりの日に向けた働きの計画の目的、そして終わりの日に成就される唯一の働きである」（『神の出現と働き』「福音を広める働きはまた人間を救う働きでもある」〔『言葉』第1巻〕）。「神はイスラエルの民を導きユダヤに生まれたが、また、異邦人の国にも生まれた。神の働きはみな、神が創造した人類全体のためではないのか。神はイスラエルの民を百倍愛し、異邦人を千倍憎んでいるのか。それはあなたがたの観念ではないのか。神があなたがたの神ではなかったということはなく、どちらかというと、あなたがたが神を認めないのである。神があなたがたの神でありたくないということはなく、どちらかというと、神を拒んでいるのはあなたがたである。被造物のうち誰が全能者の手の中にいないのか。今日あなたがたを征服することにおける目的は、神はあなたがたの神にほかならないとあなたがたに認めさせることではないのか。もしあなたがたが神はイスラエル人だけの神であるといまだに言い張り、イスラエルのダビデ家が神の誕生の起源であり、イスラエル以外の民族にはどれも神を『生む』資格がないどころか、異邦人の種族はヤーウェの働きを直接受けることはできないと主張するのなら、もしまだこのように考えているのなら、頑固に抵抗していることにならないであろうか。……神を信じるようになって長くはないのに、あなたには神についての観念が多くあり、そのせいでイスラエル人の神がもったいなくも自分たちに現れてくださるなどとはほんの一瞬も考えようとしないほどである。まして自分たちが耐え難いほど汚れていることを思い、どうして神自身の出現を自分たちが見ることができるのかを考えようとしない。あなたがたはまた、神がどうして異邦人の国に直接出現しえるということを考えてみたこともない。神はシナイ山かオリーブ山に下り、イスラエル人に現れるはずである。異邦人（つまり、イスラエル以外の人）はみな、神の嫌悪の対象ではないのか。どうして神が自らそのような人たちのもとで働くことなどあるのか。こうしたことはみな、あなたがたが長年にわたって築き上げた根深い観念である。今日あなたがたを征服する目的は、あなたがたのそうした観念を打ち砕くことである。だから、シナイ山やオリーブ山ではなく、あなたがた、過去に神が導いたことのない民族のもとに神が自ら現れるのをあなたがたは見ているのである」（『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（３）」〔『言葉』第1巻〕）。「もし神の現在の働きがイスラエル人の間で行われたならば、神の六千年の経営計画が終わる時にはすべての人が、神はイスラエル人だけの神であり、イスラエル人だけが神の選民であり、イスラエル人だけが神の祝福と約束を受け継ぐに値するのだと信じることになるだろう。神は赤い大きな竜の国の異邦人の中で終わりの日に受肉することで、すべての被造物の神としての働きを成し遂げる。神は経営（救い）の働き全体を完成させ、赤い大きな竜の国で、神の働きの中心となる部分を完了する。三つの段階の働きの中心は人間の救いであり、すなわちすべての被造物に創造主を崇めさせることである。そのため、働きのどの段階にも大きな意味がある。神は意味や価値のないことは行わない」（『神の出現と働き』「神はすべての被造物の主である」〔『言葉』第1巻〕）。

それから、姉妹が交わってくれました。「以前、私たちは神様の最初の二段階の働きが両方ともイスラエルで行われたから、神様はイスラエルの神であると断定していました。イスラエルは神様の働きの発祥地であり、神様の働きの拠点でもあったため、私たちは神様の働きがイスラエルでのみ可能であり、福音がイスラエルからしか出て来ないもので、イスラエル人だけが真に神様の選民であると思ったのです。そのため、もし神様がイスラエルでこの最後の段階の働きを行なわれたなら、私たちは神様はイスラエルでしか働きができず、イスラエル人しか祝福できず、異邦人とは何の関わりもないとなおさら強く信じるでしょう。終わりの日、神様は異邦人の国で人を裁いて清める働きを行うことを選ばれました。その国とは赤い大きな竜が渦巻く地、中国でした。神様がそうなさることで万人の観念をひっくり返されたのは、実際に神がイスラエル人の神だけでなく、すべての異邦人の神であり、すべての被造物の神であることが人々にわかるようになるためです。神様はイスラエル人だけでなく、異邦人も祝福されます。こうして『神はすべての被造物の主である』という働きがを成し遂げられます。神様が中国で終わりの日の働きをすることを選ばれた意義は明らかに深いのです。神は真に全能であり、賢明です」。

姉妹の交わりを聞いて、私は考え込みました。「そうよ」と思いました。「神様はすべての創造の主である。全人類が神様に造られたのではなかったの？神様はイスラエル人だけでなく、中国人もお救いになる。神様が今日中国で働きに来られるのは、神様の異邦人への愛を表しているのではないかしら？どうも私は御心を本当にわかっていないようね！」そう思うと何だか情けなく感じ、口調を和らげて言いました。「さん、あなたの言うことはわかります。もし神様がまたイスラエルで働きをなされば、私たちは神様を限定し、イスラエル人だけの神だと思うでしょう。神様は今日、このように働かれるのは、人々の観念を壊し、神様がすべての被造物の主であり、イスラエルでも中国でも働きをなしうることを人々に理解させ、こうして私たちが神様の働きを限定しないようにするためです。私は自分の観念と想像に基づいて神様の働きを限定することで、本当に愚かで無知になっていたようです！しかしまだわからないことが一つあります。世界には欧米の多くの国など、プロテスタントやカトリックが国教で、神様が常に崇拝されてきた国が実に多くあります。神様が人を裁いて清める働きをしに来られるのは、そうした国々でなさった方が簡単ではないでしょうか？中国は偶像崇拝者だらけの無神論の国です。国の政府が神様を信じる人々の迫害に躍起になっているのに、なぜ神様は中国で働きをなさるのですか？」

姉妹は微笑んで言いました。「姉妹、あなたの質問はとても重要です！神様はなぜ中国で裁きと清めの働きを行うことを選ばれたのでしょうか？神様がイスラエルと中国で働きをなさる目的と意義を理解することによってのみ、真理のこの側面が理解できます。御言葉にどう述べられているか見てみましょう。全能神は仰せられます。『旧約聖書はイスラエルの人々に対するヤーウェの言葉と、イスラエルにおけるヤーウェの働きを記録している。新約聖書はユダヤの地におけるイエスの働きを記録している。では、なぜ聖書には中国人の名前が記されていないのか。それは、神の働きにおける最初の二つの部分がイスラエルで行なわれたからであり、イスラエルの人々は選民だったからである。つまり、彼らはヤーウェの働きを最初に受け入れた民族だったのである。彼らは全人類の中で最も堕落しておらず、はじめのころ、神を見上げて崇敬する心構えをもっていた。彼らはヤーウェの言葉に従い、常に神殿で奉仕をし、祭司の衣や冠をつけた。彼らは神を礼拝した最初の民族で、神の働きの最初の対象だった。人類すべての見本であり模範だった。聖と義の見本であり模範だった。ヨブ、アブラハム、ロト、ペテロ、テモテのような人たちはみなイスラエル人で、最も聖なる見本であり、模範だった。イスラエルは人類の中で神を礼拝した最初の国であって、他のどこよりも義なる人々が出た。神は将来地の至るところで人類をより良く経営できるよう、イスラエル人の中で働いた。彼らが成就したことと、ヤーウェへの崇拝の義は記録され、その結果、彼らは恵みの時代にイスラエルを越えて人々の見本、模範となることができた。そして彼らの行動は今日に至るまで、数千年の働きを支えたのである』（『神の出現と働き』「神の働きのビジョン（２）」〔『言葉』第1巻〕）。『ヤーウェの働きは世界の創造であり、始まりだった。この段階の働きは働きの終わりであり、終結である。最初に、神の働きはイスラエルの選民のあいだで実行され、最も聖なる地における新しい時代の夜明けだった。最後の段階の働きは、世界を裁き、時代を終わらせるために最も汚れた国で実行される。最初の段階において、神の働きは最も明るい地で行なわれたが、最後の段階は最も暗い地で実行され、この暗闇は一掃され、光がもたらされ、すべての人が征服される。この最も汚れた、最も暗い場所にいる人々が征服され、すべての人が神の存在と誰が真の神であるかを認め、あらゆる人がすっかり確信したとき、この事実は征服の働きを全宇宙で行なうのに用いられるだろう。この段階の働きは象徴的である。ひとたびこの時代の働きが終わると、六千年にわたる経営の働きは完全に終わりを迎える。ひとたび最も暗いこの場所にいる人々が征服されると、他のあらゆる場所でもそうなることは言うまでもない。そのように、中国における征服の働きだけが、象徴としての意味をもつ。中国は闇のすべての勢力を具現化しており、中国の人々は肉なる者、サタンの者、そして血肉による者を表わしている。赤い大きな竜によって最も堕落させられ、神に最も反抗し、人間性が最も卑しく汚れているのは中国人である。だから彼らは堕落した全人類の典型なのである。これは、他の国々にはまったく問題がないということではない。人間の観念はどれも同じである。他国の人々は優れた素質をもっているかもしれないが、神を知らなければ、彼らは神に逆らっているはずである。なぜユダヤ人も神に逆らい、神を拒んだのか。なぜパリサイ人も神に逆らったのか。なぜユダはイエスを裏切ったのか。当時、弟子の多くはイエスのことを知らなかった。なぜ人々は、イエスが十字架にかけられ、そして復活した後でさえもイエスを信じなかったのか。人間の不服従はどれも同じではないのか。中国の人々は単にひとつの例にされたというだけである。征服されたとき、彼らは模範、見本となり、他の人々の参考として役立つだろう。あなたがたはわたしの経営計画の付属物であると、わたしが常に言ってきたのはなぜか。堕落、汚れ、不義、敵対、そして反抗が最も完全に現われ、あらゆる形で示されているのは、中国の人々においてである。中国人は素質に乏しい一方、中国人の生活と考え方は遅れており、習慣、社会環境、そして生まれ育った家族など、すべてが劣っており、最も遅れている。地位もまた低い。この場所での働きは象徴的で、この試験的な働きがすべて実行された後、神の次の働きはもっと順調に進むだろう。もしこの段階の働きが完了し得るなら、次の働きもそうなるのは言うまでもない。この段階の働きが達成されたなら、大いなる成功がおさめられ、全宇宙におよぶ征服の働きは完全に終わりを迎えるだろう。実際、あなたがたのあいだで働きが成功したなら、これは全宇宙で成功したのと同じことである。これが、わたしがあなたがたを模範、および見本として行動させる意義である。反抗、敵対、汚れ、不義など、そのすべてがこの人たちに見られ、彼らの中には人類の反抗心がすべて表わされている。まったく大した人たちである。このように、彼らは征服の縮図として掲げられ、ひとたび征服されると、自然と他の人たちの見本および模範になるだろう』（『神の出現と働き』「神の働きのビジョン（２）」〔『言葉』第1巻〕）。」

御言葉を読んだ後、姉妹は交わりを続けました。「全能神の御言葉には、神様の働きのどの段階も、場所の種類と対象がすべて神様の働きに必要な事柄に基づいて選ばれ、すべてとても有意義であるとはっきり教えられています。たとえば、神様の働きの最初の二段階がイスラエルで行われたのが、イスラエル人が神様の選民だったからです。彼らは全人類の中で最も堕落しておらず、神様を恐れる心を持っていました。神様にとって、神様を崇拝する雛形と手本の一群を作るのは、彼らの中で働きをすることによって最も容易にできました。こうして神様の働きはより速く、より簡単に広まり、全人類が神様の存在と働きを知るようになり、より多くの人が神様の御前に出て神様の救いを得ることができたのです。そのため、神様がイスラエルにおいて働きの最初の二段階をなさったのは最も有意義なことでした。終わりの日に、神様は人々を征服して清める働きをなさります。また、神様の征服と清めを最初に受け入れる代表者も必要とされます。全人類の中で、中国人は最も堕落しており、中国は神様を最も信じておらず、神様への抵抗が最も頑なな国です。したがって、終わりの日に神様が中国で最初に裁きと征服の働きをなさり、最も深く堕落した人々に対して刑罰と裁きの働きをなさり、世界で最も堕落した中国人を征服し清められることによって、神様の全能、聖さと義が最もよく示され、サタンが最も辱められます。最も堕落している人々が神に征服されるとき、残りの人類も征服され、サタンも完全に打ち負かされることは言うまでもありません。神様の働きのすべての段階において神様に選ばれた働きの場所と対象から、そして達成された最終的な結果から、神様の働きがとても賢明で不可思議であることがさらによくわかります」。

全能神の御言葉と姉妹たちの交わりを聞いた後、私は納得しました。神が以前、イスラエルで働きを行なわれたのは、人類で最も堕落していない人々の中から雛形と手本の一群を作り、その人々による神の福音の証しと宣教と福音を通して、さらに多くの人が救いを受け入れられるようになさりたかったからです。神が終わりの日に行なわれる働きは、人を征服して清める働きであり、世界で最も堕落し、最も汚れている中国人を働きの対象として選ばれ、征服されて救われる雛形と手本の一群になさりました。これは神の知恵と全能をさらに明らかにしています。私は神の御心を理解したためしがなく、聖書で主がイスラエルのオリーブ山に降りて戻られると読んだとき、その文字通りの意味を受け入れ、神は間違いなくイスラエルで働きをなさるだろうと思いました。まさか神が遥か以前に中国に来られたとは思いませんでした。神の働きは人々が想像するほど単純ではなかったようです。

この時、姉妹は続けてこう言いました。「神様がどの国で働きをなさろうと、それはすべてご自身の働きのためであり、人類をより良く救うためであり、非常に有意義なのです。私たちが今、神様の出現を求めたいのであれば、まず想像と観念を捨てなければなりません。神様がこの国に来るはずだと考えて、神様の足跡を特定の範囲内に限定してはならないのです。神様は全人類の神です。働きに必要な事柄に応じて、働きの場所を自由に選ぶことができます。全能神は仰せられます。『神は全人類の神である。神は自らを一つの国や民族の所有物とみなさない。神が自ら計画したとおりに働きを行い、形式や国、民族といった制限を受けることはない。これまであなたはこのような形式を想像したこともなかったかもしれないし、そのような形式を否定するかもしれない。神が現れる国や民族はたまたま誰からも差別されている地上で一番遅れている国や民族かもしれない。しかし、神には神の知恵がある。神はその偉大な力とその真理と性質により、神と心を一つとする人々の一群を本当に得ている。それは神が完成させたいと願う人々の一群で、神に征服され、あらゆる試練と困難、あらゆる迫害に耐え、最後の最後まで神に従うことのできる一群である』（『神の出現と働き』「附録1：神の現れによる新時代の到来」〔『言葉』第1巻〕）。」

全能神の御言葉を聞いた後、私は胸を躍らせて泣き、姉妹たちに言いました。「この御言葉は神様の力と権威を帯びていて、神様から来ています。神はイスラエル人の神だけでなく、中国人の神でもあり、さらに言えば、全人類の神です。神は本当に戻ってこられました！この数日間、私は道を誤るのが怖くてろくに食事も睡眠も取れませんでした！今日あなたたちとの交わりのおかげで、気の重さがなくなりました。神様に私を見捨てられなかったことを本当に感謝します！」その後、二人の姉妹が私に「言葉は肉において現れる」,を一冊渡してくれ、私は本を両手で抱えて家に帰りました。全能神の御言葉を読むことで、私は全能神が主イエスの再臨であると確信しました。私たちの主イエスは本当に戻って来られたのです。


15. 神の御名の奥義を理解することで、子羊の歩みと歩調を合わせる

台湾　慕真

私は小さいころ頭がよくて気の利く子どもだったので、両親や親戚や友人からいつも愛ある心遣いを受けていました。学校でも常に成績がよく、親切で落ち着いていたため、先生や同級生にも好かれました。そのころは将来への希望で満ち溢れていました。ところが驚いたことに、高校受験の際、私は0.5点差でトップの女学校に合格できず、代わって２番目の学校に入学したのです。その事態を受け入れられなかった私は２日間ずっと部屋に閉じこもり、食事も飲み物も断わりました。人生で挫折を経験したのはそれが初めてで、底なしの淵に落ちたような気がして苦痛に苛まれました。

学校生活が再び始まり、私はひどく憂鬱な気分でオリエンテーションに臨みました。オリエンテーションの期間中、上級生の女子生徒が主イエスの福音を私に宣べ伝えてくれました。教会での集会にますます多く出席して、兄弟姉妹の経験をさらにたくさん聞いた私は、主のお恵みが誠実なもので、頼ることができると感じました。祈りを捧げて主イエス・キリストを求めていれば、主のご加護とお心遣いを受け、心の中で平穏と安心を感じられると信じたのです。暗い絶望の中から、私は徐々に楽観と積極性を取り戻しました。その後２年生になったとき、私はクリスチャンとして洗礼を受けました。

聖書の真理をさらに学ぶため、私は神学校に進み、１年生のときに牧師が担当する「宗教概論」という講義を履修しました。ある日の講義で、その牧師はこう言いました。「『ヘブル人への手紙』第13章８節には『イエス・キリストは、きのうも、きょうも、いつまでも変ることがない』とあります。主イエスは唯一の救い主でいらっしゃいます。誠実で頼りになり、その御名はどの時代であろうと決して変わりません。イエスの御名に信を置くことでのみ、私たちは救っていただけるのです……」。その話から、私たちは主イエスの救いを通じてのみ悪と死から解放され、主イエスの御名に信を置いて初めて救っていただけることを学びました。そして、私を教会に連れてきたあの上級生がいつも幸せそのもので自信に満ち溢れているように見えたのは、主への信頼から得たいのちの力のためかもしれないという考えが浮かんだのです。講義のあと、私は主イエスに付き従い、すべての努力を主への奉仕に捧げようと決心しました。そのため、講義のあとの時間をすべて交わりや聖書研究や福音伝道への参加に費やし、説教と集会にも毎回必ず出席しました。

時間が経つにつれ、牧師や長老が説教の中でいつも同じ古い内容しか語っていないことに気づきました。彼らが言うことに新しい光はなく、私たち信者は彼らの言葉から霊的な糧をほんのわずかも得られなかったのです。中には弱さの中で生きる兄弟姉妹もいました。彼らは集会にまったく参加せず、誰一人として彼らを助けたり支えたりしようとしません。また説教のあいだは居眠りし、集会が終わると商品や保険を売りつけようとする兄弟姉妹もいました。さらに、特定の候補者のために選挙運動を手伝う人さえいたのです。私は心の中でこう思いました。「主を信じながら個人の益を求めるだけで、霊のいのちの進歩を追い求めないなんて、あなたがたはそれでもクリスチャンなの？　牧師も長老もそれを止めようとさえしない。それが主の御心とお求めにかなうことなのかしら」。教会のこうした状況に私は怒りと失望を覚えました。長いこと霊的な施しを受けていなかったので、私の霊は貧しくなり、弱ったように感じられました。さらに、私は仕事で忙しく、週末には残業することもよくあったため、しまいにはわざわざ集会に出席しようとさえ思わなくなりました。何かの問題に遭遇したときだけ、聖書を読んで主の御名において祈っていたのです。私は絶望して目標を失い、喪失感と無力感を覚えました。

2016年10月、私は全能神教会の王兄弟とインターネット上で知り合いました。王兄弟は金兄弟と数名の兄弟姉妹を紹介してくれました。金兄弟の交わりのおかげで、私はそれまで理解していなかった数多くの真理を理解するようになりました。神の受肉の真理に関する彼の交わりは特に実践的かつ明確で、私はそこから多くを得ました。長年主を信じ、聖書を学び、霊的に名高い人や牧師や長老による説教を数え切れないほど聞いてきたにもかかわらず、真理のこの側面についてここまで鋭く明瞭な交わりを聞いたことがなかったのです。私の霊は潤され、探し求めることへの欲求が内側でわき上がりました。その後私は、彼らがオンラインで行なう集会にしばしば参加しました。

ある集会でのこと、金兄弟はこのように教えを説いてくれました。「人類を完全に救われるため、神は六千年にわたる経営計画を始めてそれを３段階に分け、各時代に新しい段階の働きを行なわれます。神がなさるそれぞれ異なる働きに伴い、神の御名も変わります。たとえば律法の時代、神は『ヤーウェ』という御名のもとに働きをなさり、律法と戒めを布告され、初期のイスラエル人の地上における生活を導かれました。しかし、律法の時代の働きを終わらせて恵みの時代における贖いの働きを始められると、神の御名は『ヤーウェ』から『イエス』に変わりました。現在、私たちは終わりの日にいますが、神は主イエスによる贖いの働きを土台として、神の家から始まる裁きの働きをなさっています。神は恵みの時代に幕を下ろして神の国の時代を始められており、そうなさる中で御名は『全能神』に変わりました」。神の御名が変わったと金兄弟が言うのを聞いて、私はこう考えました。「聖書には『イエス・キリストは、きのうも、きょうも、いつまでも変ることがない』（ヘブル人への手紙 13:8）とはっきり記されている。私が信じている主イエスは唯一の真の神でいらっしゃり、主イエスの御名は決して変わらないはず。主イエスの御名を通じてのみ、私たちは救っていただけるのよ。神の御名が変わったなんてどうして言えるの。祈りの中でイエスの御名を唱えず、他の御名を唱えたら、それがどうして聖書に従っていることになるの」。金兄弟の交わりは私の信仰に強く異議を唱えるものでした。すると彼は次のたとえ話をしました。「慕真姉妹、会社があなたをまず計画部長に任命し、次の年には社長にしたとしましょう。あなたが計画部長だろうと社長だろうと、業務の必要に応じて肩書きも変わるはずです。あなたを慕計画部長と呼んでいた人たちが、いまは慕社長と呼んでいる。肩書きと地位は変わりましたが、あなた自身は変わったでしょうか。あなたはもうあなたではないのでしょうか」。私は「私は私のままです」と答えて何の反論もしませんでしたが、心の中では彼の言うことを受け入れられず、こう考えました。「神の御名が変わるはずはない。主イエスの御名に信を置くことでのみ、私たちは救っていただける。そんな簡単には納得しないわよ。今後はあなたたちのことを無視するし、もう終わりよ」。集会が終わったあと、私はチャットアプリに登録している全能神教会の兄弟姉妹を全員ブロックしました。

全能神教会の兄弟姉妹を残らずブロックした翌日の午後８時ごろ、驚くべきことがありました。台所で皿洗いをしていたところ、玄関のベルが突然鳴ったのです。それを聞いてドアを開けると、見知らぬ２人の少女が立っていました。するとその１人が何枚かの資料を私に手渡しました。私は最初こそごく丁寧に接していたのですが、少女から渡されたパンフレットに『キリストの再臨――主イエスは雲に乗って戻られた』と大きな文字で記されているのを見て、２人が福音を宣べ伝えに来たことに突如気づきました。私は当時、主イエスの御名は決して変わらないと信じていたので、２人の少女にいささか不快な気持ちになり、渡されたパンフレットを突き返しました。２人は少々がっかりした様子で、帰り際にその１人が「姉妹、あなたは神を信じていないせいでこの知らせを受け入れられないのですか。それとも別の教派に所属しているからですか。いままでに真理を注意深く調べ、求めたことがありますか」と訊きました。その姉妹たちがなんと言おうと、私はそれ以上自分の時間を２人に割きたくなかったので、何も言わず台所に戻って皿洗いを始めました。そうしながらも、「いままでに真理を注意深く調べ、求めたことがありますか」という姉妹の質問が心の中でずっと鳴り響き、「真理を注意深く調べたことは本当にないのかもしれない」と考えました。そして、王兄弟たちが神の御名が変わることについて交わっていたのを思い出し、それが自分の理解とどう違っていたのかと考えました。しかし、私は理解していないときでさえ真理を求めようと思ったことがなく、自分の聖書の知識に頼って彼が言ったことを分析していました。彼らの交わりのうち、自分が同意できる部分は受け入れたものの、同意できない部分については求めることも注意を払うこともしなかったのです。そのとき初めて、聖書に関する自分の知識のせいで、心の純粋さと素朴さを失っていたことに気づきました。真理に対して独善的な態度をとっていたのです。こんな私が誠実に真理を求める人だとどうして考えられるでしょう。

少し落ち着いたところで、全能神教会の兄弟姉妹がよく次のように交わっていたのを思い出しました。「神の羊は神の御声を聞きます。主の再臨をお迎えしたければ、神の御声に耳を澄ませてそれを聞き分け、何が真理かを理解しなければいけません」兄弟姉妹によるこの交わりは聖書と一致しています。賢い乙女は神の御声に耳を澄まさなければなりませんし、恵みの時代のペテロも主イエスの御言葉の中に神の御声を聞いたので、主に従うことができたのではないでしょうか。そのことに気づいた私は急いで聖書を取り出し、黙示録３章20節から22節が記されているページを開きました。「見よ、わたしは戸の外に立って、たたいている。だれでもわたしの声を聞いて戸をあけるなら、わたしはその中にはいって彼と食を共にし、彼もまたわたしと食を共にするであろう。勝利を得る者には、わたしと共にわたしの座につかせよう。それはちょうど、わたしが勝利を得てわたしの父と共にその御座についたのと同様である。耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい」私は聖書のこの一節を注意深くじっくり考え、こう思いました。「聖霊が語るときは必ず耳を傾けなければならないと、神は私たちに求めていらっしゃる。いま、私は幸運にも主の再臨を耳にして、全能神による終わりの日の働きを知る機会に恵まれた。それなら、いまも自分の観念に邪魔されているのはなぜかしら。どうして自分が理解できない考えや、自分の観念と合わない考えに耳を傾けようとしないのかしら。たとえ神の御名が変わったことをいますぐ受け入れられないとしても、少なくともその問題を探求して調べ、理解がもっと深まってから判断すべきだわ」。すると、「求めよ、そうすれば、与えられるであろう。捜せ、そうすれば、見いだすであろう。門をたたけ、そうすれば、あけてもらえるであろう」という「マタイによる福音書」７章７節の聖句が頭に浮かび、こう考えました。「神が本当においでになって門を叩いていらっしゃるのに、私が自分の観念に惑わされ、鈍感さのあまり耳を塞いで主を外に締め出し、終わりの日における神の救いを失ってしまえば、それはとんでもなく残念なことじゃないかしら」。

その夜、私は眠りにつくことができず、その晩の出来事を頭の中で残らず振り返り続けました。そしてこう考えました。「私はここで18年間暮らしているけれど、誰かが福音を広めに来たのは初めてだわ。あの姉妹は真理を注意深く探求して調べるようにとまで言ったけれど、それまで会ったことのない２人の姉妹が私に福音を広めに来たのは神の計画なのかしら。それに、２人を拒んで落ち着かなくなって、聖書を読んで答えを求めたときも、神は主が門を叩かれるというあの一節に私を導いてくださった。２人を追い返したのは間違いだったのかしら。全能神は本当に再臨された主イエスなのかしら」これらの考えが頭から離れず、私はすぐにベッドを出て主に祈り、導きと啓きを求めました。祈り終えるとコンピュータを立ち上げ、『神の国降臨の福音』と呼ばれている全能神教会の公式ウェブサイトを開いて、神の御名に関する記事を探しました。そして次に挙げる全能神の御言葉の一節を見つけました。「神の名は変わらないという人たちがいる。ではなぜヤーウェという名前がイエスになったのか。メシアの到来についての預言はあるが、ではなぜイエスという名の人が来たのか。なぜ神の名は変ったのか。そのような働きはずっと以前に実行されなかったか。神は今日新しい働きをすることはできないのか。昨日の働きは変えることができ、イエスの働きはヤーウェの働きから続いて起こることができる。ではイエスの働きを別の働きが継承することはできないのか。ヤーウェの名前をイエスに変えることができるなら、イエスの名前も変えることはできないのか。これは特異なことではなく、人々がそう考えるのは[a]ひとえに彼らの短絡思考のせいである。神はつねに神であり、神の働きや名前が変化しようとも、その性質や知恵は永遠に変わらない。神はイエスという名前でしか呼ぶことはできないと信じているならば、あなたはあまりに無知である」（『神の出現と働き』「自己の観念で神を規定する人がどうして神の啓示を受けられるのか」〔『言葉』第1巻〕）。この一節を読んだあと、神は各時代に新しい働きをなさり、新たな働きの必要に応じて新しい御名を名乗られることがわかりました。そして律法の時代に神の御名がヤーウェだったことと、神がこの御名のもとにイスラエル人を導かれたことを思い出しました。しかし、主イエスがおいでになって働きをなさったとき、神の御名はヤーウェからイエスに変わったのではないでしょうか。いま、全能神がこの問題をとてもはっきり説明してくださいました。神がおいでになって真理を表わされたのでなければ、誰がこのような奥義を明らかにできるでしょうか。私は自分の見方と一致しないという理由で、神の御名が変わるという考えを探求も調べもしませんでした。全能神が本当に主イエスの再臨でいらっしゃるなら、主が何度も門を叩いておられるにもかかわらず、私は主を締め出してしまったのです。そうして主の再臨をお迎えする機会を逃したら、どれほど残念なことになるでしょう。このようにして、私は全能神による終わりの日の働きを注意深く探求して調べることにしました。

その後、私は全能神教会の兄弟姉妹のブロックを解除し、自分がその夜に経験したことについて話しました。すると集会の途中、兄弟姉妹が次の聖書の一節を分かち合ってくれました。「あなたがたはどう思うか。ある人に百匹の羊があり、その中の一匹が迷い出たとすれば、九十九匹を山に残しておいて、その迷い出ている羊を捜しに出かけないであろうか」（マタイによる福音書 18:12）。そして私のことを、神が捜しに出かけてご自分の前に連れ戻された、さまよえる羊とまさに同じだと言いました。私が道に迷っていたとき、神の導きを受けて兄弟姉妹のブロックを解除し、集会に参加し続けられたのは、まさに神のお恵みだったのです。私を見捨てられなかった神に感謝いたします。

そのとき、惜玲という姉妹が私にこう尋ねました。「慕真姉妹、あなたは真理の何らかの側面が理解できなかったせいで、突然みんなをブロックしたのですか」私はうなずいてこう答えました。「聖書には『イエス・キリストは、きのうも、きょうも、いつまでも変ることがない』（ヘブル人への手紙 13:8）とはっきり記されています。これは、主イエスが永遠に変わらないことを証明しています。神が終わりの日に再臨なさるときも、依然としてイエスの御名を名乗られるはずです。この御名は決して変わらないのですから。しかし金兄弟が、終わりの日における神の御名は全能神だと説いてくれましたが、どうしてもそれを受け入れることができません。私は洗礼を受けてからずっと、主イエスの御名をお呼びすることで祈りを捧げてきました。どうして他の御名でお呼びすることができるでしょう」私がそう言い終えると、惜玲姉妹は次の神の御言葉の一節を送信してくれました。「神は不変だという人たちがいる。それは正しいが、そのことは神の性質と本質が変わらないことを指している。神の名前と働きの変化は、神の本質が変わったことを証明しているのではない。言い換えるなら、神は常に神であり、これは決して変わらない。神の働きは決して変わらないと言うのなら、神が六千年にわたる自身の経営（救いの）計画を終えることはできるだろうか。あなたは神が永遠に不変であることしか知らないが、神は常に新しく決して古くないことを知っているのか。神の働きが決して変わらないなら、神は人類を現代までずっと導くことができただろうか。神が不変なら、すでに二つの時代の働きを行なったのはなぜか。……『神は常に新しく、決して古くない』という言葉は神の働きを指しているのであり、また『神は不変である』という言葉は、神が本来所有するものと神そのものを指しているのである。いずれにせよ、六千年の働きを一点に絞ることはできないし、死んだ言葉で限定することもできない。そのようなことは人間の愚かさである。神は人が想像するほど単純ではないし、神の働きが一つの時代に留まることもあり得ない。たとえば、ヤーウェは常に神の名前を表わすわけではない。神はイエスの名のもとでも働くことができる。そのことは、神の働きが常に前へと進んでいることのしるしである」（『神の出現と働き』「神の働きのビジョン（３）」〔『言葉』第1巻〕）。

そして惜玲姉妹はこう言いました。「全能神の御言葉は次のことをとてもはっきり説明しています。つまり、『神は不変である』という言葉は神の性質と実質を指しており、神の御名が決して変わらないということではないのです。神はいつも新しく、決して古くはありません。神の働きは絶えず前進しており、その変化を反映して御名も変わらなければならないのです。しかし神の御名がどう変わろうと、神の実質は決して変わりません。神は依然として神でいらっしゃいます。ところが、私たちは『不変』という単語が実際には何を指しているか理解しておらず、神の働きが常に新しく、決して古くないことがわからないため、自分の観念と想像をもとに神の働きをいともたやすく規定してしまい、神に抵抗しさえします。たとえば、パリサイ人は『ヤーウェは唯一の神であり、ヤーウェの他に救い主はいない』という観念にこだわりました。ゆえに、神がおいでになって『イエス』という御名で働きをなさったとき、パリサイ人はヤーウェの御名が変わったものの、預言者が預言したように『メシア』と呼ばれていないことを知って、主イエスがキリストでいらっしゃること、神ご自身でいらっしゃることを否定し、狂ったように主イエスを断罪して主に抵抗し、しまいにはローマ当局と共謀して主イエスを十字架につけたのです。この最もはなはだしい罪により、パリサイ人は神の懲罰を受けることになりました。同様に、私たちも盲目的にあくまで聖書にしがみつき、神の御名は変わらないという観念にこだわり、終わりの日の神の働きを拒むならば、神を信じていると主張しながら神に抵抗する道を歩んだパリサイ人といったいどこが違うでしょう」。

続いて、彼女は全能神の御言葉の別の２節を読むよう私に言いました。「それぞれの時代、神は新しい働きを行ない、新しい名で呼ばれる。どうして神が異なる時代に同じ働きを行なえるのか。どうして神が古いものにしがみつけるというのか。イエスの名は贖いの働きのために使われたが、それならば終わりの日にイエスが再臨するとき、依然として同じ名前で呼ばれるのだろうか。イエスはまだ贖いの働きを行なっているのだろうか。ヤーウェとイエスは一つでありながら、異なる時代に異なる名前で呼ばれるのはなぜか。それは働きの時代が違うからではないのか。一つの名前で神の全体を表わすことができるのだろうか。そのようなわけで、神は異なる時代に異なる名前で呼ばれなければならず、名前を使って時代を変え、時代を表わさなければならない。なぜなら、一つの名前だけで神を完全に表わすことはできず、それぞれの名前はある時代における神の性質の一時的な側面しか表わせないからである。必要なのは、神の働きを表わすことだけである。よって、神は時代全体を表わすために、どんな名前であれ自身の性質に合う名前を選ぶことができる」（『神の出現と働き』「神の働きのビジョン（３）」〔『言葉』第1巻〕）。「『神はわたしたちと共におられる』というイエスの名は、神の性質の全体を表わせるだろうか。神を完全に表現できるだろうか。もしも、神は自身の性質を変えることができないので、イエスと呼ばれることしかできず、他の名をもつことはないと人が言うなら、それらの言葉はまさに冒涜である。あなたは、『神は共におられる』というイエスの名前だけで神の全体を表せると信じているのか。神は多くの名で呼ばれ得るが、それらの多くの名前の中に、神のすべてを要約できるものは一つとしてなく、神を完全に表わせるものもない。それゆえ、神は多くの名前をもっているが、これらの多くの名が神の性質を余すところなく明確に表現することはできない。なぜなら、神の性質はあまりにも豊かで、神に関する人の認識能力を完全に越えているからである。……ある一つの特定の言葉や名前では、神の全体を表わすことができない。そうであれば、神の名は固定され得るとあなたは考えているのか。神は極めて偉大で聖いのに、神がそれぞれの新しい時代に名前を変えるのを許さないつもりなのか。したがって、神は自ら働きを行なうそれぞれの時代に、自身が行なおうとしている働きを要約するため、その時代に合った名前を用いるのである。神はその時代における自身の性質を表わすために、一時的な意義を有する特定の名前を用いる。これは、神が自身の性質を表現するために人間の言語を用いるということである」（『神の出現と働き』「神の働きのビジョン（３）」〔『言葉』第1巻〕）。

そして惜玲姉妹はこう教えを説いてくれました。「どの時代においても、神は働きの計画の一部分だけをなさり、ご自身の性質の一側面だけを表わされます。ある特定の時代に名乗られる御名は、神がその時代に示される性質と、なさる働きを表わしているに過ぎません。たとえば律法の時代、ヤーウェという御名は神がなさる働きを表わすとともに、威厳があり、怒りに満ち、慈悲深く、呪いを伴うという神の性質を表わすために用いられました。ヤーウェという御名のもと、神は律法と戒めを布告され、地上における人類の生活を導かれました。そうして、人の振る舞いはますます規制され、どのように神を崇拝するかを学んだのです。律法の時代が終わりに近づくにつれ、人はますますサタンによって堕落させられたため、律法と戒めに従うことをやめ、断罪され死刑に処される危険を冒しました。律法の過酷さから人を救われるため、神はイエスという御名のもとで贖いの働きをなさり、こうして恵みの時代を始めて律法の時代に幕を下ろされました。神は愛情と慈悲に溢れた性質を表わされ、悔い改めの道を説き、最後は十字架につけられることで人類を贖われました。主イエスを救い主として受け入れ、主の御名において祈り、罪を告白して悔い改めた人は残らず赦されたのです。そのことから、神が各時代でお選びになる御名には意義があるのだとわかります。それぞれの名は神の働きの一部分と神の性質の一側面を表わすに過ぎません。１つの御名が神の全体を表わすことはできないのです。恵みの時代、神がイエスではなくヤーウェの御名でおいでになったとしたら、神の働きは律法の時代を越えて前進することをやめ、私たち堕落した人類は決して贖われず、律法と戒めを犯したかどで断罪され、死刑に処されていたでしょう。同様に、終わりの日に戻られた神がいまなおイエスと呼ばれたとすれば、神の働きは恵みの時代を越えて前進しないはずです。私たちの罪は赦されるでしょうが、依然として罪を犯しては告白するという悪循環の中で生き、罪の足かせから自由になって清めを得ることができないに違いありません。このように、私たちが罪の足かせから完全に逃れて清めを得られるようにするため、神は再び受肉され、御言葉を表わして裁きと清めの働きをなさり、神の国の時代を打ち立てて恵みの時代に幕を下ろされるのです。時代の移り変わりとともに神の御名も『全能神』に変わりましたが、そのことは『今いまし、昔いまし、やがてきたるべき者、全能者にして主なる神が仰せになる、「わたしはアルパであり、オメガである」』という黙示録１章８節の預言を成就しています」。

兄弟姉妹による交わりを通じて、「イエス・キリストは、きのうも、きょうも、いつまでも変ることがない」（ヘブル人への手紙 13:8）という聖書の一節は、神の御名が決して変わらないという意味ではなく、むしろ神の実質が不変であるという意味なのだとわかりました。また、神が六千年にわたるご自身の経営計画を３つの時代、すなわち律法の時代、恵みの時代、神の国の時代に分けられたことと、働きが新しい段階に入るたび、神が新しい御名を名乗られてその時代における働きと性質を表わされることも学びました。さらに、神は新たな御名を名乗られることで新しい時代の幕を開けられるのです。各時代における神の御名はなんと有意義なのでしょう。私がそれまで信じていたように、神の御名が変わらず、お戻りになっても依然イエスと呼ばれていたら、神の働きは足踏み状態のままではないでしょうか。

集会のあと、私は再び黙示録の数節に目を通しました。「今いまし、昔いまし、やがてきたるべき者、全能者にして主なる神が仰せになる、『わたしはアルパであり、オメガである』」（ヨハネの黙示録 1:8）。「勝利を得る者を、わたしの神の聖所における柱にしよう。彼は決して二度と外へ出ることはない。そして彼の上に、わたしの神の御名と、わたしの神の都、すなわち、天とわたしの神のみもとから下ってくる新しいエルサレムの名と、わたしの新しい名とを、書きつけよう」（ヨハネの黙示録 3:12）。これらの節を読んだあと、すべてが突然明らかになり、私はこう考えました。「この２節は前に読んだことがあるけれど、どうして本当の意味に気づかなかったんだろう。終わりの日に戻られるとき、神はもはやイエスと呼ばれず、新しい御名は『全能神』であることを、聖書のこの２節ははっきり預言しているわ。私はいつも『イエス・キリストは、きのうも、きょうも、いつまでも変ることがない』（ヘブル人への手紙 13:8）という聖書の語句にこだわって、神の御名は決して変わらないと考えていたけれど、聖書の他の節を調べようとは思わず、終わりの日の神の働きを絶えず拒んで抵抗していただけだった。なんて無知だったのかしら」兄弟姉妹による交わりと、神の御名に関する聖書の預言を通じ、神が終わりの日にお選びになった御名について、私はもはや何の疑いも抱かなくなりました。

その後、ある集会のとき、私は神の御言葉の別の一節を読みました。「わたしはかつてヤーウェとして知られていた。わたしはメシアとも呼ばれ、また、人々はかつてわたしを救い主イエスとも呼んだ。わたしを愛し、尊敬したからである。しかし、今日わたしは人々が過去に知っていたヤーウェでもイエスでもない。わたしは終わりの日に戻ってきた神、時代を終らせる神である。わたしは、わたしの全性質を余すところなく顕し、権威、名誉、栄光に満ちて地の果てから立ち上がる神自身である。人々は一度もわたしと関わったことがなく、わたしを知ったことがなく、ずっとわたしの性質に無知であった。天地創造から今日に至るまで、わたしを見たことがある者はひとりとしていなかった。これは終わりの日に人の前に現れるが、人々の間に隠れている神なのである。神は真実で現実的に、照りつける太陽や燃え立つ火のように、力に満たされ、権威にあふれて人々のあいだに存在する。わたしの言葉によって裁きを受けない人や物は一人として、一つとしてない。燃える火によって浄化されない人や物は一人として、一つとしてない。最終的には、あらゆる諸国はわたしの言葉のために祝福され、わたしの言葉のために粉々に砕かれもする。このようにして、終わりの日にすべての人は、わたしが戻ってきた救い主であり、人類のすべてを征服する全能神であり、かつては人のための罪の捧げものであったが、終わりの日にはすべてを焼き尽くす太陽の炎にもなり、またすべてのものを露わにする義の太陽でもあることを理解するだろう。それが終わりの日のわたしの働きである。わたしはこの名前を名乗り、この性質を持ち、すべての人がわたしが義の神であり、照りつける太陽、燃え立つ火であることが理解できるようにする。そうするのはすべての人が唯一の真の神であるわたしを崇め、わたしの本当の顔を見ることができるようにである。わたしはイスラエル人たちの神であるだけではなく、贖い主であるだけでもなく、天、地、海の至る所にあるすべての創造物の神である」（『神の出現と働き』「救い主はすでに『白い雲』に乗って戻ってきた」〔『言葉』第1巻〕）。

すると惜玲姉妹がこう教えを説いてくれました。「終わりの日、神は『全能神』の御名のもと、神の国の時代の御言葉によって裁きの働きを始められ、一切の背きを許さない義にして威厳ある性質を人類に示されました。全能神が表わされた御言葉は、サタンによる人類の堕落の現実と、私たちが神に抵抗する根源を暴きます。神の御言葉は私たちの反抗と不義に裁きを下すとともに、私たちが性質の変化を遂げるにあたって従うべき道と方向を示します。万事において真理を追い求めることに集中し、真理を使って自分の堕落した性質を解決し、神のお求めにしたがって振る舞い、他人と接する限り、私たちは徐々に堕落した性質を取り除き、神の完全な救いを得ることができます。全能神の地上における働きが完了すると、終わりの日における神の働きを受け入れ、神の清めと救いを得た人はみな、神によって御国へと導かれ、神の祝福と約束を享受できるのです。終わりの日における神の働きを拒み、神に抵抗し、神を断罪、中傷、冒涜さえする人について言えば、終末の大災害に一人残らず呑み込まれ、神の罰を受けて滅ぼされます。ゆえに、神は『全能神』の御名を名乗られることで、一切の背きを許さない義にして威厳ある性質を全人類に示され、人をその種類に応じて選り分け、この悪しき時代に終止符を打つとともに、神の六千年にわたる経営計画の働きを残らず完了なさるのです。神が万物の支配者にして創造主でいらっしゃることだけでなく、私たちの罪の捧げ物となり、人類を完全にし、変え、清めることさえおできになることを私たちが知るよう、神は望んでおられます。神は最初にして最後であり、その素晴らしい御業は人間には計り知れないものです。そのようなわけで、神が『全能神』の御名を名乗られるのはひときわ有意義なことなのです。現在、聖霊は全能神の御名のもとになされる働きだけを守られています。神による終わりの日の働きを受け入れ、全能神の御名において祈る人はみな、聖霊の働きといのちの生ける水の施しを受けることができます。恵みの時代の教会は殺伐となり、荒廃しました。信者の信仰はますます冷え切り、説教は実質を伴わず、祈っても心を動かされず、いっそう多くの信者が世俗の潮流に誘惑されています。その問題の根源は、神が新たな働きをなさっており、聖霊の働きが恵みの時代の教会から神の国の時代の教会へと移った事実にあります。彼らは子羊の歩みに歩調を合わせず、全能神による裁きの働きを受け入れなかったため、いのちの生ける水の施しを受けることができずに、出口のない闇の中でもがくに違いありません。

神の御言葉を読み、姉妹の交わりに耳を傾けることで、神がそれぞれの時代に異なる御名を名乗られることの意義について、私はより深い理解を得ました。また、終わりの日における神の裁きの働きと、神が表わされる性質についても認識を得ました。それは私たちが罪の束縛から解放され、神に救っていただくにあたって極めて重要なのです。事実、ここ何年か説教を聞いても糧を得られた気がせず、兄弟姉妹の信仰が弱くなり、説教に実質が伴っていなかったのは、聖霊の働きがすでに移ったからでした。いま、聖霊は全能神の御名のもとになされる働きだけを守っておられます。私たちは神の新しい御名を受け入れず、子羊の歩みに歩調を合わせていなかったため、闇へと転落してしまったのです。そのとき、全能神が本当に再臨された主イエスでいらっしゃることを、私は心の中で理解しました。

その後、真の教会と偽の教会の見分け方や、聖霊の働きとサタンの働きの見分け方といった真理の諸々の側面について、兄弟姉妹が私と交わってくれました。私はそれらの交わりから大いに益を得ました。兄弟姉妹と集まって福音の映画や動画を見るたび、自分の霊が満たされるように感じ、心の中が平穏と安心感でいっぱいになったものです。全能神の御言葉は、私が主への信仰の中で以前に抱いていた数多くの疑問だけでなく、人生の中で抱えていた多くの問題をも解決してくれました。また、最初に主を信じ始めたときの信仰の感覚も取り戻すことができました。神が私をお選びになって終わりの日の働きを受け入れさせてくださったことに、私は大いに喜び、子羊の歩みと歩調を合わせるようになりました。現在、私は全能神の御言葉を毎日読んでいます。読めば読むほど心が光で満たされるように感じ、全能神の御言葉は真理であり神の御声だと心の底から確信しています。さらに、神がいま姿を現わされ、全能神として働きをなさっていることも完全に確信したので、全能神の御名を受け入れて正式に全能神教会に加わりました。私を救ってくださった全能神に感謝いたします。

脚注

a．原文では「人々がそう考えるのは」が省略されている。


16. 神の御言葉が私の力

カナダ　静念（チンニェン）

私は子どものころから家族にならって主イエスを信じ、よく聖書を読んで礼拝に参加しました。結婚後は主イエスの福音を義母に伝え、それから義母は何かあっても以前のように腹を立てたり、気まぐれに振る舞ったりすることがなくなりました。家族関係が全体的によくなり始めたのです。自分の母親に起きた変化を見て、夫も2015年に主を信じ始め、毎週私と一緒に教会へ行きました。主の福音を受け入れた私たち一家は平和そのものでしたが、私にはそれが主のお恵みだとわかっていました。そして心の底から主に感謝したのです。

2012年2月のある日、私が働いていたところ、女性の顧客が私を見るなりとても興奮し、脇に引っ張ってこう言いました。「あなた、私の友だちと本当に似てるわ。彼女に紹介したいんだけどかまわない？　彼女はカナダに来たばかりで知り合いがほとんどいないの。だから時間があれば彼女と会って、仲良くしてあげてくれないかしら」。私はこれを聞いてすっかり驚き、こんなことがあるのかしら、この人の友だちは本当に私とよく似ているのかしらと考えました。しかし、すべての物事には主の慈悲深い御心があること、愛情をもって他人を助けるのも主の教えの一つであることを思い出し、彼女のお願いを聞くことにしました。数日後、私は彼女の友人である暁晗（シャオハン）と会いましたが、私ととてもよく似ているというのは本当でした。私たちを見た人から双子ですかと訊かれたくらいです。私たちの外見がこれほどよく似ているからなのか、あるいは物事の裏に主の采配があるからなのかはわかりませんが、私は彼女を見てすぐさま親近感を強く覚えました。数回会っただけで、何でも話し合える姉妹のようになったのです。中でも私を一番驚かせたのは、シャオハンを通じて終わりの日に再臨された主イエスの福音を聞いたことでした。

ある日、シャオハンは私を自分の叔母さんの家に連れて行き、そこで叔母さんが全能神の御国の福音を私たちに伝えてくれました。終わりの日に神が発せられた御言葉を私たちに読ませ、アダムとエバをお作りになった神の御心、ノアに箱船を作るよう命じられた際の神のお考えと御旨、ノアの時代の人々を滅ぼされた際に神が感じられた心の痛みなどを交わってくれたのです。そして、これらの奥義はすべて終わりの日の神の御言葉の中で明かされており、そうでなければ誰にも理解できないと言いました。私は叔母さんの言うことを信じました。神がなさる一つひとつのことの裏にあるお考えは、神ご自身にしか説明できないからです。神が自らおいでになって語り、働かれたのでなければ、他に誰が神のお考えと御旨を完全に説明できるでしょう。私は神の御言葉に深く引き込まれ、終わりの日における全能神の働きを真剣に調べることにしました。それを考察していたあいだ、聖書を読んでも理解できない問題がいくつもあったので、それらについて尋ねたところ、シャオハンの叔母さんは全能神の御言葉を基に答えてくれました。その答えは完璧そのもので、私にとってもわかりやすく理解できるものでした。神の御言葉を読めば読むほど心の中の混乱が徐々に解消されていき、全能神は終わりの日に御言葉を通じて裁きの働きをなさり、それによって「さばきが神の家から始められる時がきた」（ペテロの第一の手紙 4:17）という聖書の預言が成就されるのだと理解できるようになりました。神の働きのこの段階は、主イエスの働きを発展させて深めるものであり、人類を清めて救う、終わりの日における神の働きの最終段階なのです。しばらく考察したあと、私は全能神が再臨された主イエスでいらっしゃることを確信するようになりました。そうして終わりの日の全能神の働きを喜んで受け入れるとともに、兄弟姉妹との集会に参加し始めました。

それから３ヶ月を少し過ぎたある日の朝、私がいつものように他の姉妹と集まっていたところ、携帯電話が突然鳴りだしました。画面を見ると、誰かが私のアイフォンを使って居場所を突き止めようとしているという通知が目に入りました。私はとても驚き、何が起きているのかわかりませんでしたが、直後に夫がＷｅＣｈａｔで「どこにいるんだ」というメッセージを送ってきました。私はそのメッセージを見て少しためらいました。１ヶ月ほど前、教会の礼拝を終えて帰宅した夫から、牧師が全能神教会についていろいろ否定的なことを言っていた、東方閃電の連中に気をつけて接触しないよう信者に注意していた、などと聞かされたことを思い出したのです。このとき、夫が牧師や長老に惑わされてしまうのではないか、彼らの噂のせいで全能神教会に反感を抱くのではないかと、私は不安になりました。自分が真理をもっと理解し、終わりの日の神の働きをはっきり証しできるようになってから夫に福音を伝えようと思っていたので、全能神教会の姉妹との集会について夫に話す気にはまったくなれませんでした。私はその思いを胸に、「職場に向かうところよ」と返信しました。しかし、このことについて再び考えると、何かがおかしいような気がしました。「あの人がこんな時間にメッセージを送ることなんてない。今日はどうして、私がどこにいるかを突然訊いてきたんだろう。いったいどういうことかしら」。

その夜、仕事を終えて帰宅したところ、夫がベッドに腰かけながら怖い顔で睨んできました。家の中に隠してあった神の御言葉の本を見つけたらしく、それが机の上に置かれています。それを見た私はすっかり怯みましたが、夫は私に考える余裕すら与えず、こう問い詰めました。「いつから全能神を信じ始めた？　ネット上には全能神教会に関する否定的な記事が山ほどあるが、お前はそれを知らなかったのか？　今日、お前は俺に嘘をついた。今朝、職場になんて向かっていなかっただろう。どこにいたんだ？」私はいささか腹が立ってこう言い返しました。「じゃあ、今日私の携帯電話が鳴ったのは、あなたが私の居場所を突き止めようとしていたのね！」すると夫は言いました。「今朝の休憩中、お前がどこにいるかと思って居場所を調べたら、言っていた場所にいないことがわかった」。そこで口調を柔らかくして、こう続けます。「全能神の信者の間では男女の線引きが曖昧だと、中国政府はネット上で言っていた。そのうえ、他にもありとあらゆる否定的な話が出回っている。頼むから、連中ともう接触しないでくれないか。教会の礼拝に出かけるだけにしてくれ。そのほうがずっといいはずだ。俺も毎週一緒に行くから。どうして連中と関わったりしているんだ」。夫は言い終えるとインターネットを立ち上げ、全能神教会に関する否定的な情報を山ほど見つけて私に読ませました。それら根拠のない噂を読んだ私は、怒りも露わに言いました。「この人たちは全能神教会と接触したことがまったくない。どうして全能神教会についてべらべらしゃべっているの？　どれも根拠はまったくないし、噂に過ぎないわ。嘘と噂ばかりで、少しも信用できない。ここ数ヶ月、私は全能神教会の兄弟姉妹と付き合ってきたけれど、服装は質素で上品だし、言動も立派よ。兄弟と姉妹のあいだにははっきりした一線が引かれているし、接し方にも原則がある。共産党政府や牧師や長老が広めている噂とはまったく違うわ。全能神が神の国の時代に向けて発せられた行政命令ははっきりこう述べている。『人の性質は堕落している。その上、人はさまざまな感情を持っている。そこで、神に仕える際、男女が二人きりで一緒に働くことは絶対に禁止される。誰でもそうしていることが見つかった者は除名され、これに例外はなく、誰も免除されない』（『神の出現と働き』「神の国の時代に神に選ばれた人々が従わなければならない行政命令十項目」〔『言葉』第1巻〕）。神は聖く義でいらっしゃり、単なる淫らな振る舞いでもお嫌いになる。だからご自身の選民に向けて厳しい行政命令を発せられ、それに反した者は教会から追放されるの。全能神教会の兄弟姉妹は神の行政命令を固く守っているし、誰一人それに反しようとしない。私はこの目でそれを見たし、経験だってしたわ。全能神教会では男女の線引きが曖昧だという、共産党政府や牧師や長老が広めている噂は、嘘と中傷以外の何物でもないわ！」しかし、私がなんと言おうと夫はまったく耳を貸さず、兄弟姉妹との集会にこれ以上出席してはいけないと言い張りました。聞く耳を持たないその態度を見て、私はいささか否定的な気持ちになり始めました。この異国の地で自分に近い人は夫しかいないし、喧嘩したくはなかったからです。そのうえ、夫が中国にいる私の家族と牧師に連絡するのではないかと不安でした。そうすれば問題の種が増えるだけです。そこで、集会に行ってはいけないという夫の主張に同意しましたが、自宅で神の御言葉を読み続けたいと言いました。夫はうなずいてくれました。かくして、嵐はしばらくのあいだ収まったのです。

家でひとり神の御言葉を読むようになってから、自分には理解できないことが数多く現われました。そこで夫が仕事に出かけているとき、私は自分の携帯電話で姉妹に連絡をとったのですが、そうして姉妹たちとの集会を続けられたのです。夫から集会に行くのを止められたいきさつを話したところ、姉妹のひとりが神の御言葉の一節を読んでくれました。「神が人において行う働きのあらゆる段階において、それはあたかも人の手配により、あるいは人の干渉から生まれたかのように、外面的には人々の間の相互作用のように見える。しかし舞台裏では、働きのあらゆる段階、起こるすべてのことは、神の面前でサタンが作った賭けの対象であり、人は神への証しにおいてしっかりと立つことが要求される。ヨブが試練に会った時のことを例にとってみよう。秘かにサタンは神と賭けをしており、ヨブに起こったことは人間の行為であり、人間による干渉であった。神があなたがたにおいて行う働きの各段階の背後にはサタンと神との賭けがある。その背後にはすべて戦いがある。……神とサタンが霊的領域で戦う時、あなたはどのように神を満足させるべきか、どのように固く証しに立つべきであろうか。あなたは自分に起こることのすべては大いなる試練であり、その試練の時に神があなたの証しを必要とすることを知るべきである」（『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」〔『言葉』第1巻〕）。そして姉妹はこう交わってくれました。「全能神を受け入れた直後にこのようなことに遭遇すると、表面上は自分の家族が道を塞ぎ、集会に行くのを止めているように見えますが、神の御言葉を通じてそれを見れば、その裏にはサタンの妨害があります。これは霊の戦いなのです。神は私たちを救おうとなさっていますが、サタンはそうたやすく諦めるつもりはないので、神のあとをつけて私たちの邪魔をし、周囲の人を使って私たちが神の御前に出るのを妨げます。サタンの目標は、私たちと神の正常な関係を壊し、私たちが神から離れて裏切るよう否定的かつ弱気にさせ、最後はおのれの支配下に連れ戻して、神に救っていただく機会を失わせることです。ゆえに私たちは識別力を身につけ、神の御言葉にしたがって物事を見、サタンの策略を見抜き、もっと祈って神にすがり、神に対する真の信仰をもたなければなりません。そうすれば自分の信仰を通じて神の御業を見ることができます」。神の御言葉と姉妹の交わりを聞いて、このような考えが浮かびました。「夫が神を信じて神に従う私の道を塞いでいるのは、サタンが夫を使って私の邪魔をし、私に神を裏切らせるためなのね。ヨブが経験した試練とまさに同じだわ。サタンはあの手この手でヨブを試そうとした。ヨブが莫大な富と牛と羊の群れを失い、恐ろしい腫れ物に覆われるようにしたうえ、友人を使ってヨブを妨げ攻撃した。妻をも使ってヨブを試し、神を捨てさせようとしたのよ。サタンは傲慢にも、神に対するヨブの信仰を滅ぼし、彼が神を拒んで捨てるように試みた。サタンは本当に邪悪で卑劣だわ」。このように考えていると心の中がサタンへの嫌悪で一杯になりましたが、そのときこう思いました。「サタンは必死になってヨブを迫害したけれど、神のお許しを得ずにヨブの命を奪おうとはしなかった。それはつまり、私がいま経験していることも神の御手の中にあるという意味じゃないの？　心を込めて神を仰ぎ、神にすがる限り、神はきっと私を導き、サタンの誘惑に勝利させてくださるはずだわ」。その考えは神へのさらなる信仰を私にもたらしました。そして私は、携帯電話を使ってこれからも姉妹たちと連絡をとりあい、集会への参加と交わりを続けようと決意しました。

ある日の夜、私は携帯電話をテーブルに置きましたが、夫がそれを手にして中身を調べようとは思いもしませんでした。夫は姉妹とのチャットの記録を見て、怒りを剥き出してこう言いました。「お前はまだ連中と連絡し合っているし、１度に２時間もチャットしているな」。それから夫はネット上に流れている否定的なプロパガンダをさらにまくし立て、様々な手段で私の監視を始めました。携帯電話で姉妹と連絡を取り合うことももうできません。このようにして、私はまたしても教会生活を失い、姉妹から何の助けも得られなくなりました。その後、夫はネット上で見つけた噂話を日々私に送り始め、私に嫌がらせをしたり、兄弟姉妹との連絡を阻んだりもしました。夫の圧迫と妨害に直面した私はすっかり惨めな気持ちになり、再び弱気にならずにいられませんでした。そしてこう考えました。「私が全能神を信じるのを、夫はどうしてこんなに反対するのかしら。私は神を信じたいだけなのに、なぜこんなに難しいの。これから私の生活はこのようになってしまうのかしら」。その考えに、私は涙をこらえることがどうしてもできませんでした。ひときわ強い孤独と無力を感じたのです。ここからどこに行けばいいのかわかりません。そう思って何度泣いたかわからないほどです。苦痛の中、私は神に祈ることしかできませんでした。「神よ！　夫の束縛に直面して何をすべきか、これをどう乗り切るべきかわかりません。しかしどんな状況でも、そこにはあなたの慈悲深い御心が含まれていると私は信じております。どうか私をお導きになり、これを乗り切る信仰をお与えください」。

祈り終えたあと、不思議なことに神の御言葉の２節を姉妹から受信しました。「サタンは神と戦い、また神をつけ回しています。サタンの目的は神が行ないたい業をすべて粉砕し、神が求める人間を占有して支配し、完全に消滅させることです。もしこのような人々が消滅させられないならば、彼らはサタンのものとなってサタンに用いられます。これがサタンの目的です」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 IV.」〔『言葉』第2巻〕）。「あなたは自らの内にわたしの勇気を持たねばならず、未信者である親戚に直面するときは、原則を持たなければならない。しかしわたしのために、どんな暗闇の勢力にも屈してはならない。わたしの知恵に頼って完全な道を歩みなさい。サタンの陰謀に支配されてはならない。わたしの前に心を据えることに全力を尽くしなさい、そうすればわたしはあなたを慰め、平安と幸福を与える」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉をじっくり考えることで、私はサタンの悪意に対する識別力をいくらか得ました。神が人類を救うべく働きをなさる一方、サタンは知恵を振り絞って神の働きを滅ぼし、人を巡って神と争います。そのため、ありとあらゆる噂をネット上で広め、人を惑わし騙そうとしているのです。また、サタンは家族を使って私たちの邪魔をし、嫌がらせをすることで、私たちが神の御前に出て救いを得られないようにしています。夫は真実を知らないせいでサタンが広めた噂に目を塞がれ、惑わされてしまいましたが、私の信仰を頑なに妨げていたのはそれが唯一の理由です。そのうえ、サタンは私の弱さに乗じ、私を束縛して害を与えました。私の致命的な弱点が感情であることを知っていたので、夫に対する気持ちを通じて私を攻撃するとともに、私の肉への執着と、家族の調和を守る願望を利用して、神に従うことを私に諦めさせ、そうして真の道を捨てて神の救いの機会を失わせようとしたのです。サタンは本当に卑劣です。それと同時に、神が御言葉によって私を慰め、サタンの闇の勢力に屈しないよう励ましてくださるのを感じました。また、神は実践の道も私に授けられていました。神は「わたしの知恵に頼って完全な道を歩みなさい。」とおっしゃいました。このような環境の中、私はどのように神と協力し、知恵を使って集会に参加できるでしょうか。振り返ると、前回夫は携帯電話を使って私を追跡したので、もう姉妹の自宅に行って集会を開くことはできません。そのうえ、自分の携帯電話を使って彼女と連絡をとることもできませんが、ショッピングモールの休憩スペースでなら彼女と会うことができます。夫に再び問い詰められたら、買い物に出かけていたと言えばいいのです。こうして神のお導きのもと、私は再び彼女と会うことができました。私の苦境を理解した彼女は神の御言葉について交わるとともに、私を慰め励ましてくれました。真理を理解したあと、私の否定的な気持ちはすぐに消え去りました。

ある日、仕事から帰宅した私は神の御言葉を読みたくなりました。しかし、いつも本をしまっている引き出しやキャビネットを全部残らず探しましたが、どこにも本がありません。私はものすごく不安になってこう考えました。「なんてこと。夫が私の本を捨てたに違いないわ。本当に注意深い人だから、私が見つけられるようなゴミ箱には絶対捨てていないはず。あの人の職場で捨てられたら、絶対に見つけられない」。そう考えると惨めな気持ちになり、どうしてよいかわかりませんでした。

数日後、夫と一緒に免許の更新に出かけたところ、そこである姉妹の姿を目にしたので、神の御言葉の本がなくなったことをこっそり伝えました。すると彼女は、もっと祈って神にすがり、もう一度徹底的に探しなさいと言ってくれました。神は万物を司って支配なさるのだから、あなたのご主人がそれを捨てたかどうかは神の御手の中にあり、無闇に想像力を働かせて結論を急ぐべきではないというのです。帰宅後、そのことについて別の姉妹にメッセージを送ったところ、同じ答えが返ってきました。２人の別の姉妹から同じ交わりを受け取った私は、この裏には神の善意があるはずだと信じました。神はこの姉妹たちをお使いになって私に気づかせようとされているのでしょうか。そのとき、神の御言葉の一節が頭に浮かびました。「全能神は万物万象の上に君臨しているのだ。我々がいかなる時も心の中で神を仰ぎ、霊に入って神と交わっている限り、神は我々が求めるすべてのことを示し、神の旨は必ずや我々に露わにされる。そうすれば我々の心は喜びと平安を得て、完全に明瞭になり安定するだろう」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第七章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉から、人がすがって助けを得られるよう、神はいつもそこにいらっしゃることがわかりました。困難に見舞われ逃れられなくても、心の底から神に呼び求める限り、神は私たちを啓いて導き、困難を乗り切る手助けをしてくださいます。神の御言葉による啓きと導きのおかげで、神に対する私の信仰は再び強まり、実践の道を取り戻しました。また神の御言葉の本がなくなった件について言えば、自分の努力に頼ったところで絶対に見つけられないこともわかりました。神は全能でいらっしゃるので、神にすがり、神を仰ぎ、実践的な形で神に協力してそれを探し求めれば、神はきっと私をお導きになり、助けてくださるはずだと信じたのです。そこで私は神の御前に出て心から祈りました。「神よ！　私はあなたの御言葉の本を見つけられないでいます。最初は自分の観念と想像に頼って何があったのかを推測し、自分の衝動にしたがって反応するばかりでした。私はあなたを一番上に置いておらず、何事もあなたの支配下にあることに気づいていませんでした。いま、私はあなたを仰ぎ、この件をあなたに委ね、それからあなたと協力してもう一度探したいと思います。その本を見つけられようと見つけられまいと、それはあなたのお許しを得て起きることです。どうかお導きをお願いいたします」。

祈り終えたあと、私は靴をしまっている物置部屋に行こうと突然思いました。ひざまずいて靴を拾い上げたところ白いバッグを偶然見つけたのですが、驚いたことに、とてもはっきりしたひらめきが突如頭に浮かびました。神の御言葉の本はこのバッグの中だ。それを手にして中を見たところ、まさにその通りでした。私は驚きと喜びを同時に感じ、「神よ、感謝します！　神よ、感謝します！」と叫ばずにはいられませんでした。そのとき初めて、神が私を導いてこの本を見つけられるようにしてくださったことがわかりました。何事も神の支配下にあること、神が人の考えや思いをも采配なさること、神にすがって神を仰げば何一つ不可能ではないことを、まさに目の当たりにしたのです。私はすぐさまその本を寝室に持ち帰り、引き出しの中に注意深くしまいました。その夜、帰宅した夫は、物置部屋に隠しておいた本を私が見つけたことを突き止め、渡すように言いました。しかし今回、私は神にすがり、自信と強さをお与えくださいとお願いして、夫にこれ以上譲歩するのを拒んだのです。私の決意を見た夫は、それから何も言いませんでした。

その後、説教を聞けるようにとあの姉妹が私に携帯電話をくれましたが、そこには神の御言葉も多数ダウンロードされていました。おかげで集会に参加してデボーションを行なうのが楽になりました。ところが別のバッグを使ったときにその携帯電話をうっかり家に忘れてしまい、私が再び集会に参加したことを夫に突き止められたのです。夫は私にメッセージを送り、「どうしていまだに連中と付き合っているんだ。こっそり集会に行っているのはなぜなんだ」と問い詰めました。そのメッセージを見た私は怒りと不安を同時に覚えましたが、そこで過去の経験を振り返り、夫が私の前に立ち塞がったり圧迫したりするたび、自分がいつも譲歩して退くか、否定的かつ弱気になったことや、自分に一番欠けているのが神にすがってその証しをする能力だということを思い出しました。今度こそサタンに屈するわけにはいきません。神にすがり、神を仰ぎ、信仰を通じてサタンに打ち勝ち神の証しを立てよう。私は神様の御言葉を思い浮かべました。「どこにいようといつであろうと、状況がどんなに不利であろうと、わたしはあなたにはっきりと見せ、心でわたしを見上げるならわたしの心が露わにされる。そのようにすればあなたは行く手を走り抜くことができ、道を見失うことは決してない」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十三章」〔『言葉』第1巻〕）。そして神に祈りました。「神よ！　いまあなたは私をお選びになり、あなたの足跡に従うことをお許しになりました。全力で追求せず、サタンの勢力にひれ伏せば、私は救いの機会を失うでしょう。ああ神よ、私のいまの困難をあなたに委ねたいと思います。夫が全能神に対する私の信仰について、家族や牧師に話したとしても、あるいは他にどんなことをしようとも、私はあなたに服従します。今度こそあなたにすがってあなたの証しを立て、サタンに恥をかかせてやります」。

祈り終えたあと、私の心は徐々に落ち着いてきました。そして携帯電話を手にすると、夫に返信しました。「そうよ、私はまた集会に参加している。明日の夜、落ち着いてこの件をしっかり話し合いましょう」。送信したあともまだ、自分が精錬されているように感じました。真理を真剣に追い求めようとするたび、邪魔されるのはなぜでしょう。すると、姉妹たちが何度も交わってくれたヨブの経験が頭に浮かびました。また、神がおっしゃった次の御言葉も思い出しました。「では、ヨブがこの責め苦に見舞われていたとき、神は何をしていましたか。神は観察し、見守り、その結果を待っていました。観察して見守りながら、神はどう感じたでしょうか。もちろん悲しみに打ちひしがれていました」（『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」〔『言葉』第2巻〕）。私は神の御言葉をじっくり考え、ヨブの経験に思いを巡らせました。ヨブは生涯にわたって神を畏れて悪を避けましたが、神がヨブを得られることにサタンは満足せず、彼を何度も試しました。しかしサタンがヨブを試しているあいだ、神はすべてを見守っておられ、サタンに厳しい制約を課しました。サタンはヨブの命を奪うことができず、かくしてヨブの安全は保証されたのです。神が人を大事になさること、私たちが苦しむのをお望みにならないこと、私たちがサタンの支配下に陥ってサタンに害を受けるのをご覧になりたくないことがわかりました。加えて、サタンがヨブを試すのをお許しになったことには、神の慈悲深い御心がありました。神はヨブから証しを得て、ご自身に対するヨブの信仰と服従を完全にすることを望まれたのです。それはまさに私が置かれた状況ではないでしょうか。サタンは何度も私を試みましたが、神は決して私のもとをお離れにならず、いままで私を導いてくださいました。私がいのちの成長を遂げ、神の証しを立ててサタンに恥をかかせることを望まれて、神はそれらの状況を整えられたのです。かくしてそのとき、神の証しを立ててサタンに恥をかかせるべく戦わなければならないことがわかりました。私は神へのさらなる信仰を再び感じるとともに、神が采配されたことに服従し、神の側に立ち、二度とサタンに譲歩しないことを決意しました。

翌日の夜、私が仕事から戻ったところ、夫はすでに帰宅して私を待っていました。私が腰を下ろすと、夫は「全能神への信仰を捨てることはできるか」と訊き、ネット上で見た全能神教会に関するありとあらゆる否定的なプロパガンダを話し始めました。私はこう答えました。「いいえ、捨てるなんてできないわ。全能神教会について、あなたはいったい何を知っているの？　あなたがネット上で見たのは、どれも全能神教会を中傷してその名誉を毀損し、断罪しようとする、中国共産党政府がでっち上げた噂に過ぎないわ。何一つ真実じゃない。中国共産党は無神論政党で、特に真理と神を嫌っている。だから、全力を尽くしてありとあらゆる噂をでっち上げ、それを広めて人々を騙そうとしているのよ。人を惑わして神に抵抗させ、最後は自分たちもろとも滅ぼされるようにするという無駄な望みを抱いているわ。それが中国共産党政府の邪悪な意図なの。でも、私は神を信じることで何も間違ったことはしていないし、あなたをがっかりさせることを言ったこともない。私の信仰の道は人生における正しい道だし、それを歩み続けようと決めたの。私は十分考えたわ。そして、あなたが牧師や説教師を呼んできて、説教を通じて私を断罪させ、教会から追放させたって構わないと決心したの。私の両親を呼んで私を叱ってもらい、圧迫させたっていいわ。でも、あなたが何をしようと私の心は変わらないから。もう終わりの日の神の働きを受け入れたし、神の御言葉を読み、神が用意なさった状況を経験することで、全能神こそ再臨された主イエスだって確信したのよ。何があろうと、私は自分の選択に従うわ」。すると夫はこう言いました。「自分が主を裏切っていることにお前は気づいているんだな。主はお前に多くの恵みを与えてくださった。どうして主を裏切れるんだ」。私は答えました。「全能神を信じるのは主を裏切ることじゃないわ。それは小羊の足跡に従うことなの。全能神と主イエスは同じ神でいらっしゃるからよ。主イエスがもう戻られたという知らせを聞いたとき、それを調べるべきだと知ってその後受け入れたのは、まさに私が主イエスのお恵みを数多く享受してきたからだわ。主イエスはいま肉においてお戻りになり、新しい御言葉を発せられるとともに、神の働きと御心にまつわるすべてのことを説明していらっしゃる。私は神のお声を聞いたんだから、よりいっそう懸命に追求し、集会にもっと参加して、私に対する神の愛に報いなければならないの」。やがて、夫はこう言いました。「わかった、もういい！　好きなようにしろ！　俺は牧師にこのことを話して、教会に戻るよう説得してもらうつもりだった。それに、お前のご両親も呼ぶつもりだったが、動揺のあまり身体を壊さないかと心配になったんだ。これからはお前の好きなことを信じればいい。俺はもう口出ししない」。

全能神への信仰をこれ以上邪魔しないと夫が言うのを聞いて、私は高揚しました。これが神のお導きであり、夫の心と考えも神の御手の中にあることはわかっていました。夫がこのような言葉を発したのは、ひとえに神の支配のためでした。神が私のために道を開いてくださったのです。私はこの経験を通じて、神が私の心を望まれていること、心から神にすがって神を仰ぎ、神に満足していただくためにすべてをなげうつとき、神の御業を目の当たりにすること、そして神はいつも無言でそこにいらっしゃり、私を導き助けてくださったことがわかりました。そして神の御言葉を思い浮かべました。「サタンが人間を堕落させるとき、あるいは留まることを知らない危害を加えるとき、神は何もせず傍観することも、神の選民を無視したり、見て見ぬふりをしたりすることもありません。サタンが行なうことすべてを神は完璧に明瞭に理解しています。サタンが何をしても、サタンがどのような動向を引き起こしたとしても、神はサタンが何をしようとしているかを知っており、神はその選民を見捨てることはないのです。神は、その代わりに、誰の気を引くこともなく、秘密裏に、静かに、必要なことすべてを行ないます」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」〔『言葉』第2巻〕）。私はこの御言葉をじっくり考えるうちに心から感動し、当時の経験を振り返りました。私が集会に行くのを防ぐべく、サタンが夫を使って私を妨げ圧迫したとき、神は御言葉に関する兄弟姉妹の交わりを通じ、私がサタンの計略を見抜き、否定的な状態から抜け出せるようにしてくださいました。夫が神の御言葉の本を隠して私が神を信じるのをやめさせようとしたときも、心から神にすがって神を仰いだところ、神の不思議な御業を目の当たりにしました。神とともに立ち、喜んですべてをなげうって神に従うことを決意すると、サタンは屈辱にまみれて退きました。私は自分の経験を通じて、神が本当に私のそばにいらっしゃることと、私の霊的背丈に合わせて物事を用意してくださることを知りました。神が私に背負えない重荷をお与えになることはありません。過去、心を真に神に捧げる前は、自分がいつも肉への愛着にとらわれ、人間の手段に頼って問題に対処し、あえてサタンを捨てようとしなかったことを思い出しました。結果として、サタンは私の一番の弱点に乗じ、私を何度も利用し攻撃して、果てしない責め苦を与えたのです。しかし、私が心から神にすがり、進んですべてをなげうとうとしたとき、神は私のために道を開いてくださり、サタンは屈辱にまみれて敗れ、頼る術もなく逃げ去りました。そのすべてを経験したあと、私は神の全能と支配だけでなく、自分自身の反抗的な性質についても真に認識しました。神に対する私の信仰と服従はさらに強まり、サタンの計略に対する識別力を得て、サタンの邪悪で卑劣な本性を見抜きました。サタンに対する真の憎しみが自分の中に生じたのです。私がそのすべてを理解できるようになったのは、ひとえに神のお導きと啓きのおかげでした。神に心から感謝いたします。

自分がその間に経験したことから、私は大きな収穫を得ました。その過程で弱さと否定的な気持ちを経験しましたが、神の御言葉の導きと、姉妹たちによる支えと助けから、サタンの誘惑と攻撃に打ち勝ち、今日まで歩み続ける信仰を与えられました。私は自分の実際の経験を通じて神の愛を目の当たりにするとともに、神が私を導いてくださり、何があっても私のそばから一度もお離れにならなかったことを知ったのです。心を真に神に捧げ、神を仰ぎ、神にすがるとき、私たちは神の不思議な御業を目の当たりにして、自身の苦境から脱することができます。今日からは神の働きをさらに経験し、神に関する真の認識を求めることだけを望みます。


17. サタンの厳重な包囲網をかいくぐる

中国 趙剛

去年の11月、中国東北部は厳しい寒さに見舞われました。積もった雪はまったく解けず、外を歩く人の多くがあまりの寒さに両手を腋の下にはさみ、身体を縮めながら注意深く歩いていました。北西の風が吹きつけるある日の早朝、私と義兄、その妻、そして10名前後の兄弟姉妹が、我が家の暖かいオンドルに座っていました。みんな自分のかたわらに聖書を置き、『裁きが神の家から始まる』という神の御言葉の本を手にしています。そして全能神教会の姉妹二人が神の三段階の働きに関する真理を説いていました。姉妹たちは三段階の働きを図で示しながらこう教えを説きました。「人類をお救いになる神の働きは三段階に分けられます。律法の時代から恵みの時代を経て神の国の時代に至るまで、各段階の働きは直前のものよりも新しく、深遠なものとなります。終わりの日になされる働きは最終段階の働きで、神は御言葉を表わし人間を裁いてお清めになるのです……」。私たちはうなずきながら耳を傾け、心が光に満ちていました。人類をお救いになる神の経営計画にこれほど多くの奥義があるなど、誰が考えたでしょう。神ご自身のほか、これら神の三段階の働きの奥義について誰がここまではっきり話せるでしょう。これは本当に神の働きです！私たちは翌日の晩まで交わりを続けましたが、終わりの日の全能神の働きを求めて調べようとみんな口々に言いました。

その後、二人の姉妹は続いて神の受肉の意義に関する真理を説きました。他のみんなが注意深く聞いていると、王萍さんという教会の指導者が突然姿を見せました。王さんは家に入ると全能神教会の姉妹二人を指さしながら、私に「この二人は何をしているんですか？」と訊きました。私は率直に「こちらは趙姉妹と穆姉妹で……」と言いかけましたが、私が言い終わるより早く、王さんは苛立った口調で「趙姉妹と穆姉妹は何者ですか？東方閃電の伝道師のようですね。この人たちは羊の盗人です……」と言いました。王萍さんがそう言い終えたとき、私たちはみなその場で呆然としていました。そして私はこう思いました。「王萍姉妹は、自分を愛するように隣人を愛しなさいとか、自分の敵を愛しなさいとかいつも話しているのに、今日はどうしてこんな理不尽なことを言うのだろう。どうしてこの二人の姉妹を批判し、非難するのだろう」。頭の中で繰り返しそう考えていると、趙姉妹が穏やかな口調で王萍さんに言いました。「姉妹、私たちが今日ここに来たのは、隠れた意図があってのことではありません。主イエスはすでに戻られました。私たちはただ、終わりの日の神の福音をみなさんに広めたいだけなのです……」。しかし王萍さんは趙姉妹の話を遮り、こう怒鳴りつけました。「主は戻られたですっての？指導者として仕える私たちでさえ主の再臨について何も知らないのに、どうしてあなたがたが知っているの？そんなことはあり得ないわ！主イエスは『わたしよりも前にきた人は、みな盗人であり、強盗である。羊は彼らに聞き従わなかった』（ヨハネによる福音書 10:8）とおっしゃった。二人ともすぐに出て行き、二度とここに来ないで」。王萍さんがこう言うのを聞いて、私は心の中で腹を立てました。彼女の説教はいつも理性的で説得力があるのに、急にこれほど冷たくなったのはどういうことでしょう。そこで私は王萍さんにこう言いました。「王姉妹、今日はもう遅いです。二人にどこに行けとおっしゃるのですか。主は私たちの敵を愛せよと教えられています。それに、この二人の姉妹が神を信じていることは言うまでもありません。二人をそのように扱っては、主の信者とは言えないでしょう……」。しかし私が言い終わらないうちに、王萍さんは私の義兄の奥さんの手をぐっと握り、彼女と義兄に向かって「趙剛さんがこの二人の女を立ち去らせたくないのなら、私たちが出て行きましょう。これ以上あの人たちの言うことを聞いてはなりません！」と言いました。そして怒りも露わに二人を掴み、我が家をあとにしました。

三人が立ち去ったあと、穆姉妹が私たちに向かって「兄弟姉妹のみなさん、いま目の当たりにした出来事をどう思いますか？一緒に話し合いましょう」と言いました。しかし、兄弟姉妹はみんな私のほうを見るばかりで、何も言いませんでした。そこで私は率直にこう言いました。「穆姉妹、私はこの２日間全能神の御言葉を読み、お二人の話を聞きました。それを通じ、全能神の御言葉が真理であること、全能神が再臨された主イエスでいらっしゃることを確信しています。ただ、王萍さんが言ったことにも道理がないわけではありません。実際、王さんは私たちの指導者ですし、長年主を信仰しています。聖書に精通していて、いつもせっせと主のために自分を費やしてきました。主がお戻りになったのなら、まずそれを知るのは王さんに違いありません」。するとジャン姉は優しくこう答えました。「人は、神の再臨についてはまず指導者に明かされるはずで、それから指導者が信者に教えるものだと信じています。しかし、そう考える根拠が本当に主の御言葉の中にあるでしょうか？それは真理や神の働きの事実と一致しているでしょうか？主イエスはこうおっしゃいました。『わたしの羊はわたしの声に聞き従う。わたしは彼らを知っており、彼らはわたしについて来る』（ヨハネによる福音書 10:27）。『耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい』（ヨハネの黙示録 2:7）おいでになった主イエスは必ずや御言葉を発して真理を表わされること、そして神のお声を聞き、それを求めて受け入れる者はみな主の再臨をお迎えし、神の御前に引き上げられることを、主イエスは明確におっしゃっています。自分が戻るとき、その到来の知識をもって指導者を啓くと、主イエスはおっしゃいましたか？いいえ、そのようにおっしゃってはいません。ゆえに、人々が抱いているこのような見方は単に人を誤って導き、当惑させるだけなのです。そしてその言葉通りに主が自分たちを啓いてくださるのを待っているなら、終わりが来るのをじっと待っているに過ぎません。全能神の御言葉がどう述べているか見てみましょう。全能神はこうおっしゃいました。「さらに多くの人々が、神の新しい働きがどのようなものでも、預言による裏付けがなければならず、その働きの各段階で、本心で神に従うすべての者には啓示が示されなければならない、そうでなければそれは神の働きではありえないと信じている。人が神を知るようになるのはただでさえ決して容易なことではない。さらに、人の愚かな心、ならびにうぬぼれという反抗的な本性を考慮すると、人が神の新しい働きを受け入れるのはなおさらむずかしい。人は神の新しい働きを入念に調べることも、謙遜して受け入れることもない。むしろ、軽蔑的な態度をとり、神の啓示と導きを待つ。これは神に反抗し、敵対する人の行動ではないだろうか。そのような人たちがどうして神の承認を得ることができようか」（『神の出現と働き』「自己の観念で神を規定する人がどうして神の啓示を受けられるのか」〔『言葉』第1巻〕）。主の到来の件について自分の観念や想像に無闇にしがみつき、真理を求めることも神のお声にじっと耳を傾けることもせず、その代わり神が自分たちを啓いてくださるのを待つだけなら、決して主の再臨をお迎えできることはないのだと、私たちは神の御言葉から気づくことができます。注意して神のお声に耳を澄ませる人だけが主の来臨をお迎えできるのです。事実、恵みの時代に主に従った人のうち誰一人として、イエスに従う前から神に啓いていただいた者はいません。その人たちは他の誰かが主イエスの証しをするのを聞いたか、主の御言葉や説教を聞いたかしたりして、主のお声を聞き分けて初めて主に従ったのです。ペテロは神の啓きを得て、主イエスこそがキリストにして神の御子でいらっしゃるのだと認識しましたが、それも主イエスにしばらく付き従ったあとのことでした。主の御言葉と働きから主のことを多少知るようになって初めて、ペテロは聖霊の啓きと照らしを得たのです。これは事実です。終わりの日であるいま、受肉された全能神は真理を表わし、人類を裁き、清め、救う働きをなさっています。多くの人が全能神を受け入れ、全能神に従っていますが、それに先立ち神の啓きを得た人はその中に一人もいません。神は義でいらっしゃり、だれかをひいきなさることなど決してないのです。神は真理を求めたいと渇望する心優しき人に喜ばれます。それはまさに主イエスがこうおっしゃったとおりです。『義に飢えかわいている人たちは、さいわいである、彼らは飽き足りるようになるであろう』（マタイによる福音書 5:6）。『心の清い人たちは、さいわいである、彼らは神を見るであろう』（マタイによる福音書 5:8）。全能神もこうおっしゃっています。『神の現われを切望する人々を神は探し求める。神の言葉を聞くことができる人々、神の任務を忘れず、心と体を神に捧げる人々を神は探し求める。神の前で赤子のように従順で、神に抵抗しない人々を神は探し求める』（『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」〔『言葉』第1巻〕）。この御言葉から、真理を愛して渇望する限り、その人に地位があろうとなかろうと、聖書の理解がどれだけだろうと、神はその人を啓いてお導きになること、そして人が神のお声を聞き、神の来臨を目の当たりにできるようにしてくださることがわかります。指導者として仕える人が、お戻りになった神はまず自分を啓いてくださるはずだと考えるなら、それはその人が神の働きを何ら理解していないこと、神の義なる性質を知らないことを示しています。そのことはまた、彼らがとても傲慢なことをも明らかにしています。そのことについては全能神の御言葉の中でこう述べられています。『そのため、神と神の働きを「完全に理解している」と主張する人たちは無能な輩で、皆自惚れていて無知だとわたしは言う。人は神の働きを決め付けるべきではないし、その上、人は神の働きを決め付けることはできない。神の目には人は蟻よりも小さいのに、どうして人が神の働きを推し測ることなどできようか。「神はあんな方法やこんな方法では働かない」とか「神はこのようである、あのようである」といつも言っている人々――彼らは皆高慢ではないだろうか』（『神の出現と働き』「序文」〔『言葉』第1巻〕）。神の全能と知恵は計り知れないほど深遠なものです。人はちっぽけな被造物に過ぎず、私たちの知性と思考は限られています。どうして創造主の働きを理解できるでしょう。ゆえに、私たちは主の再臨を待ちながら、心の中に神への畏れを保ち、注意深く探究して調べなければならないのです。自分の観念と想像によって勝手に神を閉じ込め判断してはいけません。それは神の性質に背くことであり、私たちが真の救いを得る機会も無にするからです」。

神の御言葉を聞いて、私たちは神の御前でまったく取るに足らない存在、蟻よりも取るに足らない存在だということがわかりました。そのうえ、私たちは傲慢や自惚れという堕落した性質で一杯になるほど、サタンによって堕落させられてきたのです。私たちはいつも自分の観念や想像に頼って神を閉じ込めたがります。そして神の働きが自分の観念に合わなければ、そのたびに神を否定し、断罪し、神に背きさえします。人間が真理を理解せず、心の中に神への畏れをこれっぽっちも抱いていないなら、したいことを何でもやろうとするのは明らかですが、それはとても危険なことです！そこから私は、主イエスがかつてこのようにおっしゃったことを思い出しました。「天地の主なる父よ。あなたをほめたたえます。これらの事を知恵のある者や賢い者に隠して、幼な子にあらわしてくださいました。父よ、これはまことにみこころにかなった事でした」（マタイによる福音書 11:25-26）。私はこの日初めて、物事は本当にそうなのだということがわかりました。神の御言葉による啓示と趙姉妹が説いてくれた教えのおかげで、「主がお戻りになるとき、啓かれて主の到来を最初に知るのは指導者のはずだ」という考えが間違いかつ馬鹿げたもので、真理とまったく一致せず、ひとえに人間の観念と想像から生じたものだということを認識したのです。実際には、真理を渇望して神のお声を求める人にしか、神の働きとお導きを受けて神の御前につれていただける機会はありません。私はそのおかげで神の公平さと義について認識を新たにしました。神に感謝いたします！

それから三日目の早朝、趙姉妹と穆姉妹が去ったあと、私たちの教会でより高い階級に属している管兄弟という同労者がやって来て、私に「趙兄弟、君たちは二人とも東方閃電を信じているそうだね？」と言いました。私は真剣な口調でこう答えました。「ええ、私は終わりの日における全能神の働きを受け入れました。全能神の御言葉により、神の三段階の働きの奥義や受肉の意義など、以前はわからなかった多くの真理がわかるようになったからです。全能神の御言葉は黙示録で預言されている『御霊が諸教会に言うことを聞くがよい』（ヨハネの黙示録 2:7）すると管兄弟は私を一瞥して、「趙兄弟、本当に連中が信じていることに従うつもりか？連中がどんな人間か知っているのか？」と言いました。そこで「私は知っていますが、彼らはみんな人間性に優れ、真理についてとてもはっきり語り合っています。彼らが語り合うことはどれも神の働きの真理に関するものです。この二日間で私は本当に多くのことを学びました」と答えると、管兄弟は腹を立ててこう言いました。「君はどうしてそんなに頑固なんだ。ヘブル人への手紙六章六節から八節にかけてこう記されている。『そののち堕落した場合には、またもや神の御子を、自ら十字架につけて、さらしものにするわけであるから、ふたたび悔改めにたち帰ることは不可能である。たとえば、土地が、その上にたびたび降る雨を吸い込で、耕す人々に役立つ作物を育てるなら、神の祝福にあずかる。しかし、いばらやあざみをはえさせるなら、それは無用になり、やがてのろわれ、ついには焼かれてしまう』。君は伝道師で主の恵みをこんなに多く享受しているのに、主を信じるように兄弟姉妹を導いていないだけでなく、我々の教会を離れるように導いている。懲罰が怖くないのか？立ち返らなければ、君は主のご加護を失い、幸せな人生を送れないぞ。以前の病気がぶり返し、お子さん二人もいい仕事に就けないだろう……」。

管兄弟が去ったあと、私は少し心配になってこう思いました。「彼が言ったことにも一理ある。全能神への信仰のために主のお恵みを失うことになったらどうしよう？」そのことを考えると心が弱るのを感じたので、急いでひざまずき神に祈りました。「全能神よ！管兄弟の言葉が私の心をいささか弱くしました。神よ！管兄弟が言ったことは本当なのでしょうか？もうどうしたらいいかわかりません……」。神に祈っていると妻が帰ってきたので、さっきの出来事を話しました。それを聞いた妻が心配そうに「本当にそう言ったの？」と尋ねるので、私はうなずきました。すると妻は不安げな声で「あの人は長年主を信じてきた偉い指導者だし、聖書に精通しているわ。嘘をつくなんて思えない。本当に管兄弟の言うとおりになったらどうしましょう？」と重ねて言いました。しかしそのとき、趙姉妹と穆姉妹が説いてくれた神の三段階の働きの真理を思い起こしました。人類をお救いになる神の働きは三段階に分かれていますが、どの段階も唯一の神が実行なさるものです。それを考えていると突然すべてが明らかになり、私は思わず妻にこう言いました。「管兄弟が言ったことは間違いだと思う。終わりの日における神の働きを受け入れることで、我々は主の道を離れて主イエスを裏切ることになると言っていたが、この数日間読んできた全能神の御言葉は本当に神の御声で、全能神は再臨された主イエスだ。全能神に従うことで、実は子羊の足跡をたどることになるんだよ。僕たちは賢い乙女なんだ。主がどうして僕たちを懲罰なさるだろう……」。私たちがこう話し合っていると、趙姉妹と穆姉妹が我が家にやって来ました……。

我が家に来た管兄弟がなんと言ったか、妻は姉妹二人に話しました。すると趙姉妹が私に向かって、この出来事全体についてどう思いますかと訊きました。そこで自分が感じた弱さや、頭に浮かんださっきの理解について二人に話すと、趙姉妹は微笑んで「神に感謝いたします！これは本当に真の理解であり、神の啓きとお導きです！」と言いました。混乱した妻が「私たちは道に迷っていたわけじゃないのに、管兄弟はどうしてあんなことを言ったのでしょう？長年主を信じてきた偉い指導者なのに！」と疑問を口にしたので、私は妻を見て「あの人は僕らを元の教会に戻らせたいだけなんだよ！」と言いました。すると張姉妹は笑みを浮かべてこう口にしました。「いま私たちに見えるのは、その人たちの表面だけです。本性の実質はまだよく見ていないのです！主イエスはかつてこうおっしゃいました。『偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたは、天国を閉ざして人々をはいらせない。自分もはいらないし、はいろうとする人をはいらせもしない』（マタイによる福音書 23:13）。『偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたは白く塗った墓に似ている。外側は美しく見えるが、内側は死人の骨や、あらゆる不潔なものでいっぱいである』（マタイによる福音書 23:27）。表面的に判断すれば、パリサイ人はとても忠実に神に仕えていました。人々の考えでは、パリサイ人は神の熱心な召使いであり、最も信頼できる宗教指導者だったのです。しかし、主イエスがおいでになって働きをなさったとき、神に背くパリサイ人の本性が明らかにされました。これらパリサイ人こそ、必死になって主イエスの働きに抵抗し、それを断罪したのです。パリサイ人はありとあらゆる噂をでっち上げ、偽りの証しをして大衆を惑わしました。主イエスは魔王ベルゼブブによって悪魔を追い払っている、などと言ったのです。そして主イエスが十字架にかけられてから三日後に復活なさると、彼らは兵士を買収し、主イエスの遺体が弟子に盗まれたなどという噂を流したのです。パリサイ人はありとあらゆる嘘をでっち上げ、あらゆる計略をほしいままに利用して、人々が真の道を探究して調べるのを妨げました。彼らの目的は、自分たちが神の選民を永久に支配できるよう、神の働きを禁じることでした。表面上は信心深く見えても、本質的には真理を憎んで神の敵として立ちはだかる反キリストだったのです。主イエスは彼らを暴いて断罪なさる際に『へびよ、まむしの子らよ、どうして地獄の刑罰をのがれることができようか』（マタイによる福音書 23:33）とおっしゃいました。そこで考えてみましょう。今日の宗教指導者とパリサイ人とのあいだに何か違いはあるでしょうか？」それから姉妹たちは私に向かい、全能神の御言葉の一節を読んでくださいと言いました。「荘厳な教会で聖書を読み、一日中聖句を唱える人がいるが、そうした人は誰一人として神の働きの目的を理解していない。そうした人は誰一人として神を知ることができず、ましてや神の心意と一致することなど到底できない。そのような人はみな、価値のない下劣な人であり、高い位置から神を説く。神を旗印に使いながらも、故意に神に反対する。神を信じていると断言しながらも、人の肉を食べ、人の血を飲む。そのような人はみな、人の魂を食い尽くす悪魔であり、正しい道を歩もうとする人をわざと邪魔する悪霊の頭であり、神を求める人を妨害するつまずきの石である。彼らは『健全な体質』をしているように見えるかもしれないが、神に対抗するように人々を導く反キリストに他ならないことを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか。彼らが人間の魂をむさぼり食うことを専門とする生きた悪魔であることを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか」（『神の出現と働き』「神を知らない人はすべて神に反対する人である」〔『言葉』第1巻〕）。そして姉妹たちはこの神の御言葉にしたがって詳しく教えを説き、宗教指導者の振るまいと、彼らの本性の実質を残らず分析してくれましたそのおかげで、私たちが全能神を信じるのをあくまで邪魔して妨げ、私たちを脅して怖がらせているのは、私たちを守るためでなく、むしろ神の選民を支配し、私たちが彼らを神のように崇め奉るようにするためだということがようやくわかりました。つまり実際には、彼らはパリサイ人と変わりないのです。みな真理を憎み神に反抗する無神論者なのです。神は私たちを救いにいらっしゃったのに、彼らはあらゆる手段を講じて私たちが神の働きを受け入れないようにし、神の御言葉を読まないようにさせています。そのようにすることで、私たちを地獄に引きずり込もうとしているのではないでしょうか。彼らは本当に悪意に満ちています！これらの人たちがいかに神に抵抗し、人間をめぐって神と戦っているかの実態を全能神の御言葉が明らかにしていなければ、私も危うく彼らの罠にかかり、真の救いを得る機会を台無しにしていたことでしょう。ちょうどそのそのとき、妻が驚きの声を上げ、「ここで私たちに危害を加えようとしていたのね！あの人たちは私たちを地獄に引きずり落とすまで本当に懲りないでしょう！もうあの人たちの言うことは信じません！」と言いました。

次いで穆姉妹が神の御言葉の別の一節を読んでくれました。「神が人において行う働きのあらゆる段階において、それはあたかも人の手配により、あるいは人の干渉から生まれたかのように、外面的には人々の間の相互作用のように見える。しかし舞台裏では、働きのあらゆる段階、起こるすべてのことは、神の面前でサタンが作った賭けの対象であり、人は神への証しにおいてしっかりと立つことが要求される。ヨブが試練に会った時のことを例にとってみよう。秘かにサタンは神と賭けをしており、ヨブに起こったことは人間の行為であり、人間による干渉であった。神があなたがたにおいて行う働きの各段階の背後にはサタンと神との賭けがある。その背後にはすべて戦いがある」（『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」〔『言葉』第1巻〕）。そして張姉妹がこう教えを説き始めました。「神の御言葉から、私たちに降りかかる一切のことは、表向きには人間の仕業のように見えるものの、実際にはその背後でサタンが神と賭けをしている、ということがわかります。それはちょうど、ヨブがサタンに試されたときと同じです。ヨブの妻はヤーウェを捨てるように求めましたが、ヨブはサタンの計略を見抜くことができたのです。ヨブは神への信仰に頼って神の証しを立て、妻の無知と頑固さをたしなめました。ヨブの経験は私たちに次のことを教えています。つまり、神がお救いになろうとしている人間に対して、彼らが神を捨てて裏切り、最後は真の救いを得る機会を失うよう、サタンはいつも彼らを必死に試し、妨害し、あらゆる計略を自在に駆使して彼らを攻撃するのです。サタンは永久に私たちを支配し、食い尽くそうとしているので、人間が神の救いを得るのを本当に望んでいないのです」。すると穆姉妹もこう教えを説きました。「その通りです。私たちが神を否定して裏切り、真の道を捨てるよう、サタンは事あるごとに指導者を利用して私たちを攻撃し、脅しています。それがサタンの計略です。私たちは、霊界で繰り広げられているこの戦いをはっきりと見ることができなければなりません！」この二人の姉妹の話を聞いて、私はしばらく熟考した末、こう言いました。「つまり、サタンは神と賭けをしているのですね。そして、指導者の言葉を通じて私たちの弱点を突き、私たちの臆病さのために真の道を捨てさせ、神のもとを去らせようとしているのですね！サタンはまったく不実だ！」そして妻も「サタンは本当に汚らわしい！神の御言葉とあなたがたのお話を聞かなかったら、それがサタンのたくらみの一つだとはわからなかったでしょう」と言いました。私は喜びのあまり、「こうしたことがわかったからには、神に頼ってサタンの厳重な包囲網をくぐり抜け、神の証しに立ち、実践によってサタンを辱めなければ！」と声をあげました。すると張姉妹が嬉しそうな声でこう言いました。「兄弟姉妹のみなさん、これからは集まる機会をもっと増やして神の御言葉について語り合いましょう。そのようにすればより多くの真理を身につけられますし、それによって終わりの日における神の働きをそう遠くない日に確信し、真の道の土台を築けるようになります。それ以外に方法はありません。そうすれば、サタンのどんな噂や大嘘にもこれ以上騙されることはないはずです！」私が「素晴らしい！あなたがたがもっと頻繁に私たちと語り合いにきてくださるなら、それは素晴らしいことです」と言うと、穆姉妹は微笑んで「ではそうしましょう」と答えました。

数日後の早朝、ベッドを出て窓の外を見ると大雪だったので、私は無意識のうちに両手をこすり合わせました。そして毛糸の帽子をかぶって綿の手袋をはめ、中庭に出て雪かきをしました。それが済むと中に戻り、妻が家の中を片付けている間にストーブの蓋を開けて火を点けました。そのとき、妻の兄とその奥さんが姿を見せたのですが、義姉は入ってくるなり不安そうな声でこう言いました。「指導者の王さんと同労者の管さんががここに来て色々言ったそうですね。でも、どうして言うことを聞かなかったのですか？私たちが今日ここに来たのは、あなたがたをもう一度説得するよう特別に頼まれたからです。もう東方閃電を信じてはいけません。私たちのいのちに責任を負ってくださるのは指導者の方々なんですから！」義姉がそう言うのを聞き、私は断固言い返しました。「もし彼らが本当に私たちのいのちに責任を負っているなら、終わりの日における全能神の働きを学ぶよう導き、主の再臨をお迎えすべきです！」私の妻も「あの人たちは私たちのためにそうしたことをしているのではないのです。私たちがみな全能神を信じたら、自分たちの話を聞く人が誰もいなくなるのを恐れているのです」と言いました。それを聞いた義姉は少し苛立ち、こう言いました。「二人とも、どうしてそんなことが言えるんですか？指導者たちは別に何かをするよう頼んだわけではありません。ただ教会に戻ってほしいだけじゃないですか。私の言うことを聞きなさい。お宅とはこんなに親しいのに、私があなたがたに悪いようにすると思いますか？」続けて、妻の兄もこう言いました。「私が長年君たちにどう接してきたか考えてくれ。君たちのためにどれだけのことをしてきたのかわかっているかい？本当に僕たちと縁を切りたいと思っているのか？後ろめたく思わないのか？」二人がこう言うのを聞いた私は、大いに心が乱れてこう思いました。「確かに、この人たちにはたくさん世話になった。そしていま、私たちが全能神に従おうとしているのを知って、当然ながら深く傷ついている。だが、だからといって何ができようか？二人は真の道を捨てて神を裏切れと言うが、全能神が主イエスの再臨だと知った以上、それはとうてい不可能だ。しかし、全能神を信じると言い張ったら、二人は私のことをどう思うだろう？私のことを恩知らずだと言うだろうか？」そのとき、私の心は両側から引っ張られているように乱れていました。そこで神に無言で祈りを捧げ、道を開いてくださるよう願いました。すると突然、「人に起こるすべてのことは、人が神への証しに固く立つことを神が必要とする時に起こる」（『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」〔『言葉』第1巻〕）。という神の御言葉が思い浮かんだのです。そして、数日前に張姉妹と穆姉妹が説いてくれた言葉を思い返しました。人に降りかかるあらゆることは、霊界で繰り広げられている戦いに関係しており、サタンが神と賭けをしているのです。私はこう思いました。「今日、妻の兄と義姉は親戚関係を利用して私たちに神を裏切らせ、宗教に立ち返らせようとしているが、これはサタンのたくらみの一つだ。もし私が自分の個人的な気持ちを守るために神を裏切ったら、それこそ本当に恩知らずなことで、自分に良心がないことをあらわしてしまう。義兄をがっかりさせたくないなら、神の終わりの日の福音を分かち合い、彼らも救いを得る機会をもてるようにすべきだ。それが自分のもつべき思いやりを示す唯一の方法なんだ」。こう考えると心が突然光で満たされ、私は言いました。「お義兄さん、お義姉さん、あなたがたが私によくしてくださったことはわかっています。だからこそ、全能神は本当に主イエスの再臨でいらっしゃると告げなければなりません。終わりの日における全能神の働きに従うことでのみ、私たちは神の救いを得られるのです！さもなければ長年にわたる主への信仰は無駄になり、何も得られなくなるでしょう！さあ、神の御言葉の一節を読ませてください。それを聞けば、その御言葉が真理かどうか、神から発された御言葉かどうかがお二人にもわかるでしょう」。そして神の御言葉の本を手にして読み始めようとしましたが、その途端に義姉が立ち上がって不愉快そうに言いました。「今日は説得しようと思って来たのに、あなたたちときたら心を入れ替える代わりに、その福音を私たちにまで伝えようとするのね。でも、私たちはあなたがたの話は聞きません」。そう言い終わると、義兄の体を掴んで怒りも露わに我が家を立ち去りました。

私は中庭に出て門まで追いかけましたが、二人はもう遠く離れていました。もうなすすべはないと感じ、首を振りながら立ち尽くしました。そのとき空が晴れていることに気づき、暖かな光が中庭の外にある松の木に降りかかっているのが見えました。そして、まさにその瞬間、木が洗礼を受けたかのように、松の木に降り積もっていた雪が解けだしました。雪に覆われた地面と対照的に、高く真っ直ぐ伸びる木がひときわ青々としているように見えました。私はその松の木と同じように、風と雪の洗礼を受け、日光の糧を受けて成長したかのように感じ、非常に幸福に思いました。そして、この厳重な包囲網をくぐり抜けて神の証しに立てたのは、神の御言葉のおかげだと知ったのです。全能神に感謝します！


18. 神の御言葉に導かれ罠から抜け出す

神の御言葉が記されたページをめくって「あなたは知っていたか。神が人々の間で偉大な業を成し遂げたことを」の一節を見るたびに、私は２年前、噂の呪縛から解放されて、神のもとに戻ることができた経験を思い出さずにはいられなくなります。

私は家族とともに香港に住んでいます。義父と義弟（夫の弟）の２人は主イエスを信じており、義弟は教会の牧師をしているので、わが家にはよくその教会の兄弟姉妹が訪れて、ともに祈りを捧げたり主を称える賛美歌を歌ったりしていました。また2014年12月には、親しい友人から自分も主を信じていると打ち明けられたりしました。そうした家族と友人の影響で、私は主への信仰にいくらか興味を持つようになったのです。すると間もなく、別の教会に属する姉妹と出会いました。彼女は明るく気立てのよい人で、私の家族と友人が主を信じているのを知ってとても喜び、私を自宅に招き、そこで姉妹を紹介してくれました。その後集会に何度か参加し、姉妹から、神が万物を創造されたこと、あらゆる事柄が神の統治下にあること、サタンの起源など、さまざまのことを教わりました。私は彼女の語る内容に強く引きつけられ、うれしくてたまらなくなりました。また彼らが自分の経験や信仰の理解について教え合うのを聞きながら好感をもち、この喜びを他の人にも伝えたくなりました。そしてある日、その気持ちを抑えられなくなり、家族に自分が入信を希望していると打ち明けると、その話はすぐに義弟に伝わり、義弟から電話が来てなぜ急に神を信じる気になったのかと訊かれました。また、「東方閃電という教会があって、主イエス・キリストがすでに再来されているとあちこちで証しを立てて、熱心に探求する人をあらゆる宗派から引き抜いているんですよ。軽く考えないでください。ああいう人たちとは一切関わらないほうがいいですよ」とも言われました。それから義弟は、私に福音を教えた人たちから本をもらわなかったかと繰り返し尋ね、とにかく信仰に関することにはくれぐれ気をつけるようにと強く念を押しました。義弟の言葉が頭の中でぐるぐる回って、私はひどく動揺しました。義弟は私が別の教会に行くことに反対しています。けれどももう一方で、私は姉妹から神を信じることについての話を聞くのがとても楽しかったのです。完全に板挟み状態で、今後も姉妹と会いつづけてよいものか、わからなくなりました。

そこで私は牧師の説教をインターネットで探し、視聴しはじめました。ネット上では東方閃電についての情報も数多く見かけましたが、あまり注意を払いませんでした。私はただ、よい説教を求めていただけなのです。かなりの数を聞きくらべてみましたが、結局姉妹の説教にまさるものはありませんでした。神に証しをするということについて多く語ってくれたからです。そのおかげで私は、以前よりも神について理解することができるようになったのです。そこで考えたすえに、やはり姉妹のお話を聞くことにしました。その後私は、彼女から多くのことを教わりました。モーセがイスラエルの民を導いてエジプトを脱出したこと、アブラハムがイサクを犠牲にしようとしたこと、主イエスが人類のために十字架にかけられたこと、ペテロの見聞、ラザロの復活、神の栄光などです。こうした素晴らしい聖書の物語に私は強く引きつけられ、神の働きをより深く理解しました。集会が終わるといつも、次の会が待ち遠しく感じられました。

１か月ほど経ったある集会で、姉妹が私のために、聖書と全能神の御言葉の抜粋を朗読してくれました。聖書はこの部分です。「人の子の現れるのも、ちょうどノアの時のようであろう。すなわち、洪水の出る前、ノアが箱舟にはいる日まで、人々は食い、飲み、めとり、とつぎなどしていた。そして洪水が襲ってきて、いっさいのものをさらって行くまで、彼らは気がつかなかった。人の子の現れるのも、そのようであろう」（マタイによる福音書 24:37-39）。全能神の御言葉は次のようなくだりでした。「ノアが箱舟を造った時代を振り返って見なさい。人類はひどく堕落し、人々は神の祝福から迷いはぐれ、もはや神の配慮は得られず、神の約束を失ってしまっていた。闇の中を神の光なしに生きていた。そして人の本性は放縦となり、おぞましい堕落に身を任せた。このような人々はもはや神の約束を受けることはできなかった。彼らは神の顔を見るにも、神の声を聞くにも相応しくなかった。なぜなら彼らは神を見捨て、神から与えられたものすべてを放棄し、神の教えを忘れてしまったからである。彼らの心は神から遠く離れて行くばかりで、それにつれてあらゆる理知と人間性を失い堕落し、邪悪さを増していった。そして彼らは死に歩み寄り、神の怒りと罰を受けた。ノアだけが神を礼拝し、悪を避けたので、神の声を聞くことができ、神の指示を聞くことができた。ノアは神の言葉の指示に従って箱舟を造り、あらゆる種類の生物をそこに集めた。こうしてひとたびすべての準備が整うと、神は世界に破滅をもたらした。ノアとその家族七人だけが破滅を逃れて生き残ったが、それはノアがヤーウェを礼拝し、悪を避けたからであった。

「それでは現代に目を向けてみなさい。ノアのように神を礼拝し、悪を避けることのできる義人はいなくなってしまった。それでもなお、神はこの人類に恵み深く、この終末の時代においても人類の罪を赦す。神の現われを切望する人々を神は探し求める。神の言葉を聞くことができる人々、神の任務を忘れず、心と体を神に捧げる人々を神は探し求める。神の前で赤子のように従順で、神に抵抗しない人々を神は探し求める」（『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」〔『言葉』第1巻〕）。朗読に続いて、姉妹は私たちに次のように説明してくれました。「ノアの時代に『食い、飲み、めとり、とつぎなどしていた』人々は、淫乱で堕落していました。神の御言葉を聞かず、神を崇めずに偶像を崇拝する、きわめて罪深い人々でした。その時代の人々を救おうとして神はノアをお召しになり、方舟を作るよう命じられました。神は洪水によって世界を滅ぼす予定であることを皆に伝えよと言われたのですが、ノアがいくらその通りに説いても誰も神の御言葉を信じず、誰ひとり神に悔い改めませんでした。それゆえに神は大洪水を用いてその時代の人々を滅ぼされたのです。終わりの日の人々はノアの時代よりさらに堕落しています。社会全体で日に日に道徳的な破綻が進んでいます。離婚率は高いままで、犯罪は日常化し、くわえてポルノやギャンブルやドラッグが人の霊をむしばんでいます。人々はますます狡猾で欲深くなり、邪悪で卑しく、自己中心的になっています。良心を持って、善良で正直であることに関心を寄せる人はいません。むしろ重視しているのは飲み食いや娯楽、そして力で官能的快楽を手に入れること、あるいは官能的快楽で力を手に入れることばかりです。真理に飽き飽きして、悪を礼賛し、罪の快楽を渇望しています。神に滅ぼされて益のある一線をとっくの昔に越えてしまっているのです。これらすべての兆候が、終わりの日がすでに来ていることを示しています。今、主イエスはすでに降臨され、二度めの受肉をされてこの世で生きておられます。人類を救い清めるために、すべての真理を語ってくださっています。主が再来されたのは、私たちのような堕落した人間を完全に救うためです。神の人類への愛と思いやりはこれほどまでに偉大なのです！」姉妹がそのように語るのを聞いて、私は感動に震え、心の中で思いました。「私たちはみな心底まで邪悪で、とっくの昔に神に滅ぼされても当然なのよ。それなのに神のありがたい慈しみによって、幸運にもこうして神の家に入り、神の発せられた御言葉を読み、神を知る機会を与えられている。なんて素晴らしい祝福なんでしょう！」神が私を導いてくださったおかげで、終わりの日の神の働きに取り残されることなく、救われる機会を得ることができたのです。私はそのことを幾度も神に感謝しました。集会から帰ろうとしたとき、姉妹から神の御言葉の本をもらいました。私はその本を両手でしっかり握り、感動のあまり涙を流しました。そして自分にできる最善をつくして、神に従おうと決意を新たにしたのでした。

ある日のことです。パソコンに電源を入れると、東方閃電について書き込みがあるウェブサイトが目に入りました。好奇心に駆られて、そのリンクをクリックすると、中国共産党政府と宗教界による東方閃電の否定的なプロパガンダが掲載されていました。その「東方閃電」が、姉妹が話してくれた終わりの日における全能神の働きのことだと気づいて、私はショックを受け、ひどく動揺しました。私は信仰の道を踏み外してしまったのかしら？どうすればいいんだろう？けれども、姉妹などの兄弟姉妹が毎回、私にどう接していたかを思い出すと、優しくしてくれていた彼らには、ネットで言われているようなことは全然当てはまりません。私は最初に神の御言葉を読み、神の愛に触れて感動したときのことを思い起こしました。あの御言葉には権威と力があったので、神の表された御声としか思えませんでした。そこで神の御言葉の本を取り出し、読もうとしましたが、最初の時のような感動を再び覚えることはできませんでした。神は私から顔をそむけてしまわれたのです。そこにあるのはただ、白い紙のページと黒い文字でした。ネットで見た否定的なプロパガンダの文句が、次々と私の頭の中で現れては消えて、私は途方にくれました。私は考えつづけました。「これを信じるべきか、信じるべきではないのか、どっちなんだろう？東方閃電は神の働きなのかしら？本当に神の働きだとしたらどうしよう？信仰の実践をやめたら、神を知って救われるチャンスを失うことにならないかしら？でもそれが偽物で私が盲目的に従うのなら、欺されていることになりやしない？追及を続けるべき、それともやめるべき？」などと疑問に悩むうちに、仕事も手につかなくなりました。本当は家族に相談して助言を求めたかったのですが、義弟に何度も気をつけろ、他の教会を探すようなことはするなと言われたことが思い出されました。もし私の信仰が本当に間違っていたら、どれほど非難されるでしょう。そんな訳で、気持ちはどん底まで落ちこんでいましたが、家族と話し合うという考えは捨てました。けれども精神的苦痛はあまりに大きく、どうすればよいかわかりません。つい数日前に姉妹たちと交わっていたときの喜びと安らぎが、はるか遠い世界のものになってしまったようでした。

誰にも頼れなくなった私は、祈って神を求めようとしました。心の悩みや不安をすべて神にゆだね、啓いてくださいと懇願したのです。祈り終わったあと、私はふと姉妹から以前聞いた話を思い出しました。主イエスがお生まれになったとき、当時のヘロデ王は自分の王位を失うことを恐れ、ベツレヘム中にいる二歳以下の男児をひとり残らず殺せと命令しました。主イエスが大人になり人々に教えを説きはじめられると、ユダヤ教の指導者たちは怒り狂い、主に抵抗し罪を着せました。信者たちが主イエスに従えば、自分たちは地位に留まれなくなると思ったからです。主イエスが行われた奇跡は、普通の人間にはできないわざであると彼らはじゅうぶん承知していながら、イエスを意図的にそしって、主に抵抗し非難し、この者は悪霊どものかしらベルゼブルによって、悪霊どもを追い出しているのだと言いました。彼らはまた、主イエスが神を冒涜していると非難しました。そして最後には、ローマ政府と手を組んで主イエスを十字架にかけたのです。では今日はどうでしょう。中国共産党政府と宗教界が全能神を非難する常軌を逸した行為は、まさに、恵みの時代にローマ政府とユダヤ教の指導者たちが主イエスに対して行った仕打ちと変わりありません。真の道は、古代から常に弾圧を受けてきました。神が働きを行うために来臨されるたびに、宗教界と時の権力者からの迫害に遭うのです。しかし神の働きを止めることは誰にもできません。それでも主イエスは最終的に十字架にかけられることにより、人類を救い、福音を世界にあまねく広めるという働きを完遂なさったのです。今現在、中国政府と宗教界はネット上で、全能神とその働きを非難する大量のデマをでっち上げていますが、それでも主の国の福音は急速に広まっています。これが神の働きでなかったら、はるか前に中国政府に消去されているはずではありませんか？そしてまた私は別のことも思い出しました。姉妹と兄弟姉妹は、いつ会っても私に対して真摯な態度で接してくれて、交わりではいつも神を称え、神に証しを立てていました。世俗のことや人々のいのちに益のないことは話さず、私を良いほうに必ず導き、助けてくれたのです。気がつくと、私の心によどんでいた疑念がいくらか晴れていたので、私はふたたび神に祈り、「神よ！もし本当に戻って来られているなら、私にもあなたの働きがわかるよう、私が御前に戻れるようお導きください」と心から求めました。すると神はたしかに私の祈りを聞き届けてくださったのです。

精霊に導かれて神の御言葉の本、『言葉は肉において現れる』を開くと、「あなたは知っていたか。神が人々の間で偉大な業を成し遂げたことを」の章が出てきました。全能神はその中でこう言っておられます。「この肉の存在がなければ全人類は避けることのできない災難に直面し、終わりの日の神の人類への一層厳しい懲罰から逃れることはできないことをあなたがたは知るべきである。この普通の肉の誕生がなければ、どのように求めようとも、あなたがたにはみな生も死も到来しない状態に陥るだろう。この肉の存在がなければ、今日、あなたがたは真理を受け取り神の玉座の前に来ることもできないだろう。それどころか、あなたがたの深い罪ゆえに罰せられるだろう。あなたがたは知っているか。神の肉への再来がなければ、誰にも救いの機会はないのである。また、この肉が来なければ、神はずっと以前に古い時代を終わらせていたはずである。これでも、あなたがたは神の二度目の受肉をなおも拒むことができるのか。あなたがたは、この普通の人から大いに利益を得ることができるのに、なぜすぐにこの人を受け入れないのか」。「神の働きはあなたには理解できないことである。あなたの決定が正しいかどうか理解することも、神の働きが成功するかどうか知ることもできないのなら、この普通の人があなたにとって大いに助けとなるかどうか、また、神が偉大な働きを行なったかどうかを運をためしてでもいいから見てみようとしないのか」。神よ、感謝します！この神の御言葉を読んだあと、私はすっかり気持ちが落ち着きました。それはこの上なく正しかったのです！私は神の働きについてよく知っているわけでもなく、ネット上のデマも完全には理解できませんでした。それなら運を天に任せるつもりで試してみればよいのです。結論を出すのは、これまで調べてきたことをさらに深めてからでよいのです。これが本当に神の働きの現れで私がそれを拒んだら、神を拒むことになり、一生後悔することになるのではないでしょうか？私はその翌日姉妹に会いに行き、引き続き探求し調べようと心を決めました。

私は姉妹と会って、ここ数日間で経験したことを話しました。そして、実際のところ東方閃電とは一体何なのですかと質問しました。姉妹はそれに応えて、神の御言葉から２か所を抜粋して読み聞かせてくれました。「すべての人々が注意を払い、すべてのものが再び新たにされて復活し、あらゆる人がためらわずに神に服従し、神の重荷の重い責任を負おうとするとき、東から稲妻が現れ、東から西を照らし、この光の到来で地のすべてを畏怖させるのである。この瞬間、神は再び神の新しい生活を始める。……すなわち、東の世界では、神自身が証しされ始める時から、神が働きを始め、神性が地上で主権を発揮し始めるまでである。これは東の稲妻の輝く矢であり、宇宙全体をいつも照らしていた。世の国々がキリストの国になる時は、宇宙全体が照らされる時である。東の稲妻が現れ、受肉した神が働きを始め、さらには神性の中で直接語るのは今である。神が地上で語り始めるときは、東の稲妻が現れるときと言える。正確に言えば、生ける水が玉座から流れるとき――玉座から言葉が発せられ始めるとき――それはまさに七つの霊の言葉が正式に発せられ始めるときである」（『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第十二章」〔『言葉』第1巻〕）。「東方の光が徐々に白く変わって初めて、地上の暗闇は光に変わり始める。その時初めて、人はわたしがはるか昔にイスラエルを去っており、東方で新たに現れようとしていることを知るだろう。わたしは一度イスラエルへと下り、その後そこから立ち去ったため、再びイスラエルに生まれることはできない。なぜならわたしの働きは全宇宙を導くからであり、さらに稲妻は東から西へとひらめき渡るからだ。だからわたしは東方へと下り、カナンの地を東方の人々にもたらしたのである。わたしは全地の人々をカナンの地へ連れて行きたいと願っている。それゆえ全宇宙を支配するため、カナンの地で声を発し続ける。現在、カナンの地以外のどこにも光はなく、すべての人々は飢えと寒さにさらされている。わたしはまずイスラエルにわたしの栄光を与え、その後それを奪い去って、後にイスラエルの人々を東方へ連れて行き、すべての人々を東方へと導いた。わたしは彼らをみな光へと導き、彼らが光と再会して光と交われるようにし、もう探し求めなくていいようにした。わたしは探し求めるすべての者が再び光を見られるようにし、わたしがイスラエルに示した栄光を目にできるようにするつもりだ。わたしがはるか昔に白い雲に乗って人々の間に降り立ったことを彼らに理解させ、無数の白い雲と豊かな果実を見せ、さらにイスラエルのヤーウェ神を目撃させよう。そして彼らに、ユダヤ人の先生であり、待望のメシアであり、歴代の王たちによって迫害されてきたわたしの完全な姿を見せよう。わたしは全宇宙に対して働き、偉大な働きを行い、わたしのすべての栄光と業を、終わりの日の人々に対して露わにする。そしてわたしの栄光に満ちた顔を、長年わたしを待っていた人々、わたしが白い雲に乗ってくるのを熱望してきた人々、わたしの再来を熱望してきたイスラエル、そしてわたしを迫害するすべての人間に対して、余すところなく示そう。それによって、わたしがはるか昔にわたしの栄光を運び去って東方へともたらしており、それがもはやユダヤにはないことを、すべての者が知るだろう。なぜなら、終わりの日はすでに到来しているからである」（『神の出現と働き』「七つの雷が轟く――神の国の福音が宇宙の隅々まで広まることを預言」〔『言葉』第1巻〕）。

それから姉妹はその内容について説明してくれました。「神の御言葉を読めばわかるのですが、終わりの日における神の働きと御言葉は、東方から走る稲妻なのです。『稲妻』は光であり、『光』は神の御言葉です。つまり、終わりの日に来臨される神は、人の子として受肉され、まず東方の中国に現れて働かれ、言葉を発して、勝利者の集団を作られます。それから終わりの日の神の福音は急速に西へと広がり、世界中のすべての人が終わりの日の神の救いを受けられるようになります。するとこのことがマタイによる福音書第24章27節に記されている『ちょうど、いなずまが東から西にひらめき渡るように、人の子も現れるであろう』という預言を叶えることになるのです。さらに言えば、終わりの日に神が働かれる時間は短く、まさに稲妻のようにあっという間に過ぎります。たった20年の短いあいだに、神の国の福音はすでに中国本土中に広がって、さらに世界の他の国々にまで広がりつつあります。東方閃電は神の御言葉と終わりの日の神の働きであり、神によって表された真理なのです。聖書で予言されたように、全能神は終わりの日に人の子として人間の前に現れられ、終わりの日に新たな働きをなさいます。終わりの日の神の働きを受け入れない者はみな、精霊の働きによって淘汰されるのです」。これを聞いて私はようやくわかったのです。東方閃電とは神の働きであり、神によって表された真理であり、終わりの日における神の現れなのだと！神がまず現れて働きを始められたのは中国という、無神論者が政治権力を握る国でした。その中国で神は人々の集団を征服し完全にして、勝利者にされたのです。それから西へ、そしてついには世界全体にまでもその働きを広げていき、すべての国のすべての場所から神によって選ばれた人々が終わりの日の神の働きを受け入れ、神の清めと救いを得ると、六千年にわたる神の救いの経営計画は完全に実現されます。それは神の知恵の現れではないでしょうか？神ご自身がこの奥義を明らかにする御言葉を発されたのでなかったら、私には決して理解できなかったでしょう！

姉妹のお話は続きました。「それなのにどの宗派の指導者も、神の現れと働きを目の当たりにしながら、探求もせずよく調べもしないばかりか、躍起になって神を非難し、抵抗し、冒涜したのです。全能神教会を中傷するデマを公然と拡散し、無神論者の中国共産党政府と手を結んで、全能神に従う者をヒステリックに威圧し、逮捕し、迫害しています。全能神の国の福音が広がるのを妨げ、終わりの日の神の働きを破壊し、信者を全能神のもとへ戻らせまいとしているのです。これはまさにローマ政府とユダヤ教の指導者たちが、主イエスに逆らい、罪を着せて十字架にかけたのと同じです。彼らはみなサタンのような悪魔で、真理を憎み神を憎み、神の敵となっています。彼らは、全能神によって発せられた御言葉はすべて真実であり、権威と力を持つことを知っています。そうした御言葉がひとたび世界に広まれば、真理を愛する人や神の現れを待ち望んでいた人はみな、全能神に帰依し崇めるでしょう。そうなったら、彼らに従う者は誰もいなくなります。そのため、人類を救う働きをすべく神がふたたび受肉されたので、無神論者の中国共産党政府と宗教界の反キリスト勢力は、神の働きを妨害し破壊しようと必死になっているのです。人々に真の道を求めさせまい、見出させまいと、ありとあらゆる卑劣な手段を使って人々を縛りつけ、欺いているのです。ちょうどあなたがネット上のデマを見て、神の働きを疑う心を芽生えさせたように。私たちみんなに神を疑わせることが、サタンの目的なのです。サタンが望んでいるのは、私たちが神を否定し、裏切り、神の救いを失ってサタンの支配下に戻ること、そしてそれによって人間を永遠に操り苦しめるという、その邪悪な目的を達成することです。神はこう述べられています。『神は働き、人を慈しみ、見守りますが、サタンは神をどの段階でもつけ回します。神が大事にする人が誰であれ、サタンも見ていてつけ回します。神がその人を求めると、サタンは持てる限りの力でどんなことでもして神を阻もうとし、隠された目的を達成するため、様々な邪悪な方法で神の業を試し、邪魔し、挫折させようとします。サタンの目的は何ですか。サタンは神に人間を誰も得て欲しくないのです。サタンは神が求めるすべての人を求め、占有して支配し、掌握してサタンを崇拝させ、サタンと共に邪悪なことを行わせたいのです。これはサタンの悪意に満ちた動機ではないですか』（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 IV.」〔『言葉』第2巻〕）。私たちは神の御言葉に従ってサタンの策略を見抜かなくてはなりません。神の敵であり、人々が神のもとに戻るのを妨害するサタンの邪悪な本質を、はっきり認識しなくてはなりません。神に救われる機会を失わないためには、サタンが人間に取り憑き食い尽くそうとする邪悪な意図を見抜かなくてはならないのです」。神の御言葉を読み、姉妹の説教を聞いて、ああいうネット上のデマはすべてサタンに由来するものだということが、本当によくわかりました。あれは人々が真の道を調べて神のもとに戻るのを妨げるためにサタンが仕掛けた、罠であり落とし穴であったのです。もし私がそれを見極める力を持たないままだったら、サタンに捕えられていたでしょう。姉妹の交わりのおかげで私は、神の現れであり働きである東方閃電を正しく理解できました。今の私には、サタンのような邪悪な勢力である中国共産党政府と宗教界が、神を攻撃するために用いている卑劣な手段を見抜く能力があります。また、真の道は古代からずっと迫害されてきたことも理解しています。驚くことに、サタンの妨害がきっかけとなって私は神の働きをよりよく理解できるようになり、サタンを正しく見分けて退けることができるようになっていました。まさに、サタンのたくらみを土台にして神の知恵が実行されたのです。神様、ありがとうございます！

家に戻ると、私はネットで全能神教会の動画を見はじめました。神の御言葉の朗読や福音の映画だけでなく、賛美歌の合唱の動画も10本たて続けに視聴しました。そうした動画や映画が伝えていたのは、真理と、神の現れと終わりの日の神の働きを証しする内容ばかりでした。見ていると神の真性と美しさがわかり、神の義なる性質についてもいくらか知ることができました。神によって発せられた御言葉はすべて真理で、人々を本当に変え、清めて救うことができるのだとわかった私は、天の国への道を見つけられました。そして救いの望みを得たのです。後日義弟は、私が終わりの日の全能神の働きを受け入れたと知って、何度もやって来ては私を責め、自分の教会の信徒に加勢を頼むことまでして私を責めました。私を惑わせて全能神の信仰をやめさせようと、ネット上にある否定的な報道の受け売りを次々と聞かせたりもしました。けれども私はすでに全能神の働きを全面的に信じているので、そういうデマには一切動かされませんでした。振り返ってみれば、神のお導きによって私は真理を本当に理解できたのだとわかります。私はデマの足かせと呪縛を一つずつふりほどいて、真の道の礎を打ち立てたのです。私を救ってお守りくださり、神の家に入れるようお導きくださった神に感謝します！


19. 「伝書鳩」が重大な知らせを届ける

中国 蘇傑

1999年のある日、牧師が集会後に私のところへ来て、「蘇傑、君に手紙が届いているよ」と教えてくれました。それを見た瞬間、私が山東省で建てた教会からの手紙だとわかりました。私は手紙を受け取って帰宅の途につきましたが、歩きながら「この手紙、ずいぶん厚いわね。何か困難に見舞われたのかしら」と考えました。

帰宅後、待ちきれずに手紙の封を切ってみると、そこにはこう記されていました。「蘇姉妹、主においてあなたに平和あれ。私はとてつもない知らせをあなたに伝えたくてこの手紙を書いています。私たちが昼も夜も待ち焦がれてきた救い主イエス・キリストが戻られたのです。主は肉となってすでに戻られ、御言葉を通じて人を裁いて清める段階の働きを中国でなさっています。主は恵みの時代を終わらせて神の国の時代を始められました……あなたが神の新たな働きを受け入れ、神の足跡に歩調を合わせることを願います。何をしようと、終わりの日の神の救いというこの機会を逃してはいけません」。そこまで読んで、私はショックを感じました。実は何の困難にも見舞われていないどころか、東方閃電を信じているのです。この手紙を書いたのは誰だろうと知りたくなり、すぐに最後の一枚に目を通しました。書いたのは孟兄弟で、手紙の最後にはその教会の兄弟姉妹全員の署名も記されています。読み終えた私はすっかり唖然として、しばらく手紙をぼんやり見つめていましたが、気を取り直してこう考えました。「主がお戻りになったと東方閃電は証しし、いくつもの教派からよき羊や羊の長を多数盗んでいった。山東教会の孟兄弟まで東方閃電を信じるなんて思いもしなかったわ。この教会の兄弟姉妹は残らず東方閃電に盗まれてしまった。いったいどうすればいいのかしら」。この考えが浮かんだとき、私はますますいても立ってもいられなくなりましたが、山東はあまりに遠すぎますし、ここでの働きに縛られてもいます。いますぐ行くことはできません。私は無力を感じ、泣きながら主に祈ることしかできませんでした。「主よ。この兄弟姉妹たちはあなたを信じてからそれほど時間が経っていないので、まだ安定した土台がありません。どうか彼らを見守ってください……」。

その後、私は聖書の隅から隅まで目を通し、ペンを手にして最初の返信を書きました。その中で私はこう記しました。「兄弟姉妹のみなさん、私はイエス・キリストにおいて、あなたがたに用心するよう忠告させていただきます。パウロはこう言いました。『あなたがたがこんなにも早く、あなたがたをキリストの恵みの内へお招きになったかたから離れて、違った福音に落ちていくことが、わたしには不思議でならない。それは福音というべきものではなく、ただ、ある種の人々があなたがたをかき乱し、キリストの福音を曲げようとしているだけのことである。しかし、たといわたしたちであろうと、天からの御使であろうと、わたしたちが宣べ伝えた福音に反することをあなたがたに宣べ伝えるなら、その人はのろわるべきである。わたしたちが前に言っておいたように、今わたしは重ねて言う。もしある人が、あなたがたの受けいれた福音に反することを宣べ伝えているなら、その人はのろわるべきである』（ガラテヤ人への手紙 1:6-9）兄弟姉妹のみなさん、あなたたちを主の御前に連れて行くのは簡単なことではありませんでした。これほどすぐに主を裏切れるのはどういうことですか。あなたたちの霊的背丈は低すぎます。傲慢にも他の道に耳を傾けてはいけません。私の言うことに耳を傾けなさい。私があなたたちに伝えたことは真の道だからです。主イエス・キリストだけが私たちの救い主でいらっしゃいます。これは永遠に守らなければなりません……」。８ページにわたる手紙を書き終え、それに目を通してようやく、私は落ち着きました。そしてこう考えました。「書くべきことは全部書き、調べるべき聖句は全部調べたし、記すべき忠告と励ましの言葉も全部記した。これを読めばきっと反応して、自分たちの間違いを認めるはずよ」。

２週間後、私は次の返信を受け取りました。「蘇姉妹、私たちが信じている全能神は再臨された主イエスでいらっしゃるので、私たちが見聞きしたことを残らす語ることはできません。私たちは真の道を守って前進しています。これっぽっちも主を裏切ったことはなく、小羊の足跡に従っているのです。あなたがくださったお手紙の中に、『あなたがたがこんなにも早く、あなたがたをキリストの恵みの内へお招きになったかたから離れて、違った福音に落ちていくことが、わたしには不思議でならない。それは福音というべきものではなく、ただ、ある種の人々があなたがたをかき乱し、キリストの福音を曲げようとしているだけのことである』（ガラテヤ人への手紙 1:6-7）というパウロの言葉がありましたが、パウロが言ったことには背景があります。聖書を調べさえすれば、パウロの言う『違った福音』が、ヤーウェの律法を守るようパリサイ人が人々に求めたことを指しているのがわかります。それは、終わりの日の人々が神の国の福音を広めて、主が肉において戻られ、神の家から始まる裁きの働きをなさっていると証しすることを指しているのでもありません。パウロがガラテヤの諸教会に宛ててこの手紙を記したとき、神の国の福音を宣べ伝えている人は１人もいませんでした。ゆえに、パウロが言った『違った福音』は、主がお戻りになり、神の家から始まる終わりの日の裁きの働きをなさっていることを指しているのではないのです。主イエスがいまお戻りになって行なわれているこの裁きの働きの段階は、黙示録にある次の預言を成就しています。『わたしは、もうひとりの御使が中空を飛ぶのを見た。彼は地に住む者、すなわち、あらゆる国民、部族、国語、民族に宣べ伝えるために、永遠の福音をたずさえてきて、大声で言った、「神をおそれ、神に栄光を帰せよ。神のさばきの時がきたからである」』（ヨハネの黙示録 14:6-7）。ここで言う『永遠の福音』は神の国の福音を指しています。さらにこの最後の救いは、はるか昔に聖霊によって主イエスの弟子たちに明かされました。ペテロが『さばきが神の家から始められる時がきた』（ペテロの第一の手紙 4:17）、『あなたがたは、終りの時に啓示さるべき救にあずかるために、信仰により神の御力に守られているのである』（ペテロの第一の手紙 1:5）と述べたとおりです。蘇姉妹、主イエスの再臨は私たち信者が切望していることではありませんか。いま、主イエスは本当に戻られました。私たちは謙虚に探し求める人にならなければなりません。パリサイ人は聖書の知識や自分たちの観念と想像を無闇に使うことで神の新しい働きを規定し、主イエスが律法に従わないという理由で主を断罪して抵抗し、最後は主を十字架にかけました。私たちは絶対に、神の最初の受肉でいらっしゃる主イエスを、パリサイ人がしたのと同じように扱うことはできません。パリサイ人はヤーウェ神を信じるだけで、ヤーウェ神の受肉、すなわち主イエスの働きを受け入れず、最後は主に断罪され呪われました。この恐るべき教訓には一考の価値がありませんか。主イエスが私たちの救い主でいらっしゃることは誰も否定できません。しかし主イエスを受け入れるだけで主の再臨を受け入れなければ、私たちもパリサイ人と同じではないですか。そうであれば、神を信じながら神に抵抗する人になったのではありませんか。さらに、あなたが私たちに主の福音を宣べ伝えたからといって、あなたの言うとおりにすることはできません。私たちが信じているのは神です。ペテロをはじめとする使徒はかつて『人間に従うよりは、神に従うべきである』（使徒行伝 5:29）と言いました。とりわけ主イエスの到来に関する件については、他の人間の言うことに耳を傾けることはできません。全能神の御言葉は神のお声だと、私たちはすでに判断しました。あなたもそれをお調べになることを望みます」。

私はこの手紙を読むうちに腹が立ち、ほんの少しも納得しませんでした。聖書の参考書を掴み、ガラテヤ人への手紙の内容が紹介されているページをめくります。丹念に読んだところ、私はとても驚きました。それは本当のことだったのです。パウロの言う「違った福音」が、パリサイ人が人々にヤーウェの律法を遵守させたことを指しているのは本当でした。確かにそれは、主の再臨後に神の家から始まる主の裁きの働きを指しているのではありません。何年ものあいだ、それがこの聖句の背景であることに気づかなかったのはどういうことでしょう。彼らが納得しなかったのも無理はありません。しかしそのとき、別の考えが私の頭に浮かびました。私の言ったことが間違いだとしても、彼らが宣べ伝えているように主がお戻りになったとはまだ証明できていない。私はあの手紙をもう一度最初から最後まで読みましたが、読めば読むほど怒りが募ってこう考えました。「これほど短期間しか離れていないのに、私にこんな大層な言い方をするほどずうずうしいだなんて思いもしなかったわ。それに……私をパリサイ人と呼ぶなんて。私は誰よりもパリサイ人を憎んでいる。この私がパリサイ人のような形で主に抵抗するだなんて、いったいどうしてあり得るの。私は何年ものあいだ懸命に働き、信者のために昼も夜も苦労してきた。それを知らないなんてことがあり得るかしら」。そのことを考えれば考えるほど動揺し、こう思いました。「だめよ。まだまだ未熟な一握りの信者に言い負かされるわけにはいかないわ。私は長年聖書を読んできた。この討論に勝てないわけがない」。

そこで再びペンをとり、二通目の返信を書きました。「兄弟姉妹のみなさん、主においてあなたたちに平和あれ。あなたたちの手紙を読んで私はとても心外に思いました。私は自分の言うとおりにしなさいと求めているわけではありません。みなさんは私の意図を完全に誤解しています。私はあなたたちが主イエスの道から離れてしまうのが心配なのです。と言うのも、主イエスがこうおっしゃったからです。『そのとき、だれかがあなたがたに「見よ、ここにキリストがいる」、また、「あそこにいる」と言っても、それを信じるな。にせキリストたちや、にせ預言者たちが起って、大いなるしるしと奇跡とを行い、できれば、選民をも惑わそうとするであろう』（マタイによる福音書 24:23-24）。パウロもこのように言っています。『さて兄弟たちよ。わたしたちの主イエス・キリストの来臨と、わたしたちがみもとに集められることとについて、あなたがたにお願いすることがある。霊により、あるいは言葉により、あるいはわたしたちから出たという手紙によって、主の日はすでにきたとふれまわる者があっても、すぐさま心を動かされたり、あわてたりしてはいけない。だれがどんな事をしても、それにだまされてはならない』（テサロニケ人への第二の手紙 2:1-3）。親愛なる兄弟姉妹のみなさん、私は主イエスの御名において、終わりの日には危険な日々が待ち受けており、主の到来を宣べ伝える人を信じてはいけないと忠告します。間違った道を歩んで主の不興を買わないよう、私たちは大いに用心して主の御言葉を心に抱かなければならないのです」。

２週間後、私は彼らの返信を受け取りました。「蘇姉妹、あなたが見つけてくださった聖句は間違っていませんが、私たちはこれらの御言葉にある主イエスの真意をはっきり理解して、主の御心を誤解してはなりません。主が終わりの日にいらっしゃるとき偽キリストが現われ、主の御名を使って主になりすまし、奇跡を示して人を惑わすと、主イエスは私たちにはっきりおっしゃいました。そうおっしゃることで、主は私たちに識別力を働かせよと告げていらっしゃるのであって、主の到来を宣べ伝える人がみな偽りだとはおっしゃっていないのです。あなたが言われるとおり、主の到来を宣べ伝える人がみな偽りで、私たちがそのような人に用心して拒まなければならないのなら、肉となって戻られた主イエスに扉を閉ざしてしまうことにはなりませんか。私たちがこのように言うのは、再び来ると主がおっしゃったからです。明らかに、そのようなものの見方は主の御心にかなっていません。真のキリストと偽キリストの見分け方については、ここに全能神の御言葉の一節を記しますので、どうかじっくりお読みください。全能神はこうおっしゃいました。『この時代に、しるしや不思議を起こし、悪霊を追い払い、病人を癒やし、多くの奇跡を行える人が現れて、またその人が自分は再来したイエスであると主張したなら、それはイエスのまねをしている邪霊による偽物である。これを覚えておきなさい。神は同じ働きを繰り返さない。イエスの段階の働きはすでに完了し、神は二度と再びその段階の働きをしない』（『神の出現と働き』「今日の神の働きを知ること」〔『言葉』第1巻〕）。神の働きがいつまでも変わらないということは決してあり得ません。律法の時代と恵みの時代における働きが２つの異なる段階の働きだったように、神の働きはいつも新しく、決して古くなく、繰り返されることはありません。終わりの日、神は人類の必要に応じて、御言葉を通じて人を裁き清める段階の働きをすでになさっています。これは人を完全に清めて救う段階なのです。以前の働きに比べてより新しく、より高次で、さらに実践的です。神の働きの各段階から、神はその働きの知恵、権威、力をも表わされるという真理がわかります。しかし偽キリストは悪霊に取り憑かれており、神の本質を有していません。真理がまったくないのでそれらを表わすことができず、神の全能、知恵、性質を表わすこともできません。偽キリストが神の働きをまったく行なえないのは明らかです。偽キリストは主イエスがすでになさった働きを真似て、病人を癒やし、悪霊を追い払い、何らかの普通の奇跡を示してキリストになりすまし、人を惑わそうとすることしかできないのです。蘇姉妹、私たちは主の御言葉を純粋に理解する必要があります。主の御心を誤って解釈することはできず、まして偽キリストが終わりの日に現われるからといって、腹立ち紛れに自分の損になることはできません。主の再臨の働きを調べないことさえ許されないのです……」。

手紙に記された兄弟姉妹の交わりはどれも事実に基づいていましたが、私にはそれを探求したりじっくり考えたりする気はまったくありませんでした。私が見つけてあげた聖句を彼らが受け入れ、主に立ち返るかどうかだけが気がかりだったのです。手紙のやりとりによる２度の討論を振り返ると、彼らがほんの少しも納得していないことがわかりました。対照的に、私は完全に面目を失うところまで彼らに論破されました。そこでただちに主へ祈りを捧げ、それから聖書と霊に関する本を全部ベッドの上に並べました。そして彼らに反論する根拠を見つけようと、それらの本をめくり続けました。ページをめくるパラパラという音を除き、部屋は完全に静かでした。いつの間にか夜になりましたが、まだ何一つ見つけられません。私は疲れてしまい、深くため息をつきながら「この手紙にどう返信するか、まったく何も思いつかない」と思いました。私にできたのはペンを手にしてこう記すことだけでした。「兄弟姉妹のみなさん、お手紙を拝見しましたが、あなたたちはもう以前のような愛すべき小羊ではないようです。私の言葉にすら耳を貸さず、主の道から離れると言い張り、私とはまったく相容れません。あなたたちの振る舞いは主を悲しませるでしょうし、私もとても悲しいです。主イエスがあなたたちを動かし、この手紙によってすぐに戻ってくることを祈ります。アーメン」。

２週間後、再び彼らからの返信を受け取りましたが、私の愛と励ましで彼らが戻ってこなかったことにがっかりしました。それどころか、彼らは厳しい口調で頭ごなしにこう記してきたのです。「蘇姉妹、私たちはあなたのおかげで転向しました。それは間違いありません。しかし、そのことについて私たちが感謝すべきは主なのです。失われたさまよえる羊だった私たちを集め、群れとなってあなたの助けを得させてくださったは神だからです。あなたは群れの世話をする召使いに過ぎず、主イエスだけが私たちの真の羊飼いなのです。主イエスも『わたしはよい羊飼であって、わたしの羊を知り、わたしの羊はまた、わたしを知っている』（ヨハネによる福音書 10:14）とおっしゃいました。主はご自身のために働くすべての人に羊を託されます。その人の責任は羊たちの世話をすることだけであって、主がお戻りになるとき、羊たちは群れとなって主のもとに戻らなければなりません。蘇姉妹、主イエスが聖書の中でおっしゃった『悪しき借地人』のたとえ話を、私たちはみな知っています。その土地を無理やり自分たちのものにするため、借地人は果実を集めに来た召使いたちを攻撃し、地主が自分の息子をそこに行かせると、その息子を殺して土地を自分たちのものにしました。戻ってきた地主は、これら悪しき借地人にどう対処するでしょうか。私たちは彼らのようになってはいけません。いまや主がお戻りになったのですから、私たちは主の羊をお返しすべきです。これが、私たちがもたなければならない理知なのです」。

私はこの手紙を読んですっかり面食らい、こう考えました。「あの人たち、どうして一瞬の間にここまで理解したのかしら。私が山東に行ってあの教会を建ててから２年しか経っていない。そこを離れるとき、彼らはまだ信仰において『赤ん坊』のようだった。東方閃電を受け入れてからたった数ヶ月で、彼らの言葉がこんなに力強くなるとか、ここまで完璧な聖書の聖句を見つけて私を論破できるようになるとか、私が反論の言葉を失ってしまうなんて考えもしなかったわ」。その瞬間、私はひどく失望し、あの兄弟姉妹たちは東方閃電に従う揺るぎない決意をもつようになり、引き返すつもりはないのだと思いました。説得して戻らせるのは不可能だろうとわかったのです。私は完全に弱気になってしまい、嫌々４通目の手紙を送りました。「あなたたちの勝手にしなさい。古代以来、神から生じるものは栄え、人から生じるものは打ち負かされると聖書にも記されています。もう２度と私に手紙を送らないでください。イエス・キリストへの信仰と愛を保ち続けられることをお祈りします」。

山東の兄弟姉妹が伝えた神の終わりの日の働きを拒んだあと、私の霊はますます暗く弱くなり、全体的な状態も悪化しました。しばしば断食して祈り、主に対してどのような罪を犯したのかと反省しましたが、主の御心を理解することができず、主の存在もまったく感じられません。献金を巡って争うべく、牧師と長老が私に濡れ衣を着せ、教会から追放するのに成功したのはこの頃でした。私はとてつもなく惨めな気分になり、どちらを向くべきかわかりませんでした。よく川の土手に行って、『主よ、あなたは私の親友です』という賛美歌を泣きながら歌ったものです。主が一刻も早くお戻りになり、私をこの苦悩から救ってくださることを強く願いました。

半年後のある日、昼食を作っていたところ、玄関の外から私の名前を呼ぶ義母の声が聞こえました。ドアを開けると、上品な身なりのほっそりした若い女性が義母の後ろに立っています。すると義母はこう言いました。「この若い姉妹は前にもあなたに会いに来たことがあるの。住所は知っていたけどあなたがいなかったので、教会に行った。あなたにいますぐ会う必要があるらしくて、それで急いで連れてきたのよ」。私はこの姉妹を注意深く観察しながら、「私はこの人を知らないようだけど、いったいどういうことかしら」と考えました。彼女は私を見てすぐに近寄り、手を取りながら「あなたが蘇姉妹ですね。やっと見つかったわ」と興奮した口調で言いました。この行為に私はすっかり面食らい、驚きの目で相手を見ながら「あなた誰なの？一度もお会いしたことはないと思うけど」と訊きました。すると彼女は熱心な口ぶりでこう答えました。「姉妹、私は王と申します。ここに来たのは山東の孟兄弟と趙姉妹のためです。孟兄弟と他のみなさんがここの全能神教会に手紙を送り、どうにかしてあなたを見つける方法を考えてほしいと頼んできたんです。あの人たちはいま多忙で自らここに来る時間がないので、あなたに神の国の福音を伝えるのを私たちに託しました。その手紙が何人の手を経たかはわかりませんが、何度か送り返されてからようやく私たちのもとに届いたのです。私は何度もここに来て、あなたのことを探し求めました。簡単に見つからなかったんです」。そこで彼女は声を詰まらせ、その手紙を私に握らせました。私はそれを読みました。「蘇姉妹は真の信者です。どうか彼女を見つけて神の国の福音を伝えてください。何としてもそうする必要があるのです……」。その言葉を読むうちに心が温まり、涙が流れ落ちるのを止められませんでした。義母も感動して、「これは本当に主のおかげよ。まさに主の愛なのよ」と言っています。この親切で誠実な若い姉妹を見て、私はその手紙の心温まる感動的な言葉を思い出すとともに、主の再臨の福音を私に伝えなければならないという、兄弟姉妹の切迫した気持ちも感じることができました。魂の内側から生じた直感が、この愛は神から来たものだと告げています。すべての魂をこのような形で大事になさり、心から神を信じるすべての人を深く気遣われるのは神だけです。そこで、今度は終わりの日の全能神の働きを求めて学ぶことにしました。これ以上拒むことはできません。私は我も忘れて「姉妹、どうか中に入ってお座りなさい」と言いました。彼女は嬉しそうにうなずきましたが、その目はまだ涙で光っていました。

まずみんなで食事を済ませてから、私は趙姉妹という同労者も呼びました。夫も私たちが交わりを行なうと聞いて、その日の仕事を休みにしてもらいました。そして若い姉妹が暖かい口調でこう尋ねました。「姉妹、孟兄弟の手紙には、終わりの日の神の働きについて何度か手紙を送ったけれど、あなたは受け入れようとしなかったと記されていました。このことについてどうお考えですか？姉妹、何か困難があるならどうか教えてください。一緒に交わって探し求めましょう」。私は答えました。「せっかく尋ねてくれたのだから、心を開いて打ち明けます。私は終わりの日に現われる偽キリストに騙されるのが不安で、『主の到来を宣べ伝える者はみな偽者である』という言葉にしがみついてきました。そのため終わりの日の全能神の働きを調べなかったんです。その後、孟兄弟たちが手紙で言っていたことを考え、道理が通っていると思いました。終わりの日に偽キリストが現われるからといって主の再臨の福音を無闇に拒むのは、まさに腹立ち紛れに自分の損になることをしているのです。けれど、主の再臨をお迎えしたければ、真のキリストと偽キリストを見分けられないままではいけません。ここまで来てくれたのですから、どうかこのことについて交わってください」。趙姉妹と夫と義母もうなずいてそれに賛成しました。

すると姉妹は神の御言葉の一節を読んでくれました。全能神はこうおっしゃいました。「このようなことを考察するのは難しいことではないが、わたしたちそれぞれにこの真理を知ることが要求される。受肉した神は神の本質を有し、受肉した神は神による表現を有する。神は人間の姿になるので、なすべき働きを打ち出し、神は人間の姿になるので、自分が何であるかを表して、人に真理をもたらし、人にいのちを与え、人に進むべき道を示すことができる。神の本質を含んでいない肉体が受肉した神ではないことは間違いなく、これについて疑う余地はない。受肉した神かどうか調べるためには、その人が表す性質や話す言葉からそれを決めなければならない。つまり、人間の姿になった神かどうか、それが真の道かどうかは、その人の本質から判断しなければならない。そこで、人間の姿になった神かどうかを決定するとき、鍵となるのは、外見よりもむしろその人の本質（働き、言葉、性質、その他いろいろ）に注意を払うことである。外見だけを見て本質を見落とす者は、自分の無知、単純さをさらけ出すことになる」（『神の出現と働き』「序文」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉を読み終わったあと、この若い姉妹は次のように交わってくれました。「全能神の御言葉から、真のキリストと偽キリストを見分けるうえで鍵となるのはその実質を見ることだとわかります。その働き、言葉、性質から見分けることができるのです。主イエスはかつて、『わたしは道であり、真理であり、命である』（ヨハネによる福音書 14:6）とおっしゃいました。明らかに主は受肉された神でいらっしゃったので、真理を表わし神ご自身の働きを行なうことがおできになりました。また神ご自身の性質と、神が所有されるものと神そのものを表わすこともおできになりました。こうして恵みの時代、主イエスは数多くの真理と、おもに慈悲と愛の性質を表わされ、全人類を贖う働きを完了なさったのです。主イエスの働きと御言葉、主が表わされた性質から、私たちはイエス・キリストが真理であり、道であり、いのちであり、受肉された神ご自身でいらっしゃることを確信できます。現在、全能神はおいでになり、人類を清めて救う真理を残らず表わされました。人を裁いて罰する終わりの日の働きをなさったのです。全能神の御言葉はサタンによる人類の堕落の真相と、人の本性と本質を暴きます。救いを得るとは何か、性質の変化とは何か、それを成し遂げる道は、といった真理だけでなく、人類の将来の終着点はどういうものか、各種の人たちの結末はどういうものかといった真理について、そのすべての側面を私たちに教えてくれるのです。また、御言葉は神の六千年にわたる経営計画と受肉の奥義も明らかにし、加えて神に特有の性質、実質、および神が所有されるものと神そのものも表わします。神の御言葉を丹念に読んでいれば、全能神の発せられる御言葉が真理の聖霊のお声であり、終わりの日における裁きの道であることがわかります。終わりの日の全能神の働きは、例えば次のような聖書の預言を成就してきました。『さばきが神の家から始められる時がきた』（ペテロの第一の手紙 4:17）。『けれども真理の御霊が来る時には、あなたがたをあらゆる真理に導いてくれるであろう』（ヨハネによる福音書 16:13）。『わたしを捨てて、わたしの言葉を受けいれない人には、その人をさばくものがある。わたしの語ったその言葉が、終りの日にその人をさばくであろう』（ヨハネによる福音書 12:48）。全能神が表された真理、人を裁き、罰し、清めるという全能神がなさった働き、全能神が表わされた義によって特徴づけられる性質はすべて、全能神が終わりの日のキリストの顕現でいらっしゃることを完全に証明しています。しかし対照的に、偽キリストには神の実質がありません。それらの大半は悪霊に取り憑かれているか、理知をまったくもたない極めて傲慢な悪魔と悪霊なのです。真理を表わして人に糧を施すことも、裁きの働きを行なって人を清めることもできません。単純な奇跡や不思議を見せることで、パンで空腹を満たしたい愚かで無知で混乱した人を惑わすことができるだけです。ゆえに、キリストは真理であり、道であり、いのちでいらっしゃるという原則にしたがえば、真のキリストと偽キリストを見分けるのはとても簡単なのです。これは神の御心と完全に一致しています」。

姉妹の交わりに耳を傾けながら、私は次のことを何度も何度も心の中で考えました。「私は長年主を信じてきたけれど、このような交わりは聞いたことがない。いま、全能神の御言葉は真のキリストと偽キリストを見分けることについて徹底的に語っている。どうやら、全能神の御言葉は本当に聖霊のお声かもしれないわ。主よ！私はあなたの再臨をずっと待ち望んできましたが、ここ数年は偽キリストに用心するばかりで、探し求める心をほとんどもっていませんでした。全能神教会が証ししているように、あなたが終わりの日にお戻りになって裁きの働きをなさっていることを調べず、無闇にそれに抵抗し、断罪するばかりでした。主よ、私は本当にあなたを締め出してきたのでしょうか」。こう考えていると、心臓が激しく鼓動し始めました。パニックを感じてこれ以上じっと座っていられず、立ち上がって台所に行き、水を汲んでくる振りをして自分を落ち着かせようとしました。水を注ぎながら、私はこう考えました。「あの姉妹はとても若いけど、真理に関する彼女の交わりはとても実践的だわ。山東の兄弟姉妹も全能神の働きを受け入れてからあんなに早く進歩した。彼らの聖書に関する理解と神の働きについての知識は、私よりずっと優れていた。このようにして、人は真理を理解し、神の働きに関する知識を得られるのね。これは神の働きじゃないかしら」。そのように考えると、私は興奮と後悔を同時に感じました。そして山東の兄弟姉妹にあれらの手紙を書いていたときのことを振り返りました。私はペンを振りかざし、傲慢な口調で彼らを叱りつけていたのです。それに、主の再臨に対する取り組みにおいても、私は真理を求めて兄弟姉妹の交わりを受け入れなかっただけでなく、あくまで反論して拒みました。自分を真理の主人と思い込み、兄弟姉妹がみな私の言うことに耳を傾けるよう望んだうえ、自分は全力で真の道を守っているのだと考えていたのです。自分が神に抵抗しているとは思いもよりませんでした。だとすると、私はそれによって現代のパリサイ人になってしまわないでしょうか。その瞬間、頭からつま先まで冷水を浴びせられたような気がしました。全身から力が抜けて弱ってしまったように感じられたのです。両手が震えて抑えられず、自分が神に抵抗している光景が頭の中で何度も繰り返されました……。これ以上は耐えられず、涙が目から溢れ始めました。そして、これほど傲慢で盲目だった自分を憎みました。しばらくしてから涙を拭い、水の入ったコップをトレイに乗せて部屋に戻りました。姉妹は私を見ると、不安そうに「姉妹、この交わりを受け入れてくれますか」と訊きました。私はため息をついたあと、自責の念を込めて答えました。「たったいま、全能神の御言葉とあなたの交わりを聞いて、全能神は再臨された主イエスだと感じています。私は主の再臨を来る日も来る日も待ち望んできましたが、主がもうお戻りになっているとは想像もしませんでした。実のところ、私はパリサイ人の役を演じていたんですね。本当に大きな悪事をなしてしまいました。私は神に抵抗したんです」。そして話ができないほど激しく泣きだしました。

その後しばらく全能神の御言葉を読んだあと、趙姉妹、義母、夫、そして私は、全能神が再臨された主イエスでいらっしゃることを完全に確信しました。私はとてつもない喜びに興奮し、山東の兄弟姉妹に５通目の手紙を送りました。「親愛なる兄弟姉妹のみなさん。あなたたちが神の国の福音を私に何度も伝えてくれたおかげで、私はいま終わりの日の全能神の働きを受け入れ、全能神教会の一員になりました。そのことについて神に感謝いたします。私が受け入れたのはあなたたちよりあとですが、後れをとりたくはありません。心と魂を捧げて追いつくつもりです……」。その瞬間、自分の心が手紙と一緒に山東へ舞い戻り、そこの兄弟姉妹と親しく交わるような気がしました。神の愛に感謝いたします。


20. 中共の嘘を見抜き、神の愛によって御前に引き戻される

ケム（韓国）

「もう一度言う。俺に神の話をするのはもうやめてくれ。この宗教の信者たちとはもう関わってはいけない。今度連中とやりとりしているのがわかったら、携帯を叩き割るぞ」。

「どうして。どうして信仰の邪魔をするの」妻は混乱に満ちた表情で私にそう尋ねました。

「どうしてだと。お前自身のため、それに我が家のためだ。中共が全能神教会を厳しく取り締まって弾圧しているのを知らないのか。2014年に起きた五二八招遠事件のことを知らないのか。ネットでは事件の主犯の張立冬（チャンリドン）が全能神教会の信者だったって話だ。連中と付き合ったら、いいカモにされるだけじゃないか」。

妻は毅然として答えました。「チャンリドンたちは全能神教会じゃなかったの。ネットの話を鵜呑みにしないで。私は全能神教会の兄弟姉妹と二、三ヶ月接してきて、みんな人に親切で誠実な、立派な人たちなのを見てきた。誰かが困っているときはいつも助け合ってる。ネットで言われていることとは全然違う」。

私は腹を立て、納得できませんでした。ネットを見て自分の目で確かめるんだ。そうすれば、俺が正しいかどうかがわかる」。

すると妻は私を椅子に座らせて言いました。「あなたは物事をしっかり考える人なんだから、このことには理性的に対処して、事実に従って話さないと。一方の話だけを聞いちゃだめよ。中国の主要メディアはどれも中共の代弁者でしかない。中共が人民を欺く道具に過ぎないのよ。そんなメディアの報道にどんな信頼性があるの。1989年の天安門事件を忘れたのかしら。天安門広場で学生たちが政府の腐敗に抗議し、自由と民主主義を主張していたけど、中共は身元不明の人を何人か見つけて、学生たちの中に潜り込ませ、暴力や破壊、略奪や放火をさせたり、軍用車をひっくり返させたりした。大混乱を起こして学生たちにその罪を着せたのよ。その後中共はテレビやラジオなどのメディアを使って報道を次々に流し、学生たちを反革命の暴徒と中傷し、血みどろの鎮圧を行い、その結果何千人もの生身の学生が射殺されたり、戦車でつぶされたりした。中共の歴史を知っている人なら誰でも、党がいつも正義をふみにじってきたことも、異なる政治的見解や意見を持つ集団や個人の存在を認めないことも知っている。独裁政権を実現させるために、中共はいつもそういう集団や人たちを攻撃して断罪し、弾圧したり抹殺したりもした。中共が宗教信仰や民主化運動や少数民族の抗議を暴力で弾圧するときは、いつもまず偽りの事件を捏造して、世論を激しく騒がせて、市民を扇動してから相手を暴力で弾圧する。それが事実なの。五二八招遠事件も、中共が全能神教会を陥れるためのものよ。また偽りの事件を念入りにでっちあげたの」。

私は妻の話にまったく反論できず、考えました。「妻は天安門事件の犠牲者の家族に知り合いがいるし、内情を知っている。言ったことは全部本当だ。だが、たとえその招遠事件が全能神教会と無関係だとしても、俺はそこの信者と接したことがないし、どんな教会なのかわからない。今の世の中は混乱している。もし妻が騙されていたらどうする」それで私は妻に、全能神教会の者とは誰も接触してはいけないと言い、ドアをバンと閉め、涙を流している妻を残して部屋を出ました。

月明かりも星もない、とりわけ暗い夜でした。私は実に嫌な気分で道を歩きました。妻との十年間の結婚生活を振り返ると、出会ってから恋に落ち、結婚するまでの間も、私たちは多くの困難に遭いましたが、どんなことがあっても話し合い、支え合ってきました。大喧嘩になったことは一度もありません。なのに私は、信仰を理由に妻をしかりつけました。妻をそのように扱うべきではないと感じました。とはいえ、「ネットでは全能神教会はろくなものじゃないと言われているんだから、信仰を実践させない方が妻のためになる。どうしてわかってくれないんだ」と思いました。そのとき私は非常に疲れと苛立ちを感じていました。携帯電話を取り出すと、素晴らしい一家団欒の写真が目の前に現われました。娘のかわいい笑顔のおかげで一時的に疲労感が消えました。私は「俺は一家の大黒柱だ。妻の信仰をやめさせることは妻を守ることになるし、それが我が家のためなんだ。だから自分の立場を貫かなくては」と考えました。

それからしばらくの間、私は妻の感情を傷つけることを恐れ、敢えて激しく衝突しようとしなかったため、妻にはただ神が絡んだ話はしないように言いました。夫婦仲は表面的には正常で良好に見えましたが、二人の間にはすでに亀裂が生じていました。

ある日、ちょうど仕事を終えて玄関をくぐると、寝室から広がる陽気な音楽と、妻と娘の嬉しそうな笑い声が聞こえました。私は不思議に思いました。「何だ。家でこんな楽しい音や声を聞いたのは久しぶりだ。妻は韓国に来てからずっとここの環境に全然馴染んでいなかった。生活様式も言葉も違うから。特に、年老いた母親と好きな仕事から離れていて、親戚も友人もそばにいない。よく一人で座って泣いている。俺は妻の辛くて困っている姿を見てきたが、どうすれば慰められるかわからなかった。では、妻を今こんな幸せな気持ちにしているのはどんな歌なんだ」私はとても静かにドアを開け、「神の真の愛」という全能神教会が制作した踊りと歌の動画を目にしました。6人の若い女性が楽しく踊り、美しく歌っており、彼女たちのそうしたうれしそうな笑顔が特に感動的でした。私はすぐに引き込まれました。「どんな教会だ。どんな人たちの集まりなんだ。この人たちの歌や踊りにこんなに感化され、癒されるのはなぜだ。もし本当に悪い人たちなら、どうしてこんなに優しくて純粋な笑顔になれるだろう」と好奇心でいっぱいでした。

娘は私を見るとうれしそうに「パパ、すてきな歌でしょう。ママも私も本当にこの歌が好きなの。一緒に歌って踊ろう」と言いました。私は娘を抱きかかえ、その小さな顔に接吻し、「パパはエネルギーがあって力強い歌と踊りが好きだよ」と甘い口調で言いました。娘は頭を振ってしばらく考えました。「パパ、タップダンスが好きだよね。ママ、あのすごい歌をかけてあげて。」私は娘の話の邪魔をする気にはなれず、全能神教会のものでもいいからちょっとの間だけ見てみよう、こんな円満な雰囲気はこの頃の我が家にはなかなかないからな、と判断しました。娘を抱きながら、私は妻の隣に座って見始めました。「神は東方へその栄光をもたらした」という踊りと歌の動画には、愉快なリズムによる力と活気がありました。実に刺激的な精神が踊りによって表されていました。私は普段から踊りが好きだったので、すっかり引き込まれました。没頭している私を見て、妻は胸を躍らせて言いました。「この歌と踊りは全部全能神教会の兄弟姉妹がアレンジして、動画にしたの。誰もプロじゃないのよ」私はこのことについて熟考せずにはいられませんでした。「プロの訓練を受けていない人たちがどうしてこんなに信じられないほどうまく踊れるんだ」妻は微笑んで言いました。「すごいわ。神様自身の働きとお導きがなかったら、プロじゃない人たちがこんなふうに踊れるかしら。彼らが作った映画を見たらもっとびっくりするわ。全能神教会には聖霊の働きがあるの。神様の祝福があるのよ。だからこの人たちの踊りや映画はすごくよくできているし、しかも映画で伝えられている真理はすべて人間のためになるの。ネットの否定的な宣伝はどれも、中共が全能神教会に関して嘘を広めているに過ぎない。全然本当のことじゃないのよ。中共がこんな嘘を広めているのは、みんなが全能神教会に反感を持ち、終わりの日の神様の働きをあえて探らせないようにするためなの。そうなればみんな神様の救いを失ってしまう」。

妻の話を聞き、目を輝かせている妻を見て、私はさらに興味が湧きました。妻が全能神を信じ始めて以来、ホームシックと母親の恋しさによる憂鬱から立ち直ったことを、私は振り返りました。また、娘に対してもっと辛抱強くなり、癇癪を起こさなくなったことにも気づきました。私に対しても非常に面倒見が良くなってくれました。本当に全能神が妻を変えてくださったのでしょうか。全能神教会は妻が言うように本当に立派なのでしょうか。このことをとくと考えると、心が困惑しているように感じ、妻に信仰を続けさせるべきかどうかわかりませんでした。自分の中のこの葛藤の末、私は自分で確かめてみることにしました。もしネットで言われているとおりでなければ、もう妻の邪魔をするつもりはありません。

仕事が休みの週末に、私は妻に寄り添って、全能神教会を見に行きたいと言いました。妻は驚きつつも喜びました。私たちがそこに着くと、兄弟姉妹が暖かく迎えてくれ、彼らの言葉、仕草、他の人との接し方から、親切で誠実な人たちだと感じられました。私の警戒心は徐々に解かれました。すると、ある姉妹が全員の前で「兄弟姉妹の皆さん、ミュージカルの『小真（シャオチェン）の物語』が国際的な賞を受けました」と興奮した口調で言いました。私は好奇心から「見せてもらえますか」と尋ねました。兄弟姉妹は口々に「いいですよ」と首を縦に振って、ミュージカルを再生してくれました。劇中のシャオチェンの波乱万丈の人生にとても心を打たれ、私は自分自身も「シャオチェン」ではないかと思い返しました。私は少年時代、混沌とした家庭環境のせいで世間をさまよい、ただ生き延びるためにありとあらゆるいじめや屈辱、人の冷たさを受けてきました。そして今は苦労し、一生懸命働いて生計を立て、酸いも甘いも噛み分けていました。何年もの紆余曲折を経て大いに苦しみ、疲れと悲しみを感じましたが、妻と友人の前では強く振る舞っていました。誰が本当に私の心の痛みを知ることができたでしょうか。ミュージカルの終盤で次の歌が歌われました。「全能者は深い苦しみの中にあったこのような人々に慈しみを抱く。同時に、全能者は何の知覚もないこのような人々にうんざりしている。なぜなら、人間から答えを得るのに、あまりにも長く待たねばならなかったからである。全能者は探したい、あなたの心と霊を探し、あなたに水と食料を施したい、あなたを目覚めさせたいと思っている。それにより、もはやあなたが渇きと飢えを感じないようにである。あなたが疲れているとき、この世の荒廃のようなものを感じはじめるとき、途方に暮れてはならない、泣いてはならない。全能神という、見守る者がいつでもあなたが来るのを抱擁して迎えるからである」（「神はあなたの心と霊を捜し求めている」『小羊に従って新しい歌を歌おう』）。歌の一行一行が迷い悩む私の魂を温めてくれ、歌われた音符の一つ一つが、消息不明だった子供に手を差し伸べている母親のように感じられました。私が感じたのは愛の呼びかけだったのです。非常に感動しました。ミュージカルが終わると、涙が顔を伝うのをこらえられませんでした。大勢の人の前で泣いたのは初めてで、少し気まずくなったので、急いで静かに振り向いて涙を拭きました。「すごくいいミュージカルだ」と私は心の底から叫び、『小真の物語』に拍手をしました。

妻は私を見てうれしそうに、そして感極まりながら言いました。「あなたが『小真の物語』に心を打たれたのは、神様が動かしてくださったからよ。あなたが五二八招遠事件に影響されたことも、終わりの日の全能神の働きについてかなり誤解していることも知ってるわ。あなたが私と娘の安全を心配していることもわかっている。だから今日、あの事件で実際に何が起こったのか調べて確かめましょう」。

兄弟姉妹はそこで『五二八山東招遠事件の背後で暴かれた事実』という動画を再生してくれました。その動画では事件の主な疑問点がいくつか明かされ、詳細に分析されていました。私はそれに大変引き込まれ、動画を見ながら自分なりに事件を分析して真相を突き止めようと試み、動画が進むごとに眉間の緊張が徐々にほぐれました。重ねられた嘘が次々に暴かれるのを見て、私はほっと一息吐きました。五二八招遠事件は中共が宗教信仰を圧迫し、全能神教会を根絶するために一手にでっちあげたのだとわかりました。事件の犯人である張立冬（チャンリドン）、張帆（チャンファン）らは、自分たちが全能神教会の信者であることを自らの口で否定し、教会とは全く無関係だと言いました。しかし、中共は容疑者の供述を完全に無視し、公然と事実に反して、全能神教会の者たちによる犯行だと主張しました。さらに奇異なのは、中共が法廷の裁判も判決もないまま、即座にテレビやインターネットのメディアを通じて公然と断定的に全能神教会を事件の黒幕にしたことであり、それはすべて世間を憤慨させ、教会を弾圧して抹殺するためでした。中共が教会を陥れてそのような偽の事件をでっちあげたのは、教会のクリスチャンを何の支障もなく猛烈に弾圧し逮捕できるようにするためです。それは彼らが1989年6月4日の学生運動を弾圧したときと同じです。中共はまず噂を捏造して学生の愛国的な運動を反革命的な暴力のように描写してから、逮捕を行い、人々を殺し始めました。事実を直視した私は、中共があらゆる反体制派を根絶するための戦術は、まず噂を捏造して事実を歪めてから、相手を陥れて暴力で弾圧することだと、ついに完全にはっきりと理解しました。真相を知らない人々が中共の嘘に惑わされて教会を誤解するように、真実をひっくり返して現実を歪め、全能神教会を陥れるのは憎むべきことです。しかし、それでもわからなかいことがありました。全能神教会の兄弟姉妹はネット上の噂とまったく違う高潔な人たちなのに、なぜ中共は教会をこれほど猛烈に迫害し、手の込んだ手段で全能神教会に殺人事件の容疑をかけ、その信者を逮捕するのでしょう。一体どうなっているのでしょうか。

私がこの疑問を打ち明けると、ある姉妹が次のように答えてくれました。「まず神様の御言葉の一節を読みましょう。『サタンは人を騙すことで評判を確立します。サタンは正義の先導者的かつ模範的存在としての立場を確立することがよくあります。正義を守ると見せかけて、サタンは人間を傷つけ、その魂を食い物とし、人間を麻痺させ、騙し、扇動するためにあらゆる手段を講じます。サタンの目標は、サタンの邪悪な行いを人間に認めさせ、それに従わせること、サタンが神の権威と統治に反対するのに人間を参加させることです。しかし、人間がサタンの陰謀や策略、下劣な顔つきを見通し、サタンの踏み台にされ、騙され、奴隷として仕え、サタンと共に罰を受けて滅ぼされることを望まなくなると、サタンはそれまでの聖人づらを一変させ、仮面を破り捨て、真の邪悪で残忍で醜く野蛮な素顔を現します。サタンに従うことを拒み、その邪悪な勢力に反対する者すべてを皆殺しにすることほどサタンが好むことはありません。……サタンが憤慨し、激怒する理由は、そのおぞましい陰謀が暴露され、策略がうまく行かず、神の代わりとして君臨するというサタンの向こう見ずな野心と欲望が打ち砕かれ、阻止され、全人類を支配するという目標が今や無となり、永遠に達成の見込みがなくなったからです』（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」〔『言葉』第2巻〕）。」

神の御言葉を読んだ後、彼女は次のように交わってくれました。「神様の御言葉は、サタンが神様に逆らって人類を害することの根源を明かしています。このことを、神様に逆らってクリスチャンを迫害する中共の行為と比べれば、中共が悪魔サタンの権化であり、もっとも真理を憎んで神様に抵抗するサタン政権であることがはっきりわかります。中共は中国を無神論の地にしようとしており、人々が信仰を持って正しい道をたどることを絶対に許しません。すべての宗教信仰を根絶しようと望んでいるのです。これは終わりの日において特にそうです。受肉された全能神は中国に現れて働いておられ、人類に光をもたらすために真理を表しておられます。真に神様を信じ、真理を愛するあらゆる教派の人々は、全能神の御言葉を読み、それが真理であると悟ることができ、終わりの日の神様の働きを次々に受け入れています。多くの人は神様の御言葉を読むことから真理を理解し、いかに善と悪を区別するかを学び、そのため中共の邪悪な本質をはっきりと見極め、それを進んで拒むようになります。彼らは真理を求め、人生の正しい道を歩んでいます。ますます多くの人が神様を信じ、神様に従うようになるのを見て、中共の目は怒りに燃えています。人々が中共の奴隷であり続け、中共に踏みにじられ続けるように、彼らは人々を自分たちの陣営に引きずり戻すことを空しくも望んでいます。この目的のため、中共は全能神教会を猛烈に迫害して弾圧し、嘘を捏造して教会を中傷して陥れるだけでなく、ありとあらゆる卑劣な戦術を駆使しています。彼らは、神様の福音の働きが広がるのを止め、全能神教会を完全に根絶させようという妄想から、秘密文書を何度も発布して膨大な数の武装警察と軍隊を動員し、全能神教会のクリスチャンを全国規模で狂ったように逮捕し迫害してきました。特にここ数年、教会による様々な福音映画や動画が次々とインターネットに載せられ、神の国の福音が破竹の勢いで世界中に広まっています。中共は政権を握って以来、数えきれないほどの殺人を犯し、ありとあらゆる悪事を行ったことを自覚しているので罪悪感を抱いています。彼らがクリスチャンを迫害したことによる血の負債は重いです。世界中の人々が神様の働きを受け入れ、真理を理解し、中共の邪悪な素顔をはっきり見極めて拒絶するのではないかと中共は危惧しています。そうなれば中共は世界での足場が何もなく、全人類を支配して神のごとく振舞おうという野望が打ち砕かれます。中共による全能神教会の迫害がエスカレートしているのはこのためです。だから彼らは教会を陥れるために五二八招遠事件を綿密に計画し、真相を知らない人々を煽って混乱させることで、神様と全能神教会を憎ませるとともに、中共と共に悪事を行わせようとしたのです。このことから、中共が正義の原理に反して天に背いていることがわかります。神様を嫌い、真理を憎んでいます。神様の敵です。神様に逆らう悪魔です。しかし神様は全能であり、神様の知恵はサタンの策略に乗って行われます。中共の醜い素顔は、その狂った抵抗と弾圧を通して白日の下にさらされています。神様の選民は、中共の邪悪で反動的な本質を一層はっきりと見ることができます。彼らは中共の卑劣で邪悪な本性について識別力を得て、神様に従おうという意志がさらに堅くなり、神様に従うのをやめるぐらいなら自分のいのちを捨てるでしょう。このことは、中共がいくら野蛮であっても、人々が神様に従うのを止めることはできず、特に神様の働きを止めることなどできないことを示しています」。

全能神の御言葉とこの姉妹の交わりを聞いた後、中共が全能神教会を迫害するのは、その本質が真理を憎み、神に敵対するものだからだと理解しました。中共は人々を支配し、しっかり掌握することを望みますが、全能神が表された真理は人々の心の奥に及びます。中共はすべての人々が神と共に歩むことを当然望んでいないため、全能神教会を迫害しようとあらゆる手を尽くして噂を捏造し、偽りの事件をでっちあげることで、世間の非難を煽ろうとしています。五二八招遠事件はそのようにして生まれたのです。ひとたび真相がわかると、全能神教会についての私の疑いが払拭されました。しかし、私にはまだ懸念がありました。中共が教会をここまで圧迫しているのであれば、妻は無事でいられるでしょうか。

それから兄弟姉妹は、『共産主義の妄言』という映画を見せてくれました。その中の神の御言葉で、私が非常に心を打たれた一節がありました。「わたしたちは、いかなる国家も勢力も神が果たそうと願うものの前に立ちはだかることはできないと信じている。神の働きを妨害し、神の言葉に抵抗し、神の計画をかき乱し阻害する者たちは最終的には神に罰せられる。神の働きに逆らう者は地獄に送られる。神の働きに反抗する国家は滅ぼされる。神の働きに反対するために立ち上がる民族は地上から一掃され、消滅する」（『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」〔『言葉』第1巻〕）。私は神のこの御言葉から神の権威と威厳を感じることができました。サタンのいかなる邪悪な勢力も、いかなる人も、神の働きを妨げることはとてもできません。中共は全能神教会を中傷して断罪するために知恵を絞り、教会の兄弟姉妹を悪魔的に逮捕し迫害しさえしていますが、それでも兄弟姉妹は神を信じ、神に従うことに徹しており、彼らが製作する福音映画、合唱作品、踊りと歌のビデオは少しも妨げられることなく絶えずネット上で公開されています。このことは神が全能であり、いかなる勢力も神の働きを止められないことを本当に私に示しました。妻が神を信じているなら、神が妻の後ろ盾ですから、私には何の心配もありません。それをすべて悟ると、心の中の悩みと不安はすべて消えました。微笑みながら、私は妻にこう言いました。「お前が全能神を信じるのは正しい。以前の俺はあんなに盲目だった。聞いたことを誤って信じて、お前をこんなに苦しめてしまった。俺はこんなに間違っていたんだ。これからは信仰する君をしっかり支えよう」妻は目に涙が湧き出て、「あなたが中共の嘘を見抜いて、混乱の霧から抜け出すことができたのは、神様のおかげよ。これが神様のお引き寄せ、お導きだわ」と胸を熱くして言いました。

それ以来、私は全能神教会が作った動画を妻と一緒に時々見て、妻が自分の信仰の話をするのを聞くようになりました。しかし私はいまだに、神を信じるのは単純な部類の信仰であって、心の中で神を信じるのはいいことだが、家族が楽に暮らせるように生計を立て続けないといけないと感じていました。しかし後に健康を損ねてから、私は神を信じることのまったく新たな認識を得たのです。

家族と夕食を食べていたある日の夕暮れ、私はひどい胃痛に襲われ、顔に大量の汗が流れました。妻にすぐ病院に連れて行かれ、急性虫垂炎と診断されました。直ちに手術が必要な危機的状況でした。私はかつてない無力感と恐怖を覚えました。もしうまく行かなければ、妻と幼い娘はどうして外国で生きていけるでしょう。誰が二人のそばにいてくれるでしょうか。妻は私が考えていることを察すると、私の手を握って言いました。「あなたが何を心配しているかはわかってる。神様は全能で、すべてのものは神様の御手の中にある。手術が成功するかどうかも神様がお決めになるのよ。私たちは神様に頼らなくてはならないし、手術の結果がどうなっても神様を責めず、神様の支配と采配に従わなくてはならないわ」私は妻の話を聞いてうなずきました。手術室の扉が閉まると、私は目を閉じて神に祈りました。「全能神よ。私は恐怖を感じています。私が恐れなくなるように信仰をお与えください。喜んであなたに頼ります」祈ると恐怖が軽くなり、ある動画で見た神の御言葉の抜粋が思い浮かびました。「平安や喜び、祝福、身体の安全など、人間が持つものは、実際のところすべてが神の支配下にあり、神が各人の運命を導き決定している、とわたしが言う理由です」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」〔『言葉』第2巻〕）。そのとおりです。神は全能であり、私のいのちは神の御手の中にあります。私はその日の手術の成功が神の支配と采配にかかっていることを知っていたので、すべてを神に委ねることで、何も心配することがなくなりました。神の御言葉は私に信仰を与えてくれたのです。不安な心が落ち着き、手術が失敗するのではないかという懸念はあまりしなくなりました。麻酔薬の影響で徐々に意識がなくなりました。意識が戻ると、医者に手術が成功したと言われました。それが神の加護であると知り、神に賛美と感謝を何度も捧げました。

その後、私は次のような神の御言葉を目にしました。「……人がこの地上に足を踏み入れた時にまず理解すべきことは、人間がどこから来るのか、なぜ人々は生きているのか、人間の運命を支配するのは誰か、人間の存在に糧を施し、それを統治するのは誰であるのかということだと知るのです。これらを理解していることは人が生きるための真の手段となり、人間の生存に不可欠な基盤となります。それは、自分の家族を養う方法や、富や名声を得る方法を知ることでもなければ、人々よりも卓越した存在となる方法や一層豊かに生活する方法を知ることでもなく、ましてや他人を超越し、競争に勝つ術を学ぶことなどでもありません。生涯をかけて習得する生存のための様々な技能により、人々は物質的な快楽を豊富に得ることができるものの、そうした技能は決して人の心に真の平和と慰みをもたらすことはなく、むしろ絶えず人間に道を踏み誤らせ、自分を掌握するのを難しくさせ、人生の意味を知る機会を一つ残らず失わせます。これら生存のための技能は、然るべく死を迎えるにはどうすれば良いかということに対して漠然とした不安を生み出します。こうして、人々は人生を台無しにするのです。創造主は、あらゆる人を平等に扱い、生涯にわたり創造主の統治を経験し、知る機会を与えるにもかかわらず、人は、死が近づき、自分に死の恐怖が差し迫って初めて光が見えるようになり、その時は、既に手遅れなのです」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。

神の御言葉を読んだ後、私は心が明るくなり、この世で生きる目的は、単に家族を養って栄えるためだけ、人に羨まれて尊敬され、名声と利益を求めるためだけの平凡な暮らしをすることではないと悟りました。私たちは被造物であり、神を信じて礼拝し、真理を求めて理解し、神の認識を得て、神が私たちの生活において万物を支配されること、私たちの運命が神の御手にあることをはっきりと理解することでのみ、真に神の支配と采配に従い、神の御言葉どおりに正しく行動することができます。それだけが意味と価値を持って生きる道です。それだけがこの人生を無駄に生きないための道なのです。私は、神を信じることは単純な部類の信仰であり、家族のために金を稼ぐことが自分の生き甲斐だと以前に思っていたことを反省しました。命にかかわる病気になるまで目が覚めなかったのです。いくら金を稼いでも、いくら地位が高くても、病気のとき、それらのものは私たちの苦しみや、心の奥にある恐怖と無力感を減らすことはできません。死に際に金や名声や利益があっても生き返ったり、もっと時間が得られたりするはずはありません。神に感謝します。私が病気を患い、とても怖くて無力だと感じたとき、御言葉を通して私に信仰と力を与えてくださったのは神でした。私が何事にも落ち着いて向き合えるように、神はもたれかかれるものを私に与えてくださいました。私がことなく手術を受けられたのは、何よりも神の配慮と加護のおかげでした。その経験を通して、私は神が現実であり、生ける神であり、いつでも私たちの助けと支えになってくださり、私たちの強力な後ろ盾でもあられることを本当に実感しました。私たちが人間として人生において追求すべきことは、神を信じること、神を礼拝すること、そして神の支配を理解して従うことです。私たちの魂に必要なのはそれだけであり、それだけが私たちが追求すべき有意義な人生なのです。また、その経験によって、神を信じるのは単純な部類の信仰だという誤った印象も変わり、私は妻と共に信仰を実践し、神の御言葉を読み、真理を求めて神を知る道をたどることを決意しました。

全能神教会の兄弟姉妹は私が病気になったと聞いて、病院に見舞いに来てくれました。私がしばらく働けず、家族に収入がないことを知ると、彼らは私が補助金を申請して、しかも医療費の大半を賄えるように手配してくれました。この冷たく無関心な社会にいながらも、兄弟姉妹の誠実な親切のおかげで、私は家族の暖かさを実感することができました。しばらく接しているうちに、兄弟姉妹の全員が人との関わりにおいて神の御言葉に頼るとても親切な人たちで、言葉も行いも誠実で高潔で尊厳があり、クリスチャンが生きるべき人間性を生きていることを私は見てきました。彼らは私の職場の人たちとはまったく違います。彼らのような人は今の世の中では稀な存在です。全能神の御言葉は本当に人を変え、人を正しい道へと導くことができると私は感じます。また、この教会は愛に満ちています。人々に暖かみをもたらしてくれるのです。

私は中共の嘘に目をくらまされ、終わりの日の神の働きを求めて調べることを何度も拒み、妻の信仰の妨害さえしましたが、神は私の救いを断念されませんでした。神は自らの御言葉と兄弟姉妹が共有してくれた動画を通して、私が中共の嘘を見抜き、それらの嘘の背後にある暗い真相をはっきり見えるようにしてくださいました。私が手術の結果を心配して恐怖の中で生きていたとき、神の御言葉が私を啓いて導き、信仰と強さを与え、私の誤った見方を正してくれました。手術後に仕事ができなくなったとき、神は兄弟姉妹を通して私を助けて支えてくださいました。神の私への愛と憐れみはもちろん、神の御言葉の権威と尊さを私は体験し、終わりの日の神の働きを大変喜んで受け入れました。今では、妻と共にたびたび集会に出席し、神の御言葉を読んでいます。私の心は充実と喜びを感じています。神の救いに感謝します。


21. 噂の罠から抜け出して

私はかつて軍の女性将校でした。1999年のある日、韓国人の牧師が主イエスの福音を説いてくれました。その教えを熱心に実行したために、私はまもなく牧師から重点的に訓育を受け第一助手になりました。2000年の夏、牧師に率いられて韓国福音教会の大学生十数名が、短期の宣教旅行で雲南にやって来ました。思いがけないことに、このことが中国共産党政府の警戒を誘いました。私たちは牧師の家で集会をしているときに逮捕され、その後雲南省公安局に連行され尋問を受けました。韓国人大学生はその夜のうちに国外退去になり、韓国人の牧師もこの国から追放されました。教会は中国共産党政府の迫害を受け、信者の多くが恐怖を覚えあえて信仰を続けようとしませんでした。また信者の一部は強制的に三自教会に移されました。このようにして教会は中国共産党政府によって潰されました。教会の中心的な同労者だった私は、この時中国共産党政府の迫害を受けると同時に、職を失うことになりました。

2005年3月、私は全能神の国の福音を聞きました。主イエスが再来されていると知ったとき、歓喜の涙が湧いてきて、言葉にならない感謝を覚えました。そしてただひたすら、自分の兄弟姉妹を神の御前にできるだけ早く連れて行きたいと思いました。神のお導きもと、兄弟姉妹は一人また一人と終わりの日の神の働きを受け入れました。ところが、前の教会でとても有能だった同労者が、終わりの日の全能神の働きの証しを聞いたあとに、思いがけずこんなことを言いだしたのです。「この教義は正しいように聞こえますが、まずは牧師さんにご意見をうかがってみるべきではないでしょうか」。その後すぐ牧師から私に電話がかかってきました。「外の世界は今、ひどく混乱しています。あなたは長いあいだ神への信仰を失っているので、霊的背丈が小さくなっていますね。何をするにしても、教会の外の説教を不用意に聞いてはなりません。そうすれば道を踏み外すことはないでしょう。私たちはこの教会の牧する働きしか受け入れられません。他の教会の伝道に耳を傾けてはならないのです」。その言葉を聞いてから、私は穏やかに告げました。「私はここのところ終わりの日の全能神の働きについて学んでいました。だから、あの人たちが説くことはすべて聖書に沿っていて、聖霊による啓きと光があり、真の道であるのがわかるんです」。すると牧師が言いました。「その人たちがどんなに言葉巧みに伝道しても、私たちは主イエスだけが真の神であることを理解しなければなりませんよ。主から離れてはならないのです！」私はきっぱりと告げました。「主を離れてなんかいません。ただ子羊の足跡をたどっているだけです。主はすでに再来されています。正しいのはただ、思慮深い処女とまったく同じように主をお迎えすべきだということだけです」。牧師が厳しい口調で尋ねました。「主が再来されているなら、韓国福音教会が知らないなんてありえますか？」私は答えました。「それは簡単に説明できるようなことではありません」。牧師は饒舌に主張しました。「その人たちが信じる東方閃電を、中国共産党政府は弾圧しようと躍起になっています。インターネット上ではっきりそう説明されているのです。ネットで探してごらんなさい。見つかりますよ。あなたはネットを見て確認すべきです……」。電話を切ってからしばらく、心がざわついていました。牧師の言葉が耳について離れないのです。何よりネット上でどんなことが言われているのか知りたくなりました。

事実を確かめるために、私は急いでインターネット・カフェに走りました。ウェブサイトを開いたとたんに愕然としました。ウェブサイトでは、中国共産党政府がさかんに神を冒涜し非難するだけでなく、権威ある聖職者も神を中傷し冒涜していたのです。私は疑問に思いました。全能神の御言葉を話せる者などいない。御言葉は真理の霊の表れよ。宗派は違っても主を心から信じ真理を切望する人は、この事実を認めているじゃない。それにしても、なぜこういうウェブサイトは、全能神を否定するデマを焚きつけているのだろう。有名な牧師も大勢、中国共産党政府と一緒になって神を非難し冒涜しているなんて。ここでは何が起こっているんだろう？こうした否定的プロパガンダの数々を見て、私の心は突然揺らぎました。またその後、聖霊に使われた人がオンラインで攻撃されているのも見ました。私はふたたび暗い気持ちになりました。私は本当は人間を信じていたんだろうか？インターネットで情報を次から次へと閲覧するにつれて、当惑と迷いと混乱は深まる一方でした。おかげで最後にインターネット・カフェをどう出たかも覚えていません。

家に向かいながら私はずっと、終わりの日の全能神の働きを探求し調べていたときのことを思い出していました。私が疑問を投げかけると、全能神教会の兄弟姉妹は神の御言葉を必ず読んでくれました。問題点はすべて次から次へと解消されて、私は一点の曇りもなく確信するようになったのです。11日もかけて議論と調査をしたあと、私は全能神が主イエスの再来だと固く信じるようになりました。神の御言葉もいくらか読みました。神は働きの三段階と六千年におよぶ経営計画の奥義をすべて明らかにされています。また聖書のどれが神の御言葉か、どれが人間の言葉か、人は聖書にどう接するべきなのかといった、聖書の秘話や本質のような真実も明らかにされています。そうした御言葉を読んだとき、あらゆることがはっきりして私は大きな恩恵を受けました。そしてこうした神の御言葉から、全能神が主イエスの再来であると確信したのです。それなのになぜインターネット上のプロパガンダはどれも否定的なのでしょうか？そうした噂について考えれば考えるほど、私の気分は滅入って重くなり、道路を横断しようとして危うく車と接触しそうになりました。

帰宅後も、どうしても気持ちを落ち着かせることができませんでした。折に触れてインターネットの噂が思い浮かぶと、そのまま頭から離れなくなります。さまざまな思いが次から次へと心をよぎり、どうしてよいかわからなくなりました。その夜、私は眠れないままうつうつと考えていました。「もし間違った道を進んだら、私の信仰はすべて無駄にならないかな？いやいや、私は正しい道に戻らなくてはならないわ。でももし全能神が主イエスの再来だったらどうなるだろう？そうなったら主をお迎えする機会を逃して、救いを得るチャンスを失うことになるんじゃない？」考えが行きつ戻りつするうちに、私は祈りの中で神の御前に出ていました。「ああ、神様！働きのこの段階を受け入れてから、私の心はいつも穏やかで、神の御言葉を読むことが大変楽しいとわかり、私の魂はとても養われていました。ところがインターネットで否定的なプロパガンダを見てから、平静を取り戻すことができません。どうか私の心をお守りください。ああ、神様！私の霊的背丈は小さく、このようなことをどう理解してよいかわかりません。全能神が本当にあなたの再来なら、誰にもどんなことにも邪魔されることなく、あなたの働きについて確信できるよう私をお導きください。そうでなければ、洞察力がつくようお導きください……」。祈り終わると、ある考えが思い浮かびました。全能神の御言葉を早く読み終わって、それが神の御声かどうか判断するということです。その夜は夜を徹して神の御言葉を読み、テーブルにいつの間にかつっ伏していました。

翌日の早朝、ドアを叩く音で目を覚まし、寝ぼけ眼でドアを開けに行きました。来訪者は、私に水を与えてくれた姉妹でした。姉妹は私の眠たそうな顔を見て、どうかしたのですか、と心配げに尋ねました。私は答えました。「昨日オンラインで、神に抵抗し冒涜する書き込みをたくさん見たので、今もひどく思い悩んでいるんです……」。それを聞くと、姉妹は私と交わりを持ってくれました。「姉妹、あなたは中国共産党政府のキリスト教徒に対する態度をよくわかっていますよね。政府は無数のキリスト教徒を逮捕し迫害しています。これは紛れもない事実です。オンライン上のデマはすべて、中国共産党政府が全能神教会を迫害するためのでっちあげですよ。政府の狙いは神の働きをやめさせ、中国を無神論地帯にして、人々に神に従ったり崇めたりさせないことにあります。姉妹、中国共産党政府は無神論政府です。政府の言うことを信じられるでしょうか？」姉妹の言葉は、時宜を得た助言でした。そうです！中国共産党政府は無神論者なのです。誰よりも神を憎み抵抗しているのです。その政府の言うことをどうして信じらましょう？中国共産党政府はうわべでは「宗教の自由」の旗印を掲げていますが、裏では神を信じる人々を情け容赦なく弾圧し逮捕しています。私は、中国共産党政府が以前の教会の信者をいかに弾圧し迫害したか、そしていかに多くの兄弟姉妹が信仰を失いあえて神を信じようとしなくなったかを考え、私自身もそのために職を失ったことを思い出しました。これが神を信じる者に対する中国共産党政府の姿勢ではないでしょうか？宗教的信仰を禁じるために、中国共産党政府は三自教会を設立して、人々に何よりもまず「国家を愛し」、それから「地域を愛する」ことを求めました。その目的は国民をその手中でしっかり支配しつづけて、信仰の自由を制限することにあるのです。そう考えたとき、私は中国共産党政府の卑怯な意図について少し理解するようになりました。中国共産党政府はつねに宗教的信仰を迫害し、真の道を非難してきました。だとしたら政府はデマをでっちあげ、終わりの日の全能神の働きを非難して、神を憎み神に敵対するサタンのような本性を大々的に暴露しているのではないでしょうか？

姉妹は交わりを続けてくれました。「中国共産党政府は無神論者のサタンの政権で、神の敵です。国民を永遠に支配するという大それた野望を実現するために、強引に白いものを黒と捻じ曲げて、全能神教会を非難し信用を失わせているのです。私たちにはその違いがよくわかります。それにしてもなぜ宗教人である牧師や長老が、無神論者の政権に従って神に抵抗し非難し、冒涜するのでしょうか？大部分の人はこの問題を理解できていません。実のところ、このことは宗教的指導者の本性と神への抵抗の本質、真理への憎悪と関わりがあるのです。二千年前のことを思い出してみてください。主イエスが人類を贖うために働きを行われたときは、祭司長、律法学者、パリサイ人の激しい抵抗と迫害に遭いました。それは、その当時主イエスが説かれた道や起こされた奇跡が、ユダヤ中で大きな反響を呼んだからです。一般人の多くが主イエスの御言葉に引きつけられて、一人また一人と主イエスに帰依しました。祭司長と律法学者、パリサイ人はそれを自分たちの地位と生計を脅かすものと見て、ローマ政府と共謀し、主イエスに抵抗し非難しました。そして噂を広め、主イエスの働きを中傷して主を十字架に磔にしたのです。今、二千年前の歴史が繰り返されています。宗教的指導者は終わりの日の全能神の働きを受け入れる者が増えつつあるのを見て、すぐさま嫉妬心を抱き、中国共産党政府と結託して、終わりの日の神の働きに抵抗し非難しています。このことは、宗教的指導者のほとんどが反キリストで、真理を愛さずただ地位だけを愛していることを包み隠さず示しています。『古代より真理の道はいつも抑圧されてきた』のです。そのため、中国共産党政府と宗教界の邪悪な勢力が、終わりの日の全能神の働きに強力に敵対し非難したとしても不思議はないのです」。たしかにパリサイ人も祭司長も律法学者もみな宗教界の権威者でした。けれども神の真の信者ではなかったし、真理を愛してもいませんでした。主イエスの御言葉には権威と力があるのを知りながら、探求や調査をまったくしなかったのです。それどころか自分の地位と生計を守るために、主を非難し冒涜しました。彼らの本性が、まさしく神に抵抗し、神の敵となるものだったのです。今日、主の二度目の降臨に対して宗教界の牧師と長老が行っていることは、パリサイ人のしたこととまったく同じです。つまり彼らは神を憎み、真理を憎む反キリストなのです。聖書では主イエスの再来が次のように預言されています。「しかし、彼はまず多くの苦しみを受け、またこの時代の人々に捨てられねばならない」(ルカによる福音書 17:25)。今、全能神は働きをなさるためにすでに降臨されていますが、やはり宗教界と無神論者の中国共産党政府から抵抗と非難を受けています。それは主の預言どおりではないでしょうか？その瞬間、私の心に光が差しました。姉妹は交わりを続けてくれました。「インターネットで中国共産党政府と宗教界が拡散している否定的プロパガンダは、そもそも神の働きを妨害し破壊することを目的にしています。サタンはこれまでいつも嘘で人を惑わして混乱させ、神を疑い、否定し、裏切るよう仕向けてきました。それに乗せられた者は最後には神の懲罰を受け地獄に送られ、神に救われる機会を永遠に失うことになります。私たちは彼らのデマを見分けて、デマを広める邪悪な意図と卑劣な目的を理解できなくてはなりません。さもなくば惑わされて神に救われる機会を失うことになるでしょう」。私はその話に納得して肯き、この姉妹はちょうどいいタイミングで交わり、力になってくれたと感じました。私はその続きを聞きたくてたまらなくなりました……。

姉妹は神の御言葉の本を取り出すと、私に言いました。「姉妹、全能神の御言葉を読みましょう！全能神はこう言われています。『わたしの計画において、サタンは一歩ごとにかかとに噛み付いてきたのであり、わたしの知恵の引き立て役としてわたしの本来の計画を邪魔をする方法と手段をつねに探っている。しかし、わたしがサタンの欺きに満ちた策略に屈するものだろうか。天と地のすべてはわたしに仕えている。サタンの欺きに満ちた策略も同様ではないのか。これはまことにわたしの知恵の交わるところ、これはまことにわたしの業の驚くべきところであり、これはまことにわたしの全経営（救いの）計画が実行される原則である。神の国を建設する時代においても、わたしはサタンの欺きに満ちた策略を避けず、なすべき働きを続ける。宇宙と万物の中で、わたしはサタンの行いをわたしの引き立て役に選んだ。これはわたしの知恵ではないのか。これはまさに、わたしの働きの驚くべきところではないのか』（『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第八章」〔『言葉』第1巻〕）。」

神の御言葉を読んだあと、姉妹はこう説明してくれました。「全能神の御言葉から、神の働きの一歩一歩に神の御心と知恵、素晴らしさが表れているのがわかるでしょう。神は働きをなさるにあたり、最初から最後までサタンの策略を避けられてはいません。むしろサタンの策略を神の働きに役立てて、神を心から信じる者を完全にし、人類を救う神の経営計画を成し遂げようとされているのです。表面上は、神に抵抗するサタンは尊大に見えますが、神の知恵はサタンの策略をもとに発揮されています。はじめサタンは人類を堕落させましたが、神はサタンをすぐには破滅させませんでした。それどころか神は人類を救うために働きの三段階を用いられて、人類をお救いになりながら、サタンが妨害や邪魔をするのをお許しになっています。神の目的は、人類を堕落と混乱に陥れ、神に激しく抵抗し、神の敵となるサタンの真の悪魔の顔を見せることにあります。そのため人類がサタンのおぞましい顔と邪悪な本質をその目で見るように仕向けられているのです。人はそうする中で、率先してサタンを拒絶し見捨てて、神に帰依することができます。するとサタンは身もふたもなく恥じ入り完敗することになるのです。これはサタンに対抗するもっとも強力な証しで、神の知恵と全能性を啓示しているのです。ヨブが神を恐れて悪に遠ざかった者であっても、サタンがヨブに苦しみを与えるのを神は許され、最後に試練を受けたヨブの証しを用いてサタンに屈辱を与えられ、神のヨブに対する評価が完全に正しいことを証明されました。そのこととまったく同じです。これが神の知恵なのです。また、神が終わりの日になさることは、人を救い完全にする働きです。それはまた、種類ごとに人を分類し、時代を終わらせる働きでもあります。神は中国共産党政府と宗教界の迫害を用いて、人にさまざまな試練と苦難を経験させます。神を心から信じる者は真理を理解し、苦難を経験することにより洞察力を養えます。神の全能性と知恵を知り、サタンの邪悪さを見抜き、最後にはサタンを完全に拒絶し神の救いを得ることができるのです。ところが臆病で真の信仰がない者、真理にうんざりしている者、真理を憎む邪悪な輩は、みな試練と苦難にさらされて淘汰の対象となります。このようにして羊から山羊を、小麦から毒麦を、よきしもべから悪しきしもべを、思慮深い処女から愚かな処女を選り分けるように、万物が種類に応じて選り分けられます。これが神の英知と全能性なのです」。姉妹の話を聞いたあと、私は主イエスがユダヤ教のパリサイ人とローマ政府によって十字架に磔にされた二千年前に思いを馳せずにはいられませんでした。人間の観点からすると、主イエスの働きは失敗しています。けれども主イエスは「すべてが終った」と言われています(ヨハネによる福音書 19:30)。神はまさしくサタンの迫害と十字架への磔をもって、人類の贖いの働きを終えられたのです。終わりの日である今日、中国共産党政府と宗教界の非難と中傷は、神を心から信じる者を完全にしようとする神にまさしく役立っており、神が彼らに罪を宣告する証拠にもなっているのです。全能神はこうおっしゃっています。「わたしの知恵はサタンの計略に基づいて実行される」（『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（１）」〔『言葉』第1巻〕）。聖書にはこう記されています。「ああ深いかな、神の知恵と知識との富は。そのさばきは窮めがたく、その道は測りがたい」(ローマ人への手紙 11:33)。そう考えると、神の働きがとても賢明で素晴らしいように思われて、心の底から神を讃えたい気持ちになりました。

姉妹との交わりを通して、神の働きについて少しずつ理解を深め、神に対する中国共産党政府と宗教界の抵抗の本質をいくらか見定められるようにもなりましたが、それでもインターネット上で私たちについて一人の人間、つまり聖霊に使われた者を信じている、と言われていることが理解できませんでした。私は姉妹に問いました。「インターネットでは、私たちが一人の人間を信じていると言われています。それは本当なんでしょうか？」姉妹はこの質問にも説明してくれました。「あなたは神の働きと人間の働きの違いについての真理がわかっていない、それが問題ですね。ではまず、全能神の御言葉の二節を読んでみましょう。全能神はこう言われています。『神自身の働きは全人類の働きを含み、時代全体の働きも表す。すなわち、神自身の働きは聖霊の働きにおけるあらゆる動態と傾向を表す一方で、使徒の働きは神自身の働きの後に来てそれに続き、時代を導くことも一つの時代全体における聖霊の働きの傾向を表すこともない。彼らは人がなすべき働きをするだけで、それは経営の働きとは何の関係もない。神自身の働きは、経営の働き内の事業である。人の働きは用いられている人たちの本分でしかなく、経営の働きとは何の関係もない』（『神の出現と働き』「神の働きと人の働き」〔『言葉』第1巻〕）。『神が行う働きは、神の肉の経験を表すのではない。人が行う働きは人の経験を表す。誰もが自分の個人的経験について話す。神は直接真理を表すことができる一方、人は真理を経験したことに対応する経験を表せるだけである。……何かが神自身の働きであるか、人の働きであるかを見極めるためには、両方の違いを比較するしかない』（『神の出現と働き』「神の働きと人の働き」〔『言葉』第1巻〕）。全能神の御言葉から、神の働きは新時代を開く働きなのだとわかります。それは全人類を救う働きなのです。人間は新時代を開くことも、人類を救う働きをすることもできません。人間の働きは神の働きの基盤にもとづいて、本分を尽くすことのみなのです。それは人に水や糧を与え、神の御言葉の理解に導くというような働きで、神と協力して行われますが、人間の働きは神ご自身の働きの代わりには絶対になりえないし、神の働きと同じ範疇に考えることもできません。たとえば恵みの時代について考えてみましょう。主イエスが恵みの時代を始められ、律法の時代を終わらせられて、人類を新時代に導かれたときのことです。主イエスが働きを終えられたあと、ペテロをはじめとする使徒たちは主イエスの働きを継承しはじめて、教会を導き牧する働きをして、兄弟姉妹を導き主の道をたどらせました。こうしたことは、主イエスの働きへの協力にほかなりません。その当時、教会の人々はペテロの牧する働きと導きを受け入れましたが、ペテロや他の使徒を信じていると言った者は一人もいませんでした。これは事実です。同じように、終わりの日の全能神は来臨し恵みの時代を終らせて、神の国の時代を開かれました。そして神の家を手始めに裁きの働きを行われ、人類を清め救うためにすべての真理を表されています。こうした真理を理解し、実践し、入ることができれば、私たちは真の救いを得て完全にされる者となるのです。ところが私たちの素質が劣っているので、自分で神の御言葉を読んで神の御言葉を経験しても、真の救いを得るまでの過程は、とても困難で遅々として進みません。そのため神は、聖霊に使われ私たちを導く人物の助けを得ているのです。聖霊に使われた人は、あらかじめ神によって準備され完全にされています。そして神の働きの経験を通して、救いを得て完全になる経験をしているのです。その人物は神の御言葉から経験したことを用いて私達を導き、神の御言葉を知らせて神の御言葉に入らせてくれます。そのおかげで私たちは、道から外れにくくなるのです。聖霊に使われた人の指導と水の施しを受け入れ従うかぎり、私たちは神への信仰の正しい道を歩み、真の救いを得ることができます。これはすべて神の私たちに対する優しさであり祝福です。聖霊に使われた人の行う働きにより、神は高められ目撃されて、私たちは神に従い崇めるよう導かれます。その人物は私達に神として扱うよう要求したり、みずからを信じるよう求めたりはしていません。神に選ばれたどの人々にとってもこのことは自明の理です。聖霊に使われた人は私達の兄弟で指導者にすぎず、私たちが信じているのは終わりの日のキリスト、つまり全能神であって、聖霊に使われている人ではないのです。インターネット上には、私たちが聖霊に使われた人を信じているという噂があります。それは純粋な事実の捻じ曲げで、真偽の取り違えです。サタンの惑わしで人々をたぶらかす嘘です。あなたはむしろ全能神教会に足を運んで、自分の目で見て、兄弟姉妹の中を歩きその話を聞いて、心から納得するほうがよいのではないでしょうか。そうすれば私たちが全能神の御言葉を読み、その名において祈り、神自身、つまり終わりの日のキリストである全能神が受肉されたことを信じているのがわかるでしょう。キリストは全能神教会全体に力を行使されています。力を行使するのは神の御言葉です。それならどうでしょう。私たちが信じているのは一人の人間でしょうか、それとも神でしょうか？その答えは明らかなのではないでしょうか？」姉妹の話を聞いて、私は神の働きと人間の働きについて少しわかるようになり、聖霊に使われる人の助けを得る神の意図についても多少理解しました。私たちが信じているのは、全能神の受肉で人間ではないことも知りました。そして心の中で考えずにはいられませんでした。私たちは、神の働きと神から与えられる御言葉を受けてきたのよ。全能神を信じているのであって、人間に従い信じているのではないわ。オンラインのデマは本当にサタンの嘘で、人を惑わすのを目的にした偽情報のようだし。そもそも、私たちの先祖のアダムとエバはサタンの策略に引っかかって、罪を犯し、サタンの嘘に耳を傾けたばかりに、エデンの園から追放されたのよ。パリサイ人に加わって主イエスを磔にしたユダヤ人も、噂を聞いてサタンのたくらみに引っかかって、神に対する永遠の罪人となったのだった。私も過去の失敗から教訓を学ばなくては。これ以上サタンの嘘に引っかかるわけにはいかないわ！

姉妹は帰り際に、神の御言葉をもっと読むといいですよと勧め、聖霊に使われた人の説教集を私が読めるように置いていってくれました。ある日、私は説教集の中に次の一節を見つけました。「この決定的な最後の瞬間に、人々が実践において最優先にするべきなのは、神様の御言葉を飲食すること、神様がするように託されること、自らの本分を尽くすこと、神様に御満足いただくこと、そして神様の栄光です。これらが神様への忠実を実行する唯一の道です。過去の聖徒たちはよくこう言いました。『私たちの損得はどうでも良いのです。私たちはただ神様の御心に注意するべきなのです』。これは全ての人間のモットーであるべきです。具体的な実践は次のとおりです。もしサタンが介入してきたら、最初の仕事は神様の証と神様の御働きを守り、真理を使ってサタンを倒すことです。もし罪や誘惑に直面したら、まず神様の栄光をたたえれば、罪を犯して神様を侮辱することはできません。もし本分を尽くす妨げになる人や問題や物事があるのなら、神様が託されたことが最優先であり、全てのまとわりつくものから自分を解放して神様に忠実でいなければなりません。もし私益に関わる重要なことが起きた場合、神様の家族の益の方が優先されなければなりません。私益を捨てて神様の御心を気遣うことが重要です。もし世俗的なことが絡んで束縛するのなら、本分を尽くして神様に御満足いただくことが先に来なければなりません。他の全てを捨て置いて神様のために尽くさなければなりません」（兄弟の交わりより）。聖霊に使われた人の説教から、神の御心を満足させるためには実生活でどう実践すべきか、神に忠実であるためには何をすべきかがよくわかってきました。聖霊に使われた人は、私たちが神に従い、真理に入り、神の御心に叶うよう間違いなく導いてくれているのだと感じました。そして神が私たちのために用意してくださった「通訳者」が本当に素晴らしいことに感銘したのです！そして私たちが真理をなるべく早く理解して神を知るよう導くために、あらかじめ聖霊に使われた人を神が用意してくださったことを、さらに強く実感しました。これは私たちに対する神の本物の愛です！ここまで来ると私は、ネット上で拡散されて、終わりの日の神の働きを非難し、聖霊に使われた人を攻撃するデマの本質を完璧に見抜き、頭から払いのけていました。気がかりで仕方がなかった状態から脱して、やっと心安らかになれました。そして全能神が再来した主イエスであると心から信じるようになったのです。終わりの日の全能神の働きを受け入れることにより、私は子羊の歩みと歩調を合わせ、子羊の婚宴に参加し、神の御座の前に引き上げられるのです！

このサタンの妨害を切り抜けてから、私は終わりの日の全能神の働きについてよりいっそう確信するようになりました。今はもう全能神に従うようになって十年以上が経過しています。思い起されるのは、終わりの日の神の働きを受け入れるちょうどその時に考えていたさまざまなこと、真理をいくらか理解して中国共産党政府と宗教界のデマを見抜いたこと、自分の考えを放棄してそれ以上惑わされなくなったこと、懸命に真理を求めようとしたこと、被造物として本分を尽くし神の愛に報いようとしたこと、全能神に固い決意をもって従ったことです。そうしたさまざまなことがあったからこそ、私は次のような神の御言葉の真理に心から感謝するのです。「この受肉した神と人間との関係において、人間は敵対から従順、迫害から受容、観念から認識、そして、拒否から愛へと変わっていく。これが受肉した神の働きの成果である」（『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」〔『言葉』第1巻〕）。神様、ありがとうございます！


22. 「虎の穴」からの脱出

中国 小優

私の名前は小優と言います。現在26歳です。以前はカトリック教徒でした。幼いころは母と一緒に教会へ出かけ、ミサに参列したり、聖書を読んだり、懺悔をしたり、聖体を拝領したりしたものです。母はとても信仰熱心で、食品や様々なものをよく家から持ち出して教会に寄贈し、献金もしていました。教会の指導者や修道女は母を特に気に入っていました。母を見ると笑顔で挨拶し、心から気遣う態度を示すとともに、電話をかけて教会の各種の行事に参加するようお願いしたり、さまざまな仕事を手伝ってほしいと頼んだりすることもよくありました。私も修道女が教えるクラスに積極的に参加しし、教会の友だちと一緒に聖書を読んだものです。あのころは、主が自分のそばにいらっしゃる喜びと安らぎを感じ、毎日が幸せでした。しかし時が経つにつれ、教会の友だちの信仰は日に日に冷めていきました。私の霊も弱くなり、主の教えを守ることができなくなりました。頻繁に罪を犯しては懺悔し、結婚後は仕事のため、夫とともに別の地域へ引っ越しました。

瞬く間に2013年のクリスマスが訪れ、私は全能神教会に所属する１人の姉妹と出会う幸運に恵まれました。彼女は、主イエスがすでに再臨なさり、働きの新たな段階を行なわれていると教えてくれました。私はこれを聞いて驚き、胸を躍らせながら「本当に？主が再臨されたんですね！いつ再臨されたのですか？いまどこにいいらっしゃるんですか？姉妹、いますぐ教えてください」と言いました。すると姉妹はこう教えを説いてくれたのです。「全能神は再臨された主イエスでいらっしゃいます。全能神は数百万もの御言葉を表わし、終わりの日における裁きの働きをなさっています。そして神が人類を救うためになさる３段階の働き、受肉の奥義、聖書の奥義、神の御名の意義、人類の結末と終着点など、人類を清めて救うことができるすべての真理を明らかになさいました。これは主イエスがおっしゃった次の御言葉を成就するものです。『わたしには、あなたがたに言うべきことがまだ多くあるが、あなたがたは今はそれに堪えられない。けれども真理の御霊が来る時には、あなたがたをあらゆる真理に導いてくれるであろう。それは自分から語るのではなく、その聞くところを語り、きたるべき事をあなたがたに知らせるであろう』（ヨハネによる福音書 16:12-13）。」私はこの姉妹が説く教えに熱心に耳を傾け、「主の再臨をお迎えできるなんて思いもしなかったわ。なんて素晴らしいことなの」と思いました。それから姉妹は、神の３段階の働きと、神の御名の意義について私に証しをしてくれましたが、私が理解できないかもしれないと考え、比喩と例えを織り交ぜてくれました。姉妹が丹念に教えを説いてくれたので、私はすっきり明瞭に理解することができました。姉妹が説く教えを通じて、それまで理解していなかった多くの真理を理解するようになったのです。また、主は人を裁き、罰し、清め、完全にする働きをなさるべく再臨されたことも学びました。私は、全能神は本当に再臨された主イエスに違いないと感じ、終わりの日における神の働きについて調べたいとこの姉妹に言いました。それからというもの、私は兄弟姉妹との集まりに出て一緒に神の御言葉を読み、賛美歌を歌い、神を讃えて踊りました。神の御言葉を読んでいて理解できない箇所があると、兄弟姉妹は必ずそれについてわざわざ教えを説いてくれました。彼らが説く教えには聖霊の啓きと光があり、私は彼らとの集まりに出ることで、聖霊の働きによる喜びを再び享受できるようになりました。そうしてとてつもない幸せを感じたのです。全能神教会というこの大家族の中に、身分の高低や貧富による区別はありません。兄弟姉妹はみな互いに打ち明け合い、心の中で思っていることを常に口に出します。幸せに生きるとはまさにこのことだと、私は実感したものです。１ヵ月以上にわたって調べた結果、私は全能神の御言葉を数多く読み、全能神が再臨された主イエスでいらっしゃることを確信しました。自分はとても幸運だと感じると同時に、このよき知らせを母や教会の友だちにも伝えたいと思いました。

春節の際、私は夫と帰省しました。そして家に着くとすぐ、全能神の終わりの日の働きを母に証ししました。しかし、私が何を言っても母はそれを受け入れませんでした。私は少しがっかりすると同時に、とても困惑しました。「明らかに、全能神は再臨された主イエスでいらっしゃるのよ。どうしてそれを受け入れられないのかしら」。母が受け入れようとしないのを見て、私はこの話をやめるしかありませんでした。やがて帰省の時期が終わり、私は働いている場所に戻りました。そして兄弟姉妹との集まりに出て、教会の本分を尽くしました。そうしていると霊に喜びが満ち溢れ、私の生活はたとえようのない幸福と喜びでいっぱいでした。そして私はヨブに関する神の御言葉を読みました。試練のさなか、ヨブは全財産と息子や娘を残らず失い、身体が腫れ物に覆われましたが、それでも神の御名を讃え、神を真に信じることができたのです。またアブラハムについての話もあります。アブラハムは一人息子のイサクを捧げ、神にお返ししました。これらの話を読んだ私は神に対する二人の信仰と服従にとても感動し、自分もこのような人になりたいと思いました。

私が神の愛に浸っていたまさにそのとき、生活が突如悪夢に変わりました。2014年8月のある日、母から電話があり、私の娘が重病だと出し抜けに言ったのです。それを聞いて心臓が激しく鼓動し、「娘はまだ幼いのに、重病だなんてどういうこと？」と思いました。娘のことが心配で、つらくて仕方ありません。そこで神の御前に出てこう祈りました。「ああ神よ、この状況が私に降りかかったのはあなたのお許しによるものです。娘の病気はあなたの御手の中にあります。私は喜んで娘をあなたの御手に委ねます。どうか真の信仰をお与えください」。その後、心が少し落ち着きました。それから夫と一緒に故郷の我が家へ急いで戻りました。ところが家に着くと、娘がベッドですやすや眠っているのを見てすっかり驚きました。娘を起こそうとしたところ、母が手でそれを制し、厳しい口調で、「起こさないで。この子は大丈夫よ！」と言いました。そのとき初めて、親戚が家に集まっていることに気づきました。そして、全能神を信じるのをやめさせようと、母が私を騙して帰省させたのだとわかりました。私は「今日、神はこの状況を私のために整えられた。そこには経験すべき何かがあるに違いない」と考え、「お母さん、娘は大丈夫よ。どうして私を騙して帰省させたの？」と訊きました。すると私が話し終わらないうちに、母は激怒して叫ぶようにこう言いました。「教会に行って祭司や教会の指導者に尋ねたの。すると、東方閃電は危険な存在で、いったん加わったら二度と離れられないと言われたわ。あんなのもう信じちゃだめ。あなたのためにこうしたのよ。あなたが間違った道を歩んでしまったんじゃないかと心配だから」。さらに母は、宗教界がでっち上げた全能神教会に関する噂や中傷を繰り返しました。母の言葉を聞きながら、私はこう考えました。「私の信仰はまったく間違っていない。それどころか、神の新しい働きに歩調を合わせているのよ。私が信じている全能神は再臨された主イエスでいらっしゃって、いまは人を裁き、罰し、清める働きをなさっている。これが真の道なのは絶対に確かだわ。だったら、どうしてそれを捨てるっていうの？祭司や教会の指導者たちが『東方閃電を信じてその教会に加わったら決して離れられない』と言うのは、人を騙すための噂と嘘に過ぎない。私は全能神教会の集まりに出て半年以上になるけれど、そのことについてあなたたちよりよく知っている。全能神教会の扉はいつも開かれているし、離れることを選ぶのも自由。祭司や教会の指導者が言うこととは全然違うのよ。。兄弟姉妹は神の御言葉を読むことで真の道について確信をもち、いのちの糧を得て、いのちの水が湧く泉を見つけている。だからこそ、教会を教会を離れようとは思わないのよ。全能神の御言葉を読むことにより、私たちの霊は満足している。荒廃して不毛な以前の教会に誰が戻りたいっていうの？祭司や教会の指導者は全能神の終わりの日の働きについて一切調べていない。全能神の御言葉を読んだこともないし、そのうえ全能神教会の集まりに参加したこともない。彼らの主張は何に基いているのかしら？何の根拠もない噂をでっち上げているだけじゃないの？」私が黙っているのを見た母は怒り心頭でつかつかと私に近づき、二、三度平手打ちしました。そして神を裏切る言葉を私に言わせようとしました母がこんな風になるのを見て、私はとても悲しくなりました。祭司や教会の指導者がでっち上げた噂さえなければ、全能神を信じてはならないと母が無理強いすることはなかったはずです。そのとき、私は母にこう言いました。「全能神は再臨された主イエスよ。全能神を信じることは天地の不変の法だから、私は最後の最後まで信じなければならないの！」私がそう言うのを聞いた母は怒りで顔が青ざめ、目を真っ赤にしました。そして大声で、「私はあなたの母親なのよ。言うことを聞きなさい！」と怒鳴りました。母があまりに理不尽なのを目の当たりにして、私はこれ以上何も言わないことにしました。そのとき、親戚も一斉に私を非難し始め、私に神を裏切らせようと様々なことを言いました。私はこう思いました。「私はすでに主イエスをお迎えした。私が信じる神は本物で、私が歩む道は正しい道よ。神を裏切るなんて絶対にしないわ！」私は心から、神の終わりの日の働きについて自分自身で調べ、祭司や教会指導者による噂に惑わされて無闇に全能神を断罪して抵抗しないよう、これらの親戚に忠告したいと思いました。しかし、真理と神を忌み嫌う彼らの態度を見て、この人たちは真理を受け入れないだろうし、何を言っても無駄だと思い、それ以上は何も言いませんでした。しばらくして、母と親戚は一緒にその場を去りました。しかし、母は私を解放したわけではなく、私の弟を我が家によこして住まわせたのです。毎日、まるで私が囚人であるかのように、弟は私に監視の目を光らせ、どこに行こうとついてきました。こうして、私は個人的な自由を失ったのです。

2日後、一家で夕食をとっていると、母が突然やって来ました。そして満面の笑みを浮かべながら、作ったような口調で、「小優、誰が来たと思う？」と言いました。その表情と声の調子に、私は「お母さんがこんな反応をするなんて、いったい誰だろう。嫌な予感しかしないわ」と思いました。そのとき、教会の劉指導者と、王という名前の信者が入ってきました。私は穏やかに挨拶し、座るよう促しました。食事が終わると、劉指導者が私を見て微笑みながら、「小優！単刀直入に言いましょう。お母様から聞いたけど、いま東方閃電を信じているそうね。言っておくけれど、それを信じるのをやめなさい。あなたのご家族は全員、何世代も前からのカトリック教徒よ。あなたが主を捨てることはできない。そうすれば主はあなたをお捨てになるわ。今日、私たちはあなたに忠告するために来たけれど、あなたは耳を貸そうとしなかった。そのときが来て地獄に堕ちても、それは自分のせいなのよ。小優、わたしたちはあなたのためにこうしているの。旦那さんが病気になったときのことを思い出して。お母様と私が毎日主に祈っていなければ、旦那さんが回復することはなかったはずよ。このまま東方閃電を信じ続ければ、旦那さんの病気はぶり返す。そうなったら誰も助けてくれないわよ」。彼女がこれらのことを言うのを聞いて、私の心臓は激しく鼓動し、いささか不安にならずにいられませんでした。そしてこう考えました。「夫が重い病気にかかったとき、大金を使ってもよくなることはなかった。結局、夫がよくなったのは私たちが毎日祈ったから。。本当にこの人たちの言うとおりなら、夫の病気がぶり返したとき、私はどうすればよいのだろう」。私が彼らの言葉に惑わされそうになったまさにそのとき、「全能神は全能の医者なのだ」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第六章」〔『言葉』第1巻〕）。という神の御言葉が心の中に浮かびました。それを思って突然目が覚め、こう考えました。「そうよ。私は主の再臨である全能神を信じている。夫がまた病気になるかどうかは神の御手の中にあるのであって、この人たちが決めることじゃない。神は万物を支配なさるのだから、何を恐れることがあるの？ともあれ、夫の病気を治してくださったのは主であって、この人たちじゃない。夫の病気を使って私に神を裏切らせようと脅したり、あるいは家族に起きた問題への心配につけ込んで、私に神を拒んで裏切らせようとするなんて思いもしなかったわ。この人たちはなんて陰険なのかしら」。彼らの悪意ある動機を目の当たりにした私は嫌悪しか感じず、これ以上話す気になれませんでした。

私が黙り込んでいるのを見て、劉指導者は当てこするようにこう言いました。「あなたは本当に頑固ね！私たちは今日までずっと話してきたんだから、何を考えているのか教えなさい！」この人たちが夫の病気について話したばかりだったので、私は少し狼狽しました。しかし、神が万物を支配なさっていることを思い出すと、突如自信が湧いてきました。何が起ころうと、自分が神を裏切ることはないのです。私は勇気をふるって、「それなら言わせていただきますが、私は全能神を固く信じていて、神への信仰を捨てるつもりはありません！」と言いました。すると母は、「行きましょう！教会に行ってお祈りしましょう」と大声でわめきました。母がそう言い終わると、一同は怒りも露わに出て行きました。彼らの凶暴な様子を目の当たりにして、私はいささか恐怖を感じずにはいられませんでした。「あの人たちはこれから祈りに行く。私を呪うつもりなのかしら？どうすればいいの？」無力感に襲われた私は、神の御前に出てこう祈りました。「ああ全能神よ！あの人たちは戦線を組んで私を取り囲み、私は孤立したように感じています。神よ！私はどうすればよいかわかりません。とても怖いです。どうか私を導いてください！」祈り終えると、神の御言葉をいくつか思い出しました。「あなたの周りの環境にあるすべてのものは、わたしの許しによってそこにあり、わたしがそのすべてを定めることを、あなたは知るべきである。わたしがあなたに与えた環境の中で、明確に見極め、わたしの心を満足させなさい。恐れてはならない。万軍の全能神が必ずあなたと共にいるのだ。神はあなたがたのしんがりとなり、神はあなたがたの盾である」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第二十六章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉の啓きと導きにより、私の心は突如光で満たされました。「そうよ！神は私の強固な支えでいらっしゃる。神がそばにいらっしゃれば、何も恐れることなんかない。教会の指導者と王という人はああ言うことで、私が地獄へ行くと脅したり、家族に起きた問題につけ込んで私を不安にさせたり、夫が病気になって神を捨てるなどと脅迫した。私が臆病だったり怖がったりしたら、それは私がサタンの企みにはまったということじゃないかしら。私の運命も、最後の終着点も、幸運も不運も、そして私の夫も、誰かの手の中にあるわけじゃないし、まして祭司や教会の指導者がそれらを握っているわけじゃない。それはすべて神の御手の中にある。彼らが私を断罪して呪っても、意味なんかないわ」。こう考えると落ち着きが戻ってきて、何も不安に感じませんでした。そして心の底から神を賛美するとともに、御言葉で私を導き、信仰と力を授け、私が母や他の人たちによって惑わされたり騙されたりしないよう、サタンの企みを見抜けるようにしてくださった神に感謝しました。

ある日の午後、子どもと一緒にお昼寝をしようとしたところ、私の以前の教会に所属する趙姉妹と張姉妹がやって来て、私に嫌がらせをしました。趙姉妹が私を脅かすことを言うと、張姉妹がとても真面目な顔つきで、「それは本当よ。前に全能神教会の人と会ったけど、もう少しで騙されるところだったわ」と言いました。彼女がそう言うのを聞いて私は腹が立ちました。兄弟姉妹が誰かを騙そうとするなど絶対できないことを知っていたからです。二人が言っているのはどれも嘘と中傷に過ぎません。そこで、「その人たちはどのようにしてあなたがたを騙そうとしたの？」と尋ねました。すると張姉妹が真面目な口調で、「あなたにはわからないでしょうけど、私に1冊の本を渡したのよ！」と言うので、私はさらに「ねえ、どんな本を渡されたの？本のタイトルは？どんなことが書いてあったの？」と訊きました。それを聞いて張姉妹は困った顔になり、少し躊躇してから、その質問を脇へのけようと「忘れちゃったわよ」と言いました。二人がそう言うのを聞いて、私はこう思いました。「あなたがたは本当に修道女なの？嘘の証しをして、そうと知りながら他人に濡れ衣を着せようとするなんて。神への畏れがこんなにないなんて、いったいどういうことなの？本当に神の信者なの？神に懲罰されるのが怖くないの？」その後、趙姉妹は私に「これから働くつもり？」と再度尋ねました。私が「そうよ！」ときっぱり答えたところ、趙姉妹は親切を装い、「働くのはおやめなさい。家で子どもの世話をするほうがずっといいわ！」と助言しました。私は二人の偽善に嫌悪感を抱き、部屋をあとにしながら、「私のことには構わないで」と言いました。私を惑わす試みが失敗に終わったことを悟った二人は、意気消沈して出て行きました。彼女たちが去ったあと、私はとても悩み、落ち込みました。最近こうして教会の指導者や修道女が嫌がらせをしに来て、全能神と兄弟姉妹を中傷、攻撃したり、それにまつわる噂を広めたり、あるいは嘘をばらまいたりして私を惑わし、怖がらせ、自分たちに服従させようとしていることが頭に浮かんだのです。私が彼らに惑わされることはなく、彼らの主張に反論もしましたが、そうするたびに動揺してしまい、神の御前で自分を静めることも、神の御言葉を読むこともできませんでした。依然として弟にも絶えず見張られています。祈ったり、賛美歌を歌ったり、神の御言葉を読んだりするといつも束縛を感じ、自分がとてつもなく圧迫されているように感じました。苦痛の中、私は神に祈りました。「全能神よ！これら教会の指導者と修道女たちが、私に嫌がらせをするために何度も来ています。私はとても悩み、動揺しています。いま、彼らにどう対処すべきかわかりません。親愛なる神よ、どうか私を啓き、お導きください！」

祈り終えてMP5プレーヤーを取り出したところ、次の神の御言葉の一節がたまたま目に入りました。「荘厳な教会で聖書を読み、一日中聖句を唱える人がいるが、そうした人は誰一人として神の働きの目的を理解していない。そうした人は誰一人として神を知ることができず、ましてや神の心意と一致することなど到底できない。そのような人はみな、価値のない下劣な人であり、高い位置から神を説く。神を旗印に使いながらも、故意に神に反対する。神を信じていると断言しながらも、人の肉を食べ、人の血を飲む。そのような人はみな、人の魂を食い尽くす悪魔であり、正しい道を歩もうとする人をわざと邪魔する悪霊の頭であり、神を求める人を妨害するつまずきの石である。彼らは『健全な体質』をしているように見えるかもしれないが、神に対抗するように人々を導く反キリストに他ならないことを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか。彼らが人間の魂をむさぼり食うことを専門とする生きた悪魔であることを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか」（『神の出現と働き』「神を知らない人はすべて神に反対する人である」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉を読んで私はすぐに理解しました。つまり、これらの祭司や教会指導者たちは、神が御言葉の中で暴かれている極めて宗教的な反キリストなのです。彼らは主を信じながら真理をまったく求めず、神を畏れる心がこれっぽっちもありません。神の終わりの日の働きを自ら調べないばかりか、神を冒涜し、神の新たな働きを断罪するとともに、噂をでっち上げて母を騙しました。そのせいで、母は私を叩き、叱りつけ、私を事実上の軟禁状態に置いたのです。その後、彼らは繰り返し我が家に来て、私に嫌がらせをしたり、騙したり、惑わしたり、脅したりしました。しかし神の御言葉に導かれたおかげで、私は彼らの企みにはまることも、神を裏切ることもありませんでした。パリサイ人もありとあらゆる卑劣な方法を使い、ユダヤの一般大衆が主イエスの福音を受け入れるのを阻止しました。これらの人々を惑わすために嘘まで広め、主イエスの働きは旧約聖書を逸脱し、イエスは再臨された救世主ではないと言ったのです。これにより、ユダヤの一般大衆はパリサイ人とともに、罪のない主イエスを十字架にかけました。主イエスは次の御言葉で彼らを非難なさっています。「偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたは、天国を閉ざして人々をはいらせない。自分もはいらないし、はいろうとする人をはいらせもしない」（マタイによる福音書 23:13）。私はパリサイ人がしたことと、祭司や教会の指導者や修道女の行ないとを比較し、パリサイ人の本質をどう識別するかについて、かつて兄弟姉妹が説いてくれた教えを思い出しました。すると、祭司や教会の指導者が、基本的にはかつてのパリサイ人と何ら変わらないことがはっきりわかりました。自分たちの地位と生活を守るため、彼らはあらゆる手段を使い、私が全能神を信じるのを阻止しているのです。私が全能神の終わりの日の働きを母と家族に説き、そうして私の一家が全能神を信じ始めることを彼らは恐れています。それによって信徒の規模が縮小し、毎月受け取る献金の額も減るからです。彼らはまさに、神への捧げ物を盗み、人々が天国に入るのを妨げる悪しきしもべであり、反キリストなのです！彼らの反キリスト的な本質をはっきり目の当たりにした私は、これらの人たちにどう対処すべきかもわかりました。彼らは神を信じながら神に抵抗し、神の敵となっています。それゆえ、私は彼らと関係を断つ必要があるのです。最近、私は彼らの嫌がらせに苦しんでいましたが、私には神の御言葉による導きと啓示があります。彼らが否定的な意味で神の引き立て役を演じることにより、私は識別力を育めただけでなく、それ以上に神の御言葉に関する実践的な経験を得ることができました。神の御言葉が真理であり、道であり、いのちであることを自ら経験するとともに、全能神が真の神でいらっしゃることをますます確信するようになったのです。私は心の中でとてつもない幸福と落ち着きを感じ、静かにこう決意しました。「サタンがどのように私の邪魔をしようと、私は決して神を裏切らず、神の証しを立てて悪魔サタンを辱めよう！」

平穏な２日間を過ごしたあと、再びサタンの嫌がらせと抑圧に見舞われるとは予想もしていませんでした。ある夜、私が全能神を信じるのを阻止しようと、母と数名のおじおば、さらには大叔母までもがやって来ました。一同が集まったのを見て、私はとても腹が立ってこう思いました。「私は真の神を信じているだけよ。それのどこが悪いの？この人たちはどうしてこんなことを続けるんだろう？」すると大叔母が妙な口調で、「小優、行きましょう！おばあさんに会いに行くわよ」と言いました。大叔母がそう言うのを聞いた私は驚き、こう考えました。「この人たちは私を母の実家に連れて行くために来たんだ。精神を患っているおばあちゃんの家で私を監禁するつもりなんだ！親戚なのにどうしてそんなことができるの？人情のかけらもない人たちだわ！」そう考えていると、母がロープを掴んで私に駆けより、しゃがみながら私の両脚を縛り始めました。私はとても不安になり、母の両手を押しのけて「何をしているの？どうして私を縛ろうとするの？」と声をあげました。これを見たおじ２人が私に近づき、両側から肩を押さえて私が抵抗できないようにします。その瞬間、私はソファに座らされ、立ち上がることもできません。そこでただちに心の中で神を呼び求めました。「ああ神よ！この人たちは私を縛って連れ去ろうとしています。それが成功したら、私はあなたを信じることができなくなり、教会を見つけることもできません。ああ神よ！私に信仰と強さを授け、ここから逃れる道を開いてください！」祈り終わると、体中に力が駆け巡るのを感じました。そしてもがきながら、「何をしているの？離して！」と叫びました。私が猛烈に抵抗するのを見て、彼らは私を放しました。私はとても神に感謝しました。心から神に頼れば、その御業を目の当たりにできることを実感したのです。また、神が私のそばにいらっしゃり、常に私を見守ってご加護を与えてくださっていることも実感しました。そして、「この環境の中、私は偽りのない心を神に捧げ、悪魔サタンを徹底的に辱めなければならない」と考えました。そこで断固たる口調で、「他の件だったら話を聞けど、神への信仰についてなら、私は神の言うことしか聞かないわ！全能神は再臨された主でいらっしゃると、私はもう確信しているの。どんな手段で私に無理強いしようと、私は決して揺るがないわ！」と言いました。神に従う決意をすると、私は神の御業を再び目の当たりにしました。叔母の1人が、「この子を縛るのはやめなさい。まったく無駄だから。信仰の堅さが見て取れるわ」と言ったのです。叔母がそう言って初めて、一同はすごすごと出て行きました。彼らが立ち去ったあと、私はすぐさま力が脱け、心身ともに疲れ果てました。力がまったく残っていません。私はベッドに横になり、そのまま寝てしまいました。翌朝、重い心で昨夜の出来事を思い出しました。親戚が私をどう扱ったかを振り返ると、こう思わずにはいられませんでした。「ああ、母も親戚も、祭司や教会の指導者が広めた噂に惑わされ、私に無理強いしようとしている。いつになったら終わるのかしら」。そして、全能神教会の兄弟姉妹といるときのことを思い出しました。私たちは心を一つにして真理を求め、本分を尽くし、誰もが互いに助け合い、支え合っていました。他の人をいじめたり圧迫したりする人はおらず、警戒する必要もありませんでした。私は自由と解放を大いに感じ、毎日が充実して快適だと思われました。なのにいまは家に監禁されて自由がなく、日々やきもきしながら暮らしています。親戚や以前の教会の人がいつ現われるかもわかりません。軽く叱るのはいいほうで、ひどいときには私を脅して怖がらせようとします。私は強い苦痛を感じ、まったく憂鬱でした。全能神教会に戻って兄弟姉妹との集まりに出て、一緒に神を讃える賛美歌を歌いたいと、心の底から思ったのです。

この出来事の直後、さらに予期せざることが起こりました。ある日、私は夫と一緒に買い物に出かけました。帰宅後、MP5プレーヤーで神の御言葉を読もうと思いましたが、どこを探しても見つかりません。私は不安と苛立ちを感じ、「私のMP5プレーヤーはどこへ行ったんだろう。絶対家に置いたはず。どうして見つからないのかしら」と考えました。すると突然、母が持ち去ったに違いないとひらめきました。ある日、母が入ってきて、私がMP5 プレーヤーで神の御言葉を読んでいるのを目撃したことがあるのを思い出したのです。その後、母は頻繁に私の家に来ては、私の持ち物をあさっていました。こうして、MP5プレーヤーが見つからないのは母が持ち去ったからだと、私は確信したのです。そう考えると強い怒りを感じ、すぐさま母の家に駆け込みました。中に入ると、母は別の大叔母と話しているところでした。私は母に近づき、「お母さん、私のMP5プレーヤーを持って行かなかった？あれは私のものよ。持って行ったのならいますぐ返して」と言いました。すると驚いたことに、母はそれを持ち去ったことをあっさり否定し、軽蔑するような目で私を見たのです。私は怒りも露わに言いました。「私はMP5プレーヤーを家に置いていたのよ。他の誰も触ったはずはないわ。私のものをいつもあさるのはお母さんだけ。お母さんが持って行ったことは確かなんだから返しなさいよ！」と言いました。私に問い詰められた母は厳しい口調で、「返さないわ。私から取り戻すことなんてできないんだから、もう家に帰りなさい！」と言い返しました。私がどんなに言っても母は返そうとしません。そこで仕方なく、私は手ぶらで家に帰りました。その途中、とても惨めな気持ちになって、「MP5プレーヤーを失ってしまい、もう神の御言葉を読むことができない。前は母や他の人が来て私に嫌がらせをしても、神の御言葉を読んでその導きと指し示しを得ることができた。そのおかげで神の御心を理解し、彼らの攻撃に耐える信仰と強さをもつことができた。でもいまは、もうMP5プレーヤーがない。私はどうすればいいのかしら。神の御言葉がないなら、私はもうおしまいなんじゃないかしら」と考えました。そのことを考えれば考えるほど絶望を感じ、霊が落ち込んで否定的になっていきます。私はとてつもなく惨めな気持ちになりました。私が最も弱くなり、これ以上ない失望感を覚えた瞬間、神の御言葉の賛美歌が私の心に浮かびました。「今日、大半の人はそのような認識をもっていない。そうした人たちは、苦しみには価値がなく、自分は世の中から見捨てられており、家庭生活には問題があり、自分は神に愛されておらず、将来の見込みは暗いと信じている。中には苦しみが極限に達し、死を考えるようになる人がいる。それは神に対する真の愛ではない。そうした人は臆病者であり、忍耐力がなく、弱くて無力なのである。……したがって、あなたがたは終わりの日に神への証しをしなければならない。あなたの苦しみがいかに大きくても、最後まで歩まなければならず、最後の一息になってもなお神に対して忠実であり続け、神に身を委ねなければならない。これだけが真に神を愛するということであり、またこれだけが鳴り響くような強い証しなのである」(「あなたの苦しみがどんなに大きくても神を愛することを求めよ」『小羊に従って新しい歌を歌おう』)。神の御言葉の導きにより、この状況で私が神の証をすることを、神は望んでいらっしゃるのだと理解しました。物事がどれほど困難になろうと、私は絶対に最後まで神に忠実で、神への信仰を失わないようにしなければなりません。そして自分が経験した迫害を残らず振り返り、一つ一つの出来事が霊の世界の戦いだったことに気づきました。サタンはあらゆる手段を使って私を少しずつ打ち砕こうとしていたのです。まさにいま、サタンは私の魂を呑み込もうと、私の「いのちの糧」を奪いました。サタンは本当に野蛮です。サタンの企みにはまるわけにはいきません。MP5プレーヤーはなくなってしまいましたが、私にはまだ神がいらっしゃいます。神は依然として私を啓き、導いてくださるでしょう。一瞬も欠かさず神に頼る限り、神は私をお助けになり、あらゆる困難と苦難を乗り越えられるようにしてくださるはずです。今後どのような状況に直面するかにかかわらず、私は最後の一息が残っている限り、神の証しを立てていきます。神の御言葉が再び私を導き、前進するのに必要な信仰を与えてくれたのです。

この迫害と逆境を繰り返し経験する中で、私は神の御言葉の力と権威を目の当たりにしました。私が否定的になり、弱り、混乱し、当惑するたび、神の御言葉が私に必要な信仰と力を与え、サタンの企みを見抜いて神の証しを立てられるよう、私を導いてくれたのです。同時に、神がいかなるときも私のそばにいらっしゃり、私の支えとなって道を開いてくださることもわかりました。そして神への信仰が少しずつ大きくなり、家族から離れる願望がますます大きくなりました。私はできるだけ早くこの「虎の穴」から逃れ、教会と兄弟姉妹を見つけに行かなければなりません。そこで神に祈り、この件を神に委ねるとともに、私を導いてくれるようお願いしました。それから数日後、私は弟の監視を何とかくぐり抜け、家を離れることに成功しました。そして再び全能神教会に戻り、教会生活を送るとともに、全力を尽くして本分を尽くしました。一ヵ月以上にわたる苦痛がようやく終わりを迎え、心の中の圧迫感や不安も煙のように消えたのですサタンの闇の影響から抜け出し、「虎の穴」から逃れ、再び神の家族のもとに戻れるよう私を導いてくださったことに対し、神に感謝いたします。

この経験は私の記憶に鮮明に残っています。なぜなら、神の愛と救いをそのときはっきり目の当たりにするとともに、神がいかなるときも私のそばにいらっしゃって、サタンに騙されたり飲み込まれたりしないよう、私を守ってくださったことを知ったからです。同時に、私はこの並外れた経験のおかげで、祭司や教会指導者などに対する識別力も育むことができました。彼らは狂ったように全能神を断罪、冒涜し、嘘をでっち上げて偽りの証しをすることで私を惑わそうとしました。そしてあらゆる策略を使って私が全能神に従うのを阻止しようとしました。彼らは、私たちが終わりの日の神の働きを受け入れ、神の救いを受け、神のものとしていただくうえでの障害、つまずきの石であり、人の魂をむさぼり食うサタンの悪魔なのです！私はそのとき、全能神がおっしゃった次の御言葉の本当の意味をようやく理解しました。「信じる者と信じない者は相容れないのであり、敵対する」（『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」〔『言葉』第1巻〕）。祭司も教会指導者も、修道女も以前の教会の信者も、そして私の母も、表面上は神を信じているように見えるものの、実は神のお声を認識しておらず、神を知らないことがわかりました。彼らは再臨された主の働きを受け入れませんでした。ゆえに、神は彼らの信仰を認識していらっしゃいません。神の目に、彼らは不信心者として映っています。終わりの日の神の働きによって明らかにされる毒草であり、本質的には神に反対する悪霊にして反キリストです。さらに、家族による迫害と宗教関係者からの嫌がらせがどれもサタンに端を発する攻撃であること、それが霊の世界で繰り広げられている激しい戦いであることもわかりました。サタンはそれらの人や出来事や物事を用いることで、私を惑わせ、私に真の道を諦めさせ、神を裏切らせ、おのれの「腕の中」に入らせ、神に救っていただく機会を失わせ、地獄の中で自分もろとも私を滅ぼそうとしました。しかし神のお知恵は、サタンの企みに応じて行使されます。サタンが私を攻撃し、私に嫌がらせをしたとき、神はいかなるときも私を導き、率いてくださり、私が神の御言葉を経験し、それを通じて識別力と洞察力を育めるようにしてくださいました。また、神に対する私の信仰を完全にななさって、私の神への信仰が真実かつ確固たるものになり、これ以上弱らないようにしてくださいました。わずか一ヵ月あまりで真理をいくらか理解できるよう、私を導き、助けてくださった神に感謝します。私はいま、善悪や美醜をを区別することができます。私の神への信仰はいっそう強くなり、神にまた近づきました。苦痛はまさに神の祝福なのです！自分の将来の信仰において、神の働きをもっと経験し、最後まで全能神に従っていきたいと思います！


23. 危機一髪

私は1か月以上前、終わりの日の全能神の働きを受け入れました。牧師と長老は今も口を出してきて、両親を使って妨害しようとさえします。くじけそうで、どう乗り切ればいいのかわかりません。張兄弟、あなたもこの段階の神の働きを受け入れた直後、牧師のことで同じような経験があったそうですね。どのように乗り越えたのですか？

神の御言葉が一歩一歩導いてくれました。2005年、私が終わりの日の全能神の働きを受け入れて間もない頃、前の教会の兄弟に福音を伝えました。ある日の午後、李牧師と王同労者が家に来ました。ドキドキして、不思議に思いました。「どうして来たんだろう？　全能神を受け入れたことを知っているのか？　他の教会メンバーが全能神を受け入れたとき、牧師たちは噂を流し、脅し、家族を利用して信仰に反対させた。自分にはどんな手を使ってくるつもりか？」まもなく息子と娘が来ました。私は困惑しました。二人とも多忙なはずなのに、なぜ今日来たのか？　李牧師が仕組んだのだろうか？　これが前もって用意されたことだと気づきました。すぐに神に祈りました。「神よ、彼らがどんな手段を使うかわかりません。私の霊的背丈は低すぎ、立ち向かうすべがわかりません。真の道にしっかりとどまれるようお導きください」。祈ると心が落ち着きました。

ちょうどその時、李牧師が笑顔で言うのです。「張兄弟、あなたは東方閃電を受け入れたそうですね。本当ですか？　東方閃電にどれだけ真理があろうとも、私たちは受け入れません。私たちは主を長年信じ、主のために説いてきました。十字架につけられて罪のささげものとなり、私たちの罪を贖ってくださったのは主イエスだと、みんな知っています。私たちは常に主の御名と道を守らなければなりません。別の神を信じてはいけないのです。主イエスから離れ、全能神を信じるのは、主を裏切ることになりませんか？」

私は動揺せず、冷静に言いました。「李牧師、私たちは客観的で実践的であるべきです。証拠を頼るべきで、恣意的に断罪すべきではない。東方閃電の道を調べもせず、全能神の御言葉も読んでいないのに、なぜ東方閃電を受け入れることが主への裏切りだと断定できるでしょう？　真理はどこから来るかご存知ですか？　誰が真理を表すかわかりますか？　主イエスは言われました。『わたしは道であり、真理であり、命である』（ヨハネによる福音書 14:6）。真理の源は神です。東方閃電にどれだけ真理があっても受け入れられないなど、どうして言えるのですか？　それは意図的に真理に抵抗し、神に抵抗しているのでは？　私たちは主を信じていると言えるのでしょうか？　最近全能神の御言葉をたくさん読み、そのすべてが真理であること、多くの真理と奥義を啓示していることを知りました。長年の信仰でのあらゆる困難が、全能神の御言葉を通して解決したのです。私は全能神が主イエスの再来であると固く信じます。全能神に従うことは主の到来を歓迎することです。全能神の信仰は主イエスへの裏切りだと言いますが、それは真理に合っているでしょうか？　主イエスが働きに来られたとき、多くの人が聖殿を離れ、主に追随しました。これはヤーウェ神を裏切ったことになりますか？　主イエスの贖いの働きは、ヤーウェ神が行なった律法の働きとは異なり、神の御名も変わりました。ですが主イエスとヤーウェは一つであり、同じ神です。人は主イエスを信じることで、ヤーウェ神を裏切らずに、子羊の足跡を追い、神の救いを得ていたのです。実際、ヤーウェ神を信じても主イエスを受け入れない人は、神を捨て、神を裏切っている人だったのです。全能神の働きは主イエスとは異なり、神の御名も変わりましたが、同じ神です。ただ神が別の時代で別の働きをしているのです。主イエスは恵みの時代に贖いの働きをしましたが、人の罪を赦しただけで、人類の罪深い本性は解決してはいません。だから、裁きの働きを行うために再来を約束したのです。全能神は終わりの日に来て、主の贖いの働きに基づいて、裁きの働きのために真理を表しています。私たちのサタン的性質と罪深い本性を解決し、私たちが神に得られるよう罪から完全に救うためです。全能神の働きと御言葉は主イエスの預言を完全に成就させるのです。私の全能神への信仰は、主イエスへの裏切りではありません。子羊の足跡に従っていることです。終わりの日の全能神の働きを受け入れずに主イエスを信じることは、ヤーウェ神を信じて主イエスを拒否したパリサイ人のようではありませんか。主に抵抗し裏切るような人々です！　終わりの日の全能神の働きを正しく調べ、全能神の御言葉が神の御声であるかを自分で確認すべきです。恣意的に論断し、断罪するなら、あなたこそ主に反対したと断罪されますよ！」

李牧師は気分を損ねたようで、王同労者が急いで丸く収めようとしました。「私たちは東方閃電に反対だから、あなたにも関与してほしくないのです。教会と羊たちを守るためです。それをどうして主が断罪するというのでしょう？　李牧師はあなたのいのちに責任を感じているのです。誤った道に進んでほしくないのです！　あなたは同労者であり、教会のために多くを尽くしてきました。皆あなたを尊敬し、信頼しています。皆を置いて全能神を信じたら、がっかりされますよ！」すぐに李牧師が同意しました。「王同労者の言うとおりです。あなたは長年懸命に努めてきたのに、今まで築き上げた名声を、手放すのは残念です。戻ってきてください。皆待っています。教会では高齢者用の入居施設を設立しました。海外の宗教団体とのつながりも確立し、資金援助も得られます。戻ってきたら、すぐに車も提供します。入居施設の管理でも、教会の管理でも、今までどおり教会の資金管理でも、好きな仕事をお任せします」。

話を聞けば聞くほど、何かがずれていると感じました。信者がどうしてそんなことを言えるのでしょう？　聖書で主イエスが受けた悪魔の誘惑の話を思いました。「次に悪魔は、イエスを非常に高い山に連れて行き、この世のすべての国々とその栄華とを見せて言った、『もしあなたが、ひれ伏してわたしを拝むなら、これらのものを皆あなたにあげましょう』」（マタイによる福音書 4:8-9）。牧師たちが言うことはすべて、サタンが言ったこととまったく同じ感じがしませんか？「これはサタンの策略だ！」と思いました。地位と金銭で真の道から外れ、全能神を裏切るように誘導している。これは罠で、破滅の道だ！　私は10年以上信仰し、幸運にも主の再来を歓迎できました。サタンに騙されて主を裏切ることはできません。だから言いました。「私は神の御声を聞き、永遠のいのちの道を見つけました。神に従うことを選びました。説得は不要です。私が全能神から離れることはありません」。

すると娘が泣き出して言いました。「お父さん、私の話も聞いて！　お母さんが亡くなったばかりで、皆とても辛かったでしょう？　お父さんが東方閃電を信じて教会を追われると、私たちも兄弟姉妹に避けられてしまう！」娘が泣く姿を見るのは辛かったです。心の中で激しい葛藤が生じました。「また教会に戻れば、拒絶されず地位も守れる。でも主の扉を閉ざすことになる。それは重大な裏切りになるだろう！」楽な選択肢などありません。苦痛にさいなまれながら、心の中で神にすがりました。「全能神よ、板挟みに遭っています。動揺しない信心と強さを私にください。あなたに毅然と従う姿勢が取れるように」。数日前に読んだ全能神の御言葉を思い出しました。「あなたがたは常に目を覚まして待ち、もっとわたしの前で祈らねばならない。サタンのさまざまな企てやずる賢い策略を見極め、霊を認識し、人々を知らなければならず、あらゆる人や出来事や物事を見分けることができなくてはならない」（『言葉は肉において現れる』）。神の御言葉は私に力を与え、識別力が必要だと警告してくれました。その日のことは、背後にサタンの策略があるのです。サタンは地位と家族の絆を使って私を誘惑し、攻撃し、攪乱しようとしました。目的は、私が神を裏切ること。サタンの罠にはまることはできません！　子供たちに言いました。「私もよく考えて、はっきりわかったんだよ。全能神が真の神で、その御言葉と働きが真の道である。私たちは長い間、主の到来を切望してきた。今、主が到来し、裁きの働きのために真理を表している。災いから逃れ、神の国に入れるように、神の働きに後れを取らず、神の裁きと清めを受け入れなければならないんだ。他人に拒否されることを恐れるのではなく、主に排除され、携挙されるチャンスを逃すことを恐れるべきだ。大きな災いに、泣いて歯ぎしりすることになるだろうから！　お前たちも全能神の御言葉を読んだほうがいい。神の御声が聞こえてくるから。そうすれば、全能神が終わりの日のキリストだと確信できるから！」子供たちは説得をやめました。心の中で神のお導きに感謝しました。

私が動じないのを見て、怒って去っていきました。でも数日後に戻ってきて、私に縁談を持ちかけました。李牧師は言います。「あなたは奥さんが亡くなったばかりで、娘さんは結婚し、息子さんも不在がちです。独りでは相当大変なはず。誰かにご飯を作ってもらうべきですよ。教会の王姉妹も独身です。彼女は裕福で、周りからも慕われ、信仰にも熱心です。あなたと一緒になって、互いを頼り、共に主に仕えることができたら、素晴らしいと思いませんか？」その夜、王姉妹から電話がありました。東方閃電をこれ以上信じるなと言うのです。息子の結婚費用が足りなければ、言ってくれればいいとも言いました。これを聞いて、とても心苦しくなりました。妻が病気で寝たきりだったとき、娘が妻の薬を買おうとして交通事故に遭い、入院しました。そんなとき、王姉妹は妻と娘の看病をしてくれました。彼女にはずっと心から感謝してきたのに、忠告を受け入れなかったら、きっと傷つけるでしょう。でも関係を壊さないために彼女に従うのは、主を裏切ることになります。とても悩み、何度も神に祈りました。しばらく悩んだ末、私は丁重に断りました。

ある日、畑仕事をしていると、李牧師が私を見つけて、言いました。「張兄弟、あなたは自分よりも子供のことを考えるべきでは？　息子さんは婚約したばかりで、婚約者の家族も主を信じています。あなたが全能神の信者だと知っても、結婚を許してくれるでしょうか？　結婚に悪影響にならないでしょうか？　少し考えてみるべきですよ」。これを聞いて思いました。「息子の結婚を利用して、真の道から私を遠ざけようと脅しているのだ。なんて卑劣な！」はっきり伝えました。「全能神の信仰は私の問題です。息子の結婚とは一切関係ありません。それに、息子の結婚がうまくいくかどうかは神の手中にあります。全能神は主イエスの再来であり、私は最後まで主に従うと決心したのです。子供たちは理解していませんが、いつか理解するでしょう」。最初は李牧師が勝手に言っているだけだと思いましたが、驚いたことに、結婚という大事なことを実際に利用してまで、全能神を裏切らせようとしたのです。

数日後、私は息子の溶接屋を訪れました。息子は顔をしかめて言いました。「お父さん、婚約者に言われました。李牧師が彼女の家族に、お父さんの東方閃電の信仰を伝えたと。彼女は、信仰をやめないなら結婚は取りやめだと言いました」。これを聞いて、ショックで怒りがこみ上げてきました。李牧師は本当に息子の結婚を利用して私を脅したのです。主の信者が、どうしてそんな卑劣なことをできるのでしょう？　ひどく落ち込む息子の顔を見て、辛い気持ちになりました。結婚式まであと18日前。これで破談になるのでしょうか。涙があふれました。息子は続けます。「お父さん、信仰をやめないなら、結婚の条件が3つあると彼女は言います。一つ目は父の子の縁を切ること。二つ目はあなたが年をとっても面倒は見ないこと。三つ目は親族と縁を切ること。母はもういません。家族のために、どうか東方閃電の信仰をやめてください」。息子の言葉と苦しそうな姿に心が引き裂かれました。全能神を信じたというだけで、牧師たちが私を敵扱いし、息子との縁も切らせようとします。なんてひどいのでしょう！　息子に言いました。「お前はもう大人だから、私が世話しなくても生きていける。私はもう歳だ。残りの人生を、信仰を実践し、神に追随して過ごしたい。わかってくれるね」。その後、背中を向けて溶接屋を出ました。家に帰って、神に祈りました。「全能神よ！　牧師はあらゆる手を使って私を困らせ、従わせようとします。息子は私と縁を切ります。私は今、とても弱気です。どうか私を導き、信仰を与えてください」。

翌日、全能神教会の林兄弟が家に来ました。私が彼に状況を話すと、彼は私に全能神の御言葉を読んでくれました。「神が人において行う働きのあらゆる段階において、それはあたかも人の手配により、あるいは人の干渉から生まれたかのように、外面的には人々の間の相互作用のように見える。しかし舞台裏では、働きのあらゆる段階、起こるすべてのことは、神の面前でサタンが作った賭けの対象であり、人は神への証しにおいてしっかりと立つことが要求される。ヨブが試練に会った時のことを例にとってみよう。秘かにサタンは神と賭けをしており、ヨブに起こったことは人間の行為であり、人間による干渉であった。神があなたがたにおいて行う働きの各段階の背後にはサタンと神との賭けがある。その背後にはすべて戦いがある。……人が行うすべては、その人が一定の代償を努力で支払うことを要求する。実際の苦難がなければ、人が神に満足してもらうことはできないし、神に満足してもらうことに近づくことさえなく、空虚なスローガンを吐き出しているに過ぎなくなる」（『言葉は肉において現れる』）。林兄弟が、この神の御言葉に照らし合わせて霊的な戦いを話してくれたので、牧師の邪魔や煽り、強要は、一見人間の仕業のようでも、実はサタンの妨害なのだがわかりました。神が働かれるところに、サタンは介入します。サタンは人類を救う神の働きを嫌います。だから人が神に従うのをあらゆる手段で阻止し、人を地獄に連れていこうとします。李牧師たちは、私を真の道から遠ざけようと何度も邪魔し、車をあげる、教会の資金や高齢者施設を管理させるとまで言いました。縁談も持ちかけました。どれもうまくいかないと、今度は息子の結婚を利用して脅しました。飴と鞭を使うなんて、本当に悪質です。

林兄弟はさらに、次のように言いました。「主イエスが現れて、働きを行われたとき、ユダヤ教の指導者たちは真理を嫌い、神を嫌いました。彼らは、主イエスの道に権威があることをよくわかっていました。しかし、それを吟味するどころか、必死に抵抗し、断罪し、主イエスを冒涜しました。人々を主イエスに従わせないように、できる限りのことをし、主の磔刑に手を貸したのです。それは、人々が主イエスに従ったら、自分は地位と生活を失うだろうと恐れたからです。聖書にもこのように書かれています。『そこで、祭司長たちとパリサイ人たちとは、議会を召集して言った、「この人が多くのしるしを行っているのに、お互は何をしているのだ。もしこのままにしておけば、みんなが彼を信じるようになるだろう。そのうえ、ローマ人がやってきて、わたしたちの土地も人民も奪ってしまうであろう」』『彼らはこの日からイエスを殺そうと相談した』（ヨハネによる福音書 11:47、48、53）。神は、人類を清め救う裁きの働きをするために、終わりの日に来られました。牧師たちは全能神の御言葉が真理だと知っていても、追求も考察もしません。必死に抵抗し、断罪し、他の人の追随を阻止さえします。彼らの本質は、主イエスに反抗したパリサイ人とどう違うのでしょうか。主イエスはずっと前にこれらの偽善者を断罪し、呪っていました。主イエスは言われました。『偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたは、天国を閉ざして人々をはいらせない。自分もはいらないし、はいろうとする人をはいらせもしない』（マタイによる福音書 23:13）。『偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたはひとりの改宗者をつくるために、海と陸とを巡り歩く。そして、つくったなら、彼を自分より倍もひどい地獄の子にする』（マタイによる福音書 23:15）。全能神の御言葉は、宗教指導者たちが神に反抗する本質と根源も明らかにしています。全能神は言われます。『荘厳な教会で聖書を読み、一日中聖句を唱える人がいるが、そうした人は誰一人として神の働きの目的を理解していない。そうした人は誰一人として神を知ることができず、ましてや神の心意と一致することなど到底できない。そのような人はみな、価値のない下劣な人であり、高い位置から神を説く。神を旗印に使いながらも、故意に神に反対する。神を信じていると断言しながらも、人の肉を食べ、人の血を飲む。そのような人はみな、人の魂を食い尽くす悪魔であり、正しい道を歩もうとする人をわざと邪魔する悪霊の頭であり、神を求める人を妨害するつまずきの石である。彼らは「健全な体質」をしているように見えるかもしれないが、神に対抗するように人々を導く反キリストに他ならないことを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか。彼らが人間の魂をむさぼり食うことを専門とする生きた悪魔であることを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか。』」（『言葉は肉において現れる』）。神の御言葉を読んだ後、宗教指導者たちが真理を嫌い、神に抵抗する悪魔的な本性をより理解できました。彼らは全能神に激しく抵抗し、全能神を断罪し、終わりの日の神の働きに証しをする兄弟姉妹を迫害します。神の羊を永遠に支配し続けるために。神の羊を自分のものにして、しっかりと管理したいのです。自分たちが天国に入れないから、信者にも入れないようにしているのです。自分たちが地獄に落ちるから、信者も道連れにするのです。悪魔の集団に他なりません！　牧師たちの妨害を個人的に経験していなければ、また、終わりの日に受肉した神が現れて働かれ、教会に隠れる悪いしもべと反キリストを露わにされていなければ、神に反抗する彼らの悪魔的な本質に気づかなかったでしょう。彼らに惑わされて、知らないうちに破滅させられたはずです。あの偽善的で醜い顔を見て、全能神に従う信仰心がさらに強くなりました。

前の教会の兄弟姉妹には福音を伝え続けました。ある朝、集会をしていると、李牧師と仲間が私の家に再び来て言いました。「東方閃電をやめるように何度も言いましたよね。あなたは話を聞かないばかりか、私の羊たちを奪い、東方閃電の教えを説きました。本当に私に対抗したいのですか？」私は言いました。「李牧師、そんなことを言うべきではありません。教会は神のものです。羊たちも神のものです。あなたは牧師に過ぎない。自分の羊たちだと、どうして言えるでしょう？　私が兄弟姉妹に福音を伝えているのは、彼らが神の御声を聴いて、神の御座の前に戻れるようにするためです。これは当然で、正しいことです。なぜその邪魔をするのですか？　誰もが弱く、後ろ向きになっています。霊的に枯渇し、闇の中にいます。いのちの糧を得ていません。全能神は御言葉を表し、私たちに永遠のいのちの道を与えてくれています。どうして読んでほしくないのですか？　真の道を知る権利と自由をどうして奪うのですか？　人々を真の道から遠ざける行為は、彼らを宗教に囚われさせ、渇きによって死なせることになるのでは？　そのような行為は良いしもべですか、悪いしもべですか？」すぐに李牧師の顔色が変わりました。彼は声を荒げました。「あなたは救いようがない。信仰において私たちに従わないなら、地獄で懲罰を受けるまで待つがいい」。私は言いました。「地獄に落ちるかどうかは、あなたが決めることではない。主の御声を認識する方法も主を迎える方法もわからないのに、どうして人を天国に導けるでしょう？　終わりの日のキリストだけが天国への入り口なのです。私は終わりの日のキリストを通じて永遠のいのちの道を見つけました。私のいのちに対する責任は、あなたではなく、神にある」。私の言葉を聞いた彼らは、落ち込んで帰って行きました。その後は誰も邪魔しに来ませんでした。

この霊的な戦いを乗り越え、私はサタンの策略を識別する力を少し得ました。また、牧師や長老は偽善的なパリサイ人に過ぎず、キリストを否定し、キリストに抵抗する反キリストだとわかりました。私は完全に彼らの束縛を逃れました。サタンに打ち勝ち、真の道にしっかりと立てるよう、全能神の御言葉が一歩一歩導いてくれました。心から神に感謝します！　これまでのあらゆる出来事を振り返ると、すべて大きな試みだったのだと思います。私は生と死の境をさまよっていました。神の御言葉の導きがなければ、サタンの策略を決して見抜けなかったでしょう。肉に従い、サタンに屈し、真の道を外れていたら、神をひどく裏切ることになったはずです。神の性質に背き、救いのチャンスを完全に失っていたでしょう。本当に危機一髪だったのです！　神の加護と救いに心から感謝しています！

お話を聞いて、見識を得ることができました。これで教会の牧師たちとの向き合い方がわかりました。神に感謝を！


24. 天国への道を妨げるのは誰か

マレーシア　蒙愛

夫が亡くなった年、私は深い絶望の中にいて、そのうえ子どもたちを育てるという重荷も加わりました。私の生活は突如として苦境に陥りましたが、私にはずっと主への愛があり、兄弟姉妹に助けられてこの困難なときを乗り切りました。主の愛に報いるべく、私は献金と教会への奉仕を30年以上にわたって続けました。その間に教会の繁栄を経験し、主の福音が広まるという素晴らしい出来事を見てきました。その一方で教会の荒廃と無力も目の当たりにしました。聖霊が教会で最初にその偉大な働きを始められ、私たちが牧師の説教を楽しんで聞き、そこから多くのものを得ていたときのことを振り返ると、兄弟姉妹のあいだにはまるで一つの家族のような相互の愛があり、みな団結して福音を広め、主の証しをしていました。その後、何が起きたのかはわかりませんが、牧師が説教することにもはや光はありませんでした。同じ古い話を何度も繰り返すばかりに思われ、信者は糧も施しもまったく得られなかったのです。彼らの信仰と愛は徐々に冷めていき、集会に来る人の数もどんどん減りました。奉仕に参加していた私たちもただ動作を繰り返すだけでした。みな聖職者の望み通りに振る舞い、神への奉仕をすることはまったくなく、それどころか他人の前で自分を誇示してその人たちを喜ばせようとするだけだったのです。このような奉仕が神の御心にかなっていないことはわかっていたので、私にとっては非常に苦痛でした。また、これから先の道をどう歩むべきか見当もつかず、無力感も覚えました。そのため主ができるだけ早くお戻りになり、それによってすべての問題が解決されることをますます強く願いました。

喪失感のまっただ中にいた2016年、私は終わりの日における全能神の働きを調べました。全能神の御言葉をたくさん読み、全能神教会の兄弟姉妹による交わりと証しに耳を傾けたことで、主イエスがはるか以前に受肉され、この世へおいでになって御言葉を表わされるとともに、神の家から始まる終わりの日の裁きの働きをなさってきたこと、そして主がそれをなさっているのは、ひとえに人類を完全に清めて救い、天国へと連れて行くためだということをついに理解しました。それまで何年間も考え続けてきた主の再臨の奥義が、全能神の御言葉によって明らかになったのです。主の再臨が２つの形態、すなわち密かな到来と公然たる到来に分かれることもわかりました。まず最初に、主は人の子として受肉されて密かにいらっしゃり、御言葉を表わされ、人を清めてお救いになり、災害に先立ち勝利者の集団をお作りになります。大災害が降りかかると、主は善に報いて悪を懲罰なさり、公然とおいでになって万国万民の前に姿を現わされます。そのとき、受肉されて密かにおいでになった神の働きはすでに終わっており、終わりの日における神の働きに抵抗してそれを断罪する人はみな、泣きわめいて歯ぎしりしがら大災害を迎えることになります。また兄弟姉妹は、人類をお救いになる神の働きの３段階、神の受肉の意義、および神は終わりの日における裁きの働きをどのようになさるかといった真理についても交わってくれました。そのとき、以前教会で奉仕していた際に神のお導きがなかった理由と、聖書を読むこと、祈ること、そして聖書を学ぶことの中に、前進する道がなかった理由がわかりました。また聖霊の働きを感じられなかった理由もわかりました。神はすでに新しい働きをなさっており、恵みの時代を終わらせて神の国の時代を始められたのです。聖霊はもはや恵みの時代の教会で働かれてはいないので、人々の霊はしおれて暗くなり、何の喜びも満足感もなく、霊のいのちに何の糧も得られません。神のお導きと指し示しのおかげで、私は全能神の御言葉の中に神のお声を認識することができ、終わりの日における神の働きを喜んで受け入れました。その後、兄弟姉妹は全能神の御言葉をオンライン経由で頻繁に分かち合ってくれました。全能神教会が制作した映画、歌と踊りの動画、音楽動画を視聴することで大きな糧がもたらされ、御座の前に導いてくださった神に心の底から感謝しました。神の御言葉による牧養と糧を享受し、神と向かい合って生きるという至福の生活に入ったのです。

ある日、教会の牧師の奥さんから突然メッセージが届きました。「どうして東方閃電の投稿に『いいね』を押したのですか。あなたはご自分のタイムラインに彼らが投稿するのも許していますが、それは主の御心に反することです。私たちの教会の人々が東方閃電による投稿を目にして全能神の言葉に興味をもてば、みな東方閃電に取り込まれてしまいます。そうなったらどうするつもりですか。二度と東方閃電の人たちと関わってはいけません。すぐに彼らの連絡先を消去すべきです……」。私はこう返信しました。「全能神教会の福音映画や賛美歌や音楽動画はどれも素晴らしく、私はそこから多くのものを得ました。だから『いいね』を押したんです！」私はその牧師の奥さんにもっとメッセージを送ろうとしましたが、それを打ち終えるより早く、彼女は全能神を攻撃して断罪し、全能神教会を誹謗することを山ほど言ってきました。彼女には主の再臨というこの大事件を調べる気などさらさらなく、自分の好きなように判断し、断罪する言葉を送っているだけだとわかったのです。私はこの件についてこれ以上話す気になれず、話題を変えました。

この出来事から数日後、楊牧師が私と話をしに来ました。しばらく世間話をしたあと、楊牧師は「オンラインで他の宗教集団を調べたのか」と訊きました。楊牧師がどうしてそんな質問をするのかわからず、私はこう答えました。「フェイスブックの友達はいろんな教派に所属しています。投稿した記事が正しくていいものだと判断したら、それを理解しようと努めて、そこに新しい光があるかどうかを確かめます。そうするのは間違いだとおっしゃるんですか」。すると楊牧師はさらに質問しました。「君は２年前に東方閃電に転向したのか。それに、頻繁にあんなことやこんなこと（それは終わりの日における全能神の働きを受け入れた姉妹のことなのですが、彼女がもともと所属していた教会の牧師によって、彼女の写真が投稿され、彼女は断罪されて捨てられたのです）を検索しているのかね……」。楊牧師による矢のような質問を耳にして、私は苛立ちを感じ始めてこう言いました。「全能神教会はいいところですし、そこには真理と聖霊の働きがあります。真理と聖霊の働きがあるところならどこでも、私はそれに従いますし、それだけが正しいことです。私たちの教会には新たな光がなく、私の霊は暗くなってそこで糧を見つけることができません。私は聖霊の働きがある教会、自分のいのちが真理の糧を得られる教会を見つけたいんです。東方閃電の教えは私の心を動かしていますし、全能神の御言葉はすべて真理です。私はそれによって糧を得られています。東方閃電を調べたのは間違いじゃありませんし、そうする自由があるんです」。すると楊牧師はこう言いました。「東方閃電の連中が宣べ伝えていることは聖書から外れている。聖書に記されている以外に神の御言葉はないんだ。連中の宣べ伝えていることが聖書から逸脱しているなら、それは間違いなんだよ」。私はこう返しました。「説教師が同じことを言うのを聞いたことがあります。だから私もそれと同じ見方をしていました。でも全能神の御言葉を読み、全能神教会の兄弟姉妹が交わってくれることを聞いたあと、その見方は自分の観念と想像に過ぎないことがわかるようになったんです。それは真理とまったく一致しておらず、事実とも合致していません。神はすべてを包含なさり、知恵に満ちていらっしゃいます。どうして神の御言葉と働きを聖書の中に閉じ込められるのですか。聖書にはこう記されています。『イエスのなさったことは、このほかにまだ数多くある。もしいちいち書きつけるならば、世界もその書かれた文書を収めきれないであろうと思う』（ヨハネによる福音書 21:25）。ここから、聖書に記録された神の御言葉と働きはあまりに範囲が限られていることがわかります。主イエスが当時おっしゃったことのすべてが聖書に書きつけられたわけではなく、まして再臨された主の御言葉などは記されていません。さらに全能神の働きは、主イエスが敷かれた基礎のうえに築かれています。全能神の働きと主イエスの働きは、１つの神の働きなのです……」。楊牧師は私の言葉に耳を傾けておらず、探し求めて調べることに一切興味を抱いていませんでした。全能神と全能神教会に抵抗し、それらを断罪することを言い続けるばかりで、私にこう尋ねたのです。「どのようにして全能神教会のウェブサイトを知ったんだ。他の誰かに全能神の働きを伝道したのか。君のお子さんにも伝道したのか。全能神教会に所属する人たちの名前を言いなさい……」。楊牧師はさらに、全能神教会の人たちとの集会に二度と参加しないよう求めました。自分の言うことを聞かずに全能神教会との接触を続ければ、教会から追放して他のどの教会にも行けないようにし、私の評判を徹底的に落とすというのです。私は目の前にいる楊牧師にショックを受けました。いつも親切で謙虚で、優しい言葉を語っていた楊牧師が、どうしてこんなに野蛮で理知のない人に変わってしまったのでしょう。私はこう言いました。「真理を調べるのは私の権利ですし、それを止める権利は誰にもありません。東方閃電の教えが真の道かどうかについては、まず何よりそれを無闇に裁いて断罪してはいけません。ご自分で全能神教会のウェブサイトを開いて調べたらどうですか。そこにはたくさんのコンテンツがあって、ありとあらゆる神の御言葉の本が掲載されているんです。全能神の御言葉が再臨された主イエスのお声かどうか、ご自分の目で確かめてください……」。楊牧師は私の言うことに決して耳を傾けず、抵抗と断罪を続けるばかりでした。そして全能神教会を去らなければならないと言って私を脅したのです。話せば話すほど、楊牧師はさらに一線を越えてきました。私はこの上なく腹が立って次のように言いました。「主イエスは『人をさばくな。自分がさばかれないためである。あなたがたがさばくそのさばきで、自分もさばかれ、あなたがたの量るそのはかりで、自分にも量り与えられるであろう』（マタイによる福音書 7:1-2）とおっしゃいました。全能神の御言葉と働きを調べたことがないのに、どうして自分の好きなように裁いて断罪できるんですか。そのように振る舞うのが主を敬うことなんですか」。私が自分の言うことに耳を傾けず、それどころか反論してきたのを目の当たりにして、楊牧師はそれ以上何も言いませんでした。

それからの日々、楊牧師は私の監視を始めました。それは私を大いに悩ませ、信仰の自由も奪いました。教会では、楊牧師の部屋と私の部屋は廊下を隔てているだけです。私がどうしているかを確かめようと、いきなり部屋に飛び込んでくることも度々あり、トイレに行くと言って廊下から私を見張ることもありました。ある日、全能神教会の姉妹２人がおしゃべりしようと私の部屋を訪れました。その姉妹が帰ると、楊牧師は私の助手を探しに行きました。その後、あの２人は誰だ、どうして来たんだなどと楊牧師から訊かれたことを、助手は私に教えてくれました。犯罪者を監視しているかのように、楊牧師は一日中私を見張りました。私はそのせいでひどい圧迫感を覚え、完全に自由を失いました。ある日、私は教会に行かず、兄弟姉妹とオンラインで行なう集会に参加しました。まさにそのとき、自宅の居間で真剣に集会のメモをとっていたところ、楊牧師が突然背後に現われ（ドアが開いていて誰でも部屋に入れたのです）、「何をしている。何を書いているんだ」と言いました。私は予期せぬ声を突然聞いて驚きのあまり飛び上がり、このような形で邪魔されたことに不快を感じて、何をしても落ち着きを取り戻すことができませんでした。そしてひどく腹が立って、「神への信仰の中で真の道を調べるのは正しくまっとうなことであり、クリスチャンがもつべき権利なのよ」と考えました。聖霊はもはや私たちの教会で働きをなさっておらず、信者はみな否定的になり、弱り、霊がしおれていました。闇に沈んでしまった環境の中で生きており、私は聖霊が働きをなさっている教会を探していたのです。神の足跡を探すのがどうして間違いなのでしょう。どうして楊牧師は私に目を光らせようとしているのでしょう。どうして私を自由にさせないのでしょう。

楊牧師が私を監視して邪魔しただけでなく、長老の１人が私に電話をかけて嫌がらせをすることもありました。その長老はこう言いました。「全能神教会の連中が宣べ伝えていることは聖書からはみ出している。君が主を信じているなら、これほど多くの慈しみを与えてこられた主を裏切ることはできないはずだ。良心を失うことはできないんだぞ……」。私はこう言って反論しました。「全能神と主イエスは同じ１つの神でいらっしゃいます。私は子羊の足跡に歩調を合わせているだけです……」。しかしどれほど言葉を尽くして説明しても、長老は楊牧師と同じでした。断罪と冒涜の言葉を吐き、私が終わりの日における全能神の働きを受け入れるのを妨げたうえ、私の交わりや忠告の言葉にも一切耳を貸しません。私はこの長老とこれ以上話す気になれなかったので、口実を見つけて電話を切ろうとしました。しかし長老は電話を切らせようとせず、通話を続けて私に嫌がらせをしました。そして、全能神への信仰によって、君は主のお恵みを忘れて主を裏切ったとまで言ったのです。私は黙示録にある「小羊の行く所へは、どこへでもついて行く」（ヨハネの黙示録 14:4）という聖句を思い出しました。全能神は主イエスによる贖いの働きを基礎として、御言葉を通じて人を裁いて清める段階の働きをなさっており、私が終わりの日における全能神の働きを受け入れたことは、自分が子羊の足跡に歩調を合わせていることをはっきり示しています。私が主イエスを裏切っているなどとどうして言えるのでしょう。当初、主イエスがおいでになって働きをなさったとき、ヤーウェを信じる人たちは律法を捨て、主イエスが宣べ伝える天国の福音を受け入れました。彼らは主イエスに従ったわけですが、ヤーウェの救いを忘れたのでしょうか。それはヤーウェに対する裏切りだったでしょうか。誤った考えではないのでしょうか。この出来事のあと、楊牧師は再び私に何度かメッセージを送信して、その中で全能神を冒涜し、抵抗し、断罪しました。このような忌々しい言葉を読んだ私はまたもや嫌悪を覚えて激怒しました。このような冒涜を口にできるのはサタンだけであり、教会の指導者である彼らが、神をまったく畏れず、ありとあらゆる冒涜の言葉を吐いたりするとはどういうことでしょう。そのことは主イエスによる次の御言葉を私に思い出させました。「また人の子に対して言い逆らう者は、ゆるされるであろう。しかし、聖霊に対して言い逆らう者は、この世でも、きたるべき世でも、ゆるされることはない」（マタイによる福音書 12:32）。神への冒涜は恐るべき重罪なのです。私は彼らの行ないを恐ろしく感じる気持ちが消えませんでした。しかし私がなんと言おうと、彼らは耳を塞ぐだけで何一つ聞こうとせず、ひたすら断罪と抵抗と冒涜を続けるだけなのです。私にはそれがまったく理解できませんでした。長老も牧師も聖書の知識があって神学を勉強しているし、全能神の御言葉はこれほど明確に語られているのに、どうして彼らはその御言葉を求めも調べもしないのでしょう。全能神の断罪と抵抗にひたすらこだわるのはどういうわけでしょう。

私はこの疑問を胸に、全能神教会の兄弟姉妹のもとに出向きました。すると林姉妹がこう教えを説いてくれました。「長老や牧師が終わりに日における全能神の働きを求めも調べもせず、それどころか狂ったように全能神を断罪し、抵抗する理由について、全能神ははるか以前にその問題の本質と根源を明らかになさいました。全能神はこうおっしゃっています。『あなたがたはパリサイ人がイエスに逆らったことの根源を知りたいか。あなたがたはパリサイ人の本質を知りたいか。彼らはメシアに関する空想に満ちていた。さらに、彼らはメシアが来ると信じていただけで、いのちの真理を求めなかった。だから今日になっても未だに彼らはメシアを待ち続けている。いのちの道に関して何の認識もなく、真理の道がどのようなものかも知らないからである。これほど愚かで頑固で無知な人々が、神の祝福を得ることなどあり得ようか。彼らがメシアを見ることなどできるだろうか。彼らは聖霊の働きの方向を知らなかったために、イエスの語った真理の道を知らなかったために、さらにはメシアを理解しなかったためにイエスに敵対した。彼らはメシアに会ったことがなく、メシアとともに過ごしたこともないために、彼らはみなメシアの名前にむなしく固執しながら、できる限りのことをしてメシアの本質に逆らうという過ちを犯した。これらのパリサイ人は本質的に頑固で、傲慢で、真理に従わなかった。彼らの神への信仰の原則は、「どれほど説教が奥深く、どれほど権威が高かろうとも、あなたがメシアと呼ばれない限り、あなたはキリストではない」というものである。これらの見方は不合理でばかばかしくないであろうか』（『神の出現と働き』「あなたがイエスの霊体を見る時、神はすでに天地を新しくしている」〔『言葉』第1巻〕）。『各教派の指導者を見てみなさい。彼らはみな傲慢で、独善的で、彼らによる聖書の解釈には背景がなく、自分自身の想像に導かれています。彼らはみな才能と知識に頼って働きを行ないます。彼らがまったく説教できなければ、人々は従うでしょうか。彼らにもやはり多少知識があるので、何らかの教義を説くことができたり、人を勝ち取る方法や、策略の活用法を知っていたりします。彼らはそれを用い、人々を自分たちの前に連れてきて惑わします。名目上、それらの人たちは神を信じますが、実際には指導者に従っているのです。そうした人が真の道を説く人物に出会うと、「私たちの信仰について、指導者に相談しなければならない」と言う人がいます。神に対する彼らの信仰は人間が媒介になっているわけですが、それは問題ではありませんか。それで、これらの指導者はどうなりましたか。パリサイ人、偽の羊飼い、反キリスト、人々が真の道を受け入れるのを妨げる躓きの石となったのではありませんか』（「真理を追求することだけが、神を真に信じることである」『キリストの言葉の記録』）。主イエスは最初においでになって働きをなさったとき、ユダヤの指導者たち、すなわち祭司長、律法学者、パリサイ人による狂ったような断罪と抵抗に見舞われました。彼らは最後に主イエスを十字架につけたのです。パリサイ人の祖先は神を信じ、律法に精通していました。では、彼らが主に抵抗して断罪し、主を十字架につけたのはなぜでしょう。神の御言葉から、それは傲慢で、自惚れていて、真理に服従しないという、彼らのサタン的本性によって引き起こされたことがわかります。主イエスはかくも多くの真理を表わされましたが、彼らはそれを探し求めも調べもせず、むしろ自分の見方に固執したのです。神に対する彼らの信仰はひとえに自分の観念と想像に頼っており、聖句を文脈から切り離すことで聖書を解釈しました。それによって彼らは盲目になり、神から啓きを得られなかったのです。彼らは聖霊の働きを知らず、真理を理解せず、神のお声を聞き分けることもできませんでした。それはまさに、次の聖書の聖句を成就したのです。「あなたがたは聞くには聞くが、決して悟らない。見るには見るが、決して認めない。この民の心は鈍くなり、その耳は聞えにくく、その目は閉じている」（マタイによる福音書 13:14-15）。終わりの日における宗教界の牧師や長老たちは、聖書と神学理論に重きを置いている点で当時のパリサイ人と同じです。自分の思考と想像に頼って主の御言葉を解釈し、主がお戻りになる方法を規定しています。頑固なまでに自分の観念と想像にしがみつき、真理を一切探し求めません。終わりの日における神の働きを調べないだけでなく、無闇に神に抵抗して断罪し、それによって自分の頑固さと、傲慢で真理に敵対するサタン的本性とをさらけ出します。神学を研究して聖書の知識を身につけていますが、だからといって少しでも真理を愛しているとか、真理を受け入れてそれに従えるというわけではありません。聖書の知識や神学理論を解説しても、その目的は自分の名声と評判を高めることだけです。自分の地位を守り、信者が尊敬のまなざしで自分たちを見上げ、崇め、自分たちに従うようにするため、そうしているのです。全能神の表わされる御言葉が真理であり、人を征服して救えること、真理を愛して神の出現を切望する多くの人が全能神の御言葉を読んで全能神に立ち返ったことを、彼らは知っています。そして全能神の御言葉は自分たちの地位と生計を脅かすものだと思い込み、狂ったように反撃し、全力を尽くして全能神を断罪し、抵抗しているのです。神の選民をいつまでも支配すべく、信者が全能神に立ち返るのをありとあらゆる手段で妨げ、妨害します。これが、長老や牧師たちが全能神の働きを求めも調べもせず、狂ったように全能神に抵抗し、断罪することの根源なのです。牧師や長老たちが現代におけるパリサイ人であり、信者が真の道を受け入れて天国に引き上げられるのを妨げるつまずきの石であることは、神に抵抗する彼らの悪行に見てとることができます。彼らは神に抵抗して敵対し、終わりの日における神の働きによって暴かれた反キリストなのです」。

全能神の御言葉と姉妹の交わりの言葉を聞いた私は、それを牧師や長老によるそれまでの言動と比べました。すると、全能神の御言葉がとても実践的に語られたこと、また牧師や長老が聖書に精通してそれを解説できるとしても、彼らに神の認識があるわけではないということがわかりました。彼らは働きの中で天分と知識に頼り、それによって自分を高め、他人が崇めて従うようにしています。表面上は神に仕えているように見えますが、実際には自分の観念と想像、地位と生計に仕えているのです。牧師と長老が私に嫌がらせと妨害を繰り返したことを通じ、私は彼らの正体を見抜くことができました。彼らは神を信じながら真理を求めず、神に仕えながら抵抗する反キリストだったのです。牧師も長老も今日に至るまで私への嫌がらせをやめていませんが、真理に敵対して神に抵抗する彼らの反キリスト的な本質を私はすでにはっきり目にしました。これ以上、彼らに嫌がらせされたり操られたりすることを許すつもりはありません。また終わりの日における全能神の働きが真実であることを完全に確信しています。最後まで全能神に従い、決してあきらめません。アーメン。


25. 真のキリストと偽キリストを識別する真理を身につけたあと、私は無闇に用心しないようになった

向往　マレーシア

私は小さいころから、教会の助祭と日曜学校の教師を務める母に従って主を信じてきました。よく母と集会に出て聖書を読み、成長後は児童グループから青少年グループに移りました。

青少年グループへの説教を担当する牧師は神学博士でしたが、牧師になるのは簡単なことではないとか、聖霊の啓きがなければ牧師の仕事をやり通すのはとても難しいとかいうことを、よく私たちに語っていました。そのため私たちはその牧師を崇拝し、この人こそ神がお喜びになる方、聖霊から啓きを受ける方だと信じていました。この牧師は私たちに説教するとき、聖書にある次の聖句をよく用いていました。「そのとき、だれかがあなたがたに『見よ、ここにキリストがいる』、『見よ、あそこにいる』と言っても、それを信じるな。にせキリストたちや、にせ預言者たちが起って、しるしと奇跡とを行い、できれば、選民をも惑わそうとするであろう」（マルコによる福音書 13:21–22）。そして、終わりの日には偽キリストが数多く現われると言ったうえで、いつも用心を怠らず、軽々しく他の説教を聞きに行ってはならないと私たちに注意するのです。特に、私たちのうちまだ聖書に強い基礎をもたず、霊的背丈が低すぎる人については、惑わされるのを避けるため、別の教派の誰かによる説教を聞くことも、読むことも、調べることもしないのが一番いいと言いました。

さらにこの牧師は、私たちが何としても絶対に避けるべき教会の名前を挙げましたが、そこには東方閃電も含まれていました。そのうえで、東方閃電に関して出回っている否定的な宣伝を私たちに伝えたのです。これを聞いた私のグループのメンバーは、その教会を避けようと口を揃えて言いました。また牧師は、私たちが頻繁に聖書を読み、欠かさず集会に出席し続け、定期的に霊のデボーションを行ない、自分の罪を主に毎日告白して悔い改め、いつも辛抱強く用心している限り、主がおいでになるとき天国に引き上げていただけるともしばしば説教していました。私はこの牧師の言うことを固く信じ、他の教会で行なわれる説教を軽々しく聞きに行こうとせず、牧師の指示をきちんと守って行動しました。このようにして、主のお戻りを待つ人々のあいだで、自分の場所をすでに確保したと思っていたのです。

2017年8月のある日、私たちの教会に所属する胡という兄弟が突然私の学校を訪れ、真剣そのものの口調でこう言いました。「君に伝えなければならないとても大事なことがあるんだ。君のお母さんとお姉さんが東方閃電を信じているようなんだよ」。私はその知らせを聞いてすっかり驚き、心の中でこう考えました。「牧師さんはいつも、東方閃電に関わっちゃだめだと私たちに注意しているんじゃないの？　ママがそれを信じだすなんていったいどういうこと？」すると胡兄弟は東方閃電にまつわる否定的な宣伝のいくつかを私に話したのですが、聞けば聞くほど私は不安とパニックを感じ、「どうしたらいいの？　どうしたらいいの？」と思わずにはいられませんでした。そのとき、胡兄弟がこう言いました。「急いで家に帰って、本当に東方閃電を信じ始めたかどうかお母さんに尋ねるんだ。でも、質問するときは何も知らない振りをしろ。まずはお母さんが言うことをちゃんと聞いてくれ。それから僕に会話の録音を聞かせてほしい」。母が道に迷ってしまったのではないかと不安だった私は、それに賛成しました。

果たせるかな、私が帰宅するやいなや、母はこう言いました。「主イエスが全能神としてお戻りになったのよ。終わりの日、全能神は人を清めて変え、罪の束縛から徹底的に救われるべく、神の家から始まる裁きの働きをなさっているの」。そして、これは人類をお救いになる神の働きの最終段階であり、それを逃せば私たちにはもう救っていただく機会がないと続けたうえで、あなたも神による終わりの日の働きを急いで調べ、全能神教会の集会に参加したらいいわと言いました。母がそう言うのを聞いた私は、胡兄弟から教えられた東方閃電にまつわる否定的な宣伝をすぐに思い出し、母の言うことに強い嫌悪を感じました。しかし母との会話をこっそり録音するため、私は自分の気持ちを抑えて母の言葉にじっと耳を傾けました。

翌日、母は私に、ネットにつないで全能神教会の人たちとの集会に出てほしいと言いましたが、私はすぐにそれを遮ってこう返しました。「ママ、私はその人たちの集会には参加しないし、ママも二度と参加すべきじゃないわ。ますますその人たちのほうに傾いているようね」。すると母は穏やかにこう答えました。「全能神教会の兄弟姉妹との集会に出て、彼らと交わるようになってから、私は聖書にある神の御言葉について新しい洞察と理解を得たわ。それに心の中で、彼らの説く教えは光に満ちていて、聖霊の啓きから生じたものだと確信している。しかも、全能神の御言葉のおかげで私の混乱はかなり解消されたし、いまは全能神教会には間違いなく聖霊の働きがあって、全能神の表わされる御言葉は真理だと絶対に確信しているのよ……」。その時点で私の心は東方閃電に関する観念で一杯になり、母が言うことを受け入れるなどとうていできませんでした。その後、私はネットに接続し、胡兄弟から教えられた東方閃電にまつわる否定的な宣伝を母に見せてから、次のように言いました。「わかった、ママ？　ネットで何もかもはっきり書かれているし、牧師さんも東方閃電を調べてはいけないとよく私たちにおっしゃってるわ。お願いだから、今後はもうこの人たちに関わらないと言って」。

しかし、母はその否定的な宣伝に目を向けず、辛抱強く私に話し続けるだけでした。「ねえ、中国共産党政府は神の来臨と働きを忌み嫌い、宗教的な信仰をもつ人を嫌悪する無神論組織なのよ。中国ではプロテスタントもカトリックも政府に邪教として断罪されたわ。聖書も邪教の書と断罪されて無数に燃やされたり破かれたりしたし、いまでは中国での販売すら禁じられている。プロテスタント教徒とカトリック教徒の多くが共産党政府によって逮捕され、迫害され、投獄され、中には障害を負ったり殺されたりした人さえいるわ。国際的な人権団体や西側諸国は中国共産党政府を何度も強く非難している。神に敵対するこうしたサタン的政権の言うことを本当に信じられるの？　神の来臨と働きを評価して断罪する資格が政府にあるの？　それに、私たちが神による終わりの日の働きを調べるのを牧師と長老が許さないのはどうしてなの？　彼らの行ないは主の教えにかなっている？　主イエスは私たちに『こころの貧しい人たちは、さいわいである、天国は彼らのものである』（マタイによる福音書 5:3）とおっしゃったわ。主の御言葉から、主が戻られたと誰かが証しするのを聞いたとき、私たちがそれを積極的に調べる心の広い探求者になることを、主がお望みになっていることがわかるわね。そうして初めて主の再臨をお迎えできるからよ。いいこと、主の信者である私たちが他人の意見に耳を傾けながら、主の御言葉に注意を払わないなんてどういうことなの？　牧師が言うことや、あのサタン的政権が広めている否定的な宣伝を真に受け、誰かが主の再臨を証しするのを聞いても受け身になって用心するなら、それは主の御心にかなうことかしら？　そうすることで主の御言葉に逆らっているんじゃないの？　イエスの時代におけるユダヤの信者たちは、主の御言葉と働きを求めも調べもせず、それどころかパリサイ人がでっち上げた主に関する噂を無闇に信じ、そのため主イエスに抵抗して断罪し、最後は主を十字架にかけて神に懲罰された。私たちはユダヤ人の失敗の教訓を学び、主をお迎えする機会を逃さないようにしなければならないのよ。黙示録では『耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい』(ヨハネの黙示録 2、3)と何度も預言されているわ。この聖句から、主はお戻りになるとき御言葉も表わされるので、私たちが主の再臨をお迎えしたいなら、神のお声に耳を傾けられるようにならなければならないことがわかるわね。全能神の御言葉を読んで調べることでのみ、それらが神のお声かどうかがわかるのよ」。そう言い終えた母は『終わりの日のキリストが語る言葉』というタイトルの本を手に取って私に差し出しました。

母が手にしているその本に視線を向けたものの、受け取ることはしませんでした。依然として母の言うことを受け入れられなかったので、私は「読みたくないわ」と言って母に背を向け、自分の部屋に行きました。

机の前に座ると落ち着きが戻り、先ほど母が言ったことを振り返りながらこう考えました。「ママが言ったことは本当は間違っていない。主はお戻りになったと東方閃電は証ししているけれど、私は全能神が表わされた御言葉を読んでもいないのに、牧師の言うことや、中国共産党政府が広めた東方閃電にまつわる否定的な宣伝を無闇に信じてしまった。自分勝手に判断したのは私のほうだわ。全能神が本当に主イエスの再臨でいらっしゃるのに、私が全能神を受け入れなければ、主をお迎えする機会を失ってしまう。でも牧師さんはいつも、終わりの日には偽キリストが現われると私たちに説教している。万が一私が道に迷ってしまったら、主への信仰がすべて無駄にはならないかしら？」心が揺れ動いて誰を信じればよいかわからなかったので、私は主を呼び求めました。「ああ主よ！　私はずっとあなたのお戻りを待ち焦がれていましたが、いまは終わりの日に現われる偽キリストに惑わされるのが不安です。ああ主よ！　東方閃電の人たちはいま、あなたがお戻りになったと証ししています。なので、あなたが本当に全能神としてお戻りになったのなら、どうか私を啓いてお導きになり、私があなたのお声を聞き分けられるようにしてください」。

翌日、集会に出るよう再び母に促された私は、しばらくためらったあと、ネットにつないで彼らの言葉に耳を傾けることにしました。集会が始まった直後、私はとても動揺し、兄弟姉妹が説く教えに耳を傾けてはいませんでした。やがて張という兄弟が、人類をお救いになる神の経営計画、神による３段階の働きの奥義、神が終わりの日になさる裁きの働きといった真理の側面について教えを説いてくれました。私の心は引き込まれ、聞けば聞くほどどれも新鮮で新しいと感じました。私はそれまで聖書学習のクラスに出席していましたが、牧師は神がなさった奇跡に触れるなど、神による働きの不思議な性質について語るばかりで、さもなければ過去の聖者がいかにして神に従い、神から託された使命を達成したかなどを話していました。人類をお救いになる神の経営計画に触れることなど一度もなかったのです。張兄弟が説く教えのおかげで、私は人類を経営する神の働きについていくらか理解できました。これらはどれも、長年聖書を読んできたにもかかわらず、私がまったく理解していないことでした。集会が終わるころには、私の心は変わっていました。まずは全能神による終わりの日の働きを調べ、母との会話の録音は消すことにしたのです。

３日目の集会で、私たちは賢い乙女と愚かな乙女の違いについて話し合ったのですが、そこで張兄弟がこう言いました。「賢い乙女が賢いのは、神の出現を待ち焦がれていて、神のお声をどう聞くべきかを知っているからです。彼女らは聡明で素質があり、真理を愛して求める人たちです。結果として主がお戻りになったという知らせを聞くと、積極的に求めて調べるのです。このような人が偽キリストに惑わされることはあり得ません。愚かな乙女は真理を愛さず、神のお声を聞くことに注意を払わず、どう聞くべきかもわかっていません。彼女らは混乱していて識別力がなく、主のお戻りについて自分の観念と想像にしがみつき、神の働きに抵抗してそれを断罪することしかできません。例えば兄弟姉妹の中には、主への信仰の中でその御言葉を聞くことに重点を置かず、その代わりに牧師や長老の言うことを信じる人がいます。牧師や長老がなんと言おうとそれを信じ、うわべは主を信じているものの、実際には牧師や長老に従い、服従しているのです。また、偽キリストにやたらと用心するばかりで、誰かが広める主の再臨の知らせを聞いたときでさえ、求めも調べもしない兄弟姉妹がいます。それは喉を詰まらせることを恐れて食事をあきらめるようなものではないでしょうか？　このような人が主の再臨をお迎えできるでしょうか？」

張兄弟の言葉に私は突然覚醒し、こう思いました。「そのとおりだわ！　私はいままでずっと牧師が宣べ伝えることを信じ、神による終わりの日の働きを調べてこなかった。全能神が本当に再臨された主イエスでいらっしゃるなら、自分は愚かな乙女だと暴かれたんじゃないかしら？　主イエスは『求めよ、そうすれば、与えられるであろう。捜せ、そうすれば、見いだすであろう。門をたたけ、そうすれば、あけてもらえるであろう』（マタイによる福音書 7:7）とおっしゃった。私はずっと主をお迎えすることを楽しみにしてきたけれど、全能神教会はいま主がお戻りになったと証ししている。私は賢い乙女になって、全能神による終わりの日の働きを積極的に求めて調べるべきだわ。それだけが神の御心にかなうことなんだから」。こうして私は、全能神による終わりの日の働きを引き続き調べようと心に決めたのでした。

翌日の集会の途中、私はこう質問しました。「兄弟、あなたは昨日、賢い乙女になるうえで鍵となるのは神のお声に耳を澄ませることだとおっしゃいましたね。私はいま、神による終わりの日の働きを調べるうえで従うべき道を見つけたような気がしています。ところが、私の牧師は説教の中で、終わりの日に偽キリストが現われて人々を惑わすとよく言っています。では、真のキリストと偽キリストをどう識別すべきでしょうか？　私には真理のこの側面がわからないので、どうかそれについて交わってくださいませんか？」

すると張兄弟はこう答えました。「あなたがお尋ねになった質問はとても重要です。と言うのも、私たちが主のお戻りをお迎えできるかどうかに直接関係しているからです。真のキリストと偽キリストの識別に関する真理を理解できさえすれば、偽キリストがどのように神を真似ようと試みても、私たちが彼らに惑わされることはありません。真のキリストと偽キリストをどう識別するかについて、主はこのようにおっしゃっています。『そのとき、だれかがあなたがたに「見よ、ここにキリストがいる」、また、「あそこにいる」と言っても、それを信じるな。にせキリストたちや、にせ預言者たちが起って、大いなるしるしと奇跡とを行い、できれば、選民をも惑わそうとするであろう』(マタイによる福音書 24:23-24)。主の御言葉は私たちに、終わりの日の偽キリストはおもにしるしと不思議を使って人を惑わすと教えています。偽キリストには真理がなく、彼らの本質は悪霊と悪魔の本質なので、神の過去の働きを真似ていくつかの単純なしるしや不思議を行なうこと、あるいは聖書を誤って解釈し、難解な教義でもって人を困惑させることしかできません。キリストだけが真理、道、いのちでいらっしゃり、真理を表わして私たちに道を示し、いのちを与えることがおできになります。キリストを自称しながら真理を表わせない人はみな間違いなく偽キリストであり、詐欺師です。そしてこの原則により、私たちは偽キリストについて基本的な識別力をもてるのです」。

兄弟が説く教えを聞いたあと、私は聖書のこの一節をじっくり読み返しましたが、そのとき突然すべてがはっきりしました。「そうだわ。偽キリストは大いなるしるしや不思議を行なって人々を惑わすと、聖書に本当に記されている。だとすると、聖書にとても精通しているあの牧師たちが、偽キリストを見分けるこの原則を見ていないのはどういうことかしら？」

次いで張兄弟は全能神の御言葉の一節を送信してくれました。「この時代に、しるしや不思議を起こし、悪霊を追い払い、病人を癒やし、多くの奇跡を行える人が現れて、またその人が自分は再来したイエスであると主張したなら、それはイエスのまねをしている邪霊による偽物である。これを覚えておきなさい。神は同じ働きを繰り返さない。イエスの段階の働きはすでに完了し、神は二度と再びその段階の働きをしない。……もし終わりの日に神がいまだにしるしや奇跡を示し、まだ悪霊を追い払ったり病人を癒やしたりしていたら、神がイエスとまったく同じようにしたならば、神はイエスと同じ働きを繰り返していることになり、イエスの働きは無意味で無価値ということになる。だから、神は時代ごとにひとつの段階の働きをするのである。ひとたびその段階の働きが完了すれば、すぐさまそれを邪霊がまねをし、サタンが神のすぐ後ろをついてくるようになれば、神は方法を変更する。ひとたび神が一つの段階の働きを完了すると、邪霊がまねをする。このことをよく理解しなければならない」（『神の出現と働き』「今日の神の働きを知ること」〔『言葉』第1巻〕）。

そして張兄弟はこう教えを説きました。「全能神の御言葉から、神は常に新しく、決して古い神ではいらっしゃらないこと、同じ働きを２度なさったことはないことがわかります。新たな段階の働きを始められるたび、神は新たな御言葉を発し、人に新たな実践の道を与えられます。たとえば主イエスがおいでになったとき、主は律法と戒律を公布する働きを繰り返されず、代わりにその働きを土台として全人類を贖う働きをなさるとともに、当時の人々に新たな実践の道を与えられました。一例を挙げると、主は人に対し、告白して悔い改めること、自分の敵を愛すること、赦しを学ぶこと、互いに愛し合うことなどを教えられたのです。いま、終わりの日においでになった全能神は再び悔い改めの道を表わされるのではなく、贖いの働きを土台とし、御言葉を通じて人を裁いて清める働きをなさっています。この段階の働きにおいて、神がしるしや不思議をなさることはなく、その代わりに私たちの堕落した性質を明らかにし、私たちの不義を裁くべく、実践的に御言葉を表わされています。神は同時に、私たちが完全な救いを得るうえで必要な真理を残らず授けてくださるとともに、私たちに性質の変化の道を理解させ、それによって自分の堕落した性質を捨て去り、神によって天国へと導いていただけるようにしてくださいます。一方、偽キリストの大半は悪霊に取り憑かれており、みな並外れて傲慢で馬鹿げています。彼らにできるのは主イエスによる過去の働きを真似て２、３の単純なしるしや不思議を行ない、人々を惑わすことだけです。しかし、死者を生き返らせるとか、魚２匹とパン５枚で5000人の空腹を満たすなどといった、主イエスがなさった大いなる奇跡について言えば、偽キリストがこうした業を真似ることなど到底不可能です。このような権威と力をおもちなのは神だけであり、偽キリストにはそのようなことなどとてもできないからです」。

兄弟の説く教えを通じて初めて、神が常に新しく決して古くはいらっしゃらないこと、偽キリストは神による過去の働きを真似し、２、３の単純なしるしや不思議を行なえるだけであることがわかるようになりました。しかし、彼らは神の働きを行なえないので、神の働きの裏にある原則を理解している限り、私たちが惑わされることはありません。これまで、私は惑わされることをいつも心配しており、そのため東方閃電による説教にあえて耳を傾けず、まして全能神による終わりの働きを求めて調べようともしませんでした。その代わり教会に閉じこもり、そこでの説教を聞いて主を讃美し、これが一番安全な道だとか、自分はいつか主と再会するはずだなどと考えていたのです。しかし、いまそれを振り返ると、受け身になって用心し、終わりの日における主のご発言を積極的に求めなかったせいで、私はまさに主をお迎えする機会を逃すところでした。

張兄弟はさらに教えを説きました。「神は真理、道、いのちでいらっしゃり、神の働きの原則によって真のキリストと偽キリストを識別することに加え、私たちはキリストの本質によっても両者を識別することができるのです」。張兄弟はそこまで言うと、神の御言葉の一節を送ってくれました。「受肉した神はキリストと呼ばれるので、人に真理を与えられるキリストは神と呼ばれる。ここには何の誇張もない。なぜなら、そのキリストは神の本質を有し、神の性質を有し、その働きには知恵があり、これらはどれも人間の手の届かないものだからである。キリストを自称しながら神の働きを行なえない者は、詐欺師である。キリストは、単なる地上における神の顕現ではなく、人の間で働きを行ない、それを完成させるにあたって神が宿った特有の肉体でもある。この肉体は誰でも取って代われるものではなく、地上における神の働きを適切に引き受け、神の性質を表わし、神を十分に象徴し、人にいのちを与えられる肉体である。遅かれ早かれ、キリストになりすましている者たちはみな倒れる。彼らはキリストを自称しながら、キリストの本質を何ひとつ有していないからである。ゆえにわたしは、キリストの真偽は人が定められるものではなく、神自身が答えて決めるものだと言う」（『神の出現と働き』「終わりの日のキリストだけが人に永遠のいのちの道を与えられる」〔『言葉』第1巻〕）。

そして張兄弟はこう続けました。「神の御言葉から、キリストは受肉された神の霊でいらっしゃることがわかります。神性の実質をおもちで、神の働きをなさり、神の性質を表わされるとともに、いつでもどこでも真理を表わし、人に糧を与えて牧養することがおできになります。また、人を救う働きがおできになるのもキリストだけです。たとえば主イエスはキリストでいらっしゃり、その来臨と働きによって律法の時代は幕を下ろし、恵みの時代が始まりました。イエスはまた御言葉をお語りになり、人に悔い改めの道を授けられるとともに、人が神の御心とお求めをはっきり知り、困難が生じた際に従うべき道をお与えになりました。主イエスの御言葉を通じ、人はどのように主に祈るべきか、どうやって互いに仲良くすべきか、いかに互いを赦し合うべきかなどを理解したのです。さらに、主イエスは愛情と慈悲に満ちたご自身の性質を表わされ、病人を癒やし、悪霊を追い払い、人に無限のお恵みを授けられました。最後は人類を贖われるべく十字架にかけられ、こうして全人類を贖う働きを完了なさり、私たちを律法の束縛と足かせから救うとともに、私たちが律法を犯したかどで断罪され、死に処される危険を免れさせてくださったのです。これらは主イエスがなさったことの一部に過ぎず、誰も主の代わりにそれをすることはできなかったはずです。主イエスの働きと御言葉から、主が真理、道、いのちでいらっしゃることがわかります。同じように、神は終わりの日に再び肉となられ、恵みの時代を終わらせ神の国の時代を始められました。数百万の御言葉を発せられ、裁きと清めの働きをなさり、威厳と怒りに満ち、背くことを許さない神の義なる性質を表わされるのです。全能神がお語りになる御言葉は、神の経営計画全体の奥義、および人の結末と最終的な終着点を明らかにするだけでなく、私たちが清められ、自分の必要に応じて真の救いを得るのに不可欠な真理を、完全にはっきり説明しています。たとえば、サタンはいかに人を堕落させるか、サタンの手中にある人の堕落の真相とは何か、神はいかに人の堕落した性質を裁いて清められるか、人はどのように神を信じて神に従うべきか、神はどのような人を愛し、どのような人を嫌って選り分けられるのか、人は神によって完全にしていただくべく、どのように追求すべきかなどといったことを、神は説明なさっています。私たちは神の御言葉の裁きと刑罰を経験することで、サタンによる自らの堕落の本質と根源をはっきり目の当たりにし、義にして聖く、背くことを許さない神の性質を理解するようになるのです。すると、私たちは心から後悔して神の御前でひれ伏さずにはいられなくなり、神への畏れと服従が膨らみ、徐々に自分の堕落したサタン的性質を捨て去り、罪の束縛から自由になって神による真の救いを得てゆきます。全能神のご発言と働きは、私たちに真理といのちと道をもたらします。全能神は神ご自身でいらっしゃり、肉となられたキリストなのです。偽キリストには神の本質がなく、真理を表わすことができず、まして人類を救う働きなどできません。もっともらしいことを言って人を惑わし、害を加えることしかできないのです。彼らの言うことに耳を傾けたところで何の糧も得られず、それどころか心がますます暗くなり、よりいっそう沈み込み、どこにも立ち返るところがなく、結局サタンに呑み込まれるのは避けられません。ゆえに、私たちは神のご発言と働き、そして神が表わされる性質から、神が受肉されたキリストでいらっしゃるかどうかを確かめられるのです」。

全能神の御言葉と兄弟が説く教えを聞いた私は、真のキリストと偽キリストをどう識別すべきかの真理をすっかり理解しました。キリストだけが真理、道、いのちでいらっしゃり、キリストだけが真理を表わして神ご自身の働きをなされるのです。キリストを自称しながら真理を表わせず、人を救う働きができない人はみな偽キリストです。私はようやく前進する道を見つけ、偽キリストに惑わされることを恐れて無闇に用心することも受け身になることもなくなりました。神に感謝いたします！

それから張兄弟は、受肉の奥義、神の働きと人の働きの違い、聖書の内幕といったその他の真理について教えを説いてくれました。聞けば聞くほど私は満足感を覚え、兄弟姉妹との集会に出るのを毎日楽しみにしました。集会が終わるたび、母と私は集会を通じて得た新たな光について話し合い、私は徐々に神による終わりの日の働きをいくらか理解するようになりました。しばらく探求と考察を続けたことで、全能神こそまさに再臨された主イエスでいらっしゃると確信するようになったのです。その後、私は神の来臨を待ち望むさらに多くの人たちに福音を広め、主のお戻りの知らせを伝えるようになりました。

その後、母と私は金曜礼拝に出席するため、以前の教会に出かけました。ところが集会の後、私たちが驚いたことに、牧師は全能神教会を誣告するビデオを流し始めたのです。全能神教会に向けられたでっち上げの噂や誹謗中傷を見た私は、怒りに駆られてこう考えました。「全能神教会はここで言われているものとはまったく違う。この人たちは全能神教会と接触したことがないし、神による終わりの日の働きを調べてもいない。どうして根拠もなく、神の働きを自分勝手に判断できるの？」

ビデオが終わると、その牧師と助祭２人、そして教会の理事２人が、母と私にここに残るよう言いました。すると「君たち２人はいま全能神の信者なのか？」と牧師から訊かれたので、私たちは「はい」と答えました。

そう口に出した瞬間、助祭の１人が突然立ち上がり、母を指さしながら激しい口調でこう言いました。「つまり、お前たちはいま全能神を信じているんだな？　明日以降、日曜学校で教えることは許さない。明日の午後、お前たちの家に行って教会の金を返してもらう」。

母は「どうぞいつでも取りにいらしてください」と答えました。

すると牧師が怒りも露わに言いました。「宗教界全体が全能神教会に抵抗してそれを断罪している。どうして連中と接触することにこだわるんだ？」

母はこう言って反論しました。「牧師さん、宗教界に真理はありますか？　宗教界に従うことでのみ私たちは主をお迎えできると、主イエスはおっしゃいましたか？　はるか昔、主イエスがおいでになって働きをなさったとき、ユダヤの指導者は主の働きを自分で求めたり調べたりするのを拒んだだけでなく、信者がそれを受け入れるのを阻止し、主イエスに関する噂をでっち上げることまでして、必死になって主に抵抗し、主を裁いて断罪したのです。結局、彼らは神の性質に背き、そのため神に呪われ懲罰されました。あなたたちの言うとおりであれば、つまり宗教界が抵抗して断罪する道は決して真の道ではないということであれば、あなたたちは主イエスの働きさえ否定していることになりませんか？　宗教界が全能神教会に抵抗し、それを断罪しているというので、あなたたちは神による終わりの日の働きを求めたり、調べたりすることを拒んでいます。それは主の御言葉にかなうことでしょうか？　あなたたちは教会の牧師と助祭なのに、どうしてわざわざ調べることさえせず、全能神による終わりの日の働きを自分勝手に判断し、それを断罪するのですか？　私たちは全能神の御言葉を数多く読み、それらが真理であり、神のお声であると確かめることで、全能神こそ再臨された主イエスでいらっしゃると確信するようになったのです」。私が驚いたことに、彼らは母の言うことを軽蔑も露わに無視するだけで、それをまったく受け入れませんでした。

それから母はスマートフォンのアプリを開き、全能神の御言葉を彼らに読んで聞かせました。すると教会の理事の１人が傲慢そのもの口調で話しだし、全能神を冒涜するようなことを言いました。母は怒りに駆られてこう言い返しました。「あなたは信じられないほど傲慢ですね。これらの御言葉は真理です。それがわからないんですか？　神のお声を聞いてそれが理解できないんですか？　あなたたちは本当に神の羊なんですか？」

彼らは冷笑を浮かべ、私たちにあざ笑うかのような視線を向けました。そして牧師が傲慢な口調で言いました。「我々がお待ちしている方は、手に釘で打たれた傷があり、ユダヤ人の姿でおいでになる主イエスだ。我々は主イエスのほか何も受け入れない。たとえ全能神の表わすことが真理としてもだ」。彼らがここまで頑ななのを見て、母と私は説得をあきらめました。彼らの振るまいが、主イエスに抵抗したパリサイ人の振る舞いとまさに同じであることが見て取れます。神を信じながら真理を求めず、神のお声に耳を澄ますことにも集中していません。それどころか傲慢で自惚れるばかりで、自分の観念と想像にあくまで固執し、神の働きを自分勝手に判断し、それに抵抗しています。神に仕えているように見えながら、実際には神に抵抗している人に他なりません。

次に牧師はこう言って私たちを脅しにかかりました。「我々は君たちに１ヵ月考え直す時間を与えよう。それでも全能神への信仰にこだわるなら、私は君たちを教会から追放する」。

私は腹が立ってこう言いました。「１ヵ月も待つ必要なんてないわ。いますぐ追放してちょうだい。私たちは時間をかけて神による終わりの日の働きを求めて調べ、全能神は再臨された主イエスでいらっしゃるとすでに確信したのよ。私たちはようやく神のお声を聞いたんだから、たとえ追放されなくても、この教会の集まりなんかもう２度と出席しないわ」。

すると牧師は声を潜め、ずる賢い口調で言いました。「それはだめだ。いま君たちを追放したら、兄弟姉妹は我々のことをどう思う？　ネットの集会に出ただけで君たちを追放したと言うだろうし、そうなれば我々が血も涙もない人間に映ってしまう。１ヵ月後、我々は教会の兄弟姉妹にこう言うつもりだ。自分たちは君らを説得しようと力を尽くし、考え直すのに十分すぎる時間を与えたが、結局君らは全能神を信じることにこだわって教会を離れることにしたので、我々はついに君らを追放した、とな」。

牧師がそのように言うのを聞いて私は嫌悪を感じ、これ以上何も言いたくなくなりました。そして母を引っ張ってその場を立ち去ろうとしたのですが、歩きだしたところで牧師がこのように警告しました。「全能神を信じようと信じまいと君たちの勝手だが、我々の教会の兄弟姉妹とこれ以上接触することは許さないぞ」。

私たちが教会をあとにしたとき、時刻はすでに深夜の１時でした。いままでの出来事を振り返ると、その道徳心と高潔さでいつも尊敬されてきた牧師や伝道師があのように振る舞えることがどうしても信じられません。ちょうどそのとき、神の御言葉が頭に浮かびました。「荘厳な教会で聖書を読み、一日中聖句を唱える人がいるが、そうした人は誰一人として神の働きの目的を理解していない。そうした人は誰一人として神を知ることができず、ましてや神の心意と一致することなど到底できない。そのような人はみな、価値のない下劣な人であり、高い位置から神を説く。神を旗印に使いながらも、故意に神に反対する。神を信じていると断言しながらも、人の肉を食べ、人の血を飲む。そのような人はみな、人の魂を食い尽くす悪魔であり、正しい道を歩もうとする人をわざと邪魔する悪霊の頭であり、神を求める人を妨害するつまずきの石である。彼らは『健全な体質』をしているように見えるかもしれないが、神に対抗するように人々を導く反キリストに他ならないことを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか。彼らが人間の魂をむさぼり食うことを専門とする生きた悪魔であることを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか」（『神の出現と働き』「神を知らない人はすべて神に反対する人である」〔『言葉』第1巻〕）。

私はずっと、牧師と長老は主に仕える人で、聖書について最高の知識をもち、神の御心にもっともかなう人のはずだと思っていました。主がお戻りになるとき、主をお迎えできるのはきっとこの人たちだと考えてきたのです。主の再臨の知らせを聞いたその牧師がそれを求めも調べもせず、あそこまで傲慢かつ独善的になって自分の観念と想像に固執し、神のこと、そして神による終わりの日の働きのことを裁いて断罪するなどとは想像もしていませんでした。神を畏れる心がまったくなく、ひたすら自分の地位と生計を守ろうと、「信徒を守る」という旗印のもと、信者が神による終わりの日の働きを調べるのを妨げ阻止しているほどなのです。神による終わりの日の働きを受け入れた信者について言えば、牧師と長老は教会からの追放という脅しで彼らを怯えさせ、教会に所属する他の兄弟姉妹が彼らのことを拒絶するように仕向けてさえいます。それらの兄弟姉妹に福音を宣べ伝えることができないようにするためです。なんとよこしまで悪意に満ちた人たちなのでしょう！　ユダヤの時代のパリサイ人は自分の地位と生計を守るべく、主に激しく抵抗して断罪し、主を十字架にかけました。今日の牧師や長老はパリサイ人とまさに同じ本質をもっています。彼らは終わりの日の神の働きによって暴かれた反キリストであり、人の魂を食い尽くす悪魔なのです。その瞬間、神のことも、神の働きのことも知らずに神を信じれば、どれほど苦しんでいるように見えようと、あるいはどれほど自分を費やしているように見えようと、その人は傲慢で自惚れた自分のサタン的性質に頼ることで、絶えず神に抵抗し、神の性質に背くということがようやく完全にわかりました。

そのとき、私は心の中で神に感謝を捧げ、神を讃美せずにはいられなくなりました。振り返ると、自分は牧師や長老の信心家ぶった見かけに惑わされ、常に彼らを崇拝し、彼らに従って服従していました。主をお迎えすることになると、私は彼らと手を携えて神に抵抗さえしたのです。神が彼らの正体を暴かれたおかげで、私はようやく牧師や長老の神を憎み真理を憎む悪魔的本質を目の当たりにし、彼らが私に仕掛けた迷宮をくぐり抜けて主の再臨をお迎えできるようになりました。私を救ってくださった神に心から感謝するとともに、神の愛に報いることができるよう、神への信仰の道で熱心に真理を追い求めていきたいと思います！


26. 心の扉を開いて主のお戻りをお迎えする

永遠アメリカ

1982年11月、私たち一家はアメリカに移住しました。みんな祖父の世代からずっと主イエスの信者なので、アメリカに到着してすぐ、ミサに参列できるようにニューヨークのチャイナタウンにある中華系の教会を見つけました。私たちは一度もミサを休んだことがなく、なかでも母と姉は熱心で、時間を見つけては神の祝福とご加護を求めて聖書を読んでいました。祭司はよくこう言っていました。「主は到来されるとき、人々を公然とお裁きになり、その種類によってお分けになります。心から悔い改め、懺悔して信仰を実践する者は天国に行くことができ、重大ではないが小さな罪を犯す者は煉獄の苦しみを被りますが、それでも救われて天国に引き上げていただくことができます。神を信じない者、重過ぎる罪を犯した者は、地獄の懲罰に苦しむことになります」。その言葉は私の心に烙印のような深い印象を残しました。それによって熱心に神を信じるよう駆り立てられた私は、どんなに忙しくてもミサを欠席することはありませんでした。

時はあっという間に過ぎ、2014年になりました。ある日のこと、同じ教区の人から出し抜けにこんなことを言われました。「あなたのお姉さんは全能神を信じるようになったんですね……」。彼は他にも全能神と全能神教会を誹謗中傷することをたくさん言いました。この予期せざる知らせを聞いた私はとても不安になり、姉が道を踏み外してしまったのではないかと心配になりました。姉が全能神の終わりの日の働きを受け入れたという知らせは、たちまち教会中に広がりました。祭司には姉と距離を取ったほうが良いと言われ、他の幾人かの教会員からも面と向かって全能神の誹謗中傷をたくさん言われました。神父や教区の他の人たちが何度も「手助け」した結果、私は彼らの言葉を信じて、姉は道を外れてしまったのだと決めつけるようになりました。神父や教区の人たちに姉の話はもう聞かないと伝え、機会があれば主イエスに懺悔できるように彼女をこちらに連れ戻してみると言いました。家に帰ってから兄弟たちに電話すると、彼らは私の味方になってくれました。みんなで一緒に姉を説得しようとしましたが、姉は堅く全能神を信じているだけでなく、全能神が主イエスの再来であることの証しもしたのです。そして神に救っていただく機会を逃さないよう、終わりの日における神の働きを受け入れるべきだと、私たちを説得しようとしました。でも私の心はすでに、神父や教区の人たちによって植えつけられた否定的な考えでいっぱいだったのです。姉がいかに教えを説こうが、どんな証しをしようが、私は聞く耳を持ちませんでした。

その後、母と私は全能神への信仰のことで姉と何度か口論しました。しかし彼女が何を言おうとも、私は神父の言うことやネットで見た噂のほうを信じ続け、全能神の働きを探し求めたり調べたりしてみようとはまったく思いませんでした。私たちの口論は解決に至りませんでしたが、やがて母が徐々に姉の教えと証しに賛同するようになったことに気がつきました。実際母は姉と「共同戦線」を張り、最終的には終わりの日における全能神の働きを受け入れたのです。こうなると私は心配になってきました。もし神父や教区の人たちの主張が本当なら、私の家族に何か起きた時どうなってしまうでしょう？私はいても立ってもいられず、姉と私の両方と親しい謙和さんという姉妹を訪ね、母と姉を説得してくださるようにお願いしました。ところが、彼女は説得に失敗したのみならず、彼女自身まで全能神の信者になってしまったのです。これには私も混乱しました。彼女は立派でとても熱心な探求者だったのに、姉と母を説得できなかったどころか、彼女自身まで全能神を信じるようになったとは、いったいどういうことでしょう？全能神の言葉には本当にそれほどの力があるのでしょうか？全能神の言葉は本当に人のいのちに糧を与えることができる、ということなのでしょうか？しかし、全能神を攻撃する神父や教区の人たちの言葉と、ネットで見た全能神教会への反撥や断罪を思うやいなや、私は心中にまた恐怖を感じ、二人との連絡を断ってしまいました。それから、母に会いに行くことはほとんどなくなりました。たまに訪ねてはすぐに帰るといった具合で、母や姉の教えを聞くことを拒みました。母と姉とのこの「冷戦」は一年半ほども続きました。

2016年3月のある日、教会の有力な信者の何人かが私の姉の説得に向かったと聞いたので、彼女の気が変わったかどうかを確かめにいくことにしました。姉に会い、どう思ったか尋ねてみたところ、彼女はこう言いました。「私は子羊の足跡に追いついて、全能神の道こそが真の道だと確信したわ。全能神は主の再来でいらっしゃるから、私がそのおそばを離れることは絶対にあり得ないの」。姉の強いまなざしとよく響く力強い言葉は、私の心をいくらか揺り動かし、好奇心を刺激しました。姉は家族の中で一番熱心な探求者だったし、教会での謙和姉妹も探求者で思慮分別を持つ方だった。母だって、主イエスに強い信仰を持っていた。それなのに、今はみんな全能神の信者で、全能神に従うようになってからいっそう信心深くなった。彼女たちの言葉にはより深い洞察があるし、誰もゆさぶったり論破したりすることができない。反対する人がこんなに多いのに、その人たちの前でこれほど大きな信仰心を保てるのは、いったいどんな力のおかげなのだろうか？終わりの日における全能神の働きが本当に真理の道だということはあり得るのか？全能神は本当に主の再来なのだろうか？姉と母と謙和姉妹が全能神の働きを受け入れてもう二年になろうとしているのに、三人にとってすべてが順調にいっているのを見ていると、神父の不要な警告や恐怖戦術も、私がネットで読んだことも、彼女たちには当てはまらなかったとわかる……。これに気づくと私の心は少し和らぎ、自分も全能神の言葉と働きを調べてみたくなりました。私がその考えを話したところ姉はとても喜び、全能神教会の姉妹が私に教えを説いて、終わりの日における全能神の働きを証しできるようにと、私を母の家に誘ってくれました。

その週末、私は母の家に車で向かいました。そこには姉と謙和姉妹、そして全能神教会から来た張暁さんという姉妹がいました。私が探求したいと聞いて特に喜んでくれたのは謙和姉妹で、私にこう教えを説いてくれました。「神が終わりの日においでになったのは、私たちを罪の束縛から救うために御言葉を表し、人々を裁いて清める働きをなさるというのがおもな理由よ。現在、恵みの時代にいる者は、罪を犯しては告解することを繰り返しながら生きている。熱心にミサに参列したり、聖書を読んだり、神父に告解したりしているけど、依然として嘘をついたり騙したりし続けて、傲慢や強欲、利己主義などの堕落した性質の中で生きているのよ。私たちは知らぬ間に罪を犯して神に抗い、この罪深い本性から逃れられる人も、告解や懺悔に頼って清められ、聖さを得られる人もいないわ。だからこそ、神が終わりの日に来られてなさってきた人々を裁いて清める働きを、私たちは受け入れる必要があるの。そうすることでのみ、私たちは罪の束縛から完全に逃れ、清められて変わることができて、神の救いを得られるようになるのよ」。私はこれを聞いて混乱し、こう尋ねました。「神父はよく、『小さな罪を犯した人々は、主が人々を公然と裁くために戻られたとき、煉獄の苦しみを終えれば天国に引き上げていただける、大きな罪を犯した者はまっすぐ地獄に堕ちて罰を受ける』と言っていました。お戻りになった神がなさる裁きの働きが人々を清めて救うことだと、なぜ言えるのですか？」すると謙和姉妹はこう答えました。「私も以前は神父の言葉を信じていたわ。お戻りになった主がどのように裁きの働きをなさるかについて、あなたと同じ観念を抱いていたの。でも、いま考えてみると、神父の言うことは本当に聖書に適っているかしら？神の御言葉に基づいているかしら？主イエスは煉獄があるとおっしゃったかしら？小さな罪を犯した者は煉獄の苦しみを終えた後に天国へ引き上げられるとか、大きな罪を犯した者だけが地獄に堕ちるとかおっしゃったかしら？もちろんおっしゃってないわ！それなら、こんな言葉はどこから来たの？明らかに人の観念や想像から来たもので、人間の憶測や推論にすぎないのよ。神の御言葉に適うものではまったくないし、神の働きの現実に沿うものでもないわ。それを守ることに何の意味があるかしら？」彼女の教えを聞いて、私は静かにうなずきました。姉妹は続けました。「いま、私たちはみな罪にまみれていて、清い者は誰もいない。神父の言葉によると、主がお戻りになってすべての人を公然とお裁きになるとき、小さな罪を犯した者は煉獄に送られ、大きな罪を犯した者は地獄に堕ちるということだったわね。そうだとしたら、私たちはみんな断罪され、地獄に堕ちる罰を受けることにならない？人類をお救いになる神の働きがすべて無駄になってしまわない？主イエスの到来に意味はあるかしら？」姉妹が説いてくれた教えは私の心に触れました。そのとおりです。たとえ神を信じていても、絶えず罪を犯して告解することばかり続けていたら、誰も清められることはない。事実、誰も神とお会いするのにふさわしくなれず、神が人々を公然と裁き、断罪し、罰せられるべくやって来られたとしたら、全員が地獄に行かなければならない。誰も救いを得ることができない……。そのとき初めて、「主が再来されてすべての人々を公然と裁かれるとき、大きな罪を犯した者はその場で地獄に落とされるが、小さな罪を犯した者は煉獄に送られ、そこでの苦しみを終えた後に天国へ引き上げられる」という言葉がいかに非現実的かに気づきました。人類をお救いになる神の御心とまったく一致していないのです。謙和姉妹は続けて言いました。「終わりの日における神の裁きの働きについて、全能神の御言葉にどう表されているか、みんなで見てみることにしましょう。全能神はこうおっしゃっています。『神は人を殺したり、滅ぼしたりするためにではなく、裁き、のろい、罰し、救うために来た。神の六千年の経営（救いの）計画が終了するまで、つまり神が範疇ごとの人間の結末を明らかにするまでは、地上における神の働きは人の救いのためであり、その目的は神を愛する人を純粋にすっかり完全にし、神の統治の下に服従させることである。神がどのように人を救おうとも、そのすべては人を古いサタン的な性質から脱却させることによってなされる。すなわち、神は人にいのちを求めさせることで救うのである。人がそうしなければ、神の救いを受け入れることはできない』（『神の出現と働き』「地位の祝福は脇に置き、人に救いをもたらす神の心意を理解するべきである」〔『言葉』第1巻〕）。『終わりの日には、キリストはさまざまな真理を用いて人間を教え、人間の本質を明らかにし、人間の言動を解剖する。そのような言葉は、人の本分や、人はいかに神に従うべきか、人はいかに神に忠実であるべきか、いかに正常な人間性を生きるべきかや、また神の知恵と性質など、さまざまな真理を含んでいる。これらの言葉はすべて人間の本質とその堕落した性質に向けられている。とくに、人間がいかに神をはねつけるかを明らかにする言葉は、人間がいかにサタンの化身であり、神に敵対する力であるかに関して語られる。神は裁きの働きを行うにあたって、少ない言葉で人間の本性を明らかにすることはない。むしろ長い期間にわたり、それをさらけ出し、取り扱い、刈り込む。このような方法のさらけ出し、取り扱い、刈り込みは通常の言葉が取って代わることはできず、人間が一切持ち合わせていない真理でなければ取って代われない。このような方法のみが裁きと呼ばれることができる。このような裁きを通してのみ人間は屈服し、徹底的に納得して神への服従に向かうようになり、さらに神についての真の認識を得ることができる。裁きの働きがもたらすのは、神の真の顔と人間自らの反抗的性質についての真相を人が認識することである。裁きの働きにより、人は神の心、神の働きの目的、人には理解することのできない奥義についてかなり理解できるようになる。また、それにより人は自分の堕落した本質と堕落の根源を認識し知るようになり、人間の醜さを発見する。これらの効果はすべて、裁きの働きによりもたらされる。それは、実際に、この働きの本質は神を信じる人すべてに神の真理、道、いのちを開く働きだからである。この働きが神による裁きの働きである』（『神の出現と働き』「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」〔『言葉』第1巻〕）。」

神の御言葉を読み終えると、張暁姉妹がこう教えを説いてくれました。「全能神の御言葉は、終わりの日における裁きの働きの意義、裁きの正確な本質、そして人に対する裁きの働きの結果をはっきりさせてくださいます。神の裁きの働きは、私たちが考えたり想像したりするように、人々を殺すことでも罰することでもありません。そうではなく、この働きは御言葉を利用して人々の考えや言動を明らかにし、私たちに深く根づいている、神を拒むサタン的本性や堕落した性質を根絶するものです。私たちがサタンによってどう堕落させられてきたかを認識させつつ、神の正しく聖い性質を知らしめてくださるのです。これらを理解したとき、私たちは自己嫌悪を感じはじめ、それが真の悔い改めと、神への真の崇敬を生み出すのです。神の御言葉の裁きを通じて、私たちは真理をより深く理解してそこに到達することができ、自然と真理を頼りに生きることができるようになります。こうすれば、どんなにサタン的なものを内に持っていたとしても、それを徐々に捨て去り、神との調和を得ることができるのです。その後は神に抗ったり拒んだりすることがもはやなくなり、本当の意味で神に従うことができます。救いを得るとはひとえにそのようなことです。サタンに堕落させられた後、私たちはもはや人間らしさをもたず、正しい人々が有するべき良心や理性も失っています。それに代わって傲慢、自信過剰、利己心、不実、およびその他のサタン的性質で一杯になるのです。物事に対する態度や考えも、神と相容れなくなります。例えば、終わりの日における神の働きを目の当たりにしたとき、受け入れるものがみな違っていたり、神の御言葉に基づいているかどうかを考えることなく、誰もが自分の観念にこだわったりするでしょう。神の御心を探し求めることなく、自分の考え方が正しいと無闇に信じ込むでしょう。神の働きが自分の観念や想像に一致しなければ、神について勝手な判断を下し、神を否定したり、攻撃したり、断罪したりするでしょう。これは私たちの傲慢な性質の結果です。このようなサタン的本性を持つといともたやすく神を拒みがちになるので、神に裁きの働きの段階をなさりに来ていただき、私たちのサタン的性質を清め、変容させていただくことが急務なのです。そうでないと、誰も堕落から逃れて救いを得ることができないでしょう」。

全能神の御言葉とこの姉妹の教えを聞くと、私の心は突然晴れて開かれ、すべてが腑に落ちた気がしました。いくつかきちんと理解できていないことはありましたが、神の働きの中の叡智や、神が人にどれほどの愛をお持ちかは感じることができました。以前私は、神がおいでになって人類を裁かれることに関して、人は地獄に行くか煉獄で苦しむかのどちらかだと考えていました。実際のところ、神の裁きの働きは私たちの想像とはまったく違うもので、神が肉をまとっておいでになり、実践的な形で真理を表され、裁きの働きをなさることなのです。神はこのようにして人々を清め、お救いになるのです。神の裁きの働きにはこんなにも意味があり、それこそまさに私たち堕落した人類が必要としていることなのです！

これらのことを興味深く聞いていると、夫から車を使いたいという電話がありました。今回、私がそのすべてを聞けたとみて、母は出発しようとする私に『小羊が開いた巻物』というタイトルの本を渡してくれました。その中にある御言葉は神ご自身のお声だというのです。母はまた、全能神の御言葉を読むようにと私に強く勧めてくれました。家に帰ってから、時間があるときはいつもその本を読みました。全能神の御言葉を読むことで、私は多くの真理を理解し、かなりの量の知識を得ました。同時に、人の魂の深さを神が吟味なさっていることも実感しました。全能神の御言葉の一言一句が私の心を貫き、堕落した内なる本性をあらわにしました。神の御言葉がいかに私たちの堕落をあらわにするかを見て、神がそれをとりわけ嫌っておられるのを感じることもありました。神が私たちへのお怒りを示しておられるように見えて、麻痺して鈍った私の心はすぐに大きく動かされました。神に対する畏怖が私の心に育ち、畏れも知らずに罪を犯していた以前の私ではなくなったのです。多くの経験と、神の御言葉の啓示とお導きを通じて、私は全能神の裁きの働きが本当に人々を罪から救い、罪から逃れられるようにすることができるものだと理解しました。神の御言葉と働きはなんと実践的なのでしょう！過去二年にわたって神の終わりの日の働きに抗ってきたことを考えると、深い後悔を感じました。自分が愚かで無知だったこと、そして主イエスの再来という重大な件を理解しようとも調べようともしなかったことに、自己嫌悪をおぼえました。それどころか、私は盲目的に噂に聞き入り、神を閉め出し、神を断罪し、神に抗ったのです。もう少しで主の終わりの日の救いを失うところでした。私はなんと愚かだったのでしょう！全能神に対する中傷や決めつけや冒瀆、そして全能神教会に対する誹謗はすべて、サタンによる欺瞞以外の何物でもないことがはっきりとわかりました。これらは人々を混乱させて罠にはめ、終わりの日における神の働きを受け入れることを邪魔すべく、サタンが特に使う計略なのです。私がサタンの欺瞞を信じることはもうありません。将来何と出会い、何を耳にしても、常に神の御言葉と現実に従って善悪を判断します。サタンの嘘や策略に耳を貸すこともありません。そうすることでのみ、神の御心に適うことができるのです。私はこのことを胸に、慈悲と救いを与えてくださった全能神に心から感謝しました。私の反逆や抵抗のせいで神が私の救いを諦められることはなく、人々に福音を届けさせて私をもう一度神の家に戻すという采配を続けてくださったのです。神の愛はなんと偉大なのでしょう！『心のふれあいの歌』の音楽動画にこのような歌詞があります。「ここにいる一人は肉に宿る神彼が言うこと為すことその全てが真理彼の知恵と義その全てを愛する神に会い、神を持ち私はほんとうに幸いだ」。私はこれを聴くたび、ひときわ心に感動を覚え、力を与えられます。主の再来を歓迎し、神の御言葉に直接触れられる自分はなんと幸運なのだろうと感じるのです。なんと素晴らしい祝福なのでしょう！

その後、私は全能神教会での教会生活に加わりました。兄弟姉妹は一緒に賛美歌を歌い、踊り、神を賛美します。神の御言葉を読んで、あらわにされるべき堕落があれば心を開き、それについての教えを説きます。全能神の御言葉に関する各自の知識や経験をみんなで語り合い、実践と入りの道を探求します。教会でのこのような生活にはとりわけ解放感があり、私は大いに糧を得ています。聖霊が作用しているこのような教会だけが神の家になり得るのだと、本当の意味で気づくことができました。ここが私の居場所です。いまの私は全能神こそ主の再来でいらっしゃると完全に確信していて、最後まで全能神について行こうと決心しています！


27. 主との再会

堅定（アメリカ）

私はカトリックの家庭に生まれ、小さな時から母に聖書を読むように教えられました。中国共産党が内戦の後に国家を建て直している時代で、党があらゆる宗教を抑圧していたこともあり、私が教会に行って説教を聴くことができたのは二十歳になってからでした。司祭はよくこう言っていました。「私たちカトリック教徒は、自分の罪をちゃんと告白して悔い改めなければなりません。悪ではなく善を行ない、ミサには必ず参列しなければなりません。終末の日には、主が降臨されて全ての者をお裁きになり、ふるまいに応じて人々を天国か地獄にお送りになります。最悪の罪人は地獄で永遠の罰を受けますが、小さな罪を犯した者は、その罪を主に告白して悔い改めるのであれば、まだ天国に行くことができます。主を信じない者は、どんな善人であろうとも天国に辿り着くことはありません」。これを聞いたとき、私は自分がカトリックの信仰のもとに生まれた幸運を喜びました。地獄で苦しまず天国に行けるように真剣に探求し、もっとひんぱんにミサに参列して、主に罪を告白して悔い改めようと自分に言い聞かせました。定期的に教会に行ってミサに参加する決意を固めたのはこの時でした。また司祭はそのとき主は2000年に戻って来られるとも言いました。みんなそれを聞いて大喜びし、主の再臨を待ちながらそれぞれが従事していることにとても熱心に取り組むようになりました。しかし、2000年がやって来て過ぎ去っても、主の再臨の兆しは全くありませんでした。私の教会の信者の多くは信仰を失い、ミサに来る人はどんどん減っていきました。私もがっかりしましたが、他の人がどうであれ、私の主への信仰心が揺らぐことはないと感じていました。なぜなら、私はそれまでに何度も主のご加護によって危機を安全に回避するという経験をしていたからです。主のご加護がなければ、私はずっと前に死んでしまっていたに違いないので、主への信仰を失うような恩知らずなことをするつもりもなかったのです。

その後、私は周りの人達からアメリカは「地上の楽園」だと聞き、そこに言ってみたいと強く思うようになりました。そこで2014年の12月、一家全員でアメリカへ移住することになったのですが、アメリカでの実際の生活は心に思い描いていた美しいものとは全く違っていました。最初は、アメリカでの何もかもが未知のものでした。私たちは見知らぬ国に来たよそ者だったのです。環境も気候も慣れ親しんだ中国とは全く違い、私はじきに体調を崩すようになりました。身体が弱って怠く、完全に元気を失うことがよくあったのですが、医者に診てもらってもどこにも異常は見つかりませんでした。どうしようもなくなった私は、主のご加護を得ようと、さらに真摯に祈るようになりました。祈りを続けながら、私はミサに参列できる教会を探し始め、やがて中華系キリスト教会を見つけました。しかし、何度か訪れたあと、私は教会は日常的な社会とそんなに変わらないと気づきました。教会員たちは表面的には友好的でしたが、その関係は権力とお金に支配されていたのです。こんな状況を教会の中で見たことには本当に失望しました。私は心の中で思いました。「あぁ、主よ。いつお戻りになるのですか？主がお戻りになれば、善人は悪人から分けられ、世界は浄化されるでしょう」。ミサには行き続けましたが、神の臨在を教会で感じることはどうしてもできませんでした。そのせいで私はよくがっかりして落ちこみ、私の信仰にも影響を及ぼしました。

2015年7月のある日、州外で働いていた私に妻が電話をかけてきました。妻は興奮して言いました。「主がお戻りになったの。御言葉を発せられて、終わりの日における裁きの働きをなさっているのよ！一緒に神様の新しい働きを受け入れられるように、すぐに帰ってきて」。これを聞いて、私は少し疑り深くならずにはいられませんでした。「主がお戻りになられたって？どうしてそんなことが可能なんだ？主がお戻りになるのは、世界を裁いて、善を悪からお分けになるときだ。でも善と悪は今もごちゃ混ぜだ。なぜ妻は主がお戻りになったなんて言ってるのだろう？別の信仰でも見つけたのか？これまでずっとカトリックだったのに、その道を今になって外れることなんてありえない！」そう思った私は早々に仕事を済ませて、家に帰ったのです。

家に戻るとすぐ私は妻に尋ねました。「どうして主がお戻りになられたってわかるんだい？信仰の道を外れてしまったんじゃないだろうね？主が裁きの働きをなさるためにお戻りになったと君は言うが、今でも善と悪はごちゃ混ぜのままだし、それがどうして主がもうお戻りになられているという事になるって言うんだい？主の再臨をお待ちするのはいいけれど、主を裏切るようなことはできないよ！」妻は私の言い分を聞いた上で辛抱強く答えました。「大丈夫、心配しないで。私も主の再臨については今知ったばかりなの。全能神教会がいま主の再臨の証しを立てていて、全能神が神の家から始まる裁きの働きをなさるために真理を表されているの。私は細かいことまではわからないけど、全能神が表されたお言葉をネットでたくさん読んでみて、私はそれが全て神様の声だって確信しているの。主は『わたしの羊はわたしの声に聞き従う。わたしは彼らを知っており、彼らはわたしについて来る。』（ヨハネによる福音書 10:27）とおっしゃった。全能神が再臨された主かどうか、一緒に全能神教会に行って見てみればわかる。そうでしょう？」妻の言い分は理にかなっていたし、主が裁きの働きをなさるためにお戻りになるということも聖書の預言に則していたので、妻と一緒に教会を見に行っても問題はなく、それから決断すればよい、と思いました。

そこで妻と私は張さんという全能神教会の兄弟の家にお邪魔しました。王さんや李さんなど、他のカトリックの兄弟姉妹も何人か同行しました。仲間が大勢いたことで、私は大いに安心しました。形式的な挨拶が済むとみんな席につき、私は兄弟姉妹たちに尋ねました。「主がお戻りになって裁きの働きをなさるとき、善人は悪人から分けられ、善人は天国で主に迎えていただき、お目にかかることができるが、悪人は地獄に落とされて罰を受ける。私は主の再臨をそう理解しています。あなたは主がお戻りで裁きの働きをなさっているとおっしゃるが、そういったことが起きるのを我々が目にしていないのはいったいどういうことでしょうか？」王兄弟が答えました。「堅さん、私もかつては同じ事を考えていました。また、主の再臨とは善人が悪人から分けられ、善人は天国でとこしえに生き、悪人は罰せられることを意味していて、そういった事が起きているのを目にしないということは主がお戻りになられていないということの証しだと考えていました。でも、全能神の御言葉を読んでみて、それらが私たちの観念や想像でしかなく、神の働きの現実ではなかったことに気づいたのです。終わりの日において神が裁きの働きをなさる方法は、神のみが計画し準備なさるものです。神の知恵は天界を凌駕し、神の目には人間は塵の一片ほどの小ささなのに、どうして私たちが神の働きを推し量ることができるでしょうか？聖書にはこうあります。『だれが、主の霊を導き、その相談役となって主を教えたか』（イザヤ書 40:13）。『見よ、もろもろの国民は、おけの一しずくのように、はかりの上のちりのように思われる。見よ、主は島々を、ほこりのようにあげられる』（イザヤ書 40:15）。私たちはみなそれぞれの頭の中に考えがあるので、神の働きについて好きなようにあれこれと憶測することができますが、神が私たちの想像に従って働きをなさることは絶対にありません。もし私たちが想像で神の働きの限界を決めてしまったら、それはとても傲慢なことではありませんか？では、神はどのように裁きの働きをなさるのでしょう？どのように善人を悪人からお分けになるのでしょうか？それを理解するために、全能神の御言葉から何節か読んでみましょう。全能神はこう言われています。『裁きの働きは神自身の働きであり、そのため当然ながら神が自ら行わなければならない。それは神の代わりに人が行うことはできない。裁きとは真理を用いて人類を征服することなので、この働きを人のあいだで行うために神が受肉した姿で再び現れることは疑いもないことである。つまり、終わりの日においてキリストは真理を用いて世界各地の人々を教え、彼らにあらゆる真理を知らしめる。これが神の裁きの働きである』（『神の出現と働き』「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」〔『言葉』第1巻〕）。『終わりの日はすでに来ている。すべての被造物は種類ごとに選り分けられ、その本性を基にして異なる種類に分けられる。その瞬間、神は人の結末と終着点を明らかにする。もし人が刑罰と裁きを受けなければ、その人の不従順と不義を暴く術はない。刑罰と裁きを通じてでなければ、すべての被造物の結末を明らかにすることはできない。罰せられ、裁かれて初めて、人は本当の姿を示す。悪は悪と共に、善は善と共に置かれ、すべての人は種類ごとに選り分けられる。刑罰と裁きを通じ、すべての被造物の結末が明らかにされ、それによって悪人は罰せられ、善人は報いられる。そして、すべての人が神の支配に従属することになる。この働きのすべては義なる刑罰と裁きを通じて達成されなければならない。人の堕落は頂点に達し、人の不従順は極度に深刻になってしまったので、おもに刑罰と裁きから成り、終わりの日に明らかにされる神の義なる性質だけが、人をすっかり変えて完全な者とすることができる。この性質だけが悪を暴き、よってすべての不義なる者を厳しく懲罰することができる』（『神の出現と働き』「神の働きのビジョン（３）」〔『言葉』第1巻〕）。『わたしが征服の働きをする目的は、単に征服することそのものにあるのではなく、征服することによって義と不義を明らかにし、人に対する懲罰のための証拠を入手し、邪悪な者を罪に定め、更に、進んで従う者達を完全にするために征服するのである。最後には、全ての人がそれぞれの種類に従って分けられる。完全にされた全ての者には従順に満ちた考えと発想がある。これが最後に完成される働きである。しかし、反抗的なやり方に満ちている者は罰せられ、燃える炎の中に送られ、永遠の呪いの対象となる』（『神の出現と働き』「真心で神に従う者は、必ずや神のものとされる」〔『言葉』第1巻〕）。神が裁きの働きをなさりに来られるとき、それは麦と雑草を、羊と山羊を、善きしもべと悪しきしもべを直接分けるものとだという観念を私たちはもっています。言いかえれば、性質によって人々を区別する、ということです。でも少し考えてみると、今現在世界には二十億人以上ものキリスト教徒がいて、その全てが神を心から信じ、愛していると言っているのです。どうやったら善と悪を、義と邪悪を見分けることができるのでしょう？神があなたは善で私は悪だとお決めになったとしたら、自分も善人だと思っている私は納得がいきません。もし神が私は善人で誰か他の誰かは邪悪だと決めたら、その人も納得しないでしょう。ではいったいどうすれば誰が善で誰が悪かがわかるというのでしょう？わからないのです。なぜなら我々人間にはそんなことを測るための原則や基準がないからです。もし神が物事をこのようにお決めになったら、神を不公平で不正だと思い、私たちはそんな決定に従わず、観念を抱くことでしょう。それでは人々をそれぞれの性質に基づき区別する働きはどのように展開するのでしょう？終わりの日にお戻りになられた主は、つまり終わりの日のキリスト、全能神は、裁きの働きをなさるのに真理をお使いになるのです。全てのキリスト教徒にとって、誰が麦で誰が雑草かも、誰が山羊で誰が羊かも、誰が善きしもべで誰が悪しきしもべかも、誰が賢いおとめで誰が愚かなおとめかも、すべてが真理を通じて、神の御言葉を通じて明らかにされるのです。賢いおとめとは真に神を信じ、真理を愛する人です。この人は、誰かが神の到来を証言していると聞いたら外に出てそれを歓迎し、神の御言葉と働きを積極的に調べます。神の声を聞き分けてその終わりの日における働きを受け入れ、最終的には神の裁きを通じて浄化と完全な救済を得ます。大いなる災厄の間も神のご加護を受けて生き残り、最後には神の国へと迎え入れられます。対照的に、愚かなおとめは真理を愛することなく、自分の観念や想像にしがみついたり噂を信じたりすることに固執します。終わりの日における神の働きを探求したり調べたりすることもなく、宗教指導者に従って神に抗って神を断罪したり、終わりの日における神の救済を拒む者までいます。これらすべての理由から、愚かなおとめは神の終わりの日における働きにより悪人であると暴かれ、除かれます。大いなる厄災のあいだ、罰をうける運命なのです。このように、終わりの日において人を種類別に分ける神の働きは、私たちの観念や想像に従ってなされるのではないということがわかります。かわりに、神は人々を暴く働きを、裁きの方法をお使いになってなさり、最終的には、真理を受け入れているか拒んでいるかに基づいて皆が完全にあらわにされて、それぞれの性質に分けられる、という結果になるのです。これこそが神の知恵、神の公平さ、神の義ではありませんか？」

全能神の御言葉と王兄弟の教えを聞いて、教会の司祭が「主がやって来られるとき善と悪は分けられる」ということについて言ったことを思い出し、その観念はあまりに曖昧で非実用的で、まったく神の働きの現実に合っていないことに気づきました。私たちはみんな罪にまみれて生き、罪を犯しては告解することを続けていますが、その循環から逃れることはできずにいます。では本当に良い人々とは誰なのでしょう？主がお戻りになられるとき、もし私たちがその罪を清められていなかったとしたら、天国に入ることを許してもらえるのでしょうか？この考えは私の心に灯を点し、私は主のお導きに感謝しました。あの集りに行ったことは無駄ではなかったのです。なぜならそのおかげで人がどのように真理に取り組むかによって神が善と悪を区別なさっていることを理解できたからです。別の言いかたをすると、神の言葉の裁きと刑罰を受け入れて従うか否かによって人は善か悪かが決まり、これは神の義の完全なる顕現なのです。御言葉と働きを通じて、神は麦と雑草を、羊と山羊を、賢きおとめと愚かなおとめを、真の信徒と偽の信徒を、真理を愛する者と憎む者とをお分けになるのです。神の知恵のなんと素晴らしいことでしょう！しかし私は、司祭が言っていた別のことも思い出しました。つまり、主がお戻りになられて人々をお裁きになるときは、一人ひとりをお裁きになり、人の罪もまた一つ一つ記され裁かれ、その後で主は人がそれぞれ天国と地獄のどちらに行くかお決めになる、ということです。でも全能神は今、終わりの日における神の裁きの働きは、その御言葉によってなされるとおっしゃっています。御言葉は人々を裁くのに一体どのように使われているのでしょうか？

この質問をしてみると、張兄弟が全能神の御言葉の二節を読むことで答えてくれました。「神はいつか地上に来て、人間に姿を見せ、誰一人も逃さず人を一人一人試みつつ、全人類を自ら裁くと信じている人々がいる。このように考える者は、この受肉の働きの段階を知らない。神は人間を一人一人裁きはしないし、一人ずつ試みもしない。それは裁きの働きではない。堕落はすべての人間に共通しているのではないか。人間の本質は、みな同じなのではないか。裁かれるのは人間の堕落した本質、サタンのせいで堕落した人間の本質、そして人間の罪全部である。神は人間の些細で無意味な過ちを裁かない。裁きの働きは代表によるもので、特に誰かのために行うものではない。そうではなくて、この働きでは、一群の人々が人類を代表して裁きを受けるのである。受肉した神が自ら一群の人々に働きかけ、全人類に施す働きを代理的に行うと、その後、それが徐々に広まる。裁きの働きも、そのように行われる。神は特定の人や特定の人の集団を裁くのではなく、全人類の不義を裁く――例えば、神への敵対、神に対する不遜、神の働きの妨害等。裁かれるのは人間の神への敵対の本質であって、この働きは終わりの日の征服の働きである」（『神の出現と働き』「堕落した人類は、受肉した神による救いをさらに必要としている」〔『言葉』第1巻〕）。「終わりの日には、キリストはさまざまな真理を用いて人間を教え、人間の本質を明らかにし、人間の言動を解剖する。そのような言葉は、人の本分や、人はいかに神に従うべきか、人はいかに神に忠実であるべきか、いかに正常な人間性を生きるべきかや、また神の知恵と性質など、さまざまな真理を含んでいる。これらの言葉はすべて人間の本質とその堕落した性質に向けられている。とくに、人間がいかに神をはねつけるかを明らかにする言葉は、人間がいかにサタンの化身であり、神に敵対する力であるかに関して語られる。神は裁きの働きを行うにあたって、少ない言葉で人間の本性を明らかにすることはない。むしろ長い期間にわたり、それをさらけ出し、取り扱い、刈り込む。このような方法のさらけ出し、取り扱い、刈り込みは通常の言葉が取って代わることはできず、人間が一切持ち合わせていない真理でなければ取って代われない。このような方法のみが裁きと呼ばれることができる」（『神の出現と働き』「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」〔『言葉』第1巻〕）。

そして張兄弟は私にこう話してくれました。「私たちの抱いている観念では、終わりの日における裁きの働きの間、神は一人ひとりをその白い玉座の前にお呼びになって裁きを下されます。人は誰も地面に跪き、生涯にわたって犯した罪を一つ残らず告白しなければならず、そのあと神が罪の深刻さによってその人が天国と地獄のどちらに行くべきかお決めになります。神が人をお裁きになる罪とは暴力や言葉で人を虐げることや親不孝、他人から盗んだり奪ったりすることだとも考えます。でも実際には、終わりの日における神の裁きの働きは、こういった私たちの外面的な振る舞いや欠点は関係なく、それよりも神に抗う人類のサタン的本質や私たちの堕落した性質の一つ一つを対象とするのです。これには私たちの傲慢やうぬぼれ、歪みやずる賢さ、わがままや卑しさ、強欲や邪悪などが含まれます。私たちには神と相容れない視点や時代遅れの宗教的観念や封建的な考えが多々あります。これらはすべて私たちの神への抵抗の源であり、堕落した人類全体が共有する問題で、神が裁きの働きにより清め、変容させようとなさるものです。なので、神が発せられる御言葉は人類の本性と本質を明らかにし、地球上にいる堕落した人類の一人ひとりが例外なくそこに含まれるのです。別の言い方をすれば、神の裁きの御言葉は全人類に向けられたものなので、人々を個別に裁く必要はないということです。全能神の御言葉を読み、その御言葉による裁きと刑罰を受け入れることで、私たちは多くの真理を理解し、サタンに堕落させられている自分の本質、本性、真理をはっきりと見ることができます。こうすることで、私たちは神の義なる性質を確認し、神への崇敬の心を育てることもでき、自己を嫌悪することで自らの肉体に背き真理を実践することも厭わないようになることもできます。こうすれば、私たちの堕落したサタン的性質は徐々に浄化されていき、私たちの視点や人生観も変わってゆきます。神の御言葉どおりに生きるとき、神に逆らい抵抗することをやめて、心から神に従い敬って悪を遠ざけるとき、私たちは神の救済を賜り、神の御意思に適う人となれるのです。これこそが、神が終わりの日に裁きの働きをなさるために真理を表していらっしゃる現実であり目的なのです」。

張兄弟の話しを聞いていると、私は神の裁きの働きがいかに実践的で現実的かが理解できました！張兄弟の言うことは私の心に深く響き、私はそれを受け入れることができました。そうです。人々は傲慢で、名声や富や地位を求め、様々な堕落した性質に汚れて生きています。神は御言葉による裁きをお使いになって私たちの内にある不浄や堕落をすべて取り除いてくださいます。神に抗う私たちの本性はこうやって解消し、堕落した性質は変化させられて、そうして私たちは本当に善き人間となることができるのです。こう考えてみると、司祭が言っていた「主が人類をお裁きになるために再臨なさるとき、一人ひとりが、一つ一つの罪が裁かれる」という話は人間の観念や想像でしかなかったことがわかりました。神が実際にその働きをなさる方法とは何の関係も無かったのです。全能神の御言葉は本当に真理を含んでいます。これこそが本当の神の声なのです！そして私は本格的に全能神の働きを調べてみることにしました。

調べているあいだ、私は「ノアの日々が来た」「聖書の奥義を解く」や「終電に乗る」などたくさんの全能神教会制作の福音映画や、「人にとって神の愛が如何に重要なことか」などの神の御言葉からなる賛美歌の動画を観ました。また全能神の御言葉も多く読み、真理の多くの側面に関する兄弟姉妹の話を聞きました。こうして私は全能神こそが主再臨のイエスであると信じ、全能神こそが唯一の神で私たちが待ち望んでいた主の再来であると確信するに至ったのです！私はめでたく全能神の終わりの日の働きを受け入れました。

全能神を信じるようになってから、私は頻繁に他の兄弟姉妹たちと集ったり、説教を聞いたりしています。毎日が私にとっての喜びに溢れていて、霊的な糧を得ていると感じます。聖霊の働きがもたらす快適さを楽しみ、より多くの真理を理解するようになりつつあります。全能神教会では、兄弟姉妹はみんな互いに温かく正直で、誰かを騙そうとする人や心を閉ざしている人は一人もいません。みんなが純真で、開放的で、誠実であり、堕落した性質があらわになる時でさえも、彼らはそれぞれが神の御言葉を通じて己を知り、その堕落した性質を解消するために真理を探究することができます。これこそが真にキリストにおいて兄弟姉妹であることだと感じます。全能神教会が制作する賛美歌や音楽、踊りや歌などの動画や福音映画に私は特に感銘を受けていて、そのすべてが真理を高く掲げ、神とその終わりに日における働きを証ししています。これらはすべて人々が神に従い崇拝するためのもので、教会は本当に神がその働きをなさる場所のように思えます！これらすべてを見て、聞いて、体験したことが、全能神教会こそが神がその信徒たちを自ら育まれ、お導きになる真の教会であると、私が信じる心の中における証しになっています。私が神の家に入ることができて、神と向き合って生きることができているという事実は、神からの特別な賞賛です。私はなんと幸運なのでしょう！全能神に感謝！


28. 霧の中を切り抜け光を見る

Faith、中国

私は普通の労働者です。私と妻はいつも些細なことで喧嘩しており、また常に心配したり悩んだりしていましたが、それに同僚が2013年11月末に気づき、私達に終わりの日の全能神の働きについて教えてくれました。全能神の御言葉から、天と地そして万物は神が創造したもので、人間の命は神によって与えられているのだと私達は学びました。また、神による六千年の経営（救いの）計画の奥義、受肉の奥義、人類を救う神の働きの三段階、終わりの日における神の裁きの働きの意義といった真理も理解しました。私達が生きている間に人類を救うために受肉なさった神に偶然出会えるなんて、素晴らしい祝福だと妻と私は思いました。私達は終わりの日の神の働きを喜んで受け入れ、教会生活を送るようになりました。神の御言葉のお導きのもと、私達は二人とも真理を追い求め、自己を変革しようとし、何かが起こるたびに話し合うようになり、以前のように単にお互いを批判するのではなく、むしろ自分自身について熟考し、自己を知ろうと試みるようになったのです。そして、肉を捨て神の要求に従って行動しました。私達の結婚生活はどんどん良くなっていき、私達の心は平和で安定しました。神を信じることは本当に良いことだと感じました。でも、私達が喜びと幸せを感じながら神に従い、幸せな生活を享受していた時、家族からの激烈な攻撃に直面したのです……ちょうど私が道を失いそうだった時、全能神のお言葉が私を導いてくださり、私はサタンの画策を見通し、霧の中を切り抜け、光り輝く正しい人生の道に入ったのです。

私が2014年2月に引退したばかりの時、息子の妻が私達老夫婦に四川に行って孫息子の世話をするように頼みました。やっかいな状況になったと感じたので、私は神に祈りました。「全能神！嫁から孫の面倒をみるよう頼まれましたが、四川での生活に慣れるのに苦労しそうですし、むこうで神様を信仰したり御言葉を読んだりするのは困難です。私達のために道を切り開いてください……」。その後まもなく、息子の妻がまた電話をかけてきて、私達の所に孫を連れてくると言いました。この知らせを聞いて私は大喜びして、神は何と全能なのだろうと思いました。神は私の祈りを聞いて、私のために道を切り開いてくださったのです。数日後、息子の妻とその両親が孫を連れてきました。たまたま翌日には私は教会の集会に行くつもりでしたので、全能神を信じていることを彼らに伝えました。嫁は浮かない顔で言いました。「お義父さん、なぜ全能神を信じたりできるんですか？政府が全能神への信仰を許可してないのをお義父さんだってご存じでしょう。ここ数年、政府は全能神の信者を立て続けに逮捕しています。全能神を信じ続けるなんて、だめですよ」。私は反論しました。「神を信仰するのは政治活動じゃない。私達はただ集会に出席して神の御言葉を読み、真理を追求して正しい道に従っているだけだ。どうして政府は私達の信仰を許可できないんだ？」嫁は言いました。「お義父さんが何とおっしゃっても、たとえ神を信じることが正しい道であっても、政府が反対してる限り、神を信じちゃだめなんです！」私は心の中で思いました。「お前が何と言おうが、私が信じているのは真の神だ。たとえ中国共産党政府が許可しなくても、私は信じるぞ」。それから嫁は私の妻を見つけに行って、神を信じてはいけないと私達に迫りました。その後、遠い四川にいる息子が私に電話をかけてきて、こう言いました。「父さん、全能神を信じてるって聞いたよ。全能神は中国共産党が反対してる。だからもう信じちゃいけないよ」。息子がこう言うのを聞いて、私は動揺して思いました。「神を信じることは不変の天の掟だ。なぜお前たちは皆、何度も何度も私に神を信じるのをやめさせようとするんだ。神を信じて正しい道を辿るのは本当に難しいんだぞ！」それから私は静かに神に祈り、息子や嫁が私の信仰を妨害しようとする試みからお守りくださるように頼みました。祈りの後、私の心は徐々に落ち着きました。息子とその妻は理解してくれませんでしたが、神を信仰して正しい道を進むことは間違っておらず、彼らに影響されたりしてはいけないと私にははっきりわかっていました。三日後、嫁がせかせかと家に駆け込んできました。見ると、手に何か印刷物を大量に、両手に持っていました。嫁はすぐそれを見てほしいと私に促しました。見てみると、そこには中国共産党政府が全能神教会を中傷、非難、誹謗している噂と偽情報が満載されていました。一瞬、心が混乱して、こう思いました。「そんなはずはない。数カ月間集会に出席しているが、腕や足が欠けている兄弟姉妹に会ったことは一度もない。なぜ中国共産党政府は全能神教会の噂と中傷を言いふらすんだ？一体何が起こってるんだ？」その夜、このことを何度もいろいろ考えたので眠れませんでした。「何てこった！中国共産党政府は信者を必死になって迫害するし、息子と嫁の何が何でも私が神を信じるのをやめさせようとする。どうすればいいんだ？」

翌日、私は近所に散歩に出かけました。すると、掲示板に全能神を中傷、断罪する噂が貼ってあるのを見かけました。私は思いました。「私が信じているのは真の神だ。ではなぜ中国共産党政府はこの信仰にこんな風に反対するんだ？中国共産党政府が支配するこの無神論国家では、神を信じることは本当に簡単なことではなさそうだ！」そう思った時、私は霊的に弱く感じ、しょんぼりと意気消沈して家に帰りました。家に帰ったらすぐ、嫁が私にまたこう言いました。「お義父さん、お願いですから、信仰をあきらめてください。お義父さんが神を信じてることが政府にばれたら、私、仕事を失います。主人はもうすぐ博士号を取るのに、お義父さんの全能神への信仰のせいで仕事が見つからないんじゃないかと心配です。お義父さんの幼い孫だってこれに巻き込まれて、将来学校に行けなくなるかもしれません」。これは深刻な話でした。神を信じると、子どもの未来にまで影響が及ぶ可能性があるのです！私はどんどん怖くなってきました。中国共産党政府が人々を懲らしめ罰する方法は非常に残酷なことを知っていたからです。あまりに残酷で、「中国共産党は顔色一つ変えず人を殺す」と言われるほどです。また、息子が博士号を取って卒業するまで学業を援助するのがこれまでどんなに大変だったかも思いました。今や私の神への信仰のせいで息子にまで影響が及ぶなら、どうしたらよいのでしょうか。神を信じて正しい道を辿る代償は、あまりに高いのですから、信仰など忘れるのが一番だと思いました。ちょうどその時、嫁が私を脅してこう言いました。「私の父は、もしお義父さんが神を信じるのを止めないのなら、警察に通報するって言ってます。ご存じのように、父は共産党の書記官で、人生のうち三十年以上も党に尽くしてきたのですよ。父は中国共産党の言うことなら何でもそのまま信じて従うんです。やると言ったら必ずやります。お義父さんを怖がらせようとして言ってるんだけじゃないんです」。その時、私の心の防衛は完全に崩れ落ち崩壊しました。プレッシャーが強すぎて、神を信じるのは大変すぎるという気がしました。息子と嫁に交互にこんな風に攻撃され、もし本当に中国共産党警察に通報され、逮捕され投獄されたら、私のような老人はそんなことに耐えられないでしょう。「忘れよう、信仰はあきらめた方がいい」と私は思いました。その後、私はもう集会に出席しませんでした。姉妹が私を探しに何回か家に来ましたが、私は見つからないように、いつも居留守を使っていました。

けれど私が集会に出席しなかった期間、私を苦しみから救ってくださったのは神の大きな愛であったことや、讃美歌を歌い神を称えて兄弟姉妹とともに過ごすことの楽しさや喜びを考えるだけで、教会生活がとても懐かしく、帰りたくなるのでした。しかし、息子の妻が私のことを警察に通報するのがいまだに怖くて、心に大きな苦痛と苦悶を感じました。どうすれば物事がうまく行くのかわかりませんでした。当時、ある同僚（神を信じる兄弟でもありました）が私に会いに家にやってきました。私がなぜ最近集会に出席していないのかを見に来たのです。神への信仰のせいで嫁がどんな風に嫌がらせをするのかを彼に説明しました。これを聞くと、彼は私に話してくれました。「このような苦しみは、実は霊的な領域で戦われている霊的な戦いなんだ。ヨブが直面した災難と全く同じだ。一見、盗みを犯した強盗が原因のようだが、実際にその背後にあったのはサタンが人を苦しめ、人類をめぐって神と戦っていた。ヨブは神を畏れ悪を遠ざけることができる人だったので、最後には神への証しを立てることができ、サタンが負けて屈辱を受けた。だから、私達がこのような苦しみを受ける時は、神のご意思は私達にサタンの邪悪な本質を見分けさせることなんだ。神を信じるなら、するべきことはあらゆることにおいて神に頼り、真理を追い求めることだけだ。その時初めてサタンの画策を見抜き、証しを立てることができ、それで初めてサタンに捕まらずにすむんだ。そうしなければ、完全な救いを受ける機会をなくしてしまうぞ！」

その後、同僚は私に全能神の御言葉を読んでくれました。「神は働き、人を慈しみ、見守りますが、サタンは神をどの段階でもつけ回します。神が大事にする人が誰であれ、サタンも見ていてつけ回します。神がその人を求めると、サタンは持てる限りの力でどんなことでもして神を阻もうとし、隠された目的を達成するため、様々な邪悪な方法で神の業を試し、邪魔し、挫折させようとします。サタンの目的は何ですか。サタンは神に人間を誰も得て欲しくないのです。サタンは神が求めるすべての人を求め、占有して支配し、掌握してサタンを崇拝させ、サタンと共に邪悪なことを行わせたいのです。これはサタンの悪意に満ちた動機ではないですか。よく普通、サタンは邪悪である、悪いと言いますが、あなたがたはそれを見たことがありますか。あなたがたが見ることができるのは、人間がいかに悪いかだけで、サタンが実際どの程度邪悪であるかを見たことはありません。しかし、このヨブに関する問題においてはそれを見ましたか。（はい。）この問題では、サタンの醜悪な姿と本質が極めて明瞭になっています。サタンは神と戦い、また神をつけ回しています。サタンの目的は神が行ないたい業をすべて粉砕し、神が求める人間を占有して支配し、完全に消滅させることです。もしこのような人々が消滅させられないならば、彼らはサタンのものとなってサタンに用いられます。これがサタンの目的です」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 IV.」〔『言葉』第2巻〕）。「あなたがたは常に目を覚まして待ち、もっとわたしの前で祈らねばならない。サタンのさまざまな企てやずる賢い策略を見極め、霊を認識し、人々を知らなければならず、あらゆる人や出来事や物事を見分けることができなくてはならない。またわたしの言葉ももっと飲み食いしなければならず、さらに重要なのは、自分でそれを飲み食いできなければいけないということだ。あらゆる真理を身につけてわたしの前に来なさい。そうすればわたしはあなたがたの霊の目を開き、霊の中に存在するすべての奥義を見せることができるだろう」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十七章」〔『言葉』第1巻〕）。

同僚は神の御言葉を読み終えると、それについて私に言いました。「このような苦しみは、熾烈な霊的戦いなんだ。現在、世界全体が邪悪なサタンの配下にあり、サタンは人類を堕落させ、神の働きを妨害し続けている。それは神が創造した人類を完全に自分のものにし破壊したいからだ。それがサタンの邪悪な目的だ。神の六千年の経営（救いの）計画は、サタンの暗い影響から人類を救うためで、それによって人類が神のものとなるためだ。特に終わりの日である現在は、神が御言葉をお表しになり、人類の浄化と救済という働きの最終段階を行なっておられるので、サタンは人が神の働きを受け入れ、真理を理解して完全な救済を受けることを恐れている。私達がサタンの邪悪で反動的な本質を識別するようになり、サタンを捨て去るのではないかと恐れているんだ。それで、サタンは最後の必死の戦いにあり、神の選民をめぐって、私達が神の御前に行くのを邪魔するために考え着く限りのあらゆる卑劣な戦略を使って、神と戦っている。中国共産党政府が広めているあらゆる噂や嘘、信者への抑圧や逮捕、家族による信者へのいやがらせや迫害、宗教界が広めている誹謗や中傷などの画策は全て私達を神に向かわせまいとするサタンが行なっている。でも、神の叡智はサタンの画策に合わせて発揮され、神はまさにサタンの策略を神の働きに役立てていらっしゃり、このようにして神は私達の信仰と忠実を完全無欠なものになさる。外からは一見、中国共産党政府と家族があらゆるトリックと手段を使って、私達を迫害して神への信仰を邪魔しようとしているように見えるが、実際にはこれはどれも陰でサタンが行う策略なんだ。私達が更に頑張って真理を求め、神のご意思を理解し、神の働きを知り、サタンのトリックと策略を全て見分けることができ、神への証しを立てることができる限り、サタンは負けて屈辱を味わう。真理を理解しようとしなければ、霊的領域での戦いを理解することができず、サタンが私達の邪魔をしようとした時、私達は道を外れて神への疑問を抱きやすくなる。あげくのはてには、神を否定し、裏切り、神への信仰を捨て去ることもある。まさにこうしてサタンのトリックの犠牲者となり、救済を受ける機会を失うんだ。最後にはサタンに貪り食われてしまう。だから、絶対にもっと祈って神に近づき、もっと緊迫感をもって神の御言葉を読んで真理を身につけなければならない。こうして初めて神のご意思を理解でき、サタンのトリックを見抜き、神への証しを立てられるんだ」。

神の御言葉と同僚の話しに耳を傾けることで、私は突然気づきました。「これは実は霊的領域における戦いなんだ。神は人類を救うために終わりの々に真理を表しておられる。しかし、サタンは私が神を信じ、神に従う邪魔をするために、中国共産党政府による抑圧や迫害を利用するありとあらゆる方法を考え出す。私が終わりの日の神の働きを受け入れ真実を理解するのではないかと、サタンは恐れているんだ。そうなれば邪悪で忌まわしく悪魔的で悪鬼的なサタンの本質を見分け、サタンを拒絶し捨て去り、神の救済を得るからだ。今日、ついに私はサタンの卑劣な悪意を見、神が人類を救うために注がれるきめ細かな配慮と考えを理解した」。ちょうどその時、これまで長い間ずっと抑えてきた感情が解き放たれ、私は日の光を再び見たかのように、本当に幸せな気持ちになりました。私は思いました。「神に感謝！これからは、御言葉をもっと読んで、真理を身につけ、サタンに二度と惑わされないようにするぞ」。

神を信じない私の家族が私に嫌がらせするのはサタンのトリックの一つにすぎない、サタンに惑わされてはいけないとわかっていましたが、それでも中国共産党政府に私の信仰がばれると、息子とその妻の仕事に影響するのではないかと私はまだ心配していました。私がもっと恐れていたのは、孫息子が学校に行くのに影響があるのではないかということです。そのため、同僚に私の懸念を伝えると、全能神の御言葉から別の一節を読んでくれました。「神の権威は、状況を問わず存在するのです。すべての状況において、神はあらゆる人間の運命と万物を、神の考えと望みに従って支配し、計画します。これは人間が変化することで変化するものではなく、人間の意志に依存しないものであり、時間、場所、地理のいかなる変化によっても変わることがありません。なぜなら、神の権威は、神の本質そのものだからです。……神は、これまでと同様に、常に神の権威を行使し、神の力を示し、神の経営の働きを継続します。神は、これまでと同様に、常に万物を支配し、万物に必要なものを与え、万物を指揮します。誰もこれを変えることはできません。それは事実であり、太古の昔から不変の真理であり続けています！」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。同僚はその後、私に説明してくれました。「神は創造主であり、天と地、そして天と地の万物を統治されている。神はまた人一人ひとりの運命も司っておられる。人がそれぞれどのような仕事をするかや将来の展望がどうだとかは、遥か昔に神がお決めになった。これは人が自分で決めたり変えたりできないんだ。息子さんとお嫁さんの仕事や未来は、全て神が司っている。彼らが神を信じているかどうかは関係なく、彼らの運命は神がお決めになり、既に調整されている。あれこれ心配しても無駄なんだ。ヨブはそのようなことを一度も心配しなかった。なぜならヨブには自分が持っている物は全て神に与えたもので、何を与えられようと奪い取られようと、それは全て神の仕業だと明確にわかっていたからだ。だから、神に祈ることだけ考え、息子さんやお嫁さんの将来は神の手に委ねて、神は適切な計画をお持ちだと信じるべきなんだ」。神の権限に関する神の御言葉についての話を通して、私は神への信仰を見出し、心が落ち着き穏やかになりました。息子や嫁の将来について、もう心配しません。

その後、神の御言葉を読み、中国共産党政府の神に歯向かう邪悪な本質を見極めることに関して私は進歩を遂げました。全能神はこうおっしゃっています。「悪魔は人間の身体全体をがんじがらめにし、両眼を見えなくし、両唇を堅く封じる。魔王は数千年前から現在にいたるまで猛威を振るい、幽霊の街を堅固に警備しており、それはあたかも難攻不落の悪魔の城のようである。一方、警護に当たる番犬の群れが睨んでいる。番犬は神による不意討ちで完全に滅ぼされるのを深く怖れるあまり、平和と幸福の余地はない。このような幽霊の街の住民が神を見たなどということが、どうしてありえるだろうか」（『神の出現と働き』「働きと入ること（８）」〔『言葉』第1巻〕）。「命の入りに関する説話と信者間の語り合い」でも、こうおっしゃっています。「巨大な赤い龍は心の中でこう考えている。神が来て、神に属する人々を皆連れ去ったので、神は龍を敵に回した、と。この巨大な赤い龍は、横柄で理不尽である！人類は神によって創造され、神には人類を救う権限がある。もともと人類は神のものであるが、巨大な赤い龍が神の選ばれし民を奪い、自分の思うままに堕落させて踏みつけ、最後には人類を全員貪り食う。しかし、神が人類を救いに来るので、龍は神に敵対する。このことから、巨大な赤い龍の本質が天に敵対しており、反動的で理不尽、極端に不条理であることがわかる。中国共産党は野獣であり悪鬼である」（「命の入りに関する説話と信者間の語り合い(III)」の中の「巨大な赤い龍を見捨てて救済を受ける真の意味」）。今や私は、この無神論国家において、中国共産党の支配とはサタンの支配であると理解しました。中国政府は神がこの地に来て人々を救う働きを行うことを許さず、人がその陰鬱な影響から自由になり神のものとなり、神に美しい終着点に導かれることも許さないのです。そのため、あらゆる策を弄して、全能神の働きに抵抗して断罪し、私達が全能神に従うことを必死で邪魔して妨害しています。私達が真理を身につけず、中国共産党政府の策略を見抜けず、その邪悪で反動的な本質も見抜けなければ、中国共産党政府が巻き散らすあらゆる嘘で簡単に道を外れるか、怯えて弾圧と迫害に屈してしまうでしょう。そうなれば神の御前に来る勇気もなくなり、これは中国共産党政府が人々を貪り食い、神の人々を救う働きを破壊するという下劣な目標を達成したことになります。でも、神の叡智を見抜ける人は誰もいません。神はまさに中国共産党政府による迫害をお使いになって、神の選民を完璧にするにに役立てていらっしゃるのです。それにより、私達が真理を認識し、中国共産党政府がサタンのような悪鬼で、真理への敵意に溢れており、神を敵視していることを完全に理解し、それにより私達がすっかり中国共産党政府を捨て去り、神に向かえるようにするためなのです。私は御言葉による私をお導、啓き、照らしてくださった神に感謝します。おかげで、中国共産党政府の神に抵抗する悪魔的な本質を見分けられるようになり、もうその脅威に束縛されることはありません。私はまた、同僚が会いに来て私を支え、私が否定的で弱くなっていた時、倒れて迷っていた時に真理について私と話をしてくれるように采配してくださったことについても神に感謝しています。神は私をサタンの誘惑から救ってくださり、私はサタンの網を破って、神の身許に戻りました。私には今、完全な救済を受ける機会があります。目の前に広がる道にどんなに多くの困難があろうとも、最後の最後まで私は全能神に従い続けようと決意しました！


29. 暗いトンネルの先で見た暖かな光

中国 王玉萍

主イエスの再臨を渇望する他の兄弟姉妹と同じく、私も主がいますぐお戻りになって私たちを天国に迎えられ、その祝福を享受できるようにしてくださるのをひたすら待ち望んできました。そして2006年11月のある日、私はついに主の再臨の知らせを聞きました。全能神の表す御言葉を読み、また終わりの日における神の働きに関する兄弟姉妹の交わりと証しを通じ、受肉された全能神が主イエスの再臨でいらっしゃることを認識したのです。私はその場で、終わりの日における全能神の働きを喜んで受け入れました。

しかしある集会のとき、楊さんという姉妹がとても真剣な口調で私にこう教えを説きました。「最近、神による終わりの日の働きを受け入れたあと、サタンの妨害や試みに遭う兄弟姉妹が多くいます。中国共産党政府の嘘に騙される人もいれば、牧師や長老による妨害と脅しに遭ったり、家族の強要や邪魔を受けたりしている人もいます。また、家族が病気や災難に見舞われている人もいます。これらはどれも、私たちが神に立ち返るのを止めようとするサタンのたくらみです。全能神の裁きの働きが神の家から始まり、それが人類を救う神の働きの最終段階であることを、私たちはすでに全員知っています。神は全力を尽くして人間をお救いになろうとしており、サタンは私たちが神の御前に出てその救いを受けるのを妨げるべく、おのれのたくらみや妨害を実行しています。まさにいま、霊の世界で繰り広げられている戦いはますます激しさを増しています。ですから、サタンのたくらみが降りかかっても決して騙されず、むしろ神の証しを立てられるよう、私たちはいますぐ真理を身につけ、識別力を自分のものにする必要があります。全能神の御言葉の一節を読みましょう」。そこで私は神の御言葉の本を手にとり、次の部分を真剣に読みました。「神が働きを行うと、サタンはそれを妨害する。終わりの日には、サタンの妨害は終わり、同様に神の働きも終わりを迎え、そして神が完全にしようと望む人間は完全にされることになる。神は人々を前向きに導く。神のいのちは生ける水であり、計り知れず、無限である。サタンはある程度まで人間を堕落させた。最終的に、いのちの生ける水が人を完全にし、サタンは邪魔したりその働きを実行したりすることができなくなる。それによって神はそれらの人々を完全に自らのものとできるようになるのだ。サタンは今もそれを受け入れることを拒んでおり、神に対抗し続けているが、神はサタンを気に留めない。神は言った、「わたしはサタンのあらゆる闇の力と、あらゆる闇の影響に勝利するであろう」と。……神はサタンより賢明であり、神の働きはサタンをはるかに凌ぐ。だからわたしは以前こう述べたのだ、「わたしの働きはサタンの策略に応じて行われ、最終的にわたしは自らの全能性とサタンの無力さを示す」と。神は最前線で自らの働きを行い、サタンはその後ろをついてゆき、最終的に粉砕されることになる。サタンは何が自分を討ったのかすら知ることはないだろう。ただ粉々に打ち破られた後になって初めて真実に気づき、そのときにはすでに火の池で焼かれてしまっているのだ。サタンはそのとき完全に理解するのではないだろうか。そのときにはもう打つ手がなくなっているからだ」（『神の出現と働き』「あなたは全人類がこれまでどのように発展してきたかを知らねばならない」〔『言葉』第1巻〕）。すると楊姉妹が静かな口調でこう話しました。「神の御言葉から、神による経営の働きの各段階において、サタンが絶えずそのあとをぴたりと追っていることがわかります。神が前に立って人間を救う働きをなさっている一方、サタンはその後ろで妨害したり破壊したりしているのです。サタンは人間を巡って常に神と争っていますが、人間を完全に救う神の働きの最終段階においては特にそれが当てはまります。そしていま、サタンはますます力の限りを尽くしてありとあらゆる人や物事を利用し、私たちが神の働きを受け入れてそれに従うのを妨害し、止めようとしています。サタンの卑劣な目的は、人間を神から引き離し、私たちが神を拒んで裏切り、それによって神の救いを失うようにさせることです。しかし、神の知恵はサタンのたくらみに応じて実行されます。神はサタンの妨害をお使いになることで、私たちに神の働きと知恵、そして全能を理解させてくださるとともに、サタンの邪悪さと醜さをはっきり見えるようにしてくださるのです。だから今後どんなことに見舞われようと、私たちはみな神に祈り、神を頼り、真理を求めなければなりません。また神の証しを立てられるよう、サタンのたくらみを見透かさなければなりません。それはヨブが受けた試練とまさに同じです。ヨブは神の証しを立て、サタンは恥辱にまみれて退散しました」楊姉妹が説く教えを聞き、私は自信をもってこう答えました。「ええ、私たちは真の神を信じています。神に頼れば恐れるものは何もありません。もしサタンの試みに遭うことがあっても、私は絶対神の側に立ちます」。

それから間もないある日、私が福音の伝道を終えて自宅の玄関に近づいたところ、隣の家の人が手を振りながら駆け寄ってきてこう言いました。「どうしてこんなに遅くなったの？大変な事故があったのよ！今日、劉さんという息子さんの友達があなたのトラックを借りに来たんだけど、なかなか動かせないものだからトラクターで引っ張り出そうとしたの。でも何度か試してみてもトラックは動かなかった。そのときたまたま胡さんもいたから、彼がトラクターに乗ってギヤを5速に入れたの。そしたらトラクターが急に走りだして、トラックについていた鉄のロープがバチンと切れた。それが胡さんのこめかみに直撃して、すぐに血が溢れだしたわ。それから病院に運ばれたけど……」。私は急に頭の中が真っ白になり、家に駆け込んで神にこう祈りました。「ああ、神様！私にはあなたの御心がわかりません。どうしてこんなことが私の身にいきなり起こったのでしょうか。どうか私をお啓きください……」。祈ったあと、私は霊の戦いについて楊姉妹が説いてくれた真理を思い出し、それで理解しました。これらの出来事はまさにサタンが私を試し、妨害しているのです。私が神を疑い、非難し、拒否するよう、サタンはこの厄災を利用することで、私を攻撃しようとしているのです。これはまさしく霊の戦いです！ ちょうどそのとき、神の御言葉が私の脳裏に浮かびました。「神がサタンと戦う時に、神の側に立つことができ、サタンの方へ後戻りしないならば、あなたは神への愛を獲得し、固く立って証しをしたことになる」（『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は私を大きな信仰で満たしました。そして私はこう考えました。「サタンよ、あなたがどう私の邪魔をしても、私はあなたのたくらみにははまらない。神を責めたり疑ったりするつもりはないし、きっと神の側に立つわ。従うべき全能神に従うつもりよ」いったん神の御心がわかると、私の心はかなり落ち着きました。

しかしサタンは負けを認めず、その後も他の人々や物事を通じて私を妨害する手を緩めませんでした。胡さんの入院中、彼の家族は我が家にすべての責任を押しつけ、私たちに医療費を全額払わせようとしました。私は胡さん一家と話し合おうと試み、半額を負担するつもりだと言いましたが、相手は拒否するばかりでした。それから20日ほど経ち、胡さんはすっかり回復していましたが、それでも退院しませんでした。我が家からお金を取ろうとわざとそうしていたのです。そんなある日、胡さんから「トラックはあなたの所有なのだから、あなたが費用を全額払うべきだ」と言われました。胡さんの妻も立ち上がって「その通りよ！事故を起こしたのはあなたのトラックなのだから、あなたがすべて払うべきよ」と怒鳴りました。いつまでもしつこく迫る人たちを前にして、私はとても腹が立ってきました。私は心ならずもこの事故に巻き込まれたのです。そう思うと本当につらくなり、心が乱れました。私はこれ以上話を続ける気も失せ、腹立たしい思いで病室を出ました。そして階段を下りながらこう思いました。「私は神の信者なのよ。こうしたことが起きても腹を立てちゃだめ。この件は神にお任せするべきだわ。私は神に頼らなければならないのよ」それから家に戻って神の御言葉の本を開き、次の一節を読みました。「神が人において行う働きのあらゆる段階において、それはあたかも人の手配により、あるいは人の干渉から生まれたかのように、外面的には人々の間の相互作用のように見える。しかし舞台裏では、働きのあらゆる段階、起こるすべてのことは、神の面前でサタンが作った賭けの対象であり、人は神への証しにおいてしっかりと立つことが要求される。ヨブが試練に会った時のことを例にとってみよう。秘かにサタンは神と賭けをしており、ヨブに起こったことは人間の行為であり、人間による干渉であった。神があなたがたにおいて行う働きの各段階の背後にはサタンと神との賭けがある。その背後にはすべて戦いがある。……あなたは自分に起こることのすべては大いなる試練であり、その試練の時に神があなたの証しを必要とすることを知るべきである」（『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」〔『言葉』第1巻〕）。この御言葉を読みながら、あの日、サタンの試みがいつ降りかかろうとも必ず神の側に立つと楊姉妹の前で言い切ったことを思い返しました。サタンが何度も私を悩ませたとき、自分が静かに神の御前に出て御心を求めることができず、常に頭が一杯になるとは思ってもいませんでした。私はそう考えて恐ろしくなりました。自分の身にサタンのたくらみが降りかかっているのではないでしょうか。そのことを何度もじっくり考えて初めて、サタンがいかに腹黒く邪悪であるかがようやくわかりました。サタンはこの問題を利用して私を妨害し、私が俗世の利益のために腹を立てるよう仕組んでいたのです。さらに、サタンはそれを利用して、私に全能神を否定させ、裏切らせようとしました。しかし、サタンのたくらみにはまるわけにはいきません。進んで神に頼り、この件を神にお任せしようと思ったのです。胡さんが退院しようとしまいと、私が最終的にどれだけ出費することになろうと、それらはすべて神の御手によって指揮されることであり、結果がどうなろうと、私は喜んでそれに従うつもりでした。神の御心を理解し、進んで神の証しを立てようと望んだところ、驚くべきことにその次の日、神の不思議な御業の一つを目の当たりにしました。神はある若者を鼓舞して胡さんの病室に行かせ、次のように戒めさせたのです。「善良な人をいじめて金を巻き上げるなんて、君のような人間は見るに堪えない。僕だったら一文たりとも君に渡さない」。すると、同じ病室の別の患者が一緒になってこう言いました。「その通りだ。自分の意志でトラクターに乗ったのは胡さんなのに、いまこの人のお金を取ろうとしている。なんと理不尽なことか！」「そうだ！トラックを借りた人も何か払うべきだ！持ち主に全額払わせるなんて無理だぞ！」それを聞いた胡さんはうつむいたまま何も言いませんでした。そして3日後、胡さんは退院しました。私は心の奥深くで、この背後には神がいらっしゃり、私のために道を開いてくださったことを知っていました。

この経験のあと、私はサタンの邪悪さと卑劣さがわかるようになりました。お金を失うという理由で、私が神に文句を言い、神を非難し、神から離れるようにしようと、サタンは周囲の人や物事を利用することで、私を妨害、攻撃しました。私が苦しみの中で生きることを望んだのです。同時に、私が自分の肉にまつわる損得勘定をやめ、信仰の中で神に頼り、神の側に立つとき、神は不信心者の言葉をお使いになって私のために道を開き、サタンを屈辱のうちに退散させたこともわかりました。私はそのおかげで、あらゆるものを動かし支配する神の権威を目の当たりにできたのです。それは神の御言葉にこう記されているとおりです。「わたしはすべてのものを動員してわたしに仕えさせ、さらにわたしの力を露わにして、全宇宙世界にわたしたちの手中にないものは何一つなく、わたしたちに奉仕しない者は誰一人なく、わたしたちのために成し遂げられたのでないものは何一つないことを、すべての人々が見られるようにする」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第百十九章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉を読めば読むほど、神の全能と不思議がわかります。万事が神の御手の中にあるのを目の当たりにしたことで、私の神への信仰は高められ、次に何が起きようとも神の働きをもっと経験し、神に頼ってサタンの試みに打ち勝ちたいと思うようになりました。

その1か月後、またもやサタンの試みが私に降りかかりました。ある日、結婚したばかりの娘が我が家に立ち寄ったのですが、突然玄関先で気を失い、隣人が抱き起して家に入れてくれました。最初はただの風邪だろうと思って特に気に留めませんでしたが、夜半になって娘が突然頭からつま先まで震えだすとは当然ながら思いませんでした。怖くなってどうしたらいいかわからなかったものの、即座に娘を胸に抱き寄せたところ、しばらくすして娘は少し具合が良くなったように見えました。翌朝、娘が「お母さん、私は大丈夫だから本分を尽くしに行って」と言うので、私は無言で神にこう祈りました。「神様！万事はあなたの御手の内にあります。だから、娘のことはお任せいたします……」。それから娘に向かい「ねえ静、もっと神に祈って頼りなさい。神は私たちを強く支えてくださる力なんだから」と言いました。娘にそう促してから、私は本分を尽くしに出かけました。ところが驚いたことに、2日後に帰宅してみると、娘は重態に陥って病院にいるというではありませんか。すると私の義理の娘が、私に向かって悲しそうにこう言いました。「お義母さん、お義母さんがお出かけになってから静ちゃんの具合はどんどん悪化していったんです。診察してくれたお医者さんは、脳出血を起こしていて開頭手術が必要だと言ったんですけど、お義母さんも静ちゃんのご主人も2日間留守だったので、同意書に署名できる人がいなかったんです。それで手術の機会を逃してしまいました。それに、静ちゃんの病状は治療不可能で、たとえ意識が戻っても植物状態になるだろうと、医師が静ちゃんの姑さんに告げているのも耳にしました」。私はそれを聞いてナイフで心をえぐられたように感じ、目から涙が溢れてきました。そして、それが本当のことだとどうしても受け入れられませんでした。そこで私は一縷の望みにすがりつき、専門医に相談しに行きましたが、その医師は首を振り、「私たちはできる限りのことをしてあらゆる手を尽くしましたが、どんなによくても植物状態で意識が回復するだけでしょう」と告げました。医師の言葉を聞いて、天が落ちてきたような気がしました。私は無限の苦しみの中で生きていたのです。その後、娘の状態を知った義理の息子は、娘が生きるか死ぬかに無関心だったばかりか、私のほうさえ向かず、自分たちが結婚したとき私たちに贈った結納金を返してくれと言うなど、人間性がまったくないこと見せつけたのです。その日、病院から家に帰る道のりがとても遠く感じられました。私は魂の抜け殻となって道をさまよっていたのです。長く暗いトンネルを歩きながらも、行く手に光がまったく見えないかのようでした。

帰宅後、私は神の御言葉の本を力なく開き、次の一節を読みました。「地上では、ありとあらゆる悪霊が安息の地を求めて永遠にさまよい、人間の死体をむさぼり食うべく果てしなく探している。我が民よ。あなたがたは、わたしの保護と加護の中にとどまらなければならない。けっして自堕落なことをしてはいけない。けっして無謀に振る舞ってはいけない。あなたはわたしの家で忠誠を捧げなければならず、忠誠によってのみ、悪魔の狡猾さに反撃できる」（『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十章」〔『言葉』第1巻〕）。「苦難に直面したときは肉への不安を脇にのけ、神に不満をぶつけずにいられる必要がある。神があなたから隠れているときは、神に付き従う信仰をもち、以前の愛が揺らいだり、消え去ったりすることがないよう維持できなければならない。神が何を行なおうと、あなたは神の意図に従わなければならず、また神に不満をぶつけるのではなく、自らの肉を呪う覚悟をしなければならない。試練に直面した際は、たとえ苦い涙を流したり、愛するものとの訣別が嫌だったりしても、神を満足させなければならない。それだけが真の愛、真の信仰なのである」（『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」〔『言葉』第1巻〕）。神によるこれらの御言葉を読みながら、私はたったいま起きた出来事を振り返り、サタンの卑劣さ、悪意、そして凶暴さを心の底から理解しました。サタンは私を神の御手からもぎ取り、私の霊を食い尽くそうと、事あるごとに私への狡猾なたくらみを実行し、私を妨害、攻撃したのです。最初は他人にゆすられ、お金を失ってしまうのではないかと苦しい思いをさせられました。そして今回、サタンは愛する娘を利用して再び私を試み、娘の病気を使うことで、私が神に不平を言い、神を拒否して裏切るようにさせ、そうして終わりの日に神の救いを得られないように試みているのです。これらはすべてサタンの狡猾なたくらみであり、ヨブが自分の時に直面した試練とまさに同じです。その背後では戦いが繰り広げられており、サタンは富と子供らを失わせることで、ヨブが神を捨てて拒むようにさせました。しかし、ヨブは決して神を責めず、それどころか神の御名を讃えたので、サタンは屈辱のうちに退散し、それは神に対する美しく鳴り響くような証しとなったのです。たとえ自分の肉体が弱くても、私はサタンの狡猾なたくらみを見透かし、神の側に立たなければなりません。神はこうおっしゃっています。「忠誠によってのみ、悪魔の狡猾さに反撃できる」。「たとえ苦い涙を流したり、愛するものとの訣別が嫌だったりしても、神を満足させなければならない。それだけが真の愛、真の信仰なのである」。神はサタンによる攻撃をお使いになって、神に対する私の信仰と献身を完全にさせようとしていらっしゃるのです。人間の生死はともに神の御手にあります。そのため私は、自分の娘を神の御手に委ねようと思いました。そしてそう考えつつ、苦い涙を流しながら地面に跪き、神にこう祈りました。「全能神よ！人々の運命はあなたの御手にあります。あなたがお許しにならなければ、娘は最後のひと息が残っている限り死にません。それに、医者の言うことが正しく娘が植物状態になったとしても、私は絶対にあなたを非難せず、あなたに従い続けます」。

その日の夜遅く、私は病院で娘の枕元に座っていましたが、いつの間にか居眠りをしていました。そして意識がもうろうとする中、「お母さん、お母さん、水が飲みたい」という娘の声で目を覚ましました。娘の声を聞いて心臓が激しく鼓動し、私はその場に飛び上がりました。目をこすって娘を見ると、両手を動かし目を開けているではありませんか。それを見たとたん、私は感情の渦に巻き込まれて言葉もなく、ただ「ああ神様！ああ神様！」と口にすることしかできませんでした。同じ病棟の人も驚きのあまり、「おお、奇跡だ！どうしてそんな風にいきなり良くなったんだ？」と言いました。私は高揚のあまり満面の笑みを浮かべました。人の生死がともに神の御手の中にあることをまさに目の当たりにしたからです。神の御業は本当に不思議です。娘を救ってくださったのは神でした。3日後、娘は奇跡的に回復し、再び普通の人と変わりなく見えるようになりました。サタンの手によるこの打撃を経験した私は、霊の世界で繰り広げられている戦いがいかに熾烈かを知るとともに、サタンの悪意に満ちた卑劣さと、凶悪な残酷さをまざまざと目の当たりにしました。同時に、私は神の御心をずっとよく理解できるようになりました。神は私をよりよく救い、私を完全になさるべく、これらの試練が私に降りかかるのをお許しになりました。そのおかげで、私は神の全能と知恵を認識し、神の権威と支配もわかるようになりました。また、それによって、神に対する私の信仰、献身、服従が完全なものになりました。私はそのおかげでサタンの影響から救われ、いのちの成長を遂げることができたのです。神は本当に素晴らしい！

その後、私は神の御言葉の次の一節を読みました。「わたしの全経営（救いの）計画、六千年にわたる経営計画は三段階、あるいは三時代から成る。それは始まりの律法の時代、次に恵みの時代（贖いの時代でもある）、そして終わりの日の神の国の時代である。これら三時代におけるわたしの働きは、各時代の性質によって異なるが、それぞれの段階においてこの働きは人間の必要性に対応している。正確には、わたしがサタンに対して行なう戦いでサタンが用いる策略に応じて働きは行われる。わたしの働きの目的は、サタンを打ち負かし、わたしの知恵と全能を明らかにし、サタンの策略をすべてあばくことであり、それによりサタンの支配下に生きる人類全体を救うことである。それはわたしの知恵と全能を示し、サタンの耐え難いおぞましさを明らかにするものである。それに加えて、被造物が善悪を区別し、わたしこそが万物を治める者であることを認識し、サタンが人類の敵であり、下の下、悪い者であることをはっきりと見極められるようにし、善と悪、真理と偽り、聖さと汚れ、偉大さと卑劣の違いを絶対的な明白さをもって区別できるようにすることである。それにより無知な人類は、人類を堕落させるのはわたしではなく、創造主であるわたしだけが人類を救うことができ、人々が享受できるものを彼らに授けることができることをわたしに証しし、わたしこそがすべてを治める者であり、サタンは後にわたしに背いたわたしの被造物の一つにすぎないと人類は知ることができる」（『神の出現と働き』「贖いの時代における働きの内幕」〔『言葉』第1巻〕）。神のこの御言葉を通じ、私は神の御心をよりよく理解できるようになり、神がなさるすべてのことは人類の救いであり、人類への愛だということがわかりました。自分が経験した試練に次ぐ試練を思い返してみると、多少の困難を耐え忍ぶこともありましたが、同時に多くのことも得ました。これらの経験を通じて、サタンが私に嫌がらせをしようと、常に私の周囲の人々や物事を使っていたことがわかりました。しかし、私の側にはずっと神がいらっしゃり、私が識別力をさらにもてるよう、御言葉を使って私を啓き導いてくださったのです。そして、私が受け身で弱っているときもしっかり立てるよう、神は辿るべき道をくださり、信仰と力を与えてくださいました。その道を一歩進むごとに、私はサタンの闇の影響から解放され、神の不思議な御業を目にすることができました。これらの経験により、いのちが成熟してより強くなったのです。そして、そのすべてを経ることで、自分の側には神がいらっしゃるのだから、サタンによるこれらの妨害や苦痛をこれ以上恐れることはないと思いました。神に頼って神の御言葉から離れない限り、そして神を信じる限り、神はサタンの試みや攻撃に勝利するよう私たちをお導きになり、私たちは神が見守ってくださる中で生きていくでしょう。いまや私は、全能神が再来された主イエスでいらっしゃることをさらに強く確信しています。全能神は私の主であり、神なのです！また、私たちは被造物であって、祝福を享受するにせよ、困難に耐えるにせよ、絶えず神に従い、神を崇めるべきであることにも気づきました。私は次のように固く決意しました。この道が果てるまで、私は全能神に従うことを心に決めています！


30. その日、空は特に澄んで晴れ上がっていた

かつて、私は中国の三自教会の信者でした。その教会の集会に参加し始めたころ、牧師はよくこう言ったものです。「兄弟姉妹の皆さん、聖書には次のように記されています。『なぜなら、人は心に信じて義とされ、口で告白して救われるからである』（ローマ人への手紙 10:10）。私たちは信仰によって義とされ、イエスを信じているために救われたのです。他のものを信じていたら救われることはなかったでしょう……」。私は牧師の言葉をいつも胸に刻みこんでいました。そしてそれらの言葉にかき立てられ、主がおいでになって私を天国に招き入れてくださるのを待ち望みながら、熱心に信仰し、積極的に集会に参加しました。その後、教会内で不正行為が立て続けに起こり、そこでの集会に出るのが嫌になってしまいました。牧師たちが分裂し、おのおのが頂点に立って自分の縄張りを築き上げようとしただけでなく、牧師たちによる説教も中国共産党中央統一戦線工作部（UFWD）の指令に縛られていました。UFWDは「人民のあいだで騒乱を引き起こす」ことを恐れ、牧師に『ヨハネの黙示録』から説教することを許さず、牧師も黙示録から説教することはありませんでした。そしてしばしば献金について説教し、献金すればするほど神から祝福を受けると言っていました。私は教会がこのような状況に置かれたのを見て、「教会はどうしてこんな風になってしまったのだろう。牧師は主を信じていないのか。なぜ主の御言葉に従わないのか。どうして主をこれっぽっちも畏れていないのか」と困惑しました。この時以来、私はもう三自教会の集会に出たくなくなりました。牧師は真に神を信じておらず、兄弟姉妹が頑張って稼いだお金をむしり取るべく神を信じているふりをしている偽の羊飼いだと思ったからです。

1995年の後半、私はためらうことなくこの教会を去り、ある家庭集会（信仰義認教会）に加わりました。最初、彼らの説教は中国政府の規制を受けていないと思いました。『ヨハネの黙示録』を説教に組み入れ、終わりの日や主の再臨について話し合うことさえしていたのです。そのため、彼らの説く教えは三自教会の牧師のものよりはるかにましだと考え、三自教会の集会よりもここでの集会のほうが多くの喜びがあると感じました。私はとても幸せな気持ちになりました。しかししばらくすると、そこでも同労者の中に、嫉妬を剥き出しにして口論する人や、分裂をもたらそうとする人がいることに気づきました。主のお求めに従いながら生きている兄弟姉妹は１人もおらず、かつての愛情がなくなっていました。この教会も三自教会と何ら変わらないことがわかり、私はとてもがっかりしました。さりとて、どこに行けば聖霊の働きがある教会を見つけられるかもわかりません。他によい選択肢がないため、私は信仰義認教会に留まらざるを得ず、そこの集会に参加し続けました。牧師や説教者は口を揃えて、「一度救われた者は永遠に救われる」とか「最後まで忍耐し、主のために苦労して働き、主の道を守る限り、あなたは天国に入れる」などと言っていました。そのため、私は当時、「他の人に何が起きようと、主イエスへの信仰を守り続け、主の道から離れない限り、主が再臨なさるとき、私には天国に引き上げていただく機会があるだろう」と考えていたのです。

あっという間に1997年の後半になりました。神の国の福音がすでに私たちのところまで届き、私たちの教会は混沌とした状態に陥っていました。李指導者はこう言いました。「最近、東方閃電を宣べ伝える集団が台頭しており、様々な教派からよき小羊を盗むとともに、主イエスはもうお戻りになったとか、働きの新たな段階をなさっているなどと言っています。主イエスは私たちのために十字架にかけられ、神は私たちの罪を贖うべく、ご自身のいのちという対価をお支払いになりました。私たちはすでに救われています。最後まで耐え抜きさえすれば、主が再臨なさるとき、私たちはきっと天国に引き上げていただけます。ですから、私たちは注意し、絶対に東方閃電の人々を受け入れてはなりません。彼らを受け入れる人は誰であれ、教会から追放します！また、彼らが言うことに耳を傾けてもいけません。彼らの本を読んでもいけません……」。ほぼすべての集会で、あらゆる階層の同労者がこの話題で持ちきりのようでした。彼らが話していることを聞いた兄弟姉妹は、意図せずして東方閃電に抵抗し、警戒するようになりました。私もいままで以上に用心と警戒を怠らないようになりました。自分が東方閃電に盗まれてしまい、そのせいで天国に入る機会を失うことを恐れたのです。

しかし1998年になった直後のある日、私は思いがけず全能神教会の人と出会い、はじめて東方閃電の道を聞くという幸運に恵まれました。その日、私は姉から電話をもらい、彼女の自宅に招かれましたが、姉は同郷の胡さんという姉妹も招いていました。胡姉妹は私を見て微笑みを浮かべ、「よくいらっしゃいました。主を信じる私の遠い親戚も来ているんです。一緒に集会を開きませんか」と言いました。私は喜んでうなずきました。程なくして、胡姉妹が親戚の人を連れて戻ってきましたが、この姉妹は私たちを見ると感激した様子で挨拶しました。私は彼女と初対面でしたが、彼女に対する一種の親しみを感じました。すると彼女はこう言いました。「最近、教会の至るところで荒廃が見られます。説教者は宣べ伝えるべき新しい話題が何もなく、集会のたび、東方閃電にどう抵抗するかを話す以外は、テープを聞かせたり、歌を歌わせたりするだけです。これが集会になってしまいました。同労者は嫉妬を剥き出しにして言い争い、結託し、共謀しています。誰もが極めて独善的になり、他人の言うことに耳を貸しません。兄弟姉妹は否定的で弱くなり、信仰と愛を失いました。多くの人が主のもとを離れ、お金を稼ごうと世俗の世界に戻っています」。私も心の奥底で同じように感じ、うなずきながらその姉妹に言いました。「私の教会もそんな感じです。以前は毎月の集会に2、30人が出席していたけれど、いまではお年寄りが数名出席しているだけです。説教者でさえ、お金を稼ぐために世俗の世界に行ってしまいました！集会に喜びなんかないんです」。すると姉妹はうなずき、次のように言いました。「このような状況は、もはや特定の教会だけのものではありません。宗教界全体に広まっている現象なんです。そのことは、聖霊の働きがもはや教会の中で見つけられず、不正な行いが絶えず発生していることを示しています。これは主の再臨のしるしです。まさに、神殿が家畜を売ったりお金のやり取りをしたりする場所になってしまった、律法の時代の終わりと同じなのです。そうなったのは、神がすでに神殿で働きを行なうのをやめられ、その代わりに主イエスとして受肉なさり、神殿の外で働きの新たな段階をなさったからです」。私は熱心に耳を傾け何度も頷きました。そして姉妹はこう続けました。「姉妹、『ルカによる福音書』17章24節から26節には次のように書いてあります。『いなずまが天の端からひかり出て天の端へとひらめき渡るように、人の子もその日には同じようであるだろう。しかし、彼はまず多くの苦しみを受け、またこの時代の人々に捨てられねばならない。そして、ノアの時にあったように、人の子の時にも同様なことが起るであろう』。聖書のこの聖句をあなたはどのように解釈しますか」。私はしばらく真剣に考えてからぎこちなく微笑み、「姉妹、聖書に書いてあるこの聖句は、主の到来についてのものではないでしょうか」と言いました。すると姉妹はこう答えました。「聖書のこの聖句は主の到来について述べています。しかし、あの遠い昔の時代における主イエスの到来を述べているのではありません。むしろ、終わりの日における主の到来を指しているのです。と言うのも、主はここで、終わりの日に戻られた際に何が起きるかをとても明確に預言なさっているからです。姉妹、教会の信者の信仰はいまやますます冷めていて、否定的で弱い状態になっています。それは、神が再び受肉されて働きの新たな段階をなさっているからです。神の働きは前進しており、神の新たな働きに従わない人は聖霊の働きを失います」。主イエスはすでに再臨なさったと姉妹が言うのを聞いた瞬間、この人は東方閃電の人だという勘が働き、たちまち心が沈みました。「イエスを信じることは救われることです。一度救われた人は永遠に救われます！……東方閃電の人を受け入れてはいけません！……」という、この教会を閉め出している指導者の言葉がすぐに頭の中で浮かび、笑顔が消えてなくなりました。指導者の言葉を考えていると、急いで家に帰りたくなりました。しかし、この考えが頭をよぎったとき、主は次の讃美歌の一節を思い出させることで私を啓いてくださいました。「イエスは私たちの避難所です。問題に見舞われたときはイエスのもとに隠れなさい。主と一緒であれば、何を恐れる必要があるでしょう」。そして私はこう考えました。「その通りよ！主が私のそばにいらっしゃるなら、何を恐れる必要があるだろう。私が恐れていることは神からではなくサタンから来たものなのだから」。そのとき姉妹が、「疑問があれば口に出して分かち合いましょう。神の御言葉が私たちのあらゆる問題や困難を解決してくれます」と言いました。私はその言葉を聞いて、「あなたが私の質問に答えられるとは限らない。東方閃電がいったい何を宣べ伝えているのか、どうしてこんなに多くのよき小羊を盗むことができたのか、ちゃんと突き止めなきゃ」と思いました。

私はそう考えて次のように尋ねました。「私たちの指導者は、『主イエスは私たちのために十字架にかけられ、神は私たちの罪を贖うべくご自身のいのちという対価をお支払いになり、それゆえ私たちは救われた』と常々言っています。聖書にも『なぜなら、人は心に信じて義とされ、口で告白して救われるからである。』（ローマ人への手紙 10:10）と記されています。私たちは一度救われたので、永遠に救われるのです。なので最後まで耐え抜く限り、主がお戻りになるとき、私たちはきっと天国に引き上げていただけます。これは主が私たちになさった約束です。ですから、私たちは神がなさっている新しい働きを受け入れる必要はありません」。

すると姉妹は微笑みを浮かべ、私にこう言いました。「主イエスは私たちのために十字架にかけられ、ご自身のいのちという対価をお支払いになって私たちを贖われたので、私たちはもう救われたと考える信者が数多くいます。一度救われた者は永遠に救われるとか、最後まで耐え抜きさえすれば、主がお戻りになるとききっと天国に引き上げていただけるとか、神のなさる新たな働きを受け入れる必要はないなどと信じているのです。しかし、このような考え方は本当に正しいでしょうか。本当に主の御心に適うものでしょうか。実際、『一度救われた者は永遠に救われる』とか、『主が再臨なさるとき、私たちは天国に引き上げていただける』という考えは人の観念にして想像であり、主の御言葉に即していません。主イエスは、信仰によって救われた者は天国に入れるなどとは一度もおっしゃっていません。むしろ、『ただ、天にいますわが父の御旨を行う者だけが、はいるのである』（マタイによる福音書 7:21）とおっしゃっています。救われることと天にいます父の御心を行なうことは同じではありません。信仰によって救われると私たちが言うとき、この『救われる』という言葉は罪が赦されたことを意味します。つまり、法によって死刑に処されることになっても、主の御前に出て悔い改め、主の救いを受けるならば、主はその人の罪をお赦しになり、その人は法の断罪から自由になり、もはや法によって死刑に処されることはないのです。これが救われることの本当の意味です。しかし、救われるということは、人々が罪から自由になって清められたことを意味しません。私たちはみな、そのことを深く経験しています。私たちは長年にわたって主を信じ、しばしば自分の罪を主に告白して悔い改め、罪を赦していただく喜びと安らぎを享受していますが、意図せず罪を犯すことが依然としてよくあり、いまも罪に囚われています。これは事実です。たとえば、傲慢さ、狡猾さ、身勝手さ、貪欲さ、邪悪さなどといった堕落した性質がいまだ存在し続けています。私たちは依然として、世俗の潮流や富や名声、それに肉の悦びを追い求め、罪深い悦びをむやみに欲しがります。また個人的な利益を守るため、私たちは頻繁に嘘をつき、他人を騙すこともできます。ゆえに、救われることは、完全な救いを得たことを意味するのではありません。これは事実です。聖書には『わたしは聖なる者であるから、あなたがたは聖なる者とならなければならない』（レビ記 11:45）と記されています。神は聖なる存在でいらっしゃるのですから、頻繁に罪を犯して神に抵抗する人たちが天国に入ることをお許しになるでしょうか。信仰によって救われた人は天国に入れるとあなたが信じていらっしゃるなら、主イエスはなぜ次の御言葉をおっしゃったのでしょう。『わたしにむかって「主よ、主よ」と言う者が、みな天国にはいるのではなく、ただ、天にいますわが父の御旨を行う者だけが、はいるのである。その日には、多くの者が、わたしにむかって「主よ、主よ、わたしたちはあなたの名によって預言したではありませんか。また、あなたの名によって悪霊を追い出し、あなたの名によって多くの力あるわざを行ったではありませんか」と言うであろう。そのとき、わたしは彼らにはっきり、こう言おう、「あなたがたを全く知らない。不法を働く者どもよ、行ってしまえ」』（マタイによる福音書 11:7:21–23）。主は再臨なさるとき、小羊から山羊を、有毒な雑草から麦をお分けになると言われているのはなぜですか。ゆえに、『信仰によって救われた人々は天国に入れる』というのは完全に見当違いなのです。それは主イエスの御言葉とまったく相容れず、主の御言葉を否定するものです！ですから、主の御言葉を受け入れず、それを信じず、それどころか牧師や長老が伝える間違った考えに固執し、自分自身の観念と想像に頼って神を信じるなら、私たちは神のお求めを満たすことができず、天国に引き上げていただくこともできません」。

私は姉妹の言葉をじっくり考え、彼女の言ったことには理知があると思いました。そこでじっと座ったまま、黙って彼女の話に耳を傾けました。すると姉妹は話を続けました。「全能神の御言葉はすでに、救われて完全な救いを得ることの奥義を明らかにしてます。なので全能神の御言葉を一緒に読んで、神がこれについて何とおっしゃっているかを見ていきましょう。全能神はこうおっしゃっています。『当時、イエスの働きは全人類を贖う働きだった。イエスを信じるすべての人の罪は赦され、あなたがイエスを信じる限り、イエスはあなたを贖っただろう。イエスを信じるなら、もはや罪人ではなく、罪から解放されたのである。これが救われるということ、信仰によって義とされるということである。しかし、信じている人たちの中には反抗的で、神に逆らうものが残っており、それはやはり徐々に取り除く必要があった。救いとは、人が完全にイエスのものとなったことを意味したのではなく、その人がもう罪の中におらず、罪を赦されたことを意味した。信じるならば、もう罪の中にはいないのである』（「神の働きのビジョン（２）」『言葉は肉において現れる』）。『人が贖われる前、サタンの害毒の多くがすでに人の中に植え付けられていた。そしてサタンによって何千年も堕落させられてきた人間には、神に抵抗する本性がすでに定着していた。だからこそ、人が贖われたとき、それは人が高い代価で買い取られるという贖い以上のものではなく、人の中の害毒に満ちた本性は取り除かれていなかった。ここまで汚れた人は、神に仕えるのにふさわしくなる前に変化を経なければならない。この裁きと刑罰の働きによって、人は自分の中の汚れて堕落した本質を完全に知るようになる。そして完全に変わり、清くなることができる。この方法でしか、人は神の玉座の前へと戻るのにふさわしくなることができない。……人は贖われ、罪を赦されたが、それによって見なし得るのは、神は人の過ちを記憶せず、その過ちに応じて人を取り扱わないということだけである。しかし、肉体において生きる人間が罪から解放されていないと、人は罪を犯し続けることしかできず、堕落したサタン的性質をどこまでも示し続ける。これが人の送る生活であり、罪を犯しては赦されるという終わりのないサイクルなのである。人類の大多数は昼間に罪を犯し、夜になると告白するだけである。このように、たとえ罪の捧げ物が人のために永久に有効だとしても、それで人を罪から救うことはできない。救いの働きは半分しか完成していない。人にはいまだ堕落した性質があるからである。……それは罪より根深く、サタンによって植えつけられ、人の奥深くに根ざしたものである。人が自分の罪に気づくのは容易なことではない。人には自分に深く根ざした本性を認識する術がなく、そうするには言葉による裁きに頼らなければならない。そうして初めて、人はその時点から次第に変わってゆくのである』（「受肉の奥義（４）」『言葉は肉において現れる』）。『あなたは終わりの日にイエスが降臨することだけは知っているが、正確にはどのように降臨するのだろうか。あなたがたのように贖われたばかりで、まだ変えられておらず、神に完全にされてもいない罪人が、神の心に適うだろうか。古い自我を持ったままのあなたは、イエスによって救われたのは事実であり、神の救いのおかげで罪人とは見なされなくなったが、これは、あなたには罪や汚れがないという証拠ではない。変えられないままであれば、あなたはどうして聖いものとなれるのか。内側では、あなたは汚れに満ち、自分勝手で卑劣であるにもかかわらず、イエスと共に降臨することを望む――あなたはそこまで幸運ではない。あなたは神を信じる上での段階を一つ見落としている――あなたは単に罪から贖われただけで、変えられてはいないのである。あなたが神の心に適うためには、神が自らあなたを変えて清める働きをしなければならない。もしあなたが罪から贖われただけなら、聖さを得ることはできない。このように、あなたは、神が人を経営する働きの一段階、つまり変えられて完全にされるという重要な段階を逸したために、神の良き祝福を共有する資格はないであろう。よって、贖われたばかりの罪人であるあなたは、直接神の嗣業を受け継ぐことはできないのである』」（「呼び名と身分について」『言葉は肉において現れる』）。

姉妹は続けて教えを説きました。「全能神の御言葉から、神がなさる働きの各段階は、堕落した人類の必要に応じて実行されるのだとわかります。律法の時代の末期、人はサタンによってますます堕落させられ、いっそう多くの罪を犯していました。ヤーウェの律法を破り、石打ちの刑に処されて天の火に焼かれる危険に直面したのです。神は人類を愛していらっしゃいます。神は罪深き肉に似せて自ら受肉され、十字架にかけられて人の罪を贖われました。よって主イエスを信じる限り、私たちは救われます。主は私たちの罪をご記憶なさいません。私たちは直接神の御前に出て神に祈り、神が授けてくださる豊富な恵みを享受することができます。しかし贖われたといって、私たちが罪なき存在になった証明にはなりません。私たち人類は数千年にわたりサタンによって堕落させられてきました。そしてサタンの害毒が私たちの中に深く根づき、私たちのいのちとなり、本性となったのです。私たちは自惚れや傲慢、欺瞞や不実、独善や卑劣、貪欲や邪悪といったサタン的本性に支配されています。それに依然として頻繁に嘘をつき、騙し、罪を犯し、神に抵抗することができます。そのことは、私たちが絶えず罪を犯してはそれを告白するという繰り返しの中で生きていることの根源です。ですから、堕落した人類が必要とするものと、人類をお救いになる神の経営計画をもとに、神は私たちを清めてその堕落した性質を変えるべく、人を裁いて罰する終わりの日の新たな段階の働きをなさるために到来なさいました。そして最終的に、神は十分な救いを得て完全にされた人を天国へと導かれるのです。依然として『一度救われた者は永遠に救われる』という観念に固執し、終わりの日における神の裁きの働きを拒むなら、私たちの血に流れるサタンの害毒が清められることは決してなく、私たちが神の完全な救いを得ることも決してありません。天国に引き上げていただくなどもってのほかです。これらがもたらす結果は非常に重大なものです。ゆえに終わりの日であるいま、恵みの時代をあとにして全能神による終わりの日の裁きの働きを受け入れることでのみ、人は徹底的に清められ、神の完全な救いを得て、良き終着点に行くことができるのです」。

姉妹が説く教えを聞きながら、私はこう考えました。「そうよ。全能神の御言葉はとても実践的だわ。ここ数年、私はいつも日中に罪を犯して夜にそれを告白する生活を送ってきたんじゃないかしら。私たちは主への信仰のおかげで罪を赦されただけで、罪深い本性はまだ残っている。依然として罪を犯し、神に抵抗できるのよ。主は聖くていらっしゃるのだから、頻繁に罪を犯して主に抵抗する人がどうして天国に引き上げていただけるだろう。全能神の御言葉が、長年心にのしかかっていたこれらの問題を解きほぐしてくれた。全能神の御言葉には、私たちが求めるべき真理が確かにある。それは、全能神が本当に再臨された主でいらっしゃるということなのかしら。きちんとそれを調べる必要があるわ」。

私は徐々にこの姉妹に対する警戒心を解いていきましたが、話し合った内容について調べようと思った瞬間、ドアを必死にノックする大きな音が突然聞こえました。胡姉妹がドアに駆け寄ると、牧師が部屋に入ってきました。その牧師はまず私を見て、次に全能神の国の福音を説いている姉妹のほうに目を向けると、驚きと怒りに満ちた口調でこう言いました。「君はここで何をしているんだ。見知らぬ人間の説教を聞いてはならないと言わなかったか。それなのに、ここでこの連中の話を聞いているのはどういうわけなんだ。いますぐ家に帰りなさい。二度とこの連中の話に耳を傾けてはだめだ。騙されたら後悔しても手遅れだぞ！」牧師は私を叱ったあと、今度は姉妹のほうを向いてこう脅しました。「東方閃電を宣べ伝えているお前たちがやっているのは、私たちの教会に来て信者を盗むことだけだ！いますぐここから出て行け。お前たちが出て行かないなら、私にも考えがあるぞ！」姉妹に対する牧師の接し方を見た私は大いに嫌悪を感じ、このように言いました。「牧師さん、この姉妹は本当にいいことを言っていただけで、その内容は聖書と合致しています。私も、全能神が再臨された主イエスだというのは本当のような気がします。あなたも話を聞いて、そのうえで判断してはどうですか。それに聖書にも『旅人をもてなすことを忘れてはならない。このようにして、ある人々は、気づかないで御使たちをもてなした』（ヘブル人への手紙 13:2）と書かれていませんでしたか？主を信じる私たちは愛情を示すべきで、こんな風に人を扱うことはできません。このようにして姉妹を追い出すことは、主の教えに反していないでしょうか」。私がそのように言うのを聞いた牧師は、「君に何がわかるというんだ。イエスを信じている私たちはすでに救われている。再び救われる必要などない！連中は信者を盗もうとしてここにやって来た。だから連中を受け入れてはならない！」と私に向かって怒鳴りました。このとき、福音を福音を宣べ伝えていた姉妹が微笑みを浮かべ、「私たちはみんな主の再臨をお待ちしています。座ってお話ししませんか。主の再臨を逃すと、とても後悔することになります……」と言いましたが、姉妹が言い終わらないうちに牧師は姉妹を追い立て、「黙れ！お前がどんな立派なことを話したとしても、聞くつもりはない！すぐに出て行け！」と言いました。そしてその言葉通り、牧師は姉妹を家から追い出そうと、押したり引いたり暴言を吐いたりしました。姉妹が家から出ると、牧師は私の所に戻ってきてこう脅しました。「いますぐ家に帰りなさい。今後は東方閃電の連中と二度と接触してはいけない。接触したら君を教会から追放する。そうなったら主に讃えていただき、天国に入る機会を失うんだぞ」。私はすでに姉妹が説いた教えを聞いていたので、主イエスの働きは贖いの働きであって人を清める働きではないこと、そして主は終わりの日にお戻りになって裁きの働きをなさってはじめて、人を徹底的に清めてお救いになることを理解していました。終わりの日における神の裁きの働きを受け入れなければ、人の堕落した性質は変わらず、神の完全な救いを得て天国に入ることはできません。そのため、牧師の言葉は私に大した影響を与えませんでした。私はそれを聞き流し、うなずいて賛成した振りをしてから家に帰りました。

家に戻ると姉妹が説いてくれた教えを反芻し、「あの姉妹が言っていたことは、すべて聖書に沿っている。私はまともな根拠もなしに『一度救われた者は永遠に救われる』と信じていたのね」と考えました。神を信じてきた長い年月を振り返り、罪を犯してはそれを告白するという状態の中で絶えず生きていたことに気づきましたが、その問題を解決することはできず、1人で多くの苦しみを味わっていたのです。このような形で信じ続ければ、最後に神の称賛を得られないと感じました。あの姉妹の話を聞いた私は、主を信じる者が完全な救いを得て天国に入りたければ、再臨された主イエスがなさる人々の裁きと清めの働きを心から受け入れなければならないと、よりいっそう確信するようになりました。それなら、全能神による終わりの日の裁きの働きとは一体何なのでしょうか。全能神はどのように人を清めて変えられるのでしょうか。このようなことを考えながら聖書を捲っていと、主イエスによる次の聖句が見つかりました。「わたしには、あなたがたに言うべきことがまだ多くあるが、あなたがたは今はそれに堪えられない。けれども真理の御霊が来る時には、あなたがたをあらゆる真理に導いてくれるであろう。それは自分から語るのではなく、その聞くところを語り、きたるべき事をあなたがたに知らせるであろう」(ヨハネによる福音書 16:12-13)。さらに、聖書には次のようにも書いてあります。「さばきが神の家から始められる時がきた」(ペテロの第一の手紙 4:17)。「耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい」(ヨハネの黙示録 2:7)。これを読んだとき、私は夢からようやく目覚めたような気がしました。終わりの日に神がより多くの真理を表され、新たな段階の働きをなさることを、主イエスははるか以前に預言されていたのです。これはまさに、全能神がおいでになり、人を裁いて清める働きをなさるということではないでしょうか。私はこう考えました。「あぁ！今日、牧師がやって来て邪魔をしなければ、全能神の道についてもっと心ゆくまでに聞けたのに。かつて、私は牧師や長老の言葉に必ず耳を傾けていて、全能神の終わりの日の働きについて探求したり調べたりしたことは一度もなかった。ただ、牧師や長老の言うとおりにしていただけなのよ。自分の心に主の居場所がなかったことに、今日初めて気づいたわ。主の再臨を探求することについても、私は主の御心を求めず、牧師や長老の言葉をうのみにしていた。何て愚かなのかしら！主を信じる私たちは、神を讃え、主の再臨について神の足跡を積極的に探すべきなのよ。そうすることでのみ、私たちは神の御心に従えるのだから。今日私は、牧師の行動が神の御心に従っていないことを理解した。もはや彼らが言うことを無闇に聞くわけにはいかない。全能神の道を求め、調べる必要があるのよ」。

翌朝は交わりの続きをするために、最初に胡姉妹の家を訪ねてから、全能神の福音を宣べ伝えてくれた姉妹を探すことにしました。私が家を出る前に、胡姉妹があの姉妹を私の家に連れてきてくれるなど、誰が想像したでしょう。それはまさしく主のお導きだったのです。その姉妹はまず心配そうに、昨日は牧師から嫌がらせをされませんでしたかと尋ねました。私はきっぱりと答えました。「いいえ。昨日の交わりの後、私はここに戻って、いろいろあったことを注意深く思い返しました。そして、主イエスを信じるだけでは本当に清めていただけないことに気づきました。私たちの堕落した本性がまだ存在しているので、そのために神の完全な救いを得られないのです。さらに、主が終わりの日にお戻りになって裁きの働きをなさることを実際に預言している聖書の一節も読みました。いま、私が何よりも知りたいのは、全能神が終わりの日に行なわれる裁きの働きとは、一体どのようなことなのか、全能神の裁きの働きは、どのように人を清めて変えるのか、ということです」。

すると、その姉妹は嬉しそうに言いました。「神に感謝します！あなたの質問はまさに核心を突いていますよ。というのもその質問は、私たちは神を信じることで、完全な救いを得て天国に入れるのかどうかという重要な問題に関係しているからです。まず、全能神の御言葉に何と書かれているか読んでみましょう。全能神は次のようにおっしゃっています。『もちろん、神の今回の受肉において、神の働きは主に刑罰と裁きを通して神の性質を表すことである。これを基礎として、神は人により多くの真理をもたらし、より多くの実践方法を示し、こうして人を征服し、堕落した性質から人を救うという神の目的を達成する。これが神の国の時代における神の働きの背後にあるものである』（「序文」『言葉は肉において現れる』）。『「裁き」という言葉を出せば、ヤーウェがあらゆる場所に向けて語った言葉、イエスがパリサイ人に語った非難の言葉をあなたはたぶん思い浮かべるであろう。それらの言葉の厳しさにもかかわらず、それらは神の人への裁きの言葉ではなく、様々な環境において、つまり異なる脈絡において、神が語った言葉にすぎなかった。それらの言葉は、終わりの日にキリストが人間を裁きつつ語る言葉とは違う。終わりの日には、キリストはさまざまな真理を用いて人間を教え、人間の本質を明らかにし、人間の言動を解剖する。そのような言葉は、人の本分や、人はいかに神に従うべきか、人はいかに神に忠実であるべきか、いかに正常な人間性を生きるべきかや、また神の知恵と性質など、さまざまな真理を含んでいる。これらの言葉はすべて人間の本質とその堕落した性質に向けられている。とくに、人間がいかに神をはねつけるかを明らかにする言葉は、人間がいかにサタンの化身であり、神に敵対する力であるかに関して語られる。神は裁きの働きを行うにあたって、少ない言葉で人間の本性を明らかにすることはない。むしろ長い期間にわたり、それをさらけ出し、取り扱い、刈り込む。このような方法のさらけ出し、取り扱い、刈り込みは通常の言葉が取って代わることはできず、人間が一切持ち合わせていない真理でなければ取って代われない。このような方法のみが裁きと呼ばれることができる。このような裁きを通してのみ人間は屈服し、徹底的に納得して神への服従に向かうようになり、さらに神についての真の認識を得ることができる。裁きの働きがもたらすのは、神の真の顔と人間自らの反抗的性質についての真相を人が認識することである。裁きの働きにより、人は神の心、神の働きの目的、人には理解することのできない奥義についてかなり理解できるようになる。また、それにより人は自分の堕落した本質と堕落の根源を認識し知るようになり、人間の醜さを発見する。これらの効果はすべて、裁きの働きによりもたらされる。それは、実際に、この働きの本質は神を信じる人すべてに神の真理、道、いのちを開く働きだからである。この働きが神による裁きの働きである』（「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」『言葉は肉において現れる』）。」

神の御言葉を読んだ後、姉妹は続けて教えを説きました。「神の御言葉から、全能神は終わりの日の裁きの働きにおいて、真理の多くの側面を使って人を暴き、人を詳しく調べることがわかりました。神は御言葉によって人の堕落した本質と人の堕落の真相を明らかにし、神に反抗し、神を裏切るサタンのような本性を裁き、私たちに内在するさまざまな種類の堕落を清められるのです。そのような堕落の例として、神の働きに関してさまざまな観念や想像を抱くこと、自分の観念を真理と見なして神の働きを判断すること、そして好き勝手に神を裁き、神を非難し、神に抵抗することが挙げられます。また神を信じていても、実際には不信心者とまったく変わらないのも堕落です。私たちはみな名声と財を求め、そのためにあらゆる対価を支払おうとしますが、誰1人として神に満足していただくために生きてはいません。また、神は実際には、神の御心に従うことでのみ、人は天国に入れるとおっしゃっているのに、主を信じている限り自分たちは救われるとか、主が到来したら、自分たちは天国に引き上げていただけるなどと、私たちは神と相容れないものの見方をたくさんしています。こうしたことは私たちに内在する堕落のほんの一例です。神の裁きと刑罰を通して、これらの堕落した性質や、誤った見方や考え方、サタンの人生の原理も清められて変えられます。そうして私たちは、神に心から従うようになるのです。同時に、私たちは神の裁きと刑罰により、神の義なる性質が人のいかなる背きも容赦しないことを認識し、神がどのような者を愛されるか、どのような者を嫌われるかを知り、人をお救いになる神の意図を理解し、神に畏敬の念を抱き、真理を探求する方法を知り、神の称賛を得るにはどう本分を適切に尽くせばよいかがわかるようになるのです。神の御言葉を経験し実践することにより、私たちは多くの真理を理解するようになります。たとえば、神への信仰を持つということはどういうことか、真に救いを得るとはどういうことか、神に従い神を愛するとはどういうことか、神の御心に従うとはどういうことかを知るようになるのです。私たちの堕落した性質がさまざまな度合いですべて変化していき、私たちの人生観や価値観も変わっていきます。これこそ、神が私たちに行なわれている裁きと刑罰の働きなのです。これを、神の愛による救いと呼ぶこともできます。ですから、終わりの日のキリスト、つまり全能神の御座の前で裁きを受けることでのみ、私たちは真理を受け取れるのです。そのとき初めて罪から解放され、清められ、救済を得ることができるのです。姉妹、この交わりが理解できますか？」

神の御言葉を読み、姉妹が交わりをもってくれたおかげで、私は神の働きと神の御心を理解するようになりました。そして深く感動しながら頷き、こう言いました。「神に感謝します！全能神の御言葉を聞くことで、神は終わりの日に御言葉の真理を使い、人を裁いて清める働きをなさることがわかるようになりました。私のこれまでの追求はとても漠然として、非現実的でした。それでも今は、終わりの日における神の裁きと刑罰の働きを受け入れることでのみ、人は神に清めていただき、救いを得て天国に入れることを理解しています。全能神は再臨された主イエスでいらっしゃるのです！私の堕落した性質が近いうちに変わるように、喜んで終わりの日の全能神の働きを受け入れ、神の御言葉の裁きと刑罰を受け入れます」。私の言葉を聞いて、姉妹は嬉しそうに微笑み、何度も神に感謝を捧げました。

全能神の御言葉は、自分が心に抱いていた観念から私を解放するとともに、私が自分の堕落した性質をどのように捨て、どのように清めていただくかについて道を示してくれました。今や救済を求める方向と目的が明確になったので、自分の霊が明るくなり、落ち着いて解放されたように感じました。窓の外を見ると、その日の空は特別に澄んで晴れ上がっていました。私は地面に膝をつき、神に祈りを捧げました。「あぁ、神よ。あなたに感謝を捧げます。生きているうちにあなたの再臨をお迎えし、あなたの現れを目撃できるほどの幸運に恵まれたのは、まさに祝福です！でも、私は盲目にして無知です。牧師や長老が広める噂を信じ、自分の考えや想像に固執し、もう少しで永遠の救いを失うところだったからです。あぁ、神よ。私はとても無知で愚かです！進んで悔い改め、救いを得るというこの極めてまれな機会を大切にします。そして、さらに多くの兄弟姉妹が救いを得られるよう、あなたの御前に連れていくつもりです！アーメン！」


31. イバラの中で育つ小さな草の葉

イイシン　シンガポール

2016年11月、私はフェイスブックを通じて全能神教会のリン兄、チャン姉、シャオシャオ姉と知り合いました。三人は聖書の預言を交えたお話しをしてくださり、終わりの日の神の働きを証しされました。こうした交わりと証しから、全能神の御言葉は主イエスがなされた贖いの働きにもとづいており、全能神はそうした御言葉によって人々を裁き清める働きを行っておられることがわかりました。全能神がそのような働きをなされているのは、私たちが神にこれ以上反抗や抵抗をせず、むしろ神に心から従い崇める者となるように、サタンの支配から人類を完全に救い、私たちから堕落した性質を取り除くためなのです。全能神の御言葉から私は、終わりの日の神の裁きの働きにより小麦と毒麦、羊と山羊、思慮深い処女と愚かな処女の真の姿が暴かれて、最後にはそれぞれが種類別に分類され、良きものが報いを受け、悪しきものが罰を受けることがわかってきました。全能神が、自分がお慕いしてきた主イエスの再来だと理解した私は、最後の日の全能神神の働きを喜んで受け入れました。

ある日、以前通っていた教会のシュー姉からいきなり、最近はなんで忙しかったのですか、と訊かれたので、全能神の最後の日の働きについて調べていたのです、と答えました。シュー姉は全能神教会についてさんざん悪口を言ったうえに、全能神を冒涜しました。そしてあの人たちとは関わらないようにしなさいと、説得してきたのです。私は答えました。「ここしばらく全能神教会の兄弟姉妹と連絡を取り合っているのですが、意見を交換するのが楽しくて。あの方たちは、斬新で明快なやり方で真理について語り合うのです。私はそうした話を聞いて真理をたくさん理解しました。それで私はとても助けられているし、自分のためにもなっているんです。だから絶対おっしゃるような人たちではありません。それに全能神の御言葉はとても実践的で、以前どうしても答えが出なかった問題がいくつも解決に導かれているのです。神の御言葉によって私たちのいのちは支えられています。実践の道も示されているのです」。私が態度を変えようとしないのを見てシュー姉は戦術を変えて、ユイン姉－－私たちに主の福音を説いてくれた姉妹－－には、全能神の終わりの日の働きを調べていると話したのですか、と訊いてきました。私は答えました。「まだ話さなくていいです。いまだにわからないことだらけですけど、調べ終わって絶対的な確信がもてるようになったら、みなさんに自分の発見したことを伝えるつもりです」。シュー姉は、私がユイン姉に何を話すにしても、その前に自分でよく理解しておくべきだという意見に賛成してくれました。

そのため５日後に、働いているエステ店の店長が私のところに来てこう言ったときはびっくりしました。「イイシン、ユイン姉からあなたのために祈るよう頼まれたわよ。本当を言うと、どう祈ってよいかわからないけど、精いっぱいやってみるね……」。そう聞いたとたんに、シュー姉がユイン姉に、私が全能神の終わりの日の働きを調べていると教えたのを知りました。シュー姉の行動はあまり道徳的ではないように思えて、私は少し気分を悪くしました。彼女に裏切られて売られたように感じ、主を信じる仲間の兄弟姉妹でさえも信用できないと感じるようになったのです。ちょうどそんなことを考えていると、店長がまったく私の意見を聞かずに、お店の同僚十数人の注目を求めて、私がよいクリスチャンではなく正道を踏み外していると告げました。さらに全能神教会に敵対し非難することをいろいろ並べました。それがあれよあれよという間にいっぺんに起こったので、私はどうしてよいかわからずひどく混乱しました。私は心の中で祈りました。「親愛なる主よ、この人たちはあなたの再来の知らせを聞いています。それならなぜあなたの再来について調べることににちっとも関心を示さないのでしょうか？　なぜネット上の噂を目にしただけで、あなたに敵対し非難するようなことを言うのでしょうか？　全能神はとても多くの真理を表しておられます。ということは、全能神があなたの再来であられることを証明しているのではありませんか？　あの人たちはなぜ全能神への私の信仰に反対するのでしょうか？　もしかして間違っているのは私なのでしょうか？　おお主よ、私にはどうしてよいのかわかりません。どうか私をお導きになり道をお示しください……」。

その後、リン兄にその日の出来事を話すと、彼は私のために、次のような全能神の御言葉を見つけてくれました。「サタンはいつでも人間がわたしについて心にもつ認識をむさぼっている。そして、つねに牙と爪をむき出して、死闘の最期の苦しみの中にある。あなたがたは、今このときに、サタンの欺きに満ちた策略によって捕らえられたいのか。あなたがたは、わたしの働きの最後の段階が完成する瞬間に、いのちを断たれたいのか。まことに、あなたがたは再びわたしが寛容さを示すことを待っているのではあるまい。わたしを知ろうとすることが肝要だが、実践に注意を注ぐことを怠ってはならない。わたしは、あなたがたがわたしの導きに従い、自分の願望や意図をこれ以上抱かないことを願って、自分の言葉の中であなたがたに直接識見を明かしているのである」（『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第六章」〔『言葉』第1巻〕）。それからリン兄はこうも話してくれました。「神の御言葉から、あなたの身に起こったことは霊界での戦いで、あなたはサタンの誘惑に直面していたのがわかりますよね。神は終わりの日に受肉されて、人類を救うために御言葉を発しておられるのです。そうすることで神は、私たちがその御言葉から真理を理解し、神の働きを知り、神の性質を知り、完全にサタンを見捨てて神のみもとに戻り、救いを得て神のものとされることを可能にされています。サタンはいつも神のすぐ後ろに迫り、神の働きを混乱させ妨害しようとして、あらゆる種類の人々を利用して噂をでっちあげ、終わりの日のキリストである全能神を誹謗中傷して、私たちが神の御前に出るのを妨げようとしています。宗教指導者と権力の座にある無神論者はサタンの化身なので、神がその働きを行うために地上で受肉されるたびに、神に抵抗し非難して、人々が神に従うのをやめさせ防ごうとするのです。主イエスがみずから働きを行われたときには、当時の祭司長、律法学者、パリサイ人がサタンの手下となり、可能なあらゆる手段を使って主の働きを非難し敵対しました。デマを広め偽りの証言を伝えて、主イエスを中傷し冒涜したのです。たとえば彼らは主イエスが悪魔のかしらベルゼブブの力を使って悪魔を追い払っていると主張して冒涜し、主イエスはカエサルに税を納めないよう地元の市民をそそのかしたと言って中傷し、買収した兵士に、主イエスは復活しておらず、その亡骸を弟子たちがひそかに持ち去ったという嘘の証言をさせています。神が終わりの日の新たな働きをなさるために受肉されると、中国共産党政府は中国を無神論地帯にしようと試みて、自らの生活と地位を守ることを望む多くの宗教の牧師と長老とともに、全能神と全能神教会にかんする無数の嘘や偽の証言をばら撒きはじめました。人々を欺き脅かして、人々が最後の日の神の働きを調べて受け入れるのを防ぐためです。この真実を理解せず見識もない多くの者は、深く考えもせずにこうした噂をうのみにして誤った考えを広めています。人々を悩ませ、人々が真の道を受け入れるのを妨げることによって、サタンの命令に従っているのです。そうした者がサタンの共犯者となり、神と敵対する邪悪な存在となるのです。そのため私たちは無神論者の中国共産党政府は神の敵であり、神の働きについて調べさせまいとする牧師や長老は、現代のパリサイ人だとしっかり認識する必要があります。インターネット上の噂はすべて、私たちを神のほうに向かせまいとするサタンの計画の一部であると見なくてはならず、真の道について調べたければ、神の御言葉だけに耳を傾けてサタンの噂を絶対に信じてはならない、ということも肝に銘じていなければなりません。そうすれば霊的な戦いの中で神の側に立って神に証しをすることができて、サタンに利用されることはなくなるでしょう」。

リン兄の話のおかげで、私は噂の出所がどこにあるのかを理解しました。そしてそのとき、サタンが私を混乱させて妨害するために噂を広める目的は、終わりの日の神の救いを得らせまいとすることにあると理解したのです。このことについてさらに考えを進めると、私を攻撃してきた人々は全能神の御言葉を一度も読んだことがなく、終わりの日における全能神の働きを調べたこともなく、ただ噂を真に受けて全能神に反抗し非難していただけなのがわかってきました。そうした人々の心はサタンのせいでひどく混乱していて、気づかないうちにサタンの命令に従い、神に反抗しているのです。賢い者なら、まずは全能神の御言葉を真剣に読んで徹底的に調べてから、結論を出すはずです。ただ、神への信仰は決して些事ではないので、私は間違った道を進んでいるかもしれないと思い、ここにいたっても心の中に懸念を抱いていました。職場から帰宅してから、私は涙ながらに主に祈りました。「おお主よ、私はひどく戸惑い混乱しています。けれども他の人が言うことをただ信じて、一言一句たがわず繰り返すようなことはしたくないのです。あなたの御心に従って行動したいのです。どうか私をお導きになり道をお示しください」。その夜眠りに落ちてから数時間経つと、何となく何かが上からのしかかっているような感じがしました。一生懸命目を開けようとしますが開けられません。どう頑張っても無駄だと知った私は、あわてて叫びました。「主イエスよ、お助けください！」２度叫びましたが何も起こりません。何かがのしかかっている感じはまだ続いています。私はどうしてよいかわからず、とても怖くなりました。するとふいに全能神のことが頭に浮かんだので、「全能神よ！全能神よ！」と叫ぶと目が覚めました。目が覚めても、私は小刻みに震えたままで、完全に落ち着きを取り戻すまではしばらくかかりました。私は主イエスの名前を叫んでも効果がなかったのに、「全能神よ！」と叫んだとたんに目が覚めたのはなぜなんだろう、と思いました。そのとき、リン兄が話してくれたことが思い出されました。「神は時代ごとに違う名前を用いられます。神が新しい働きを始められると、聖霊が新しい時代に対する神の名前を認めるのです。だから信者が神の賞賛や配慮、保護を得たいときには、その時代の神の名前を呼んで祈らなければなりません。この時代、主イエスはすでに再来なさり、恵みの時代を終わらせ神の国の時代を開始するべく、『全能神』の名前を用いておられます。終わりの日の間の神の名前は全能神なので、祈るときはこの名前を使わなくてはなりません。そうでないと神はお聞きにならないのです」。そのとき私は、悪夢はたまたまのことではなく、神が私の祈りを聞かれて、全能神が主イエスの再来であることを証明されたのだと気づきました。神様、ありがとうございます！　このことに気づいてから、私の心は力を得て高揚し、私はこれから店長と同僚からどんなに非難されても、立ち向かおうと信念を固めました。

翌日、職場で店長が全従業員の前でふたたび、私は正道を踏み外していると言い、全能神を冒涜することもたくさん話しました。そのような言葉を聞いて、心底腹の立った私は店長に尋ねました。「私たちはみな神を信じています。ただやみくもに全能神を非難し冒涜する代わりに、全能神の御言葉と働きがどんなものか調べて、神の御心を求められたらどうですか？　そうすれば、ご自分の心の中に神への畏敬の念などないのがわかりますよ！」　そう言い終わると、私は店から飛び出しました。それから少しして店長が私を探しにきて、自分に対してカッとなるべきではなかった、とたしなめました。私は答えました。「別にカッとなりたかったわけではありません。だけど、店長もあんなことをおっしゃるべきではなかったのでは。店長の言われた、神に対する冒涜や対立、非難の言葉は、私たち神の信者は決して口にしてならないことでしょう。なぜなら神に背くことになりますから。店長の観点からすれば、私に考えを改めるよう説得することでよいことをしているように思われるかもしれません。ですが私は大人で、物事をじっくり合理的に考えているんです。全能神が主イエスの再来かどうかという問題については、自分で探求し調べています。行き当たりばったりに、ただ信じることにしたのではありません。どうか私の決心に敬意を払って、終わりの日の神の働きについて探求し調べるのを、やめさせたり制限したりしようとしないでください」。すると店長が、テレビやインターネットで全能神教会についての噂を見ていないの、と訊いてきました。私は答えました。「否定的なことはつねにサタンに由来しています。私が読んでいるのは全能神の御言葉、そして観ているのは全能神教会が製作した映画や聖歌隊のビデオ、音楽ビデオです。店長の観られているようなものは観ていません。全能神教会は、信徒が邪悪な行いをするのを許しませんが、それはあなた方みんなが言っていることと正反対ですよね。全能神が私たちに求められるのは、誠実な人間となると同時に、人間性と良心、理性をもつよい人間になることなのです」。私の言い分を聞くと店長は言葉を失い、他にどうしようもなくてその場を去りました。

それからというものの、店長は私をいびりはじめ、私について嫌みなことまで言うようになりました。そうしたことを言うのも、全能神への信仰を捨てさせるためなのはわかっていました。ある日、私は突然店長からこう言われました。「ユイン姉が出張から帰ったら、あなたと話をしたいそうよ」。それを聞いて、私は少し動揺し緊張しました。私は思いました。「ユイン姉は間違いなく全能神への信仰を妨害してくるだろう。私は彼女の説教を聞いてクリスチャンになったのだし、ユイン姉はこのエステ店のVIPのお客様だ。もし彼女の気分を害したら店長は面白くないだろうし、これから先店長とやって行くうえでもっと厄介なことにもなりそうだ」。ユイン姉が帰ってくる日が近づくと、私はますます緊張して心配になりました。ある日の午後、私はVIPルームで座って神に祈っていました。ちょうど祈り終わったとき、私の電話が鳴りました。店長でした。「ユイン姉がいらっしゃるわよ。フェイシャル・トリートメントをお願いね」。全然気が乗りませんでしたが、とうてい断れるものではありません。トリートメント・ルームに戻ると、神の御前で心を落ち着けるために録音しておいた讃美歌をかけました。聞こえてきた讃美歌の「私は神を愛すると決心する」には、こんな歌詞がありました。「あなたがわたしの霊の眼を開き、あなたの霊がわたしの心を動かしますように。わたしがあなたの前に来ると、消極的なものをすべて捨て去り、どのような人や物事にも束縛されることなく、心をあなたの前に完全に曝け出し、わたしの全存在をあなたの前に捧げられるようにしてください。あなたがわたしをどのように試そうと、わたしは用意ができています。今わたしは自分の将来の展望を一切考えることはなく、死のくびきにも縛られていません。あなたを愛する心で、人生の道を求めることを望みます」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』より）。神の御言葉は私に信仰を与え、私は少しずつ冷静になり落ち着きはじめました。「その通りだ」と私は思いました。「真の道を選ぶにあたって、私はどんな人間にも、物事にも抑制されてはならないのだ。全能神が主イエスの再来であるとすでに確信しているのだから、一片の疑念も躊躇もなく神に従うべきなのだ。店長が自分をどう見て接するかとか、ユイン姉との関係がどうなるかは、すべて神の御手の中にある。私はひとりで悶々とするのをやめて、神のはからいに従うべきなのだ」。おかげで私は、その後の事態に自信をもって向き合えたのです。

その数分後にユイン姉が現れました。私は心の中で神に祈りました。「おお、全能神よ。ユイン姉はあなたに対し冒涜、敵対、攻撃するようなことを言うのではないかと心配です。私にもいやがらせをしようとするのではないかと心配です。神様、どうか私をお助けになり、お守りください」。はじめのうち、ユイン姉はイスラエルへの出張と、それがどんなにうまく行ったかということばかりを話していました。それでも結局、遠まわしな言い方でこの問題をもち出してきました。「終わりの日の間は、偽キリストや偽預言者が大勢現れて人々を騙そうとするんですよ」。ユイン姉が全能神を冒涜する言葉を聞きたくなかったので、私はそう言って話を遮りました。「ええ、主イエスがそうした注意をされているので、神の子としてのしるしと奇跡を示して、主イエスを真似る偽キリストに用心することができるのです。だけど主の意図は、私たちの洞察力を育てることにあるのです。主の再来の福音を説く者の話を私たちに一切聞かせまいとすることではありません。主イエスはこうおっしゃっています。『わたしの羊はわたしの声に聞き従う。わたしは彼らを知っており、彼らはわたしについて来る』（ヨハネの福音書 10:27）。主は私たちを正しい道にお導きになるでしょう。だから私たちは終わりの日の偽キリストによって誤った方向に導かれるのを心配しなくてもよいのです。それでも私たちは、主が終わりの日の間に再来されることを心に留めておかねばなりません。主を探求しつづけるかぎり、私たちは主の現れを見出すでしょう。なぜなら主は、神の羊は神の声を聞くことができるとおっしゃっているからです」。ところがユイン姉は私の話にまったく耳を貸さずに、終わりの日の間に偽キリストが人々を騙している、あなたはもっと気をつけるべきよ、とくどくどと繰り返します。そのうえ彼女は、全能神教会がいかにひどいかを並べ立てました。無視していると、私が返事をしようとしないのを知って、ユイン姉は口をつぐみました。

その後も、私の全能神の信仰に対する店長の不満はおさまらず、いびりや同僚の前での攻撃は続きました。そうした時期には、全能神教会の兄弟姉妹がつねに寄り添って、神の御言葉を分かち合ってくれたので、神の御心を理解することができました。あの方たちはまた、神は聖で、人間を造られたときに、自由意志と選択の自由をお与えになったと教えてくれました。また、神は誰に対しても決して行動を強いられたりはしないが、ただ私たちの糧となる真理を表現なさるだけで、その御心を理解し善悪の区別をつける手助けをしてくださっている、とも語ってくれました。たとえば神はアダムとイブに、エデンの園にあるどの樹の実も食べてよいが、善悪の知識の樹の実だけは食べると確実に死ぬので食べてはならない、とおっしゃいました。神の本質は善であり、神は人類に選択の自由をお与えになっているのです。人々を操り支配するのはサタンだけで、それはサタンは邪悪だからです。そのため終わりの日の全能神の働きを受け入れるかどうかは個人が決めることで、誰にも強制されたりはしません。こうしたことを教えてくれただけでなく、兄弟姉妹は次のような神の御言葉の一節を見つけてくれました。「神が人において行う働きのあらゆる段階において、それはあたかも人の手配により、あるいは人の干渉から生まれたかのように、外面的には人々の間の相互作用のように見える。しかし舞台裏では、働きのあらゆる段階、起こるすべてのことは、神の面前でサタンが作った賭けの対象であり、人は神への証しにおいてしっかりと立つことが要求される。ヨブが試練に会った時のことを例にとってみよう。秘かにサタンは神と賭けをしており、ヨブに起こったことは人間の行為であり、人間による干渉であった。神があなたがたにおいて行う働きの各段階の背後にはサタンと神との賭けがある。その背後にはすべて戦いがある。……神とサタンが霊的領域で戦う時、あなたはどのように神を満足させるべきか、どのように固く証しに立つべきであろうか。あなたは自分に起こることのすべては大いなる試練であり、その試練の時に神があなたの証しを必要とすることを知るべきである」（『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」〔『言葉』第1巻〕）。兄弟姉妹との交わりのおかけで、私はこの一節を少し理解できるようになりました。今では、自分の身に起こることにはすべて、必ず神の許可があるのがわかります。神はそうした状況を利用して、私を試され神に対して真の信仰をもっているかどうかを確かめ、私が洞察力を育むよう仕向けておられるのです。神は私に、神に由来するものとサタンに由来するものをはっきり見極めるよう望まれています。そして私が試練の時に神を頼り、神に目を向けて、ヨブにならって神の証人となり、それによってサタンに屈辱を与えるようになることも。

神の御言葉の導きと兄弟姉妹の助けのおかけで、真の道がさらにはっきり見えてきました。全能神に従うのは間違った道ではないと確信し、むしろ羊の歩みと歩調を合わせるようになったのです。全能神教会の兄弟姉妹は、真理と神の御心について私と話し合ってくれました。彼らは人類を救う神の働きと、神が所有するすべてのものと神そのものについて証言していたのです。これを信じなさいと強制はしませんでした。その代わりに私が自由に決断できるよう、さまざまな発言を見分ける方法を学ぶ手助けをしてくれました。ところがユイン姉と店長は、インターネットの噂をいちいち信じて、神に敵対し冒涜することを言いつづけて、私が終わりの日における神の働きを受け入れるのを強引に邪魔し、阻止しようとしたのです。自分たちの考え方を私が認めないと、私への脅しや嘲り、言葉での攻撃を始めました。それでも私は、二人の言動はすべてサタンに由来していると見通していました。なぜなら人々への脅しや強制、攻撃は、サタンにのみ由来する行為だからです。神様に感謝します！今ではひと目見ただけで、神に由来する者とサタンに由来する者を見分けられるようになり、そうした人間の種類についての洞察力がつきました。今私は、心の中に光が満たされて、心の重苦しさが取れたように感じています。私は、神が終わりの日の間に人間の形に受肉されて、これほどまでに多くの真理を表現してくださったことに心から感謝しました。そのおかげで私はいやな目に遭うたびに神の御言葉に頼ってその御心を理解し実践の道を見出すことができたのです。私は神の御言葉の糧のもとで、少しずつ一歩一歩成長することができて、大変幸運だと思いました！

当初私は何もかも終わったと思っていたので、新たな攻撃のラウンドが始まったときは驚きました。お客様へのエステの施術が終わると、その直後に店長が現れて隣のビルに連れて行かれました。入口に到着すると、中でユイン姉が私を待っていると言われました。建物に入って、ユイン姉とリュウ牧師夫妻の姿を見たとたんに、私は緊張しはじめました。彼らが何をしようとしているのかさっぱりわからなかったのです。私は急いで心の中で神に祈りました。「おお神様、あの人たちはまた私と話しをしに来ています。どうか私をお守りになり、彼らに答える知恵をお授けになってお助けください」。祈り終わると、緊張がほぐれました。そしてこう考えたのです。あの人たちは私に無理やり全能神を見捨てさせるために来ているのではないか？　そこでいやだと言ったら、仕事を失うことになるのだろうか？　けれどもその後すべては神の御手の中にあり、神のはからいがつねに適切であることを思い出したので、たとえ失職しても全能神から離れまいと決心しました。

牧師は私がそもそも主を信じはじめたのはいつかと尋ねてから、主への信仰にかんすることをいろいろ話ました。そして質問してきたのです。「全能神教会のことは知っていますか？　まだその教会の人と連絡を取り合っているのですか？」それから牧師は全能神を冒涜することをさんざん並べたてて、全能神教会に対するいわれのない誹謗中傷をしました。その言葉を聞いているうちに私は腹が立ち、こう言いました。「なぜ牧師さんの話に出てくる全能神教会は、私が接触して実際に多少知っている全能神教会とまるで違うのでしょうか？　私たちはみなそういうデマ情報をインターネットで見ていますよね。私がこれまで見てきたのは全能神の御言葉や、全能神教会が製作した映画とビデオ、それに兄弟姉妹が自分の経験を書いた証しです。否定的なプロパガンダも見かけたことがありますが、そのどれもが空疎で根拠がない噂や嘘でした。そうした噂のひとつたりとも、信用できて裏づけになる証拠をひとつも示せていないのです。何もないところから話がでっちあげられたり、すでにある虚偽情報に尾ひれがつけられて、さらに拡散されたりしているのです。そういったものは全部サタンの嘘なので、私は信じないしまったく興味がありません。みなさんはなぜ、否定的な噂ばかりを信じるのに、全能神教会のウェブサイトにある神の御言葉を見ようともしないのでしょう？　みなさんは誰一人として全能神の御言葉を読んでもいないし、終わりの日における神の働きも調べてもいないのに、全能神を好き勝手に非難しているだけなのです。それが正しい行いなのでしょうか？」牧師は私の質問に直接答える代わりに、言いました。「全能神教会は急激に拡大していて、他の教会に行ってその信者をさかんに盗んでいるんですよ。もしどうしても全能神を信じるというなら、私たちはこれ以上あなたにいい顔はできません。われわれの教会の兄弟姉妹の全員に、あなたは今全能神を信じていると伝えましょう。だから次の集会に来たら、自分を盗みに来たのだと思われて拒絶されますよ」それから偽の証しをいくつか挙げて私を怖がらせようとしましたが、それでも私はまったく動じませんでした。それどころか、かえって勇気づけられた気がして私はこう言いました。「牧師さんが話されていることですが、ご自分の目でその出来事を見られたのですか？　それとも徹底した調査をして、動かぬ証拠をつかまれているのですか？　そんなことを全能神教会の信者がしたというなら、どんな証拠があるのでしょう？　証拠はどこにありますか？　牧師さんはただ中国共産党政府や宗教界が広めた噂と偽の証しをうのみにして、全能神を非難し全能神教会に濡れ衣を着せて罪に陥れているのです。パリサイ人とまったく同じように、主に非難されるのではないかと心配にならないのてすか？」

私は言葉を続けました。「主イエスは、このような再来について『しかし、彼はまず多くの苦しみを受け、またこの時代の人々に捨てられねばならない』（ルカによる福音書 17:25）と預言されています。これは何を意味するのでしょう？　現在、宗教界全体と無神論者の中国共産党政府は、終わりの日の全能神の働きに全力で抵抗して非難しようとしています。これは主の預言どおりではないでしょうか？　今日の宗教界の全能神へ抵抗と非難は、古の時代にユダヤ教のパリサイ人が主イエスに示した抵抗と非難とまったく同じではないでしょうか？　パリサイ人は主イエスに抵抗し、主が預言された救世主であることを認めませんでしたが、主イエスの弟子たちは預言された救世主であることを理解できたので、主に従ったのです。そして今日、私たちは気がつくとそれと寸分たがわぬ状況にいるのです。牧師の方々や長老は終わりの日の全能神の働きを受け入れず、全能神に抵抗し非難していますが、さまざまな宗派のよい羊は全能神の御言葉にこめられた神の声がわかり、全能神が主イエスの再来であると理解できるのです。それはなぜでしょう？　主イエスは、神の羊は神の声を聞き分けられ、神の再来で羊と山羊が分けられると述べられています。私は主を信じるようになって日が浅く、聖書のすべてをよく理解しているわけではないので、主がどのようにして羊と山羊を分けられるのかはわかりません。リュウ牧師は神学校に行かれて、今では牧師になってずいぶん経ちますよね。できましたらお手数ですが、それを説明していただけないでしょうか？」リュウ牧師は明らかにそれをどう説明してよいかわからないと見えて、憤然として私を睨みつけました。そしてただ「私たち信者は洗礼を受けているので、永遠のいのちを獲得しているのです」とだけ言いました。そこで私は言い返しました。「えっ？　永遠のいのちはそんなに簡単に手に入るんですか？　そうなると牧師さんの教会に来て洗礼を受けた人は誰でも、天国に行くことになるのでしょうか？　それは主のおっしゃったことと一致しますか？　その人たちはみな真の心をもって主に近づいているのですか？　全ての人が天の父の御心に従っているのでしょうか？　教会の説教は必ず献金を捧げることに触れますが、主は献金を捧げることが主を愛することと同じだとはおっしゃっていません。それなら主を愛するということはどういうことなのでしょう？」　リュウ牧師は答えました。「聖書をたくさん読んでたくさん祈れば、主を愛することになります」。主を真に愛することがどういうことなのかはわかりませんでしたが、たくさん聖書を読んで祈れば主を愛することになるというのが馬鹿げているのはわかりました。パリサイ人はたくさん聖書を読んでたくさん祈っていましたが、それで主を愛していたと言えるでしょうか？　主を愛しているなら、なぜ主を冒涜し非難して、十字架に釘付けにしたのでしょう？　牧師は主を愛することの意味をまったく理解していないように思えました。牧師なら聖書の知識や神学理論には明るいかもしれませんが、だからといって真理を理解しているのではないのです！　それでも私は、以前十分な洞察力がなくて、牧師をあまりにも尊敬していた自分を責めずにはいられませんでした。

このことに気づいた私は、リュウ牧師と議論を続けても無駄だと考えて口を閉ざしました。とはいえ牧師のほうには言い足りないことがあったのです。「主が神の働きを実行するために、女として受肉して再来されているという話は知っていますか？」私は答えました。「働きを行うために主がどのような形をとって再来され受肉されるかは、神の関知なさることです。私たちは、神によって造られたとてもちっぽけで取るに足らない存在です。そんな私たちが神の働きに規則を設けることなどどうしてできるでしょう？　聖書には『だれが、ヤーウェの計画にあずかったか』（ローマ人への手紙 11:34）と書かれています。全能神の御言葉にはこうあります。「人は神の働きを決め付けるべきではないし、その上、人は神の働きを決め付けることはできない。神の目には人は蟻よりも小さいのに、どうして人が神の働きを推し測ることなどできようか」（『神の出現と働き』「序文」〔『言葉』第1巻〕）。神は万物の創造主で、神の知恵はあらゆるものを凌駕するので、神がどのような働きをなさるにしても、私たち人間に事前に相談する必要などないのです！」この人たちは終わりの日における神の働きを探求し調べることにほんのわずかな関心ももっていない、ただあら探しをして、あわよくば神を攻撃し冒涜して私が終わりの日の神の働きを受け入れるのを阻止したいだけなのだ、と理解した私は、会話を打ち切ることにしました。そして最後にこう尋ねたのです。「みなさんは、今日店にいらっしゃることでここでの私の仕事にどう影響するか考えられていましたか？」驚いたことに、牧師は面と向かって嘘をつきました。「店長には話の内容までは知らせていません」。以前なら、人々に説教や教えを与える立場にあり、聖書を熟知している牧師が、このような厚顔無恥な嘘をつけることに、大きなショックを受けたでしょう。しかし、神を冒涜するでっちあげの嘘を聞いたばかりだったので、私は驚きもしませんでした。この人たちにとって、このようなふるまいはごく当たり前なのです。私は主イエスの御言葉を考えずにはいられませんでした。「あなたがたは自分の父、すなわち、悪魔から出てきた者であって、その父の欲望どおりを行おうと思っている。彼は初めから、人殺しであって、真理に立つ者ではない。彼のうちには真理がないからである。彼が偽りを言うとき、いつも自分の本音をはいているのである。彼は偽り者であり、偽りの父であるからだ」（ヨハネによる福音書 8:44）。私は心の中で神に言いました。「神様、ありがとうございます！　あなたが今日私の身にこの出来事が起こるのをお許しになったのは、この人たちが真理を少しも理解しておらず、厚かましくも虚偽を広めて人々を欺いている嘘つきであることを私にわからせるためだったのですね。確かに、この人たちは偽善的なパリサイ人です！」もう何も話すことがなかったので、すぐにでもその場を立ち去りたいと思いました。

私に話し合いを続ける気がないと見て、ユイン姉が言ってきました。「イイシン、子供さんやご両親のことも考えなくては」。私は答えました。「子供も両親もつつがなくやっています。私たちはみな大丈夫です。私が信じているのは、唯一の真の神、万物の創造主です。全能神は主イエスの再来です。神とは人々を愛し救う神で、神の祝福とお導きを得て、私の家族はますます幸せになるはずです」。牧師とユイン姉は私のために祈ろうとしましたが、断りました。リュウ牧師は去り際に警告してきました。「全能神教会と縁を切らないなら、われわれの教会から締め出しますよ！」私は思いました。「それならこの頃の教会はどうなのだ？　まるで主イエスが最初に働きを始められたときの神殿のようではないか。盗人の巣窟と変わらない。集まりから霊的な糧は得られないのだから、出席しないからといって何だというのだろう？」私はすでに終わりの日の神の働きを受け入れ、羊の歩みと歩調を合わせて、神の御座の前に来ていたのでした。キリストのもとから流れる生けるいのちの水を与えられつつあり、直接神から潤されお導きを受けることをうれしく思っていたのです。地上で私ほど幸せな女はいません。全能神教会は今や私の真の家なのです。

全能神の御言葉にはこうあります。「今整えられているすべてのことは、あなたがたを訓練していのちを成長させ、霊を鋭敏に鋭くし、霊の目を開いて神から来る物事を認識できるようにすることが目的なのだ」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十三章」〔『言葉』第1巻〕）。私は神に感謝しています。神が私に哀れみをかけられたことに、そして宗教勢力によるいやがらせを利用して、洞察力を育ませてくださったことに。私はこの目で、宗教的な牧師がひどい嘘つきで、終わりの日の神の働きに抵抗と非難を示し、彼らが神に対して一片の畏敬の念ももっていないことを確かめました。彼らの集まりが罪深い方法に固執し、物質世界の傾向や流行に従い、騙し合い、少しも神の信者らしくふるまわないのを見ました。そしてそうした一切から、宗教界はすでに聖霊の働きを失って闇に包まれサタンの支配下にあることを、よりいっそう確信するようになったのです。それと同時に全能神教会の兄弟姉妹は、真理を追求し神の御言葉の導きのもとで神を知ろうとしていて、困難にぶつかったときは神の御言葉を用いて問題を解決しようとしているのだと理解できました。全能神教会の中で支配するのは、真理と神の御言葉、聖霊だけです。全能神の御言葉は成し遂げられなければならず、発せられた御言葉は実行されるのです。神が成し遂げたいと思われることを邪魔できる者はいません。そしてこのことは否定できない事実なのです！　全能神の御言葉は確かに真理であり、全能神は創造主の現れです。私は全能神に一生従いたいと思っています！


32. 突破口を見いだす

中国 芳芳

私たち一家は全員主イエスを信じており、私が教会の普通の信者である一方、父はその教会の同労者でした。2004年２月、私は終わりの日の全能神の働きを受け入れ、その直後、天国の福音を一番下の妹に宣べ伝えました。もともとは神の御言葉と真理をいくらか身につけてから、父に終わりの日の神の働きを証しするつもりでした。ところが驚いたことに、私が終わりの日の全能神の働きを受け入れたことを聞いた父は逆上し、私の信仰を邪魔して妨げようとしたのです。

ある日の夜、父が息巻きながら我が家に来て、怒りも露わにこう言いました。「お前が私と教会の指導者の忠告を無視して東方閃電を信じ始めるなんて、思いもしなかったぞ。急いで指導者のところに行って悔い改め、自分の罪を赦してくださるよう主にお願いしたほうがいいぞ」。私はこう答えました。「パパ、私は全能神の御言葉をたくさん読んで、それが神のお声だと本当に信じているの。全能神は再臨された主イエスであって、私は自分の信仰に自信をもってるわ。恵みの時代はすでに終わり、いまは神の国の時代。神はもうおいでになって新しい働きをなさり、私たちを小羊の婚宴に連れて行ってくださるのよ。聖書にも「小羊の行く所へは、どこへでもついて行く」（ヨハネの黙示録 14:4）とあるじゃない。私は全能神を信じる中で、小羊の足跡に従っているのよ……」。しかし、私がなんと言おうと父は耳を貸そうとせず、教会の指導者のところに連れて行くと言い張るばかりでした。夫も加勢して私に圧力をかけました。父の顔に浮かぶ表情から、何としても私を前の教会に連れ戻そうとしていることがわかりました。二人とも感情が高ぶって私にとてつもない圧力をかけているのがわかり、いささか不安にならずにいられません。そこで神に無言の祈りを唱え、加護と導きを求めました。案の定、父は私にそれ以上何も言わせず、私たち３人を前の教会の集会場に車で連れて行くよう夫に言いました。部屋に入ると６、７０名の人たちがそこで待っていました。義母に連れて来られた一番下の妹もいます。この集会が前もって準備されたものであり、私たち２人を寄ってたかって締め上げるつもりだということがわかりました。室内の誰もが妹と私を不思議そうに見ており、私たちを指さしてささやき合っている人もいます。すると上級指導者が私たちに迫ってきて、全能神を信じるのをやめなさいとすぐさま求めました。それから何一つ遠慮することなく、終わりの日の神の働きを断罪して冒涜し始めたのです。「東方閃電に加わった者は決して離れることができず、逃げ出せば鼻を切り落とされ目をくり抜かれる……」などといった嘘八百を並べさえしました。指導者がそのような偽りを話して一同を刺激したことで、父と妹の義母はますます怒って興奮し、私たちに目を閉じさせると、この者たちのためにお祈りくださいとその指導者に頼みました。彼らがしていることに私は嫌悪を覚え、指導者が私たちのために祈っている間も何一つ言わず、指導者がついた嘘はもはや私の心に深い印象を残していました。

家に帰っても、あの恐ろしい嘘がいまだに耳の中でこだまし、心の平穏を乱しました。神の御言葉に集中することさえできません。私はしばらく前から全能神教会の張姉妹と連絡し合っていて、言動がいつもまともで誠実なことを思い出しました。また張姉妹は私たちと交わる際にも多くの愛を示し、教会指導者が言うような人物とは似ても似つかぬ人でした。しかし一番大事なのは、全能神の御言葉が真理で、権威と力に満ち溢れていることです。人間は誰一人そのような言葉を表わすことができず、それらはきっと神のご発言に違いないと私は考えていました。それなのに、全能神教会にまつわる恐ろしい噂がこんなに多く流れているのはなぜでしょう。そのため、思考が肯定と否定の間を何度も何度も行き来して、私は一晩中ベッドで寝返りを打って眠ることができませんでした。翌日も眠気を感じて頭がぼんやりし、表現しがたい形で思い悩んで何もする気になれません。すると一番下の妹がやって来たのですが、指導者と義母の締め上げに耐えられなかったことがすぐにわかりました。もはや全能神を信じる気になれず、私も全能神への信仰を捨てるように言ってきたのです。私は恐る恐るこう尋ねました。
「ねえ、あなたが不安なのはわかるし、私もあなたと同じく、とても混乱して動揺してる。でもこの問題について何度もじっくり考え、主にお導きを求めて祈ったわ。だから指導者や他人が何と言おうと、私たちが確信できることが１つあって、それは全能神の御言葉を人間が語ることは絶対に不可能だということよ。それらの御言葉は神の御言葉だと、私は固く信じてる。『小羊が開いた巻物』を何度も読んだけれど、この本は神の6000年にわたる経営計画の奥義を明らかにしているわ。この本を読むことで、人類をお救いになる神の働きが３段階に分かれること、御言葉を用いた終わりの日の裁きの働きが、人間を永遠に救う働きだということがわかったのよ。裁きの働きによらなければ、私たちが天国に引き上げていただけるよう、自分たちの罪深い本性の足かせを真に振り払って救いを得ることはできないの。この本の内容は聖書にある主の預言と完全に一致しているし、聖書に載っていない真理も記されているわ。これらの真理と奥義は神様しかご存じでない。だから、全能神の御言葉は神のお声であり、全能神こそ私たちが強く待ち望んできた主イエスの再臨だと、私はこれほど確信してるのよ。ねえ、私たちの信仰は間違っていない。何をしようと、真の道をそんな簡単に捨てちゃだめよ」。妹が帰ったあと、私はとても悲しくなってこう思いました。「全能神は明らかに再臨された主イエスよ。それは絶対に真実だし、間違っていない。それなら、教会の指導者も私の家族も私たちに全能神を信じさせないのはなぜかしら」。そのように考えていたところ、夫の携帯電話が鳴りました。それは父からで、すぐ家に来なさいと言うのです。父が再び私に嫌がらせしようとしているのは間違いないので、行きたくないわと答えましたが、夫が私を掴んで車に引っ張っていきました。父の家に着くと、妹と彼女の義母がすでに来ていました。私を見て父は顔をこわばらせ、こう言いました。「昨夜、お前たちの罪をお赦しくださいと、教会の指導者が主イエスの御前で祈ってくださった。ところが、お前たちはいまだに自分の罪を告白して悔い改めていない。私が今日お前たち２人をここに呼んだのは、主の御前で完全なる悔い改めの祈りを唱え、二度と全能神を信じないようにするためだ……」。私はそれを聞いてすっかりうんざりし、心の中でこう考えました。「終わりの日の全能神の働きを受け入れることで、私は小羊の足跡に従って主の再臨をお迎えしているのよ。それのどこが罪なの。そうと知りながら嘘をつくつもりはないし、くだらない話をするつもりもないわ」。私が悔い改めの祈りを唱えようとしないのを見て、両親と妹の義母は私を締め上げにかかりました。私に告白して悔い改めさせようと、全能神を誹謗、冒涜し、あの恐ろしい嘘を再び並べ始めたのです。頭の中でそれらの嘘が駆け巡り、家族がひっきりなしに私を締め上げる中、私は呼吸が苦しくなり、目まいと弱さを感じ始めました。そして心の中でこう考えました。「毎日こんな圧力をかけられたら、兄弟姉妹と連絡を取り合うことも、神の御言葉を正しく読むこともできなくなるわ。神への信仰の中で、この特別な道を歩み続けることはできないだろう……」。その瞬間、両親と妹の義母が私を掴むと、目を閉じて悔い改めるよう妹と私に無理強いしました。彼らの攻撃的な振る舞いを見て、私は極度に動揺して目に涙が溢れるのを抑えられませんでした。そして泣きながら主に祈りました。「ああ主イエスよ、あなたが全能神としてお戻りになったことは知っていますが、いまあなたを信じる勇気がありません。どうか私の罪をお赦しください」。ここまで祈ったところで、涙のあまり続けることができず、それで祈りは終わりました。その後、突如とても弱気になり、勇気もすっかりなくなってしまい、神の存在をまったく感じられませんでした。私は極度の不安に襲われ、妹にこう言いました。「悔い改めの祈りを捧げるまでは、自分に力がいくらか残っているように感じたけど、唱え終えたらすっかりなくなったわ。まるで聖霊が私のもとから離れたみたい。実際、全能神を信じることは主に従うことだけど、私たちはあの悔い改めの祈りを唱えることで主を裏切ってしまったのよ」。

帰宅したあとも心の葛藤は続きました。私は神の御言葉を数多く読み、それらが神のご発言だと認識してきました。全能神は再臨された主イエスでいらっしゃり、全能神を受け入れないことは神を裏切ることであって、そうなれば私は救いを得られないだけでなく、神に断罪されるとわかっていました。しかしあくまで全能神を信じると言い張れば、教会の指導者と父は間違いなく私への嫌がらせを続け、平和な日は二度と訪れないでしょう。信仰の中で頑張り通す勇気が、自分にはまったくないように感じられました。心が乱れてどちらを向いても困難ばかりで、どうすべきか見当もつきません、頭の中ががんがん鳴り響き、いまにも神経衰弱になりそうです。私は張姉妹に来てもらいたいと思いました。神様の本を彼女に返し、そうすることで苦痛に満ちたこの生活から逃れられると思ったからです。

数日後、張姉妹が私を支えようと店に来てくれました。私は極度に緊張していました。夫が彼女を見て父に連絡するのではないかと不安だったのです。そこで私は息もつがず、ここ数日間の出来事を残らず話しました。それから商品の箱の下に隠してあった神の御言葉の本を急いで取り出し、彼女に渡しながらこう言いました。「張姉妹、私は両親と夫から嫌がらせを受け、前の教会の指導者や兄弟姉妹にも邪魔されているせいで、不安のあまりすっかり疲れました。もう耐えられないので、どうかこの本は持っていってください」。すると張姉妹は私を見つめ、真剣そのものの口調で言いました。「姉妹、私たちは終わりの日の神の新たな働きを受け入れました。なので、宗教指導者や家族によるこうした妨害や圧力は、実は霊の領域で繰り広げられている戦いなんです。主イエスはこうおっしゃいました。『地上に平和をもたらすために、わたしがきたと思うな。平和ではなく、つるぎを投げ込むためにきたのである』（マタイによる福音書 10:34）。『そして家の者が、その人の敵となるであろう』（マタイによる福音書 10:36）。神の御言葉から、神が地においでになって救いの働きをなさると、霊の領域で戦いが生じるのは避けられないことがわかります。真に神を信じて真理を愛する人は、神のご発言を聞いて神に従うからです。それにより、真理に飽き飽きした人、真理を憎む人、神に抵抗する人全員の敵意がかき立てられるのは避けられません。結果として２つの立場、すなわち神に属する肯定的な立場と、サタンに属する否定的な立場が明らかにされ、１人ひとりその種類に応じて選り分けられます。これが神の全能とお知恵なのです。主イエスが最初に働きを始められたときのことを振り返ると、主イエスのご発言を聞いてその偉大な力を目の当たりにしたユダヤの一般人の多くが、主イエスこそが預言されてきたメシアでいらっしゃると信じるようになり、かくして主に従いました。しかし一般の民衆が自分たちを捨てて主イエスに従うのを目の当たりにしたユダヤの祭司長、律法学者、パリサイ人は、一般の人たちを惑わすべくこぞって数多くの噂をでっち上げ、それを広めました。主イエスは悪魔の王ベルゼブルに頼って悪霊を追い払っているとか、大食らいで葡萄酒を飲むのが大好きだなどと言ったのです。そして主イエスが復活なさったとき、彼らはローマの兵士に賄賂として銀貨を贈り、主イエスの遺体が弟子によって盗まれたという噂をでっち上げて広めました。これらは、人々が主イエスの救いを受け入れるのを止めようとする彼らの方法の一部です。そして、宗教指導者の言うことを信じて主イエスに従おうとしなかったユダヤ人はみな最後にどうなりましたか。主の救いを失っただけでなく、神の懲罰を受けて呪われたのです。イスラエルはほぼ2000年にわたって征服され、ユダヤ人は世界各地に追放されてその多くが迫害を受けて殺されました。これが、主を十字架にかけて神の性質にひどく背いたことの恐るべき結果です。今日、神は再び肉となられて働きをなさり、歴史はまさに繰り返されています。現代の宗教指導者は昔のパリサイ人と同じです。神がおいでになって働きをなさり、真理を表わし人をお救いになっている現実をはっきり見ながら、真理を愛していないせいで、終わりの日の神の働きを拒んで断罪しています。自分たちの地位を守って生計を維持すべく、噂を捏造して神に抵抗、断罪し、その噂を使って人を惑わし操っています。また、そうとは知らない人を利用しそそのかすことで、真の道を受け入れた信者に圧力をかけることさえし、人々が全能神に立ち返るのを狂ったように邪魔して妨げ、人々が救いを得る最後の機会を台無しにしようとしています。姉妹、私たちはこれが霊の戦いであることをはっきり知って、サタンの狡猾な企みを見抜けなければなりません」。張姉妹の交わりを聞いたあと、すべてが突然はっきりしました。古代以来、真の道は常に迫害されてきたのであり、私はまさに、いま繰り広げられている霊の戦いの中にいるのです。前の教会の指導者は噂をでっち上げて終わりの日の神の働きを断罪し、私が全能神を信じるのをやめるよう、何度も繰り返し私を迫害して嫌がらせを加えています。それはひとえに彼らが真理を憎み、神の敵でいるからです。姉妹の交わりのおかげでこうしたことが自分の身に起きていることを認識できましたが、私はそれでも弱気のままで、神の御言葉の本を手元に置くことが不安でした。そうすれば父や他人が自宅に来て騒ぎを起こし、家庭生活が困難になるとわかっていたからです。なので、私はその本を手元に置くことをためらいました。私がのっぴきならない立場に追い込まれたのを見て、張姉妹はある電話番号を私に教えてこう言いました。「姉妹、こうしたらどうです。つまり、私が神の御言葉の本を持ち帰って、あなたのためにとっておくんです。読みたくなったらいつでも電話しなさい。すぐに持ってきてあげますから」。私はうなずいて張姉妹と一緒に玄関へ向かいました。まさにそのとき、夫が駆け込んできて、張姉妹を指さしながらこう怒鳴りました。「その本を持ってすぐに出て行け。そして二度とここに来るな。さもないとまた怒鳴りつけてやるぞ！」帰ってゆく張姉妹の後ろ姿を見ながら、私は言葉にできない動揺と悲しみを感じました。

最初は、神の御言葉の本を張姉妹に返しさえすれば、父は私への嫌がらせをやめて以前の穏やかな生活が戻ってくると思っていました。しかし事態はそれと正反対になりました。心の静かさを感じられなかっただけでなく、それどころか言葉にならない空虚さを感じたのです。何をするにも元気がなく、夜も昼も全能神の御言葉と神の御言葉の賛美歌が絶えず頭に浮かびます。全能神が再臨された主イエスでいらっしゃること、全能神の表わされた御言葉が真理であることはわかっていましたが、教会の指導者が私に言ったこととや、父をはじめとする人たちが私に嫌がらせと攻撃を加える光景も絶えず脳裏に蘇るのです。私はひどく苦しみ、這い上がることのできない深い淵に落ちたような気がしました。ちゃんと食事することも眠ることもできず、頭が破裂しそうなほどのストレスに苛まれました。この苦痛のさなか、私はひざまずいて神に懇願しました。「ああ神よ、天地とすべての生き物をお作りになった唯一の真なる神よ。私はいままさに大きな苦痛の中にあり、強い喪失感を覚えています。全能神が再臨された主イエスでいらっしゃることはわかっていますが、私の霊的背丈はあまりに低く、父が加える嫌がらせや攻撃のことを考えるたび、怖くなってあなたに従うことができません。神よ、私は岐路に立たされ、決断することができないでいます。どうすべきかわかりません。どうか私に道を指し示し、お導きください……」。祈りの間、私は自分でも気づかぬうちに次の全能神の御言葉を突然考え始めました。「あれやこれやと恐れてはならない。あなたはどれだけ多くの困難や危険に直面しようと、どんな障害にも遮られることなく、わたしの前に固く立ち続けることができる。それによってわたしの旨は妨げなく遂行されるのだ。……恐れることはない。わたしの支えがあれば、誰にその道を塞ぐことができようか。このことを覚えていなさい、忘れてはならない」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は私の臆病な心を強くするのに十分なほど、勢いのある力を私に与えてくれました。私はこう考えました。「そうだわ。神が後ろ盾としていらっしゃれば、いったい何を恐れることがあるの。これが真の道だと私はもう決断したんだから、どんな人や出来事や物事にも縛られてはいけないわ。闇の勢力を打破して揺るがぬ決意で神に従わなければならない。神の信者として、サタンの敵対勢力に直面したときに自分の信仰を認めることもできないなら、私はどんな信者なの。サタンに降伏して神を裏切っているだけではないの」。そして張姉妹が交ってくれた際、家族や教会指導者による嫌がらせはすべて霊の戦いの一部であり、彼らの側に立つことを選べば、まさにサタンの狡猾な罠に陥ることになると話してくれたことを思い出しました。そのことは、救われて天国に入る機会を完全に失うことを意味します。次いで、張姉妹が神の御言葉の本を持ち帰ってから経験した霊の苦しみを振り返りました。人生の中に神がいらっしゃらず、神のもとを離れるのは、家族や前の教会に捨てられるよりずっとつらいことだと感じたのです。そこで私は受話器をとり、張姉妹に電話をかけました。そして神の御言葉の本を返してもらうべく、会う場所を決めたのです。

その後は夫が不在のたび、機会を見つけて熱心に神の御言葉を読み、賛美歌を歌いました。御言葉を読めば読むほどそれを楽しみ、賛美歌を歌えば歌うほど落ち着きとくつろぎを感じました。本来の信仰が蘇り、苦痛と苦悩がすべて影も形もなくなりました。神の御言葉は自分のいのちに糧を施すことができ、神さえいらっしゃれば自分は大丈夫だと強く実感したのです。そして３ヵ月後、張姉妹が私を全能神教会の集会に連れて行ってくれました。

思いがけないことに、私が全能神教会の集会に参加したことを夫は突き止め、父に連絡しました。ある日の夜、私が２階にいたところ、中庭から騒々しい声が突然耳に飛び込みました。カーテンを開けると冷や汗が吹き出ました。父と教会の５、６人の同労者が、いまにも騒動を起こしそうな勢いで駆け込んできたのです。心臓が激しく鼓動し始め、私はすぐにひざまずいて神を呼び求めました。「ああ全能神よ、父は教会の人たちを連れてきて再び私に嫌がらせをしようとしています。本当に怖いです。神よ、私の霊的背丈が低いことをあなたはご存じです。どうか信仰と勇気をお与えください……」。すると次の神の御言葉が突如私の脳裏に浮かびました。「あなたは自らの内にわたしの勇気を持たねばならず、未信者である親戚に直面するときは、原則を持たなければならない。しかしわたしのために、どんな暗闇の勢力にも屈してはならない。わたしの知恵に頼って完全な道を歩みなさい。サタンの陰謀に支配されてはならない。わたしの前に心を据えることに全力を尽くしなさい、そうすればわたしはあなたを慰め、平安と幸福を与える」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十章」〔『言葉』第1巻〕）。私は神の御言葉から信仰と力を与えられ、怯えも恐怖も感じなくなりました。そしてこう考えました。「あの人たちがどれほど私に嫌がらせをしても、再びサタンの罠にはまって彼らに惑わされるつもりはない。私は神に作っていただいた。神への信仰をもって神に従うことは天地の変わらぬ法則であって、たとえ私に一番近い人たちであっても、それを邪魔する権利なんて誰にもないのよ」。そのおかげで、私は静かに１階に降り、父と同労者を迎えることができました。彼らは私を見るやいなや一斉に話し始めました。その中の女性の同労者は、顔に「愛ある気遣い」を浮かべながらこう語りかけました。「芳芳、あなたはこんなに頭がいいのに、どうして私たちの気持ちを理解できないの。私たちはみんな、心からあなたのことを思っているのよ。そんな頑なにならないで。主の御前に出て悔い改めましょう。いいわね？」私はごく穏やかに答えました。「姉妹、あなたがたの誰も、東方閃電の説教を聞いたこともなければ、全能神の御言葉を読んだこともありません。それを正しく調べて、全能神を無闇に断罪して抵抗しないよう、あなたがた全員にお勧めします。全能神の御言葉を読みさえすれば、全能神が再臨された主イエスでいらっしゃるかどうかがわかります」。相手はこう返しました。「私たちはあの本を読もうとは思いません。その内容には人を引きつける力があまりにあるからです。簡単に吸い込まれてしまいます」。私は言いました。「それはまさに、全能神の表わされることがすべて真理であり、その御言葉は人を征服する力をもつ神のお声だからです。このような権威と力は神の御言葉にしかありません。人々が神の御言葉を読んでそれに引きつけられるのは、それを読むことで真理を理解し、いのちの糧を得られるからです。いのちの生きた水の源を見つけたのに、そこから離れる人なんているでしょうか」。一同はそれに答えず、全能神を冒涜する言葉を山ほど吐き、悔い改めなければ地獄で裁かれると言って私を脅すばかりでした。私は厳しい口調で言いました。「あなたたちは『東方閃電に加わる者は離れることができない。逃げ出せば鼻を切り落とされて目をくり抜かれる』と言うことで、全能神教会を中傷しました。そのような主張に根拠はまったくありません。どれも噂であり、悪意に満ちた中傷です。１人でいいから、鼻を切り落とされ目をくり抜かれた人を連れてきてください。事実に基づいた証拠を示せないなら、あなたたちは人を惑わすだけの嘘つきの群れです。全能神の国の福音はすでに中国各地に広く宣べ伝えられ、いまや誰もがそれについて耳にしています。現在、全能神教会には少なくとも数百万人のクリスチャンがいます。もちろん、福音が宣べ伝えられるとき、真理を憎んでそれを受け入れない人は常にいるものです。しかしあなたがたは、鼻を切り落とされ目をくり抜かれた人を見たことがありますか。そのようにされた人が１人でもいれば、すぐにマスコミが報道して国中が騒ぎになったでしょう。妹と私が信仰を捨てるまで、あなたたちは意図的に嫌がらせをしてきました。しかし２人とも大丈夫に見えます。違いますか。あなたたちは人を惑わすために嘘をついています。私は全能神を信じることで、神の足跡に従い真の道を選んでいるんです。何も間違ったことはしていないので、悔い改めることは何もありません。全能神に対する私の信仰は決して揺るがないので、それがいいと信じたくなくても、せめて信仰をやめさせようとはしないでください。私の結末がどうなるかについて、人に決定権はありません。どの人間の運命も神の御手の中にあるからです。神の働きと歩調を合わせ、終わりの日の神の働きを受け入れることでのみ、人はよき最後の終着点を得られるのです。だからもう二度と私に嫌がらせをしに来ないでください」。その言葉が私の口から出るやいなや、父は出し抜けにすっと立ち上がり、攻撃的な口調でこう脅しました。「全能神を信じ続けるなら、もうお前は俺の娘じゃない！」

絶縁するという父の脅しを聞いた私は、激しく動揺してこう考えました。「全能神が表わされた真理は、まさに聖霊が諸教会におっしゃることよ。なのに、どうしてそれに耳を傾けず、教会の指導者が広める噂や嘘に耳を傾けるの。全能神を信じているからといって私を憎み、そのうえ絶縁するだなんて、どうしてあの人たちのようになってしまったの」。それについて考えれば考えるほど悲しくなりましたが、そのとき神の御言葉の一節を突然思い出しました。「神はこの世界を創造し、神が命を授けた生きものである人間を世にもたらした。次に、人間は両親と親族を持つようになり、もはや孤独ではなくなった。人間は、最初にこの物質的世界に目を向けて以来、神の予定の中で存在するように定められてきた。神から出る命の息は、成人へと成長する間ずっとあらゆる生きものを維持する。この過程で、人は神の配慮のもとに成長していると感じる者はいない。むしろ、人は両親の愛情のこもった世話のもとで成長し、人の成長を促すのは自身の生命本能だと思う。それは、人間は誰が自分に命を授けてくれたのか、どこからそれが来たのかを知らず、ましてや、生命本能がどのようにして奇跡を生み出すのかなど知るよしもないからである」（『神の出現と働き』「神は人間のいのちの源である」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉のおかげで、たとえ自分の肉体が両親から生み出されたものだとしても、いのちの源は神であることがわかりました。そしてこう考えました。「いのちという神の贈り物がなければ、私の身体は腐った肉のかけらに過ぎず、私が今日生きているという事実も、ひとえに神のお気遣いとご加護のおかげ。さもなければ、はるか以前にサタンに呑み込まれていたはずだわ。私のいのちの源は神であって両親じゃない。だから神との縁を除いて、私はどんな縁でも断ち切れる。私の両親は主の再臨を探し求めたり調べたりすることに興味がないだけじゃなく、完全に教会の指導者のあとについて神の働きを誹謗、冒涜し、私に神を裏切らせようとしている。このことは神に抵抗して敵意を抱く彼らの本質を証明しているけれど、私は彼らに汚されて神に抵抗するつもりはない。神の側に立って、たとえ両親から捨てられても最後まで神に従い、しっかり立って神の証しをしていくわ」。そこで私は父に言いました。「パパ、神への信仰となれば、私は人でなく神に従うわ。感情に揺さぶられることもない。パパの言うことが真理と神の御心にかなっているなら、それに耳を傾ける。だけど神を裏切れと言うのであれば、パパの言うとおりになんて絶対しないわ」。私の態度が頑ななのを見た一同は首を振りながら立ち上がり、意気消沈した様子でその場を去りました。その瞬間、私は勝利を収めたように感じ、心の中で神を讃えて感謝せずにはいられませんでした。「ああ全能神よ、あなたはかくも全能です。あなたの御言葉が私に信仰と勇気を与え、そのおかげでこれを乗り切ってサタンに屈辱的な敗北をもたらすことができたのです」。

宗教界の人たちが私を悩ませに来ることは二度とありませんでしたが、教会の指導者はなおも両親をたきつけて私への嫌がらせを続けました。数日ごとに私の家にやって来て、改心するよう迫るとともに、指導者のところに行って悔い改めるよう必ず求めたのです。ある日、両親が我が家を訪れたとき、父は聖書の一節を自分勝手に引用して私を惑わそうとし、母は部屋の片隅に立ちながら、指導者のところに行って悔い改めなさいと涙ながらに言いました。母がこれほど動揺しているのを見て、私は心の底から悲しくなりました。そして、母がわずか３歳のときに自分の母親を失い、継母にいじめられたことを思いました。人生で大いに苦しんだうえ、いまや歳をとりつつあるのに、私はちっともいい娘でなく、特にいまは母に心配をかけています。そのとき父の年老いた顔と白髪が目に入り、私はますます悲しくなってすぐに泣いてしまいました。弱気になりかけていたまさにそのとき、神の御言葉の一節が頭に浮かびました。「神が人において行う働きのあらゆる段階において、それはあたかも人の手配により、あるいは人の干渉から生まれたかのように、外面的には人々の間の相互作用のように見える。しかし舞台裏では、働きのあらゆる段階、起こるすべてのことは、神の面前でサタンが作った賭けの対象であり、人は神への証しにおいてしっかりと立つことが要求される。ヨブが試練に会った時のことを例にとってみよう。秘かにサタンは神と賭けをしており、ヨブに起こったことは人間の行為であり、人間による干渉であった。神があなたがたにおいて行う働きの各段階の背後にはサタンと神との賭けがある。その背後にはすべて戦いがある」（『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉のおかげで、表面的には両親が私に嫌がらせしているように見えても、霊の領域ではサタンが神を相手に賭けをしていることがわかりました。それはまさに、ヨブが神の試練を受けていた際、彼の妻がサタンの下僕の１人を演じ、ヨブに「あなたはなおも堅く保って、自分を全うするのですか。神をのろって死になさい」（ヨブ記 2:9）と言ったのと同じです。しかしヨブは神を畏れて悪を避けたため、妻を叱って無知で頑固な女と呼びました。言葉で罪を犯すことをしなかったのです。ヨブはサタンの前で神の証しを立て、ヤーウェの目に完全な人と映りました。私はいま、指導者たちの言う馬鹿げた嘘をすべて信じた両親から嫌がらせを受けていますが、それもサタンの誘惑の１つなのです。私が両親を大いに気遣っていることをサタンは知っており、この機会に乗じて私に迫ろうとしています。両親への同情を利用して私に神を拒んで裏切らせようと、サタンは無駄な望みを抱いていますが、そのことはサタンがいかに邪悪で狡猾かを示しています。しかし、おのれの企みがうまくいったのを見て、サタンが満足するのを許すつもりはありません。神を失望させて悲しませるつもりはなく、私は神の側に立とうと決意しました。それからは、両親がなんと言おうと、どう私を説得しようと、私の心はほんのわずかも揺るぎませんでした。私がまったく心を動かさないのを見て、両親はひどくがっかりした様子で帰っていきました。

その後、教会の指導者が父を教会の信者全員の前に立たせ、私が教会から追放されたことを宣言しました。またその指導者は、私に近づかないよう両親に命じました。教会の指導者と両親による嫌がらせの結果、夫は狂ったように私を迫害し始めました。私が教会の本分を尽くして帰宅するたび、私を殴ったり大声で罵ったりしたうえ、ときには自宅に鍵をかけて私が入れないようにしたのです。私の電動スクーターや自転車も壊してしまい、私を警察署に連れて行くことすらありました。肉体的に疲れ果ててすっかりやつれるまで、私は夫に苦しめられ、村の近所の人たちも私をからかったり中傷したりし始めました。この状況に直面して私の霊は弱り、神への信仰はあまりにつらいと感じるようになりました。この先どうしたらよいかわからず、しばしば神の御前にひざまずき、泣きながら祈って、信仰と強さをお与えくださいと神にお願いしました。そしてあるとき、私は次の神の御言葉を読みました。「神が『勝利者』と呼ぶ者は、サタンの支配下に置かれ、サタンに包囲されたときでさえ、つまり闇の軍勢のただ中にいるときでさえ、神の証しに立ち、神への確信と忠誠を維持できる者である。何があろうと依然として神の前で純真な心を保ち、神に対する真の愛を維持できるのであれば、あなたは神の前で証しに立っており、それが神の言うところの『勝利者』になることである。神から祝福されているときの追求が優れていても、神の祝福がなければ逃げ出すのであれば、それは純粋さだろうか。あなたは、その道が正しいと確信しているのだから、最後までその道に従い、神への忠誠を保たなければならない。あなたは、神自身があなたを完全にすべく地上に来たのを見てきたのだから、自分の心をすべて神に捧げるべきである。神が何を行なおうと、たとえ最後にあなたにとって好ましくない結末に決めたとしても、それでもあなたが神に従えるのであれば、それが神の前で純粋さを保つということである」（『神の出現と働き』「あなたは神への忠誠を保たなければならない」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉から、神は終わりの日のさなか、人々の集団を勝利者にされることがわかりました。また神はサタンが人々を試すのをお許しになり、それが中国共産党による圧迫だろうと、宗教界からの嫌がらせだろうと、親族に捨てられることだろうと、一般大衆から受けるからかいや侮辱だろうと、私たち信者は実践を通じてこれらの試練に耐えなければなりません。どんな状況でも神に従い、神への忠誠を保ち、神の証しをする信者だけが、神がお作りになった勝利者になるからです。神はこうした困難な状況を用意されることで、私を完全になさるとともに、私が本当に神への信仰をもっているか、本当に心から神を信じ、神に従い、神に忠実である人間かどうかを確かめておられたのです。神の御心を理解したあと、私は神の御前に出て次の誓いを立てました。「どんな困難や圧迫に直面しようと、私はいつも決意をもって神に従います。神に満足していただくべく、常に神の被造物の１人として本分を尽くします。そしてサタンの前で神の勝利の証しをいたします」。その後、夫は狂ったように私への嫌がらせと邪魔を続けましたが、私はそれでも頻繁に神に祈り、神を仰ぎ、神の御言葉を毎日身につけ、もはや心の中で苦しみを感じることはありませんでした。また、神は私のために道を開いてくださいました。私を激しく迫害したことで、夫は何度も神から懲罰を受け、その後は二度と私を殴ったり自転車を壊したりしないようになったのです。これらの経験を通じ、私は神の全能と支配、神の素晴らしい御業を目の当たりにしました。神の権威と力を越えられる闇の勢力が存在しないこともわかり、心から神にすがり、神の御言葉に頼ってあらゆることに向き合う限り、神は私たちのために道をお開きになり、サタンの闇の勢力に打ち勝てるよう導いてくださることを自ら経験したのです。これらの迫害と苦痛を経験したことで、私の肉体は少しばかり苦しみましたが、それでも自分は多くのものを得たと感じました。神への信仰もいっそう力を増しましたが、それはすべて神の私に対する祝福でした。全能神、あなたに感謝いたします。

１年後、私は張姉妹と一緒に妹の職場に出向き、終わりの日の神の働きを再び証ししました。妹はそれを受け入れました。そして彼女が神の御言葉の本を持っていく姿を見て、人が神に救っていただくのがいかに難しいことか、私は深く実感するようになりました。人をお救いになる神の望みはまさに真実なのです。私は感謝の涙が顔を伝い落ちるのを止めることができず、心が神への感謝と賞賛で舞い上がりました。2006年、妹と私はもう１人の妹にも神の福音を宣べ伝え、それから親族の何人かも全能神の御前に連れて行くことができました。そのおかげで、宗教指導者がどれほど必死に嘘をでっち上げ、真の信者の邪魔をして彼らを悩ませようと、神の国の福音は広まってゆき、誰もそれを止められないことがわかりました。神の小羊はきっと神のお声を聞いて玉座の前に戻ります。全能神もこうおっしゃっています。「神の国は人間たちの間で拡大している。神の国は人間たちのただ中で形作られている。神の国は人間たちのただ中で建て上げられている。わたしの国を滅ぼすことのできる勢力はない」（『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十九章」〔『言葉』第1巻〕）。


33. 禍と福

私は中国の村の貧しい家庭に生まれました。家計が苦しくて食事抜きの時もあり、おやつやおもちゃは論外でした。その上、服はすべて姉からのお下がりで、大概は大きすぎたため、同級生に笑われ、一緒に遊んでもらえませんでした。子供時代は苦労ばかりで、その時からこう決心しました。「大人になったらお金をたくさん稼いで、人より偉くなってやる。誰にもばかにされるものですか」。家にお金がなかったため、私は中学校を中退し、県都の薬工場で働くことを余儀なくされました。もっとお金を増やそうと午後9時か10時まで残業することが度々ありましたが、どうがんばっても稼ぎはすずめの涙ほどでした。ある時、姉が野菜を売って5日で私の1か月分を稼ぐことができたと聞いたので、私は薬工場の仕事を辞めて野菜を売りに出ました。しばらくして、果物を売った方がお金になるとわかったため、果物屋を始めることにしました。結婚後は夫婦でレストランを開きました。「レストランの主になったのだからもっと儲かるわ」と私は思いました。「かなりの収入ができたら、当然周りにうらやましがられて一目置かれるし、エリートの生活もできる」しかし、しばらく店を切り盛りしてから、それほどの儲けにはならないことがわかりました。私は苦悩し、心配になりました。いつになったら人によく思われるような暮らしができるの？

2008年、偶然にも機会が訪れました。私はある友人から、日本の一日の賃金が中国の十日分にほぼ等しいことを知ったのです。これを聞いて大喜びしました。ついにお金を稼ぐ良い機会が見つかったと思ったのです。日本に行くための仲介業者の手数料は高額でしたが、私は思いました。「虎穴にいらずんば虎子を得ず。仲介のお金がいくらかかっても、日本で仕事がありさえすれば、すぐに元が取れる」より良い生活を送る夢を実現しようと、私たち夫婦は早速日本行きを決意しました。日本到着後、とても早く仕事を見つけることができました。毎日、10時間以上働きました。仕事のストレスはかなりのもので、私は一日中疲労困憊のように感じていました。仕事の後はただ横になって休むたいとしか思えず、食事をとることさえも面倒でした。このようにペースの速い生活様式には耐えきれないと感じました。しかし、数年か苦労すればどれだけのお金になるかを考えたとき、「今は大変だけど、いづれはばら色の人生になる。だからやり続けて、あきらめないで」と自分を励ましました。そのため毎日金儲けの機械のようにひたすら身を粉にして働いたのです。 2015年にはとうとう過労で倒れてしまいました。検査入院し、医者には椎間板ヘルニアがあり、それが神経を圧迫していると聞かされました。今までどおり働き続ければ、しまいに寝たきりになり、自己管理ができなくなると言うのです。この知らせは私にとって晴天の霹靂で、私はたちまち極度に弱気になりました。その時の私の生活は改善し始めたばかりで、どんどん夢に近づいていたのです。まさか病気になるとは思いませんでした。私はあきらめようとせず。こう思いました。「私はまだ若い。ただ歯を食いしばって乗り切ることができる。今お金を増やさずに、こんなわずかな稼ぎで中国に帰ったら、ますます恥をかくんじゃないの？」そのため、もっとお金を稼ごうと、病んでいる体を引きずってまで毎日働き続けました。しかし数日後、あまりの隊長の悪さに、文字通り起き上がれなくなりました。

誰も面倒を見てくれる人がいない病院のベッドに横たわり、私はひどく惨めに感じました。「どうしてこんなことに？本当に寝たきりになってしまうの？」その時誰かがそばにいてくれたらとどんなに願っていたでしょう。あいにく夫は仕事中で、息子は学校に行っていました。上司と同僚は、自分たちの私益にしか関心がなく、誰も私のことを少しも気遣ってくれませんでした。病棟を見渡し、さまざまな患者たちが独りで苦しみに捕らわれているのを見たとき、私は言葉にならないような悲しみに見舞われ、このように熟考せざるを得ませんでした。人生の目的は何？人はどうすれば意味のある生活を送れるの？幸せは本当にお金で買えるの？自分が30年間苦労して何が得られたかを振り返りました。薬工場で働き、果物を売り、レストランを経営し、日本に働きに来ました。その長い年月の間、確かにある程度のお金を稼ぎましたが、そのために私自身の幸せが犠牲になり、その苦しみを打ち明けられる人は誰もいませんでした。日本に着いたらすぐに夢が叶い、日本で数年過ごしてから中国に戻れば、富と優雅さに満ちた新生活が始まり、人の羨望の的になれるはずだと思っていました。しかし、現実には病院のベッドに横たわり、しかも人生の後半はずっと車椅子のままで苦痛も絶えないのではないかという見通しでした。そう思うと、ただお金を稼いで出世するためだけに自分の命を危険にさらしたことを悔い始めました。そう思えば思うるほど、苦い涙が顔を流れ出しました。苦悩の中、心の中で呼びかけずにはいられませんでした。「ああ、天よ！助けて！どうして人生はこんなにつらいの？」

私が苦痛と無力感のどん底に沈んでいたとき、全能神の救いが来て、私の病は私にとって祝福となったのです。偶然にも、私は全能神教会の3人の姉妹と知り合いました。彼女たちと共に神の御言葉を読むことで、私は天地万物が自然のプロセスから生じるのではなく、神によって創造され、神が全宇宙の主人であり、人の運命も神の手にあること、神がずっと人類を導き、施されてきたこと、常に人類を気遣い、守ってくださっていることを理解しました。神が人をどれほど愛してくださっているかを感じたのです。しかし、まだわからないことがありました。神が私たちの運命を支配して司られ、私たちは幸せで楽しんでいるべきなのに、なぜ私たちは未だに病気や苦痛に遭っているのでしょうか？なぜ人生はそんなに辛いのか？人生の苦痛はどこから来るのでしょう？ある日、私は姉妹たちに自分の疑問について話しました。姉妹の一人が全能神の御言葉を一節読んでくれました。「人間が生涯にわたって耐える、出生、死、疾病、老齢の苦痛は、何が根源なのでしょうか。これらの事が人間に発生する原因は何でしょうか。人間が最初に造られた時、こうした苦痛は人間に発生したか、というと、発生しなかったのではないでしょうか。それならば、こうした苦痛は、何に由来するものでしょうか。それらは、人間がサタンによって誘惑され、肉体が堕落したあとで発生しました。人間の肉の痛みや苦しみ、虚無感、人の世における極度の悲惨な出来事といったことは、サタンが人類を堕落させて初めて生じました。人間がサタンによって堕落させられた後、それは人間を苛み始めました。結果として人間は一層堕落してゆき、人間の病はますます深刻になり、人間の苦しみは一層激しくなりました。人の世の空虚感や悲劇、この世で生き続けることが不可能であることを、人は一層感じるようになったのです。そしてこの世に対する希望もますます感じなくなっていきました。この苦しみはサタンから人間にもたらされたものです」（「神が世俗の苦しみを味わうことの意義」『キリストの言葉の記録』）。姉妹は私にこう話してくれました。「神様が人を創造された当初、神様は人と共におられ、気遣い、守ってくださいました。その時は、生老病死の苦しみはなく、心配も悩みもありませんでした。エデンの園では、人は安心して気楽に暮らし、神が授けられたものすべてを享受していました。人類は神の導きの下で幸せに楽しく暮らしました。しかしサタンに誘惑され堕落させられた後、神を裏切り、神の御言葉よりもサタンの言葉に耳を傾けました。このため神の気遣い、守り、祝福を失い、サタンの支配下に落ちたのです。サタンは何千年もの間、唯物論、無神論、進化論といった異端や詭弁、偉人や有名人によって公表された、「神は全く存在しない」「我々に救いを与える者は誰もいない」「運命は己の手中にあり」「出世して先祖に栄誉をもたらす」「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」「金があれば鬼にひき臼を回させることができる」「人間は金銭のために身を滅ぼし、鳥は餌のために身を滅ぼす」「お金は全てに勝り」といった不条理や嘘を一貫して用いて人々を惑わし、害してきました。人類はこれらの不条理や異端を受け入れると神の存在を否定し、神の統治を否定し、神を裏切りました。自分たちの両手に頼って幸せな生活を築くことを望んだのです。人の性質もますます傲慢になって自惚れ、これまで以上に独善的、利己的、狡猾、邪悪になりました。地位、富、私益のために争う人の間でありとあらゆる共謀、陰謀、競争が生じました。互いに戦い、だまし合う中、ますます不安になり、疲れ果てました。最終的には、このため病にかかり、苦痛に遭い、霊的に空っぽになりました。こうした苦痛と不安のため、私たちはこの世の人生があまりにも辛く、疲れ、苦しすぎると感じます。これはすべて、サタンが人を堕落させた後に起こりました。それはサタンが私たちを害しているのであり、人類が神を否定し、神から遠ざかり、神を裏切った苦い結果でもあったのです」。

姉妹は私との交わりを続けて言いました。「神は人類がサタンによって堕落させられ、傷つけられ続けるのを見ていられないため、私たち堕落した人を贖い、救うために二度受肉されました。特に終わりの日に、受肉されたキリストは何百万もの御言葉を表されました。その御言葉は真理であり、この真理によって人はサタンの堕落から脱却し、清められ、完全に救われうるのです。私たちは神の御言葉に耳を傾け、神の御言葉の中の真理を理解している限り、サタンが人類を堕落させるあらゆる手段を明確に識別して知ることができます。サタンの悪しき本質を見極め、サタンを捨てる強さを持ち、サタンの害から解き放たれ、神の前に戻り、神の救いを得て、最終的には神によって美しい執着地に連れて行かれるのです」。神が自ら人類を救いに来られたと聞いたとき、私はものすごく感情が高ぶりました。サタンに害され続けることを本当に望んでいなかったため、自分の苦痛と疑問について姉妹に話しました。「よくわからないことがあります。「人は上をめざし、水は下に流れる」という格言があります。私は群を抜いて快適な暮らしをするために一生懸命努力してきましたし、社会的規範によれば、これは理想主義的で野心的だと見なされます。こうした生き方もサタンが私たちを害する道なのでしょうか？」

姉妹は私に全能神の御言葉を更に二節を読んでくれました。「人間が知識を習得する過程において、サタンは、物語であったり、一つの知識を与えるだけのことであったり、人間に自分の願望や大志を実現させたりと、あらゆる手段を用います。サタンはあなたをどの道に導きたいと思っていますか。人間は知識を習得することは自然であり、何も悪いことがないと考えています。聞こえの良い言い方をすれば、高尚な理想を育むことや、大志を抱くことは、向上心があると言うことであり、それは人生において正しい道のはずです。自らの理想を実現したり、職業で成功することができれば、そのように生きる方が人間にとって素晴らしいのではありませんか。そのようにすれば、自分の祖先に栄誉をもたらすのみならず、歴史に自分の名を残すことができ、それは良いことではありませんか。これは世俗的な人から見れば、良いことであり適切で前向きなことです。しかし、邪悪な動機をもつサタンが人間をそのような道へと導いて、それですべてですか。当然そうではありません。実際には、人間の理想がいかに高尚であったとしても、また人間の願望がいかに現実的であり、適切であったとしても、人間が成し遂げたい事、求める事は、二つの言葉と不可分に関連しています。その二つの言葉は、あらゆる人の生涯にとって極めて重要であり、サタンが人間に吹き込みたいことです。その二つの言葉とは何ですか。それは『名声』と『利得』です。サタンは極めて温和な方法、人間の観念に極めてうまく適合する方法、まったく過激でない方法を用いて、それにより人間は、無意識のうちにサタンの生き方や生活の規則を受け入れるようになり、人生の目標や方向性を決定し、またそうすることにより無意識のうちに人生における大志を抱くようになります。そうした人生の大志にどれほど高尚な響きがあったとしても、『名声』と『利得』に複雑に関連しています。偉人や有名人、実はあらゆる人が人生において従う事柄はすべて『名声』と『利得』だけに関連しています。人間はひとたび名声と利得を手に入れれば、それを利用して高い地位や莫大な富を堪能し、人生を楽しむことができると考えます。名声と利得を、悦楽の追求と不徳な肉の快楽を手に入れるために利用できるある種の資本と考えるのです。人間は、自分が求める名声と利得のために、無意識ではあるが率先して、自分の心身や所有するすべて、将来、運命をすべてサタンに引き渡します。こうするのに実に一瞬たりとも躊躇することなく、引き渡したものをすべて奪回する必要にも気づかないままです。このようにしていったんサタンを頼りにし、サタンに忠義を尽くしたなら、人間は自分自身を支配していることができるでしょうか。もちろんできません。人間はすっかり完全にサタンに支配されます。すっかり完全に泥沼に沈み込んだのであり、そこから抜け出すことは不可能です。ひとたび名声と利得の泥沼に陥いると、人間は明るいもの、義なるもの、美しく良いものを求めなくなります。これは、人間に及ぼす名声と利得の魅力が強すぎるため、それが人間が生涯を通して終わりなく永遠に追求するべきものとなってしまうからです。これが真実ではないですか」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」〔『言葉』第2巻〕）。「サタンは名声と利得を用いて人間の思想を支配し、人間が名声と利得しか考えられないようにします。人間は名声と利得のために奮闘し、名声と利得のために苦労し、名声と利得のために恥辱に耐え、持てるすべての物事を犠牲にし、名声と利得のためにすべての判断と決断を下します。このようにして、サタンは目に見えない足かせを人間にかけ、人間にはそれを外す力も勇気もありません。したがって、無意識のうちに人間は足かせをかけられ、大変苦労しながら歩んでゆきます」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」〔『言葉』第2巻〕）。

神の御言葉を読み終えると、姉妹はサタンが名利を用いて人を堕落させている事実と現実について話してくれました。私はその時初めて、この世界で権力を持ち、人類を支配する人たちがみなサタンの悪しき勢力であり、著名で尊敬されている人たちが人類を堕落させる魔王であり、マルクスの無神論とダーウィンによって説かれた進化論が人類を極度に惑わし、堕落させ、人類を神から遠ざけ、神を裏切らせたのだと悟りました。その時初めて、自分が過去に読んだ本はすべてサタンの毒、サタンの哲学、サタンの論理に満ちていることに気づいたのです。悪魔サタンがいかに人類を堕落させたのかを神の御言葉が明らかにしてくれなければ、私は未だにサタンに惑わされ、支配され、暗闇の中でひどくもがいていたでしょう。人が理想と願望を抱くこと自体には何の間違いもありませんが、人が理想を追求する過程において、サタンはあらゆる手段で人にサタンの手段と生存原則を吹き込み、名利のためだけに生きるように人を促します。人が名利のために費やし、努力するとき、もはや何が光であるかも、いかに有意義な生活を送るのかも求めません。なぜなら、名利の魅力が私たちにとってあまりにも大きく、私たちはそれにあまりにも取りつかれて抜けようがないからです。サタンはこうした枷によって私たちの体を縛り、こうした陰謀によって人を堕落させるのです。思い起こせば、私は人よりも抜きん出てお金を稼ぎ、他人の賞賛を得ようと自分を見失い、魂のない金儲けの機械になり、少しもためらわず名利のために自分の健康を犠牲にしました。本当にお金と名利の奴隷になっていたのです。「出世して先祖に栄誉をもたらす」という格言で表される誤った人生観の支配下にあったため、常により良くなりたいと思い、奮闘し続けるために多大な努力をしました。決して満足することはなく、体を崩壊寸前まで働かせてどうしようもなくなったため、やっとやめたのです。名利の追求は本当に私の人生をとても困難で疲れました！全能神の御言葉による暴露がなければ、私は自分の富と名利の追求が間違っていることも、これがサタンが人々に深刻な害を与える一手段であることを決してわからず、ましてやサタンが人を堕落させる邪悪な動機も狡猾な策略も見極めなかったでしょう。この後、姉妹は全能神の御言葉を数節か読み、彼女が神の御言葉とサタンが人類を堕落させるさまざまな道、手段について交わってくれたおかげで、私は自分がこの数年間絶えず名利を求めたことで痛みに圧倒され、ついには病気になったのだと悟りました。この苦痛はすべて、神を信じず真理を知らなかった結果でした。私はサタンに害され、堕落させられていたのです！

その後、姉妹たちはしばしば私に神の御言葉の交わりを伝えにきてくれました。次第に、私は終わりの日の神の働きについてますます納得し、サタンが人を害する手段に関して見識を身につけ、最も大切なことは神を信じ、御言葉を読み、真理を追い求め、神の支配と采配に従うことであると理解しました。私はこのように生きて初めて神の賞賛を受け、最も有意義で喜びに満ちた人生を生きられるのです。まもなくして、私は女性の同僚の一人が夫と日本に仕事を探してお金を稼ぎに来たことがわかりましたが、彼女の夫はお金をある程度稼いだにもかかわらず、身体に不快感を覚え始め、治療のため帰国せざるを得ませんでした。帰国後、検査から彼が末期癌にかかっていることが明らかになりました。診断後、この夫婦は二度と日本に出稼ぎに来たいと思いませんでした。家族全員が恐怖と悲しみの中で生きていたのです。同僚の不幸から、私は人の命のもろさと尊さを深く実感しました。命がなくなれば、お金がたくさんあっても何になるでしょう？お金で命を買えるでしょうか。ある日、私は全能神の次の御言葉を読みました。「人々は、金銭と名声を追い求めて人生を過ごします。それらがあれば、生き長らえて死を免れるとでもいうように、金銭と名声が唯一の支えだと考え、それらの藁にしがみつくのです。しかし、死が迫る時になって初めて、こうした物事がどれほど自分に無縁であるか、死に直面した自分がどれほど弱いか、どれほど脆いか、どれほど孤独で無力であり、進退窮まった状態にあるかを悟ります。人間は、いのちは金銭や名声で買うことができないこと、いかに裕福であっても、いかに高い地位であっても、死を前にした人間は皆同様に貧しく取るに足らない存在であることを悟ります。人間は、金銭でいのちを買えないこと、名声で死を消し去れないこと、金銭や名声では、一分一秒たりとも人間の寿命を延ばせないことを悟ります」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。神の御言葉のおかげで、私はサタンがお金と名声を用いて人を縛って傷つけ、多くの人の命を滅ぼしていることを一層はっきりわかりました。しかし、私たちはサタンの計画を見極められず、金銭と名声がサタンが人類を苦しめる道具であることに気づけないため、渦の中に引き込まれて抜けられなくなり、否応なくサタンに惑わされ、害されるのです。その瞬間、私は自分が全能神の終わりの日の働きを受けることができてどれほど幸運であったかに気づきました。全能神の御言葉を読まなければ、サタンが人を害をするためにお金と名声を用いたという真相を決して見極められず、遅かれ早かれサタンに飲み込まれてしまっていました。

私が具合を悪くしていたとき、教会の姉妹たちはよく見舞いに来てくれなかった。私が背中を動かせなかったので、姉妹はマッサージとカッピング療法をしてくれました。姉妹の一人は医療の資格を持っており、鍼治療でどのツボを押せば状態がよくなるかを教えてくれました。彼女たちは私の家事も積極的に手伝ってくれ、家族であるかのように世話をしてくれました。外国人として、私は本当に頼れる人が近くにいなかったので、この姉妹たちが私の親戚よりも私によくしてくれたことに大変感激しました。彼女たちに何度も感謝しました。しかし、姉妹たちは私に言いました。「何千年も前に、神様は私たちを予め運命づけて選ばれたのです。今、神様は私たちが終わりの日に生まれるように采配なさり、私たちが終わりの日の神様の働きを受け入れる限り、この道を共に歩むように采配なさいました。これが神様の支配です。私たちは実はずっと昔から家族でした。ただ離れ離れになり、今になってやっと再会したのです。」姉妹たちがそう言った後、私は感情を抑えきれなくなって彼女たちを抱きしめ、涙が私の顔を流れ落ちました。その時、彼女たちに言葉にならない親近感を抱きました。私の心はかつてないほどに全能神に感謝していました。

徐々に、いつの間にか、私の病状は改善し始めました。この病気の苦痛を経験した後、私は自分がサタンの人生哲学の支配下にあったことを振り返りました。それまでずっと、人の中で群を抜こうとし、そうすれば幸せな人生を送ることができ、周りの賞賛と羨望の的になると確信していました。実際に得るものが苦痛と悲しみであり、安らぎと幸せの小片ですらないとは夢にも思いませんでした。神の御言葉を読み、御心を理解した今、私はもはや運命と戦おうとも、名利を得ようとも思いません。これは私が望む人生ではありません。現在は仕事に行く他に、頻繁に集会に出席し、神の御言葉を読み、自分の経験と理解を兄弟姉妹と共有しています。 賛美歌を歌うことも学びました。幸せな人生を送り、今まで感じたことがないような安心感と平穏さを手に入れました。

ある日、霊的修練の最中、私は神の次の御言葉を目にしました。「人が自分の歩んで来た道程を振り返り、旅路のそれぞれの段階を回想すると、その道の苦楽を問わず、人は、それぞれの段階で神が自分の進む道を導き、計画していたことを知ります。人が気付かぬうちに人を今日まで導いてきたのは、神の周到な采配と入念な計画です。創造主による統治を受け容れ、創造主の救いを得ることができるということは、何と幸運なことでしょう！……神による人間の運命の統治に対して、人が能動的な姿勢でいるならば、人が自分の旅路を回顧し、神の統治を真に把握するようになった時、人は神が用意した物事のすべてに従うことを一層真剣に望むようになるとともに、人の運命を神の指揮に委ね、神に反抗することを止めるということに一層強い決断と確信を得るでしょう。運命を把握することもなく、神の統治を理解することもなく、霧の中を敢えて苦労してよろめきながら手探りでさまよった時、旅路は困難で悲痛すぎるものになることが分かります。したがって、人の運命への神の統治を人々が認めた時、賢明な人は、それを知り、受け容れて、自らの手で良い人生を作り上げようとしていた悲痛な日々と訣別することを選び、運命に逆らい、いわゆる『人生の目標』なるものを自らの方法で追い求めることを止めます。神の存在もなく、神を見ることもなく、神の統治をはっきりと認識することもなければ、毎日は無意味で、無価値で、惨めです。どこにいようが、どのような仕事をしようが、人の生き方と目標への追求は終わりのない悲しみと深刻な苦痛しかもたらさず、回想するに堪えないものになります。創造主の統治を受け容れて、その指揮と采配に従い、真の人生を求めて初めて、人は徐々にすべての悲しみや苦痛から解き放たれ、人生の虚無感を払拭できるのです」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。神は創造主であり、人は神の創造物です。すべての人の命は、神の指揮と采配の下、神の御手の中にあります。人が一生のうちに得るものはすべて神の支配にあり、神によって予定されています。人があちこち奔走しても決定的な要因にならないのは確かです。神が人に授られた分だけが、人が得られる分なのです。神がそれだけ授けられなかれば、人がいくら働いてもその努力は無駄になります。 「人は種を植え、天が収穫を決める」、「人事を尽くして天命を待つ」ということわざどおりです。したがって、私たちは人生において、創造主の統治と采配に従うべきなのです。これが人生の幸福の秘密であり、本当の人生の真髄です！また私は、人がどれだけの富を持っていても、どのくらい高い地位にあっても、これらのものはすべて現世的な所有物にすぎないことも理解しました。それらを持って生まれて来たわけでもなく、それらを持って死に行くこともできません。名利の追求に専念することで、最後に得るものを得るのはすべて虚無と苦痛であり、挙句の果てにはせタンに飲み込まれてしまいます。この理解を得た後、私は別の人生の道を歩んで一からやり直すことを決意しました。ただ神の指揮と采配に従い、人生の後半を神の御手に采配して頂くことを望みました。もはや富と地位を追求して他人の賞賛を得ようとはせず、神に従う人になりことを求め、真に神のために生き、神の愛に報いるために生きます。現在、私は毎日3、4時間働いています。上司は日本人です。御互い言葉の問題がありますが、上司は私をよく気遣ってくれます。私に用事を頼むときはいつも私にわかりやすい言葉を使ってくれ、決して圧迫したりしません。これは神の私への憐れみであり、神の祝福であると私は知っています。また、人が神の御言葉に耳を傾け、神の指揮と采配に従えば、そのとき初めて気楽で喜びに満ちた人生を送ることができると、私はさらによく理解しました。

私が一人のときはいつも自分が神の御前に出た道を思い返します。もし病がなければ、お金と名声の追求を止めず、未だに完全なこの世の金儲けの機械であり、しまいにはサタンに無残にも殺されて、悔い改めて道を改めようとは思うことはなかったでしょう。サタンは名利を用いて私を傷つけましたが、全能神は私の病を使って神の御前に出させてくださり、こうして私はサタンが人を堕落させた張本人であることを御言葉を通してはっきりと知り、お金と名声を用いて人を堕落させ、飲み込もうというサタンの企みのっ真相を認め、俗世間の側面をある程度見極めることができました。 私は人がどこから来たのか、人がどこへ行くのかを知りました。人の罪と退廃の原因も知り、人がいかにして有意義な生活を送るべきかを理解しました。神の御言葉にはこうあります。「病気のために神を信じ始める人もいるが、その病気はあなたに対する神の恵みである。それがなければ、あなたは神を信じることがなかったはずだ。そして神を信じていなければ、ここまで到達することはなかっただろう。ゆえに、そうした恵みでさえも神の愛なのである」（『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は本当に実際的です。禍を通してのみ、私は福を得ました！今日、私は御言葉の施しと導きの下、サタンの呪縛を捨て去り、正しい人生観を持っています。人生の正しい道を歩み、霊が大いに解放されました。神は実に賢明で、全能です！私を愛し、救ってくださった全能神に感謝します！


34. あるクリスチャンの霊の目覚め

日本 領悟

私は80年代にごく普通の農家に生まれました。兄は虚弱体質で、幼いころから病気がちでした。父は私が10歳ののときに事故で怪我を負い、その２年後に身体が完全に麻痺しました。もともと我が家は貧しいのに、父の治療で膨大な借金を抱えてしまいました。友人や親戚も、私たちが借金を返せなくなることを恐れ、お金を貸そうとしてくれませんでした。そのため私には何の選択肢もなく、16歳で学校を中退し、他の場所で仕事を見つけることを余儀なくされました。すべてが静まりかえった深夜、私はよくこう考えました。「幼いとき、同い年の子どもたちはみんな放課後になると自由に遊び回っていたけれど、俺は畑仕事に出なければならなかった。いま、俺たちはみんな成長したのに、あいつらはいまだ学校にいて、親の前では甘えん坊みたいに振る舞っている。それなのに、俺はこの歳で働き始め、ありとあらゆる苦難に耐えて家族を支えなきゃいけないんだ」。当時、私はどうして俺を産んだのかと両親を責め、つらい思いをして苦労するためだけにこの世に生まれたのはなぜなんだと考えていました。しかし、それについてできることは何もなく、この現実を受け入れるより他ありませんでした。そのころ私が抱いていた一番大きな望みは、一生懸命働いて金を稼ぎ、両親が快適に暮らして他人にそれ以上見下されないようにすることでした。

私は民間のアルミ合金工場で働き始めました。。児童労働者ということで、上司がいつも私の食事や住宅のことで面倒を見てくれました。それから１年が経ち、賃金が低すぎると感じた私は家具工場に移り、誰もやりたがらなかったラッカーの吹きつけ作業を行ないました。当時の私は、それが法に触れない限り、もっとお金を稼ごうとどんな仕事でもしました。再び貧乏人のごとく生きなくてもよいよう、金持ちになることが私の唯一の目標だったからです。その後、親戚の一人にある会社を紹介されたのですが、その会社には海外で仕事する機会がありました。そして驚くべきことに、その数年後、私は本当に海外に行くことになったのです。

2012年の春、私はまさに望み通りに日本に来て、新生活を始めました。そして造船業界に入り、ある企業と３年間の契約を結びました。仕事を始めた当初は料理の仕方も知らず、即席麺ばかり食べていたので、しまいには食べるたびに吐き気を催し、仕方なく料理を覚えました芯が残ったご飯を何日食べたか見当もつきません。私たちは日本で働く外国人だったので、現地の雇用主が私たちをいささか不公平に扱うのは避けられませんでした。汚く、退屈で、危険な仕事を数多くさせられたのです。特にラッカ―の吹き付け作業をしていたときは、とても怖い思いをすることがしばしばありました。なぜからガスが火に触れると発火してしまい、一瞬でも注意をそらしたら命が危ないからです。しかし、生活で苦しんだり、仕事が危険だったりしても、もっとお金を稼いで家族に仕送りしよう、それに中国に帰ったら車と家を購入できるし、そうなれば他人の上に君臨して、貧困生活を送ることも、他人に見下されることもなくなると考えるたび、いまの苦しみはさほど大したことではないと感じました。日本で働いているうちに、あっという間に3年が経ちました。私のビザが有効期限を迎えようとしていたまさにそのとき、この企業に契約更新の条項があることを知りました。そこで私はもっとお金を稼ごうと、そのまま日本で働き続けることにしました。予想外に嬉しかったのは、契約を更新した直後、全能神の国の福音に巡り合えたことでした。

2015年9月、日本で知り合った友人が終わりの日における全能神の働きを私に教えてくれました。彼女が信仰にまつわることを最初に話し始めたとき、私はまったく興味がなく、これは一種の信念に過ぎないと考えました。神を信じても自分の運命は変わらないと思ったのです。その直後、私はこの友人に自分の考え方を話してこう訊きました。「神を信じると運命を変えられるの？僕は運命に恵まれていなくて、小さいころから山ほどつらい思いをしてきたんだ。お金があればこれ以上つらい思いをしなくて済む。いま自分にとって一番現実的なのは、お金を稼ぐことだと思う。僕個人にとって、神を信じるのはまるで別世界のことなんだ」。するとその友人は、返事をする代わりに神の御言葉の一節を読んでくれました。「あなたが毎日どこへ行き、何をして、誰、または何に出会い、何を言うか、あなたに何が起こるか、といった事柄を一つでも予測することができますか。人々はこれらの発生を一切予測することができず、ましてその状況がどのように展開してゆくかを予測することなどできません。人生においては、このような予期せぬ出来事が日常的に発生します。それらは毎日起こることなのです。こうした日常の変化、その変化の展開の仕方や辿る道筋を通して、人が常に思い起こすこととは、無作為に起こる物事はなく、それぞれの物事が発生する過程やその必然性を人間の意志で変えることはできないということです。あらゆる出来事は、人間に創造主の訓戒を伝えるとともに、人間は自分自身の運命を支配できないということを告げています。自らの運命を掌握しようとする人間の大それた、無意味な野望や願望への反証として起こるのです。……こうした日常の変化から全人生の運命に至るまで、創造主の計画や統治を明らかにしないものはありません。すなわち、『創造主の権威は超越不可能である』ということを告げないもの、『創造主の権威は至高のものである』という恒久の真理を伝えないものは存在しないのです」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。これを聞いた私は、この御言葉はとても道理にかなっていると感じました。そして自分が契約を更新できたのも、天の采配だったようだと思わずにはいられませんでした。さらに、自分が生まれた家庭のこと、家族との生活のこと、自分の周りで起きたすべてのことについても思いを巡らせました。それらはどれも自分にどうこうできるものではなく、予想もできないことばかりでした。どこか別の場所に、すべてを操る至高の支配者がいらっしゃるような気がしたのです。

それから友人は、『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕にある神の御言葉の一節を読むよう私に促しました。そこでは、人が人生の中で経なければならない６つの節目が触れられていました。第１の節目は出生、第２の節目は成長、第３の節目は独立、第４の節目は結婚、第５の節目は子孫、そして第６の節目は死という具合です。私は神によるそれらの御言葉を読んで唖然としました。人がその生涯で辿る運命について、神がこれほどはっきり語られていたとは思いもしなかったからです。しかし、事実はまさに神が述べられたとおりなのです。人がどの家庭に生まれるかは決して選べず、どのような両親をもつかも選択できません。大人になったあと、どのような伴侶と一緒になるかも自分次第ではありません。それについて考えれば考えるほど、ますますこれらの御言葉がとても現実的だと感じるようになり、そうして全能神がおっしゃったこと、つまり運命は自分で変えられるものではないことを、心の中で信じ始めました。その後、私は信仰をもつことによりいっそう興味を抱くようになり、神が存在することと、人の運命が自分の支配下にないことを信じました。とは言え神についてさほど知っているわけではないので、神をとても遠い存在に感じていました。しかし、その後すぐに経験したことを通じ、神が私のそばにいらっしゃり、私を見守り保護してくださっていることを実感するようになったのです。

ある雨の日、私はいつも通り定時に職場へ着きました。そして午前10時過ぎ、私が現場で働いていたところ、突然大きな音が聞こえました。何かが落ちて地面に激突したのですが、恐怖のあまり身体が冷たく震えました。振り返って見たものに、私は目を疑いました。直径40センチ、長さ4メートル、重量0.5トンの鉄パイプがクレーンから落下し、私の背後50センチのところに激突したのです。その瞬間、私はあまりの恐怖で何も言えず、ショックから落ち着きを取り戻すのにしばらくかかりました。そして心の中でひたすら声をあげました。「神よ、ありがとうございます！神よ、ありがとうございます！あなたが私を見守り保護していらっしゃらなければ、あの鉄パイプは私に直撃し、このちっぽけないのちは終わりを迎えていたでしょう」。

仕事が終わって兄弟姉妹にその日の出来事を話すと、それは神のご加護だと説いてくれました。また彼らは次に挙げる全能神の御言葉を私に読んでくれました。「長い人生の中では、誰もが数多くの危険な状況や誘惑に遭遇します。これは、あなたの傍らにはサタンが存在し、あなたを常に見据えているからです。サタンは、あなたが災害に見舞われたり、災難が降りかかったり、何事もうまくいかなかったり、あなたがサタンの罠にかかることを大いに喜びます。しかるに神は、常にあなたを守り、次々起こる逆境や災難からあなたを守ります。これが、平安や喜び、祝福、身体の安全など、人間が持つものは、実際のところすべてが神の支配下にあり、神が各人の運命を導き決定している、とわたしが言う理由です」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」〔『言葉』第2巻〕）。神の御言葉を読んだ私は、人は日々サタンの網の中で生きており、いつなんどきサタンのありとあらゆる危険な試みに遭うかわからないことを理解しました。災難、厄災、そして自分が望まないあらゆることに直面するかもしれないのです。神による見守りとご加護がなければ、人はずっと以前にサタンに飲み込まれていたでしょう。自分が仕事中に遭遇したこと、つまり重さ0．5トンの鉄パイプが落下して私から50センチも離れていないところに激突したことを考えると、それは単に自分が幸運だったからではないことがわかりました。むしろ、私がその銃弾を避けられたのは、神が私を見守り、保護くださっていたからです。長年にわたり、私は何度神に見守られ、保護していただいたかわかりませんが、そうだとしても、神を理解することも崇めることもしていなかったのです。私には本当に良心がありませんでした。その瞬間から、私は神の救いの恵みをより深く理解するようになりました。自分がいまも生きているのは、ひとえに神の愛情こもった御手が私を守ってくださったおかげなのです。私は心から神に感謝しました。またこれからは、自分にできるあらゆることをして神に従おうと心に決めました。それからの日々、私は頻繁に兄弟姉妹との集会に参加し、一緒に神の御言葉を読み、神の御言葉にまつわる経験や認識を語り合ったり伝え合ったりし、神を讃える讃美歌を歌いました。そして心の中が自由で解放されたように感じました。私たち兄弟姉妹は霊的生活の中で互いに助け合い、支え合いました。私を見下す人は誰もおらず、貧しい人を軽蔑したり、金持ちにおもねったりする人もいません。私は誇りをもって生きられるような気がしました。全能神教会という、この暖かく幸せな大家族の中で暮らしていると、私の生活が徐々に変わり始めました。かつてのように、不安や苦しみや虚しさを感じることがなくなったのです。そしてこれまでにないほどの幸せと充実を感じました。

ある日のこと、私たちの会社で長年勤務している従業員に事故が起きました。その人は日本人で、10年以上もその会社で働いていましたた。安全意識においても、より技術的な領域においても本当に優秀だったのですが、その日は勤務中にフォークリフトを運転し、地上20メートルの高所で作業をしていました。ところが作業中、彼の不注意から、フォークリフトで運んでいた液化ガスが漏れだしました。そのとき、空中にぶら下がっていた別の作業員が、彼の真上で溶接作業を行っていました。そして火花が彼の服に落ち、漏れ出た液化ガスと接触した瞬間、突然大きな炎を上げたのです。。私たちはみな、長年の同僚が炎に包まれるのを見るだけで、できることは何一つありませんでした。救い出すのに十分な時間もなく、その人は数分のうちに生きたまま焼き尽くされました。この悲劇を見た多くの人が彼を気の毒に思いましたが、いのちについてこう認識するようになりました。「結局、人は何のために生きているのか」。このような出来事が自分のすぐそばで起きたために、私はこう実感しました。「神から離れて神の見守りとご加護がなくなれば、その人のいのちは細い糸で吊るされているようなものだ」。どのような災難に直面しようと、人のいのちはあまりにはかなく、ほんのわずかな打撃にも耐えられません。私はまた、技能がどれほど優れていようと、あるいはどれだけ金持ちであろうと、人は自分の運命を支配できず、とりわけ災難と死から自分を救うことなどできないのだと実感しました。

それから程なくして、私は神の御言葉のこの一節を読みました。「創造主の統治と定めにより誕生した名もなき孤独な魂は、両親と家族を得て、人類の一員となる機会、そして人間の生活を体験して世界を見る機会を得ます。この魂は、創造主の統治を経験する機会、創造主の創造の素晴らしさを知る機会、そして何よりも、神の権威を知り、神の権威に服従する機会を得ます。しかし大半の人が、こうした稀少で束の間の機会を実際に掴むことはありません。人は一生分のエネルギーを運命に立ち向かうことに使い果たし、家族を養おうとせわしなく働き、富と地位の間を行き来して、すべての時間を費やします。人々が大切にするものは、家族、金銭、名声であり、彼らはこれらを人生において最も価値の高いものとみなします。すべての人々が自分の運命に不満を言うものの、人間はなぜ生きているのか、人間はどう生きるべきか、人生の価値と意味は何であるか、といった、最も喫緊に検討して理解すべき問題を頭の隅に追いやって考えないようにしています。人々は、その生涯が何年であるかを問わず、若さを失い白髪とシワが現れるまで、ただせわしなく富と名声を追い求めて全生涯を生きます。富と名声で人間の老衰を止めることはできないこと、金銭で心の空虚感を埋められないこと、誰一人として出生、老化、疾病、死の法則から除外される人はいないこと、待ち受ける運命から逃れられる人はいないことを悟るまで、そのような生き方をするのです。人々は、人生最後の節目に直面せざるを得なくなった時に初めて、巨額の財産があったとしても、特権のある高い地位にあったとしても、やはり死を免れられる人はおらず、人は一人残らず、元来の名もなき孤独な魂という境遇に還らなければならないということを理解します」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。私はこの神の御言葉を読んで深く動揺しました。人々の魂は神から生じるもので、神の定めによりこの世へやって来ます。たとえそうでも、人々は依然として神を信じたり崇めたりすることを望みません。創造主の権威を自ら体験するこの機会を大事にしようとしないのです。それどころか、人は金、名誉、愛情のために生きることしか知りません。すでに采配されたことから逃れようと必死に右往左往していますが、これらの物事を求めたところで人は何が得られるでしょうか。死が自らの身に降りかかるとき、これらの物事、すなわち愛する人や名声や富のどれが、その人を救えるでしょうか。同僚の死がこの事実を最もよく示してはいないでしょうか。そして自分が以前に求めていた物事のことを考えれば、それらも同じではないでしょうか。私は外国へ働きに出たとき、もっとお金を稼ぎ、他人に尊敬され、貧困から這い出せるよう、汚れ仕事でも、退屈な仕事でも、危険な仕事でも、何でもこなしました。しかし大きな苦しみにもかかわらず、生き方を変えようとは思いつきすらしませんでした。同じ道をのろのろ歩き続けるだけだったのです。私は心の中で、神がいらっしゃるのかどうか、人間の運命が神の御手の中にあるかどうかを知らず、必死に働くことで自分の運命を変えようとするだけでした。自分のいのちに対する神の指揮と采配から必死に逃れようとしていたのです。私は滅びの道を歩んでいるのではないでしょうか。神の救いがなく、神が私を見守り保護してくださらなかったら、私の取るに足らないいのちなどはるか以前にサタンに奪い取られていたでしょう。そうなれば、自分のいのちがいまと同じく充実して有意義なものにどうしてなり得たでしょうか。その瞬間、いのちの意義は富や名声を求めることでも、他人に尊敬されるよう彼らの先に立つのを求めることでもなく、むしろ神の御前に出て神の救いを受け入れることだというのがようやくわかりました。神を崇めて神に服従することでのみ、私たちはサタンの害から自由になり、穏やかかつ幸せに生きられるのです。それについて考えれば考えるほど、私は感動します。信仰をもつ自分の能力が、私に対する神の特別なお恵みであることを目の当たりにしたのです。私を救ってくださった全能神に感謝します！


35. 神の救いを受け入れたあと、新しい生活を手に入れる

ジュイ・チュウ（マレーシア）

私は美容師で夫は農業をしています。私たちはマレーシアで、オレンジを投げる伝統行事にて出会いました。これは良縁を求める女性のための行事です。一年後、私たちの結婚式は牧師の立会のもと、教会で執り行われました。私はその牧師による私たちの婚姻のための祈りにとても深く感動しました。私は信心深くありませんでしたが、声に出さずに神に懇願しました。「この人がずっと変わらず私を慈しみ、私を大切に思ってくれますように。そして一生私の伴侶でいてくれますように」。

結婚生活が始まると、夫婦間の対立がひとつまたひとつと生じてきました。夫は毎朝四時に家を出て野菜を売りに行き、午後七時までは帰宅せず、私は午後十時過ぎまで仕事が終わりません。私たちは一緒に過ごす時間がほとんどありませんでした。疲れきった体を引きずって帰宅するたびに、私は夫から気遣いや思いやり、理解を少しでも受けられたらと強く願っていました。仕事はどうだったか、楽しかったかどうか、夫に尋ねてほしかったのです。しかし残念なことに、私が仕事から帰ると夫はほぼ毎回テレビを見ていなければ携帯電話をいじっていて、私にお帰りとすら言わないこともありました。私が存在すらしていないかのようでした。私はこれに本当に落胆して、次第に夫に対して不満を募らせていきました。

あるとき私はお客さんと意見の行き違いがあり、とてもいら立ち、不当な扱いを受けたと感じていました。帰宅後、そのことを夫に愚痴りました。夫が私を慰めてくれるだろうと期待していたのです。しかし驚いたことに夫は携帯電話をもてあそびながら、ただ私に気づいてうなずいただけで、私に意識を向けないではありませんか。うなずいた後はすぐにうつむいてまた携帯電話を見始めました。夫の私に対する完全な無関心に我慢できず、私は夫に向かって怒鳴りました。「あなた石でできてるの？話さえできないの？誰かのことも気に留めるってことある？」ひどく怒る私を見て、夫は答えるのを拒否しました。夫に無言でいられればいられるほど、私の怒りはヒートアップしました。私は夫をしつこく責め立て、何か言わせてやろうとすっかり躍起になっていました。思いがけず夫が突然「まだ言い足りないのか」と怒鳴り返してきました。これで私は余計に怒りを感じ、さらに不当に扱われたと思い、夫にわからせようと話し続けました。結局、夫は何も言おうとしないため、私たちの口論は話になりませんでした。また別の時に、職場であった腹立たしいことについて夫に愚痴を言って、夫が私の気を楽にしてくれることを期待したことがありました。しかしその代わりに夫の返事はぶっきらぼうで氷のように冷たかったのです。「どっちもどっちだろう。君は他人の問題しか見えてないんだな。なんで自分のことを省みないんだ？」私は瞬間的に不機嫌になり、一言言ってやらずには気がすみませんでした。憤りで頭がいっぱいになり、思いました。「この人どんな人種なの。私、なんでこんな人と結婚しちゃったの。私の気持ちをこれっぽっちも考えないじゃない。一言だって私を慰めようとしない」この時から私は、職場でのことを夫に話すのをほとんどすっかりやめました。しばらく後になって夫は私に仕事のことを訊こうとしてきましたが、私は夫に注意を向けたいとは決して思いませんでした。夫は次第に私に質問するのをやめていきました。私たちの間には共通の話題がどんどんなくなっていき、失望するような出来事が起こると、私は耳を貸してくれる友達に当たってみるのでした。時には遅くまで外で話し込み、夜半過ぎまで帰宅しないこともありました。それほど遅くに帰宅しても、夫は私を気遣う様子など見せず、ただ「うちをホテル扱いしてるみたいだ」と言うのです。私はひどく気分を害し、夫への不満が大きくなり、私たちはしょっちゅう口げんかするようになりました。二人とも苦しんでいました。私はこれ以上こんな生活を続けたくないと思い、夫ときちんと話せるチャンスを見つけようと決めました。

ある日の夕食後、私は夫に頼みました。「私のこと本当に我慢ならないんでしょ。どうなの。どうして私のこと少しも気にしてくれないのよ。私のことで何か問題があるなら直接言ってよ」夫が何とも答えないので、私は夫に迫り続けました。すると驚いたことに夫はいら立って私に怒鳴ったのです。「そんな質問をするのはやめろ。君とのことは全部が問題だよ。うんざりなんだよ」こんな風に言い返され、私は怒りで頭に血が上り、私たちはまた言い合いを始めました。何か言っては言い返されるというように、しばらく口論を続けていましたが、最後は夫が立ち上がり私をドンと押しました。私はバランスを崩し、ソファに倒れ込みました。夫が私に手を挙げたことに、私は胸が張り裂けそうでした。「これがあんなに慎重に選んだ夫？これが私があれほど望んでいた結婚？この人はどうして私をこんなふうに扱えるんだろう」この時から私は夫に何かを期待するのをやめました。

2014年4月、ほんの偶然から、ある姉妹が私に主イエスの福音を分かち合ってくれました。姉妹は主が私たちを愛していて私たちを救うために十字架にかけられたのだと言いました。私は主の愛に心から感動したので、主の福音を受け入れました。その後、私は牧師に結婚生活の問題について話したところ、牧師は言いました。「私たちは、まず自分自身が変わらない限り、他の誰も変えることはできないのです。主イエスの例に倣い、他者への寛容さと忍耐強さを実践すべきなのです」それで私は自分自身を変えようとし始めました。仕事が終わるとすぐに帰宅し、家を掃除し、時には夫が私を無視するとかっとしそうになりましたが、寛容さと忍耐強さを私にお授けくださるよう主に祈りました。自制心を失って夫と口論を始めてしまった時には、その口論を丸く収めようと私の方から働きかけました。私に起こった変化を見て、夫も主を信じるようになりました。双方が信徒になると、口論は減り、意思の疎通が増えました。主が直接私たちをお救いくださったのがわかり、私は主への感謝でいっぱいになりました。

しかし時は流れて、私たちはなお自分の感情をコントロールできずにいました。家庭内不和はまだ時々起こり、そして特に一人が不機嫌だともう一人も寛容さと忍耐強さを実践することができず、結果として私たちの口論は激しさを増していきました。口論の後は毎回、私は心が痛み苦しくなりました。そして主に祈りました。「主よ、寛容で忍耐強くなるようにと教えてくださいますが、私はどうしてもそうできないようです。夫が私の嫌なことをするのを見ると、夫への不満が本当にひどくなります。主よ、私はどうすべきなのですか」その後、私は実践の道を見つけたくて教会が主催するあらゆる勉強会に参加し始めました。しかし望んでいたものは得られませんでした。グループのリーダーに助けを求めても、ただこう言うだけです。「妻と私もしょっちゅう口論しますよ。パウロでさえ『わたしの内に、すなわち、わたしの肉の内には、善なるものが宿っていないことを、わたしは知っている。なぜなら、善をしようとする意志は、自分にあるが、それをする力がないからである』（ローマ人への手紙 7:18）と言っていますしね。たえず罪を犯しては告白するというサイクルに直面した私たちの問題の解決法を誰も持っていません。私たちにできるのは、主に祈り、憐れみくださいとお願いすることだけです」それを聞いて私は途方に暮れました。対立の泥沼にはまったまま二人とも残りの人生を過ごすのが運命だ、ということなのでしょうか。

2017年3月、これまでずっと無口な人だった夫が突然、生き生きとした話し好きになりました。それに加えて聖書に書いてあることで自分が理解したことを、たびたび私と分かち合ってくれるようになりました。さらに驚いたことに夫の話は本当に光に満ちていたのです。私は不思議に思いました。夫が突然別人になったかのようだったからです。それに夫の言うことは本当に識見に飛んでいました。私は一体何が起こっているのか知りたいと強く思いました。ある日、夫があるSNSのグループのメンバーだと偶然に知り、すぐに夫に仲間とどんなことを話しているのか尋ねました。夫はとても真剣な面持ちで、終りの日の全能神の働きのことを検討しているのだと、主イエスが既に再臨されていて、それが全能神なのだと言いました。夫が言うには、全能神は既に何百万語もの御言葉を発せられ、終りの日における人類の裁きと清めの働きをされているとのことでした。また、それは聖書の預言「さばきが神の家から始められる時がきた」（ペテロの第一の手紙 4:17）を完全に成就していると言いました。神の出現と働きを求めるなら、自分の観念と想像に盲目的に執着するのではなく、神の御声を聞くことに集中しなければならない。真理を追求せずにただ神の啓示を消極的に待っていたら、主の再臨を歓迎することはできないだろう、とも言うのです。これを聞いて私は衝撃を受け、信じられない気持ちでした。その後、私はかつてインド人牧師が言っていたことをふと思い出しました。神の再臨のことを耳にしたら、心を開いて真剣に吟味して求めるべきだと。自分の観念と想像を頼りにして盲目的に物事を決め付けてはいられないのだと。そこで私は主に祈りました。「主よ、もし全能神が本当に再臨された主であるなら、心を開いて真理を追求し、このことを吟味できるよう、どうか私をお導きください。そうでないならば、私が主から逸れないよう、私の心をお守りください。アーメン」。

こう祈った後、聖書を開くと、ヨハネの黙示録3章20節にこうありました。「見よ、わたしは戸の外に立って、たたいている。だれでもわたしの声を聞いて戸をあけるなら、わたしはその中にはいって彼と食を共にし、彼もまたわたしと食を共にするであろう」。これは私によって突然の天啓の瞬間で、主が私に話されている、再臨したらあなたの戸を叩こうと仰っているのだ、と感じました。主の声に耳を傾けて戸を開けよという主のご指示だと感じました。それはまるで聖書にある花婿の声を聞いて花婿を迎えに急いだ賢いおとめたちのようでした。それから私はヨハネによる福音書16章12-13節のことを考えました。「わたしには、あなたがたに言うべきことがまだ多くあるが、あなたがたは今はそれに堪えられない。けれども真理の御霊が来る時には、あなたがたをあらゆる真理に導いてくれるであろう。それは自分から語るのではなく、その聞くところを語り、きたるべき事をあなたがたに知らせるであろう」。聖書のこのような節について熟考していると、高揚感が湧き上がってきました。主が遠い昔に、ご自身の再臨に際し私たちにさらに多くの御言葉を発し真理を授けてくださると教えてくださっていたのだと気づきました。そして終わりの日の全能神の働きは、人類を裁き清めるために御言葉を発せられることです。全能神は本当に再臨された主イエスなのだろうか。もし主が本当に再臨され、人類のあらゆる困難を解決するために真理を表されているなら、罪の束縛から逃れる希望があります。ならば私と夫の間の問題も解決できるのではないでしょうか。私はすぐさま、全能神教会の兄弟姉妹と連絡を取らせてほしいと夫に頼みました。私も終わりの日の全能神の働きを吟味したいと思ったのです。

集会では全能神教会の兄弟姉妹が聖書からいくつか節を選んで、真理のさまざまな側面について私に話してくれました。それは主の再臨の仕方、主の新しい名前、主がどのような働きをなさるのか、といったことでした。兄弟姉妹の説教はとてつもなく説得力があり、私には全く新しいものでした。私は終わりの日の神の働きについてもっと知りたいと切望したので、何度も何度も神に祈り、神の御言葉を理解できるように私を照らしてくださいとお願いしました。神の御言葉を読み、兄弟姉妹の説教を聴くことにより、私は次第に人類を経営する神の目的、人類を救う神の働きの三段階、人類の結末と終着点について、次第に理解するようになりました。終わりの日の神の働きについて調べている間も、私はごくごく些細なことでいまだに夫と言い争ってしまうことがあり、その後でひどい罪悪感に苛まれ動揺し自問しました。「なぜ私は神の御言葉を実践できないの」私は当惑したままでした。集会で、私はある姉妹に質問しました。「私と夫はなぜいつも口げんかしてしまうのでしょうか。なぜ平和に仲良くやっていけないのでしょうか」姉妹は神の御言葉の数節を私のために見つけてくれました。「人が贖われる前、サタンの害毒の多くがすでに人の中に植え付けられていた。そしてサタンによって何千年も堕落させられてきた人間には、神に抵抗する本性がすでに定着していた。だからこそ、人が贖われたとき、それは人が高い代価で買い取られるという贖い以上のものではなく、人の中の害毒に満ちた本性は取り除かれていなかった。ここまで汚れた人は、神に仕えるのにふさわしくなる前に変化を経なければならない。この裁きと刑罰の働きによって、人は自分の中の汚れて堕落した本質を完全に知るようになる。そして完全に変わり、清くなることができる。この方法でしか、人は神の玉座の前へと戻るのにふさわしくなることができない」（『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」〔『言葉』第1巻〕）。「イエスは人間のあいだでたくさんの働きをしたが、全人類の贖いを完了して人の贖罪のためのささげものとなるだけだった。人から堕落した性質のすべてを取り除くことはなかったのである。サタンの影響から完全に人を救うためには、イエスが贖罪のささげものとして人の罪を引き受けることが必要だっただけではなく、神にとっても、サタンによって堕落させられた人の性質を完全に取り除くためにもっと大きな働きを行うことが必要だった。そこで、人が罪を赦された後、神は人を新しい時代に導くために人間の姿に戻り、刑罰と裁きの働きを開始し、この働きは人をより高い領域に連れてきた。神の支配の下に従う人々はすべてより高い真理を享受し、より大きな祝福を受けるだろう。彼らは本当に光の中に生き、真理、道、いのちを得るだろう」（『神の出現と働き』「序文」〔『言葉』第1巻〕）。

姉妹はそれから、説教をしてくれました。「最初、アダムとイブはエデンの園で神の御前にて幸せに暮らしていました。口論などありません。苦しみもありませんでした。しかしヘビの言うことを聞いて善悪の知識の木になる実を食べた後、彼らは神からどんどん離れ、神を裏切り、神によるお世話と保護を失ってサタンの権力下で生きるようになります。悲しみと苦しみの日々の始まりです。これが今日まで続いているのです。そして私たちはサタンによりどんどん深く堕落しています。私たちは堕落したサタン的な性質に満ちています。私たちはとてつもなく傲慢で利己的で嘘つきで、強情です。あらゆる物事において自己中心的で、常に人に自分のことを聞かせたいのです。だから闘ったり殺し合ったりするのです。親子、夫婦ですらお互いへの寛容さと忍耐強さを持たず、互いに調和して仲良くやっていくことができないでいます。私たちには最も基礎的な良心と理知さえも欠けているのです。主イエスが私たちを贖ってくださり、私たちが主に祈り、告白し、悔い改め、頑張って主の教えに従ってもなお、私たちはどうしても罪を犯し神に背いてしまいます。これは主イエスが人類を贖うという働きのみをされたからなのです。主イエスは人類を完全に救い清めるという働きはなさいませんでした。主イエスの救いを受け入れることは、ただ、もはや私たちに罪はなく、祈りにおいて主の御前に来て、主の憐れみを受けて罪を許される機会があることを意味するだけです。でも、私たちの堕落した性質はまだ清められていません。私たちの罪深い本性はまだ私たちの中に深く根付いたままです。私たちにはまだ、終わりの日に主が再臨なさり、人類を清め変容させる段階の働きを行なうことで私たちの罪深い本性の問題を解決していただくことが必要なのです。そして今や神は再び受肉され、私たちを堕落した性質から完全に救い、サタンの影響から逃れさせて完全に救うために、裁き清める働きを行うための御言葉を発せられています。神の新しい働きに遅れずついていき、神の御言葉の裁きと罰を受け入れ、真理を追求し、神の御言葉を実践する限り、私たちの堕落した性質は次第に変容します。これが真の人の似姿を生きられる唯一の道であり、そうすることで初めて他者とのかかわり合いにおいて調和を実現できるのです」。

神の御言葉と姉妹の説教から、私はようやく気づきました。私たちが罪を犯しては告白するという状況に常に生きているのは、主イエスが人類を贖うという働きはされても、私たち信徒の罪が赦されただけで、私たちの中の罪深い本性は非常に深く揺るぎなく存在しており、私たちのサタン的な性質はまだ清められていないからなのです。その好例が、私が主の教えに沿って忍耐強さと寛容さを実践しようとしても、夫が私の嫌な言動をするやいなやどうしても腹を立ててしまうことです。どうしても自分を制御できないのです。私たちを救う神の働きなくして、自身のサタン的な堕落した性質を自身の努力だけで拭い去ることは不可能です。そして今、人類を裁き清める働きを行なうために神が再び受肉されました。神の新しい働きを受け入れ、真理を本当に追求することで、私たちには性質の変容を達成する機会があります。私は御声を聞かせてくださった主の憐れみに心から感動し、とてつもなく感謝しました。しかし私にはまだわからないことがありました。神が私たちを清め変容させる目的で御言葉を発するために今回再臨されたのはわかりましたが、どうして御言葉が私たちの堕落した性質を裁き清めることができるのでしょうか。そこで私は自分の混乱を説明しました。

姉妹は、神の御言葉の別の一節を読んでくれました。「終わりの日には、キリストはさまざまな真理を用いて人間を教え、人間の本質を明らかにし、人間の言動を解剖する。そのような言葉は、人の本分や、人はいかに神に従うべきか、人はいかに神に忠実であるべきか、いかに正常な人間性を生きるべきかや、また神の知恵と性質など、さまざまな真理を含んでいる。これらの言葉はすべて人間の本質とその堕落した性質に向けられている。とくに、人間がいかに神をはねつけるかを明らかにする言葉は、人間がいかにサタンの化身であり、神に敵対する力であるかに関して語られる。神は裁きの働きを行うにあたって、少ない言葉で人間の本性を明らかにすることはない。むしろ長い期間にわたり、それをさらけ出し、取り扱い、刈り込む。このような方法のさらけ出し、取り扱い、刈り込みは通常の言葉が取って代わることはできず、人間が一切持ち合わせていない真理でなければ取って代われない。このような方法のみが裁きと呼ばれることができる。このような裁きを通してのみ人間は屈服し、徹底的に納得して神への服従に向かうようになり、さらに神についての真の認識を得ることができる。裁きの働きがもたらすのは、神の真の顔と人間自らの反抗的性質についての真相を人が認識することである。裁きの働きにより、人は神の心、神の働きの目的、人には理解することのできない奥義についてかなり理解できるようになる。また、それにより人は自分の堕落した本質と堕落の根源を認識し知るようになり、人間の醜さを発見する。これらの効果はすべて、裁きの働きによりもたらされる。それは、実際に、この働きの本質は神を信じる人すべてに神の真理、道、いのちを開く働きだからである。この働きが神による裁きの働きである」（『神の出現と働き』「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」〔『言葉』第1巻〕）。

姉妹はさらに私と説教を分かち合ってくれました。「神の御言葉は、神がどのように裁きの働きをされるのか明確に私たちに説明しています。神は人類を裁き清めるために御言葉を使われるのです。神は御言葉によりおもに私たちの堕落した本性と本質、サタン的な性質を直接明らかにされ、細かく分析されます。また、どのように神に服従し神を崇拝すればよいのか、正しい人としてどう生きればよいか、どのように真理を追求し、性質の変化を達成すればよいか、どうすれば正直な人でいられるか、そして神が何を人に望まれ要求されるかを明確に説いてこられました。神はどのような人を好まれ、どのような人を排除されるか、また他に多くのことも告げられてきました。また、私たちを刈り込み取り扱い、試し、精錬するための人々、出来事、物事、環境を準備されます。こうして私たちの堕落した性質が明らかにされ、私たちは神の御前に行き真理を追求し、神の御言葉の裁きと刑罰を受け入れ、自らを顧み、自らを知ることを余儀なくされます。神の裁きと刑罰の御言葉を受け入れると、まるで神が私たちと面と向かって生き生きと話されているように感じられるのです。そこで神に対する私たちの不従順と抵抗、私たちの不正な動機、私たちの観念と想像を余すところなく明らかにされます。それで初めて私たちは自らの本性と本質が傲慢さとうぬぼれ、欺瞞、腹黒さ、身勝手さ、卑劣さに満ちていることを知ることができます。私たちは神への畏敬の心が全く欠けていること、サタン的で堕落した本性に完全に基づいて生きていること、露呈するものすべてがサタン的性質であること、ただただ人の似姿に欠けていることを知るのです。すると自分を憎み始め、心から自分を嫌悪し、これ以上サタンの影響下で生きていたくないと、サタンにもてあそばれ傷つけられるのはもうたくさんだと思います。何よりも、神の裁きと刑罰をとおして神の神聖な本質と罪を一切許容しない神の義なる性質とを知ります。神への畏敬の心が私たちの中で生まれ、神に御満足いただくために真理を実践しようと意欲的になります。ひとたび真理を実践し始めると、神の善に満ち憐れみ深い性質が私たちに明かされます。神の御言葉を読み続け、神の裁きと刑罰を経験し続けることにより、自身の堕落した本性についての認識を深め、神が表現される真理をさらに認識し、神の裁きと刑罰を受け入れ服従すること、肉を見捨て真理を実践し神に満足していただくことをさらにいとわなくなります。堕落の露呈が減っていき、真理を実践するのがどんどん容易になり、神を畏れ悪を遠ざける道へと次第に歩みを進めていきます。神の御言葉による裁きと刑罰を経験すると、これが堕落した性質から私たちを救い癒す万能薬であることを誰もが心から確信することができます。これが私たち堕落した人間に対する神の至高の真の愛であり、神の御言葉による裁きと刑罰を経験しなければ、真の人の似姿を生きることは決してできません」。

神の御言葉と姉妹の説教は、私にとってとても大きな衝撃でした。終わりの日の裁きと刑罰という神の働きは本当に実際的だと思い、また自分の堕落した性質が変容するよう願うなら、神の御言葉による裁きと刑罰を経験しなければならないのだと思いました。そうでなければ、罪を犯しては告白するという循環の中に永遠に生き続け、罪の束縛から決して逃れられないのです。ですから心の中で神に祈り、御言葉で私を潤し糧を与えてくださいと、そして自分自身を知り、堕落した性質が近い将来変容して真の人の似姿を生きられるように私を裁き罰する環境を整えてくださいとお願いしました。

終りの日の神の働きを受け入れた後、私はまた神が私のために整えてくださったこの結婚について、新たな認識を得ました。ある時、ある姉妹が私のために神の御言葉の数節を読んでくれたのです。「人々は、自分が自ら結婚を経験するまで、結婚に関して様々な幻想を抱いており、それらの幻想はすべて実に美しいものです。女性は、白雪姫に登場する王子のような自分の夫を想像し、男性は自分が白雪姫のような人と結婚することを想像します。こうした空想は、あらゆる人が、それぞれ結婚に対して一定の条件、要望と基準の諸条件を持っていることをまさに証明しています」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。「結婚は人の人生における重要な節目です。結婚は人間の運命の産物であり、人の運命における極めて重要な接点です。結婚は人の個人的な意志や嗜好に基づくものでもなければ、何らかの外的要因に影響されるものでもなく、その一切は、当事者双方の運命、双方の運命への創造主による采配と定めにより決定されます」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。「人が結婚すると、その人の人生の旅路は配偶者に関与して影響を与え、同様に配偶者の人生の旅路はその人の人生の運命に関与して影響を与えます。言い換えれば、人間の運命は相互に関連しており、他人に全く依存せずに自分の人生における使命を全うし、役割を果たすことができる人はいないということです。人間の出生は、極めて幅広い一連の結びつきと関係があります。成育もやはり一連の複雑な結びつきに関係しています。同様に、結婚は必然的に極めて幅広く複雑な網の目のような人間関係の中に存在し、その範囲内に維持されて、その結びつきの中にいるあらゆる人の運命に影響します。結婚は、当事者双方の家族や、成育環境、容姿、年齢、資質、才能、その他あらゆる要素の産物ではなく、むしろ共通の使命と、繋がりのある運命から生じます。これが、創造主により指揮され、用意された、人間の運命の産物である結婚の起源です」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。姉妹はそれから私と説教を分かち合ってくれました。「私たちの結婚はどれもがみな、神によって予定されていて、私たちが誰と家庭を持つかを神がずっと前に決められているのです。みな神ご自身の知恵により采配されています。神が私たちのためにお選びになった結婚は、私たちの社会的地位や外見や能力によるのではなく、両人の人生における使命により決定されます。しかし、私たちは自身の堕落した性質にコントロールされているので、たえず自分の片割れにたくさん要求し、いつも相手が物事を自分のやり方で行なってほしいのです。相手がそうしないと、私たちはそれを受け入れるのを拒否し、不満に感じます。相手と口論したり怒ったり、不平をぶつけたりもし、また神を責めたり誤解したりもします。こうして両人とも苦しんで生きることになります。この種の痛みは他の誰からももたらされるものではなく、神の支配や編成によるものでもなく、ただ私たちが傲慢でうぬぼれた堕落した性質で生きているがゆえなのです。このような堕落した性質により、私たちは神の支配に抗います。神の采配や編成に服従できずにいるのです」。

姉妹のこの説教を聴いて、私は夫との今までの関係を思い返しました。私はいつも夫に対し不満を露わにし、いつも私の思い通りにしてほしいと要求していました。夫が私のことを気にしていなかったり私に気遣いや思いやりをみせてくれないと、また私が幸福であるか知ろうとしてくれないと、夫に対し文句を言い、だめな人だなどと思っていました。私は夫をあらゆる面で見下し、冷戦をふっかけ、彼に注意を払うのを拒否していました。私はようやく、自分が実に傲慢でうぬぼれていて利己的で卑劣な人間だったとわかりました。自分の利益しか考えず、他人の気持ちを考えようとしない人でした。よくよく考えてみると、夫が私に思いやりがないなどというのは全く真実ではありませんでした。夫はただかなり内向的であまり感情を表さないだけだったのです。そして夫には独自の思いや好みがありました。それなのに私は夫がしたがらないことをさせようと躍起になっていたのでした。私はいつも夫に私を中心にして動き回ってほしくて、それが私たちの間であれほどの対立が起こった原因だったのです。私は自分の過去の振る舞いを後悔せずにはいられませんでした。また夫が言ったことを思い返せば、過去に主の福音を夫に伝えたのは私の方ですが、今度は夫が終わりの日の神の福音を私と分かち合ってくれたのでした。これは私たちへの神の偉大な御恵みで、神の素晴らしい編成でした。私たちは二人とも極めて恵まれていたのに、私には感謝の気持ちが一切ありませんでした。それどころか神が私のために手配してくださった結婚に自分を委ねようとせず、たえず神を責めていました。自分がどれほど傲慢でどれほど理知を欠いていたかがわかりました。御言葉で私を導いてくださった神に感謝します。私はこの結婚におけるあらゆる苦しみの根源を見つけました。そして心が楽になり力が抜けるのを感じました。またこの時から、傲慢でうぬぼれた堕落した性質を捨てるため、そして夫と仲良く暮らしていくため、私は生活において喜んで神に頼り、神に目を向けるようになりました。

それ以来、夫と私はよく一緒に神の御言葉を読んだり真理に関して交わったりするようになり、被創造物として自らの能力の最善を発揮して本分を尽くしています。また、毎日神の御言葉により糧と潤いを得ています。問題に直面した時には、神の御言葉から神の御意志を求めます。堕落を露呈したり口論を始めたりすると、二人とも神の御前に進んで自らを顧みて自らを知ります。このように実践していると、お互いへの認識も赦しの心も育っていきました。口論の回数はどんどん減り、家庭生活は調和し、人生がどんどん充実してきました。私が一番感動したのは、夫が私よりも真理を認識していることです。夫はよく神の御言葉で理解したことについて私と説教を分かち合ってくれ、私の堕落した性質が見えた時には真理と神の御意志について話してくれます。私への夫の思いやりと愛を本当に感じ、心から幸せです。私たちの歩んだ道を振り返ると、いまだに私は私のまま、夫は夫のままです。終りの日の全能神の働きを受け入れ、いくらかの真理を理解してきた、ただそれだけで、何もかもがすっかり変わったのです。私たちをお救いくださった全能神に感謝します。


36. 放蕩の子の帰還

ルース　アメリカ

私は中国南部の小さな町で生まれ、家族は曾祖母の時代からの信者でした。幸せだった子供時代、私のそばにはいつも聖書の物語や、教会で演奏される賛美歌と聖歌がありました。年齢を重ねて勉強のプレッシャーが大きくなると、私の心は徐々に主から離れだしましたが、主は決して私のもとをお離れになりませんでした。私が呼び求めるたび、必ず私を助けてくださったのです。私の心には主イエスのお恵みと聖なる御名が深く根づいていました。大学入試を受けた年、私が一流大学に合格できるはずはないと、教師を含めた誰もが考えていたことを思い出します。打撃に次ぐ打撃を受け、私はすべての望みを捨てそうになり、志望校に合格するなんて絶対無理だと自分でも思いました。しかしそのとき、心の中であることがひらめきました。小さいころに教会で聞いた「人が終わるところ、神が始まる」という言葉です。そしてその瞬間、自分が啓かれたように感じました。それが正しいことはわかっていました。私が限界に達したところが、神が始まるところなのです。主のお力は絶対にもっと大きく、私が心から主にすがる限り、主はきっと私を助けてくださるはずだと信じました。私はこうしてよく次のように祈り始めました。「ああ主よ、どうか私をお助けください。夢の大学に難なく合格できれば、私はいまから決してあなたのもとを離れず、あなたを生涯で唯一の救い主として受け入れることをお約束いたします」。そのように祈りながらも、私は大半の人には思いもよらない代価を払っていました。高校３年生になってからずっと、食事や睡眠の時間を除いてピアノの練習をしていたのです。１日10時間から12時間も練習していました。どこからそんな力が湧き上がって自分を支えていたのかはわかりませんが、主が私の祈りを聞き入れ、静かに助けてくださっているに違いないと思い、心の中で主への感謝が膨らみました。そしてついに、私が長らく望んでいたことが実現しました。国内最高の音楽院の1つに合格したのです。その結果、主イエスこそ私の唯一の救い主でいらっしゃると固く信じるようになりました。その後大学４年生になり、私は卒業後にどの道を進めばよいかわからないでいました。そこで神を呼び求め、私に道を示し、それを開いてくださいとお願いしました。2004年、アメリカで9・11同時多発テロが発生した直後、すべての入国ビザが事実上凍結されましたが、驚いたことに、自分がプロとして制作したＣＤのおかげで、全額支給の奨学金を得てアメリカのある大学に進めることになったのです。何の苦労もなく学生ビザを取得した私は、学業を続けるべくアメリカに旅立ちました。これら2つの経験、つまり大学に合格したことと海外へ赴いたことは、自分の力では決して実現できなかった夢が、主のお助けによって叶ったことを私に示しました。主イエスこそ真の神にして私の救い主でいらっしゃり、自分は主への信仰を正しく実践して主に従わなければならないと、私はますます固く信じるようになりました。

2007年のある日、私はいつものように、中国の母に電話をかけておしゃべりしました。その通話の途中、母が「主イエス・キリストがすでに戻られたことを、あなた知ってた？」と口にしました。母がそう言うのを聞いて、私は突然嬉しい喜びを感じましたが、終わりの日に偽キリストが現われると聖書に記されていることをすぐに思い出し、主の再臨にまつわるその話が本当か嘘か決めかねました。注意深くそれに取り組まなければならないことはわかっていました。現在、インターネットはとても高速で便利になっており、そこで私はネット上でそれを調べるべきだと思いました。電話を終えたあと、信頼できる情報源を見つけるべく、空中を歩いているかのような気分でネットに接続します。すると驚いたことに、ネット上で見つけたのはどれも、主イエスの再臨である全能神を冒涜して断罪する抗議の声ばかりでした。私は本当か嘘か判断できずに恐怖と不安を覚え、母が正邪を見分けられず誤った道を歩んでしまうのではないかと心配になりました。そこですぐに電話をかけ、ネット上で読んだ悪評を残らず母に伝えましたが、母はとても落ち着いていて、こう言って私を慰めました。「ねえ、あなたは全能神の御言葉を読んだことがないから理解していないし、説明するには長い時間がかかるけど、心配しないでね。私は誤った道を歩んでいるのではないのだから。実際には小羊の足跡に従っているのよ。このことを電話で話すのはもうやめにしましょう」。中国は無神論の独裁政権によって支配されており、中国共産党政府が絶えずクリスチャンを迫害、逮捕していることは知っていたので、信仰に関することを電話で話し合うのは母にとって不都合だったのです。私はその件についてあまり多くを言う気になれず、よく知っている中国の牧師に電話をかけて助けを求め、母を「救って」くださいとお願いしました。その後、母を信徒の中に取り戻すことができなかったと牧師から伝えられた私は、怒りのあまり正気を失いそうになりました。それからというもの、私は全能神に対する母の信仰を妨げようと、私か全能神への信仰かどちらかを選んでとさえ言いました。そう告げたあと、3日立て続けに同じ夢を見ましたが、それは暗い夜のもっとも闇に包まれた時間、雨が降りしきる中、自分が黒い傘を差しながら、昔から知っている海岸を歩いているというものでした。周囲に人影はなく、昼間のように明るい稲妻が突然私の傘を直撃するのです……。その夢を見るたび、私は恐怖で目を覚まし、全身が冷や汗にまみれましたが、自分の鈍感さと無知と頑固さのせいで、探し求めて祈り、この夢を見続ける理由を突き止めようとこれっぽっちも努力しませんでした。主は私に警告し、神に抵抗する道から引き返して、代わりに神に立ち返るよう告げていらっしゃるのでしょうか。その後、母を説得しようといくら試みても、まったく無駄だとわかりました。そのうえ、私は遠く離れた異国の地で忙しい日々を送っていたので、母に無理強いするのをやめました。

2010年、私が中国に帰ったところ、母が全能神への信仰をもちだしてきました。ちょうど私が考えていたことをわかっているようで、出し抜けにこう尋ねたのです。「私が数年前から全能神を信じていることは、あなたも知ってるわね。だとしたら、ネット上で言われているように、私にどこか変なところがあるように見える？」私は答えに窮し、すぐに返事ができませんでした。よくよく考えると、私を恐怖で震わせたネット上で言われていることが、母の身に起きていないことに気づきました。まったく正常で、傷一つなく私の目の前に立っています。それどころか、母は全能神への信仰を得てからというもの、主イエスを信じ始めたあとよりも大きな変化を遂げたことが見て取れます。言動がより理性的になっただけでなく、物事への取り組みについてもより大きな理解を得ていたのです。そのすべてを目の当たりにして、ネット上の噂は本当ではないようだと思いました。事実は言葉より雄弁だからです。すると母が言いました。「どうして母親を信じないの？　事実に目を向けず、ネット上の噂を信じるのはどうしてなの？　それについて調べ、証拠を集めた？」私は恥ずかしくなって、「いいえ」と答えました。母は続けました。「それがすべて根も葉もない話だと、あなたは調べて突き止めることもせず、ネット上で耳にした噂を信じて結論に飛びついた。恥を知りなさい。こんなに立派な教育を受けたのに、理知がまったくないなんて。4つの福音書にじっくり目を通しなさい。そうすれば主が働きをなさっていたとき、ユダヤの祭司や律法学者やパリサイ人がありとあらゆる噂をでっち上げ、偽りの証しをしていたことがわかるから。その人たちは、主イエスは罪人と仲がいいとか、食べ物と酒に夢中だなどと言ったうえ、人々をたきつけて皇帝への納税をやめさせようとしたと濡れ衣を着せた。兵士に賄賂を贈って偽りの証しをさせ、主イエスの遺体は弟子たちによって盗まれ、復活することはないとまで言わせたのよ。あなたももちろんそのことは知ってるわね？　４つの福音書に記されていることは、主イエスがなさった働きのほんの一部に過ぎないし、ユダヤの指導者たちが主イエスについて広めた数多くの噂話の記録も含まれているのよ。それについて考えたことはある？　当時インターネットが存在していたら、ユダヤの祭司や律法学者やパリサイ人はきっと噂や偽りの証しをネット上で広め、主イエスを誹謗し、冒涜し、罠にはめて断罪する言葉をネット中に拡散したはずよ。今日の宗教界が全能神を断罪しているようにね。これが何を意味するか、あなたわかってる？　主イエスはこうおっしゃったわ。『この時代は邪悪な時代である』（ルカによる福音書 11:29）。『そのさばきというのは、光がこの世にきたのに、人々はそのおこないが悪いために、光よりもやみの方を愛したことである。悪を行っている者はみな光を憎む。そして、そのおこないが明るみに出されるのを恐れて、光にこようとはしない』（ヨハネによる福音書 3:19-20）。全能神もこうおっしゃった。『人はサタンに堕落させられた後、神を畏れる心を失い、被造物として持つべき機能を失って、神に背く敵になった。人はみなサタンの権威の下に生きるようになり、サタンの命令に従った』（『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」〔『言葉』第1巻〕）。『神の天地創造は何千年も前のことである。神は地上に来て計り知れない量の働きを行ない、人間世界の拒絶や中傷を完全に経験した。誰も神の到着を歓迎しない。神は冷たく迎えられるのである。この数千年にわたる苦難の過程で、人の行動はかなり前から骨の髄まで神を傷つけてきた』（『神の出現と働き』「働きと入ること（４）」〔『言葉』第1巻〕）。堕落した人類が神に抵抗し、神を敵として扱うことの本性と実質、そして人類がサタンによって深く堕落させられ、すべての人が神の敵になり、真理を愛する人、神の到来をお迎えする人がいなくなったことを、神の御言葉はとてもはっきり明らかにしているわ。主イエスがユダヤの地で働きをなさり、真理を表わしていらっしゃったとき、主がなさる数多くの奇跡を見て、多くの大衆が引きつけられて主に従った。そのためユダヤの指導者たちは、大衆がみな主イエスに従って自分たちを見捨てることを恐れた。そこで主イエスにまつわる噂をでっち上げ、偽りの証しをすることで、狂ったように主に抵抗し、主を断罪し、最後は十字架にかけたのよ。これは、堕落した人類が真理を憎み、神を敵と見なすことの揺るぎない証拠なの。今日、神は再び肉となられ、またしても堕落した人類による狂ったような抵抗と断罪に見舞われている。中国共産党政府は、人々がみな全能神に従ってその邪悪な本質を識別するようになり、自分たちが人々に拒まれ、権力の座を失うことを恐れているわ。宗教界の指導者も、信者が全能神に従い、地位と生計の糧を失うことを恐れている。そこで当時のローマ政権やユダヤの指導者たちと同じく、下劣で邪悪な戦術を使い、全能神教会についてありとあらゆる噂をでっち上げ、偽りの証しを数多くして、それによって全能神を誹謗、断罪し、全能神教会の信用を貶めているの。彼らの目標は人々を立ち上がらせ、全能神の御言葉と働きを断罪して拒むようにさせること、そして人が主の救いを受けるのを妨げることよ。私たちはサタンの策略を見抜けなければならないの。中国共産党政府は無神論のサタン的政権で、いつも神の敵だった。最初に権力の座についたとき、共産党政府は聖書を焼き払い、教会を破壊し、クリスチャンを虐殺したうえ、全世界で認められている聖書という書物を邪教の書に定め、プロテスタントとカトリック教徒を邪教の一員と認定することで、彼らを圧迫、迫害した。想像し得る限りの悪行を重ねたのだから、ありとあらゆる噂をでっち上げるのも無理はない。この事実は、中国共産党政府と宗教界の指導者がいずれも、真理を憎んで神に敵対するサタン的な悪魔だということを示しているわ。私たちはこれをはっきり理解しなければならない。私たちは信仰の人だから、神の御言葉を信じ、真理を信じなければならないのよ。中国共産党や宗教界の指導者による噂や嘘を信じることは絶対にできない。中国共産党政府と宗教界が広める噂を識別できず、全能神の御言葉と働きを求めて調べなければ、最後はユダヤの一般大衆と同じように、耳にした噂を信じ込んだせいでキリストを捨て、真の道を拒んでしまうわ。そうなれば神の救いを失うだけでなく、最後は神に抵抗したために神の義なる懲罰を受けるに違いないのよ」。

母の言うことに耳を傾けていると、夢から目覚めるような気がしてこう振り返らざるを得ませんでした。「お母さんの言うとおりだわ。全能神の御言葉を読むことも、調べることもせず、ネット上に流れている否定的な言説を無闇に信じたのはなぜかしら。この世はサタンに堕落させられるあまり、嘘と欺瞞で満ちている。至るところに裏切りがあって、用心することもできない。私はネット上の情報を一切調べて確認せず、ただ鵜呑みにしていた。他人が言うことをオウム返しに繰り返して、自分勝手な結論を引き出した。それはとてつもなく軽率で無知なことじゃないかしら。悪人とともに歩んで自分勝手な判断を下したんじゃないかしら」。私が何も言わないのを見て、母は『言葉は肉において現れる』という本を私に手渡し、穏やかにこう言いました。「この本には終わりの日に全能神が語られた御言葉が記されているわ。自分の観念を脇にのけて、これをじっくり読んでちょうだい。質問があれば訊いて。一緒に交わりましょう」。私は本を受け取り無言で読み始めましたが、真理を求める態度で読んでいたわけではありませんでした。むしろ研究者の心持ちで、神の御言葉を自分の個人的な知識に照らして評価し、確かめ、それに反論しようとさえしたのです。読んでも読んでも全能神の働きがわからないほど、私が聖霊の啓きと照らしを得られなかったのは、まさに神の御言葉に対する不適切で意固地な態度のせいでした。しかしそうであっても、私は自分の誤った観念に固執し続け、神の新しい働きを受け入れようとは思わなかったのです。私はこのことについて母と話し合いました。「お母さん、私は以前、ネット上で耳にした噂を全部信じて、お母さんが全能神を信じるのを邪魔しようとした。でも実は、盲目で無知なのは私のほうだったのね。これからは全能神を信じることに反対しないけど、私が全能神の御名においてお母さんと一緒に祈ることはできない。だって、私は主イエスの御名をお呼びすることで、夢見た学校に入れたんだし、全額支給の奨学金を受け取って外国でさらに勉強できたんだもの。私はこんなに素晴らしいお恵みを受けたんだから、どうして主イエスを捨てられるっていうの？　それは感謝を忘れた不実なことじゃないかしら」。すると母は、私のこの観念に向けられた全能神の御言葉の一節を読ませました。「ヤーウェの働きからイエスの働きに至るまで、イエスの働きからこの現段階の働きに至るまで、これら三段階は神の経営全体を隙間なく覆うものであり、またそのすべてが一つの霊による働きである。創世以来、神は常に人類の経営にいそしんできた。神は初めにして終わりであり、最初にして最後であり、時代を始める存在にして時代を終わらせる存在である。異なる時代、異なる場所における三段階の働きは、間違いなく一つの霊の働きである。これら三段階を切り離す者はみな神に敵対している。今、第一段階から今日に至るまでの働きが、すべて一つの神の働きであり、一つの霊の働きであることを、あなたは理解しなければならない。そのことに疑いの余地はあり得ない」（『神の出現と働き』「神の働きのビジョン（３）」〔『言葉』第1巻〕）。そして次のように教えを説きました。「全能神の御名を受け入れるのは主イエスを裏切ることだとあなたは考えているけれど、それはあなたの観念と想像でしかないわ。実際のところ、ヤーウェ神と主イエスと全能神はみな１つの神でいらっしゃるのよ。律法の時代、神はヤーウェの御名で呼ばれ、律法を発して地上における人類の生活を導かれるとともに、ご自身の律法と掟に人を従わせることで、人類を律して導かれた。律法の時代が終わりに近づくと、人類はもはや律法に従えないほどサタンによって堕落させられ、すべての人が律法による断罪と呪いの下で暮らしていた。神はイエスの御名を名乗って肉となられ、恵みの時代の働きをなさるとともに、人類を贖うため、人のために永遠の罪の捧げ物として十字架にかけられた。そのとき以来、私たちは神の御前に出て、罪を告白して悔い改める限り罪を赦され、律法によって断罪されることも呪われることもなくなったわ。そのうえ、私たちは主の限りない祝福とご慈悲も受けている。だけど、私たちは罪を赦され、主イエスの豊富なお恵みを享受することができるけど、私たちの罪深い本性と堕落した性質は一掃されていない。いまも罪を犯しては告白する悪循環の中で生き、自由になることができない。終わりの日、神は全能神として再び受肉され、人を裁いて清める真理を表わされている。それによって、人は神の裁きを通じて真理を理解し、それを得て、自分の堕落したサタン的性質を捨て去り、神に完全に清めていただき、真に人間らしく生きることができる。このようにして、人は最後に神のお約束を受け継き、神の国に入れていただくのにふさわしくなれるのよ。だから、主イエスと全能神はいずれも異なる時代における神の受肉であり、１つの神でいらっしゃるの」。

母の説教には理知があり、反論することは不可能でしたが、私の観念はまだいくつもあったので、即座にこう言い返しました。「全能神が再臨された主イエスでいらっしゃるなら、イエスの御名でお呼びしようが、全能神の御名でお呼びしようが同じはずよ。どちらにしても、恵みを授ける神でいらっしゃるんだから」。すると母はこう答えました。「ヤーウェ神と主イエスと全能神が１つの神でいらっしゃるのは、疑問の余地なく本当のことよ。だけど、神は各時代で異なる御名を名乗られるの。だから、私たちは神の新しい御名を受け入れないと救いを受けられないの。律法の時代、神がヤーウェの御名をお使いになって働きをなさり、人がヤーウェの御名において祈り、そして神がそれを聞き入れ、人を祝福なさったようにね。それから恵みの時代になると、神が主イエスの御名をお使いになって働きをなさったので、人はイエスの御名において祈らなければならなくなった。さもないと罪を赦されず、主のお恵みと祝福を得られなかった。それはまさに、神殿でヤーウェ神を大声で呼び求めたイスラエル人が、主イエスの御名を受け入れなかったせいで神の臨在を得られず、主イエスの救いも受けられなかったのと同じこと。いまは神の国の時代で、神は全能神の御名をお使いになって新たな働きをなさっているわ。全能神の御名において祈らないと、聖霊の働きを受けて神の救いを得ることはできない。イエスの御名にしがみついて全能神の御名を受け入れなければ、実際には神の過去の働きを信じ、現在の働きに抵抗していることになるけれど、それは本質的に神に抵抗して裏切ることなのよ。聖書には『すなわち、あなたは、生きているというのは名だけで、実は死んでいる』（ヨハネの黙示録 3:1）と記されている。神の新たな御名を受け入れ、現在の御言葉と働きに従うことでのみ、私たちは神を信じる現実を得られるの。私の言うことが理解できる？」

母の言葉はどれも理にかなっており、同時に現実的だと思いましたが、心の中ではまだイエスの御名を捨てることができませんでした。主は私にかくも素晴らしいお恵みを授けられたからです。私がいまもっているものはすべて主イエスから与えられたものであり、イエスの御名を捨ててしまえば、主への信仰を正しく実践して主に従うという、自分の当初の誓いを守ることができません。結果として、私は全能神の福音を拒み続けました。

夏休みが終わって私はアメリカに戻りましたが、学業の忙しさと生活のせわしなさに、すぐさま「現実の」世界に引き戻されました。そして再び教会の礼拝に出かけたものの、それが中国系教会の牧師であれ、英語を話す教会の牧師であれ、どの説教にも新しい内容がまったく含まれていないことに気づきました。いつも古い歌や踊りばかりなのです。教会生活がだらだら続き、私はいのちの糧を得ているような気がしませんでした。教会の同労者は信者を引き留めようと、頻繁に旅行や遠足やパーティーなどの催しを企画し、私たち全員の参加を促しました。教会には様々な種類の人がいて、敬虔に探し求める者ではなく、むしろボーイフレンドやガールフレンド、ルームメイト、一緒に旅行してくれる人、食事を共にしてくれる人などを見つけようとしているだけの人が数多くいました。教会はもはや心の安らぎを得られる場所ではないと、私は思いました。そのことは私を苦痛と悲しみで満たしました。その後は礼拝への参加を完全にやめましたが、心は絶えず不安でした。道に迷ってしまい、呆然としたまま日々を過ごす絶望した子どものように感じられたのです。

私は2014年に息子を産みましたが、母乳が出なかったせいで夫とのすれ違いが激しくなりました。夫は毎日帰宅すると、開口一番「まだ何も出ないのはどういうことなんだ。母乳がなければこの子の免疫力が弱ってしまうぞ」と言ったものです。自分がこれほど無能だと感じたのは、人生でこれが初めてでした。母親にまったくふさわしくないように思ったのです。西洋医学と中国医学の両方を受診し、家庭でできる治療法をネット上で探しさえしましたが、何をしても母乳は出ませんでした。私は精神が崩れ落ちそうになるほど傷つき、悲しみ、怒り、このまま続けばきっとすぐに心がだめになると思いました。出産後の回復期、私の顔は絶えず涙で濡れていて、何をしても、なぜこんなことが自分の身に起きたか理解できずにいました。言い表わせないパニックが自分を襲うように感じることもしばしばで、「母乳」や「授乳」といった単語を聞くだけで、私はたちまち激しく泣きだし、自分を抑えることがまったくできないのでした。

私が置かれた困難な状況を知り、母が海を越えて私の世話に来てくれました。私が苦しんでいる様子を見た母はこう言いました。「自分の生活がどんどん暗くなるのはなぜか、ますます苦しみで一杯になるのはなぜか、あなたは考えたことがある？　それは神を信じながら真理を求めていないからよ。主はお戻りになったけど、あなたは求めも調べてもいない。それどころか自分の観念と想像にやたらとしがみつき、他人の言うことに従って神の新しい働きを自分勝手に判断するだけ。これは神に抵抗することよ！　あなたは神の新しい働きを受け入れていないから、神のお気遣いとご加護を失ってしまったの。サタンの支配下で生きていて、ひとえにそのせいでサタンに苦しめられ、もてあそばれ、あなたの生活がますます苦痛で一杯になっているのよ」。母がそう言うのを聞いて、私は黙り込んでしまいました。その後の日々、母は私の息子を寝かしつけるたび、私に神の御言葉の賛美歌を聴かせました。すると素晴らしい出来事が起こりました。思いがけないことに、それら賛美歌のメロディーに合わせて、私の心が徐々に安らぎを見つけ始めたのです。あるとき、私はこの賛美歌に耳を傾けました。「……人の心と霊が神からあまりに遠く離れているため、神に従いながらもサタンに仕え続けるまでなり、しかも、まだそのことに気づいていないからである。神の足跡と顕現を積極的に探し求める者は一人もいない。また進んで神の配慮と加護の中で生存しようとする者もいない。その代わりに、この世と邪悪な人類が従う生存の掟に適応するために、邪悪な者、サタンの腐敗に頼ることを人は望む。この時点で人の心と霊は、サタンへの貢物となり、その餌食となった。その上、人間の心と霊はサタンの住みかとなり、サタンの恰好の遊び場となった。こうして人間は、人間であることの原則について、また人間存在の価値と意義についての理解を気づかないうちに失うのである。神の律法、そして神と人の間で交わされた契約は、人の心の中で次第に薄れ、人は神を求めることも神に注意を払うことも止めてしまう。時間が経つにつれ、人は神が人間を創造した理由も、神の口から出る言葉や神から来る全てをもはや理解しなくなる。それから人は神の律法と掟に抵抗し始め、人の心と霊は麻痺してしまう……。神は自らが最初に創造した人間を失い、人間はその始まりの根源を失う。これが人類の悲哀である」（「堕落した人類の悲哀」『小羊に従って新しい歌を歌おう』）。全能神の御言葉の一言一句が私の心を掴みました。神の御言葉が表わす状況に自分がまさに置かれていることと、自分の言葉で神を認識しながら、実際には心が完全にサタンに取り憑かれていたことがわかったのです。私の考えや思いはどれも肉に関することばかりで、私が追い求めていたのも肉であり、歩んでいたのは世俗の道でした。聖書にはこう記されています。「肉の思いは死であるが、霊の思いは、いのちと平安とである」（ローマ人への手紙 8:6）。「不貞のやからよ。世を友とするのは、神への敵対であることを、知らないか。おおよそ世の友となろうと思う者は、自らを神の敵とするのである」（ヤコブの手紙 4:4）。そして、自分の行ないのどこにも神の御心にかなうところがなく、完全に神に反していたことを考えました。私は神の御前に出て祈りました。「ああ神よ、私が今日このような状況に置かれているのは、学位、身分、結婚といったこの世の物事を大事にして、それさえあれば十分なはずだと考えているからです。私は真理を探し求めることも、神の知識を追求することもまったくなく、あなたが私の心の扉を叩き、御言葉と真理を私の目の前で示されても、それを大切にしないほどでした。あなたがおいでになって働きをなさっていると聞いたとき、私はあくまで自分の考えにこだわり、根拠のない判断を下しました。母の交わりには理知があると完全に気づいていながら、真の道を調べることなく、頑なに自分の観念にしがみついていたのです。ああ神よ、私が大事にしていたのはあなたのお恵みだけで、そうしながら真理を拒んでいました。私は本当に頑固で反抗的なのです。あなたがもう一度機会を与えてくださるなら、私はきっと全力を尽くしてあなたの働きを調べます」。当時、そのような祈りを神が聞き入れてくださるかどうかはわかりませんでしたが、それでもこのような形で神を呼び求め続けました。

2015年4月、私は健康問題のために母と中国へ戻りましたが、そのおかげで全能神教会に触れる機会を得られました。この世界で奮闘努力しながら幸せを得られず、宗教においても心の闇と空虚さを一掃できる真理を見つけられなかったことが思い出されました。自分が絶えず受け入れるのを拒んできた全能神こそ救い主イエスでいらっしゃり、私が大学に合格してアメリカに行けたのも全能神のおかげかもしれないという強い予感が、心の中に生じたのです。その考えが頭に浮かんだとき、私は母に全能神教会の活動に参加したいと言いました。程なくして、全能神教会の兄弟姉妹が私に会いに来てくれましたが、集まった彼らが読んでいるのは神の御言葉で、交わっているのは真理で、実践しているのも真理だということがわかりました。何をするにしても神の御言葉が基準となり、真理が原則となっていたのです。肉にしたがって行動することも、互いに世俗的なやりとりをすることもありません。全能神教会こそ真理が支配するカナンのよき地であることがわかりました。その場所で私の霊は満たされ、糧を与えられ、心はもはや空虚ではありませんでした。私は充実感を得たのです。

ある日、兄弟姉妹と別の集会を開いていたときのこと、王姉妹が神の御言葉の一節を読みました。「全能者は深い苦しみの中にあったこのような人々に慈しみを抱く。同時に、全能者は何の知覚もないこのような人々にうんざりしている。なぜなら、人間から答えを得るのに、あまりにも長く待たねばならなかったからである。全能者は探したい、あなたの心と霊を探し、あなたに水と食料を施したい、あなたを目覚めさせたいと思っている。それにより、もはやあなたが渇きと飢えを感じないようにである。あなたが疲れているとき、この世の荒廃のようなものを感じはじめるとき、途方に暮れてはならない、泣いてはならない。全能神という、見守る者がいつでもあなたが来るのを抱擁して迎えるからである。彼はあなたのそばで見守り、あなたが立ち返るのを待っている。あなたが記憶を突然回復する日を待っている。すなわち、あなたが神から来たのであり、いつであったかは不明だが道に迷い、いつであったかは不明だが路上で気を失い、いつであったかは不明だが「父」ができたことに気づく日を。さらに、全能者がずっと見守ってきたということ、とても長い間あなたが帰ってくることを待っていたということに気づく日を」（『神の出現と働き』「全能者のため息」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉のこの一節は私を深く感動させました。そして、全能神がまさに愛情溢れる母親のごとく、行方知れずになった子どもを呼び求め、いつの日かご自分のそばに戻ってくることを、いまや遅しと待ち望んでいらっしゃるのだと感じられました。私はそれを聞いて主のお声だとわかりました。全能神が折に触れて私を助け、次から次へと危機を乗り越えさせてくださり、私のそばから一歩も離れることなく、私が戻ってくるのを辛抱強くお待ちになられたことに気づいたのです。自分が神を信じながら、真理を求めることも神の御言葉を信じることもなく、それどころかネット上の噂や牧師の言葉を信じたことを振り返りました。私は敵に忠誠を誓い、中国共産党政府や宗教界の牧師たちとともに、自分を昼も夜も気遣ってくださった神をけなして攻撃したのです。私は神の救いを拒んでいました。本当に盲目で無知でした。私の神への信仰はいまだに自分の観念と想像に基づいていました。自分が大学に見事合格し、難なく外国に行って学業を続けられるよう導いてくださったのは主イエスなのだから、私はいつも主イエスの御名に忠実でなくてはならず、そうすることだけが主への忠誠だと信じていたのです。ものの見方においても、私は自分の観念と想像に頼っていました。神が新しい時代を始められて新たな御名を名乗られたとき、私は神の働きを認識せず、私に対する神の救いを何度も拒みました。それがどうして神を信じていると言えるでしょうか。単に自分を信じているだけではないでしょうか。神は私にひたすら愛だけを与えてくださったのに、私は折に触れて神を傷つけました。神にとてつもない負い目があることがわかったのです……。

私はどうしてもひざまずかずにはいられなくなり、激しく泣きながら神に祈りました。「ああ全能神よ！　私は盲目で無知でした。中国共産党や宗教界による噂を信じ、あなたを捨てて断罪し、自分の想像と観念に頼ってあなたを規定していたのです。終わりの日のあなたの福音を拒んだ私は、現代のパリサイ人です。自分の振るまいと行ないだけでも、私はサタンとともに滅ぼされなければなりませんが、あなたは私に対する愛のため、悔い改める機会を何度も私に与えてくださいました。ああ神よ、これからはニネベの人々のように「荒布をまとい灰に座して」あなたの御前に出て、心からあなたに罪を告白して悔い改め、あなたのご慈悲を乞いたいと思います。あなたに協力し、御言葉によって清め救っていただくことを願います」。

その後、全能神教会の兄弟姉妹が週に３回会いに来てくれるようになり、それは４ヵ月のあいだ途絶えることなく続きました。その間、私はほぼ毎日神の御言葉の数節を読みましたが、より多くの真理を理解するにつれ、神との関係がますます正しいものになり、本来の信仰が蘇りました。心の中で安らぎを感じ、不安やわびしさを感じることはもうありません。全能神の御言葉を読み、真理について一緒に交わることで、私は終わりの日における神の働きを絶対的に確信し、全能神こそ私がその再臨を待ち望んできた主イエスでいらっしゃると固く信じるようになりました。そして道が果てるまで全能神に従い、真理を追い求める人となって神の愛に報いようと決意したのです。

私は2016年にアメリカへ戻りましたが、ウェブサイト経由で全能神教会の兄弟姉妹と連絡を取り合い、教会の活動に参加し始めました。神に感謝いたします。いまいる場所まで一歩一歩導いてくださったのは神なのです。神の愛に報いるべく、私は全力を尽くして神の福音を広める働きを行ない、それによって真理を求めて渇望する人が1人でも多く、全能神こそ再臨された主イエスでいらっしゃることを知るようにしていきたいと思います。また、私の足跡に従い、サタンの噂話を無闇に信じ、サタンとともに神に抵抗すれば、最後は敗北しかないことも伝えていきます。


37. 神が私のそばにいらっしゃる

果子　アメリカ

私はクリスチャンの一家に生まれましたが、私が１歳のとき、祖母の強い反対にもかかわらず、母は再臨された主イエス、すなわち全能神の新たな働きを受け入れました。小さいころ、よく祖母から「具合が悪かったり、宿題ができなかったりしたら、ひたすら主イエスに祈りなさい。そうすれば賢さと知恵をお与えになり、お前を守ってくださるわ」と言われたことを憶えています。ところが母は、「神がこの世と人類をお作りになったのよ。神はいつも私たちとともにいらっしゃるわ。何か問題が起きたときは、忘れず全能神にお祈りしなさい。そうすればあなたを見守り、保護してくださるから」と言うのです。私の耳の中では、これら２つの異なる声がしばしばこだましていました。心の中で自信がなくなり、「おばあちゃんは主イエスにお祈りしなさいって言うし、ママは全能神にお祈りしなさいって言っている。どっちの言うことを聞けばいいの？」と母に尋ねたことがあります。すると母はこう答えました。「実際にはね、主イエスと全能神は同じ神でいらっしゃるのよ。時代が違えば神が名乗られる御名は変わり、神がなさる働きも違うっていうことなの。主イエスは恵みの時代の働きをなさり、全能神は神の国の時代の働きをなさっている。神はそれぞれの時代で働き方を変え、御名も変えられるのよ。でも神の御名と働きがどう変わろうとも、神の本質は変わらない。たとえば、今日は赤い服を着て学校に行き、明日は青い服を着てレストランに行くとしましょう。着ている服の色が違っていて、違う場所で違うことをしていても、あなたはあなたのままよね。でも神の新たな時代が到来するとき、私たちは神の新しい働きに歩調を合わせなければいけないの。だからいま、私たちは全能神に祈るべきなのよ」。私は母の説明に耳を傾けましたが、それでもひどく困惑し、全能神の新しい働きに対して半信半疑の態度をとっていました。

2014年、私はアメリカに留学しました。母も数ヶ月後に渡米し、アメリカの全能神教会に連絡をとりました。それ以降、私は少しずつ全能神の存在を知覚し始めました。勉学のためアメリカに到着した直後は現地の生活になじむのが本当に難しく、とりわけ他人の家に一人で住むのは大変でした。私はとても臆病で、一人で寝るのも怖いのです。すると、母は私にこう言いました。「神の権威は唯一無二だと信じなきゃだめよ。サタンも悪魔も神の権威の下にいるのだから、夜怖くなったらひたすら神に祈りなさい。心に神がいらっしゃれば、サタンはあなたに近づけないの」。母が教えを説いてくれるたび、私はずっと気楽になって安心しました。

2015年12月、私は全能神教会の集会に出始めましたが、信仰についてまださほど理解していなかったので、出席するのに自分を奮い立たせなければならないことがよくありました。２つの出来事を体験しようやく、神が本当に存在していらっしゃることを実際に認識し、そうして全能神こそ唯一の真の神であり、絶えず自分のそばにいらっしゃることを確信できたのです。

ある金曜日の午後、その日はあと美術の授業しかなく、それが終われば帰宅できるはずでした。そのとき、クラスメートから突然こう言われたのです。「最後の授業はさぼって街中に出かけましょうよ。ご飯を食べてウィンドウショッピングでもしない？　本当においしい海鮮レストランがオープンしたって聞いたの」。その言葉に私は誘惑されました。昼食に何も食べておらず、本当に空腹だったのです。おなかがぐうぐう鳴り、いますぐその海鮮レストランに行ってくれと私をせっついているかのようでした。しかし、私はまだためらっていました。「授業をさぼったことなんてないし、ばれたらどうなるだろう？」　ところがそのとき、こんな考えが浮かびました。「同じクラスの小李は大事な授業さえさぼっているし、何度もそうしているけれど、一度も見つかったことがない。だから私もばれるはずなんてないわ」。そこで私はクラスメートと一緒に出かけることにし、美術の先生には、今日の午後は病院に行くので早退しますと、授業を休む言い訳をしました。そしてクラスメートと私はタクシーに乗って街中に向かい、そこでウィンドウショッピングと食事をして、帰宅したのは午後の８時か９時でした。帰宅後、留学生を担当する先生からメールが届いたのですが、そこには次回登校するとき、病院に行った書類をもってくるようにと記されていました。私はこれを見てパニックに陥り、急いでクラスメートと話し合いました。するとその中の１人が、「先生に書類を提出する必要なんてないわ。これはプライベートのことなんだから」と言いました。私はそのとおりだと思いましたが、この件については自分が間違っていたので、怒りも露わに自己弁護するのが恥ずかしく思われました。そこで家主のおばさんに何かいい方法はないでしょうかと訊いたのですが、その先生のところに行って自分の過ちを認めなさいと言われました。彼女の言葉を聞いたあと、私の心はがんじがらめになりました。過ちを認めるべきなのか、それとも嘘をつき続けるべきかがわからなかったのです。その夜、私は寝返りを打つばかりで一睡もできませんでした。過ちを認めたいと思っても、先生やクラスメートにどう思われるか、自分が普段保っているいいイメージが一瞬で壊れてしまうのではないかと不安だったのです。苦痛の中、私は神の御前に出て祈り、探し求めたあと、次に挙げる神の御言葉を読みました。「しかし、不実な人はこのようにしません。彼らはサタンの哲学、および自分の不実な本性と実質を基に生きています。他人に弱みを握られないよう、あらゆることに用心しなければなりません。遅かれ早かれ馬脚をあらわすことを恐れ、何をするにしても自分の方法、自分の不実で不正なごまかしに頼って素顔を隠す必要があります。そして自分の素顔があらわになると、物事をひっくり返そうとします。物事をひっくり返そうとしてもたやすくいかない場合があり、そんなとき、彼らは不安を感じ始めます。他人に見抜かれることを恐れ、実際そのようになったら、自分が恥をかいたと考えます。そして元通りの状況に戻そうと、どのような言い方をするべきか考えなければならないのです。……そのような人は心の中で、自分が誤解されないようにするにはどうすればよいか、また自分の意図を果たせるような形で、自分の言うことに耳を傾けさせるにはどうすればよいか、自分が行なっていることを見てもらうにはどうすればよいかを絶えず考えています。ゆえに、彼らは頭の中でそのことを何度も検討します。夜に眠れないとき、それについて考えます。日中に食べることができないときも、それについて考えています。他の人と話し合っている際も、そのことについて議論します。そのような人間だと思われないよう、いい人だと思われるよう、あるいはそれが自分の意図だと思われないよう、彼らはいつも仮面を被っているのです」（「正直であることの最も基本的な実践」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉の一言一句が私の内なる考えを次々と暴いていきました。あたかも光が私の心の暗黒面を突然照らしだし、それを光の下に晒したかのようで、私はひどい恥ずかしさを感じてどこにも隠れる場所がないように思いました。「そのとおりだわ！　私は授業をさぼって嘘をつき、その後は自分の過ちを進んで認めなかっただけでなく、自分の嘘を取り繕って本当のことを隠そうと知恵を振り絞った。それについて罪悪感や後悔をまったく抱いていない。留学生担当の先生についても、私のことなんか放っておいてとまで考えた。ああ！　こんな振る舞いは神への反抗だし、神に嫌われるわ！　私の考えと行ないはどれも、神のお求めにまったくかなっていない。こんなの神の信者の振る舞いじゃないわ！　そう、私は非信者と同じように自分の問題を解決してはいけない。神に悔い改め、神のお求めにしたがって振る舞い、正直に話して誠実な人にならなければならないのよ」。

そこで次の登校日、私はその先生のところに行って授業をさぼったことを認めました。するとその先生は私を叱るどころか、あなたはとても正直だし、自分の過ちを認められるのはいいことよと言ってくれたので、私はすっかり驚きました。しかし授業をさぼった罰は受けなければならず、先生は私を放課後教室に残らせ、自分の行ないを反省させることにしました。授業をさぼって嘘をついたことで、私はごく軽い罰を受けたのですが、これは神が守ってくださっているのだと思いました。その後の集会で、私は教会の姉妹とこの出来事について語り合いました。私の話を聞いた彼女は、次に挙げる神の御言葉の一節を読んでくれました。「神の支配を信じるなら、毎日起きる物事はよいことであれ悪いことであれ、偶然の出来事ではないことを信じなければなりません。誰かがわざとあなたにつらく当たったり、あなたを標的にしたりしているのではなく、実はすべて神が采配しているのです。神は何のためにこれらの物事を指揮するのですか。あなたの短所を暴くためでも、あなたを露わにするためでもありません。あなたを露わにすることは最終目標ではないのです。最終目標はあなたを完全にして救うことです。神はどのようにそれを行ないますか。まず、神はあなたの堕落した性質、本性と本質、短所、そして欠けているものをあなたに気づかせます。これらのことを知り、心の中で理解して初めて、真理を追い求めて堕落した性質を徐々に捨て去ることができます。これは神が機会を与えているのです」（「真理を得るには、周囲の人や出来事や物事から学ばなければならない」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉が説く教えを通じ、クラスメートが何回授業をさぼっても何一つ起こらなかったのに、自分は１回さぼっただけで先生にばれた理由がわかるようになりました。それはまさに神の支配だったのです。神は現実的な形で環境を整えられ、私を暴き、罰し、懲らしめられました。私が自分のサタン的本性を認識し、嘘をついて騙す堕落した本質を知り、そうして真理を追い求めて正直な人になり、人間らしく生きられるよう、神はそうなさったのです。これは、神が私を愛し、そして守ってくださったのです！　それまで、私はいい子だと誰からも褒められ、自分でもそうだと常に思っていました。しかし事実による暴き、そして神の御言葉による裁きと暴露を通じ、私はようやく自分の本性のよこしまさと不実さを認識しました。厚かましくも嘘をついたり騙したりすることができる私は、本当に低い霊的背丈の持ち主なのです。いつでもどこでも不信心者とともに歩み、自分の堕落した性質の中で生き、そうして神の御名を辱めることができます。先生から居残りを命じられて多少は肉の苦しみを受けたものの、そのおかげで教訓を学び、今後は２度と嘘をついたり騙したりすることはないでしょう。そのとき授業をさぼったことがばれていなければ、その後試みと誘惑に遭ったとき、同じことをしようと思ったに違いありません。そして嘘に嘘を重ねるばかりで、ますますずるく不実になり、最後はすっかりサタンのものになっていたでしょう。神は正直な人を愛してお救いになり、不正直な人を憎んで淘汰なさるので、そのときにはもう私のことをお認めにすらならないはずです。その瞬間、私は嘘をつくことがどれほど大きな害をもたらすかをはっきり理解し、正直な人になることがいかに重要で不可欠かもわかりました。

それから程なくして数学のテストがありました。私は前日の晩におさらいをしましたが、よくわかっていない項目がまだまだあることに気づきました。試験が次の日に迫っていることを考えると、不安で仕方ありません。大学入試ではその学期の成績が一番重要であり、その年の成績を見られるので、数学のテストで悪い点を取ればそれまで一生懸命勉強したことがすべて無駄になるかもしれません。そのことを考えれば考えるほどストレスが募りました。ところが翌日、文字どおり試験の数分前、公式を残らず記したノートを忘れてしまったことに突然気づき、私はすっかりパニックに陥りました。そのノートにいくつもの例題をこっそり書いていたのですが、それがないと試験で悪い点を取るのは間違いありません。どこかに落としてしまったのではないかと一縷の希望にしがみつき、私はあらゆるところを探しました。そしてあちこち目を向けながら、隣の生徒の答案用紙に書かれている答えを盗み見てしまいました。私はこの幸運に喜び、突然希望の光が差すのを見たような気がしました。先生のほうにこっそり視線を向けてみると、コンピュータの前で作業に夢中です。そこで答案用紙をすべて埋めてから隣の生徒を軽く叩き、答え合わせしようと合図しました。答え合わせとは言ったものの、実は彼の解答を自分の答案用紙に写したかったのです。試験の間、私はずっとひやひやしながら、このようにして数学の試験をこっそり乗り切りました。

ようやく一番苦手な教科をなんとかできたと思った私は、休暇が始まったら何をして楽しもうかと心待ちにしていました。ところが数日後、学校で保護者会が開かれたのですが、家主のおばさんが私の代わりに出席し、私の通知表を受け取るとは思いもしませんでした。彼女によると、私は全教科でよい成績をとっていたものの、数学だけは学業態度に問題があるかもしれないということで、成績が記されていなかったというのです。それを聞いた瞬間、心臓が飛び出そうになりました。不安になって狼狽し、どうすればよいかわかりません。私は心の中で繰り返しこう考えました。「学業態度に問題ですって？　クラスメートの答えを写したことがばれたのかしら？　もしそうならどうすればいいの？　カンニングは大変な問題だし、私が大学に入るチャンスにも影響を与えるかもしれない。でもいまのところ、学校は疑っているだけ。だから希望はまだある。ちゃんと説明できれば大丈夫だけど、どう説明したらいいのかしら？　私は本当にカンニングしてしまった。正直にそれを認めるべきだろうか？」私は心の中で何度もそう考えました。クラスメートからは、何があっても認めちゃいけない、何か言い訳を考えてそれを押し通すべきだと言われました。しかしそのとき、「それは神の信者がすべきことじゃないわ。いったいどうすればいいんだろう？」という考えが浮かびました。たまたまその日の夜に教会の集会があったので、私は自分が置かれている状況を交わりの中で姉妹たちに打ち明けました。すると姉妹の１人が神の御言葉の一節をお読みなさいと言いました。「現在まで、人間は真理に関する説教を数多く聴き、神の働きを数多く体験してきました。しかし、様々な要素や状況による干渉や妨害を受け、大部分の人はうまく真理を実践することも、神を満足させることもできません。人間は益々怠惰になり、自信を喪失しています。……神はただそうした真理を人間に与え、人間に神の道を浸透させ、様々な方法で人間を試すために様々な状況を用意したいだけなのです。神の目標は、そうした言葉、真理、業により、人間が神を畏れ悪を避けることができるような結末をもたらすことです。わたしが見てきた大部分の人は、神の言葉を単に教義、字句、従うべき規則とみなしているだけです。言動において、あるいは試練に直面しているとき、このような人は神の道を遵守すべき唯一の道とみなしません。人間が大きな試練に直面したときは、特にそうです。そのようなときに神を畏れ、悪を避ける方向で実践している人をわたしは見たことがありません」（『神を知ることについて』「神の性質と神の働きが達成する成果をいかにして知るか」〔『言葉』第2巻〕）。この御言葉を読み終えたあと、心の中で後悔を感じました。私は正直な人でいることの真理について多少は知っており、その点で神の懲らしめと鍛えを最近受けたばかりでしたが、別の試練に直面すると依然真理を実践できないままだったのです。カンニングは悪いことだと知りながら、自分の成績のため、正直な人でいることを神がお求めになっているという真理をきれいさっぱり忘れていました。私は証しをしなかっただけでなく、神に恥をかかせたのです。その夜は一晩中眠れず、そのことを心の中で何度も何度も考えました。そしてついに、自分は正直な人になり、自分の利益を守るために神の御名を辱めることは２度としないと決意しました。いったんそう決意したあと、私はベッドから飛び起きてコンピュータを立ち上げ、自己批判の文章を書いて自分の過ちを告白しました。翌朝、私は早い時間に登校し、自己批判の文書を先生に渡して自分の振る舞いを謝罪し、今後は２度と不正をしないと誓いました。数学の成績が零点になることを覚悟し、学校がどんな罰を与えようとそれを受け入れるつもりでした。しかし、先生が私に再試験を受けさせてくれるとは思いもよりませんでした。その瞬間、私は心の底から神に感謝し、神を讃えずにはいられなくなりました。私にご慈悲を示してくださった神に感謝いたします！　このことは、神が人の心の奥底を吟味なさることを示しました。私が自分の個人的利益を捨て去り、正直な人でいるという真理を実践したとき、神は私のために道を開き、先生が私に再試験を受けさせるようになさったのです。神が自分のそばにいらっしゃり、私の一挙手一投足をご覧になっていること、そして私が神の真の存在を経験できるよう、すべての人、出来事、物事、そして環境を整えられることを、私は実感しました。私に対する神の愛はかくも真実なのです！

その後、さらに驚くべきことがありました。数日後に全校集会があり、その学期の成績が全教科Ａの生徒には表彰状が贈られるのですが、先生がなんと私の名前を読み上げたのです。その瞬間、自分の聞き間違いではないかと思いました。しかし数名のクラスメートから何かを言われて初めて、自分が本当に表彰状を受け取るのだと理解できました。クラスメートはみなとても驚き、数学の試験でカンニングした人間がどうして表彰状を受け取れるのだろうと首をひねっていましたが、私は無言のまま、心の中で声をあげました。

「これはすべて神の御業だわ！　私にはわかる。この表彰状は私の成績に与えられたものではなく、正直な人でいることを実践した私に神が賞を与えてくださったのよ」。私はこの一件で、神がいつも私のそばにいらっしゃり、いかなるときも私を見守られていることをますます確信しました。神が私のために采配なさることは、常に最高の結果を生むのです。

いま、私は集会や神の御言葉の読書をますます楽しんでいます。依然として生活の中で堕落した性質を表わすこともありますが、何に直面しようと常に姉妹たちと交わり、神の御言葉から真理を求めて問題を解決することができます。現実的な形で一緒に働き、協力し合うことで、私はますます真理を理解するようになり、より力強くそれを実践しています。神が私のそばにいらっしゃり、様々な人や出来事や物事を通じていつでも私を暴かれること、また私が真理に入れるよう、御言葉を用いて私を導き、指し示してくださっていることを感じています。いま、私は神との関係がますます近づいているのを実感し、全能神こそ真の神でいらっしゃること、いつでもどこでもそばで私を見守り、気遣い、保護してくださる神でいらっしゃることを心の底から確信しています！


38. 異なる形の救い

黄林中国

私はかつてペンテコステ教会のごく普通の信者で、主への信仰を始めて以来、一度も礼拝を欠席したことはありませんでした。それは特に、私たちが終わりの日にあって、主の再臨に関する聖書の預言が基本的に成就していたことがわかっていたからです。主はもうすぐお戻りになられる、だから主と対面する機会を逃してしまわないように、私はより熱心に礼拝に参加して、主のお戻りを今や遅しと楽しみにしていました。

ある日、私の妹が訪ねて来て、嬉しそうな口調でこう言いました。「ねえ、今日は今までで最高の報せを伝えに来たのよ。主イエスがお戻りになられたの！その上、主は肉体をまとって戻られたわ。主は真理を表わしながら、人を裁いて清める終わりの日の働きをなさっている。こうして、『さばきが神の家から始められる時がきた』(ペテロの第一の手紙 4:17)という聖書の預言を成就なさるのよ。のんびりしていないで、神の新しい働きに従いましょう！」主が戻られたという報せを聞いた時、私は驚くと同時に疑念を抱いてこう言いました。「ヨハネの黙示録には『見よ、彼は、雲に乗ってこられる。すべての人の目は、彼を仰ぎ見るであろう』(ヨハネの黙示録 1:7)とあるわ。牧師も長老も、主がお戻りになる時は、白い雲に乗っていらっしゃるとおっしゃっていた。あなたは主がお戻りになった、それも肉体をまとってお戻りになったと言ったわね。どうしてそんなことが可能なのかしら？」すると妹は真面目な口調でこう答えました。「姉さんは主イエスが雲に乗ってお戻りになると言うけれど、それは確かなことなの？聖書にはこうも預言されているわ。『見よ、わたしは盗人のように来る』(ヨハネの黙示録 16:15)そして『夜中に、「さあ、花婿だ、迎えに出なさい」と呼ぶ声がした』(マタイによる福音書 25:6)とも。これでも主が密かにいらっしゃることはないと言える？主の再臨には奥義があるの。だから開かれた心でそれを探さなければならないのよ！自分の観念や想像にこだわっていたら、どうやって主の再臨をお迎えできるというの？」しかし、妹がいくら説教をしても私は納得できず、主がお戻りになるときは白い雲に乗っていらっしゃるはずで、肉体をまとって再臨されるはずなどないと信じ続けていました。彼女はその後、家族の全員に福音を説きましたが、その説教を数回分かち合った後には、私の夫と次男夫婦(いずれもそれまで不信心者でした)もみな全能神の終わりの日の働きを受け入れていました。それでもなお、私は自分の観念にこだわり続け、それを受け入れることを拒んでいました。

その後、私が今までと同じ教会で礼拝に参加し続ける一方、夫と次男夫婦は全能神教会の集まりに参加するようになりました。礼拝から帰るといつも、私は面倒で機械的な作業をこなしているように感じました。心は空っぽで、何も得られていないように感じたのです。ところが、夫たちは集まりから戻るといつも大変幸せそうで、問題に直面した時にどんな堕落した性質を表わしたか、神の御心をどのように探求すべきか、あるいはどのように自身を知って省みるべきか、といったことについてよく語り合い、ともに探求していました。また、どのように真理を実践して神の御言葉にしたがって生きるべきか、どのように自分の堕落した性質を捨て去って清めていただければよいか、といったことについても話し合っていました。夫たちがそのようなことについて話しあっているのを聞いた私は、困惑してこう考えました。「みんな今まで信心なんて全然なかったのに、問題に直面したら神の御心を求める必要があることをどうして知っているのかしら？どうして実践の道を見つけることができるのかしら？それに、みんなの言うことがどれもすごく理路整然としているのはなぜ？私は今までずっと主イエスを信じてきたわ。お祈りをして礼拝に参加して、いつも聖書を読んできた。なのに、何か事が起きた時、主の御心を理解できないのはなぜかしら？それに、これは私だけではないわ。教会の兄弟姉妹もみんな同じ。私たちはありとあらゆる罪に縛られ、そこから逃れられない。私たちの霊は衰え、暗く絶望していて、どんどん主から離れてしまっているような感じがする。いったいどうなっているの？」夫たちが話しあっている話題は新鮮で、自分たちがどんな堕落した性質を表わしているか、自身をどうやって省みて知るか、そして清められるとはどういうことかなどについて語り合っていました。私は長年にわたり主を信じてきましたが、私の教会の牧師や長老がこういったことについて説教するのを聞いたことはありませんでしたし、私の家族がこんなにも深く理解していることが、私にはどうしても理解できなかったのです。私は途方に暮れました。

瞬く間に収穫の季節がやってきて、私の二人の息子がトウモロコシを収穫して持って帰ってきました。昔はよく、まず上の息子のトウモロコシの皮むきを手伝ってから、下の息子も手伝ってやったのですが、今年次男一家は全て自分たちで済ませてしまったのです。私は内心思いました。「今回は次男一家の手伝いをしなかったから、嫁は怒っているに違いないわ。私が贔屓をしているって言われるかもしれない」。しかし驚いたことに、彼女は怒っているどころか、機嫌よくこう言ったのです。「お義母さん、もうあなたもお義父さんもお若くないんですから。私たちの仕事を手伝う心配なんてなさらないでね。それよりもお身体をお大事にしてください！」彼女からそんな言葉を聞いて、私はとても驚きました。そのような思いやり溢れる言葉を聞いたのは本当に初めてだったのです。今までそんなことを言ったことはなかったのに！その後、同じことがまた起きました。私は両方の息子夫婦に「あなたたちの子供はもう中学校でしょう、私、あの子たちに自転車を買ってあげようと思うの」と言って、長男の子供には自転車を買ってあげたのですが、急に都合が変わって、残っていたお金を他のことに使わなくてはならなくなってしまいました。次男の子供に自転車を買ってやれなくなったのです。結局、嫁のお母さんがその子に自転車を買ってあげることになりました。私は申し訳なくなってこう考えました。「嫁は怒っているに違いないわ。私が約束したことを守らないって」。けれど驚いたことに、彼女は怒っているどころか、私を慰めてこう言ったのです。「お義母さん、うちの子供に自転車を買えなくて申し訳ないなんて考える必要はありません。これからは、お金はとっておいて、ご自分とお義父さんのために使ってくださいな。私たちのことはご心配なく！」

この二つの出来事に私はとても驚きました。全能神を信じ始めてからというもの、嫁は私とあれこれいがみ合うことがなくなり、代わりに私たちへの心くばりと思いやりを示してくれるようになったのです。彼女は本当に変わりました。私の夫もよく、何かというと私にかんしゃくを起こしていました。些細なことですぐカッとなっていたのです。でも今の夫は、私と話すときはいつも笑顔で、私が夫に怒っているときでも、我慢強く堪えて静かにこう言うのです。「私たちは同じ神を信じている。私たちの肉としての関係は夫と妻だが、霊的な意味では兄と妹だ。お互いを愛し合い、理解し合い、許し合って、神の御言葉にしたがって生きるべきだ。そう思わないかい？昔の私はかんしゃく持ちですぐに怒っていたが、これは私の堕落したサタン的性質のせいだったんだ。私は傲慢と思い上がりが過ぎ、正しい人間性をもっていなかった。全能神の御言葉をたくさん読んだ今、神の終わりの日の働きが、御言葉を表わされることによって人類をお救いになることだと理解した。神の救いを得るべく追求する中で、人は実際の生活で神の御言葉を実践し、真理の原則にしたがってすべての事柄に当たらなければならない。私は肉体を捨て、神の御言葉にしたがって実践し、正しい人間性を生きなければならないんだ」。夫と息子夫婦を見ながら、私は心の中で思案し続けました。「全能神の終わりの日の働きを受け入れてからたった二年しかたっていないのに、どうしてこの人たちはこんなに変わったの？これで確信せざるを得ないわ。長い間主を信じてきて、毎日欠かさず聖書を読んでお祈りもしたのに、なぜ私はこの間にまったく変わらなかったの？何かことが起きた時、なぜ私はいつも自分では抜け出すことができない罪の中に沈んでしまうの？人を変える力は神のみがおもちのはず。ひょっとしたらこの人たちが信じている全能神こそが主イエスの再来なのかしら？もしこれが本当で、私が受け入れることを拒み続けたとしたら、主は私をお見捨てになるんじゃないかしら？こんなに偉大な救いが目の前にあるのに、それを得られなかったら、私はとんだ愚か者なんじゃないかしら？」こう考えていると、不安を覚えずにはいられませんでした。それについて探り、究明したいと思いましたが、家族にそれを話すのが恥ずかしかったのです。

ある日、夫が外出している時に、彼がいつも読んでいる本をこっそり取り出しました。そのカバーを見た瞬間、『言葉は肉において現れる』という金色に輝くタイトルが私の目にとびこんできました。「いったいどんな奥義がこの本には書かれているのかしら？人をあんなに変えてしまうなんて……注意して読まないといけないわ」と、私は思いました。慎重に本を開くと、そこには次の御言葉が記されていました。「今回の受肉はイエスの働きの完了に続く神の二回目の受肉である。もちろん、この受肉は単独で起こるのではなく、律法の時代と恵みの時代の後の第三段階の働きである。神の働きの新しい段階はそれぞれいつも新しい始まりと新しい時代をもたらす。そこで神の性質、神の働き方、神の働く場所、神の名にもそれに付随した変化がある。したがって、人にとっては、新しい時代の神の働きを受け入れるのが難しいのは無理もない。しかし、いかに人が反対しようと、それには関係なく、神はいつも自分の働きを行っており、いつも人類全体を前方に導いている。イエスが人の世に誕生した時、イエスは恵みの時代をもたらし、律法の時代を終わらせた。終わりの日において神はもう一度肉となり、今回人間の姿になった時、神は恵みの時代を終わらせ、神の国の時代をもたらした。神の二回目の受肉を受け入れる人々はすべて神の国の時代に導かれ、直接神の導きを受け入れることができるだろう」（『神の出現と働き』「序文」〔『言葉』第1巻〕）。これを読んだ後、私は思いにふけりました。もし神の二度目の受肉が恵みの時代を終わらせたのなら、神はもう恵みの時代の教会で働いてはおられないということだろうか？私たちはもう神の国の時代に入っているということだろうか？ここにはこう書いてあります。「神の二回目の受肉を受け入れる人々はすべて神の国の時代に導かれ、直接神の導きを受け入れることができるだろう」。全能神の働きを受け入れてからというもの、夫も息子夫婦も本当にすっかり変わりました。三人の信じる全能神が本当に主イエスの再来だということはあり得るのでしょうか？三人とも本当に神の足跡に従っていて、神による直接のお導きを受け入れているということでしょうか？そうでなければ、どうしてあんなにたくさんの真理を理解し、あんなに変わることができたでしょうか？それは精霊の働きの結果に違いありません。精霊の働きなしに、自力で成し遂げられることではないのです。こうした考えが浮かんだちょうどその時、家に戻ってくる夫の姿が突然見えました。私は急いで本を元の場所に戻すと、「この本を読んでいたことが夫にバレないようにしないと。きっと笑われてしまうわ」と考えました。

次の日、夫が集会に出席するために出かけた時、私はまたあの本を取り出して読み始めました。すると次の一節が目に入りました。「イエスは人間のあいだでたくさんの働きをしたが、全人類の贖いを完了して人の贖罪のためのささげものとなるだけだった。人から堕落した性質のすべてを取り除くことはなかったのである。サタンの影響から完全に人を救うためには、イエスが贖罪のささげものとして人の罪を引き受けることが必要だっただけではなく、神にとっても、サタンによって堕落させられた人の性質を完全に取り除くためにもっと大きな働きを行うことが必要だった。そこで、人が罪を赦された後、神は人を新しい時代に導くために人間の姿に戻り、刑罰と裁きの働きを開始し、この働きは人をより高い領域に連れてきた。神の支配の下に従う人々はすべてより高い真理を享受し、より大きな祝福を受けるだろう。彼らは本当に光の中に生き、真理、道、いのちを得るだろう」（『神の出現と働き』「序文」〔『言葉』第1巻〕）。私はこの一節について深く考えました。主イエスは十字架にかけられることで全人類の罪を贖われましたが、人の堕落した性質を消し去られたわけではありません。罪深い本性が人の中に残っているというのは絶対の真理です。主を信じる私たちは、時に主の教えを守ることを怠り、嘘をついたりごまかしたりします。そして毎日罪を犯しては告白し、いつも罪に陥って、罪の束縛から自らを解放する術を持たぬままです。これは否定しようのない事実です。その時、聖書にある神のこんな御言葉が思い浮かびました。「わたしは聖なる者であるから、あなたがたは聖なる者とならなければならない」(レビ記 11:45)。神は私たちが聖くなることを望まれているのに、私たちはしばしば罪を犯し、主を悲しませてしまいます。それのどこが聖いでしょうか？神は聖くていらっしゃり、神の国は汚されてはならないのです。ではどうして、頻繁に罪を犯す私たちが、天国に入ることができるというのでしょう？この考えにいささかがっかりした私は、次の節を読み返しました。「サタンの影響から完全に人を救うためには、イエスが贖罪のささげものとして人の罪を引き受けることが必要だっただけではなく、神にとっても、サタンによって堕落させられた人の性質を完全に取り除くためにもっと大きな働きを行うことが必要だった」。これは、全能神の終わりの日の働きが、受肉した主イエスのなさった働きよりもさらに偉大だということでしょうか？私たちが自分の罪を取り除き、清められて変化するためには、全能神を受け入れてその裁きを経るしかない、ということでしょうか？夫と嫁に起きた変化は、二人が体験した全能神の刑罰と裁きの働きから生じたものなのでしょうか？夫も息子夫婦も、神を信じるようになったのはごく最近なのに、真理を理解するようになった上に、自身の堕落した性質への理解をはっきり表現できて、何かあった時には神の御心を求めることができ、実践の道を見つけられるようになりました。その一方で私と来たら、長年主を信じてきたのに、誰かに神への信心とは何か、神の御心はいったい何かと尋ねられたら、正直なところ口籠ってしまってしまうでしょうし、ましてや自分の性質の変化について話すことなどできないでしょう。夫たちと比べた自分のことを考えると、本当に恥ずかしくなりました。どうやらもっと腰を据えて全能神の終わりの日の働きについて調べなければならないようです。

それからというもの、私は毎日こっそりと「言葉は肉において現れる」を夫に隠れて読みました。そして読めば読むほどに私の心は明るくなり、読むことが楽しくなってきました。時には自分の教会の礼拝に行くよりも家にいてこの本を読みたいと思うほどでした。ある時、私は全能神のこんなお言葉を読みました。「わたしは必ずや、義に飢え渇き真摯に探求しているすべての者に光と啓示を与える。わたしはあなたがた全員に、霊の世界の奥義と進むべき道を示し、古い堕落した性質をできるだけ早く捨て去れるようにする。そうすることであなたがたはいのちの成熟に達し、わたしが用いるのに適した者となり、福音の働きはすぐに支障なく前進することだろう。そのとき初めて、わたしの旨は満たされ、六千年にわたる神の経営（救いの）計画が可能な限り短時間で達成されることになる。神は神の国を獲得して地上に降臨し、わたしたちは共に栄光へと入ることになるのだ」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第八章」〔『言葉』第1巻〕）。その時、私は主イエスのこのお言葉を思わずにはいられませんでした。「義に飢えかわいている人たちは、さいわいである、彼らは飽き足りるようになるであろう」(マタイによる福音書 5:6)。読むほどに、全能神のお言葉と主イエスのお言葉は同一の起源から来ているという私の印象は強くなりました。どちらのお言葉にも権威と力があり、それゆえに私には全能神こそが主イエスの再来であるに違いないと思えたのです！この考えに私は驚きました。これがもし本当だとしたら、私はすぐにでも全能神の終わりの日の働きを受け入れなければいけないからです。もし受け入れることを拒み続けていたなら、本当に神の働きから取り残されてしまうでしょう！でも、どうして家族に伝えられるというのでしょう？みんなずっと私と福音をずいぶん分かち合ってきてくれたのに、私はそれを受け入れることを拒み続けていたのです。今さら私が全能神の終わりの日の働きを受け入れたいと言ったら、みんな私のことをどう思うでしょう？私がそんな風に心を決めかねていると、神が道を啓いてくださいました。

ある日、義理の娘ともう一人の姉妹が福音を分かち合いに来てくれました。これが神の与えてくださった機会だということがわかったので、私は正直に二人に言ったのです。「実は、こっそり全能神のお言葉をたくさん読んでいて、それが神様のお言葉だと感じるの。こんなにも権威と力がある言葉を人が発することができるわけがないもの」。義理の娘は私の言葉にとても驚き、もう一人の姉妹の方を見て、喜んで笑いました。私は続けました。「でも、まだしっかり理解できないところがあるの。主イエスは『そのとき、大いなる力と栄光とをもって、人の子が雲に乗って来るのを、人々は見るであろう』(ルカによる福音書 21:27)と預言された。私たち信者はずっと主イエスが白い雲に乗って私たちのもとにお戻りくださるのを待ち望んでいる。でもあなたがたは、主はすでに戻られている、全能神こそがお戻りになられた主イエスだと言うでしょう。なら、どうして主が白い雲に乗ってやって来られるところを私たちは見なかったの？これについて私に話してもらえないかしら？」

姉妹が真剣に答えてくれました。「神に感謝します！皆が知っているように、主の再臨について預言する節は聖書の中にたくさんあります。でもよく見てみると、主の再臨については、二通りの預言があることがわかります。一つは主が公然と雲に乗って来られ、皆がそのお姿を見るというもの。ルカによる福音書の２１章２７節に『そのとき、大いなる力と栄光とをもって、人の子が雲に乗って来るのを、人々は見るであろう』とあります。もう一つは主がこっそりと、泥棒のようにやって来られて、誰にも気づかれないというもので、マタイによる福音書の24章36節に『その日、その時は、だれも知らない。天の御使たちも、また子も知らない、ただ父だけが知っておられる』とあります。主の降臨が二段階で行なわれるということがわかります。最初に主はこっそりとやって来られて、働きの一段階を遂行なさったあとに、その降臨が皆に知られるんです。あなたがおっしゃっているのは主が公然と降臨される預言であって、現在私たちは主の秘かな降臨の預言が成就されつつある段階にいるんです。これは、神が受肉されて働きをなさり、人類を救われる段階です。神が肉における働きを終えられたら、皆にも見えるよう公然と降臨なさるんです……」。

この説教は私の心に灯をともし、私は考えました。「結局のところ、主が二通りの方法で降臨されることは聖書に預言されていたのね。最初に主は秘密裏にやって来られ、その後公然と降臨される。これはまさに神秘だわ！今まで何年も聖書を読んで来たというのに、なぜこれに気づかなかったのかしら？でもこうして考えてみると、そういうことに違いないわ！」

義理の娘は私に言いました。「お義母さん、全能神がお言葉をもって人を裁き清めるその働きを行なわれる時こそが、神様が秘密裏に降臨される段階で、神様が人々をあらわになさり、私たちの種類によって区別なさるときなのです。さあ、全能神のお言葉を読んで、真実のこの側面の理解を深めましょう」。そして彼女は読みました。「多くの者はわたしの言うことに耳を傾けないかもしれない。だがそれでも、天からイエスが白い雲に乗って降臨するのをあなたがたが自分の目で見る時、これは義の太陽が公に現れることであると、わたしはイエスに付き従ういわゆる聖徒全員に伝えたい。おそらく、その時あなたにとって大いなる興奮の時となるであろう。だが、あなたがイエスが天から降臨するのを見る時は、あなたが地獄へ落ち、懲罰を受ける時でもあることを知るべきである。それは神の経営（救いの）計画の終わりの時であり、神が善良な人々を報い、邪悪な者たちを罰する時である。神の裁きは人間がしるしを見る前に、真理の現れだけがある時には終わっている。真理を受け入れてしるしを求めることがなく、故に清められている人々は、神の玉座の前に戻り、造物主の胸に抱かれる。『白い雲に乗らないイエスは偽キリストだ』という信念に執着する者たちだけは、永久に続く懲罰を受けなければならない。彼らはただしるしを示すイエスしか信じず、厳しい裁きを宣言し真のいのちの道を解き放つイエスを認めないからである。そのような者たちは、イエスが白い雲に乗って公に戻ってくる時に取り扱うしかない。彼らはあまりに頑なで、自信過剰で、傲慢である。どうしてこのような堕落した者たちがイエスに報いてもらえるだろうか。イエスの再臨は、真理を受け入れることのできる者には大いなる救いであるが、真理を受け入れることのできない者にとっては、罪に定められるしるしである」（『神の出現と働き』「あなたがイエスの霊体を見る時、神はすでに天地を新しくしている」〔『言葉』第1巻〕）。

姉妹は説教を続けました。「お言葉から、全能神がその働きをこっそりとなさっておられる間、神はお言葉によって人々を裁き、罰する働きのみをなさることがわかります。それはつまり、私たちの人生において必要なものを与えるために神はあらゆる真理を表わされるということなんです。そして終わりの日の神の働きを受け入れる人すべて、神のお言葉の罰と裁きを経験し、真理を認識し神を知るようになり、そしていのちの性質を変えられた人がすべて、災いに先立ち神に勝利者とされる人なのです。これらの勝利者が定められれば、神の偉大な働きは成功を収め、神がこっそりと行なわれる働きも終ります。神が雲とともにあらゆる国々と人々の前に公然とお姿を現されるのは、その後です。自分自身の観念に闇雲にしがみつき、主イエスが雲とともにやって来られることのみを待つ人がいますが、そういう人は神がこっそりと働きを行ないながら表される真理を一つも受け入れようとはしません。これは皆、神に抗い、神を拒否する人々であり、もし彼らが神のもとに立ち返り、終わりの日の救いを受け入れることができないとしたら、大いなる災いの中で歯軋りして嘆くことになります。これはヨハネの黙示録1章7節に『見よ、彼は、雲に乗ってこられる。すべての人の目、ことに、彼を刺しとおした者たちは、彼を仰ぎ見るであろう。また地上の諸族はみな、彼のゆえに胸を打って嘆くであろう。しかり、アァメン』と預言されている通りです。考えてみてください。主が雲とともにやって来られ、皆がそのお姿を見る時、その降臨を大きな喜びと共にお迎えする以外にすべきことがあるかしら？ではなぜ皆が嘆くとあるのでしょうか？それは、神が公然と降臨なさる時、人々は自分たちが今まで拒んでいた全能神こそが主イエスの再臨であることを知るからで、そうであれば、人々は胸を打って嘆き、歯軋りせずにはいられないでしょう？」

私は姉妹の説教をうなずきながら聞いて、言いました。「ああ、私はこの聖句を今まで理解していなかったわ。教会の牧師に尋ねても、はっきりとは説明してくれなかった。つまり全能神の終わりの日の救済を受け入れることを拒む人々のこと、神様を拒否する人たちのことがここに書いてあったのね」。この瞬間、今まで家族が何度も福音を私と分かち合ってくれたこと、それなのに私が受け入れることを拒み、抗ってきたことを思わずにはいられず、深い苦悩を感じました。後悔の念とともに、私は姉妹に言いました。「もし全能神のお言葉を読んでいなかったら、もしお言葉が私の心への扉を開き、探究心を抱くよう導いてくださっていなかったら、今でもあなたの説教を聞く耳を持たなかったかもしれないし、まだ主イエスが白い雲に乗って公然と人々の前に再臨されるのを待つことにこだわっていたかもしれないわ。私はなんて無知で愚かなんでしょう！今になってやっと、神様の秘密の働きの段階が、お言葉による裁きと罰を受け入れて、堕落した性質を脱ぎ捨てて完全な救いを得られるようになるための絶好の機会だということを理解したわ！神様が雲に乗って人の前に公然と降臨なさる時、救いの働きはすでに終っていて、神様は善きものを報い、悪しきものを罰し始められるのね。そしてそれが起きたら、私がどれほど後悔していたとしても、もう遅いのね。私をお見捨てにならずに、この救いの機会を与えてくださったことを神様に感謝するわ。私は全能神の終わりの日の働きを受け入れたい！」

その後、私は自分から全能神の教会への入会を願い、夫や息子、義理の娘たちのように毎日神のお言葉を読んで真理について語らい、お言葉の裁きや刑罰、清めや救いを体験しています。全能神教会の大家族の中で、私は真の教会生活を送るようになり、私の霊は平穏と歓びに満ちています。神の私への愛がいかに偉大かを心から感じています。私は鈍くなっていて、神をこんなにも長くお待たせしていたのです。神が細心の注意をはらって様々な人々や出来事、ものごとを準備し、私が一歩ずつ神の家族のもとに戻れるようにお導きくださったことに、異なる形の救いをもたらしてくださったことに感謝します！


39. 主の再臨をお迎えした

伝揚　アメリカ

2010年、私はアメリカでとても寒い冬を経験しました。風雪を伴う厳しい寒さに加え、さらに深刻だったのは私の心が一種の「寒波」に襲われたように感じたことです。内装事業に携わる私たちにとって、冬は一番厳しい季節です。冬になると仕事がほとんどなく、職を失いそうになるほどです。今年は私にとってアメリカ生活の1年目、移住して間もない私にとっては戸惑うことばかりでした。アパートを借りるのも仕事を見つけるのも簡単ではなく、毎日が大変なことでいっぱいでした。アパートの家賃を払うのにお金を借りるはめになったほどです。このような苦難に直面した私は憂鬱になり、生活が耐えがたく感じるようになりました。夜になると、私は冷たい壁を目の前に、あまりの悲しさにひたすら泣きたくなりました。ある日、私が悲しみと不安に駆られながらぼんやりぶらついていると、主イエスの福音を広めている人が私にカードを渡してこう言いました。「主イエスはあなたを愛しておられます。兄弟、私たちの教会に来て主の福音を聞いてください！」私は心の中でこう思いました。「いまは何もすることがないから、聞きに行っても損はないだろう。暇つぶしに行ってみようか」

こうして私は教会に足を踏み入れ、牧師が読み上げる主イエスの御言葉に耳を傾けました。「神はそのひとり子を賜わったほどに、この世を愛して下さった。それは御子を信じる者がひとりも滅びないで、永遠の命を得るためである」（ヨハネによる福音書 3:16）。私はこれを聞いて主の愛に深く心を打たれました。どう感じたかを明確に説明することはできませんが、主の愛は本物であり、この世で見つけられるどんな愛をも超越しているように感じました。私の悲しみに満ちた心が大いに慰められた気がして、その結果、私は主イエスに心から頼ることに決めました。その後、私は日曜日になると熱心に集会に参加するようになり、その熱意溢れる追求が功を奏してすぐに教会の同労者になりました。

教会で2年間仕えたあと、主が私のそばにいらっしゃる感覚がますます弱くなっていきました。聖書を読んでも啓かれている気がせず、祈りを捧げても感動せず、集会に参加しても何かを得ているようには感じられなかったのです。さらに、教会の誰もが日中に罪を犯して夜に告白する生活を送っていて、牧師であろうと、長老であろうと、あるいは一般信者であろうと、全員が罪に縛られ、嫉妬混じりの口論をし、互いに共謀して派閥を組み、名誉と利益を求めて争い、世俗の物事を無闇に求めていることを知りました。ありとあらゆる不正行為がますます多く行われつつあったのです。私はまた、一般社会の人々が日に日に堕落してますます邪悪かつ利己的になり、災害が世界中で生じていることも知りました。地震、飢餓、流行病が絶えず発生しているのです。世の終わりになって主イエスがもうすぐ再臨されることを、ありとあらゆるしるしが明らかにしていました。牧師と長老は次の聖書の聖句について私たちによく説教しました「そのとき、だれかがあなたがたに『見よ、ここにキリストがいる』、また、『あそこにいる』と言っても、それを信じるな。にせキリストたちや、にせ預言者たちが起って、大いなるしるしと奇跡とを行い、できれば、選民をも惑わそうとするであろう」（マタイによる福音書 24:23-24）。彼らは説教の中で、世の終わりには偽キリストが現れると向こう見ずにも主張し、決して見知らぬ者の説教に耳を傾けてはならないと私たちに言いました。そのうえ、私たちの教会の信者を除き、その他の教派の信者はみな間違っており、自分たちが騙されたて結局誤った道を歩まないよう、その他の人々を慎重に見極める必要があるとまで言いました。私は牧師がそのように説教するのを頻繁に聞いていたので、自分にこう言い聞かせました。「主の来臨が目前に迫ったこの重大なとき、道を踏み外すわけにはいかない。必ず主への信仰を維持しなくては」。

2016年9月中旬のある日、私は朱姉妹から予期せぬ電話をもらいました。朱姉妹は私たちの教会に所属する長年の信者で、熱心な探求者でした。私たちはいつも親しくしていたので、彼女から電話をもらってとても嬉しくなりました。そして朱姉妹が興奮気味にこう言うのを私は聞きました。「兄弟、良いお知らせがあるのよ。主イエスが全能神としてお戻りになったの！　今回、神は人を裁き、清め、救う働きをなさるために受肉されたのよ！」私はこの言葉を聞いていささか驚き、心の中でこう思いました。「朱姉妹は主の道を守っていないんじゃないか？　他の教派に加わってしまったのか？　どうしてこれほど愚かになってしまったんだ？　世の終わりには偽キリストが現れると、牧師や長老が何度も繰り返し力説していたのに。どうして彼女は聞いていなかったんだ？　主がもうすぐ来られるというこの重大なとき、信仰の中で道に迷ってしまったら、長年にわたって信仰を実践してきたことが無駄になってしまうのではないか？」こう考えた私は恐る恐る朱姉妹に尋ねました。「姉妹、聖書には世の終わりに偽……」。しかし、私が話し終えるのも待たず、朱姉妹はこう言って話を遮りました。「兄弟、主イエスは私たちに『人をさばくな』と注意なさいました。神に断罪されないよう、自分勝手に判断してはなりません」。姉妹の警告を受け、私は主のこの御言葉について考えました。「人をさばくな。そうすれば、自分もさばかれることがないであろう。また人を罪に定めるな。そうすれば、自分も罪に定められることがないであろう」（ルカによる福音書 6:37）。私はそれ以上あえて何も言いませんでした。しかし、主の再臨という一大事について、朱姉妹と私はそれぞれ自分の意見を持っており、互いに相手を説得しようとしました。そこで自分の言い分を交代で主張しましたが、結局どちらも相手を説得できませんでした。

それから１ヵ月以上にわたり、朱姉妹は何度も私に電話をかけて全能神の国の福音を宣べ伝えようとしましたが、私はそのたびにそれを拒否し、私たちの教会に戻って主を信じ続けるよう促しました。その後、彼女の全能神への信仰がとても堅く、揺れ動くことは微塵もないとわかったので、彼女を説得を諦めました。そのとき私はこう言いました。「今後、私は自分の主イエスをそのまま信仰するから、あなたは全能神を信じればいい。お互いの邪魔はしないようにしましょう！」その後、朱姉妹が世の終わりの神の働きを証ししようと電話してくるたび、私は口実をもうけて彼女を避けました。こうして世の終わりの神の働きを拒絶し続けたのですが、彼女は私に福音を宣べ伝えようとするのを諦めませんでした。

11月のある朝、まだ夜も明け切らぬ午前５時過ぎ、自宅の玄関のベルを鳴りました。ドアを開けるとそこには朱姉妹と、兄弟姉妹が１人ずついました。私は朱姉妹を見て大いに警戒し、こう思いました。「はっきり言わなかったか？　それでもはるばる我が家に来るなんてどういうことなんだ？　何を言われても全能神を信じるつもりはない」。私たちは同じ教会の一員としてお互いを長年知り合う仲でしたが、私は彼らに厳しいことを言って家の中には入れませんでした。私の断固たる態度を見た朱姉妹はがっかりした表情を見せ、感情で声を詰まらせながらこう言いました。「兄弟、あなたに神の国の福音を宣べ伝えに来たのは、私が聖霊に動かされているからです。神の愛を受けていなければ、自尊心を捨ててあなたに何度も福音を宣べ伝えようとすることはできなかったでしょう。兄弟、主イエスは本当に再臨されたのよ。いま現在、聖霊は神の新たな働きを受け入れた人々に働きをなさっています。聖霊の働きなくして、誰がこれだけの信念と意志の力をもって、あなたに福音を宣べ伝えに来ると思いますか？　あなたも私たちの教会の現状を見てきました。兄弟姉妹はみな罪に縛られながら暮らし、そこから逃れる力がありません。今回、神は人間を裁く御言葉を表わし、私たちの罪を取り除き、私たちを清める働きをなさるべくおいでになりました。世の終わりの神の働きを逃したら、神の救いを得る機会はもうありませんよ」。姉妹の誠実な言葉に私は感動し、気持ちが少し和らぎました。特に、彼女が私たちの教会の現状について話したとき、自分が教会で目にした出来事が突然頭にひらめきました。私が最初に仕えた教会では、牧師が言行不一致なことをして、大金を寄付した人は牧師たちに笑顔で迎えられ、大きな気遣いを受けていました。ところが、大した献金をしない人は誰もが牧師たちに無視され、見下されていました。私はこれを見るのが本当に耐えられなかったので、別の教会に加わりました。その教会では、同労者が互いを仲間外れにし合い、嫉妬混じりの口論を起こし、互いに共謀して派閥を組んでいるのを目の当たりにし、彼らは俗世の人々と何ら変わりませんでした。私はそれにひどくがっかりしました。最初はまた他の教会に移りたくなりましたが、ある兄弟から、自分はすでに沢山の教会を渡り歩いたけれど、どこに行っても同じように荒廃していて暗い状況だと言われたのです……また、自分が罪の中で暮らしながら見せた様々な振る舞いについても考え、心が揺れ始めました。「主イエスは本当に肉においてお戻りになり、罪を根絶する働きをなさっているのだろうか？」まさにそのとき、朱姉妹が続けてこう言いました。「全能神が再臨された主でいらっしゃるかどうかは、全能神の御言葉を読めばわかります。主イエスがいらっしゃって働きをなさったとき、主の弟子たちは主の御言葉と働きを通じ、主が預言されていた救世主でいらっしゃることを認識したからこそ、主に従ったのです。今日、全能神が働きをなさるべくおいでになった主イエスの出現でいらっしゃるかどうかを判断するためにも、全能神の働きと御言葉に目を向けなければなりません。全能神の御言葉を読んだあとも、全能神は再臨された主ではないと信じるのであれば、私は無理に信じさせるつもりはありません。あなたに福音を宣べ伝えるのも止めます。なぜなら、ご自身の福音を受け入れるよう、神が誰かに強制されたことはないからです」。

朱姉妹がこう言ったあと、私は一瞬ためらい、心の中でこう思いました。「自分もそれを読んでみて、全能神の語るどの真理が、朱姉妹にここまで堅い全能神への信仰を授けたのか確かめてみよう」。その後すぐ、私はドアを開けて朱姉妹たちを自宅に入れました。朱姉妹が紹介してくれたところによると、２人は全能神教会の張慶姉妹と劉凱明兄弟とのことでした。そして朱姉妹はこう言いました。「伝揚兄弟、私が世の終わりの全能神の働きを受け入れてから数ヵ月が経ちました。私は自ら全能神教会に出向いてそれを確かめ、そこでの教会生活に参加しました。個人的な体験と熱心な調査の結果、全能神教会は本当に聖霊の働きが宿っている教会だとわかりました。真の教会であり、間違いなく神から生じたものです。あなたと私は長年にわたって同じ教会の一員でした。そしてその教会の同労者であるあなたは、そこで何が起きているかを私以上によく知っているはずです。私たちの教会ではかなり前に聖霊が働きを止めてしまいました。それは誰もが知っていることです。牧師は私たちにいのちをほどこす説教ができません。他の教派をどう攻撃するかとか、それらにどう用心すべきかとか、そういったことばかり説教し、私たちの教会を離れさえしなければきっと救われるなどと言っています。しかし実際には、主の御言葉の中にそのようにせよという根拠はありません。彼らは自分たちの地位を守り、生活を維持するためだけにそうしているのであって、私たちのいのちのことは何一つ考慮していません。本当に私たちのいのちに責任を負っているのであれば、聖霊の働きがとうの昔に止まっている宗教に私たちをあくまでとどめ、私たちが飢え死にしたり、聖霊の働きがない教会に囚われて死んだりするのを座して待つのではなく、率先して私たちを導き、聖霊の働きが宿る教会を探すべきなのです」。これを聞いたあと、私は心の中でこう思いました。「朱姉妹はまさに現状を言い当てている。いまの教会には本当に聖霊の働きが宿っていないし、牧師と長老のすることはどれも、私たち信者のいのちを考慮しているわけではない。長年にわたってこの教会にとどまったせいで、主が私たちのそばにいらっしゃらないという感覚がますます強くなってしまった。ずっと前から自分の霊が干からび、行き詰まりに突き当たったかのように光から遠ざかってしまったんだ」。朱姉妹が合理的かつ本質を突いた形で話すのを聞いて、私はこれ以上彼らの訪問に反発する気になれませんでした。

ちょうどそのとき、彼女と一緒に来ていた劉兄弟がこう言いました。「兄弟、宗教界がこれほど荒廃しているのは、神がいらっしゃって新たな働きをなさり、聖霊の働きが前進しているにもかかわらず、神がなさっている新たな働きに人々が追いついていないのが理由です。それよりさらに大きな理由として、牧師と長老が主の戒律に従っておらず、主の御言葉を実践することもなく、代わりに世間の悪しき潮流を追いかけるよう信者を導き、神の新たな働きに抵抗し、それを断罪すらしているということがあります。主イエスがいらっしゃって働きをなさったとき、神殿は牛や羊や鳩が売られ、金銭が両替される場所に変わってしまいましたが、まさにそれと同じなのです。祭司は律法に違反し、神を欺くために傷のついた動物を生贄として捧げ、パリサイ人は富を切望し、自分たちの地位の特権を享受しましたが、このような罪は他にも犯されていました。神に仕える者ですら罪の中で生き、心の中に神への畏れをこれっぽっちも抱いていませんでした。そのことは、聖霊がもはや神殿に宿っていないこと、聖霊の働きが前進したこと、そして律法の時代における神の働きが終わったことを十分に物語っていました。おいでになった主イエスは律法の時代の働きをもとに贖いの働きをなさり、聖霊はもはやヤ―ウェ神の御名を守って律法に固執する者たちの中で働かれてはいませんでした。その代わり、聖霊の働きは主イエスによる新たな働きを受け入れた者たちへと移ったのです。神の臨在を失った神殿はますます荒廃し、最終的には盗人の巣窟と化しました。一方、主イエスの弟子たちは主の救いを受け、主の教えを実践し、信念と力をもって主に従い、そして主の福音を証ししてそれを宣べ伝えるべく、自分の家と仕事を捨て、迫害や逆境を恐れませんでした。これらはすべて、聖霊の働きが彼らの内で成し遂げた効果だったのではないでしょうか？　同様に、今日の主の再臨は、古い時代が終わり、新しい時代が始まったことを示しています。聖霊は恵みの時代の教会で働くのをとうの昔にやめられており、むしろ、神の新たな働きを受け入れた者たちに働きを始められました。これは聖書に記された次の預言を成就しています。『わたしはまた、刈入れまでなお三月あるのに雨をとどめて、あなたがたの上にくださず、この町には雨を降らし、かの町には雨を降らさず、この畑は雨をえ、かの畑は雨をえないで枯れた』（アモス書 4:7）。『見よ、わたしがききんをこの国に送る日が来る、それはパンのききんではない、水にかわくのでもない、ヤーウェの言葉を聞くことのききんである』（アモス書 8:11）。全能神もこうおっしゃっています。「神はこの事実を成し遂げる。彼は全宇宙のすべての人々を彼の前に迎え、地上の神を礼拝させる。他の場所での神の仕事は終わり、人々は真の道を求めなければならなくなるだろう。それはヨセフのようだ。みな食べ物を求めて彼のもとを訪れ、頭を垂れた。彼は食べ物を持っていたためである。飢饉を避けるために、人々は真の道を求めなければならない。宗教界全体が深刻な飢餓に苦しみ、今日の神のみが、人の喜びのために提供される、枯れることのない生ける水の泉であり、人々は彼のもとに来て彼を頼るだろう」（『神の出現と働き』「千年神の国が到来した」〔『言葉』第1巻〕）。「神は人々のこの集団を、宇宙全体におよぶ神の働きの唯一の焦点に据えた。神はあなたがたのために、心血を残らず注いだのである。神は宇宙全体の霊の働きをことごとく取り戻し、あなたがたに与えてきた。だからわたしは、あなたがたは幸運な人たちだと言うのである。そのうえ、神はイスラエルから、すなわち自身の選民からあなたがたへと自らの栄光を移し、この集団を通じて自身の計画の目的が完全に現れるようにする。ゆえに、あなたがたが神の遺産を受け取る者である。それ以上に、あなたがたは神の栄光の相続人である」（『神の出現と働き』「人が想像するほど神の働きは簡単なものか」〔『言葉』第1巻〕）。「なぜなら、宗教の中にいる者たちは神の新たな働きを受け入れることができず、過去の働きに固守するだけであり、したがって神はこれらの人々を見捨てて、神の新たな働きを受け入れる人々に対して、その働きを行うからである。彼らは神の新たな働きにおいて協力する者であり、このようにしてのみ、神の経営計画を成し遂げることができる」（『神の出現と働き』「神の働きと人間の実践」〔『言葉』第1巻〕）。これらの御言葉から、聖霊はもはや恵みの時代の教会で働かれておらず、ゆえに人々が教会を蘇らせようとどれだけ頑張っても、あるいはどのような人間の手段を用いても無駄だということがわかります。カトリック教会もプロテスタントの教派もすべて同じです。それらの信者の霊は干からびて飢えに苦しみ、彼らの信仰と愛は次第に冷めてゆき、主の教えを守れず、その多くが世間の悪しき潮流に従い、富を追い求め、世俗的な物を切望しています。教会は荒廃した場所と化しました。一方、全能神教会の兄弟姉妹は、世の終わりの神の働きを受け入れるべく様々な宗派を離れた人たち、あるいは様々な職業から集まった人たちです。彼らは神の御声を聞いて神の御座に立ち返った賢い処女なのです。神の御座から流れ出るいのちの生ける水のほどこしを受け、神ご自身に導かれ、心を一つにして神の国の福音を宣べ伝え、その証しをしています。彼らは世間の冷笑や中傷、様々な宗派の指導者による暴言と断罪に耐え、ときには殴られることすらあり、逮捕されたり、自宅を捜索されたり、所有物を押収されたりすること、そして中国共産党による残酷な拷問や投獄にも耐えています。それでも信念を持ち、力を持ち、愛を持ち、そして粘り強く、かつ揺るぎなく全能神に従い、世の終わりの神の働きを証ししているのです。彼らは自分の力でそうできているのではありません。これらはすべて、聖霊の働きによって得られる効果なのです！　さらに、宗教界を飢えに追い込まれた神の御心を見いだす必要があります、神がそうされた目的は、心から神を信じ、真理を渇望する人たちに宗教とのつながりを断ち切らせ、宗教の反キリストによる策略と支配を自分のもとから一掃させ、それぞれの宗教から離れさせることだからです。そうすることで、彼らは神の足跡と出現を探し求め、世の終わりにおける神の裁きの働きを受け入れて、神に清められ完全にしていただくことができます。同時に、宗教に残ってパンを腹一杯食べることを求め、まごころ込めて神を愛さず、その代わりに人を偶像化してそれに従う非信者は暴かれて淘汰されます。このような形で、すべての人はそれぞれの種類に応じて選り分けられます。これは神の御知恵と全能ではないでしょうか？」

神の御言葉と兄弟が説く教えに耳を傾けていると、まったく現実的で実態と完全に一致しているように聞こえました。私は夢から目覚めたような気がして、さまざな教会が荒廃している根源を理解しました。その瞬間、私はようやく自分がどれだけ鈍感だったかを知りました。牧師や長老から一般信者にいたるまで、誰もが罪に縛られ、教会に無法と悪行がはびこっているのを知りながら、私は神の御心を求めることも、聖霊の働きを探求することもしませんでした。そのうえ神の御声を聞くことにまったく注意を払っておらず、結果として聖霊の働きによって知らぬ間に淘汰されていたのです。私は全能神の御言葉を注意深く読む必要があることに気づきました。その日、朱姉妹たちは帰り際、ここに来て再び私と語り合う日取りを決めたうえ、『子羊に従って新しい歌を歌おう』という本を置いていってくれました。私は喜んでそれを受け取りました。

その後、『子羊に従って新しい歌を歌おう』という全能神の御言葉の本を読んでいると、神が人類を救うためになさる3段階の働き、神による世の終わりの裁きの働き、神の国の美しさといった数々の奥義を全能神の御言葉が明らかにしていることがわかり、おかげで神の働きをより深く理解することができました。私の干からびた霊は癒され、読めば読むほどこの本をますます愛好するようになりました。以前は朝の5時半に起床していましたが、『子羊に従って新しい歌を歌おう』をもらってからは全能神の御言葉を読んでそれをじっくり考えようと午前4時半に起きるようになり、私の霊は大きな満足を感じました。ある朝、「あなたは本当に神を信じる人なのか」という章を読んでいると、心が大きく揺り動かされました。全能神は人の心の奥底を吟味なさる神でいらっしゃり、自分では決して知り得ない私たちの堕落した本性を暴かれたのです。私はそれによって、サタンによる自分の堕落の真相を認識できるようになりました。次の全能神の御言葉を読んで、それは真実だと特に思ったものです。「いずれにしても、真理を重んじない者はすべて、不信者であり真理を裏切る者であるとわたしは言う。そのような人は決してキリストの承認を得ることはない。……神は世界にも、一人の人間にも属さず、本当に神を信じ、礼拝し、献身的で忠実なすべての人々に属することを知るべきである」。この神の御言葉をじっくり考えながら、私はひたすら自分に問いかけました。「自分は心から神を信じている者か？　真理を尊重しているか？　自分は長年主を信じてきたが、その間ずっと何を尊重してきたのか？」私は自分も大半の兄弟姉妹と同じだったと思いました。表面的には聖書を読み、集会に参加していたけれども、主の御言葉を経験したり実践したりすることには何ら注意を払っていませんでした。むしろ、牧師の説教や聖書の聖句の字義を尊重していたのです。私は牧師が説教する聖書の知識や神学の教義を何の疑問も抱かず信じていました。彼らの説教が本当に真理を含んでいるかどうか、主の御心と一致しているかどうかを考えたことは一度もなく、主の御言葉を通じて説教の内容を検証し、判断したことも当然ながらありません。私たち信者は彼らの説教をそのまま信じただけでした。いまそれを振り返り、人を無闇に偶像化した自分がいかに愚かで無知だったかに気づいたのです。そして牧師や長老による説教を思い出しました。彼らの説教は献金についてだったり、他の教派を警戒して教会を閉鎖することだったりして、そうでなければずっと前から宣べ伝えている同じ古いことしか説教しません。そこには新たな光も啓きもなく、私たちにほどこせるものが何一つないうえ、私たちの魂の乾きも、教会の荒廃も解決できません。そのため、兄弟姉妹は集会に参加しても動作を繰り返すだけでした中には集会の途中でおしゃべりしたり、居眠りしたり、携帯電話でゲームをしたりする人もいました。私はこのような暗く荒廃した教会の中で生きていましたが、神の御心を求めることも、聖霊の働きを求めることも知りませんでした。明らかに、私は真理を求める人でもなければ、心から神を信じる人でもなかったのです。全能神はこうおっしゃっています。「いずれにしても、真理を重んじない者はすべて、不信者であり真理を裏切る者であるとわたしは言う」。「神は世界にも、一人の人間にも属さず、本当に神を信じ、礼拝し、献身的で忠実なすべての人々に属することを知るべきである」。これらの御言葉は本当に現実であり、私は突然「わたしは道であり、真理であり、命である」（ヨハネによる福音書 14:6）という主イエスの御言葉を思い出しました。そしてそのとき、神が真理でいらっしゃり、人に真理を与えるべく働きをなさることを認識し、心から神を信じる人は真理を求めてそれを得ることに注意を払うのだと理解しました。神の信者である私は真理を求めることに注意を払っていませんでした。ならば、私は信仰をだらだら続けていただけではなかったでしょうか。このような形で神を信じて、どうして神に認めていただけるでしょうか。全能神の御言葉は私にとってとても有益でした！　全能神の御言葉を読めば読むほど、自分が多くの点で足りていないことを感じるようになりました。そこで、働いているときを除き、自由な時間をすべて全能神の御言葉を読むことに費やしました。すると心の底から、これが真の道だと確信したのです。しかし、私は主イエスのこの御言葉にいまだ当惑していました。「そのとき、だれかがあなたがたに『見よ、ここにキリストがいる』、また、『あそこにいる』と言っても、それを信じるな。にせキリストたちや、にせ預言者たちが起って、大いなるしるしと奇跡とを行い、できれば、選民をも惑わそうとするであろう」（マタイによる福音書 24:23-24）。私はこの御言葉の内なる意味がわからなかったので、朱姉妹たちがまた来てくれたときに探求することにしました。

朱姉妹と他の兄弟姉妹が予定通りの時間に私の自宅を訪れたので、私は朱姉妹にこう言いました。「ここ数日、私は全能神の御言葉をかなり読んでいますが、全能神のお語りになる一言一句が真理であって、自分がまさに必要としているもののように感じます。以前、朱姉妹は全能神の働きを調べることを私に何度も勧めてくれましたが、世の終わりに偽キリストが現われて人々を惑わすと牧師が説教していたので、私は真の道を調べることを拒否していました。しかしいまはそれを心から後悔しています。とは言え、私はまだそのことについて混乱しているので、あなたたちと一緒に探求したいと思います。主イエスはこうおっしゃいました。『そのとき、だれかがあなたがたに「見よ、ここにキリストがいる」、また、「あそこにいる」と言っても、それを信じるな。にせキリストたちや、にせ預言者たちが起って、大いなるしるしと奇跡とを行い、できれば、選民をも惑わそうとするであろう』（マタイによる福音書 24:23-24）この御言葉についてあなたたちはどう理解していますか？」

すると張姉妹がこう言いました。「神に感謝いたします。神がこの交わりにおいて私たちを導いてくださいますように。あなたが挙げた疑問についてですが、まず最初に、主イエスがその御言葉をおっしゃった目的と、主がその御言葉にどういった意味を込められたかを理解する必要があります。主イエスは、再臨するときにはキリスト、すなわち人の子として再び受肉すると私たちにおっしゃいましたが、この聖句の中で、偽キリストも現われてしるしや不思議を見せ、人々を惑わそうとするだろうともおっしゃいました。つまり、神が次に肉において出現されるとき、これら偽キリストも現われるということです。このことから、これら偽キリストに惑わされないよう識別力を育まなければならないと私たちに伝えるべく、主はその御言葉をおっしゃったのだとわかります。私たちが主の来臨というよき知らせを広める人に耳を貸さず、絶えず彼らを締め出すようにするために、その御言葉をおっしゃったわけではないのです。そのように振る舞うことは間違いであり、主の御旨を完全に誤解することになります。主イエスはこう預言なさいました。『夜中に、「さあ、花婿だ、迎えに出なさい」と呼ぶ声がした』（マタイによる福音書 25:6）。『見よ、わたしは戸の外に立って、たたいている。だれでもわたしの声を聞いて戸をあけるなら、わたしはその中にはいって彼と食を共にし、彼もまたわたしと食を共にするであろう』（ヨハネの黙示録 3:20）。『わたしの羊はわたしの声に聞き従う。わたしは彼らを知っており、彼らはわたしについて来る』（ヨハネによる福音書 10:27）。主の御言葉は、主は再臨されるときにその御声を使って神の羊をお呼びになり、神の羊は主の御声を通じて主を認識し、主に立ち返ることをとても明確にしています。つまり、主の再臨をお迎えできるかどうかは、ひとえに神の御声に気づけるかどうかにかかっているのです。神の御声に耳を澄ませず、主の再臨の福音を宣べ伝える人たちを絶えず拒否していたのでは、主の前で扉を閉ざして外に締め出すことにならないでしょうか？　主の御言葉から、偽キリストの顕著な特徴はしるしを見せ、奇跡を起こせることだとわかります。そうして主イエスが過去になさった働きをまねて、病人を癒やしたり悪霊を追い払ったりするといったしるしや奇跡を見せ、それによって人を惑わそうとするのです。しかし、偽キリストは悪霊の化身なので、彼らがどのようなしるしを見せたとしても、何の真理も表わせません。これは反論の余地がない事実です。全能神の御言葉は偽キリストの表われと本質を極めて明確にしています。全能神の御言葉から何節か見てみましょう。そうすれはあなたも理解できるはずです。全能神はこうおっしゃっています。『もし終わりの日に病人を癒やし、悪霊を祓い、人間のために十字架につけられたイエスと同じ「神」が現れたなら、その「神」は聖書の神の記述と同じで、人間には受け入れ易いであろうが、本質的に、それは神の霊が人間の肉をまとったものではなく、悪霊によるものであろう。すでに成就した働きは二度と繰り返さないのが神の原則だからである。したがって、神の二度目の受肉による働きは、最初の働きとは異なっている』（『神の出現と働き』「神が宿る肉の本質」〔『言葉』第1巻〕）。『この時代に、しるしや不思議を起こし、悪霊を追い払い、病人を癒やし、多くの奇跡を行える人が現れて、またその人が自分は再来したイエスであると主張したなら、それはイエスのまねをしている邪霊による偽物である。これを覚えておきなさい。神は同じ働きを繰り返さない。イエスの段階の働きはすでに完了し、神は二度と再びその段階の働きをしない。……もし終わりの日に神がいまだにしるしや奇跡を示し、まだ悪霊を追い払ったり病人を癒やしたりしていたら、神がイエスとまったく同じようにしたならば、神はイエスと同じ働きを繰り返していることになり、イエスの働きは無意味で無価値ということになる。だから、神は時代ごとにひとつの段階の働きをするのである。ひとたびその段階の働きが完了すれば、すぐさまそれを邪霊がまねをし、サタンが神のすぐ後ろをついてくるようになれば、神は方法を変更する。ひとたび神が一つの段階の働きを完了すると、邪霊がまねをする。このことをよく理解しなければならない』（『神の出現と働き』「今日の神の働きを知ること」〔『言葉』第1巻〕）。全能神の御言葉は、偽キリストがみなキリストを装う悪霊であることをとても明確にしています。彼らは自分を神と呼びますが、キリストの本質を有していないのでこれっぽっちも真理がなく、神の働きをすることは当然ながらできません。彼らにできるのは神のあとをつけて、主イエスがすでになさった働きをまねることだけです。偽キリストが人々に真理をもたらしたり、実践の新たな道を授けたりすることはできません。世間に出回っている模造品は本物の商品をまねて作っているものだと誰もが知っていますが、偽キリストもこれと同じです。彼らは主イエスがなさった働きをまねることで、病人を癒やしたり悪霊を追い払ったりして人々を惑わしますが、死者を蘇らせるとか、パン５枚と魚２匹で5,000人の空腹を満たすといった奇跡を起こせるわけがないのです。それゆえ、自らキリストと名乗り、自分は主イエスの再臨だと言ってしるしや不思議を起こし、病人を癒やして悪霊を追い払う者は、疑問の余地なく偽キリストなのです。しかし、キリストは受肉された神ご自身、肉において具現化された神の霊でいらっしゃり、普通の人間性と完全なる神性をおもちで、間違いなく神ご自身でいらっしゃいます。全能神はこうおっしゃっています。『受肉した神はキリストと呼ばれるので、人に真理を与えられるキリストは神と呼ばれる。ここには何の誇張もない。なぜなら、そのキリストは神の本質を有し、神の性質を有し、その働きには知恵があり、これらはどれも人間の手の届かないものだからである。キリストを自称しながら神の働きを行なえない者は、詐欺師である。キリストは、単なる地上における神の顕現ではなく、人の間で働きを行ない、それを完成させるにあたって神が宿った特有の肉体でもある。この肉体は誰でも取って代われるものではなく、地上における神の働きを適切に引き受け、神の性質を表わし、神を十分に象徴し、人にいのちを与えられる肉体である。遅かれ早かれ、キリストになりすましている者たちはみな倒れる。彼らはキリストを自称しながら、キリストの本質を何ひとつ有していないからである。ゆえにわたしは、キリストの真偽は人が定められるものではなく、神自身が答えて決めるものだと言う』（『神の出現と働き』「終わりの日のキリストだけが人に永遠のいのちの道を与えられる」〔『言葉』第1巻〕）。ゆえに、キリストだけが神ご自身の働きを行ない、真理を表わし、神の性質を表わして人にほどこし、人を牧養することがおできになります。キリストだけが人類を贖って救う働きを行ない、古い時代を終わらせ、新しい時代を始めることがおできになるのです。さらに、神の働きは常に新しく、決して古くないので、神が同じ働きを繰り返されることは決してありません。それゆえ、キリストはいらっしゃって働きをなさるたび、いつも新しい働きをもたらし、神の性質、および神が有するものと神そのものを表わしてくださいます。例えば主イエスがおいでになって働きをなさったとき、主は律法の時代に幕を閉じて恵みの時代を始められ、人々が罪を告白して悔い改められるようにする説教をなさるとともに、人々に敵を愛すること、謙虚であること、辛抱強く他人を許すことを教えてくださいました。これらは主イエスがなさったことの一部に過ぎません。主イエスは神の愛情に満ちた憐れみ深い性質を人間に示してくださいました。同様に、全能神は世の終わりに来臨され、恵みの時代を終わらせて神の国の時代を始められました。主イエスによる贖いの働きをもとに、ご自身の御言葉によって人間を裁いて清める働きをなさっており、私たちが清められて救っていただくのに必要な真理を残らず与え、自分から罪を取り除いて救いを得る道を示し、威厳と怒りに満ちた神の義なる性質を表わされています。その働きと御言葉を通じ、全能神が受肉された神でいらっしゃり、世の終わりに人々の間に来臨された神ご自身でいらっしゃることが完全にわかります」。

神の御言葉とこの姉妹が説く教えを聞いたあと、私は夢から目覚めた気分になり、やっと真のキリストと偽キリストの見分け方を理解しました。私はこのことに嬉しくなると同時に恥ずかしくもなりました。真理をもたない自分がいかに哀れかを認識したからです。そして、世の終わりの神の働きを何度も拒否したことを考えたところ、それは偽キリストに惑わされることを恐れていたせいであり、結果としてのどを詰まらせることを恐れて食事をしない人のように、真のキリストを拒否していたのだとわかりました。主がお戻りになって私の扉を叩かれたとき、私は神の御声を聞くことを拒否し、幾度となく神の前で扉を閉ざしたのです。しかし、神は私を救うことを諦められたわけではなく、それどころかこの兄弟姉妹たちを私の自宅に来させ、福音を宣べ伝えさせてくださったのです。神は本当に私のもとを離れておらず、神の愛はかくも偉大なのです！　私は牧師の言うことを信じていたせいで、再臨された主の証しをする人はみな偽キリストを宣べ伝えていると決めつけていました。主の御言葉を誤解し、全能神を拒んで断罪したうえ、抵抗までしていたのです。また、自分の観念こそ正しいと信じていましたが、私はそれほどまでに愚かだったのです！　真のキリストと偽キリストの違いに関する全能神の御言葉を読まず、この兄弟姉妹たちが説く教えを聞いていなければ、私は決して真のキリストと偽キリストを識別できず、ただ牧師と長老たちの言葉に惑わされていたでしょう。そして牧師や長老に従って神の来臨に抵抗し、それを拒否し、かくして神の救いを受けるというこの極めて稀な機会を逃していたことでしょう。このように考えながら、私は朱姉妹たちにこう言いました。「全能神の御言葉を読み、あなたたちが説く教えを聞いて、私はようやく真のキリストと偽キリストの見分け方を知りました。いま、全能神が再臨された主イエスででいらっしゃることを確信したので、世の終わりの全能神の働きを喜んで受け入れたいと思います」。

教会生活に加わってからというもの、兄弟姉妹が多くの真理を理解していることと、彼らに比べて自分がかなり足りていないことに気づきました。そして心の中でこう思いました、「朱姉妹や他のみんなに、神の御言葉についてもっと教えを説いてもらって、さらに早く真理を理解できるよう助けてもらわなければ」。私はこの件について朱姉妹と話し合い、私の自宅を集会の場にしてもよいかと尋ねたところ、彼女はすぐさま賛成してくれました。その後、私たちは神の御言葉を読んで真理について語り合うために毎週集まるようになりました。私は次第に神の御言葉に関する知識をさらに得て、真理もますます理解できるようになりました。これらの御言葉が真理の表現であると心の底から感じることができたのです。その瞬間、主イエスのおっしゃったこの御言葉が頭に浮かびました。「わたしには、あなたがたに言うべきことがまだ多くあるが、あなたがたは今はそれに堪えられない。けれども真理の御霊が来る時には、あなたがたをあらゆる真理に導いてくれるであろう。それは自分から語るのではなく、その聞くところを語り、きたるべき事をあなたがたに知らせるであろう」（ヨハネによる福音書 16:12-13）。私はさらに深く心を打たれ、すべてこの主の御言葉どおりになったことがわかりました。全能神は「御霊が諸教会に言うこと」（ヨハネの黙示録 2:7）とおっしゃっています。人間がすべての真理を理解してそれに入れるよう、全能神は人間を導かれている最中です。世の終わりの神の働きを受け入れ、神が表わされる真理を受け入れることでのみ、清められ、救いを得て、神の御心に従う人になれるのです。私を神の家に引き戻し、神の御座の前に導いたのは全能神の御言葉でした。いま、私は神の御言葉から毎日ほどこしと導きを受け、安らぎと喜び、そして快適さを感じ、光で満たされている感覚があります。私は最後の最後まで真理を追い求め、全能神に従うべく、自分にできるすべてのことをしていきたいと思います。


40. 帰宅

慕义(ムイ)(韓国)

「神のあふれんばかりの愛は惜しみなく人間に注がれ、人間を包み込んでいます。人間は無邪気で純粋で、重荷もなく気ままに、神に見守られながら幸せに暮らしています。……良心と人間味のある人なら、温かみを感じ、愛され守られていると感じ、また幸せを感じるでしょう」(「人にとって神の愛が如何に重要なことか」『小羊に従って新しい歌を歌おう』)。この神の御言葉を歌詞にした讃美歌を歌いはじめると、私は必ず湧き上がる感情を抑えられなくなります。それはかつて神を忌避し、神に反抗したことがあるからです。私はまるで迷える子羊のように、家に帰る道がわからなくなっていました。神の家に私を導き帰してくださったのは、神の揺るぎない愛です。この記事の中で私は、主を信じる兄弟姉妹にくわえて、まだ神に帰依していない友人にも、神の家に戻った私の体験を伝えたいと思います。

子供の頃は、父母の喧嘩が絶えなかったので、毎日びくびくしながら暮らしていました。中学校を卒業したあと、母が近所の人に強く勧められて主イエスを信仰しはじめたので、私も母について教会に行きました。その時から、神がすべての被造物の主であり、受肉された神自身が人類の罪を贖うために、十字架に磔にされ、人間の罪の捧げものになられた、ということは知っていました。神の人間への愛はそれほど偉大なのです！主の愛に感動した私は、主を心から信じよう、神の愛に報いようと決心し、おかげで人生の方向性と目的も見つかりました。それから私は頻繁に集会に出席し、聖書を読み、主に賛美を捧げました。すると次第に幸せを感じるようになったのです。とくに、終わりの日に主が雲に乗って再来されて、私たちを天の国に迎え入れられるという聖書の記述を読んだときは、さらに心が希望で満たされました。それに加えて、集会では牧師が聖書のこの言葉をたびたび詳しく解説してくれたのです。「ガリラヤの人たちよ、なぜ天を仰いで立っているのか。あなたがたを離れて天に上げられたこのイエスは、天に上って行かれるのをあなたがたが見たのと同じ有様で、またおいでになるであろう」(使徒行伝 1:11)。主イエスは白い雲に乗って降りて来られて、私たちを天の家に迎え入れてくださるのだと、私はいっそう強く確信するようになりました！

2005年、一人の韓国人と出会って交際するようになり、彼と一緒に韓国に行きました。言葉の壁があったので、中国人移住者の教会を探そうとしましたが見つからず、私の霊は弱くなる一方でした。私は知らず知らずのうちに、神から離れて行きました。韓国人の彼とは結婚しましたが、文化の違いがあまりにも大きかったせいで、一緒に暮らしつづけることはできず、間もなく離婚しました。私はこの結婚の失敗で精神的に大きなショックを受け、ひどく苦しみました。また友人も家族もいない異国の地にいたこともあって、孤独感はいっそう深まりました。私はただ静かに神に祈り、神に苦しい胸の内を明かすことしかできませんでした。私は神に、神の家に帰れるよう中国人の教会に導いてください、とお願いしました。

その１年後、私は長老派教会に中国人の聖職者を見つけて、天にも昇る心地になりました。ようやく、また教会で神に賛美を捧げられるのです。ところががっかりしたことに、集会では毎回、牧師がただ聖書を読みあげて、言葉の文字通りの意味を少し解説してくれるだけなのです。牧師の説教には、啓発的なことも面白いことも一切ありません。私たちのいのちの糧になるようなものはまったくないので、集会は単なる儀式にすぎなくなりました。集会のあいだ、小声でおしゃべりをしている人もいれば、携帯電話でゲームをしている人もいます。居眠りをしている人も、ただ異性との出会いを期待して来ている人も、互いの体に腕をまわしている人までいます。私は思いました。「教会は神殿で、神を敬い畏れる場所よ。ここには集会に参加するために来ているのに、神を畏敬する心をひとかけらでも持ち合わせている人は一人もいないのね。神はこの様子を見て呆れられているにちがいないわ！こんな不快な場所を主は見捨てられるのではないかしら？」ところが牧師と説教者はこうしたことが起こっているのに気づきもせず、意にも介していないような態度でいるのです。

世の中というこの巨大な悪の大釜の中で暮らすうちに、私は次第に自堕落な生き方を受け入れはじめ、暇を見つけては友人とたびたび飲みに出かけるようになり、神の信者らしくふるまわなくなりました。それでも主から心が離れはじめると、必ず主のこの御言葉が心に浮かびました。「汚れた霊が人から出ると、休み場を求めて水の無い所を歩きまわるが、見つからない。そこで、出てきた元の家に帰ろうと言って帰って見ると、その家はあいていて、そうじがしてある上、飾りつけがしてあった。そこでまた出て行って、自分以上に悪い他の七つの霊を一緒に引き連れてきて中にはいり、そこに住み込む。そうすると、その人ののちの状態は初めよりももっと悪くなるのである」(マタイによる福音書 12:43–45)。主をいら立たせて嫌われるのを恐れる気持ちから、私は主の御言葉に引き止められて守られ、神から遠ざかりすぎることも行き過ぎた行動に出ることもありませんでした。主に見捨てられ、汚れた霊の手に落ちるのが怖かったのです。

2016年のクリスマスには、教会が士気を上げるために、芸達者な兄弟姉妹のグループによるショーを催しました。それまで面識のなかった姉妹が、神を讃える歌を歌いました。「１ これは感動的な、心温まるシーンです。そこには神と人間しかいませんが、その関係の親密さを見ると、感嘆の念に満たされます。神のあふれんばかりの愛は惜しみなく人間に注がれ、人間を包み込んでいます。人間は無邪気で純粋で、重荷もなく気ままに、神に見守られながら幸せに暮らしています。神は人間を気遣い、人間は神の保護と祝福の中で生きています。人間の行動と言動は一つひとつすべてが神と密接につながっており、神と切り離すことはできませんでした。２ 神は人間を創った瞬間から、人間に対して責任を感じていたということです。神の責任とは何でしょうか。それは人間を守り、世話をするという責任です。神は人間が神の言葉を信頼し、従うことを望みました。３ それは神が人間に抱いた最初の期待でもあります。神はこの期待をもって、次のように言いました。『あなたは園のどの木からでも心のままに取って食べてよろしい。しかし善悪を知る木からは取って食べてはならない。それを取って食べると、きっと死ぬであろう』。この単純な言葉には神の旨が表されています。そしてまた、神が心の中で人間に対する懸念を抱き初めていたことも示されています。４ この単純な言葉から、神の心をうかがい知ることができます。神の心に愛はあるでしょうか。また、懸念はあるでしょうか。これらの節では神の愛と懸念とが認められるだけでなく、それらを強く感じ取ることができます。良心と人間味のある人なら、温かみを感じ、愛され守られていると感じ、また幸せを感じるでしょう。５ そうしたことを感じたら、神に対してどのように行動するでしょうか。神とのつながりを感じるでしょうか。心の底から神を愛し、敬うでしょうか。心は神に近づくでしょうか。このことから、神の愛が人間にとってどれだけ重要かが見て取れるでしょう。しかしさらに重要なのは、人間が神の愛を認識し、それを理解することです」(「人にとって神の愛が如何に重要なことか」『小羊に従って新しい歌を歌おう』)。

讃美歌のひと言ひと言に私の胸は高鳴り、感激の涙がとめどなく流れ落ちました。神につき添われ、神に愛され、神が被造物に与えられるすべてのものを享受するこの美しい絵の中に、自分がいるように感じました。空気にも、光、水にも、どんなものにも神の愛はあふれているのです！神が私たちに与えられたものを私はことごとく享受していたのに、私の心は神から遠ざかっていました。このことで神はひどく悲しまれたのにちがいありません。とくに「あなたに良心や情があればその温もりと幸せな祝福を感じられるでしょう」という歌詞は、神が私の心と霊に呼びかけられているように感じました。2007年、私が夫とそれ以上暮らしつづけられなくなり、家と呼べるものがなくなったとき、神は私のために韓国の移住女性人権センターを用意してくださいました。センターは無料の食事と寝泊りする場所を提供し、弁護士を見つけてくれました。そして、無料で離婚の法的手続きの面倒を見てくれたのです。帰化の申請をするときなどは、神が長老派教会の長老を私の身元保証人にしてくださいました。ふつう韓国人が進んで人の身元保証人になることはめったにありません。とりわけ私は外国人で、しかもその教会には三、四回行っただけだったのです。神が秘かに助けてくださったおかげで、こうしたことがみな可能になったのだと私にはわかりました。また、帰化を申請する外国人は3000万ウォンの固定資産を持っている必要がありますが、私には300万ウォンの固定資産もありませんでした。移民局は、私が自活できることを示す在職証明書を提出するよう求めてきましたが、それで申請が難航するようなことはありませんでした……。神は私が窮地に陥ると必ず奇跡を起こしてくださいます。このことはすべて、神の至高性の表れなのです！神の愛は広大で深いのに、私はあまりにも反抗的でした。ずいぶん前から神を忘れて、神を失望させていたのです。この賞賛の讃美歌に霊を揺り動かされた私は、信仰を取り戻し、二度と放蕩に耽って神を悲しませまいと決意しました。

2017年２月19日、私はひどい頭痛と目の痛みに襲われました。病院に行きましたが、治療を受けても良くなりません。通っている教会の姉妹が、伝統的な漢方医学の心得がある友人を紹介して、治療の効果が出るまで１週間しかかからない、と教えてくれました。姉妹に連れられて治療を受けたその日、私たちは、漢方医学を知る友人のそのまた友人である、という名前の兄弟に出会いました。主を信じる兄弟との出会いは思いがけなかったので、これは神のはからいにちがいないと思いました。私は兄弟と聖書について話しはじめました。兄弟は聖書にある十人の処女のたとえ話をみんなに朗読してくれました。兄弟が私に尋ねました。「姉妹、あなたは主の再来を待ち望んでいますか？」私は答えました。「もちろんです！」すると兄弟が言いました。「では主はどのようにしてお戻りになるのでしょう？」私は躊躇なく答えました。

「聖書には、主は雲に乗って降臨されると書かれています！」兄弟は言いました。「あのですね。主はすでに再来されているのですよ」。私はそれを聞いてびっくりして尋ねました。「マルコによる福音書の13章32節にはこう書かれていますよ。『その日、その時は、だれも知らない。天にいる御使たちも、また子も知らない、ただ父だけが知っておられる』。主がいつ来られるかは誰も知らないのです。あなたは主が再来されているとおっしゃいますが、それはどうやってわかるのですか？」兄弟は私の質問に直接答えず、代わりに主の再来に関する聖書の預言をいくつか挙げました。これはルカによる福音書の12章40節です。「あなたがたも用意していなさい。思いがけない時に人の子が来るからである」。ルカによる福音書の17章24-26節にはこうあります。「いなずまが天の端からひかり出て天の端へとひらめき渡るように、人の子もその日には同じようであるだろう。しかし、彼はまず多くの苦しみを受け、またこの時代の人々に捨てられねばならない。そして、ノアの時にあったように、人の子の時にも同様なことが起るであろう」。ヨハネの黙示録3章20節にはこうも書いてありますよ。「見よ、わたしは戸の外に立って、たたいている。だれでもわたしの声を聞いて戸をあけるなら、わたしはその中にはいって彼と食を共にし、彼もまたわたしと食を共にするであろう」。それからヨハネによる福音書第10章27節にはこういう記述もあります。「わたしの羊はわたしの声に聞き従う。わたしは彼らを知っており、彼らはわたしについて来る」。

預言を読み終わると、兄弟は言いました。「主がいつ来られるのかは誰も知らないので、主は注意を怠らずに目を見開いているよう私たちに求められています。ただし預言によれば、主が再来されるときは人の子の形をとることになります。人の子とは神が人間になられる、つまり神が受肉されるということです。主が来られる正確な時期はわからなくても、その御声を聞けばわかるでしょう。というのも神の羊には神の御声が聞こえ、御声が聞こえたとき羊は神について行くからです……」。私はその時牧師が、主イエスが受肉して再来したと証しをする者は詐欺師だと言っていたことを思い出しました。私はそれ以上兄弟の話を聞く気にならなかったので、牧師にメールを送って「主が受肉して再来されたと私に言う人がいます。どこの教会の人でしょうか？」と聞きました。すると牧師から「東方閃電の人ですよ」という返信がありました。また牧師は、そこをすぐに立ち去って、もうその人たちと接触しないように、と言いました。さらに彼らの本を読まないようにしてほしい、という言葉に続いて、異端に対してどう警戒べきかという説教を送信してきました。牧師の言うことは何でも正しいにちがいないと思っていた私は、彼らの説教にはもう二度と耳を貸さずにひたすら無視することにしました。

20日の午後、治療を受けていると、驚いたことにその場所に兄弟が妹を連れて来て、再来された主の働きについていろいろ話しました。ところが、その日の朝母の訃報を受け取ったばかりでもあり、彼らの説教はいささか疑わしいとも思っていたので、何を言われても頭に入りませんでした。そんなことが３日間続きましたが、兄弟は私に福音を伝えることを諦めていないようでした。ただ私は内心ひどく動揺していたので、私にかまわないでください、と伝えました。私は言いました。「放っておいてください。あなたがしゃべりつづけてここから離れないなら、私が出ていきます！」兄弟は私に本当に聞く気がないのを見てとり、出ていくしかありませんでした。兄弟はもう二度と現れないのではないかと思っていましたが、驚いたことにその翌日にという名の兄弟を連れて来て、また私に福音を説きました。私は心の中で思いました。「どうしてこの人はこんなことを続けるのかしら？」体面を保つためには我慢するしかありませんでしたが、彼らと議論することはありませんでした。私は二人に冷淡な態度を取っていましたが、兄弟は辛抱強く私に話しかけつづけました。兄弟は言いました。「主はすでにこの世に受肉して再来され、裁きと刑罰の働きを行われているのです……」。兄弟が辛抱強く愛に溢れていることを知り、また私に福音を説く労苦をいとわない様子を見て、私は思いました。「私の教会の人たちは弱いわ。あの人たちの信仰と愛は冷えつつあるもの。東方閃電の信者の信仰と愛は、どうしてそんなに強いんだろう？私に根気強く福音を伝える彼らの努力を支えているのは、どんな力なんだろう？聖霊の働きがなければ、自分だけの力でこんなことができるはずはないわ！」

このとき、もう一人という名前の兄弟がいて、私と同じように終わりの日の全能神の働きについて話を聞いていました。私は終始投げやりな態度で上の空でいたのですが、兄弟は全能神教会について熱心に知ろうとしていました。兄弟は、以前全能神の福音を説かれたときは拒んだが、今日ふたたびそれを聞いたのは神に与えられた機会にちがいないので、積極的に知りたいと思うようになった、と話していました。兄弟は、私が牧師の言葉に関心を向けるばかりで、心を開いて探求していないと見ていました。そこで私のために、マタイによる福音書の5章3-6節を見つけてくれたのです。「こころの貧しい人たちは、さいわいである、天国は彼らのものである。… 柔和な人たちは、さいわいである、彼らは地を受けつぐであろう。義に飢えかわいている人たちは、さいわいである、彼らは飽き足りるようになるであろう」。主の御言葉を読んだあと、私は思いました。「私はどうして主の御前で心を落ち着かせて真理を追求できないのだろう？万が一主が本当に再来されていたら、そしてこの人たちの説教に耳を傾けてより深く知ろうとしないなら、私は取り残されるのではないかしら？私ももう少し心を開かなければ。そして自分の想像にもとづいてやみくもに結論を出してはならないのよ」。心静かに全能神の福音について真剣に調べようと決心したその矢先、私の教会の説教師から思いがけなく電話がかかってきて、全能神教会の人たちとまだ一緒にいるのかと聞かれました。一緒にいます、と答えると、説教師はまた彼らとの接触をやめるようにと念を押しました。説教師が熱心に戒めるので、今しがた全能神教会についてよく知ろうとした思いは吹き飛びました。私は思いました。「牧師や説教師は私なんかよりずっと聖書を理解して、主が再来されたとは認めていないんだもの。私は聖書についてほとんど何もわかっていなくて洞察力もないのだから、ただ牧師や説教師が言うことを聞いているほうがいいわ」。私は電話を切ると、兄弟に告げました。「兄弟がそうしたことについて知りがっているなら、お二人で議論を続ければよいでしょう。私はもう聞いていませんから」。その言葉通りに、私はふたたび唐突に神の救いを拒んだのです。

一週間の治療のあと、私は仕事に復帰しました。母が亡くなったので悲しくて苦しくてたまらず、母のことを思わずにはいられませんでした。毎日職場から帰宅すると、母の写真を見て話しかけました。ある日、私はふと思いました。「私は主の信者なのだから困難を経験したり弱ったりしたときはいつでも、そうしたことを主にお話できるのよ」。その後は、辛いことに出会うたびに主の御前に出て祈り、主にお慰めくださいとお願いしました。ところがどんなに祈っても、心が動かされることはありませんでした。時には祈りながら眠りに落ちることもありました。その当時は毎日ひどく不安な状態で暮らしていたので、背後でちょっと物音がしただけで、なんとも言えない恐怖を覚えました。恐怖と無力感に捉われた私は、主に懸命に祈りました。「あぁ主よ！私の心は暗闇に満たされ、私は恐怖に震えています。もしかして私はどこかで過ちを犯したのでしょうか？あぁ主よ！ここのところ、あなたが全能神として再来されたという人たちの話を聞いています。あぁ主よ！あなたが本当に再来されていて、本当にあの人たちが話していた全能神であられるなら、兄弟が私に電話かメールをくれるよう時間と環境を調節してください。あの人たちが戻って来たらどんなことを言おうと、あなたの新たな働きと御言葉を喜んで素直に受け入れるつもりでいます。それがもしあなたの働きでないなら、そしてあの人たちが私に伝えるメッセージが間違っていて人を惑わすものだったら、どうか彼らの道をふさいで、もう二度と戻って来させないでください」。

驚いたことに、このように祈ったあと神は私が願ったことを寸分たがわず叶えてくださいました。兄弟が本当に電話をかけてきたのです。私は彼にここ数日間起こったことをすべて打ち明けました。兄弟は、私の心が暗かったのは終わりの日の神の働きを拒んで、神に反抗したからだと言いました。そして私に終わりの日の神の働きについて調べつづけてもらいたいと言いましたが、私はこの時その忠告を拒みませんでした。

それから間もなく兄弟から福音の映画が送られてきました。その映画の次のような台詞に私は心を揺さぶられてはっとしました。「私たちは神を信じているのだから、人ではなく神の御言葉を聞くべきである」。「その通りだわ！」と私は思いました。「私が信じているのは神なのだから、聞くべきなのは神の御言葉なのよ！それなのに兄弟と兄弟が終わりの日の神の働きについて話してくれているあいだ、私は牧師にそれについて質問しつづけていたのだわ。そして牧師と説教者の言うことに従い、全能神の新たな働きや神の御言葉について、熱心に調べる気にならなかったのよ。主は信じていたけど、主に祈ったり主を探求したりはせず、その代わりやみくもに牧師と説教者が言うことを信じていたんだ。私は何と愚かだったんだろう！聖書には『人間に従うよりは、神に従うべきである』(使徒行伝 5:29)と書かれているのに。私は主を信じていても主に従っていなかったのよ。その代わり人に従っていたのだから、人間を信じて従う者になっていたのではないのかしら？それは主に抵抗し背くことではないかしら？全能神が再来した主イエスであられ、私が全能神を受け入れようとせずに、こんなふうに神に反抗し抵抗するなら、私は盲目な愚か者ではないだろうか？私は主を締め出していたのではないの？」

そう考えるうちに、悔やんでも悔やみきれない気持ちになり涙がこみ上げてきました。

私はまたもや主の御前に出て祈りました。「主イエス・キリストよ！あなたがすでに受肉して再来されていて、あなたが終わりの日のキリスである全能神だと福音を説く人がいます。私にはどうしてもそうとは思えませんが、あなたの御声を聞き分けられるよう、あなたの御前に出てあなたを探求し、あなたに啓いていただくことを望んでいます。あなたが本当に再来されていて全能神であられるなら、私はあなたに悔い改めを示して、あなたの働きと救いを受け入れたいのです。どうか私をあなたの御前にお戻しください」。祈り終わると、ある種の喜びとともに慰められているという言葉にできない感覚を覚えました。そうした感覚を味わったのは久しぶりでした。私は主が私の祈りをお聞きになり、慰めてくださっているのがわかり、そうしたことが神が私に与えられた証しなのだと悟りました。私はすぐにでも全能神教会に行ってそうしたことについて調べたかったのですが、全能神教会の兄弟姉妹の感情を害したのにちがいないと思ったので、どうしても気が引けて教会へは行けませんでした。

そうしたジレンマのまっただ中にいるときに、兄弟が電話をかけてきて、時間はありますかと尋ねたあと、終わりの日の全能神の働きについて調査を続けられるといいですね、と言いました。私は兄弟に心配事について話しました。兄弟は言いました。「大丈夫ですよ。私たち神の信者はみなひとつの家族ですから、全能神教会の兄弟姉妹は全然気にしていませんよ」。その言葉を聞いたとき、神が私の霊的背丈が未熟であることに理解を示してくださったことがわかったので、翌日兄弟と一緒に全能神教会に行きました。

全能神教会の兄弟姉妹は私が戻る道を見つけたことを喜んでくれました。そして主イエスが再来されて、終わりの日に真理を表され、神の家から始まる裁きの働きを行われていることを私に正式に証ししてくれました。終わりの日の神の受肉の意味や、人類を救うための受肉の重要性についても話してくれました。その後、私は次のような神の御言葉を読みました。「わたしはあなたがたに言う。しるし故に神を信じる者は、滅ぼされる部類であることは確かである。肉に戻ったイエスの言葉を受け入れることができない者は、地獄の子孫であり、天使長の末裔であり、永遠の破滅を逃れることのできない部類である。多くの者はわたしの言うことに耳を傾けないかもしれない。だがそれでも、天からイエスが白い雲に乗って降臨するのをあなたがたが自分の目で見る時、これは義の太陽が公に現れることであると、わたしはイエスに付き従ういわゆる聖徒全員に伝えたい。おそらく、その時あなたにとって大いなる興奮の時となるであろう。だが、あなたがイエスが天から降臨するのを見る時は、あなたが地獄へ落ち、懲罰を受ける時でもあることを知るべきである。それは神の経営（救いの）計画の終わりの時であり、神が善良な人々を報い、邪悪な者たちを罰する時である。神の裁きは人間がしるしを見る前に、真理の現れだけがある時には終わっている。真理を受け入れてしるしを求めることがなく、故に清められている人々は、神の玉座の前に戻り、造物主の胸に抱かれる。『白い雲に乗らないイエスは偽キリストだ』という信念に執着する者たちだけは、永久に続く懲罰を受けなければならない。彼らはただしるしを示すイエスしか信じず、厳しい裁きを宣言し真のいのちの道を解き放つイエスを認めないからである。そのような者たちは、イエスが白い雲に乗って公に戻ってくる時に取り扱うしかない。彼らはあまりに頑なで、自信過剰で、傲慢である。どうしてこのような堕落した者たちがイエスに報いてもらえるだろうか。イエスの再臨は、真理を受け入れることのできる者には大いなる救いであるが、真理を受け入れることのできない者にとっては、罪に定められるしるしである。あなたがたは自分自身の道を選ぶべきで、聖霊を冒涜したり真理を拒んだりするべきではない。あなたがたは無知で傲慢な者でなく、聖霊の導きに従い真理を慕い求める者にならなければならない。そうすることでのみ、あなたがたの益となる」（『神の出現と働き』「あなたがイエスの霊体を見る時、神はすでに天地を新しくしている」〔『言葉』第1巻〕）。

この神の御言葉を読んだあと、私は兄弟姉妹が教えて証ししてくれた真理について、注意深く考えてみました。すると終わりの日の主の再来には二通りがあるのがわかりました。ひとつは隠れた降臨で、もうひとつは衆前での公然とした主の降臨です。となると、神の家から始まる受肉した全能神の裁きの働きは、まちがいなく隠れて降臨された主の働きになります。なぜなら受肉した神は人類に紛れて再来されたので、普通の人と同じ外見をされていて、見ただけでは誰にもそのお方が神であるとわからないからです。誰もその正体を知らず、このことは人々に秘密にされています。神の御声を聞き分けられる者だけが、神を知り、受け入れ、従うのです。主イエスもそうおっしゃっています。「わたしの羊はわたしの声に聞き従う。わたしは彼らを知っており、彼らはわたしについて来る」(ヨハネによる福音書 10:27)。神の御声がわからない者はきっと神を普通の人として扱うでしょう。そして昔のユダヤ教のパリサイ人と同じように、神を否定し、抵抗し、拒むのです。パリサイ人は主イエスを見てもその正体がわからなかったので、主をやみくもに非難しました。現在は、主が人類を救われる隠れた働きの段階にあります。全能神は人を裁き、清め、完全にする御言葉を表されています。災厄が起こる前に、全能神は勝利者による集団を作られ、この勝利者の集団が完成したとき、受肉して隠れた降臨をされた神の働きは完了します。災厄が始まると、神は良き者に報い悪しき者を罰し、全世界の国々と民族の前に公然と現れられます。その時、まさしく聖書の記述通りに、主が公然と姿を現されるという預言が実現します。「そのとき、人の子のしるしが天に現れるであろう。またそのとき、地のすべての民族は嘆き、そして力と大いなる栄光とをもって、人の子が天の雲に乗って来るのを、人々は見るであろう」(マタイによる福音書 24:30)。「見よ、彼は、雲に乗ってこられる。すべての人の目、ことに、彼を刺しとおした者たちは、彼を仰ぎ見るであろう。また地上の諸族はみな、彼のゆえに胸を打って嘆くであろう」 (ヨハネの黙示録 1:7)。主が雲に乗って降臨されたとき、地上の諸族がみな胸を打って嘆くのはそのためなのです。そう思ったとき私の心は突然光で満たされ、私は隠れた降臨をされた主の働きが、私たちの大いなる救いであることを理解しました。主が隠れた降臨をされているあいだ、私たちは神の御言葉による裁きを受け入れることによってのみ、清められて神の救いを得ることができるのです。今神の裁きの働きを受け入れなければ、神が公然と雲の乗って姿を現されるとき、私たちは主に抵抗する者となり、必ず嘆いて歯ぎしりすることになります。その時点で悔やんでも遅すぎるのです。全能神もおっしゃっています。「神の裁きは人間がしるしを見る前に、真理の現れだけがある時には終わっている」。

全能神に感謝します！神の御言葉によってすべての奥義が明らかになりあらゆる側面での真理が明確に説明されて、私の目は開かれ、それ以来私は心底から確信しています。その後私は定期的に教会に通い、兄弟姉妹とともに終わりの日に神が表された御言葉を読みました。私たちは讃美歌を聞き、音楽動画や神の御言葉の朗読動画、福音の映画を観ました。すべて全能神教会の兄弟姉妹によって製作されたものです。どの集会でも何かしら新しいもの得たように感じ、例えようもなく幸せでした。とくに福音の映画の中で、兄弟姉妹があらゆる問題について詳しくはっきり説明しているので、長年私が主への信仰の中で抱いていた疑問や迷いが少しずつ解消されました。そして全能神教会が本当に聖霊の働きを得ていて、全能神が再来した主イエスであられることを理解したのです！それ以上にわくわくしたことがありました。この教会に通うようになった三日目に、2016年のクリスマスにステージで賛美の歌を披露した姉妹に会ったのです。この姉妹も終わりの日の全能神の働きを受け入れていたのでした。私は心から神に感謝を捧げます！なぜなら私たちが子羊の足跡に歩調を合わせ、荒野からカナンの良き地にたどり着き、神の家に戻り、豊富に与えられる神のいのちの御言葉を神とともに享受するように仕向けてくださったのは、神の導きと啓きだったからです。

私が神の家に戻れたのは、神が特別な思いやりを示してくださったからだと思っています。自分の反抗的な本性を考えると、神の指導や導き、あるいは神の御言葉を説教してくれる兄弟姉妹の忍耐強さがなければ、私が主の再来を迎えられるはずはありません。神の私への愛は本当に偉大すぎて、何と表現してよいかわかりません！私はただ讃美歌を歌って神を賛美し、全能神にひたすら従いたいのです！


41. 「５・２８招遠事件」が家族の危機を引き起こす

中国 恩恵

私は田舎に暮らす普通の女性で、以前は家庭の重荷に苦しめられ、息もできないほどでした。その結果、私はとても短気になり、夫と毎日のようにいがみ合っていました。このような生活など、とても続けられるものではありません。私はつらくなると必ず、「神様、どうか私をお救いください！」と声をあげたものです。やがて2013年、世の終わりの全能神の福音が私のもとに届きました。そして神の御言葉を読み、兄弟姉妹との集会に出ることで、全能神こそ私が苦しいときに呼び求めていた方だと確信するようになり、そのため世の終わりの全能神の働きを喜んで受け入れました。

私は神のこの御言葉を読みました。「世界の創造以来、わたしはこの一群の民、すなわち今日のあなたがたを、予め定めて選び始めた。あなたがたの気質、素質、外見、霊的背丈、生まれた家族、仕事、結婚――髪や肌の色、生まれた時間さえも含むあなたのすべては、わたしの手によって定められたのである。あなたが日々為すことや出会う人たちも、わたしの手によって定められたのであり、もちろん今日あなたがわたしの前に来たという事実も、言うまでもなくわたしの采配である。混乱に陥ることなく、落ち着いて前進しなさい」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第七十四章」〔『言葉』第1巻〕）。私は神の御言葉から、万物が神の御手の中にあることをようやく認識するとともに、自分が幸運にも神の御座の前に出て世の終わりにおける神の救いを受け、神の御言葉の潤しと糧を授けられたのは、すべてはるか昔に神が予定されたことだと気づきました。また私がどのような夫と家族をもつのかも、神によって予め運命づけられていたのです。神が引き起こして采配なさったことを私は受け入れ、それに従わなければなりません。それ以降、私は納得できないことがあっても、以前のように文句を言うことはなくなりました。むしろ、それは神が采配なさったことだと信じるとともに、家族と仲良く暮らせるよう神に導いていただくべく、進んでそれに従おうと思いました。やがて、私は夫との口論をやめられるようになりました。神を信じ始めてから私に起きた変化を見た夫も、私の信仰にとても協力的になってくれました。兄弟姉妹が集会を開くために我が家へ来ると、夫は彼らにとても礼儀正しく、ときには冗談を言い合ったりすることもありました。当時、私は毎日神の御言葉を読み、頻繁に集会に参加し、他の兄弟姉妹と体験を分かち合いました。霊が豊かになった気分になり、いままでにない安らぎと喜びを享受するとともに、神を信じるのは本当に素晴らしいことだと感じました。

しかし、どんなよいことにも終わりがあるもので、2014年5月28日に山東省で招遠事件が起きたあと、私たち一家のあの円満で穏やかな日々は終わってしまいました。それはもともと一般的な刑事事件だったのですが、その3日後、事件は新たな様相を帯び始めました。中国共産党政府から、宗教的動機による事件だとレッテルを貼られたのです。中国共産党政府はこれを口実として全能神教会に焦点を絞り、マスコミを利用して偽の証拠を見境なくでっち上げたり、濡れ衣を着せたりしたうえ、全能神教会を誹謗したのです。たちまち全能神教会についてのありとあらゆる噂が飛び交うようになり、夫も事件の報道を目にして中国共産党政府の宣伝活動に欺かれてしまいました。一瞬にして人が変わったかのようになり、あの手この手で私が全能神を信じることに反対し始めたのです。

ある夜、夫は激しく怒りながら帰宅し、「お前が信じているあの宗教はいったい何なんだ！」と大声で私を非難しました。私はその異常な態度にすっかり困惑し、「私が信じているのは再臨された主イエス、つまり全能神よ。私たちが『天なる父』とお呼びしていた方じゃない」と答えました。すると夫は「お前は全能神を信じているのか！　テレビで何と言っているか見てみろ！」と言ってテレビをつけました。すると、「５・２８山東省招遠市殺人事件」がすべてのニュース番組で報道されていました。全能神教会を断罪するありとあらゆることが言われ、それに続いて全能神の信者は社会の秩序を乱す者だとか、山東省公安局は強力な反撃を行なって信者を容赦なく摘発する準備ができたなどという発言がありました私はそれを見て義憤に駆られ、すぐさま夫にこう言いました。「こんなの中傷と噂に過ぎないわ。この殺人犯は絶対に全能神の信者じゃない！　全能神教会の福音業務には原則があって、神の存在を信じる心優しい人にしか伝道しないのよ。邪悪な人たちには伝道しないわ。張立冬みたいな悪人は福音を伝道するうえで全能神教会のこうした原則にこれっぽっちも従っていないから、そのような人が全能神の信者だなんて決してあり得ない。まだあるわ。張立冬はその女性に電話番号を訊いたけど断わられ、恥ずかしさのあまり怒りに駆られて女性を殺したのよ。私たち全能神教会の兄弟姉妹は、福音を伝道するにあたって神の働きを人々に押しつけたりしないわ。だって、神は『神の国の時代に神に選ばれた人々が従わなければならない行政命令十項目』の中で、明確にこうおっしゃっているからよ。『信仰のない家族（あなたの子供たち、夫または妻、姉妹、両親など）は強制的に教会に入会させられるべきではない。神の家はメンバーに不足しておらず、役に立たない人々で数を作り出す必要もない。喜んで信じない人は誰も、教会に導き入れてはならない。この命令はすべての人に向けられる。この件に関し、あなたがたはお互いに確認し、監視し、注意するべきである。だれでもこれを犯してはいけない』。全能神教会の兄弟姉妹は福音を伝道するとき決して他人に無理強いしないし、それは誰も違反できない。このニュースは中傷とでっち上げに過ぎないわ。中国共産党が噂を流し、全能神教会を誹謗しているだけなのよ」。しかしこれを聞いた夫が目を大きく開き、このように言うとは思いもしませんでした。「これが本当かどうかなんてどうでもいいんだ。中国共産党が反対している限り、お前はそれに関わってはいけないんだ！　政府の連中に家宅捜索されるなんてごめんだからな。息子はまだ結婚してすらいないんだぞ！」テレビで報道されているこの根拠のない噂や虚偽に夫が騙されているのを見て、私の心は憎悪でいっぱいになりました。中国共産党は宗教的信仰を抑え込むため、手段を選ばず全能神教会を抑圧、迫害しようとしています。招遠事件を利用して全能神教会を罠にはめ、濡れ衣を着せようとしているのです。何という下劣な戦術でしょう！

その後、夫も私も熟睡できませんでした。夫は私に対し、身を潜めて神の御言葉の本を安全な場所に隠すか、もしくは共産党警察が家宅捜索しに来た場合に備え、その本を教会に戻すかするようせき立てました。夫がそのように言うのを聞いて、私は以前耳にした兄弟姉妹の体験を思い出しました。彼らは逮捕されたり、自宅を捜索されたり、罰金を科されたり、投獄されたりしたのです。また自分のいとこのことも考えました。彼は地元の警察署長が肩で風を切って歩き、一般人を虐めていることに我慢できず、その男と口論になって結局１年間の労働再教育を宣告されたのです。私たち一族は老いも若きもみんな大変な思いをしました。中国共産党は道理が通じない悪魔なのです。信仰のせいで私が逮捕され、刑務所に入れられてしまったら、そして自宅が家宅捜索されてしまったら、夫と子供に累が及ばないでしょうか？　私は眠ることができず何度も寝返りを打ちながら、中国共産党警察が自分を連行し、我が家を家宅捜索したうえ、夫と子どもも巻き込むという最悪のシナリオを何度も繰り返し想像しました……私は思わず孤独と恐怖の波が心に押し寄せるのを感じました。そして中国で神を信じ、善良な人になり、正しい道を歩むのがいかに困難で、自分のいのちも絶えず危険にさらされていると感じました。しかし、中国共産党政府による迫害を恐れて神を裏切ってしまったら、良心が一生私を許さないでしょう。ひたすらさまよい、目的もなく生きているだけだとしても、私は本質的に歩く死体であり、死んだあと神に合わせる顔がありません。心が締めつけられて苦しくなり、すっかり力を失うとともに、とてつもなく否定的な気持ちと弱気を感じました。

苦しみのさなか、私は主イエスのこの御言葉を思い出しました。「また、からだを殺しても、魂を殺すことのできない者どもを恐れるな。むしろ、からだも魂も地獄で滅ぼす力のあるかたを恐れなさい」（マタイによる福音書 10:28）。「自分の命を救おうと思う者はそれを失い、わたしのために自分の命を失う者は、それを見いだすであろう」（マタイによる福音書 16:25）。主イエスの御言葉は私に信念と力を与え、不安と恐怖を私の心から一掃してくれました。そして私はこう思いました。「神はすべての物事と生き物の主権者でいらっしゃり、私のいのちも家庭も神の支配下にある。私が持つものはどれも神から来たものだから、この重大なときに神を裏切ることはできない」。次いで、ヨブが一家の財産を盗まれ、子供たちを奪われ、すべてを失ったにもかかわらず、それでも神への献身を維持できたことを考えました。彼はヤ―ウェ神の聖なる御名を讃え、神の証しを立てたのです。一方、私は中国共産党政府が捏造した噂と騒動に直面しただけで、逮捕されても、自宅を捜索されてもいないのに、弱気かつ否定的な気持ちになりました。自分の霊的背丈が哀れなほどに低く、神への真の信仰をひとかけらももっていないことがわかったのです。こう考えていると、私は神を前に恥ずかしさでいっぱいになり、静かにこう決意しました。「何があろうと、神を裏切ってはならない。そしてどれほど苦しみや困難に見舞われようと、きっと信仰を維持するわ！」

翌日の正午ごろ、帰宅した夫が手にしていた新聞を私の前に投げつけ、こう言いました。「よく見てみろ！　全能神を信じていることがばれたら逮捕されるってここに書いてあるぞ。刑務所暮らしなんて嫌だろう。殴られるだけじゃなく、何十人もの人間が1つの寝台に押し込まれるんだぞ。夜中に便所なんかに行ったら、戻ってきたときにはもう寝る場所がないんだ。お前が逮捕されても、俺たち一家にはお前の保釈に必要な金なんかない。だから逮捕されて禁錮数年の判決なんかがでてみろ、お前は人のいいなりになってしまうんだぞ！」夫のこうした冷たい言葉を聞いていると、私はとても悲しくなりました。そして悪魔のような中国共産党政府をいっそう憎みました。政府の欺瞞、噂、圧迫、そして迫害がなければ、夫は私の信仰を支えてくれていたでしょうし、このように圧力をかけることなどしなかったはずです。無力感の中、私にできたのは心の中で神に泣きつくことだけでした。「全能神よ！　中国共産党政府が広めているのはあなたに対する噂、中傷、誹謗、そして冒涜に過ぎないことはわかっています。中国共産党政府はあなたの敵サタンに他なりません。しかしいま、私は心の中でいくぶん弱さを感じており、あなたが私をお守りくださること、知恵を授けてくださること、サタンの策略と狡猾さを見抜けるようにしてくださることをお願いいたします。そうすることで、私があなたのおそばにしっかり立ち、中国共産党政府の悪しき勢力に怯えないようにしてください」。こう祈りを捧げたあと、私は心の中で神を遠ざけようとはまったく思わなくなり、全能神のこの御言葉が頭に浮かびました。「主イエスがラザロを死から復活させるといった業を行なったのは、人に関する一切のこと、および人の生死は神によって定められること、またたとえ肉になったとしても、神は依然として目に見える物理的世界を支配するとともに、人には見えない霊的世界をも支配し続けていることについて、人間とサタンに証拠を与えて知らしめるのが目的でした。これは、人に関する一切の事柄がサタンの支配下にないことを、人間とサタンに知らしめるためです。これはまた神の権威の現われ、顕現であり、人類の生死が神の手中にあることを万物に伝える手段でもあるのです。主イエスによるラザロの復活は、創造主が人類を教え導く手段の一つでした。これは、神が自身の力と権威を使って人類を指導し、彼らに糧を施す具体的な行動だったのです。また、創造主が万物を支配しているという真理を、言葉を用いることなく、人類が理解できるようにするための手段でもありました。さらに、神による以外に救いは存在しないことを、実際の業を通じて人類に伝える手段でもありました。神が人類を教え導くこの無言の手段は永続的なものであり、消えることがなく、決して色あせない衝撃と啓示を人間の心にもたらします。ラザロの復活は神を讃えるものであり、神に付き従うすべての人に大きな衝撃を与えます。それにより、この出来事を深く理解するすべての人に、神だけが人類の生死を支配できるという認識、そしてビジョンが固く定着します」（『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。神がラザロを蘇らせた事実に、私は心の底から勇気づけられました。そして心の中で再び力を感じ、断固としてもう一度立ちあがりました。そうです！　神は宇宙の万物を支配されており、人の生死は神の御手の中にあります。誰１人それを支配することはできないし、私が逮捕されるかどうかも神の御手の中にあるのです。神の御言葉がまたしても私を守り、私の主への信仰も心の中でさらに大きくなりました。そして心のパニックと恐怖もかなり解消されたのです。

中国共産党政府による噂は、それまで私たち一家にあった安らぎと幸せを破壊しました。私はとても用心しなければならず、家庭生活がさらに乱されるのを防ぐため、集会に出て本分を尽くす際も慎重にならざるを得ませんでした。これは本当に息詰まることでした。その後、私の父親も５・２８招遠事件について耳にし、私の前に立ち塞がりました。父はこう言いました。「信じたいものを信じればいいよ。だが、他の誰かに福音を伝道しに行ったり、集会に出かけたりするのはだめだ。俺はもうこの歳だから、問題が起きても対処できない。お前は若いのと年寄りを含めた家族全員のことを考えなきゃ。神を信じるのはいいことだ。でも、お前は信仰の自由がある国に生まれたわけじゃない。弱者は強者を打ち負かせないし、その『強者』である中国共産党は神を信じる人を政治犯として扱っている。お前もみんなわかっているだろう。だから俺たちをお前と同じような怖い目に遭わせないでくれ」。自分の家族による圧力とその理解のなさに、私は本当に悩まされました。そのころは自分がいつも危機に瀕しているように感じ、些細なへまで中国共産党政府に逮捕され、家族が問題に巻き込まれるのではという恐怖の中で暮らしていました。それゆえ、外出するときは必ず、神の御言葉の本や神への信仰に関するものをすべて注意深く隠しました。集会に出かけたときも、誰かに通報されるのではないか、家族が面倒に巻き込まれるのではないかとものすごく不安で、絶えず警戒状態にあり、とても用心していました。パトカーや警察官を見るたび、心臓が飛び出そうになったほどです。それは言語に絶する苦しみで、中国で神を信仰するのはナイフの刃の上で生きるようなものだと思いました。私はこの邪悪な無神論政党である中国共産党にますます強い憎しみを感じずにはいられませんでした。信仰をもって正しい道に従うことのどこが間違っているのでしょう。信仰の持ち主を狂ったように圧迫し、逮捕し、迫害するのはなぜでしょう。神を信じる人をここまで憎むのはどうしてでしょう。中国共産党はこれほどまでに邪悪なのです！

その後、私は全能神の御言葉を読んで事の真相をやっと理解しました。御言葉はこう述べています。「神は働き、人を慈しみ、見守りますが、サタンは神をどの段階でもつけ回します。神が大事にする人が誰であれ、サタンも見ていてつけ回します。神がその人を求めると、サタンは持てる限りの力でどんなことでもして神を阻もうとし、隠された目的を達成するため、様々な邪悪な方法で神の業を試し、邪魔し、挫折させようとします。サタンの目的は何ですか。サタンは神に人間を誰も得て欲しくないのです。サタンは神が求めるすべての人を求め、占有して支配し、掌握してサタンを崇拝させ、サタンと共に邪悪なことを行わせたいのです。これはサタンの悪意に満ちた動機ではないですか。……この問題では、サタンの醜悪な姿と本質が極めて明瞭になっています。サタンは神と戦い、また神をつけ回しています。サタンの目的は神が行ないたい業をすべて粉砕し、神が求める人間を占有して支配し、完全に消滅させることです。もしこのような人々が消滅させられないならば、彼らはサタンのものとなってサタンに用いられます。これがサタンの目的です」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 IV.」〔『言葉』第2巻〕）。神の御言葉を通じ、私は突然光を見ました。表向きは中国共産党政府が私たち信者を圧迫しているのですが、その裏では霊の戦いが繰り広げられているのであり、人々を巡ってサタンが神と争っているのです。サタンは神の宿敵であり、神に背き抵抗する悪魔なので、人類を堕落させて以来ずっと人類を掌握しようと望んでおり、人々が神を礼拝することも、神が自らお作りになった人類をご自分のものにされることも許しません。ゆえに、人類をお救いになる神の働きが始まってから現在に至るまで、サタンは全力で混乱を引き起こし、神の働きを打ち壊そうとしてきたのです。人々が神に立ち返るのを阻むため、サタンはありとあらゆる卑劣な手段を使います。そのとき、サタンは私の信仰を妨げるべく、噂を使って私の家族に不和の種を蒔いているのだとわかりました。家族に対する私の気持ちと心理作戦を利用して、私を脅し、誘惑し、威嚇し、攻撃しているのです。その目的はひとえに、私が神を避け、拒み、裏切るように仕向けること、私を自らの手中に収めて奴隷にすることであり、そうすることで最後は自分たちもろとも、私が神に滅ぼされるようにしています。中国共産党政府の意図はまさに陰険で、狂ったように神に抵抗する神の敵なのです。それは本当に人々の魂を貪り食う悪魔であり、神のこの御言葉の中でこう述べられている通りです。「サタンは人を騙すことで評判を確立します。サタンは正義の先導者的かつ模範的存在としての立場を確立することがよくあります。正義を守ると見せかけて、サタンは人間を傷つけ、その魂を食い物とし、人間を麻痺させ、騙し、扇動するためにあらゆる手段を講じます。サタンの目標は、サタンの邪悪な行いを人間に認めさせ、それに従わせること、サタンが神の権威と統治に反対するのに人間を参加させることです。しかし、人間がサタンの陰謀や策略、下劣な顔つきを見通し、サタンの踏み台にされ、騙され、奴隷として仕え、サタンと共に罰を受けて滅ぼされることを望まなくなると、サタンはそれまでの聖人づらを一変させ、仮面を破り捨て、真の邪悪で残忍で醜く野蛮な素顔を現します。サタンに従うことを拒み、その邪悪な勢力に反対する者すべてを皆殺しにすることほどサタンが好むことはありません」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」〔『言葉』第2巻〕）。神の御言葉による啓きのおかげで、私は中国共産党政府の素顔を見抜くとともに、それが正真正銘サタンの化身であり、神に抵抗するもっとも悪しきサタン的政権であることがわかりました。中国共産党は人々を騙して怒りに駆り立て、事の真相を知らない人を自分たちの味方につけて共に神に抵抗しようと、５・２８招遠事件を利用して噂を広め、全能神教会を陥れようとしているのです。中国共産党が招遠事件をでっち上げて全能神教会に罪を着せる目的は、クリスチャンを逮捕、迫害する根拠と口実を見つけることです。一度の強制捜査でクリスチャンを残らず検挙してその根を絶ち、全能神教会を徹底的に排除しようと無駄な試みをしています。さらに、中国に無神論地帯を築くという無謀な野心さえ実現しようとしています。中国共産党の本質はまぎれもなく極めて不実で邪悪なのです！

霊の戦いの現実と中国共産党の邪悪な本質を認識すると、もう１つの疑問が頭の中に浮かびました。「神は全能でいらっしゃらないのかしら？　神はどうして中国共産党政府が私たちを迫害することを許されるのかしら？」私はこの困惑を解消することができないまま、全能神のこの御言葉を読みました。「かつてわたしは、わたしの知恵はサタンの計略に基づいて実行されると言った。なぜそう言ったのか。それは、わたしが今言っていること、行っていることの背後にある真実ではないのか」（『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（１）」〔『言葉』第1巻〕）。「神は悪霊の働きの一部を利用し、一部の人を完全にするつもりである。それにより、人が悪魔の悪行をすっかり見通すことができるようにし、すべての人が自分たちの祖先を真に知ることができるようにする。そうしてのみ、人は完全に自由になることができ、悪魔の子孫だけでなく、悪魔の祖先をも見捨てることができる。これが、神が赤い大きな竜を徹底的に打ち負かす真の目的であり、それは全ての人間が赤い大きな竜の真の姿を知り、その仮面を完全に引き剥がし、その真の姿を見つめるようにである。これこそ神が成し遂げたいことであり、地上で行なったすべての働きの最終目標であり、全ての人において達成を目指していることである。これは、神の目的に仕えるためにあらゆるものを動員することと呼ばれる」（『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第四十一章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉から、神は中国共産党政府の悪しきサタン的勢力による圧迫を用いられることで、神の選民の完全化に役立てようとなさっていることがわかりました。神は中国共産党による抵抗と断罪、全能神教会の名を汚す噂の流布、そしてクリスチャンの迫害と逮捕を通じ、真理と神を憎む中国共産党のサタン的かつ悪魔的な本質を私たちが見抜けるようにしてくださったのです。私たちはそのおかげで真の識別力を身につけ、中国共産党政府を拒み、二度とそれに騙されないようになりました。そうしてサタンの支配から脱し、神の御許に立ち返られるようになったのです。そのうえ、神は中国共産党の悪魔による逮捕と迫害をお使いになることで、人々の正体を暴き、種類に応じて人を選り分けられています。臆病で真の信仰をもたない者、あるいはユダのような者は、中国共産党政府による過酷な迫害を通じて暴かれ、淘汰されます。一方、心から神を信じ、真理を追い求め、神に忠実な者は、中国共産党政府による過酷な迫害の下で神の証しを立て、神に創造された勝利者となるのです。そのすべてを理解すると、神に対する私の誤解、不平、そして混乱が残らず解消されました。さらに、神がいかに賢明かつ全能でいらっしゃるかを知り、神のお知恵がまさにサタンの企みをもとに行使されることを悟りました。

私は神のこの御言葉も読みました。「わたしたちは、いかなる国家も勢力も神が果たそうと願うものの前に立ちはだかることはできないと信じている。神の働きを妨害し、神の言葉に抵抗し、神の計画をかき乱し阻害する者たちは最終的には神に罰せられる。神の働きに逆らう者は地獄に送られる。神の働きに反抗する国家は滅ぼされる。神の働きに反対するために立ち上がる民族は地上から一掃され、消滅する」（『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は私に神の義にして威厳に満ちた性質を示しました。そして私は、どんな勢力も神の全能性と権威を越えられないことを知りました。中国共産党政府は狂ったように絶えず神に抵抗し、神の選民を逮捕、迫害するとともに、ありとあらゆる噂をでっち上げて人々を欺き、彼らが神に立ち返るのを阻もうとしています。しかし、神の働きはそれでも中国全土に広まりました。さらに、勝利者の集団が中国で生み出され、神の国の福音がいままさに全世界に拡大しつつあります。いかなる者も神の働きを邪魔することはできないのです。神に抵抗し、神の働きを妨げ害する者たちは、神の義なる懲罰を受けて滅ぼされる運命にあります。これは神の義なる性質によって定められています。全能神の御言葉は私に突然のひらめきをもたらし、私は瞬時にして啓かれました。思わず心の中で感嘆し、神の奇跡的な働きを讃えずにはいられません。神のお知恵はまさに天より高く、神が中国共産党政府を用いて奉仕させたのはとてつもなく賢いことなのです。神による人類の救いはとても現実的であり、私はすっかり納得して神を讃えずにはいられませんでした。そして心の底から静かに神に祈りました。「神様！　私はあなたに脱穀場で捨てられるもみ殻にはなりたくありませんし、中国共産党政府の邪悪な風に吹き飛ばされたくもありません。あなたに収穫していただく麦になりたいのです。神様！　私は一度もあなたに満足していただくことができませんでしたが、中国共産党政府による狂気じみた抑圧の中、自分の誠実さを示し、心から真理を追い求め、中国共産党政府の悪しき勢力の前で降伏しないことを望んでいます。あなたが栄光を得られるよう、正義を渇望し、光を切望し、あなたの証しを立てる人になりたいのです……」。

この知識を備えた私は、心の中でさらに強くなりました。自分が家族の誤解と妨害に遭ったのもひとえに神のお許しによるものであり、私の信仰、献身、従順を完全にすべく、神がそのすべてを丹念に整えられていることがわかったのです。私はもはや周囲の環境について文句を言わず、それに縛られることもなくなりました。むしろ神に感謝するようになり、神が私にどのような環境を整えられるとしても、常に神の証しを立て、忠実に自分の本分を尽くさなければならないと静かに誓いました。絶対に神を裏切ることはいたしません！　その後、私は神の御業を目の当たりにしました。夫が以前のように私に反対したり、私を圧迫したりしなくなったのですそれどころか、夫は私にこう言いました。「お前に信仰をもってほしくないわけじゃないんだ。神を信じ始めてからというもの、お前が変わったことは認める。ただ注意深くなって、集会に出るときは気をつけろということなんだ」。夫がそのように言うのを聞いて、私の目に涙が浮かびました。そして心の中で神の御業に感謝し、神を讃えました。真理と正義が暗く邪悪なすべてのものに打ち勝てることを知ったからです。サタンの邪悪な勢力はやがて神の働きを通じて消え去るのです！　この体験のさなか、私は精錬のつらさにいくらか苦しみましたが、神の賢明な働きについてある程度知識を得ました。また肯定的なものと否定的なものを識別する能力もいくらか手に入れましたが、それはどれも私のいのちにおける一種の財産であり、真理を追求して光を渇望する決意と信念を生み出したのです。


42. 離婚騒動の終息

2015年、友人をきっかけに、私は全能神を信じるようになりました。終わりの日の全能神の働きを受けてからは、神の御言葉を貪るように読みました。それを通して、人類を救う神の働きが三段階に分かれていること、そのそれぞれの段階で神がどのように働きを行われるのか、その三段階のつながり、受肉とは何か、なぜ神は受肉しなければならないのかなど、それまで知らなかった真理の奥義を数多く学び、全能神は主イエスの再来なのだという確信をより強めました。神の御言葉のお導きがあってからというもの、以前のようにテレビを見て時間を過ごすことはなくなりました。そんな私に夫が言いました。「君は神への信仰心から読書をするようになった。毎日韓流ドラマを見ているよりいいね。すごくうれしいよ」。夫は教会の集まりに行くことはありませんでしたが、夫の母親が信者だったことから神の存在をずっと信じていて、私の信仰も支持してくれていました。私は日頃から、神の御言葉から何らかの啓きを得た時にはいつも夫と共有しましたし、彼も信仰を持つことに賛同してくれていました。その後夫は、いつも私が「全能神」と言うことに興味を持った様子でした。彼の母親は主イエスを信じていたからです。そして夫はインターネット上で全能神教会のことを調べました。ところが予期せぬことに、彼が見たものはネット上にあふれる全能神に関するデマ、偽の証し、冒涜でした。夫はこれにひどく毒され、私の全能神への信仰に反対するようになりました。全能神の御言葉を読み、兄弟姉妹の説教や証しを聞いていた私は、全能神こそ唯一の真なる神だとすでに確信していましたし、ネット上にはびこるものは人々をだまそうとするデマや嘘でしかないことを知っていました。しかし夫はそのデマをうのみにし、現実を理解しようとしませんでした。私がどれだけ説得を試み、終わりの日における神の働きを証ししようとしても、聞く耳を持ってくれなかったのです。

それからしばらくして、迎合さんという姉妹が説教や証しを何度も夫にしてくれたおかげで、ようやく夫はしぶしぶながらも終わりの日の神の働きについて考えることに同意してくれました。しかし、母親から影響を受けていた夫はどちらかというと聖書に対して保守的でした。それを解決するために姉妹たちから勧められたのが、『聖書の奥義を解く』という福音映画を夫と見ることでした。しかし私はその映画を夫に見せず、自分の考えから『「網」を突き破る』という映画を見せることにしました。中国共産党政府と宗教界の反キリストたちが、神の働きにどう反抗しているかを赤裸々に描いた映画です。この映画を一部だけ見たところで、夫は言いました。「中国共産党は無神論政府で、中国は無神論国家だ。ずっと宗教の信者を迫害してきた。全能神教会は中国共産党政府から弾圧されている。僕たちは単なる腕であって、脚である共産党政府を倒すことはできない。中国に戻って逮捕されたらどうする？それにインターネットにはいろいろなことが書かれている。僕には何が本当で、何が間違っているのか分からない。やはり君は信じるべきではないと思う」。私は、映画を最後まで見てから判断してほしいと夫に頼みましたが、夫は従ってくれませんでした。その後も私が信仰を続けると言い張っていると、ある時、夫は怒りを露わにして私に迫り、こう言いました。「そんなに信じると言い張るなら、信じればいい。逮捕されたいなら逮捕されればいい。だが逮捕されても、僕が夫だとは言うな！僕が今、大きなストレスを感じていることが分からないのか？君の言う神を信じないなら、それが真の神だったらどうしようかと恐ろしくなる。信じるなら、インターネットで書かれているあらゆることや、逮捕されるのではないかという心配が頭をよぎる。いったい誰の言葉に耳を傾ければいいんだ？」ネット上のデマに縛られて苦しむ夫を見て、中国共産党政府がでっち上げたデマや偽の証しがいかに有害かを実感しました。それらは人々が真の道を受け入れるのを阻むばかりか、家族の関係までも壊すのです。デマをねつ造して偽の証しを吹聴する人々が邪悪なサタンの一味であることは明らかです。

ある日、仕事から帰ってきた夫は、私が集会に参加していることに気づきました。夫はとたんにうなだれ、ドアを開けたままどこかへ行ってしまいました。夕食の時間が過ぎても戻ってこず、私は心配でたまりませんでした。八時になってやっと帰宅した夫は、まだ怒っていました。そして夫の食事の支度をしようとした私に、冷たく言い放ちました。「僕に構うな！僕の話を聞かずに信仰を続けるなら、もう金輪際、僕のことには干渉するな。今後、生活費だけは面倒を見る。だが僕が家の外で何をしようと、君には一切関係ない！この家庭を壊すようなことを僕がしたとしても、君には無関係だ！」こんな言葉を夫から浴びせられた私は動揺を抑えきれず、そのことばかり考えていました。その晩は眠れないままベッドで寝返りを繰り返し、心の中で神に何度も祈りました。「神様！夫はデマにだまされ、私のあなたへの信仰をやめさせようとしています。そのうえ、とても心無いことを言ってきます。私はどうすればいいのですか？どうか道をお示しください！私はあなたのもとを離れたくないのです」。すると翌朝、集会で交わった神の御言葉が突然思い出されました。「神が人において行う働きのあらゆる段階において、それはあたかも人の手配により、あるいは人の干渉から生まれたかのように、外面的には人々の間の相互作用のように見える。しかし舞台裏では、働きのあらゆる段階、起こるすべてのことは、神の面前でサタンが作った賭けの対象であり、人は神への証しにおいてしっかりと立つことが要求される。ヨブが試練に会った時のことを例にとってみよう。秘かにサタンは神と賭けをしており、ヨブに起こったことは人間の行為であり、人間による干渉であった。神があなたがたにおいて行う働きの各段階の背後にはサタンと神との賭けがある。その背後にはすべて戦いがある。……神とサタンが霊的領域で戦う時、あなたはどのように神を満足させるべきか、どのように固く証しに立つべきであろうか。あなたは自分に起こることのすべては大いなる試練であり、その試練の時に神があなたの証しを必要とすることを知るべきである」（『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」〔『言葉』第1巻〕）。この神の御言葉の啓きを通して、目がいくらか覚めました。この一件のさなか、私は夫にばかり目が行き、今日の世界では多くの偽りや詐欺がまかり通っているような気がしていました。どこもかしこも嘘とごまかしであふれていて、特に中国共産党のメディアから発信される嘘や偽りがはびこっていると感じていたのです。頭の良くない人でも少し考えれば、全能神を攻撃、非難、糾弾するネット上の数々の言葉がすべて嘘であり、馬鹿げていることに気づくと思っていましたし、それらにだまされたり惑わされたりするべきではないと考えていました。ところが残念なことに夫はネット上のデマを信じてしまい、私はそんな夫に心から失望していました。当時、私はもはや問題の根源を客観的に見ることができていなかったのです。この一件は神が私を試されているのであり、それによって神への信仰が本物かどうか、サタンから攻撃されても真の道を断固として貫けるかどうか、試練のなかでも神への証しをできるかどうかを確かめようとなさっていたのです。神の御心に気づくと、心と頭を包んでいた霧が晴れ、心がすっきりと晴れやかになりました。

翌朝、一緒に朝食を食べていた夫はまだ不機嫌そうで、私に話しかけようとしませんでした。しかし神の御言葉のお導きがあった私は、前日のことを悩んだり恐れたりはしませんでした。そして穏やかに夫に言いました。「私は神を信じているけれど、家庭を壊すようなことは一度もしたことがないわ。もしあなたが家庭を壊したいと言うなら、それは自ら進んで堕落しているだけよ。私の信仰が原因じゃないわ」。これを聞いた夫は、昨日よりは落ち着いた声で言いました。「言っただろう。こうなったのは、ただ君が僕の話を聞こうとせずに、信仰に固執したからだ」。その後、夫は何も言わなくなり、嵐は通り過ぎました。神様、感謝します！神の御言葉が私に、サタンの試みに勝つ力を与えてくださったのです。

しかし良いことは長く続きません。一カ月後、夫はまたインターネット上で同じようなデマを読んだのです。そしてある時、仕事から帰宅した夫は、私がパソコンに向かっているのを見て怒鳴りつけました。「君はおかしくなってしまった！もう終わったと思っていたのに。すぐに信仰を捨てなければ、離婚する。子どもたち二人のことも考えてある。君が連れていけばいいが、日本には住んでいられないだろう。子どもたちを連れて上海に帰れ！上海のアパートは君にやる。毎月十万円の養育費も渡す。子どもを引き取る気がなければ、それでも構わない。君が選べ！離婚の手続きも調べてある。区役所に行って、離婚届に互いのサインをするだけだ。さあ、どうする！」夫の言葉を聞き終えた私は、動悸を感じ、気が動転してしまいました。何も言えずに座ったまま、神に祈ることすら忘れていました。離婚したら子どもたち二人はどうなるのか、それしか考えられません。私が連れていっていいとのことですが、私には経済力がありません。しかし私が引き取らなければ、二人は母親のいないかわいそうな子どもになってしまいます！それに、私の両親、友人、親戚は、私のことをどう思うでしょう。本来なら海外暮らしはとても素晴らしいことなのに、離婚するとなれば両親は周りの人に対して肩身の狭い思いをするでしょう……。そう思うと結論を出せず、考えさせてほしいとだけ言いました。私は自分の部屋に行き、激しく泣きだしました。離婚後の生活を考えれば考えるほど、つらくてたまらなくなります。その晩は一睡もできず、枕は涙でぐっしょりとぬれました。翌日、夫が無言のまま仕事にでかけてやっと、肉の弱さに打ち勝つ力をもっと与えてくださるよう神に祈りました。苦しみから抜け出すことができず途方に暮れていた私は、何人かの兄弟姉妹にこのことを話しました。彼らは皆、私を励まし、慰めてくれたうえで、私が経験しているのはサタンの試みだと言い、どのように神にすがるべきかを学ぶ手助けをしてくれました。そして、神への信仰を失ったり、神を誤解したりしてはいけないと言いました。さらに、他の兄弟姉妹の経験や証しを分かち合ってくれたうえ、神が人類を救う唯一のお方であり、サタンだけが私たちを悩ませ、苦しめ、他の人々との関係を壊すのだと説教してくれました。また、全能神の御言葉の一節も読んでくれました。「まだ救われていない人々の生活はしばしばサタンに干渉され、支配さえされています。言い換えれば、救われていない人々はサタンの虜であり、自由がなく、サタンに放棄されておらず、神を礼拝する権利も資格もなく、サタンにしっかり追跡され、激しく攻撃されます。そのような人には語るべき幸せがなく、普通の存在でいる権利もなく、さらには尊厳もありません。あなたが立ち上がり、神への信仰、従順、そして畏れを武器に命がけでサタンと戦い、サタンを完全に打ち負かし、そうしてサタンがあなたを見るたびに尻尾を巻いて怯えるようになり、あなたへの攻撃と非難を完全に放棄するなら、そのとき初めてあなたは救われ、自由になるのです」（『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」〔『言葉』第2巻〕）。この神の御言葉によって、神への信仰を実践していなかった時の自分が完全にサタンの支配下で暮らしていたこと、サタンの奴隷であり玩具だったことに気づきました。信仰を得たことでサタンの支配から抜け出し、神の御前に戻ることができたわけです。私がサタンを見捨てたので、サタンは打ち負かされまいと、夫を利用して私の弱い部分を攻撃してきたのです。私が神を裏切ってサタンの支配下に戻るようにと、離婚という手段を使ったのです。それはサタンの策略に他なりません。離婚したら子どもたちをどうしようか、地元の人々は私をどんな目で見るだろうか、両親は近所の人たちに顔向けできるのかと、私は悩んでいました。しかし、そのような考えはすべてサタンによる妨害から生じたもので、そういった考えに操られてしまえば私はサタンに支配され、最後は神から距離を置き、神を否定し、サタンのもとに今一度戻ることになるはずです。創造主を信じて崇めることは全く前向きなことであり、天の法則にして地の原理です。誰もそれを妨げる権利はないのに、サタンはあの手この手で私を操り、神を裏切らせようとしています。サタンは本当に卑劣で憎むべき存在です！その瞬間、サタンの試みに自ら立ち向かう信仰が自分にないことを悟りましたが、神にすがり、神の御言葉のお導きに拠り頼んで目の前の道を進もうと思いました。神の側に立ち、神に証しをする決心をしたのです。サタンに屈するつもりは全くありません。そう思うと、動揺していた心がようやく落ち着き、苦しみが和らぎました。

その後、何人かの兄弟姉妹が再び神の御言葉を分かち合ってくれました。「神の許しがなければ、サタンはひとしずくの水やひと握りの砂に触れることさえ困難です。また、地面の蟻を自由に動かすことさえできず、ましてや神の創った人類を動かすことなど不可能です。神から見ると、サタンは山に咲くユリの花よりも劣り、空を舞う鳥や海の魚にも劣り、地のウジ虫にも劣ります。万物の中におけるサタンの役割は、万物に仕え、人類のために働き、神の働きと経営計画に役立つことです。サタンの本性がどれほど悪意に満ちていようと、その本質がいかに邪悪であろうと、サタンにできるのは、神に仕え、神を際立たせるという、その役割に従順に従うことだけです。これがサタンの本質と立場です。サタンの本質はいのち、力、権威から切り離されており、サタンは神の手中にある玩具、神に役立つ道具に過ぎません」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」〔『言葉』第2巻〕）。神の御言葉から、神の権威が何にも勝るものであること、神が天地と万物を支配なさっていること、そしてこの世のすべてのものが神の御手の中にあることに気づきました。私の離婚も家族も神の御手の中にあり、神のお許しがなければサタンは何もできないのです。私が離婚するかどうかはひとえに神の支配と予定によるものであり、夫が決定権を握っているわけではありません。そのため、私は神の支配と計画に従おうと思いました。そして離婚に至る不信心者のことに思いを巡らせました。経済的な理由で離婚する人もいれば、相手の不倫のため、あるいは夫婦関係の破綻によって離婚する人もいます。夫が離婚を望んだのは、私が神を信じて正しい道を歩み、真理を追い求めて有意義な人生を送ることを選んだからです。しかし、それは名誉なことであって、恥ずべきことではありません！まさにその時、次の神の御言葉が頭に浮かびました。「信仰とは一本の丸太橋のようなもので、卑屈に命にしがみつく者がそれを渡るのは困難だが、自らを犠牲にする覚悟のある者は自信を持って不安なく渡ることができる。臆病な恐れに満ちた思いを抱く者は、サタンに騙されているのだ。サタンはわたしたちが信仰の橋を渡って神の中に入ることを恐れているため、あらゆる手段を講じてわたしたちにサタンの考えを送り込もうとする。わたしたちは絶えず神の光に照らしてもらえるよう祈り、常にわたしたちの中からサタンの毒が清められるよう神に拠り頼み、常に神に近づく方法を霊の中で実践し、全存在を神に支配してもらわなければならないのだ」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第六章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉はまたしても私に信仰と力、歩むべき道、そして夫と向かい合う勇気を与えてくださりました。そうです。私にできるのは思い切って決断することだけなのです。その先の道に何があろうと、信仰の道を歩むことに間違いなんかあり得ません！

その晩、帰宅した夫に、私は簡潔に伝えました。「あなたは私に全能神を信じてほしくないと言うけれど、それは無理なの。あなたが離婚したいと言うなら、そうしましょう！」それを聞いた夫は口がきけないほど驚いた様子で、こう言うより他ありませんでした。「どうやら、君に言うことを聞かせるのはもう無理なようだ。ネット上にはあらゆることが書かれている。僕が君に言うことを聞かせなければ、いつか君に何かあった時、僕の責任になる。君を脅すために離婚を切り出しただけなんだが、それでも君は神への信仰を捨てない。信仰が原因で君に何かあったら、君の母親の知るところになる。だから僕を責めないでくれ」。その時から、夫はそれ以上私の信仰を気にしなくなりました。私たち夫婦の関係は信じられないほど回復し、もはや夫が離婚を口にすることはありませんでした。こうして、中国共産党政府のデマが引き起こした離婚騒動は収まったのです。

その後、下の娘と私が風邪をひいたことがありました。その日は小雨が降っているなか、練習に行く上の娘を送り届る必要があったので、下の娘も連れて、体調の悪い体を引きずっていくより他ありませんでした。そのことを後で知った夫は言いました。「今日は大変だったね。ルー・シー、最近の君は変わった。以前に増して子どもたちのことを大切にしているし、本当に頑張ってくれている」。夫の言葉を聞いた私は、心の中で全能神に感謝しました。私を変えたのは全能神の御言葉だと分かっていたからです。神の御言葉を基礎として、私には人生の指針があり、正しい人間性とは何か、堕落した性質とは何かを知っています。神の御言葉に沿った行いをしてこそ、正しい人間性を生きることができるのです。結果、私は子どもに対して無闇に腹を立てることも、快楽を求めて暮らすこともなくなりました。そして徐々に、夫が変わったことにも気づきました。以前の夫は常に自分だけが正しいと考えていましたが、今は何かに対処するにあたって私の意見にも耳を傾けるようになりました。さらに、神の権威と支配の証しを友人たちにするようにさえなりました。これらのことを思うと、私の心は感謝の気持ちでいっぱいです。神様、あなたは本当に全能です！あなたの御言葉は私たちのいのちの力です。サタンの力がどれだけ攻撃的ですさまじくても、私たちを導くあなたの御言葉がある限り、私たちはサタンの試みに残らず打ち勝ち、あなたのお気遣いとご加護の下で平和に暮らすことができます。

私のためにこのすべてを采配なさり、私が神の御言葉を経験して多くの真理を理解できるようにしてくださった神に感謝いたします。このような状況を経験することで、サタンが本当に卑劣であること、あらゆる方法を使って人々を神のもとから離れさせ、おのれの餌食にしようとすることが分かりました。同時に、神は万物を支配し、すべてのことを采配なさることも分かりました。神のお許しがなければ、サタンがどれだけ必死になろうと関係ありません。サタンには何もできませんし、何も達成できません。私たちの髪の毛一本すら触れられないのです。信仰をもち、神の御言葉に頼って生きる限り、私たちはサタンの闇の影響に打ち勝ち、神に証しを立て、神に栄光をもたらせるのです！この事実はまた、インターネット上のデマや偽りの証しに根拠がないことも証明しています。事実と時間がすべてを証明し、これらのデマは最後に「無神論」、「ダーウィンの進化論」、「共産主義」などと同じく、不名誉なこととして歴史にいつまでも名を刻むでしょう。そして、共産党政府の永遠なる恥部として残ることでしょう。神の羊は神の御声に耳を傾けます。神を心から信じ、真理を愛する者は、サタンの妨害がどれだけ大きくても、偽りにだまされたりデマに縛られたりすることなく、神の御前に出て神のものとしていただけるのです。それが神の望まれることだからです。サタンの力がそれを邪魔することはできません！


43. 迷い、また救われて

協力　アメリカ

私は生活水準の高い幸せな人生を追い求めるべく、できる限り懸命に働こうとアメリカ合衆国にやってきました。最初の数年は少なからず苦しみましたが、やがて自分の会社を始め、車や家などをもつことができました。夢に見た「幸せな」人生をついに歩めるようになったのです。その間、私には何人かの友人ができました。時間があれば一緒に食事や飲みに行ったりして、楽しい時間を過ごしたものです。私たちはとても相性がよく、良い友人と巡り会えたものだと思っていました。ところが、やがて彼らがみなただの飲み仲間で、語るべき本質的な考えなど何一つ持っておらず、心配事や落ち込むことがあっても自分の問題を分かち合える人ではないことに気づいたのです。それだけでなく、彼らは私に詐欺を働きました。友人の一人は中国にいる母親が重い病気なんだと嘘をつき、私が金を貸してやるとすっかり行方をくらましてしまいました。もう一人は私と同郷だったのですが、仕事の資金繰りに必要だと何度も嘘をついて、私から金を騙し取りました。私にとって最も近しく愛しい人だった恋人さえ、私が長年の血と汗と涙で貯めた多額の現金を私から騙し取っていきました。これらの人の無情さや社会の冷たさに、私は落胆して憂鬱になりました。このまま生き続ける自信さえ無くした時期もありました。心は空っぽで、私は傷つき、無力でした。その後、心の空虚さを埋めるために食べたり飲んだり、享楽に身を任せたりしましたが、そのようなつかの間の肉体的な快楽で自分の精神的な苦しみが解決されることはあり得ない、ということもわかっていました。

2015年の秋、私は後に妻となる女性と運命のいたずらで知り合うことになりました。当時、彼女はすでに全能神の終わりの日の働きを受け入れていました。彼女が神の国の福音を私と分かち合ってくれたとき、信仰をもつのは自分にとってよいことだと思えましたが、仕事がとても忙しかったので、彼女にはこう言いました。「僕には神を信じる時間がないんだ。でも、君が信じたいならそうすればいい。僕は心の中で神の存在を信じていれば、それで十分だよ」。半年後のある日、妻が私に「ノアの日々が来た」という、全能神教会が制作した動画を観せてくれました。その内容は私を本当にびっくりさせるものでした。災害に直面すると、人類はちっぽけで脆く、ちょっとしたことにも耐えられない。いくらお金があろうと、どんな贅沢を楽しもうと、どれだけ地位が高くても、すべて意味がないのだと、私は突然感じたのです。災害に直面して死が迫るとき、そういったことはすべて無価値で無用のものとなるのです。全能神の御言葉はこう述べています。「しかし、わたしはあなたに告げなければならない。ノアの時代、人々は神が見るに堪えないほど飲んだり、食べたり、勝手気ままに結婚したり結婚させたりしていたので、神は大洪水を引き起こして人類を滅ぼし、ただノアの家族八人とあらゆる種類の鳥と獣だけを残した。しかしながら、終わりの日に神に守られるのは、最後まで神に忠誠を尽くしたすべての人々である」（『神の出現と働き』「あなたは知っていたか。神が人々のあいだで偉大な業を成し遂げたことを」〔『言葉』第1巻〕）。「それでは現代に目を向けてみなさい。ノアのように神を礼拝し、悪を避けることのできる義人はいなくなってしまった。それでもなお、神はこの人類に恵み深く、この終末の時代においても人類の罪を赦す。神の現われを切望する人々を神は探し求める。神の言葉を聞くことができる人々、神の任務を忘れず、心と体を神に捧げる人々を神は探し求める。神の前で赤子のように従順で、神に抵抗しない人々を神は探し求める」（『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」〔『言葉』第1巻〕）。この御言葉の中に、私は人類を救おうとなさる神の切迫した御旨を感じることができました。そして今の時代、肯定的なことを愛したり、神の再臨を待ち望んだりする人がいかに少ないかについて考えました。人々の心は利己主義と傲慢と策略に満ちています。富と名声のために相手を騙そうと互いに画策し、殺し合いになる者までいます。人々は肉欲の奴隷となって道徳や美徳を絶えず冒瀆し、良心を忘れ去っています。人々は人間性を残らず失ってしまったのです……。終わりの日における人類の堕落の程度は、ノアの時代をはるかに越えています。しかし、神は人類をその邪悪さと堕落ゆえにすぐ滅亡させることはなさっておらず、代わりに様々な種類の災害を降らせて警告し、私たち人類が神のほうに立ち返る機会を与えてくださっているのです。神の御言葉を深く考えたとき、私の心は神の愛に深く感動しました。また、世界が日々邪悪で堕落したものになりつつあること、災害がますます大規模になりつつあること、そして神がその怒りを邪悪な人類に振り下ろし、人間を滅ぼされるとき、自分がいままで追い求めてきた金や地位が私を救うことはできないということについて考えました。神の御前に出て真理を求めることでのみ、人は庇護を得られるのです。こうしたことを一通り考えると、私は夢から目覚めたように感じました。神の御前に出てその救いを受け入れるべきだ、救われる道はそれしかないと、私の直感が告げていました。つかの間の肉の喜びのために救いを得る機会を逃すとしたら、一生後悔することになってしまう！　その結果、私は2016年５月に神を信じ始め、教会の集まりに参加するようになりました。

信仰を得てすぐのころ、ネットサーフィンをしていたところ、全能神教会を誹謗中傷する否定的なプロパガンダに行き当たりました。それを読んで私はしばらく呆然としました。この「人々に献金させ、男女の境界を尊重しない」というのは一体どういうことだろう？その記事は理性的に見えたので、善悪や虚実が容易に判断できません。私は混乱して迷い、自分が読んでいたその否定的な記事のせいで、神への信仰の炎が一瞬にして消えてしまいました。ちょうどその時、妻と義母が電話で教会への献金について話しているのが聞こえてきて、ネット上で読んだ記事がより信用できるように思えました。その後、私は義母に献金を止めさせ、妻にはこれ以上騙されないために信仰を捨てるよう促しました。しかし妻は私の言うことに耳を貸さず、はっきりとこう言いました。「現実の状況はあなたがネットで読んだものとはまったく違うわ。そんなのはどれも噂で、偽りの証しなのよ！……」そして神の御言葉の本を取り出すと、私に教えを説き始めたのですが、すでに噂のせいで盲目となっていた私は、妻が何を言っても信じませんでした。しばらく後、兄弟姉妹が何人か我が家を訪れましたが、私は彼らの相手をすることもありませんでした。その数日間、私はずっと闇の中にいて、妻や義母が騙されていることを心配しつづけていました。常にいらいらして食事も喉を通らず、夜は眠れず、精神的に苦しみました。私が苦しんでいる様を見て、妻はまた私に教えを説いてくれようとしました。全能神の御言葉の本を開くと、次の一節を選んで私に見せてくれたのです。「わたしが欲するのは、人間の観念や人間の思いではなく、ましてあなたのお金や財産ではない。わたしが欲しいのはあなたの心である。分かるだろうか。これがわたしの旨であり、それ以上に、それがわたしの得たいものである」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第六十一章」〔『言葉』第1巻〕）。それから妻は、教会生活を経営する上での原則もいくつか読んでくれました。「教会はすべての者に対し、説教の中で、あるいは他のどんな理由であれ、献金を求めることを禁じる」(働きの手引き「教会の設立と教会生活の経営の原則」)。そして教えを説く中で次のことも分かち合ってくれました。「全能神教会では、教会生活のあらゆる面において厳しく守られるべき基準と原則があるの。献金については、全能神の御言葉の中ではっきりと、神は人のお金や物質をお求めにならないと記されているわ。教会の働きの原則にも、献金について説教することや、どんな理由であっても人々に献金を勧めることは禁じると明記されているの。全能神に従い始めてから、私は教会に１セントだって献金を頼まれたことはないわ。教会は人々に献金するよう呼びかけないだけでなく、真の信者であるすべての兄弟姉妹に色々な本やCDやその他のものを無料で与えているの。ねえ、母さんは大変な困難を経験している兄弟姉妹を助けるために何か貢献したいと思っているのよ。自分の意志でそうしようとしているのであって、誰にも強制なんかされていないわ。なんにせよ、困っている人を助けるのは善い行いだし、咎める理由なんてないでしょう？」

全能神の御言葉を読んで妻の説く教えを聞いた後、以前姉妹の一人が説いてくれた教えのことが突然思い出されました。全能神教会は新しい信者からの献金を受け付けず、献金したい者はまず自分の意志が確かなものであり、絶対に後悔しないことを確信できるまで、数回祈りを捧げなければならないのです。望んでいないのであれば、教会は絶対にそれを受けとりません。これを思い出したとき、私が抱えていた不安や懸念のいくつかは多少軽くなりましたが、心のしこりが完全にほぐれたわけではありませんでした。妻は私のしかめ面を見て考えていることを悟り、こう言いました。「あんな噂を信じないで。人をお救いになる神の働きを邪魔して台無しにし、私たちが神の御前に出てその救いを受け入れるのを止めさせるためなら、サタンはどんな酷いことだって言うし、どんな偽りの証しだってするわ。神は聖くていらっしゃり、人類の邪悪はお嫌いなのよ。評判が悪く、異性の信者の前でどう振る舞うべきか心得ていない人たちを、全能神教会が受け入れることは決してないわ。これは全能神がとてもはっきりおっしゃったことなのよ」。そして神の御言葉の本を開き、次の一節を読みました。「七つの雷が鳴り響くので、多くの人々がひざまずいて憐みと赦しを求めるだろう。しかし、これはもはや恵みの時代でない。それは怒りの時となるであろう。悪を行うすべての人々（姦淫する者、あるいは汚れたお金を扱う者、男女の境界が不明瞭な者、わたしの経営を邪魔したり損なったりする者、霊が塞がれている者、あるいは悪霊に憑かれている者など―わたしの選びの民を除くすべての者たち）について言えば、誰ひとり放免されることも、赦されることもなく、全員がハデスに投げ込まれ、永遠に滅びるだろう」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第九十四章」〔『言葉』第1巻〕）。全能神の御言葉には、人々の心に畏れと尊敬をもたせる荘厳さと怒りがあり、私に人類の背きを許さない神の正しき性質を気づかせてくれました。神は性の乱れに興じる者を大変嫌悪なされており、これらの人々はいずれ神の正しき懲罰に苦しむことになります。私の懸念のいくつかは解消されました。そして妻は、さらにこう説いてくれました。「神が律法の時代にその働きをなさっていたとき、性に乱れた者はみな石打ちで処刑されていたわ。これこそ神の正しく、偉大で、怒りに溢れた性質を表しているのよ。神の国の時代、神の統治下では、男女の交わりに関する規則がさらに厳しくなっている。神の御言葉にはこうあるわ。『人の性質は堕落している。その上、人はさまざまな感情を持っている。そこで、神に仕える際、男女が二人きりで一緒に働くことは絶対に禁止される。誰でもそうしていることが見つかった者は除名され、これに例外はなく、誰も免除されない』」（『神の出現と働き』「神の国の時代に神に選ばれた人々が従わなければならない行政命令十項目」〔『言葉』第1巻〕）。

妻がこれを読みあげてくれたとき、私は2016年の春に起きた出来事を思い出しました。当時、私はまだ全能神の終わりの日の働きについてちゃんと調べていませんでした。妻と教会の姉妹の一人をよその州へ車で送っていたときのことです。途中、妻の用事のために車を停め、妻が車から降りたとき、その姉妹も一緒に降りました。外は寒く風も強かったので、その姉妹は車の横で足踏みしながら身体を暖めていました。車に入っているように言うと、彼女は「いいんです。ちょっと外に立っていますから」と答えました。妻が戻るまでしばらくかかりましたが、彼女はそれまで車に入ろうとしませんでした。寒さで明らかに震えている彼女を見て、妻は「こんなに寒いのに。なぜ車の中で待たなかったの？」と尋ねました。すると彼女はこう答えたのです。「私たちの教会には、男女が二人きりになることや肉体的接触を行うことを禁じる行政規則があるのよ。これは神が選民に課している要件の一つで、私たちはそれを厳しく守らなければならないの」。これを聞いたとき、全能神教会の人々は世間の人たちと本当に違うのだと思いました。こんな些細なことでも自らを律しているとは。そう考えると、事実を正しく調べず、それどころかネットの噂を盲信した自己嫌悪で、自分の頭をひっぱたかずにはいられませんでした。全能神教会の兄弟姉妹と今まで何度も関わってきて、その男女間の線引きがいかに明確か、彼らの言動がいかに礼儀正しいものか、そして人々とのつきあいや行事への参加においていかに高潔だったか目にしてきたことを考えてみると、ネットの噂が信用に価しないことは明白でした。この時点で、私は大いに恥じ入りました。結局のところ、あれらネットの噂はどれも作り話や中傷、まったくの曲解だったのに、私はそれらの嘘を盲目的に信じ、全能神と全能神教会に疑念を抱いてしまったのです。私は迷える愚か者だったのです！すると妻が続けて教えを説きました。「終わりの日、神が受肉されて人々を裁き清める真理を表されるのは、人類を完全にサタンの領域から救い、私たちの堕落した性質、つまり傲慢、策略、欺瞞、わがまま、下劣さ、邪悪さ、不浄を取り除くためなの。そして私たちがいのちの性質の変化を遂げて真に人間らしく生きられるように手助けしてくださるのよ。人類がサタンによって深く堕落させられ、罪に打ち勝つ能力がないことを、神はご存知なの。だから、人々が神の救いを受け入れるとき、神の性質に背いて滅ぼされ、罰せられることがないよう、神は信者に目を光らせるべく、神の国の時代の行政規則を定められたの。この規則を守らない者はみな神に懲罰され、重大な違反をした者は教会から追放され、救いの機会を残らず失うことになるの。神が教会のためにこれらの法令を定められたのは、背きを許さない神の正しき性質について、私たちに本当の知識を得させるためで、私たちが自分自身を律する規則をもてるようにするためでもあるの。こうすれば、私たちのすべての行ないに決して越えてはいけない一線ができて、その内側にいる限り、数あるサタンの誘惑を避けることができるのよ。これは神が私たちをお護りくださる手段でもあり、それ以上に私たちに対する神の真の愛でもあるの！」妻の説く教えを聞いて、私は頷かずにはいられず、そうして心の中のわだかまりが完全に消えるとともに、息詰るような心の痛みから解放されたのです。そしてその後、私はまた教会の集まりに参加するようになりました。

この体験を想い起こすたび、私の心にはまだ多少の恐れが残っています。私は噂の威力を目の当たりにしてもう少しでそれを信じ込み、神による終わりの日の救いの機会を失うところでした。恵みの時代、イスラエルの民も嘘の噂に惑わされ、主イエスを救世主の到来と認めませんでした。彼らは主イエスを拒み、それゆえ主の救いを失いました。そのことは、このような噂が真の信仰の道においてどれほど大きな障害物になり得るかを気づかせてくれたのです。しかし、全能神教会がよい教会であることは明確なのに、なぜ嘘の噂や非難がこれほど多くネット上に溢れているのか、ということまではわかりませんでした。そこで、教会での集まりの際、兄弟姉妹たちと率直に語り合うためにこの疑問を持ち出してみました。すると彼らは「『網』を突き破る」という教会の福音映画を見せてくれましたが、それによって私の混乱は完全に解消されました。そして兄弟姉妹とさらに話しあうことで、私はよりはっきりと理解することができました。噂を使って神の働きを邪魔し、妨害することは、サタンの常套手段だったのです。主イエスが働きをなさっていたとき、ユダヤの祭司長や律法学者やパリサイ人は、神の選民を永遠に自分たちの支配下に置けるよう、主イエスについて嘘の噂を数多くでっち上げました。主イエスが悪魔を祓うのにベルゼブブの力を頼っていると言って冒瀆し、人々に皇帝への税を払わせないようにしたと言って濡れ衣を着せ、主イエスの遺体は彼の弟子たちによって盗まれたのであり、主は復活していないと言って嘘の証しを行ないました。もしその時代にインターネットがあったら、それら宗教指導者は噂や偽りの証しを残らずネットに流して、主イエスを冒瀆し、攻撃し、断罪したことでしょう。神の国の時代である現在、全能神は御言葉の働きをなさって人類を裁き清めていらっしゃいますが、中国政府と宗教界の牧師や長老はサタンの手先となっています。人々を支配して罠にかけるという目標を達成すべく、彼らは全能神を冒瀆、断罪し、みだりに噂や偽りの証しをでっち上げ、全能神教会を誹謗して人々を混乱させ、暗闇の中にとどめています。彼らは傲慢にも、神による終わりの日の救いの働きを人々に捨てさせ、神の拒絶へと導くことができると考えています。サタンとは本当に邪悪で忌まわしいものです！

そして兄弟姉妹は神の御言葉をさらに二節読んでくれました。「地上では、ありとあらゆる悪霊が安息の地を求めて永遠にさまよい、人間の死体をむさぼり食うべく果てしなく探している」（『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十章」〔『言葉』第1巻〕）。「サタンはいつでも人間がわたしについて心にもつ認識をむさぼっている。そして、つねに牙と爪をむき出して、死闘の最期の苦しみの中にある。あなたがたは、今このときに、サタンの欺きに満ちた策略によって捕らえられたいのか。あなたがたは、わたしの働きの最後の段階が完成する瞬間に、いのちを断たれたいのか」（『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第六章」〔『言葉』第1巻〕）。彼らはまた、全能神の御言葉は私たちに霊の戦いの真実について教えてくださる、という教えを分かち合ってくれました。人々が神の御前に出ることを阻止して自分たちに取り込むために、サタンはありとあらゆる策略を用いる、というのです。これにはインターネットにおける噂や偽りの証しの流布という欺瞞、宗教指導者に信者への嫌がらせや脅迫をさせること、そして家族を使った威圧や全能神に従うことの阻止などが含まれます。要するに、私たちに神を疑わせ、否定させ、神から離れさせようとするものはみな、サタンに由来するのです。真実を探求することができなければ、サタンの策略を見抜くことは決してできませんし、たやすく神の救いの機会を失い、サタンとともに災いの中へと沈んでいくことになるでしょう。神のお導きのおかげで、私はサタンの邪悪で卑劣な真髄をよりはっきりと見ることができ、全能神教会の福音映画を観て兄弟姉妹の説く教えに耳を傾けることで、サタンの企みを見抜くことができました。

全能神に従うようになってから、私は本当の解放と自由を手に入れました。今は、困難に直面したときはいつでも神の御言葉を読み、実践の道を見つけられるようお助けくださいと神に祈ることができます。教会の兄弟姉妹はみな、神のお求めを守って生き、誠実な人間になろうとしています。彼らの相互関係は複雑ではなく開かれたものです。互いに助け合い、支え合うのです。誰かが私を陥れたり、騙したり、私から盗もうとしたりしているなどと心配する必要もありません。私は心から幸せで満ち足りており、これこそが常に望んでいた人生だと思っています。


44. 私は帰ってきました

チュー・キンポウ(マレーシア)

私は十年以上前から主を信じており、二年間教会の仕事をしましたが、その後海外での仕事のためにその教会を辞めました。シンガポールなどさまざまな場所に行き、まずまずの収入を得ましたが、私が生きていた弱肉強食の現代社会では力が正義で、誰もが互いを陥れようと画策し、いたるところに裏切りがありました。ありとあらゆる形をとる複雑な人間関係に直面した私は、いつも他人に対して警戒していました。相手も必ず私に警戒してくるので、私は心の奥底で自分が立つ安定した基盤を見つけられないと感じていました。そしてそうした生活を送るうちに、心身ともに疲れ果てたのです。唯一慰めになったのは持ってきていた日記でした。この日記には聖書の言葉を写していました。折に触れてその言葉を読むと、魂の空虚さが満たされました。教会の集会に行かなくなって何年も経っていましたが、この一年間一つのことだけが頭にありました。主に真剣にお仕えできる教会を探すことです。そこで後日暇な時間を利用して、マレーシアのあちこちの教会に行ってみました。規模の大小は問いませんでした。しかし毎回喜び勇んで駆け込んでは、がっかりして出ていく結果になりました。私はつねに心の中で何かが欠け落ちているように感じていたのですが、それが何か言葉で正確に表現することはできませんでした。こうした葛藤に苦しんだ私は、反対の極端な行動をとりました。ひたすらテレビゲームをしたりインターネットの動画を観たりして、ときには明け方までゲームに興じ映画を次から次へと観つづけたのです。私の睡眠パターンは滅茶苦茶になりました。こうした生活を始めた当初は、主はお喜びにならないだろうと微かに意識していましたが、そうした感覚も徐々に薄れていきました。携帯電話を紛失したのはそうした時期でした。そのとき私はひどく慌てました。携帯電話がなくなったので、大量のデータもそれとともに消失し、さらにはFacebookにログインする手段もなくなったのです。表面的には不運なことでしたが、それがまさか人生の転機になるとは思っていませんでした。古いことわざの「人間万事塞翁が馬」がまさしく現実になったのです。

2017年の初めに、私は新しい携帯電話を買いました。２月下旬のある日、Facebookにログインして何気なく英語で書かれたプロフィールのタイムラインをクリックすると、投稿の中に聖句がありました。聖書からでない引用もありましたが、そうした言葉にとても感銘を受け、気持ちを引き寄せられました。私はその後数日そのFacebookのアカウントに注目して、言葉の意味を調べることまでしました。そしてついに、興味をもった投稿を読み終えたのです。読み終わってはじめて、この投稿が主に、聖書にある次のような主イエスの御言葉を解釈しているのがわかりました。「わたしにむかって『主よ、主よ』と言う者が、みな天国にはいるのではなく、ただ、天にいますわが父の御旨を行う者だけが、はいるのである」(マタイによる福音書 7:21)。私はその解釈がとてもユニークで、ひらめきと光に満ちていると思いました。その人物を友達に加えていなかったので、そのタイムラインの投稿をもっと見たいと思っても見られませんでした。ただしそのタイムラインでわかったこともありました。そのFacebookのユーザーは韓国出身でスーザンという名の姉妹だということです。友達リクエストを送りましたが、その時オンラインでなかったのか、すぐには承認されませんでした。その二日後、私は別の中国語を話すクリスチャンをFacebookの友達に加えました。キ・フェイという名のこれも韓国の人です。彼女は自分の信仰体験についてチャットで話してくれました。私はその主張にとても好感をもちました。驚いたことにキ・フェイ姉はスーザン姉とも友人になっていたので、今度はスーザン姉と友達として登録し合いました。二人のFacebookの投稿を読み、時折チャットを交わすうちに、この人たちは神への信仰について多くを理解していると思うようになりました。

しばらく彼女たちと聖書について議論し自分たちの生活について会話をすると、私の悩みに協力して取り組もうとする二人の手法はユニークそのもので、二人の言葉は理知と洞察に満ちていると心から感じるようになりました。私は、二人が他の人々と違うことを直接知ることができたのです。彼女たちとの触れ合いを通じて、自分の心が落ち着き安らかになっていくのが感じられました。そして二人のことをあまり知らなくても、その純真さと誠実さのために、いつの間にか親友だと思いはじめていたのです。私は彼女たちに胸の内をさらけ出したいと思いました。そして徐々に生き方を変えはじめたのです。

出会いから一週間くらいした３月11日の夜、Facebookに入った私はスーザンがオンラインであるのに気づきました。最初彼女と仕事のことを話してから、奉仕する教会を見つけたいという心からの望みについて話して、あなたの意見を聞かせてくださいと言いました。するとスーザン姉は答えました。万物は神によって計画され支配されているので、あなたはもっと神に祈って、この問題について探求しなければなりません。どんなものにも神に定められた時間はあります。だから私たちはみな待って従えるようになる必要があるのです、と。そして多くの教会の現状を話題にあげて、説教師には説教するものがなくなり、一部の教会では集会に人が集まらず、出席者のいる教会でも金儲けや商売のコネ作りなど、信仰とはまったく関係のないことばかりが話されています。こうしたことは実際、教会がもはや聖霊の働きを失い荒廃していることの現れに他ならないのです、と話してくれました。彼女の言ったことにはすべて深く共感できました。以前教会で奉仕していたとき、同僚たちは先を争って名を上げ自分の金儲けをしようとして、互いを陥れようと画策し、互いに中傷し、自分の小さな縄張りでふんぞり返っていました。わいせつ行為におよぶ者までいました。私はこうしたことが次から次へと起こるのを見て、気が滅入り怒りを感じました。それと同時に、牧師と同僚の何人かにこうしたことについてどう考えるべきか尋ねましたが、誰も納得のいく説明はできませんでした。ところが意外や意外、スーザン姉が私を長年いら立たせてきたこのもやもやに決着をつけてくれたのです。私は心の中で言葉で言い尽くせない幸せを感じました。

私たちはまた当時発生していたさまざまな災厄と戦争といった問題も探求し、世界各地で起こっている災厄と戦争が切迫している兆候から、主の再臨に関連する聖書の預言は基本的にすべて成就されており、主は間もなく戻られるだろうと判断しました。そういえば、昼頃にオンラインで話をしていたあるキリスト教信者が、主は1991年に再臨されていると言っていましたが、そのときはあまり本気にしていなかったのです。私はただそのことをスーザン姉に尋ねずにはいられませんでした。逆にそのことをどう思うかと訊かれた私は、こう答えました。「それはありえないですよ。主がお戻りになるときは、間違いなく雲に乗って降臨されるので、すべての者にその御姿が見えるはずです。ところが私たちは主が雲に乗って降臨されるお姿を見ていないのですから、どうして主がすでにお戻りになっていると言えるのでしょう？」

スーザン姉は答えました。「兄弟、あなたは聖書をよく知っていますね。聖書の言葉をじっくり検証すれば、きっと答えが見つかるはずです。実を言うと、主の再臨についてはさまざまな預言があるのです。聖書の預言を調べればわかる通り、預言は主に二通りに分けられます。一つはあなたが今説明したように、主が雲に乗って公然と降臨されて、すべての者がその御姿を見るというものです。別の預言は、主は秘かに降臨し、そのことに気づくのはある集団だけだと述べています。いみじくも主イエスはこうおっしゃっています。『見よ、わたしは盗人のように来る』(ヨハネの黙示録 16:15)。『夜中に、「さあ、花婿だ、迎えに出なさい」と呼ぶ声がした』(マタイによる福音書 25:6)。『盗人のように』と『夜中に……呼ぶ声がした』という表現は、それが静かで動きのないもので、誰にも知られないことを意味します。天から大きな音がとどろいたり、地面が揺れたりはしません。それは万人の目に触れるようなものではないのです。小集団の人々だけが神の声を聞くことができて、主を歓迎できるのです。これが主の秘かな来臨の預言です。もし主が雲に乗って公然と降臨する預言だけに固執して、秘かな来臨の預言を無視するなら、それは正しいと言えるでしょうか？それでは神の御声を聞くことができずに、主を歓迎し天の御国に引き上げられる機会を逸することになるのではないでしょうか？」

私はスーザン姉の質問にどう答えてよいかわかりませんでした。私はこの二つの聖句を繰り返し読んで思いました。「聖書に矛盾なんてありえるだろうか？まさか、絶対にありえない！どうしてそんなことがありえる？それでも現に聖書には、主がどう再臨されるかについて二通りの預言があるのだ。これはどう説明できるのだろう？」頭が混乱した私は、スーザン姉にさらなる説明を求めました。スーザン姉は言いました。「聖書の預言から、主は二通りの方法で再臨されるのがわかりますよね。一つは隠れた来臨で、一つは公然とした現れです。終わりの日に、神はこの世で人の子として受肉されます。受肉された主イエスとまったく同じように、キリストは外面的には普通の一般人のように見えるでしょう。人間らしい感情を持ち、食べ、服を着て、生活し、普通の人とまったく同じように行動されるでしょう。人間の中で暮らされ、誰もそのお方を神と見なさず真のお姿を知らないので、この再臨は私たちの目から隠されると考えられるのです。ひとたびこの人の子が働きを始め御言葉を話しはじめられると、神の御声を聞くことができる者は、人の子の御言葉と働きから神の性質の現れであることを知るでしょう。そして神の権威と力を理解し、主が来臨されたことを悟るのです。そしてそれにより次のような主イエスの預言が実現します。『わたしの羊はわたしの声に聞き従う。わたしは彼らを知っており、彼らはわたしについて来る』（ヨハネによる福音書 10:27）。神の御声を聞き分けられない者は必ず、受肉された神を外見にもとづいて普通の人として扱います。そして終わりの日のキリストを否定し、拒否し、反抗までして、非難し、冒涜するのです。これは主イエスが働きを行われるために出現なさったときとまったく同じです。外面的には主は普通の一般的な人の子のように見えて、多くの人々に否定や抵抗、非難を受けることになりました。小集団の人々だけが、その御言葉と働きから主イエスが受肉したキリストであり、神の現れであると理解して、主イエスに従い、主の贖いを得たのです」。スーザン姉の説教を聞いて私は深く納得しました。というのも、それはまさしく主イエスが働きを行われたときの出現のされ方で、すべてが事実だったからです。それでも私はもう一度考え直しました。ヨハネの黙示録には、主はお戻りになるとき公然と雲に乗って降臨する、と書かれており、牧師も長老もみなそう言っていたのです。このことを念頭に、私はすぐさまスーザン姉に自信満々で尋ねました。「主イエスご自身が、雲に乗って再臨するだろうとおっしゃっています。それがどうして受肉になるのでしょう？どうして聖書の言葉を否定できるのでしょう？」スーザン姉は答えました。「必要なのはただ、注意深く聖書を調べることです。そうすれば主が受肉して再臨されることをはっきり預言した箇所がたくさん見つかりますよ」。私はその言葉通りに該当する聖句をいくつか見つけて、読みはじめました。「あなたがたも用意していなさい。思いがけない時に人の子が来るからである」(ルカによる福音書 12:40)。「いなずまが天の端からひかり出て天の端へとひらめき渡るように、人の子もその日には同じようであるだろう。しかし、彼はまず多くの苦しみを受け、またこの時代の人々に捨てられねばならない」(ルカによる福音書 17:24–25)。

私がこれらの聖句を読み終わると、スーザン姉が言いました。「この預言は『人の子が来る』、『人の子も……同じようであるだろう』と述べています。『人の子』は人間として生まれ、普通の人間らしい感情を持っています。もし主が霊体として現れられたら、人の子と呼ばれるはずはありません。それはヤーウェ神が霊で、人の子と呼ばれないのと同じことです。天使も目撃されていますが、霊的存在なのでこれも人の子とは呼ばれません。人間の姿をしていても霊的存在であるなら、すべて人の子とは呼ばれないのです。受肉された主イエスが人の子ともキリストとも呼ばれるのは、主が神の霊の受肉であり、肉となった霊の現れであるからてす。主は普通の一般人となり、人間の中で暮らしておられました。主イエスは人の子で受肉した神なので、人の子として再臨すると言われたときは、霊的な姿ではなく生身の人の子として再来する、という意味でおっしゃったのです。したがって主イエスが再臨する、と言われたのは、受肉したお姿でお戻りになるということだったのです。また聖書は『しかし、彼はまず多くの苦しみを受け、またこの時代の人々に捨てられねばならない』とも述べています。この言葉もさらに、主が再来するときは受肉の方法を取るだろうということを裏づけています。考えてもみてください。再臨する主が肉体を持たれるのではなく霊体のように見えたら、それほど苦しみを受けられることも、ましてや同時代の人々に捨てられることもないでしょう。神の霊をあえて捨てようとする者がいるでしょうか？誰が神の霊に苦しみを与えることができるでしょう？そう考えると、主が受肉されて再来されるか霊体として出現なさるかは、言うまでもないことなのではないでしょうか？」

私は「人の子」という言葉を読んで驚きました。以前「人の子」に疑問を持って考えたことはありましたが、どうしても答えが見つからなかったのです。スーザン姉の説明は私の疑問を完全に払拭してくれ、私はそれを聞いたとき胸がいっぱいになりました。もう夜も更けていたので、私たちはさよならの挨拶をしてログアウトしました。その夜私は興奮のあまり、かなり遅くまで寝つけませんでした。思うに、こんなに長い間主を信じてきたのに、これほど素晴らしい説教を聞いたことはなかったのです。私は茫然としながらも、言葉にならない心地よいすがすがしさのようなものを感じていました。

翌日の３月12日、私は一種の漠然とした希望と言葉にならない興奮を感じていました。何といってもそれは、前夜にスーザン姉とともに人の子と受肉について話し合ったためです。ただ、人の子と受肉の関連があるという結論が導かれて、理屈では主イエスが受肉したキリストに他ならないと知ったとしても、私はまだ、受肉とは実際どのようなものなのか、キリストとは何か、神が受肉されたと確信をもって言える根拠は何か、といった疑問の答えを知りたいと心から思っていました。ところがスーザン姉も私も昼間は仕事があり、夕方しか時間が取れなかったので、私は時間がもう少し速く流れてくれることを願うしかありませんでした。

ようやく夕方になり、私たちはオンラインでつながりました。ログイン後に、私はまずスーザン姉に受肉について質問しました。彼女は全能神の御言葉を送ってきて、読んでください、と言いました。そこで私は読みはじめました。「受肉というのは、神が肉の体で現れることで、神が自分の創った人間のもとで働くために人間の姿で来るのである。さて、神が受肉するというのは、まず肉の体、普通の人間性を備えた肉体でなくてはならず、それが最も基本的な前提条件である。実際、神が受肉するということは、神が肉体において生き働くということ、その本質において肉となり、ひとりの人になるということを意味する」（『神の出現と働き』「神が宿る肉の本質」〔『言葉』第1巻〕）。「受肉した神をキリストと呼ぶ。キリストは神の霊が肉をまとった姿である。この肉はいかなる肉ある人間とも異なる。キリストは肉と血でできているのではなく、神の霊が受肉したものだからである。キリストは普通の人間性と完全なる神性の両方を持っている。キリストの神性はいかなる人も持っていないものである。キリストの普通の人間性は肉的な活動のすべてを支え、キリストの神性は神自身の働きを遂行する。キリストの人間性も、神性も父なる神の心に従うものである。キリストの本質は霊、すなわち神性である」（『神の出現と働き』「キリストの本質は父なる神の旨への従順さである」〔『言葉』第1巻〕）。「受肉した神は神の本質を有し、受肉した神は神による表現を有する。神は人間の姿になるので、なすべき働きを打ち出し、神は人間の姿になるので、自分が何であるかを表して、人に真理をもたらし、人にいのちを与え、人に進むべき道を示すことができる。神の本質を含んでいない肉体が受肉した神ではないことは間違いなく、これについて疑う余地はない。受肉した神かどうか調べるためには、その人が表す性質や話す言葉からそれを決めなければならない。つまり、人間の姿になった神かどうか、それが真の道かどうかは、その人の本質から判断しなければならない。そこで、人間の姿になった神かどうかを決定するとき、鍵となるのは、外見よりもむしろその人の本質（働き、言葉、性質、その他いろいろ）に注意を払うことである」（『神の出現と働き』「序文」〔『言葉』第1巻〕）。読み終えて、私はこれらの御言葉が受肉の謎でも、とくにキリストの定義について、かなり明確に説明していると思いました。「受肉した神をキリストと呼ぶ」とは、何と明確で、簡潔で、説得力のある言葉でしょう！私は十年以上主を信じていて、イエスがキリストであると知っていました。それでも主イエスをなぜキリストというのかといった、真理の奥義をまったく理解していなかったのです。その日私はスーザン姉が送ってくれた神の御言葉から、実際には受肉した神がいわゆるキリストで、キリストとは神が受肉されたお方なのだと知りました。私はその御言葉についてじっくり注意深く考えました。そして考えれば考えるほど心が明るくなっていったのです。

それからスーザン姉は、それが全能神の御言葉であると教えてくれました。また、神の御言葉は真理で、神ご自身だけが真理を表現なされるのだとも言いました。スーザン姉が「全能神」という言葉を出したとき、私は少しの間沈黙しました。とはいえ、彼女が全能神教会に属しているのではないかと推測はしていたので、まったくの驚きではありませんでした。また、この教会についてのネット上の噂も知っていました。私はただ自分を、神を畏敬する心をもつべきクリスチャンだと考えていたので、事の真相がわかるまで軽はずみに結論を出したくなかったのです。つまり、言葉によって罪を犯したり神に背いたりしないということです。また私はここ数日間こう考えていました。スーザン姉とはかなり頻繁に話をして、話している顔は見えなくても、彼女が教えてくれた真理で私のもやもやは解消された。議論を交わし彼女のタイムラインの投稿を読むことで、スーザン姉とキ・フェイ姉はいずれも誠実で、心の温かい好人物だという印象をもった。二人と話し合った内容は、私にとっては本当に啓発的でためになった。聖書には、それがどんな木かは果実からわかると書かれている。よい木はよい果実を実らせ、悪い木は悪い果実を実らせるからだ。そうしてスーザン、キ・フェイ両姉妹と関わるうちに、心にあった疑念や危惧が少しずつ薄れてきた私は、スーザン姉にもっと説教をしてくださいと頼みました。

スーザン姉は言いました。「そのお方は受肉した神なので、神による表現を有しておられます。つまり、御言葉を発せられるのです。終わりの日に受肉された神は、もっぱら真理を表して人々を裁き、清め、救うために来臨されました。再来された主の御声を聞いて、それを探求し受け入れられる者はすべて思慮深い処女で、主と祝宴の席につき、このことで主イエスが言われた次のような預言が成就するのです。『夜中に、「さあ、花婿だ、迎えに出なさい」と呼ぶ声がした』(マタイによる福音書 25:6)。思慮深い処女はこの神の御声を聞くと、花婿を迎えに出ます。彼女たちは知らぬ間に神の御座の前に引き上げられて、主と直に対面し、終わりの日の神の裁きと清めを受け入れました。神の御言葉の裁きにより、彼女たちの堕落した性質は変えられ浄化され、災厄が起こる前に神によって勝利者とされたのです。全能神は秘かに人を救い完全にするために、現在この段階での働きを行っておられます。勝利者の集団ができた時点で、受肉された肉体での神の隠れた働きは完了し、この世を災厄が襲います。そして神は良き者に報い悪しき者を罰しはじめられ、全世界の国々と民族に自らの存在を知らしめられます。その時、ヨハネの黙示録の第１章７節にあるように、主が雲に乗って降臨する預言が実現されるのです。『見よ、彼は、雲に乗ってこられる。すべての人の目、ことに、彼を刺しとおした者たちは、彼を仰ぎ見るであろう。また地上の諸族はみな、彼のゆえに胸を打って嘆くであろう』。主が雲に乗って降臨され、あらゆる人々の前に姿を現されるのを見たとき、人々が喜んで熱狂するのが当然でしょう。ところが聖書は地上の諸族はみな胸を打って嘆くであろうと述べています。なぜでしょう？それは、神が公けに姿を現されるとき、受肉された肉体での救済という隠れた働きはすでに完了していて、神はそれから良き者に報い悪しき者を罰する働きを始められるからです。その時、神の隠れた働きを拒んだ者はすべて救いを得るチャンスを完全に失い、神を刺しとおした者、つまり終わりの日のキリストである全能神に反抗し非難した者は、自分が反抗し非難した全能神が、再臨した主イエスに他ならないことを知るのです。考えてもみてください。そうなったら胸を打って嘆き、歯ぎしりせずにはいられなくなるのではないでしょうか？それが『地上の諸族はみな、彼のゆえに胸を打って嘆くであろう』という言葉が表す状況なのです」。

スーザン姉の説教を聞くうちに、あの満足感と興奮が蘇ってきました。前の教会にいた頃は、これらの表現の意味をあまり理解せずに、ただ文字通りの意味しか追わずに、主は雲に乗ってお戻りになるので、誰もがそれを知ることになると考えていました。私はその時ようやく、神はまず秘かに降臨されて、人を裁き救う働きの一段階を行われるのだと理解しました。勝利者の集団ができたときはじめて、神は公然と全世界の国々と民族の前に姿を現されるのです。主が再臨されるとき雲に乗って降りてこられるという考えにやみくもに執着して、受肉した肉体で神が行われる隠れた働きを受け入れようとせず、主が公然と雲に乗って降臨されるのを待っていたら、その時は人類を救う神の働きはすでに終わっているので地獄に直行することになるのです。主よ、お導きに感謝します。スーザン姉が交わってくれた短時間で、私はとても多くを理解するようになりました。

その後私はスーザン姉に、全能神を救い主として受け入れたいと思いますか、と訊かれました。最初に尋ねられたとき私は答えませんでした。けれども再度尋ねられたとき、自分の中で言葉にならない感情が爆発して、目頭が熱くなってきました。私は心をこめて答えました。「受け入れたい…です！」そう言ったとき、長い間荒野をさまよってようやく暖かい家に帰ってきた放蕩息子になったような気がしました。心の中に、喜びと安らぎが満ち溢れました。

終わりの日の全能神の働きを受け入れたあと、私はスーザン姉の投稿のいくつかをシェアしました。するとすぐにFacebookの友達の五、六人が「目を覚ませ」というメッセージと、全能神教会への攻撃や非難、中傷ばかりが書かれたサイトのリンクを送ってきました。サタンがぶち壊そうとしているのがわかっていたので、私は一向に気にしませんでした。その翌日、ある牧師がオンラインの私を見つけて少しむだ話をしたあと尋ねてきました。「あなたは本当に全能神を信じているのですか？どうして全能神を信じたいと思うのですか？」私はその言葉に無性に腹が立ったので、逆に質問しました。「神の羊は神の御声を聞き分けます。私は全能神の御言葉から全能神が表されたすべてが真理で、神の御声だとわかりました。それなのにどうして全能神を信じてはいけないのでしょうか？なぜですか？」牧師はおそらく私がそのように訊いてくるとは予想していなかったのでしょう。しばらく沈黙していました。そこで私はまた尋ねました。「牧師さん、終わりの日の全能神の働きについて調べたことはありますか？全能神の御言葉を読んだことはありますか？牧師であるのにどうして探求して調べることを拒んで、ただでたらめな決めつけや非難ができるのでしょう？」驚いたことに、牧師はまともに答えずにお茶を濁すと、いきなりログアウトしました。牧師のうろたえ様を見て、私はえもいわれぬ幸せを感じ、サタンの試練に打ち勝ったかのような満足を覚えました。実をいうと私はただ、スーザン、キ・フェイ両姉妹との議論でよく提起されていた質問のいくつかを流用しただけなのです。全能神の御言葉から理解したことを告げただけなのでした。手ごわそうな牧師が私の質問で立往生するとは予想外でした。このささやかな経験から私はおおいに自信をつけました。神様、ありがとうございます！

それから一瞬のように五カ月以上が経ちました。集会に参加し神の御言葉を読むことによって、私は受肉とは何か、どのような人々が天国に入れそうか、などといった真理の他の側面を理解しました。この時期中ずっと、牧師や長老たちからさまざまな噂を広められて心は穏やかではありませんでした。時にはサタンの計略を見抜けないばかりに、臆したり弱気になったりしましたが、神は決して私を見放しませんでした。姉妹たちが神の御言葉を読み、また真理について辛抱強く説いてくれたおかげで、長老と牧師たちのサタン的な性質や、真理に対する敵意の本質、そして神への抵抗に関する洞察を多少とも得ることができました。また、信じる者が真の道を探求し調べるのを何が何でも阻止しようとする卑劣な動機も見分けられるようになりました。私はもう二度と彼らに惑わされたり操られたりしません。サタンの暗黒の影響力を打ち破って神の御座の前に引き上げられたのは、神の私に対するお恵みとご加護のおかげです。全能神に感謝します！神のもとに戻れることは、ずっと前から神によって予定され計画されていたのです。私は神を頼りにし一点の疑念も抱かずに従います！神の家に入ったとき、私は最初にこの讃美歌を知りました。「神の言葉は真理。読むほどに心は明るくなる。神の言葉は人生の奥義を現わす。突然私は光を見る。私の全ては神から来る。全ては神の恵みによる。キリストに従い真理といのちを追求する。私は人生の正しい道を歩む」(『小羊に従って新しい歌を歌おう』より)。そして今、私は教会の兄弟姉妹とともに福音を説き、神の証しをしています。私は自分の務めに打ち込んで、神の愛に報いたいと思っています！


45. 窮地からの復活

中国 趙光明

1980年代初頭、当時30代だった私はある建設会社に勤務していました。若く健康的だと自ら認め、人々には誠実さと尊敬の心で接するとともに、責任をもって自分の仕事をこなしていました。建設業務に関する私のスキルも最高水準にあり、会社での出世を確信していました。そして、自分のキャリアが向上すれば、王族のように暮らせるはずだと自信をもっていたのです。それが私の目標だったため、その会社に長年所属し、懸命に働き続けました。しかし、その申し分ない性格と仕事のスキルにもかかわらず、私の努力は会社からは認められていないようでした。それは私には理解できないことでした。会社の給料の最高等級は「６」でしたが、自分の等級が「３」を超えることはありませんでした。私のようなスキルもなく、会社での勤続年数も私ほど長くないのに、昇給を得た同僚を数多く目にしましたが、自分は昇給を得られなかったのです。私は困惑し、彼らが昇給を得ながら自分は得ていないことに怒りを覚えました。そしてついに、仲良くしていた同僚の一人が、次のように秘訣を教えてくれたのです。「この会社で最も重要なのは、マネージャーにごまをすることだ。少なくとも旧正月には祝意を伝えて、ご機嫌をとらないといけない。ほかの祝祭日でも同じようにするんだ」。これを聞いて、会社から見過ごされてきた本当の理由がようやくわかり、その不当さに憤慨しました。けれども、私はそんな社内のおべっか使いに嫌悪感を覚え、仕事もろくにしないくせに、ずるい方法を使って昇給や昇進を得ている人々相手に費やす時間もなかったのですが、社内における自分の地位を確立する必要があったため、それらの不文律に順応しなければなりませんでした。というわけで、次の旧正月が来た際に「心からの祝意」をマネージャーに伝えたところ、私はすぐにチームリーダーに昇進できたのです。

私はチームリーダーとして、より強い誠意と責任をもって仕事をするようになりました。建設現場では、工事が基準に達していることや、プロジェクトの目標が達成されていることを確認すべく、業務の監督と指示を厳しく行いました。また、労働者の安全を絶えず念頭に置いていたので、私のチームの作業員は皆、私の仕事に対する姿勢や業務指導を称賛してくれました。しかしこのことは、チームリーダーの続投や解任に関して言えば、さほど関係がありませんでした。最も大事なのは、各チームリーダーがマネージャーに渡す贈り物の価値だったのです。会社での自分の仕事を維持するため、私はそのような生存法則に従うほかありませんでした。それは「適者生存」という言葉に体現される過酷さと無力感を、私に深く実感させるものでした。

その後数年間、政府による経済改革と規制緩和により、中国全土で大規模な開発や建設プロジェクトが行われるようになりました。それを受けて、私の会社はプロジェクトを各個人に割り当て始めました。このことは、チームリーダーたちが、契約を得るために競争しなければならないことを意味しました。結果、各チームリーダーはライバルを出し抜こうとして、接待や贈賄をより活発に行うようになったのです。私たちチームリーダーは、「工作単位」がプロジェクトの入札を行うと聞くたび、当該単位の関係者にできるだけ早く贈り物を差し出すことで、事を円滑に進めようと躍起になりました。私たちはそれら工作単位のリーダーの好みに反しないように、最高の贈り物を考え、それを最高の方法で贈ることに知恵を絞りました。ある人は魚や鶏肉の中に金を忍ばせ、ある人は現金を渡し、またある人は金のアクセサリーやダイヤモンドの指輪を贈っていました。私自身もこの賄賂の慣習にのめり込み、相手の機嫌を取るにはどのような贈り物を渡せばよいか、長い時間をかけて考えたものでした。最終的に、私は苦心の末に契約を勝ち取りました。しかし、私たちがその仕事に着手するや否や、建設局、建設設計協会、品質技術監督局の役人、さらには地元の実力者たちが、「仕事を監督、指示する」ために大勢でやってきたのです。彼らは、この現場にはあれこれの問題があるとか、ここが基準に達していないとか、いろいろと言ってきました。午前中かけて検査した後も、私たちはまだ仕事を始めることができなかったのです。私はすぐさま、彼らを一人残らず高級レストランのアルコール付きのランチに招待しました。私にとっては数千元もの失費でした。さらに、ランチの終わり際には、彼ら一人ひとりに2,000元から10,000万元の賄賂まで渡さなければなりませんでした。そうすることが、仕事に着手する上で必要な彼らの許可と承認を得る唯一の方法だったのです。しかし仕事が実際に始まった後でさえ、監督局は検査官を定期的に送り込み、プロジェクトの検査にあたらせました。そのような検査は「所定の活動」とされていましたが、実際には私たちからもっとお金を搾り取る別の口実に過ぎなかったのです。彼らが現場へお出ましになるたび、私は忙しく駆け回り、食事や飲み物を用意して彼らをもてなしたものでした。さらに、それら監督局の主任たちは何かと理由をつけて、私にショッピングモールへ同行させさえしました。そのショッピングモールで彼らはデザイナーブランドの服を買い、その支払いを私に負担させるのです。時にはお金に困っていると言って、大胆にも直接現金を求めることすらありました。プロジェクトを軌道に乗せるためにも、私は歯ぎしりしながら怒りをこらえ、彼らにいい顔をしつつ、損失を被るほかなかったのです。もっとひどいのは、長い間これらの当局の主任たちに付き添って歓楽街にも行かなければならなかったことです。長期にわたる過度の飲酒と不規則な睡眠パターンのせいで、私はしまいに胃をこわし、高血圧症にもなって、すっかり疲れ果ててしまいました。そんなこともあり、プロジェクトがようやく完了し報酬を手にして初めて、自分がお金をほとんど稼いでいないことに気づいたのです。本当に泣きたい気持ちでした。そのような人生の過酷さに直面した私は心の中で、「自分のスキルに頼り、懸命に働いてお金を稼ぐことがなぜ、私にとってはこんなに難しいことなのか？国家体制のあらゆる部局のリーダーが、こんなにも腐敗しているのはなぜなのか？」と思いました。とてつもない無力感を覚えましたが、金を稼ぐ希望のすべてをあの役人たちに託すほかなかったのです。私は当初、彼らと良い関係を築くことは、自分のキャリアを高める基礎を築くことでもあると考えていました。自分の行っていることがすべて、不快な罪の落とし穴に深くはまり込み、希望のない状況でもがき苦しむことになっているとは、思いもよらなかったのです。

1992年、複雑で困難な手続きを経て、私はその都市の建設プロジェクトの契約を勝ち取りました。このプロジェクトが自分にいくらかのお金をもたらしてくれると私は見込んでいました。そこで全力を挙げて仕事に取り掛かる準備をしていたところ、マネージャーが私に対し、まずは市の４人の役人に個人の別荘を建ててやらなければならないと告げました。これは栄達を遂げるよい機会であり、市の役人に便宜を図ることで、将来お金の心配をしないで済むことや、すぐに良い暮らしを送れることが保証されると言うのです。私は希望に胸を膨らませ、銀行でローンを組んだ上に、友人や親類からもお金を借りました。自分にできるあらゆる手段を尽くしてお金をかき集めて、その４軒の別荘を建てる十分な元手を確保しようとしたのです。ところが、その建設工事が完成に近づいたころ、中央規律検査委員会の幹部役人がやってきました。私は事を丸く収めてあの４人の役人を守るため、さらにお金を使わなければならなくなったのです。それでも結局、私の必死の努力にもかかわらず、彼らを法律の力から守ることはできませんでした。４人の市の役人は収賄と汚職の容疑をかけられ、検査当局の処分を受けました。私が苦心して練り上げた立派な計画も、水泡に帰してしまったのです。４軒の別荘は未完成のまま当局に没収され、私は数十万元もの負債を抱えることになりました。とても返せる額ではありません。言いようのない苦しみが、まるで重い石のように、私の体にのしかかってきました。

私は無力感に襲われ、もう一つの建設プロジェクトに希望を託すことしかできませんでした。借金を返済するために、私はこれまでのキャリアにおいてやったことがなかったこと、最もやりたくなかったことに手を染めました。つまり、手抜き工事で低質の建材を使うことです。国家標準の鋼材を使用する代わりに二級材を使用し、コンクリートに6本の鉄筋の束を使わなければならないところを4本にし、鋼材のコストを3分の1削減しました。また、全体のコストをさらに削減するために、質の悪いコンクリートも使いました。正直に言うと、このようなことをするたびに完成した建造物の品質に深刻な影響が出るのではないかと恐くなり、私は生きた心地がしませんでした。中国各地で手抜き工事による建築物の崩壊事故のせいで多くの一般市民が負傷したり死亡したりといったニュースを聞くと、本当に不安になり、しばしば悪夢にうなされました。雷が鳴れば、天罰が下って雷に打たれるのではないかと恐れるまでになり、毎日恐怖の中で暮らしました。このような状況にあったため、やがて病気になり、高血圧に起因するめまい、頭痛、不眠症に悩まされるようになったのです。私は肉体的にも精神的にもボロボロになり、日々の暮らしは私にとって生き地獄になりました。こうして私は世の中の潮流に流され自分自身を失い、罪の泥沼に深く沈んでいってしまったのです。驚いたことに、プロジェクトが半分完了したとき、担当部門は契約で合意した通りの支払いを行わず、銀行から受けた融資は労働者の賃金を賄うのに十分ではなかったので、高利貸しから金を借りるしかありませんでした。さらに多くの挫折の後、工事の発注元は長い間借金を抱えていて、そもそもこの建設プロジェクトに出資することなど無理であったことがわかりました。また一つプロジェクトが失敗し、なんとか状況を好転させる方法はないものかと悩みました。私は完全に疲れ果てて絶望の淵に立たされたのです。その頃、建設プロジェクトを請け負った別の会社の責任者が巨額の融資を返済できず、首吊り自殺してしまったというニュースを耳にしました。私も地獄の門の前に立っているのだと、絶望に沈むような気持になりました。その後、債権者が金を取り立てに私の家に来るようになりました。何人かは私のベッドに横たわり帰ろうとせず、また大騒ぎしたり脅したりする者もいました。私は彼らに対しできる限り丁寧にへりくだって対応しましたが、それはとても屈辱的なことでした。私の親しい友人や親類でさえ、借金は返せないだろうと思い、敵対するようになりました。人間関係がいかに変わりやすいものであるかを本当に理解するようになったのはその頃のことです。文無しになったばかりか身も心も疲れ果て、さらには数十万元の借金を抱えてしまった数年間の空しい奮闘を思い返しました。私は空を仰ぎ長いため息をついて言ました。「まったく、もう限界だ。もう生きていたくない！」

まさに私が地獄の門の前をさまよっていた時、全能神の国の福音が私の耳に届きました。全能神の御言葉を目にしたのです。「今日、わたしがこの時点まで導いてきたのだから、わたしには適切な計画があり、わたし自身の目的がある。もしわたしがそれらについて今日語るなら、あなたがたは、ほんとうにそれがわかるだろうか。わたしは、人間の考え方と、人間が心に望むこととをよく知っている――自分で逃げ道を探したことがない人などいるだろうか。自分の行く末について何も考えたことがない人などいるだろうか。しかし、人間は豊かで多彩な知性を持っているが、長い時の果てに現在がこのようになるとは、誰が予想しただろう。これが、ほんとうにあなたの主観的努力の成果なのか。これが、あなたの疲れを知らぬ努力の報いなのか。これが、あなたが心に描いた美しい情景なのか。もしわたしがすべての人々を導かなければ、誰がわたしの定めから離れて別の出口を見出せるだろう。今日まで人間を導いてきたのは、人間の想像や願いなのか。多くの人は生涯、願いをかなえることなく生きる。これはほんとうに、その人たちの考えが間違っているせいだろうか。多くの人の生は、思いがけない幸福と満足で満たされている。これはほんとうに、彼らが多くを期待しないせいなのか。すべての人間の中で、誰が全能者の目に見守られていないのか。誰が全能者の定めの中で生きていないのか。人間の生死は自分の選択で生じるものなのか。人間は自分の運命を左右できるのか」（『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十一章」〔『言葉』第1巻〕）。これらの御言葉を読んだとき、私は心から納得しました。私たちの運命は自分自身の手にはないのだと本当に感じました。過去数年間を、自分の将来のために計画し計算してきたのに、何一つうまくいかなかったことを思い返しました。たくさんのお金を稼ぎ、人より優れた暮らしを手に入れることに全力を尽くしましたが、お金を稼げなかっただけでなく、大金を無駄にしました。かつて周りに一目置かれていた私が、こんなに貧しく哀れな状態に凋落するなど想像したこともありませんでした。自分の将来のために一生懸命働いたのに、なぜ次々に失敗してしまったのだろう？それは、人の運命はその人の手にあるのではなく、神の手にあるからだったのです。すべてが神に支配され、運命づけられているのです。幸運も不幸もすべて神がお決めになるのです。私は心の底から、これらが神の御言葉であると感じました。私はたまらず全能神に叫びました。「神よ！私はこれまであなたを知りませんでした。私は自分自身と人間の力に頼ろうとしましたが、結局は絶望的な状況に陥りました。今日、私はついに一人ひとりの運命、そして生と死があなたの手にあることを理解しました。私がこんな状況に陥っていなければ、私は御前に来なかったでしょう。神よ！死の瀬戸際から私を救い、新たな人生に立ち向かう勇気を与えてくださったことに感謝します。これからは、進むべき人生の道については全てあなたの采配に身を委ねます」。

それから私の教会生活が始まりました。全能神教会の環境は外の世界とは完全に異なっていました。兄弟姉妹はお互いに純粋で率直な関係を持ち、見せかけの付き合いや足の引っ張り合い、企みごとなどのかけらもなくお互いに誠実に接していました。誰もが神の御言葉を読み、賛美歌を歌って一緒に神を称えます。集会では、兄弟姉妹はお互いに正直で開放的であり、自分の経験、欠点、困難、そして神の御言葉についての各自の理解と認識について交わります。参加した集会はすべて新鮮で、新しく、活力に満ちていると感じました。兄弟姉妹の間には疎外や疑念はなく、誰もがお互いを理解し、お互いをよく知っていました。私はそこで、かつて経験したことのなかった安心感と自由を感じ、これまでで一番くつろぎ、幸せに感じました。同時に、私は神に導かれ、自分が過去数十年にわたってあのように苦しんで生きてきた理由を理解するようになりました。全能神のこのような御言葉を読んだのです。「あなたの心の中には非常に大きな秘密がある。あなたはそのことにまだ気がついていない。なぜなら光のない世界でずっと生きてきたからである。あなたの心と霊はあの悪い者に取上げられてしまった。あなたの目は暗闇のせいで見えなくなり、空の太陽も夜のきらめく星も見ることができない。あなたの耳は欺瞞的な言葉で塞がれ、ヤーウェのとどろきわたる声も玉座から流れる水の音も聞こえない。あなたは正当にあなたのものであるすべて、全能者があなたに与えたものすべてを失った。あなたは終わりのない苦しみの海に入った。救出する力もなく、生き残る希望もなく、ただもがき駆け回ることしかできず……。その瞬間から、あなたはあの悪い者に苦しめられるように運命づけられ、全能者の祝福から遠く離れ、全能者の施しの届かないところにおり、後戻りできない道を歩いている。百万回の呼び声もあなたの心と霊を奮い起こす見込みはない。あなたはあの悪い者の手の中で深い眠りについている。悪い者は境界も、方向も、道しるべもない広大な領域へとあなたを誘惑した。それ以来、あなたは本来の純粋さと無邪気さを失い、全能者の気づかいを避けるようになった。あなたの心の中では、あの悪い者があらゆることにおいてあなたを操縦し、あなたのいのちになった。あなたはもはや悪い者を恐れることも、避けることも、疑うこともしない。代わりにあなたは悪い者を心の中で神として扱う。あなたは悪い者を祀り、礼拝するようになる。あなたと彼は物体とその影のように切り離せなくなり、生においても死においても互いに委ねあっている。あなたは自分がどこから来て、なぜ生まれ、なぜ死ぬのか全く知らない」（『神の出現と働き』「全能者のため息」〔『言葉』第1巻〕）。「サタンは国家政府や有名人や偉人の教育と影響力を通して人間を堕落させます。彼らの嘘とたわ言が人間のいのちと本性になったのです。「己を怠る者は天罰を受け地が滅ぼす」はサタンの有名な格言であり、全ての人に浸透し、人のいのちとなっています。ほかにもこれに類似する処世哲学の格言があります。サタンは各国の洗練された伝統文化を用いて人々を教育し、人類を果てしない破滅の淵へと陥れます。そして最終的に、人間はサタンに仕え神に抵抗したために神に滅ぼされるのです」（「どのようにして人間の本性を知ればよいか」『キリストの言葉の記録』）。過去数十年、私がくたくたになりながら惨めな思いをし、この世界で必死に駆けずり回ってきたのは、サタンの人生法則に頼って生きてきたからです。例えば、「人間の運命は自分の掌中にある」、「地獄の沙汰も金次第」、「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」、「媚びへつらわなければ人は何もできない」など。これらのサタン的な哲学に従って生きていたために、私は神の存在にも全く気づかず、神がすべての人の運命を支配し決めておられるということも知りませんでした。私はこの暗黒の世界の潮流の中で、人生の方向性や人としてどのように振る舞うべきかという法則もなく、漂流していたのです。この暗い世界がサタンに支配されていること、そして人間社会がサタンの誘惑、罠と欺瞞に満ちていることが私には全く見えていませんでした。この暗く邪悪な世界でお金を稼ぐために、私は地位のある人にゴマをすり、へつらうことを学び、建設プロジェクトでは安物の建材をこっそり使うありさまでした。私の良心は少しずつ消えていき、人としての人格も尊厳も失ってしまったのです。深く罪を犯すほど、自分が人間だとは感じなくなっていきました。結局、お金を稼ぐどころか借金の山が残り、もう少しで自殺するほどの絶望の淵に立たされたのです。巨額の借金のために自殺した責任者のことを考えました。彼はサタンへの捧げ物として犠牲になったのではないだろうか？今も同じような悲劇が毎日繰り返されているのではないだろうか？そこまで考えて、人々がそうなってしまうのはサタンの毒による害のせいであり、サタンの支配によって導かれる世俗的な潮流のせいだと気づきました。これらのすべてを考えると、神への感謝の気持ちが波のように私の心に押し寄せ、神の憐れみと救いに心の底から感謝しました。神は私を暗黒の世界から救い、神の家へと連れ戻し、神の慈愛と庇護を受けられるようにしてくださったのです。

しばらくして、再び債権者に対応しなければならなくなり、私の心は大きな混乱に陥りました。返済しなければならないすべての負債を考えると、私はもう一度建設プロジェクトを引き受けたいと思いました。しかし、やる気はあっても能力が伴わないこともわかっていました。持病の高血圧が悪化して、私はどうすればいいか全くわからずにいました。するとある日の集会で、兄弟の一人が私のために神の御言葉を読んでくれました。「神への真の信仰とは、神はすべてのことに支配権を持つという信念に基づいて神の言葉と働きを経験することを意味する。堕落した性質から解放され、神の望みに応じ、神を知ることができる。そのような道程を経てのみ、神を信じていると言える」（『神の出現と働き』「序文」〔『言葉』第1巻〕）。兄弟は私に説教をし、言いました。「私たちは神を信じているのですから、神に真の信頼を寄せるべきです。全てを統治なさる神の権威と力を心の底から信じ、人生のすべてを神に委ねなければなりません。最も重要なことは、神に頼り、神に敬意を払い、神の働きを体験し、神の導きを求めることを学び、自分でできると考えて性急に動き回ったりしないことです。借金返済は、理知と良心のあるすべての人が行うことですから、勇気をもって借金に直面しなければなりません。私たちはすべてが神の手の中にあり、登ることができない山はないと信じなければなりません。あなたの借金について、神にもっと祈り、神の意志を求めるべきです」。

兄弟の助けにより、私はその時、実行する道が見つかりました。集会に出席したり本分を果たしたりするのに支障が生じない近くの建設現場で仕事を見つけ、借金を返済するためにお金を稼ぎ始めました。私はもはや自分自身だけに頼って先に進もうとはしませんでした。債権者たちが取り立てにやって来たときには、彼らに対して正直に行動し、あるだけのお金を渡しました。また自分の農地で収穫した作物を売って作ったお金からいくらか返済することもできました。私は債権者全員に、借金を全額返済すると固く約束しました。すると、彼らも私を困らせるようなことはしなくなりました。銀行が返済を催促しに来たとき、私は神に祈り、すべてを託しました。「もしこの多額の借金を返済できないために刑務所に入らなければならないとしたら、私は神の采配と取り決めのすべてに従います」と思いました。従順なる心で神の働きを体験したとき、神は私のために道を開いてくださり、私は神の御業がどれほど素晴らしいかを見たのです。政府は1993年以前に手続されたすべての銀行融資は返済する必要がないと発表したのです。これらは銀行のコンピューターシステムに入力されておらず、情報が不完全で未返済の融資を追跡することができなかったためです。神よ、感謝します！私の融資はすべて1993年以前のものだったため、数十万元の借金は帳消しになりました。私は興奮して、神に感謝と賛美を捧げました。「あれだけの金額を稼がなければならないとしたら、完済する前におそらく疲労で死んでいただろう」と思いました。このことで、すべての人の運命が本当に神の手にあるということを自ら体験することができました。まさに御言葉にあるとおりです。「人の運命は神の手によって掌握されている。あなたは自分自身を掌握することはできない。いつも自分自身のことであくせく動き回っているのにもかかわらず、人は自分自身を掌握することができないままでいる。あなたがもし自分の前途を知ることができ、自分の運命を掌握できるなら、それでもあなたは被造物だろうか。端的に言うと、神がどのように働いたとしても、彼の働きはすべて人間のためである。たとえば、人に仕えるために神が造った天、地、そして万物――神が人のために造った月、太陽、星など、また動物や植物、春、夏、秋、冬など――はすべて人が生存するために造られたのである。したがって、神がどのように人を罰し、裁くにしても、それはすべて人の救いのためである。神が人から肉的な望みを剥奪したとしても、それは人を清めるためであり、人の清めは人の生存のためである。人の終着点は造り主の手の中にあるのだから、人はどうして自分自身を掌握できるだろうか」（『神の出現と働き』「人間の正常な生活を回復し、素晴らしい終着点へと導き入れる」〔『言葉』第1巻〕）。

こうした経験を通して、私は全能神の働きについてさらに確信し、私の信仰は強まりました。その後数年間、私は集会に行き、本分を尽くし続けながら、地元の建設チームで働いて残りの借金の返済するために働きました。福音を聞くのにふさわしい善良な人に会うたびに、私はその人に福音を伝え、仲良くなった人を何人か神の御前に連れていきました。毎日忙しい日々でしたが、サタンの哲学やルールに従わなくなり、世界の邪悪な潮流に追随して豊かになり人より上の生活を目指さなくなったので、生活は一変しました。代わりに、私は神の支配に服従し、神の要求に従って生活し、真理に従って振る舞い、誠実で人間らしくあり、神を畏れ、悪を避けるようになりました。このように振る舞うと、自分が公明正大で心にわだかまりがないと感じられ、私は安らぎ、内なる光で満たされました。徐々に良心と理知を取り戻すようになり、すると苦しんでいたさまざまな病気も消えてゆきました。今年私は75歳になりましたが、健康でかくしゃくとしており、借金もすべて返済しました。私をよく知っている人は皆、私を賞賛し、私は幸運だと言います。しかし、私はこれらすべてが間違いなく全能神の救いと恩恵の結果であることを知っています。全能神が死の瀬戸際から私を救い、いざという時に私にいのちを返し、人生における正しい方向を示してくださったのです。これらすべての経験を通じて、神の導きがなければ私たち人間がサタンに苦しめられ、飲み込まれてしまうのは避けられないということを実感しました。人々を救うことができるのは全能神だけなのです。全能神が表された御言葉だけが、人々を罪の束縛から遠ざけ、真の人間として生きる方法を示すことができます。全能神が表された真理を受け入れ、全能神に服従し、全能神を崇拝することによってのみ、人類は真の幸福な生活を送り、素晴らしい未来と終着点を得ることができるのです！


46. 死の淵から戻って

中国　ヤン・メイ

2007年、私は突然慢性腎不全になりました。クリスチャンである母と義姉、数人のカトリックの友人はこのことを知ると、みんなで私に会いに来て福音を説きました。主を頼ってさえいれば病気は治ると、母たちは言いました。ところが私は神をまったく信じていませんでした。病気を治せるのは科学的な治療方法だけで、科学で治せないのは不治の病だと思いこんでいたのです。そもそも、この世に科学の力より偉大な力などあるのでしょうか？神への信仰は一種の精神的な支えです。しかも私は公立学校の教師という立派な地位にあり、高等教育を受けて教養があったので、おいそれと神を信じるわけにはいかなかったのです。そんなわけで、私は母たちの勧めに従わず、よい治療をしてくれるところを探しまわりはじめました。二、三年のうちに、自分の住む県と省の大病院をほぼすべてめぐりましたが、それでも病状は改善しませんでした。それどころか悪化する一方だったのです。それでも私は頑として自分の見解にこだわり、科学で何でも変えられる、病気の治療は時間がかかるものだと言い張りました。

2010年、全能神教会のある姉妹が私のもとを訪れ、神の国の福音を説きました。主イエスがこの世にお戻りになったのは新しい働きをなさるためで、その中には真理を発して人々を裁き清めることも含まれているというのです。神の働きのこの段階は、人類を徹底的に救うことが目的ですが、人類が神に救っていただく最後のチャンスでもあるのですよ、と。私はまだその言葉を全面的に受け入れるつもりはありませんでしたが、これまでの数年間、よい治療を求めて失敗と挫折をさんざん味わったために、以前ほど頑なな態度はとらず、姉妹から説得されるままに神の御言葉の本を受け取りました。けれどもその時点ではもちろん、その本にある御言葉が神によって表された真理だとは信じていませんでした。相変わらず科学だけが自分の運命を変えられるという自説を曲げずに、病状を改善できるのは薬だけだと信じつづけていたのです。やがて食事よりも薬のほうを毎日多く摂取するようになりましたが、それでも改善の兆しはほんのわずかも見られませんでした。姉妹は数えきれないくらい私の家を訪れてくれましたが、私は依然として神を信じることを拒んでいました。そんな状態が一年ほど続いたのです。

ところがある日突然、両目の視界がぼやけ、両脚がひどくしびれて歩けなくなりました。医者の話では、数年にわたって大量の薬を飲み続けたせいで中毒が起こり、その結果こうした症状が起きたというのです。最初は県の病院に一週間入院し、その後北京にある軍の病院に移されて一か月治療を受けました。それから同じ北京の、漢方治療で有名な病院に移され、中国の伝統的な治療を受けました。しかしそこで二か月間治療を受けても、病状はまったく改善しませんでした。私の主治医は、この病院を引退した元神経科医長に頼んで私の診察をしてもらうことまでしてくれましたが、病状は少しも改善しませんでした。その後将来の義理の娘から、私のような厄介な難病でも治せると評判の医者が雲南省にいると聞きました。そこから紆余曲折はありましたが、私はなんとか車椅子でそこに連れて行ってもらえました。ところが一か月近く治療を受けても、病状が回復しなかっただけでなく、目と脚のために服用していた薬のせいで腎臓病が悪化する結果になったのです。これでは助からないのではないかとひどい不安に陥った私は、家に帰ることにしました。その後は、腎臓を守るために目と脚の治療と薬を断念しました。

そのころ、私は絶望のどん底にいました。自分はこんなにも科学を信じきってきたのに、科学は私の病気の治療には完全に無力だった、という思いにたびたび襲われました。科学で治療できるという望みが打ち砕かれると、私はひどく落ち込んで虚脱状態になりました。どのように生きていけばよいのかわかりません。痛みと苦しみでぼんやりする中、私はしばしばとんでもないことを考えました。「私はどうしてこれほど多くの病気にかかっていて、しかも薬で治してもらえないんだろう？科学を信じ、科学を信頼し、最善を尽くして最高の治療方法を探したのに、まったく効果がなかった。それどころか、病気は悪化するばかりだわ。ひょっとすると科学は私を本当に救えないんじゃないかしら？この世に神が本当に存在するんじゃないかしら？すべての人間の運命は、本当に神の御手の中にあるのかしら？」こうした疑問についてどんなに考えても、答えはひとつも見つかりません。その時期、私は激痛と苦しみに耐えながら毎日を送っていて、自分が寝たきりで役立たずの病人だと思うたびに、人知れず泣き伏していました。家族に多大な迷惑をかけていると感じ、これ以上重荷になりたくないと思いました。自殺したいと思ったのも一度だけではありません。けれども死ぬのは怖かったのです。そのため私は死の訪れを待ちながら、一日一日をただ漫然と過ごしていました……。

ある日、全能神教会の姉妹が私のために置いて行った本に夫が気づきました。「あなたは知っていたか。神が人々の間で偉大な業を成し遂げたことを」という見出しを見たとたん、夫は興味を引きつけられ、次の一節を私のために読み上げてくれました。「神の働きはあなたには理解できないことである。あなたの決定が正しいかどうか理解することも、神の働きが成功するかどうか知ることもできないのなら、この普通の人があなたにとって大いに助けとなるかどうか、また、神が偉大な働きを行なったかどうかを運をためしてでもいいから見てみようとしないのか」（『言葉は肉において現れる』）。この短い一節に、私は心を激しく揺さぶられました。とくに「ならば自分の運を試してはどうか」という言葉が、繰り返し頭をよぎりました。まるで私の陰鬱な心に一条の光が差し込んだように、生きつづけることへのかすかな望みを見出せたような気がしたのです。私は夫をせきたてて神の御言葉の別の二章を読んでもらいました。そこには、神が御言葉をお使いになって人々を裁き清め、いのちの性質を変えられるという真理が書かれていました。その何もかもが私にとって耳新しいことで、読まれた御言葉の意味を完全に理解したわけではなくても、こうした教えが他の人々から聞いている主イエスの福音と違っていることは感じ取れました。そういった人々の言うことはたいてい、どうしたら神のお恵みを得られるかとか、私がひたすら神を信じれば病気は治るといったことだったので、私は信じていなかったのです。けれども全能神の御言葉ははるかに実践的に思えたので、聞けば聞くほどもっと聞きたくなりました。

それから私は、夫に毎日神の御言葉を朗読してもらいました。この本には、宗教的な人々は神を信じているが神を知らず、神に抵抗までしている、またしばしば日中に罪を犯して夜に告白すると書かれていました。私はこのことにいっそううなずかされました。というのも、私の母と義理の姉妹二人はみなクリスチャンですが、この神の御言葉通りの生き方をしていたからです。母たちは本当に罪を犯したあとその罪を告白し、その後また罪を犯す、といったことを繰り返していました。私の霊が目覚めたのはその時です。これが本当に神の御声なのかしら？もし神でないなら、その著者はどうして宗教界のことをこれほどまでによく理解しているのだろう？不信心者なら理解などできず、偉人や有名人でもわからず、宗教的な人々さえも自分が神を信じていながら神に抵抗していることに気づいていない。そう考えれば考えるほど、この本の御言葉は人が発せられるようなものではなく、俗世に受肉された神がおっしゃったことなのではないかと思うようになりました。

それから何日も経たないうちに、最初に全能神の国の福音を説いてくれた姉妹が、私が退院して家に戻ったと聞きつけ、もう一人の姉妹を連れて私の家にやって来て、ふたたび福音を説いてくれました。この時私は、良心が自分に話しかける声に気づきました。「私は寝たきりになったけど、この姉妹たちは私を嫌って見捨てるどころか、何度もうちに足を運んで福音を説いてくれた。普通の人にはとてもできないことよ。他の人はとっくの昔に私のことなど忘れてしまったはずなのに」。このような愛は神に由来するにちがいありません。私の考えでは、それは火を見るより明らかでした。というのも、そうした愛は俗世では決して見つからないものだからです。「困ったときの友が真の友」ということわざの意味を、その日私はしみじみと実感しました。家族が私のそばにいるのは、家族である以上避けられないことです。けれどもこの人たちは私とは赤の他人なのに、下心があるわけでも何か条件をつけるわけでもなく、一年以上も定期的に通って私に福音を伝え、私のような寝たきりの病人のために骨を折り、自分たちの信仰や愛、忍耐強さがいかに素晴らしいかを示してくれました。私は神の愛に心から感動し、それ以降は神の福音を拒む理由がなくなりました。そうして、夫と私は二人で終わりの日の神の働きを受け入れたのです。

2011年６月、夫と私は全能神教会での教会生活を正式に始めました。私の視力が落ちて自分では読めなかったので、ふだんは夫が私のために神の御言葉を読み上げてくれました。また教会の集会では、兄弟姉妹も神の御言葉を読んでくれました。たまに一人になったときは讃美歌にも耳を傾けました。あとになって私は、神の御言葉の中に自分が病気になり苦しんでいる根源を見出しました。「人間が生涯にわたって耐える、出生、死、疾病、老齢の苦痛は、何が根源なのでしょうか。これらの事が人間に発生する原因は何でしょうか。人間が最初に造られた時、こうした苦痛は人間に発生したか、というと、発生しなかったのではないでしょうか。それならば、こうした苦痛は、何に由来するものでしょうか。それらは、人間がサタンによって誘惑され、肉体が堕落したあとで発生しました。人間の肉の痛みや苦しみ、虚無感、人の世における極度の悲惨な出来事といったことは、サタンが人類を堕落させて初めて生じました。人間がサタンによって堕落させられた後、それは人間を苛み始めました。結果として人間は一層堕落してゆき、人間の病はますます深刻になり、人間の苦しみは一層激しくなりました。人の世の空虚感や悲劇、この世で生き続けることが不可能であることを、人は一層感じるようになったのです。そしてこの世に対する希望もますます感じなくなっていきました。この苦しみはサタンから人間にもたらされたものです。……そのため病気になって悩みを抱え、自殺することもあり得たり、また時には、世界は荒れ果てているとか、人生には何の意味もないとか感じたりすることがあります。言い換えると、こうした人間の苦しみはいまだサタンの支配下にあり、それが人間の致命的な弱さの一つを成しているのです」（「神が世俗の苦しみを味わうことの意義」『キリストの言葉の記録』）。病気の痛みによる苦しみがあまりにも大きいために、私が生きる意欲を完全に失い自殺したいと思ったことを、神の御言葉はまさしく言い当てていたのです。けれども神の御言葉は、病気の痛みと苦しみはすべてサタンが人々を害する手段なのだとも述べていました。私は最初のうち、神がこのようなことをおっしゃる訳がよくわかりませんでしたが、神の御言葉を読み進むうちに少しずつ、その真理が理解できるようになりました。

ある日の午後、夫がいつものように神の御言葉を朗読してくれていると、このような神の御言葉が耳に入ってきました。「人類が社会科学を考案して以来、人の精神は科学と知識に占領されてしまった。それから科学と知識は人類を支配する道具となり、もはや神を礼拝するための充分な余地は人にはなくなり、神を礼拝するための好ましい条件もなくなった。人の心の中で占める神の位置はどこまでも低められた。心の中に神が無いまま、人間の内面世界は暗く、希望も無く、空虚である。……科学、知識、自由、民主主義、余暇、快適さなどは、人間につかの間の慰めしかもたらさない。これらのものがあっても、人は必然的に罪を犯し、社会の不公正を嘆く。これらのものは、人の探求への渇望や欲求を抑えることはできない。人は神によって造られたからであり、人の無意味な犠牲や探索はさらなる苦悩につながるだけで、人類の将来にどのように向き合うべきか、目の前にある進路にどのように対峙すべきか分からないまま人を常に恐怖に怯えたままにさせるからである。人は科学や知識を恐れるまでになり、空虚感をそれ以上に恐れるようになる」（『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」〔『言葉』第1巻〕）。この御言葉を聞いてやっと、人類の病気と苦しみはすべてサタンからもたらされていると神が言われた理由がわかりました。サタンは知識と科学を用いて私たちを堕落させているのです。サタンは「人間はサルから進化した」、「我々に救いを与える者は誰もい」、「知識は人の運命は変える」、「人間の運命は自分のの掌中にある」、「科学は人々を救う」、「人は自然を克服」などといった馬鹿げた考えを私たちに詰めこんでいます。サタンはこうした哲学や法則、思想、観念で人類を洗脳しているのです。人々はこうしたものに心と霊を奪われ、知識を妄信し科学を崇めるよう仕向けられています。そして知識で運命を変えられるという妄想を抱いたり、科学を用いてあらゆる難題を解決しようとしたりしているのです。サタンの馬鹿げた考えを取り入れて生活の基盤を形成してきたために、サタンに捕らわれ、縛られ、支配されてきたのです。そして神に由来するものすべてを否定し、神のお気遣いとご加護から遠ざかりはじめているのです。サタンは人形遣いが操り人形をもて遊ぶように人々を操っています。私はそのような形で害されている何百万人の中の一人にすぎなかったのです。私は病気になったとき、科学を信頼して治療を受けました。科学を盲信して崇め、有名病院の専門医なら、最新の技術と近代的な医療設備を用いて病気を治せるはずだと本気で思っていたのです。ところが病状は改善しないどころか、私は死ぬ間際まで追い詰められました。科学がもたらしたのは、非現実的な希望と癒えることのない痛みだけだったのです。科学が私に神を信じさせないせいで、私は繰り返し神に反抗し、抵抗し、その救済を拒みました。ところが私の反抗的な態度にもかかわらず、神は決して私の救済を諦めることなく、御言葉を用いて私を終始導いてくださったのです。かつて私の霊は知識と科学によって抑えつけられていました。その霊を神は少しずつ目覚めさせてくださったのです。一度は死の淵を覗いた私ですが、今は神の御前に出てその救いを得ているのです。

夫は毎日神の御言葉を読みつづけてくれました。そんなある日、私はこのような神の御言葉を聞きました。「神はこの世界を創造し、この人類を創造し、さらに神は古代ギリシア文化ならびに人類の文明の設計者でもあった。神のみがこの人類を慰め、神のみが日夜人類のことを思いやる。人類の発展と進歩は神の統治と切り離すことはできない。また、人類の歴史と未来は神の計画から切り離せない。……人類が良い運命を望むなら、また国が良い運命を願うなら、人類はひれ伏して神を礼拝し、神の前で悔い改め、罪を告白しなければならない。さもなければ人類の運命と終着点は避けることのできない災難となる」（『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉のおかげで、すべての人の運命は神の御手の中にあり、神が人間のいのちの源であることがわかりました。神の御前に出て、神に従い、神を崇めなければ、良い運命はもたらされません。神から離れて神に抵抗し、神を見捨ててサタンを頼りにするとき、その人は自らをサタンに引き渡しています。その結果、サタンに害されて踏みにじられ、果てしない災厄と際限のない苦しみにみまわれることになりますが、人はこのようにして自らを害し、自らに死をもたらすのです。そのとき、私は自分がいかに愚かで盲目で、惨めだったかを思い知りました。知識と科学に対する考え方が毒以外の何ものでもなく、私を堕落させるために使われたサタンの道具にすぎないことを理解したのです。私はこれまで長年にわたり悪魔によって毒されていたのです。今となればそのことが悔やまれてなりません。私は心の底から神への真の憧れを感じました。聖書に記されているニネベの人々のようにふるまい、神の御前でひれ伏し、告白して悔い改めたい、そしてあらゆる邪悪な手段を投げ捨てて、神が与えてくださる導きと糧を受け入れたいと思いました。神に従い神を崇めたいと思った私は、信者を我が家に泊める本分を割り当ててください、と自ら教会に願い出ました。兄弟姉妹との交わりでは、病気のために私を見下したり蔑んだりする人はいませんでした。それどころか私を精一杯助けて支えてくれたので、私はいつも彼らの偽りのない愛に囲まれていると感じていました。

それからしばらく経ち、病状が依然として改善しないので、私は神に、病気がよくなるようお助けくださいと訴えはじめました。ところが姉妹たちは次のように教えを説いてくれたのです。「神は万物の創造主でいらっしゃり、私たちはその被造物です。なので、神にどのように扱われようと、私たちはその計画と計らいを受け入れなければなりません。神に願いごとをすれば、ただ自分の理知のなさをさらけ出すことになります。病人を治したり、悪霊を払ったり、奇跡を行なったりすることが、恵みの時代の神の働きでした。けれども今は神の国の時代で、神の現在のおもな働きは、その御言葉によってすべてを成就し、御言葉を用いて人々の堕落した性質を清めて変えることなのです。神は、人々を神に従い、神に忠実で、神を知り、神を愛する者に変えて、そのような者の集団を次の時代へと導きたいと思われています。神が望まれているのは、神を知るようになった人々が自然に表わす愛と服従です。病気を治していただいた感謝の気持ちから、ご自身に従うことは望まれていません。このような神の御言葉があります。「神が人を救う時は、神は人を祝福と恵みで動かし、人が心を神に捧げることによって救うのだと人は信じている。すなわち、神が人を動かすのは神が人を救うことなのである。このような救いは取引によって行われる救いである。神が人に百倍のものを授けて初めて、人は神の名の前に服従し、神のために尽くして栄光をもたらそうと努力する。これは人類のための神が意図することではない。神は堕落した人類を救うために地上で働きに来た。このことに嘘はない。もしあれば、神が働きを行うために自ら来ることは絶対になかっただろう。過去において、神の救いは最大限の慈愛と憐れみを見せることで、神は全人類と交換するために自らのすべてをサタンに与えたほどであった。現在は過去とはまったく違っている。今日、あなたがたに与えられる救いは終わりの日に、各人を種類ごとに分類するときに起こる。あなたがたの救いの手段は愛や憐れみではなく、人が徹底的に救われるための刑罰と裁きである」（『神の出現と働き』「地位の祝福は脇に置き、人に救いをもたらす神の心意を理解するべきである」〔『言葉』第1巻〕）。つまり私たちは、自分がどれくらい祝福を望む気持ちに衝き動かされているか、神との関係がどれほど打算的になっているかを分析し理解しなくてはならないのです。また神の御言葉をもっと読んで生活の中でそれを実行し、神の御言葉の裁きと刑罰を受け入れ、その取り扱いと刈り込み、試練、精錬を受け入れ、自らの堕落した性質の清めと変化を求めなければなりません。あなたの病気が良くなるかどうかは神の御手の中にあり、私たちは神の計画と計らいに従わなくてはならないのです」。

姉妹との交わりを通して、ただ神のお恵みを享受するだけでは、サタン的な性質は変わらないのだと理解するようになりました。終わりの日の神の裁きと刑罰を受け入れてはじめて、自分自身の堕落した性質を一掃し、良心と理知を取り戻し、それにより神の救いを得て神の御心にかなうことができるのです。終わりの日の神の働きを受け入れないクリスチャンはみな、神の豊かなお恵みを授けられていても、いまだに罪を犯して告白することを繰り返しながら生きています。なぜならそれは彼らの堕落した性質が清められていないからです。そのため彼らは神の祝福とお恵みを得ようとしていたずらに歩きまわり疲れ果てています。別の言葉で言うと、彼らは神との取引を望んでいるので、そのため決して神に認めていただけることはないのです。神の御心を理解した私は、病気を治してくださいと神にお願いするのをやめて、その代わりに病状がどうなろうと、神を信じ崇めようと固い誓いを立てました。被造物の一人としての本分を尽くし、真理を追求して神をもっと真剣に知るために探求し、自分の堕落した性質を一掃し、神に満足していただくため真に人間らしく生きようと心に誓ったのです。いったんこうしたことを実践しはじめると、心がとても解放され、病気の痛みに束縛されて制約を受けていると感じなくなり、死も怖くなくなりました。私が望んだのはただ、全身全霊を神に捧げて、神の命令と計らいに従うことだけだったのです。

その後は兄弟姉妹と頻繁に集まって神の御言葉を読み、真理について交わり、神を讃える讃美歌を歌いました。自分の心がとても豊かになったと感じ、それとともに苦しみが和らいできました。それ以上に不思議だったのは、いつの間にか足の麻痺が弱くなってまた少しずつ歩けるようになり、しまいには車椅子に頼らなくてもすむようになったことです。もっと思いがけないことも起こりました。ある日突然視力が戻ってきて、神の御言葉の本に印刷された文字が読めるようになったのです。私もついに自分の目で神の御言葉が見えるようになったのです！信じられませんでしたが、私は本当に奇跡を経験したのでした。私は言い表せない喜びを感じてその後も欠かさず神に祈り、感謝を捧げて神を讃えました。興奮した口調でこの良い知らせを夫に伝えると、夫は感動をあらわにしました。そして目に涙をためて、何度も泣き叫びました。「神様、感謝します、神様、感謝します！」そう、それはまさしく現実のことでした。私は神にほんの少し従っただけなのに、神はこの素晴らしい祝福をもたらしてくださったのです。終わりの日の神の働きにたとえ奇跡の御業が含まれていなくても、神の御言葉の権威は神の奇跡の権威をはるかに超越するということを私は深く感じました。神は本当に全能の神で、人々を愛する神なのです！

ある日夫は、県の病院で私のかつての主治医とばったり出会いました。私の腎臓病の治療はどのように進んでいるか、透析はしているかと医師から訊かれた夫はこう答えました。「透析はしませんでしたが、もう病状は改善しています。今は歩けるようになって視力も回復しています！」医者は目を丸くして言いました。「へえ、そんな奇跡もあるんですね。奥さんはもうしばらく前から透析を受けているものだと思っていましたよ」。

今現在、私は普通に生活しています。親戚や友人、近所の人は必ず驚いてこのようなことを言います。「こんなに早く病気が良くなるとは思いもしなかった。肉体的にも精神的にも、どこも悪いようには見えないね！」こうした言葉を聞くたびに、私は心の中で神への感謝の言葉を述べます。「神様、あなたが私に愛を示し、お救いくださったことは生涯忘れません。あなたのためにできることは何一つありませんが、生涯をかけてあなたに従い、あなたを崇め、あなたの被造物としての本分を尽くして、あなたの愛に報いようと私は心に固く決めています」。私はかつてひどく堕落していて、はじめのうち神の存在を認めず、たびたび神の救済を拒みました。それなのに神は私の過ちを責めなかっただけでなく、本当に素晴らしい方法で私をお救いくださったのです。私は神の慈しみをふんだんに受けていますが、自分がそのようなお恵みにふさわしくないのは承知しています。この強烈で動かしがたい経験から、科学と知識は人を救うことができず、ただ際限のない苦しみや恐怖、死をもたらすだけなのがわかりました。宇宙の万物を創造して支配なさる方のみが、いのちと必要な糧を人間に与えられるのです。神は人類の生存の唯一の基盤であり、人類の唯一の希望と救いです。良い運命を望むなら、神を崇めるしかありません。私は神に、サタンにすっかり騙されて死にかけた私のような者を、サタンの影響からお救いくださったことに感謝しています。神は私を生き返らせ、万物の創造主である神の御前に連れ戻してくださいました。私は今、輝かしいいのちの道を歩いているのです！


[image: ]

OEBPS/Images/cover.png
S, BELEY 5203 GEREN S TUSADS CHORET, T2
PSR STHCHONARSNTUR, MINIRBDSTCUETARL
VTBS, K, HOTHEERL. HELES. SERCERINTIG.
LiSG. HEDUOSERY, ELTHIOVOSONERN . KEHTOR
BEOUIIEESEL. SEPKAERITL, SRAORIDSRNSILE
TILUL GESTONTUAONRETED. H-OMIETBEDSN.

———






OEBPS/Images/contact.jpg
‘/EVITYAE
https://jp.kingdomsalvation.org

[=
=

HHRVITH A FTAIDLIA—-k

:[a]

YouTube: hitps:/I.kingdomsalvation.org/jp/video
Facebook: https://l.kingdomsalvation.org/jp/facebook

Email: contact.jp@kingdomsalvation.org





